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2022 年 7月 1日現在
各クラブバナーを掲載

うら表紙の裏に
後半のクラブ
バナーが掲載
されています



 
 

Our Motto

“To acknowledge the duty that accompanies every right”

 
 

“Into the next 100 Years with FELLOWSHIP & IMPACT”

“BEYOND SELF and BE THE CHANGE”

「フェローシップとインパクトで次の100年へ」

「自己を超えて、変化を起こそう」 

Ｋ・Ｃ・サミュエル　（インド）

シェン・チ・ミン　（台湾）

国際会長

主題

スローガン

“Elegantly Change with New Era”

“Doing It Right Now”
 「新しい時代とともに、エレガントに変化を」 

 「今すぐ実行を」 

アジア太平洋地域会長

主題

スローガン

“Let's act now for the future”

“Do something for someone 
and

 have an enjoyable club life for yourself  !”

「未来に向けて今すぐ行動しよう」

「誰かのために奉仕して  
  自分のための楽しいクラブライフを！」

東日本区理事 佐藤　重良　甲府21

主題

スローガン
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国 際 聖 句

ワイズの信条

父よ、あなたがわたしの内におられ、わたしがあなたの内に

いるように、すべての人を一つにしてください。彼らもわたし

たちの内にいるようにしてください。そうすれば、世は、あなたが

わたしをお遣わしになったことを信じるようになります。

　　　　　　ヨハネによる福音書第17 章21 節（新共同訳）

１．自分を愛するように、隣人を愛そう

２．青少年のためにYMCAにつくそう

３．世界的視野をもって、国際親善をはかろう

４．義務をはたしてこそ、権利が生ずることをさとろう

５．会合には出席第一、社会には奉仕第一を旨としよう
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クラブ運営に関する事務手続きのポイント
１　東日本区書記・副書記
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２　東日本区事務所
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３　半年報提出の手続き



 部長宛
部長宛

４　東日本区への送金

５　会員の異動報告

６　新クラブ設立会員（チャーターメンバー）の取扱い

７　クラブブリテンに関して

８　文献の保存について

９　物品の販売について

10　各種報告、申請用紙について

11　国際関係
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新クラブ設立支援金規則

総　則

支援金

支援金支給

改　廃

付　則

新クラブ発足の手順と必要な手続

１．新クラブ発足の手順と必要な手続 ２．Charter　Check　List および CHARTER　APPLICATION 等の記入方法

 ・

 ・
 ・
 ・
 ・
 ・
 ・
 ・

３．東日本区事務所の対応
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振り返り
第２６回東日本区大会（甲府）

YMCAサポート 西日本区大会
歴史

第４回東日本区役員会 ・代議員会（甲府）

代議員会告示

ユース JEFエントリー締切
LT

W4W 代議員会議案締切
東西理事連絡会議
（西日本区）

RBM 第３回東日本区役員会
（現・次期合同）

ワイズメネット

Green
Project

代議員会議案送付

CS 次期クラブ会長・部役員研修会

FF 国際協会年央会議
HTW  

TOF 後期区費納期 25周年東西日本区
交流会(～５） 国際半年報

JEF
後期区費請求書発送

次期部役員・クラブ会長報告

各クラブ後期半年報部長宛提出

国際役員投票締め切り

EF

　

IBC 国際役員投票

　

キリスト教理解 祈りの輪

100周年祝賀 第２回東日本区役員会

YMCA大会
（～27東山荘）　 ワイズデー

国際協会１００周年
祝賀会（～17台湾）

国際RDEサミット
（～20台湾）BF

次期部長・事業主任研修会
富士山部部大会

ASF

　
東新部部大会
関東東部部大会

あずさ部部大会
湘南・沖縄部部大会

国際議員候補者推薦

ユースボランティア・
リーダーズフォーラム～１０/２）

国際会長候補者推薦

EMC

臨時代議員会（Zoom) 北海道部評議会・
部大会
（仮）甲府やまなみ
ワイズメンズクラブ
チャーターナイト

北東部部大会

国際ユースコンボケーション
（～９　タイ・チェンマイ）

2022-2023年度　　東 日 本 区 行  事 予 定
強調月間 東日本区行事・報告・送金 各部・西日本区等 国際・YMCA

キックオフ 各クラブ前期半年報部長宛提出

第２５回日東日本区大会　（宇都宮）（5）
第11回日本YMCA
同盟協議会

　

第４回東日本区役員会　
代議員会 西日本区大会

Change2022 第１回東日本区役員会

戦略2032 前期区費納期 国際半年報

PR
各クラブ前期半年報

前期区費請求書発送



役名 氏名 クラブ名 〒 住所 連絡先ＴＥＬ 携帯電話 Eメール

　理事 佐藤重良 甲府21 400-0013 甲府市岩窪町328-2 055-253-7309 090-7202-0524 s001941satoh@yahoo.co.jp

　次期理事 山田公平 宇都宮 321-0413 宇都宮市松風台1200-98 080-2127-5432 kyamada246@gmail.com

　直前理事 大久保知宏 宇都宮 320-0027 宇都宮市塙田5-1-13-104 028-621-2383 090-5336-5755 t.ookubo@hh.fujii.co.jp

　書記 清藤城宏 甲府21 400-0075 甲府市山宮町2924 055-253-8355 090-6105-1041 kuniseido@gmail.com

　会計 荻野清 甲府21 406-0034 笛吹市石和町唐柏148 055-215-4663 090-6100-2244 ogino.voc@gmail.com

　地域奉仕・YMCAサービス 小山久恵 東京サンライズ 202-0002 西東京市ひばりが丘北4-8-13 042-424-0525 090 9859 1179 hisaefromifone@i.softbank.jp

　会員増強 佐藤節子 厚木 252-0003 座間市ひばりが丘3-38-4 046-253-4722 090-3903-2310 zamasunsun@jcom.home.ne.jp

　国際・交流 利根川太郎 川越 350-1123 川越市脇田本町7-8ザ・シティ川越ミッドスクエア1104 049-215-4163 090-1507-5607 taro.tonegawa@gmail.com

　ユース 衣笠輝夫 埼玉 330-0835 さいたま市大宮区北袋町2-9-3 048-647-2979 090-6038-1843 tkinubus@gmail.com

　北海道部 小谷和雄 札幌北 004-0867 札幌市清田区北野7条1丁目7-26 011-852-9002 090-8639-576 odanik9002@ceres.ocn.ne.jp

　北東部 大久保知宏 宇都宮 320-0027 宇都宮市塙田5-1-13-104 028-621-2383 090-5336-5755 t.ookubo@hh.fujii.co.jp

　関東東部 工藤大丈 東京ベイサイド 104-0053 中央区区晴海2－2－42－1801 03-3238-8483 090-8807-2983 dabbeatkids@gmail.com

　東新部 深尾香子 東京多摩みなみ 206-0021 多摩市連光寺4-19-22 080-7757-6770 kako@desk.email.ne.jp

　あずさ部 後藤明久 富士五湖 401-0512 南都留郡忍野村内野3041-1 0555-84-4233 090-3147-4305 ag1263@olive.ocn.ne.jp

　湘南・沖縄部 小松仲史 厚木 252-0003 座間市ひばりが丘1-69-20 046-252-1041 090-3514-2170 ys@bou-han.com

　富士山部 前原末子 御殿場 412-0027 御殿場市西田中485-3 0550-83-4405 090-3155-5453 osuu0105@ezweb.ne.jp

以上東日本区役員

　行政監事 田中博之 東京多摩みなみ 192-0023 八王子市久保山町1-9-3-807 042-691-7567 090-9823-6387 mla40601@nifty.com

　財政監事 小倉恵一 甲府 400-0016 甲府市武田3-14-21 055-251-0536 090-8777-7115 ogu@sage.ocn.ne.jp

　文献・組織検討委員会 駒田勝彦 甲府21 405-0018 山梨市上神内川879 0553-22-4471 090-3408-5063 kaikoma.kk@gmail.com

　LT委員会 山下真 十勝 089-0614 中川郡幕別町緑町1-27 0155-54-2268 090-2072-1108 pah01510@yahoo.co.jp

　東日本区ワイズ基金委員会 髙田一彦 千葉ウエスト 276-0864 船橋市北本町2－41－2 047-496-3586 090-8509-0701 takawaizu@f7.dion.ne.jp

　東日本区奈良傳賞選考委員会 佐藤重良 甲府21 400-0013 甲府市岩窪町328-2 055-253-7309 090-7202-0524 s001941satoh@yahoo.co.jp

　ワイズメネット委員長 松村仁子 甲府21 400-0104 甲斐市龍地2151-18 0551-28-5679 080-8819-4001 matsumura@gray.plala.or.jp

　東日本大震災支援対策本部 佐藤重良 甲府21 400-0013 甲府市岩窪町328-2 055-253-7309 090-7202-0524 s001941satoh@yahoo.co.jp

　Change!2022推進委員会 栗本治郎 熱海 413-0034 熱海市西山町36-11 0557-83-0327 090-3309-6613 kurijerk@outlook.jp

　東日本区事務所人事委員会 山田公平 宇都宮 321-0413 宇都宮市松風台1200-98 080-2127-5432 kyamada246@gmail.com

　法人推進委員会 大久保知宏 宇都宮 320-0027 宇都宮市塙田5-1-13-104 028-621-2383 090-5336-5755 t.ookubo@hh.fujii.co.jp

　ヒストリアン 仙洞田安宏 甲府 400-0053 甲府市大里町4089-5 055-241-0810 080-5373-8316 sendohda@maple.ocn.ne.jp

　ITアドバイザー 大久保知宏 宇都宮 320-0027 宇都宮市塙田5-1-13-104 028-621-2383 090-5336-5755 t.ookubo@hh.fujii.co.jp

　トラベルコーディネーター 加藤重雄 仙台青葉城 981-0132 宮城郡利府町花園1丁目24-11 022-356-2122 090-2601-9761 kato@world-travel.co.jp

　広報・伝達（PR) 山本俊一 甲府21 270-0027 松戸市二ツ木1903-402 090-8562-8168 yamamoto@bestpartenrs.tokyo

　ユース代表 川口夏菜子 (とちぎYMCA) 321-0901 宇都宮市平出町3760-7Y&M セカンドステージA 301 080-9457-0904
kawaguchi.kanako
@tochigi-ymca.org

　副書記 山本俊一 甲府21 270-0027 松戸市二ツ木1903-402 090-8562-8168 yamamoto@bestpartenrs.tokyo

　副会計 山口了 甲府21 405-0077 笛吹市一宮町坪井591-6 0553-47-3339 090-5502-6203
r.yamaguchi.works
@gmail.com

　事務所長 小林隆 沼津 411-0824 三島市長伏599 055-977-6323 090-6769-2224 tk19520808@gmail.com

　担当主事 大澤篤人 茨城 305-0881 つくば市みどりの2-5-88 03-5367-6640 080-2986-5692
ohsawa.atsuto
@japanymca.org

常置委員会委員長

ワイズメネット委員長

東　日　本　区　役　員

常任役員

事業主任・事業委員会委員長

部長

監事

特別委員会委員長

専任委員

理事スタッフ

東日本区事務所

区担当主事



クラブ名 氏名 〒 住所 携帯電話 連絡先ＴＥＬ 連絡先FAX Eメール

札幌 伏木　康 064-0912 札幌市中央区南12条西17丁目1-18 090-7653-4072 011-807-5331 011-807-5331 fushiki-2060ye@star.ocn.ne.jp

北見 竹口　裕司 090-0037 北見市山下町5-4-15 090-8370-3267 0157-22-5918 takeguchi@takeguchigumi.jp

十勝 久保田　和寿 089-1310 河西郡中札内村大通北2丁目42 080-6095-2397 0155-67-2749 kazu1974-1118@ezweb.ne.jp

札幌北 小谷　和雄 004-0867 札幌市清田区北野7条1丁目7-26 090-8639-5756 011-852-9002 odanik9002@ceres.ocn.ne.jp

仙台 永井　孝憲 982-0801 仙台市太白区八木山本町1丁目6-13 090-4888-0905 022-393-5737 022-393-5738 info@hachiben.com

前橋 岸　龍也 371-0004 前橋市亀泉町265-81 090-9306-2237 027-269-7730 027-269-7730 kishi0210@yahoo.co.jp

宇都宮 中込　ひろみ 321-0155 宇都宮市西川田南1-37-11 090-5396-5532 028-659-4938 hiromi-hym@mte.biglobe.ne.jp

仙台青葉城 涌澤　博 983-0821
仙台市宮城野区岩切字
東河原66-9-417

090-9635-4106 022-396-8725 wakku21@gmail.com

足利 諏訪　治男 326-0844 足利市鹿島町1125-21 070-4007-3929 0284-62-8750 0284-62-8750

宇都宮東 鈴木　伊知郎 320-0022 宇都宮市千波町1-8 090-6105-8543 028-622-5132 028-622-5132 cic@g-call.jp

那須 河野　順子 324-0052 大田原市城山2-3-12 090-1997-2077 0287-22-5380 0287-22-5380 jun43@tiara.ocn.ne.jp

もりおか 三田　庸平 020-0886 盛岡市若園町1-14 090-3642-4080 019-651-7479 019-651-7479 ym04ca08@gmail.com

仙台広瀬川 菅野　健 981-3132 仙台市泉区将監4-29-4 090-3648-4931 022-374-1575 022-374-1575 tgvbc@tea.ocn.ne.jp

石巻広域 青木　満里恵 986-0832 石巻市泉町2-1-12 080-1817-2316 marie.fukusima@gmail.com

東京江東 大原　真之介 132-0025 
江戸川区松江4－6－14
アデニュウム船堀グランベール105

080-3426-9909 　 080-3426-9909 cleanhearts.3150@gmail.com

千葉 古屋　朝則 290-0143
市原市ちはら台西1-11-2
サンクレイドルちはら台204

0436-63-7543 furuya-t@tree.odn.ne.jp

東京グリーン 樋口　順英 181-0013 三鷹市下連雀9-4-3-813 080-5452-2480 nhiguchi@xqe.biglobe.ne.jp

埼玉 浅羽　俊一郎 352-0011 新座市野火止6-4-26-701 090-7426-5553 048-482-7991 048-482-7991 asaba239856@yahoo.co.jp

東京北 村杉　一榮 111-0036 台東区松が谷3-22-1 03-3841-5846 03-3841-5873 saikou@jcom.home.ne.jp

所沢 東　裕二 350-1316 狭山市南入曽478-16 090-4821-6617 higa-design0413@dream.jp

東京ひがし 千代　一郎 135-0015 江東区千石3-1-44 03-3649-0422 03-3647-4273 oopda63672@yahoo.co.jp

川越 山本　剛史郎 350-2204 鶴ヶ島市鶴ヶ丘78-2-303 080-6722-3764 049-279-2250 goshiroyamamoto@gmail.com

茨城 熊谷　光彦 305-0051
茨城県つくば市二の宮
4-6-1-9-104

080-3505-7716 029-851-8689 mitzuhico.qumaguai@gmail.com

東京ベイサイド 藤原　宏隆 135-0061
東京都江東区豊洲3-6-8-1322
豊洲ザシンボル

090-8642-9439 hiro0824hiro@gmail.com

千葉ウエスト 髙田　一彦 273-0864 船橋市北本町２－４１－２ 090-8509-0701 047-494-3586 047-494-3586 takawaizu@f7.dion.ne.jp

東京 進藤 　重光 161-0032 新宿区中落合1-2-19　B-303 070-5565-5721 03-3565-0787 03-3565-0787 epopee@yahoo.co.jp

東京むかで 今井　武彦 125-0062 葛飾区青砥1-21-12 090-4079-1262 03-3691-4334 03-3691-4334 tmimai@catv296.ne.jp

東京世田谷 小川　圭一 157-0073 世田谷区砧6-27-19笑恵館203 080-3028-1569 03-6875-6894 03-6875-6894 p-mine@nifty.com

東京町田コスモス 谷治　英俊 215-0006 川崎市麻生区金程3-6-12 090-3203-9491 044-951-0014 dpj.machida@gmail.com

東京センテニアル 徐 　鍾煥 135-0005 東京都江東区高橋4-4 090-6000-4594 03-3631-9208 03-3635-1003 tazuke@ayc0208.org

東京多摩みなみ 伊藤　幾夫 195-0074 町田市山崎町1356-D-701 090-2452-2134 042-791-3007 042-791-3007 itoh@zc4.so-net.ne.jp

東京町田スマイリング 為我井　輝忠 195-0061 町田市鶴川2-11-10-202 080-6593-8462 042-735-9583 042-735-9583 weiwojing@yahoo.co.jp

北海道部

北東部

関東東部

東新部

東日本区　クラブ会長一覧



クラブ名 氏名 〒 住所 携帯電話 連絡先ＴＥＬ 連絡先FAX Eメール

甲府 田中　克男 400-0831 甲府市上町1607-1 090-8584-2410 055-243-4711 055-243-4711 katsuo.tanaka@tel.com

東京西 高嶋　美知子 166-0013 杉並区堀ノ内1-8-9 501 090-1702-0548   mt200208@gmail.com

東京武蔵野多摩 中村　吉孝 182-0022 調布市国領町5-28-8-301 042-445-3309 042-445-3309 npa0804@yahoo.co.jp

松本 大和田　浩二 400-0422 南アルプス市荊沢852-4 080-5545-2340 055-284-0921 055-284-0921 jamzy100@gmail.com

東京サンライズ 菰渕　光彦 161-0032 新宿区中落合3-15-15-604 090-3402-1339 03-5996-3666 03-5996-3666 mcomo@mac.com

甲府２１ 廣瀬　健 400-0032 甲府市中央1-6-3 090-3105-9795 055-233-7188 theory_1216@yahoo.co.jp

東京八王子 花輪　宗命 192-0911 八王子市打越町334-2-5-201 090-2213-0257 042-636-6157 042-636-6157 hanamate@rk9.so-net.ne.jp

東京たんぽぽ 服部　節子 141-0033
品川区西品川1-17-19
ツインアイ401

080-5502-2849 03-3493-0568 03-3493-0568 hattori2@west.cts.ne.jp

富士五湖 望月　勉 403-0005 富士吉田市上吉田3-15-3 090-3085-4471 0555-23-3534 0555-23-3534 mochiken@abelia.ocn.ne.jp

長野 森本　俊子 381-0043 長野市吉田１－１４－７ 090-8325-3740 026-244-5014 026-244-5014 tokoton921@gmail.com

横浜 古賀　健一郎 220-0046 横浜市西区西戸部町2－179－1 090-8741-3769 045-242-1887 045-242-1887 ktk_8311_audrey_joy
@drive.ocn.ne.jp

鎌倉 池田　光司 248-0014 鎌倉市由比ガ浜41230203 080-5698-2848 0467-23-2848 0467-23-2848 km200897@u01.gate01.com

横浜とつか 吉原　訓 244-0815 横浜市戸塚区下倉田町１２３３ 045-881-7897 045-881-7897 satoshi-y@ninus.ocn.ne.jp

厚木 佐藤　節子 252-0003 座間市ひばりが丘3－38－4 090-3903-2310 046-253-4722 046-253-4722 zamasunsun@jcom.home.ne.jp

金沢八景 山田　一男 236-0014 横浜市金沢区寺前2-2-30 090-3347-6184 045-701-8690 masaru-k.net@hb.tp1.jp

横浜つづき 今城　高之 224-0001
横浜市都筑区中川
１－２－A1003

090-2669-3092 045-913-1715 045-913-1715 timajp923@tuba.ocn.ne.jp

横浜つるみ 久保　勝昭 221-0021 横浜市神奈川区子安通3-361 045-461-1113 045-461-1113 Katuakikubo@yahoo.co.jp

熱海 小林　秀樹 413-0002 熱海市伊豆山1095 090-3309-8155 0557-80-3326 0557-80-3326

沼津 大村　貴之 411-0035 三島市大宮町2-13-12 090-1702-9838 055-975-1018 055-975-1018 RSA24000@outlook.jp

伊東 稲葉　富士憲 413-0232 伊東市八幡野1418-5 090-7032-9041 0557-53-2773 0557-53-2773 flyhigh.no.1@toukai.me

三島 相川　毅 411-0804 駿東郡清水町柿田985-20 090-1415-0386 090-1415-0386 055-981-1717 aikawa@me.com

下田 長田　俊児 415-0303 賀茂郡南伊豆町下賀茂3-71 090-3252-5573 0558-62-2840 0558-62-2840 s.osada@hotmail.com

熱海グローリー 菅谷　正 413-0002 熱海市伊豆山481-1 090-3389-8974 0557-80-2255 0557-80-2257 sugaya@izu.biz

御殿場 杉山　將己 412-0026 御殿場市東田中368 090-4869-8096 0550-83-1284 0550-83-1284
hiroe.s0922@gmail.com
［書記宛］

富士 菊池　初彦 417-0853 富士市字東川東町2-25 090-1986-7809 0545-53-7887 0545-51-1234 k.k.marumoto@wave.plala.or.jp

富士宮 樋口　亨 418-0006 富士宮市外神7-1 090-5863-6681 0544-58-1450 0544-58-4365
aki-@mail.wba.ne.jp
［書記宛］

東日本区　クラブ会長一覧

あずさ部

湘南・沖縄部

富士山部
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2022-2023年度　東日本区　委員会

委員長 委員 委員 委員 委員
駒田　勝彦 大久保　知宏 大和田　浩二 小山　久恵 栗本　治郎
甲府21 宇都宮 松本 東京サンライズ 熱海
委員 委員 委員 委員 委員
利根川　恵子 並木　真 本間　剛 宮内　友弥 山口　貴伸
川越 東京八王子 東京江東 東京武蔵野多摩 もりおか
委員 委員
若木　一美 涌澤　博
横浜とつか 仙台青葉城
委員長 委員 委員 委員 委員
山下　真 浅羽　俊一郎 石田　孝次 小原　史奈子 加藤　祐一
十勝 埼玉 東京多摩みなみ 東京たんぽぽ 東京町田コスモス
委員 委員 委員
利根川　太郎 長岡　正彦 長谷川　等
川越 もりおか 沼津
委員長 委員 委員 委員 職責委員
髙田　一彦 稲田　精治 衣笠　輝夫 利根川　恵子 佐藤　重良
千葉ウエスト 沼津 埼玉 川越 甲府21

職責委員
荻野　清
甲府21
職責委員長 委員 委員 委員
佐藤　重良 駒田　勝彦 原　俊彦 渡辺　喜代美
甲府21 甲府21 富士五湖 十勝

委員長 委員 委員 主査委員 主査委員
小山　久恵 小原　史奈子 深尾　香子 近藤　裕 河野　順子
東京サンライズ 東京たんぽぽ 東京多摩みなみ 北見 那須
主査委員 主査委員 主査委員 主査委員 主査委員
山崎　常久 今村　路加 板村　哲也 日下部　美幸 山本　昭宏
東京江東 東京町田コスモス 東京武蔵野多摩 鎌倉 富士宮
委員長（主査委員兼） 委員 主査委員 主査委員 主査委員
佐藤　節子 大川　貴久 矢竹　克年 菊地　弘生 金丸　満雄
厚木 熱海 十勝 仙台青葉城 東京ひがし
主査委員 主査委員 主査委員
加藤　義孝 市川　將來 深澤　勇弘
東京 甲府２１ 熱海
委員長 主査委員 主査委員 主査委員 主査委員
利根川　太郎 佐藤　國彦 山田　公平 柳瀬　久美子 為我井　輝忠
川越 札幌北 宇都宮 茨城 東京町田スマイリング

主査委員 主査委員 主査委員
ピーターマウントフォード 古賀　健一郎 小澤　嘉道
甲府 横浜 富士
委員長（主査委員兼） 委員 委員 委員 委員
衣笠　輝夫 相磯　優子 並木　真 山本　剛史郎 渡辺　大輔
埼玉 沼津 東京八王子 川越 東京武蔵野多摩
委員（主査委員兼） 主査委員 主査委員 主査委員 主査委員
城田　教寛 宮﨑　善昭 長岡　正彦 小口　多津子 鈴木　茂
東京町田スマイリング 札幌 もりおか 東京八王子 横浜つづき
主査委員
平野　正文
沼津

EMC事業委員会

国際・交流事業委員会

ユース事業委員会

常置委員会

LT委員会

東日本区奈良傳賞
選考委員会

事業委員会

地域奉仕・YMCA
サービス事業委員会

文献・組織検討委員会

東日本区ワイズ基金
委員会



委員長 委員 委員 委員 北海道部連絡員 北東部連絡員
松村　仁子 青木　清子 鈴木　孝枝 澁谷　実季 池田　明美 大久保　知宏
甲府21 千葉 宇都宮東 所沢 十勝 宇都宮
関東東部連絡員 東新部連絡員 あずさ部連絡員 湘南・沖縄部連絡員 富士山部連絡員
布上　信子 菅谷　一江 標　恭子 若木　祥子 青木　優子
東京グリーン 東京 甲府 横浜とつか 熱海

職責本部長 職責委員 職責委員 職責委員 職責委員 職責委員
佐藤　重良 大久保　知宏 大澤　篤人 小山　久恵 小林　隆 清藤　城宏
甲府21 宇都宮 茨城 東京サンライズ 沼津 甲府21
職責委員
荻野　清
甲府21
職責委員長 職責委員 職責委員 職責委員 職責委員
山田　公平 大久保　知宏 佐藤　重良 清藤　城宏 荻野　清
宇都宮 宇都宮 甲府21 甲府21 甲府21
委員長 書記 会計 委員 委員 委員
栗本　治郎 大川　貴久 石田　孝次 相磯　優子 伊丹　一之 板村　哲也
熱海 熱海 東京多摩みなみ 沼津 東京むかで 東京武蔵野多摩
委員 委員 委員 委員 委員 委員
伊藤　幾夫 榎本　博 大久保　知宏 佐藤　節子 佐竹　誠 辻　剛
東京多摩みなみ 伊東 宇都宮 厚木 東京ベイサイド 横浜つづき
委員 委員 委員 委員 委員 委員
中村　孝誠 深尾　香子 藤井　寛敏 札埜　慶一 宮内　友弥 山田　公平
東京サンライズ 東京多摩みなみ 東京江東 熱海 東京武蔵野多摩 宇都宮
委員 委員
山田　敏明 渡辺　大輔
十勝 東京武蔵野多摩
委員長 委員 委員 委員 委員 委員
大久保　知宏 有田　征彦 板村　哲也 大澤　和子 衣笠　輝夫 車塚　潤
宇都宮 横浜とつか 東京武蔵野多摩 所沢 埼玉 仙台青葉城
委員 委員 委員 委員 委員 委員
齋藤　宙也 鈴木　伊知郎 辻　剛 深尾　香子 古田　和彦 宮内　友弥
横浜 宇都宮東 横浜つづき 東京多摩みなみ 横浜 東京武蔵野多摩
委員 職責委員 職責委員 職責委員
若木　一美 山田　公平 小林　隆 清藤　城宏
横浜とつか 宇都宮 沼津 甲府21

リエゾン 委員 委員 委員 委員 委員
山田　公平 栗本　治郎 利根川　恵子 板村　哲也 大久保　知宏 佐藤　重良
宇都宮 熱海 川越 東京武蔵野多摩 宇都宮 甲府２１
東日本 東日本 東日本 東日本 東日本 東日本
委員 委員 委員 委員 委員 YMCA
古田　裕和 新山　兼司 戸所　岩雄 田上　正 深谷　聡 大澤　篤人
京都トゥビー 京都トップス 彦根シャトー 熊本むさし 名古屋 茨城
西日本 西日本 西日本 西日本 西日本 東日本
YMCA YMCA
有田　征彦 加藤　俊明
横浜とつか 京都YMCA総主事
東日本 西日本
委員長 委員 委員 委員 委員 委員
田尻　忠邦 朝倉　正昭 今城　高之 生川　美樹 田中　博之 利根川　恵子
大阪 東京世田谷 横浜つづき 川越 東京多摩みなみ 川越
西日本 東日本 東日本 東日本 東日本 東日本
委員 委員 委員 委員 委員 委員
花輪　宗命 比奈地　康晴 倉田　正昭 谷川　寛 谷本　秀康 中井　信一
東京八王子 東京 京都 大阪センテニアル 広島 奈良
東日本 東日本 西日本 西日本 西日本 西日本
委員
前田　香代子
熊本ジェーンズ
西日本

2022-2023年度　東日本区　委員会
ワイズメネット委員会

特別委員会

東西合同委員会

翻訳・通訳グループ

ワイズメネット
委員会

東日本大震災
支援対策本部

東日本区事務所
人事委員会

Change!2022
推進委員会

ワイズ・ＹＭＣＡ
パートナーシップ

委員会

法人推進委員会



小谷　和雄 札幌北

地域・Yサ 近藤　裕 北見 直前部長 中村　義春 十勝

会員増強 矢竹　克年 十勝 次期部長 古賀　勝巳 北見

国際・交流 佐藤　國彦 札幌北 書記 髙杉　純二 札幌北

ユース 宮﨑　善昭 札幌 会計 藤田　寛 札幌北

池田　明美 十勝 部選出代議員 中村　義春 十勝

大久保　知宏 宇都宮

地域・Yサ 河野　順子 那須 直前部長 南澤　一右 仙台青葉城

会員増強 菊地　弘生 仙台青葉城 次期部長 大久保　知宏 宇都宮

国際・交流 山田　公平 宇都宮 書記 遠谷　雅博 宇都宮

ユース 長岡　正彦 もりおか 会計 座間　裕二 宇都宮

大久保　知宏 宇都宮 部選出代議員 南澤　一右 仙台青葉城

工藤　大丈 東京ベイサイド

地域・Yサ 山崎　常久 東京江東 直前部長 大澤　和子 所沢

会員増強 金丸　満雄 東京ひがし 次期部長 長尾　昌男 千葉

国際・交流 柳瀬　久美子 茨城 書記 藤原　宏隆 東京ベイサイド

ユース 衣笠　輝夫 埼玉 会計 岡田　光功 東京ベイサイド

布上　信子 東京グリーン 部選出代議員 工藤　大丈 東京ベイサイド

深尾　香子 東京多摩みなみ

地域・Yサ 今村　路加 東京町田コスモス 直前部長 松香　光夫 東京町田コスモス

会員増強 加藤　義孝 東京 次期部長 今井　武彦 東京むかで

国際・交流 為我井　輝忠 東京町田スマイリングﾞ 書記 伊藤　幾夫 東京多摩みなみ

ユース 城田　教寛 東京町田スマイリングﾞ 会計 綿引　康司 東京多摩みなみ

菅谷　一江 東京 部選出代議員 松香　光夫 東京町田コスモス

東

新

部

部長

部長主題 主題：ALL東新部、始動！「Change！２０２２ラストスパート、ポスト2022始動」

事

業

主

査

メネット連絡員

北

東

部

部長

部長主題 主題：クラブのミッションを育てよう

事

業

主

査

東 日 本 区 部 役 員

主題：出来ることから今すぐに行動しよう

関

東

東

部

部長

部長主題
主題：新規技術（テクノロジー）を縦横に駆使し、効率を重んじる。
すべてはプレミアムな価値と体験を産むために

事

業

主

査

北

海

道

部

部長

部長主題

事

業

主

査

メネット連絡員

メネット連絡員

メネット連絡員

副題：SDGｓって何だろう？無理なく継続的な発展が世界に訪れ、あらゆる人が幸せになる未来とは



後藤　明久 富士五湖

地 域 ・ Y サ 板村　哲也 東京武蔵野多摩 直前部長 長谷川　あや子 東京八王子

会 員 増 強 市川　將來 甲府21 次期部長 森本　俊子 長野

国 際 ・ 交 流 ピーター マウントフォード 甲府 書記 後藤　昭子 富士五湖

ユ ー ス 小口　多津子 東京八王子 会計 原　淑子 富士五湖

標　恭子 甲府 部選出代議員 長谷川　あや子 東京八王子

小松　仲史 厚木

地域・Yサ 日下部　美幸 鎌倉 直前部長 若木　一美 横浜とつか

会員増強 佐藤　節子 厚木 次期部長 黒川　勝 金沢八景

国際・交流 古賀　健一郎 横浜 書記 板崎　淑子 鎌倉

ユース 鈴木　茂 横浜つづき 会計 日下部　美幸 鎌倉

若木　祥子 横浜とつか 部選出代議員 若木　一美 横浜とつか

前原　末子 御殿場

地域・Yサ 山本　昭宏 富士宮 直前部長 小原　進一 熱海

会員増強 深澤　勇弘 熱海 次期部長 榎本　博 伊東

国際・交流 小澤　嘉道 富士 書記 小野　麻利子 御殿場

ユース 平野　正文 沼津 会計 山本　光子 御殿場

青木　優子 熱海 部選出代議員 小原　進一 熱海

富

士

山

部

部長

　主題：地域社会にワイズの理念と奉仕を！

事

業

主

査

メネット連絡員

湘

南

・

沖

縄

部

部長

部 長 主 題

部 長 主 題

主題：楽しく・元気よく・前向きに

事

業

主

査

メネット連絡員

東 日 本 区 部 役 員

あ

ず

さ

部

部長

部 長 主 題 主題：ワイズへの参加と交流を楽しもう

事

業

主

査

メ ネ ッ ト 連 絡 員

副題：とにかく参加しよう、リアルとズームで行動し発信しよう。

副題：入りたくなるワイズにしよう

副題：思いやりの心から奉仕が始まる！





インド

デンマーク

韓国

スイス

インド

川越

東京多摩みなみ

宇都宮

台湾

川越

神戸ポート

熊本ジェーンズ

ジェイムズ・コング 香港

京都ウエスト

福岡中央

奈良

東京武蔵野多摩

京都パレス

東京多摩みなみ

東京

東京武蔵野多摩

宇都宮

大阪センテニアル

大野　勉

前田　香代子

T・M・ジョース

利根川　恵子

田中　博之

山田　公平

ASF国際事業主任

国際YMIリエゾン

国際議員

国際会計

アジア太平洋地域BF 
（プロモーション）事業主任
アジア太平洋地域BF　　　　　　 
       　（フィラテリスト）
アジア太平洋地域EF　　　　　
　事業主任

《アジア太平洋地域》　2022-2023

シェン・チ・ミン

アジア太平洋地域会計

アジア太平洋地域会長

次期アジア太平洋地域会長

直前アジア太平洋地域会長

アジア太平洋地域書記

アジア太平洋地域ASF　　     
　         事業主任 河合　久美子

小田　哲也

中井　信一

板村　哲也

利根川　恵子

宮内　友弥

山田　公平

坂本　千春

アジア太平洋地域STEP・iGo 
   事業主任

アジア太平洋地域　　　　　 
   　ウェブマスター
アジア太平洋地域ＹＥＳ       
   事業主任

アジア太平洋地域ＹＭＩリエゾン

アジア太平洋地域ワイズメ
ネット  事業主任

アジア太平洋地域TOF　　　 
   　事業主任 田中　博之

森田　美都子

江口　耕一郎

国際・アジア太平洋地域役員

国際会長

次期国際会長

直前国際会長

国際書記長

《国　際》2022-2023

K・C・サミュエル

ウルリック・ラウリドセン

キム・サンチェ

ジョース・ヴァルギース

（常任役員および東西日本区出身役員）





世界YMCA 同盟とワイズメンズクラブ国際協会
との間で結ばれた協力関係の原則



 

クラブ
（役員会・総会）

クラブ
（役員会・総会）

クラブ
（役員会・総会）

部
（役員会・
　評議会）

会員＝個人 団体会員＝会員＝クラブ
個人会員＝会員＝部長・部代表

会員総会
団体会員、個人会員（部長、部代表）

代議員会
会長、部長、部選出代議員

東日本区組織図

区役員会　　16名
（常任 5、部長 7、事業主任 4）

理事会（理事 16名）

常任役員会　５
　理事
　次期理事
　直前理事
　書記
　会計

常任理事会　５

部
（役員会・
　評議会）

部
（役員会・
　評議会）

部
（役員会・
　評議会）

部
（役員会・
　評議会）

部
（役員会・
　評議会）

部
（役員会・
　評議会）

クラブ
（役員会・総会）

クラブ
（役員会・総会）

クラブ
（役員会・総会）

常置委員会

事業委員会

ﾜｲｽﾞﾒﾈｯﾄ委員会

特別委員会

東西合同委員会

任意団体 一般社団法人

監事　２ 監事　２

理事 理事長



Sapporo
Kitami
Tokachi
Sapporo Kita

Sendai
Maebashi
Utsunomiya
Sendai-Aobajyo
Ashikaga
Utsunomiya-East
Nasu
Morioka
Sendai-Hirosegawa
Greater Ishinomaki

Tokyo-Koto
Chiba
Toky-Green
Saitama
Toky-Kita
Tokorozawa
Tokyo-Higashi
Kawagoe
Ibaraki
Toky-Bayside
Chiba-West

Tokyo
Tokyo-Mukade
Tokyo-Setagaya
Tokyo-Machida-Cosmos
Tokyo-Centennial
Tokyo-Tama-Minami
Tokyo-Machida-Smile-Ring

Kofu
Tokyo-Nishi
Tokyo-Musashinotama
Matsumoto
Tokyo Sunrise
Kofu 21
Tokyo-Hachioji
Tokyo-Tampopo
Fuji-Goko
Nagano

Yokohama
Kamakura
Yokohama-Totsuka
Atsugi
Kanazawa-Hakkei
Yokohama-Tsuzuki
Yokohama-Tsurumi

Atami
Numazu
Itoh
Mishima
Shimoda
Atami-Glory
Gotemba
Fuji
Fujinomiya









日本区時代(現在の東日本区関係)
年度 受賞者名 受賞時年齢 クラブ名 受賞年月日

1984-1985 照山　虎壽 東京武蔵野
1986-1987 藤田　　實 東京西
1987-1988 輿水　正信 甲府
1989-1990 鶴見　典男 東京

河田　　弘 東京
福尾　昇一 東京目黒

1995-1996 中村　　博 東京武蔵野
1996-1997 竹沢　　功 東京グリーン

東日本区になってから(1997年から2000年までは選考なし)
年度 受賞者名 受賞時年齢 クラブ名 受賞年月日

冨田　釮次 82 東京世田谷 2002/6/16
桜内　武士 88 東京むかで 2002/6/16
宮崎　善夫 89 札幌 2002/6/16
田邊　正忠 86 東京山手 2002/6/16
川島　一蔵 71 東京世田谷 2003/6/8
白坂　鐘蔵 84 東京江東 2003/6/8
辻村　克己 82 東京 2003/6/8
山口　宗樹 85 東京むかで 2003/6/8
藤井　　清 91 札幌 2004/6/6
青木　榮實 76 沼津 2004/6/6

2004-2005 芳賀　敏彦 80 東京山手 2005/6/12
高杉　治興 82 横浜 2006/6/4
針生　庸吉 80 仙台 2006/6/4
三田村　宏 80 東京南 2006/6/4

2006-2007 庄野　久雄 88 東京西 2007/6/3
2007-2008 本行　孝司 78 御殿場 2008/6/8

奥峪　　力 81 東京ひがし 2009/6/13
藤井　銀次郎 81 熱海グローリー 2009/6/13
阿山　剛男 87 東京むかで 2010/6/6
布能　壽英 82 甲府 2010/6/6
佐藤　一男 83 東京 2010/6/6
伊藤　千秋 88 札幌北 2011/6/5
藤間　孝夫 79 熱海グローリー 2011/6/5
福島　　正 87 東京目黒 2012/6/3
平原　貞美 83 甲府 2012/6/3
鈴木　健之 82 熱海グローリー 2013/6/9
金原　　譲 79 仙台青葉城 2013/6/9
島田　良幸 71 北見 2014/6/7
堀内　浩二 86 東京西 2014/6/7

2015-2016 堀口　正作 85 伊東 2016/6/5
森　　重雄 81 熱海 2017/6/4
梅原　敬二 81 伊東 2017/6/4
倉石　　昇 83 千葉 2018/6/3
持田　二郎 84 東京 2018/6/3
大澤　英二 85 甲府 2019/6/2
十河　　弘 84 宇都宮 2019/6/2
小峰　理孝 92 埼玉 2021/6/12
池谷　　淳 89 下田 2021/6/12
平本　善一 91 東京町田コスモス 2022/6/4
山田　修司 85 熱海 2022/6/4

2021-2022

2018-2019

2020-2021

東日本区奈良傳賞受賞者一覧

1994-1995

2010-2011

2011-2012

2012-2013

2013-2014

2016-2017

2017-2018

2001-2002

2002-2003

2003-2004

2005-2006

2008-2009

2009-2010



ARTICLE I – NAME, MOTTO, HEADQUARTERS 
AND LEGAL STATUS

Section 1 　This organisation shall be known as "The Internation-
al Association of Y's Men's Clubs" and its Motto shall be "To 
acknowledge the duty that accompanies every right".

Section 2 　The Headquarters of "The International Association 
of Y's Men's Clubs" shall be at Geneva, Switzerland.

Section 3 　It is intended and hereby declared that "The Interna-
tional Association of Y's Men's Clubs" shall have corporate exis-
tence and therefore acquire the status of a person in accordance 
with Section 60 and other relevant sections of the Swiss Civil 
Code.

Guidelines:
101　The name "Y's Men International" may also be used.
102　In the event that the International nomenclature has to be 
　　translated, YMCA or a symbolic representation or 　　　　
　　translation thereof shall be used.
103　The emblem shall consist of a red triangle with the word  
　　“International" in the top bar; a large blue "Y" and a   
　　golden star shedding rays on the design. Whenever any  
　　identification drawing, or emblem is used in connection  
　　    fo noitaicossA lanoitanretnI eht gniyfitnedi eltit a htiw
　　Y's Men's Clubs it shall include the emblem described   
　　above.

ARTICLE II – PURPOSE AND OBJECTIVES

Section 1 The International Association of Y's Men's Clubs is a 
worldwide fellowship of persons of all faiths working together in 
mutual respect and affection, based on the teachings of Jesus 
Christ, and with a common loyalty to the Young Men's Christian 
Association, striving through active service to develop, encourage 
and provide leadership to build a better world for all mankind.

Section 2 The objectives of the Association are:
A.　To encourage, promote and foster organisation and 　　　　 
　　maintenance of affiliated clubs throughout the world.
B.　To coordinate activities of all affiliated clubs and provide 　
　　training materials and personal leadership development.

Section 3 The objectives of all affiliated clubs are:
A.　To function primarily as service clubs for the YMCA.
B.　To support other worthy organisations.
C.　To encourage justice in civic and international affairs, 　　　
　　abstaining always from party politics.
D.　To keep members informed on and actively involved in 　　
　　religious, civic, economic, social and international matters.
E.　To cultivate good fellowship.
F.　To support International, Area and Regional projects of the 　
　　Association.

Guideline:
201  "Based on the teachings of Jesus Christ" means that  
 club members acknowledge what Jesus Christ has  
 taught and that the acceptance of those teachings leads  
 club members to be prepared to put His words into  
 action. They become guidelines for club members'  
 decision-making, for their mode of operation as clubs  
 and as an international association and for the way of  
 life of club members as individuals.

ARTICLE III – MEMBERSHIP

Section 1 The membership of this Association shall consist of 
affiliated local clubs known as Y's Men's Clubs, Y's Women's 
Clubs, Y's Men and Women's Clubs or Y Service Clubs, hereinaf-
ter referred to as affiliated clubs.

Section 2 The membership of each local club may consist of men 
or women or both. No one will be denied membership status 
because of race, creed, colour or national origin. Members of local 
affiliated clubs are called Y’ s Men or Y’ s Women.

Section 3 There may be Y’ s Menettes Clubs consisting of 
women to plan and carry out programmes and projects of their 
own in support of the affiliated clubs, the YMCA and the commu-
nity at local, District, Regional, Area and International levels.

Section 4 The Secretary General, with the approval of the Interna-
tional President, may confer on a person the status of "honorary" 
membership in recognition of his/her past or present assistance in 
the furtherance of the International Association of Y's Men's Clubs 
movement.

Section 5 Persons residing in communities where an affiliated 
club does not exist may become members-at-large upon applica-
tion to and approval of the Regional Director and the Secretary 
General.

Guidelines:
301　A group of at least three (3) people organised as a unit of 
　　this Association shall be called a club.
302　Each club shall be known by at least the name of the city 　
　　and/or state or country in which it is located, provided that in 
　　a community having more than one club each club shall add 
　　appropriate identifying matter.
303　All club members are encouraged to join a local YMCA.
304　In order to maintain an active relationship with the World 
　　Alliance of YMCAs and its national components, there shall 
　　be a direct liaison between (1) the International Association 
　　of Y's Men's Clubs office and the office of the World Alliance 
　　of YMCAs and (2) the Regions of Y's Men International 　　
　　located within a particular country and the national YMCA 
　　movement, or its sub-sections, of that country.
305　Requirements and authority to organise a club to be 　　　
　　affiliated shall be developed and executed by each Region.
306　The Regional Director shall determine when a club is 　　
　　eligible to be chartered. The minimum number of members 

THE INTERNATIONAL ASSOCIATION OF Y'S MEN'S CLUBS

INTERNATIONAL CONSTITUTION AND GUIDELINES
Adopted at the International Convention 1972 and ratified at the International Convention 1973. Officially in force from 1 June 1974.
Amended 1975, 1976, 1982, 1983, 1984, 1986, 1987, 1988, 1989, 1991, 1992, 1994, 1995, 1997, 1998, 1999, 2000, 2001, 2002 (February and 
October), 2004, 2006, 2007, 2008, 2009, 2010, 2011, 2012, 2013, 2014, 2015, 2016, 2017, 2018, 2019, 2020, 2021(May and July）



　　for a new club shall be five (5). The Regional Director shall 
　　notify the Secretary General who shall register the new club 
　　and provide a charter.
307　The Regional Director with the approval of the Regional 　
　　Executive Body shall determine when a club is defunct and 
　　notify the Secretary General of his/her decision.
308　A member of an affiliated club may be debarred from 　　
　　occupying any position, either elected, appointed or 　　　
　　nominated, in the Association for deliberately acting against 
　　the principles and objectives of this Association, for a period 
　　of one to ten years depending on the gravity of the 　　　　
　　misconduct, by the International Executive Officers and 　　
　　Secretary General after duly hearing the parties concerned in 
　　the conflict, either directly or through electronic media.
309　Club charters (Guideline 306) shall remain valid only as 　
　　long as club members conform to the laws and rules of this 
　　Association. An affiliated club shall have its membership 　
　　revoked for any act or failure to act in violation of the 　　
　　purpose, objectives, mission or constitution of the 　　　　
　　International Association as determined by a consensus of 　
　　the International Executive Officers and the International 　
　　Secretary General, after an investigation and duly hearing 　
　　from the concerned club and decided by a majority vote of at 
　　least two-thirds (2/3) of the members of the International 　
　　Council. Voting will occur at any meeting of Council or via 
　　mail ballot. The decision of the International Council shall 
　　be final
310　Y’ s Men International Conflict Resolution Procedure shall 
　　be the procedure to address any act within this International 
　　organisation in violation of its aims, purpose, objectives, 　
　　mission and constitution.
311　Members-at-large shall pay dues as determined by the 　　
　　Council annually and shall not have voting rights in the 　　
　　International Association of Y's Men's Clubs.

ARTICLE IV – LEGISLATIVE OFFICERS

Section 1 The legislative power of this Association shall be vested 
in an International Council.

Section 2　There shall be fifteen (15) members elected to the 
International Council. Each Area shall be represented on the 
Council by one (1) member. Two seats shall be occupied by 
Young Members not from the same Area, elected by the Areas on 
a rotational basis as referred to in Guideline 414. The remaining 
seats shall be allocated to the Areas based on the proportion of 
paid membership of the Area to the total paid membership of the 
Association, but no Area shall be entitled to more than three (3) 
seats, excluding any seat held by a Young Member. All members 
elected to the International Council from 2013 on shall serve only 
one (1) two (2) year term of office, except those elected as Young 
Members who, after serving one (1) two (2) year term as such 
may, after attaining the age of forty (40) years and providing a 
minimum period of five (5) years has elapsed, serve an additional 
one (1) term of two (2) years.

Section 3 Each club may submit one (1) nominee for each Interna-
tional Council Member to be elected from its Area, to the Interna-
tional Office and the current member of the International Council 
representing its Area, at least ninety (90) days prior to the election 
date. This nominee shall meet the qualification requirements 
established by the International Council. Areas may establish their 
own qualification requirements subject to the approval of the 
International Council. The qualifications for Young Council Mem-
bers shall be established only by the International Council. For-
ty-five (45) days prior to the election date the International Office 
shall present to the clubs a maximum of three (3) nominees for 

each office as decided by the Nominating Committee in conjunc-
tion with each Area President concerned, at least one of which 
must be the nominee receiving the greatest number of nominations 
from the clubs. Each club with voting privileges on international 
issues shall have one (1) vote for each International Council 
Member to be elected from its Area and the person receiving the 
highest number of votes for each office in a mail ballot returned to 
the International Office prior to the closing date for voting will be 
elected.

Section 4 The International Council shall meet at least one (1) 
time per year. Other meetings of the Council may be called by the 
International President or may be requested by any International 
Council Member and convened upon written approval of at least 
twenty percent (20%) of the International Council membership or 
of the affiliated clubs in good standing. Other meetings of the 
International Council may also be requested by twenty percent 
(20%) of the affiliated clubs in good standing.

Section 5 Ten (10) members of the International Council shall 
constitute a quorum for the transaction of all business.

The International Council may also transact business by mail 
about matters presented to it by or with the approval of the 
International President even if such matters are not on the 
pre-circulated agenda.

Section 6 In the event of the absence or inability of an Internation-
al Council Member to perform his/her duties, the duties shall at 
the decision of the Area leadership be performed by an Interna-
tional Council Member Elect or in case no ICME has been elected 
by an immediate Past International Council Member. In the event 
of the death, incapacity or resignation of an International Council 
Member, an ICME shall automatically become ICM. If no ICME 
has been elected, the duties shall at the decision of the Area lead-
ership be performed by an IPICM until an ICM has been elected 
following Section 3.

Section 7 The International President shall preside at all meetings 
of the International Council but shall not have a vote, except in the 
event of a tie vote when he/she shall cast the tie breaking vote.

Section 8 The International President-Elect, Immediate Past Inter-
national President, Treasurer and Secretary General shall attend all 
meetings of the International Council, without vote. In the event of 
the incapacity of the President to preside, the President-Elect shall 
assume such functions.

Section 9 The World Alliance of YMCAs is entitled to nominate 
one official representative to the International Council. Such rep-
resentative shall serve on the International Council without vote 
for a period not exceeding four years.

Guidelines:
401　Functions of the International Council:
　　•Establish and approve Operating, Brotherhood Fund and 　
　　other International Budgets.
　　•Determine International Convention sites and assist in 　　
　　drawing up programmes.
　　•Initiate new projects and provide maintenance and 　　　
　　promotion for on-going projects.
　　•Set goals in terms of immediate objectives as well as long 　
　　range objectives, being the planning group of the 　　　　
　　Association.
　　•Maintain Constitution under review.
　　•Review policies relating to membership, management of 　
　　funds, issuing and recalling of Club Charters and officer and 



　　employee responsibilities.
　　•Establish guidelines, provide budget and assign 　　　　　
　　responsibilities for creating necessary International 　　　
　　publications.
　　•From names submitted by the Regions and by the 　　　　
　　Nominating Committee, nominate candidates for election to 
　　offices of International President-Elect and International　
　　Treasurer-Elect.
　　•In fulfilment of Article II of this Constitution, the 　　　　
　　International Council may issue position statements on 　　
　　actual issues. In case of urgency, such statements may be 　
　　issued by the International President on behalf of Y’ s Men 
　　International in accordance with guidelines for position 
　　taking statements approved by the International Council.
402　Y’ s Men International shall have eight (8) Areas or such 
　　number of Areas as may, from time to time, be created or 
　　amalgamated in accordance with this Constitution to be 
　　effective 4 August 2016. The eight Areas represented on the 
　　International Council shall be:
　　1.　Africa - all countries in the continent of Africa and 
　　adjacent islands.
　　2. Asia Pacific – bounded by the eastern and southern 　
　　boundaries of the ex-USSR, excluding Korea and India but 
　　including South Pacific countries, Australia, New Zealand 　
　　and those in adjacent islands.
　　3. Canada/Caribbean - all provinces and territories in 　
　　Canada and the Caribbean islands.
　　4. Europe - bounded on the west by the Atlantic Ocean and 
　　extending east to the western boundary of the ex-USSR, 　　
　　including those countries in the Middle East as clarified 
　　later.
　　5. India - all States and Territories of India and all 
　　countries and territories on the Arabian Peninsula which 
　　border the Persian Gulf and the Gulf of Oman.
　　6. Korea - all provinces and territories thereof.
　　7. Latin America - all countries in South and Central 
　　America and Mexico.
　　8. United States - all states and territories thereof.
403　The entitlement of each Area to membership on the 　　　
　　International Council shall be calculated every odd year and 
　　be based on an average of paid members according to the 
　　four half-yearly membership reports following the last 
　　entitlement calculation as available at IHQ by 30 June that 
　　year. However, in accordance with Section 2 above, if any 
　　Area is entitled to more seats, such seats shall only be 
　　available when the terms of office of the sitting members of 
　　the Council expire.
404　The mathematical method to be used in calculating the 
　　entitlement of each Area to membership on the International 
　　Council is D'Hondt's Method, a descriptive document of this 
　　method being available from the International Office on 
　　request.
405　Legislative terms shall begin on 1 July and expire on 30 
　　June.
406　Minutes of the International Council Meeting and Mid-Year
　　Meeting shall be transmitted to each Regional Director 
　　within thirty (30) days of the meeting. The Regional 
　　Directors shall share the information with the clubs. Changes 
　　and additions shall be transmitted to the Regional Directors 
　　within another thirty (30) days.
407　The International Council may give approval to a Mid-Year
　　Meeting to be held each January or February for the purpose
　　 of review and planning of the work of the Association. The
　　 members of the Mid-Year Meeting shall comprise the
　　 International President, International President-Elect, 
　　Immediate Past International President, Secretary General 
　　and, subject to justification of costs and availability of

　　finance, International Treasurer and Area Presidents-Elect
　　unless the International President sees a need for the Area
　　Presidents to attend in their place. No legislative decisions 
　　can be made by the Meeting, unless special authorization on
　　specific matters has been given by the International Council.
　　The venue shall be determined by the International President 
　　in consultation with the International Executive Officers, 
　　taking into consideration costs, special goals of meeting, 
　　venues of previous meet ings and current conventions.
408　Area Constitutions or Area Guidelines shall not be in 
　　conflict with the International Constitution. Where there is a 
　　conflict that portion of the Area Constitution or Area 
　　Guidelines causing the conflict shall be treated as invalid 
　　and the International Constitution shall prevail. These 
　　Constitutions or Guidelines and any revisions of them must 
　　be submitted to the International Council for approval.
409　For a club to have annual voting privileges on international 
　　issues, it must by 30 September be in good standing as 
　　defined in Guideline 410, have at least fifteen (15) members 
　　for the three last semesters and have the required details of 
　　its Club President recorded at IHQ. A club failing to meet 
　　any of these requirements forfeits its international voting 
　　rights for that year. Exceptionally for the year 2020/21, this 
　　deadline shall be extended to 30 November.
410　A club in good standing is a club which has paid Regional, 
　　Area and International Dues as requested for 100% of its 
　　reported members during the last three [3] semesters. Area 
　　and Regional dues will be considered timely paid unless IHQ 
　　receives information to the contrary from the Area/Region, 
　　before 1 December each year, accompanied by the request 
　　for exclusion from the good standing status. For a newly 
　　chartered club to be eligible to vote on International issues 
　　the club should have been in existence for at least two [2] 
　　semesters and paid all the above dues for 100% of its 
　　reported members during that period.
411　For clubs chartered at least 25 years (as of 31 December) 
　　with 5–14 members, for the sole purpose of voting in the 
　　International Elections, each Club may, via the stipulated 
　　method, submit to the Regional Director, with a copy to IHQ, 
　　a request for exemption from the minimum membership 
　　requirement in Guideline 409. The request must be received 
　　by the Regional Director by 30 September and must certify 
　　that the club is actively seeking to increase its membership 
　　and state the number of members for the most recent three 
　　semesters. The Regional Director shall send all requests 
　　he/she endorses to IHQ (individually or all together) to be 
　　received by15 October with copies to AP. Subject to the 
　　decision by the IEOs, the clubs shall vote without awaiting 
　　notification of the decision. The Regional Directors shall 
　　subsequently be notified of the decision, with explanation if 
　　the request is rejected.
412　Neither a candidate for election to any international office, 
　　nor any affiliated club, club member or group is permitted to 
　　campaign for office on behalf of the candidate by sending 
　　letters, literature or any kind of influential messages to 
　　enhance any candidate’ s chances of election. If a violation 
　　is reported, the Nominating Committee after reviewing and 
　　verifying and determining who has acted in violation of this 
　　prohibition, shall request the application of Guideline 308.
413　In the event of a tied vote for election of an International 
　　Council Member, a committee appointed by the Area 
　　President of the Area concerned shall cast the tie breaking 
　　vote.
414　Young Members of the International Council shall be 
　　nominated by and elected from the Clubs in the individual 
　　Areas. Young Members referred to herein are Club members 
　　between the ages of 26 and 39. The order of rotation for 



　　Young Members seat allocation will be: India, Europe, 
　　Korea, Asia Pacific, United States, Canada/Caribbean, Latin 
　　America and Africa, each serving one (1) two (2) year term, 
　　except the Young Member elected by Area India in the 
　　international election 2014-15 who shall serve one (1) three 
　　(3) year term. In the event an Area is unable to nominate a 
　　candidate at its appointed time in the rotation, the seat will 
　　be filled by the Area next in the rotation order. At no stage, 
　　shall any Area have more than one (1) Young Member on the 
　　Council.
415　Any Area entitled to multiple seats on the International 
　　Council may, subject to approved conditions in its Area 
　　Constitution, phase the allocation of these seats in an 
　　equitable manner by rotation among the various Regions 
　　within the Area.

ARTICLE V – ADMINISTRATIVE OFFICERS

Section 1
A.　Administrative Officers of this Association shall be an  
　　International President, International President-Elect, 
　　Immediate Past International President, International 
　　Treasurer and the Area Presidents who shall be members of 
　　the International Council.
B.　The Area Presidents shall be selected by a process to be 
　　determined by each Area. Each Area shall determine in its 
　　Constitution the eligibility of an eventual Young Council 
　　Member to the position of Area President Elect.
C.　When an Area is entitled to only one seat on the International 
　　Council that seat shall be occupied by the person elected as 
　　International Council Member who shall be the Area 
　　President. Should the Area be entitled to more than one seat, 
　　the Area President Elect shall be elected from that Area’ s 
　　International Council Members in office for the respective 
　　year of the Presidency. In both cases, he/she shall be elected 
　　in time to serve one year as Area President Elect.
D.　Regions shall have a Regional Director and may have such 
　　other Regional and District or other designated sub-Regional 
　　officers as they desire, all of whom shall be selected by their 
　　respective Regions and Districts or other designated sub- 
　　Regional units for terms in accordance with their respective 
　　Constitution and Guidelines.
Section 2
A.　The International Council shall nominate from names 
　　submitted by the Regions and by the Nominating Committee 
　　a minimum of two (2) and a maximum of three (3) candidates 
　　for the office of International President-Elect for a one (1) 
　　year term and at least one (1) candidate for the office of 
　　International Treasurer-Elect for a three (3) year term as 
　　International Treasurer. Such persons must come from a club 
　　with voting privileges on international issues. Each Region is 
　　entitled to submit the name of only one person from the 
　　Region or from any other Region for each office. The 
　　Nominating Committee shall be comprised of the 
　　International President, International President-Elect, 
　　Immediate Past International President and two others 
　　appointed each year by the International Council from Areas 
　　not represented by the three ex- officio members.
B.　The International President-Elect and International Treasurer- 
　　Elect shall be elected by the membership by a mail ballot of 
　　the clubs duly chartered and with voting privileges on 
　　international issues. The candidate receiving the highest 
　　number of ballots returned by the clubs, within forty-five (45) 
　　days after notice of the International Council nominations is 
　　mailed to the club president of record, will be elected. Each 
　　club shall have one (1) vote for each office. The election of 
　　the International President-Elect, International 

　　Treasurer-Elect and International Council Members shall be 
　　held at the same time.
C.　The International President, the International President-Elect 
　　and the International Treasurer may not hold any other 
　　elective office of the Association while serving in their 
　　positions.
D.　In the event of the inability of the International 
　　President-Elect to serve, or in the event the President-Elect 
　　becomes President by reason of death, incapacity, removal or 
　　resignation of the previous President, the Nominating 
　　Committee shall submit either two or three candidates to the 
　　Regions in order that a new International President-Elect may 
　　be elected. Regions shall be given thirty (30) days to return 
　　the ballots.
E.　The International President-Elect shall automatically become 
　　the International President of the Association at the 
　　expiration of the current President's one (1) year term of 
　　office or upon the death, incapacity or resignation of the 
　　International President. If a President-Elect becomes 
　　President by reason of death, incapacity or resignation of the 
　　previous President and serves less than six (6) months in the 
　　office of President, then he/she and the appointed 
　　President-Elect shall automatically continue in office for an 
　　additional one (1) full year term.
F.　The International Treasurer may be nominated for re-election 
　　but cannot serve for more than two (2) consecutive three (3) 
　　year terms in that office.
G.　The International Treasurer Elect shall automatically become 
　　the International Treasurer of the Association at the 
　　expiration of the current Treasurer’ s term of office or upon 
　　the death, incapacity or resignation of the International 
　　Treasurer. If no ITE has been elected, IT’ s duties shall be 
　　performed by the International President Elect until a new IT 
　　can be duly elected.
Section 3
A.　The International President shall preside at all meetings of the 
　　International Council, shall oversee the work and activities of 
　　the Association and shall perform such other duties as usually 
　　pertain to that office
B.　The International President-Elect shall, in the event of the 
　　absence or inability of the International President to perform 
　　his/her duties, perform the duties and have the same authority 
　　as the President. In the event of the absence or inability of the 
　　International Treasurer to perform his/her duties and no 
　　International Treasurer Elect has been elected, the 
　　International President Elect shall perform the duties. Upon 
　　the death, incapacity or resignation of the International 
　　Treasurer, IPE shall perform the duties until a new IT can be 
　　duly elected.
C.　The International Treasurer shall receive reports from the 
　　Secretary General of all funds deposited in and disbursed 
　　from accounts of the Association. He/she shall be responsible 
　　to see that accurate itemised accounts are kept and reported 
　　and shall perform all other duties usually pertaining to that 
　　office. The Treasurer shall report to the President.
D.　The International Treasurer Elect shall, in the event of the 
　　absence or inability of the International Treasurer to perform 
　　his/her duties, perform the duties.
E.　The Area Presidents shall be responsible for the coordination 
　　of the activities of the Regions in their Areas. Twice a year 
　　they shall report to the International President concerning the 
　　situation and development in their Area. The Area Presidents 
　　shall function through the Area Office related to their Area if 
　　one exists.
F.　The Regional Director shall be the executive and coordinator 
　　for his/her Region and shall be responsible for the adminis-
　　tration and finances for his/her Region. He/she shall report to 



　　the Area President of his/her Area.

Section 4
A.　Appointments to special offices of the Association, as 
　　required by the International President and the International 
　　Council, shall be made by the International President and by 
　　the International President Elect to offices during his/her term 
　　as International President, subject to the approval of the 
　　International Council.
B.　The Secretary General shall serve as the Assistant Interna-
　　tional Treasurer.

Guidelines:
501　In the event an Area is entitled to only one member of the 
　　Council this member shall be the Area President.
502　The International Treasurer-Elect shall be elected at an 
　　appropriate time to enable a year as International Treasurer- 
　　Elect. The International Treasurer-Elect may be invited to 
　　such international meetings as the International President 
　　considers appropriate after considering matters such as cost 
　　justification.
503　In the event of a tied vote for election of International 
　　President-Elect or International Treasurer-Elect, the 
　　International Council shall cast the tie breaking vote.
504　Guidelines 409, 410 and 411 also apply to Article V.
505　When reference is made to “The International Executive 
　　Officers” or “The IEOs” this shall mean IP, IPE, PIP and IT 
　　acting collectively.

ARTICLE VI – EMPLOYED OFFICERS

Section 1 Employed officers of the Association shall be the Secre-
tary General and Associate Secretaries General who shall be 
paid for their services to the Association.

Section 2 The Secretary General shall be employed by the Interna-
tional Council. Associate Secretaries General shall be employed 
by the International Council upon recommendation of the Secre-
tary General. All other staff shall be employed by the Secretary 
General and Associate Secretaries General following policy estab-
lished by the International Council.

Guidelines:
601 　The Secretary General's functions, responsibilities and 
　　performance standards shall be carefully defined in the job 
　　description for that office and this shall be included in the 
　　Personnel Policy of the Association. This shall be reviewed 
　　from time to time by the Personnel Committee in consultation 
　　with the current Secretary General and any changes shall be 
　　approved by the International Council.
602 　The functions, responsibilities and performance standards 
　　of the Associate Secretaries General and other staff shall be 
　　carefully defined under his/her job description and negotiat-
　　ed with his/her supervisors and also be reflected in the 
　　Personnel Policy of the Association.
603 　A Personnel Policy, annual job performance standards 
　　formulated by employees in negotiation with their supervisor 
　　and a wage salary administration plan for employees shall be 
　　developed with automatic annual review by a personnel task 
　　force or Personnel Committee. The Secretary General is 
　　accountable to the International Council. The Associate 
　　Secretaries General and other staff are accountable to the 
　　Secretary General for evaluation and reward within 
　　established policy.

ARTICLE VII – VACANCIES IN OFFICE

Section 1 An International Officer or member of the International 
　　Council may be removed from office for malfeasance or non-
　　feasance upon majority vote of at least three fourths (¾) of 
　　the membership of the International Council in a mail ballot 
　　or at a regular meeting. Such a procedure may be authorized 
　　by the International President. In the event that the procedure 
　　pertains to the office of International President, signed sub-
　　missions shall be required from a minimum of four Interna-
　　tional Council Members each coming from a different Area.
　　A document shall be sent out from the International Office 
　　with the ballot, containing reasons for the proposed action, 
　　details of impending removal procedures and comments from 
　　the person involved, if he/she desires to submit these for 
　　publication.

Guideline:
701　Should the position of International President-Elect-Elect 
　　become vacant because of death, resignation or incapacity, 
　　the following procedure shall apply. The Nominating 
　　Committee shall submit either two or three candidates to the 
　　Regions in order that a new International President-Elect- 
　　Elect may be elected. Regions shall be given thirty (30) days 
　　to return ballots.

ARTICLE VIII – OFFICES

Section 1 An International Office shall be maintained to coordi-
nate the work of Area Offices and to serve Areas not servedby an 
Area Office.

Section 2 Area Offices may be established at the request of the 
Area or Regions in the Area and with the approval of theInterna-
tional Council for the purpose of promoting and maintaining the 
work of the Association in Areas.

Section 3 Criteria for requesting an Area Office shall include a 
plan of operation for at least three (3) years and shall specify:
A.　Required administrative staff.
B.　Financial requirements of the office and proposed method of 
　　obtaining same.
C.　The Area to be served.

ARTICLE IX – FINANCE

Section 1 The International Council shall determine a uniform 
financial share on a per capita basis that each Region shall pay in 
support of the International Operating Budget of the Association, 
with the approval of a simple majority of the Regions responding 
in a mail ballot.The International Council, at its discretion, may 
authorize payment of less than a uniform financial share on a per 
capita basis to any Club, Region or Area, subject to review each 
year.

Section 2 Each Region shall be responsible for its own finances 
and shall:
A.　Collect all International, Area and Regional dues.
B.　Pay to the International Office or related Area Office, on a 
　　semi-annual basis, the Region's share of the Association's 
　　expense, as determined in Section 1 of this Article.
C.　Receive all International and Regional reports required from 
　　the clubs and transmit required International reports to the 
　　International Office or related Area Office.

Section 3 The fiscal year shall be set by the International Council.



Section 4 A Region may delegate the responsibilities of Section 2 
to its Area Office, if one exists, or to the International Office, sub-
ject to an agreement between the Area or Region and the Interna-
tional Council to accept the responsibilities.

Guidelines:
901　The fiscal year shall be from 1 July to 30 June, effective 
　　from 1 July 2013.
902　For each fiscal year the International Council shall approve 
　　budgets and accounts for all accounts and funds operated by 
　　Y’ s Men international. This shall include both income and 
　　expenditure.
903　The Brotherhood Fund operation shall conform with the 
　　existing Brotherhood Fund policy.
904　Each Area and Region shall determine the due structure 
　　and other methods to get the necessary funds to meet its 
　　share of the International Budget and other operating needs. 
　　Failure of a club to pay International, Area or Regional Dues 
　　for a period of eighteen (18) months will result in the club's 
　　Charter being revoked.
905　The Regions shall pay the International and Area Dues for 
　　all reported members as of 1 February, and 1 August in each 
　　year.
906　Less than uniform financial shares shall be decided by the 
　　International Council by a simple majority of Council 
　　Members present and voting or by a mail ballot – either by a 
　　motion issued by the International President, as decided by 
　　the IEOs, or by a motion by the International Council 
　　Members.

ARTICLE X – CONVENTIONS

Section 1 International Conventions shall be held and shall be 
developed, planned and executed under the leadership and super-
vision of the International Council, which may delegate this 
authority.

Guidelines:
1001　The International Convention shall provide opportunity to 
　　disseminate information, share experiences and provide 
　　inspiration and spiritual renewal for the delegates, and to be 
　　a source of suggestions and recommendations to the 
　　International Council for consideration and possible 
　　implementation. Preparation for and conduct of International 
　　Conventions shall generally be in accord with the official 
　　International Convention Manual.
1002 　The International Council shall select a site for conven-
　　tions at least three (3) years previous to the dates of the 
　　convention.
1003 　An International Convention Committee shall be appoint-
　　ed by the International President with the approval of the 
　　International Council at least two (2) years before the 
　　Convention takes place and shall consist of at least the 
　　International Convention Committee Chairperson of the 
　　given Convention, the Chairperson of the next succeeding 
　　Convention when appointed, the Chairperson of the Host 
　　Convention Commit- tee, the International Treasurer and the 
　　Secretary General. The International Convention Committee 
　　shall be responsible for the execution of the programme, 
　　theme, selection of speakers, financial control and review.

ARTICLE XI – REGIONS

Section 1 The International Council shall designate as many 
Regions as deemed necessary to adequately serve and coordinate 
the activities of the Association. Changes in Regional boundaries 

may be made only after consultation with the affected Regions.

Section 2 Each Region shall be responsible for its own organisa-
tion and shall conduct its own internal affairs.

Section 3 There shall be Regional Constitutions which shall not 
be in conflict with the International Constitution. These Constitu-
tions, and any revisions of them, shall be submitted to the Interna-
tional Council for approval.

Guidelines:
1101　Regions shall have the responsibility and authority to:
　　A.　Choose a name for their specific Region in harmony 
　　　with other Region names. No duplication in Region names 
　　　will be accepted.
　　B. Plan and conduct Regional Conventions.
　　C. Elect their own Regional Director who will be the chief 
　　　officer to the President of his/her Area.
　　D. Subdivide the Region as needed.
1102　Training of Regional Directors may be done by the 
　　Secretary General and/or members of his/her employed staff 
　　or other person delegated by him/her. 
1103 　In designating or revising present Regions, adequate 
　　consideration shall be given to each relevant aspect 
　　geographical, linguistic, cultural, ethnographic and financial 
　　in order to accomplish and maintain the objectives of the 
　　Association. In principle, Regions should consist of at least 
　　fifteen (15) clubs with a total membership of three hundred 
　　(300).
1104 　Where extension is considered possible in a country not 
　　currently affiliated to a Region, the Area Council in which 
　　the country stands shall allocate the responsibility for 
　　extension work as it deems appropriate. While the Area 
　　boundaries are being reviewed, Area Europe shall be 
　　responsible for all countries from the Atlantic Ocean to the 
　　Ural Mountains. When a new club is to be chartered in a new 
　　country, the International Council, in consultation with the 
　　relevant Area and Regions, shall change the boundary of an 
　　existing Region in accordance with Article XI, Section 1.

ARTICLE XII – SIGNATORIES

Section 1 The International Association of Y's Men's Clubs shall 
be bound by such signatures of its international elected officers 
and members of staff and in such circumstances as shall be laid 
down from time to time by the International Council.

Guideline:

1201　All financial transactions of The International Association 
　　of Y's Men's Clubs require any two of the following five 
　　designated signatures:
　　・International President
　　・International Treasurer
　　・International Secretary General
　　・Assistant to International Secretary General
　　・One staff member designated by the International 
　　　Secretary General

ARTICLE XIII – DISSOLUTION

Section 1 The International Association of Y's Men's Clubs can 
only be dissolved at a meeting of the International Council (where 
a quorum is established) and then only if at least three quarters of 
those members present and voting at such a meeting shall record 
their votes in favour of the resolution proposing such dissolution. 
The proposal would then need a three quarters affirmative vote of 



the clubs duly chartered and in good standing responding in a mail 
ballot.

Section 2 No proposal for dissolution of the International Associa-
tion of Y's Men's Clubs shall be entertained unless written notice 
is given to the International Council. The notice shall contain a 
complete copy of the dissolution proposal and if known, the date 
of the International Council Meeting at which it is to be consid-
ered. The chosen International Council Meeting must succeed date 
of notification by at least 10 months.

Section 3 The resolution for dissolution shall name the members 
(the Area Presidents and a re-appointable alternate of the current 
International Council) plus the International President to act as 
Trustees (hereinafter called "the Trustees"). On the resolution 
being passed as provided in Section 1 of this Article, the property 
and funds of the Association shall be administered by these Trust-
ees for a period of no more than five years. The number of Trust-
ees shall remain constant as originally established and they shall 
have the authority to appoint the alternates.

Section 4 In the case of dissolution of the Association, the Trust-
ees shall distribute entirely all available property and funds to a 
non- profit-making organisation or association pursuing similar 
public- interest goals and benefiting from a tax-exempt status. If it 
meets these requirements, the World Alliance of YMCAs is 
named the designated recipient. The funds and property of the 
Association shall neither be returned to its founders or members 
nor used for their profit, in part or in full, at any time or in any 
manner whatsoever.

Section 5 After such dissolution no former Member (affiliated 
club) of the Association or former member of any of its constitu-
ent bodies shall have the right to take any legal action or prefer 
any claim in any country with regard to any decision or action 
taken by the Trustees.

ARTICLE XIV – AMENDMENT

This Constitution may be amended upon two-thirds (2/3) 
affirmative vote conducted as a secret ballot of the International 
Council and a two-thirds (2/3) affirmative vote of the clubs in 
good standing and with voting privileges on international issues as 
per Guidelines 409 and 410 responding in a mail ballot.

Guidelines:
1401　Guidelines may be amended at any meeting of the 
　　International Council by a simple majority affirmative vote of 
　　the Council members present and voting.
1402　The International Council shall establish a due date for all 
　　replies to proposed amendments.
1403　Notice of amendment[s] to the International Constitution 
　　must be lodged in writing to the International Secretary 
　　General at least forty-five (45) days before the next Interna-
　　tional Council meeting setting out the specific clause[s] or 
　　part[s] thereof to be amended and a statement of intention 
　　must be submitted therewith.
1404　Motions which foreshadow any amendment to the 
　　International Constitution must be moved and seconded by 
　　members from different Areas and the advice of the Interna-
　　tional Constitution Review Committee be sought in advance 
　　on amendment of Guidelines for the sole effect of determining 
　　how the proposed amendment harmonises with or affects 
　　dispositions other than those under consideration. During 
　　International Council Meetings, advice shall be sought, if 
　　practical, from the International Constitution Review 
　　Committee or alternatively from the collective constitutional 

　　wisdom of the Council Members or of anyone present 
　　knowledgeable of the International Constitution
1405　In the event a secret ballot by the International Council 
　　must be conducted, this shall be done using a double 
　　envelope system or an internet-based secure election system.

Y’ s Men International
9 Avenue Sainte-Clotilde

1205 Geneva Switzerland
Version July 2021



国際憲法とガイドライン（訳文）

第 1条 名称、モットー、本部および法的地位（NAME, MOTTO, HEADQUARTERS AND LEGAL STATUS）

第 2条 綱領と目的（Purpose and Objectives）

第 3条 構成会員（Membership）



第 4条 立法役員（Legislative Officers）





第 5条 行政役員（Administrative Officers）



第 6条 専従職員（Employed Officers）

第 7条 役職の空席（Vacancies in Office）

第 8条 事務所（Offices）



第 9条 財政（Finance）

第 10条 大会（Conventions）

第 11条 区（Regions）



第 12条 署名者（Signatories）

第 13条 解散（Dissolution）

第 14条 改正（Amendment）





ワイズメンズクラブ国際協会　東日本区
ハンドブック／会員名簿

ワイズメンズクラブ国際協会
アジア太平洋地域憲法

第 1条 名称　(NAME)

第 2条 地域　（THE AREA）

第 3条 綱領と目的　（PURPOSE AND OBJECTIVES）

第 4条 構成会員　（MEMBERSHIP）

第 5条 立法機関　（LEGISLATIVE AUTHORITY）



第 6条 行政役員　(ADMINISTRATIVE OFFICERS)

第 7条 継承　(SUCCESSION)

第 8条 国際議会議員　(INTERNATIONAL COUNCIL MEMBER)

第 9条 国際議会議員および次期地域会長選挙　 (ELECTION OF INTERNATIONAL COUNCIL MEMBER-ELECT AND 　
　AREA PRESIDENT ELECT)



第 10条 財政　(FINANCE)

第 11条 地域事務所　（AREA OFFICE）

第 12条 地域大会　(AREA CONVENTIONS)

第 13条 行動規範　(CODE OF CONDUCT)

第１４条　解散　(DISSOLUTION)

%



第１５条　改正　（AMENDMENTS）



ワイズメンズクラブ国際協会
アジア太平洋地域憲法　ガイドライン

ガイドライン１.　名称と協力関係

ガイドライン 2.　地域

ガイドライン 3.　目的

ガイドライン 4.　構成会員

ガイドライン 5.　立法機関



ガイドライン 6.　行政役員

ガイドライン 7.　継承

ガイドライン 8.　国際議会議員

ガイドライン 10.　財政



%

ガイドライン 11.　地域事務所

ガイドライン 12.　地域大会

ガイドライン 13.　行動規範



ガイドライン 15.　改正

%



付録　I

国際議員に求められる資質



付録 II

ワイズメンズクラブ国際協会
役員就任式式辞

I

「Idealism」 理想主義者であること

「Interest」 関心を持つこと

「Initiative」 率先すること

「Industry」 労をいとわないこと

あなたが、能力の限りを尽くすこと、役職に必要な資質を表し示すこと、また、常に仲間のワイズメンからの信頼に
 応えていくことを仲間のワイズメンに厳粛に約束しますか？
 もしそうであれば、右手を挙げて「約束します」と答えて下さい。



付録 III

ワイズメンズクラブ国際協会
紛争解決手順

紛争

苦情

苦情提出者

トロイカ





東日本区定款

前文

第 1条 名称・構成

第 2 条 モットー・綱領・目的

第 3 条 クラブ・会員

第 7 条 区役員

第 8 条 区役員会

第 9 条　常任役員会

第 10 条　次期理事等の指名

第 11 条 　理事の任務

第 12 条　次期理事の任務

第 4 条 部

第 5 条　財政

第 6 条　代議員会



東日本区定款

前文

第 1条 名称・構成

第 2 条 モットー・綱領・目的

第 3 条 クラブ・会員

第 7 条 区役員

第 8 条 区役員会

第 9 条　常任役員会

第 10 条　次期理事等の指名

第 11 条 　理事の任務

第 12 条　次期理事の任務

第 4 条 部

第 5 条　財政

第 6 条　代議員会



東日本区定款

前文

第 1条 名称・構成

第 2 条 モットー・綱領・目的

第 3 条 クラブ・会員

第 7 条 区役員

第 8 条 区役員会

第 9 条　常任役員会

第 10 条　次期理事等の指名

第 11 条 　理事の任務

第 12 条　次期理事の任務

第 4 条 部

第 5 条　財政

第 6 条　代議員会



第 13 条　直前理事の任務

第 14 条　書記の任務

第 15 条 　会計の任務

第 16 条 　事業主任の任務

第 17 条 　部長の任務

第 18 条 　事業委員会・常置委員会・特別委員会・ワイズメネット委員会・専任委員の任務

第 19 条　監事の任務



第 20 条 　区担当主事・クラブ担当主事

第 21 条 　区大会

第 22 条　改正

第 23 条 　分割・合併・解散

第 24 条　付則



東日本区定款施行細則

第 1 条 総則

第 2 条 半年報（定款第 5 条）

第 3 条 会費（定款第 5 条）

第 4 条 新規加盟クラブおよび入会者の事務手続きなど（定款第 3 条）

第 5 条 事業主任の事業（定款第 16 条）



第 6 条 委員会（定款 18 条）

第 7 条 専任委員（定款第 18 条）

第 8 条 書記の業務（定款第 14 条）



第 9 条  会計の業務（定款第 15 条）

第 10 条 区大会ホストクラブの選定と経費支援等（定款第 11 条、第 21 条）

《注記事項》

第 11 条 メーキャップと出席率の算定



第 12 条 会員の休会

第 13 条 区事務所（定款第 11 条）

第 14 条 次期理事等の指名選挙（定款第１０条第４項６号）

第 15 条 改廃



一般社団法人ワイズメンズクラブ国際協会東日本区定款







１．東日本区常置委員会規則

文献・組織検討委員会
名　称

目　的

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

ＬＴ委員会
名　称

目的・事業

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

東日本区ワイズ基金規則

設　置

目　的

事　業

基金の構成

事業年度

委員会の構成

委員の任期

委員会の任務



１．東日本区常置委員会規則

文献・組織検討委員会
名　称

目　的

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

ＬＴ委員会
名　称

目的・事業

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

東日本区ワイズ基金規則

設　置

目　的

事　業

基金の構成

事業年度

委員会の構成

委員の任期

委員会の任務



一般社団法人ワイズメンズクラブ国際協会東日本区
経理規程

（目的）
第１条

（会計基準）
第２条

（会計区分）
第３条

（事業年度）
第４条

（会計担当理事）
第５条

（帳簿書類の保存および処分）
第６条

（勘定科目）
第７条

（会計帳簿）
第８条

（会計伝票）
第９条

１．東日本区常置委員会規則

文献・組織検討委員会
名　称

目　的

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

ＬＴ委員会
名　称

目的・事業

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

東日本区ワイズ基金規則

設　置

目　的

事　業

基金の構成

事業年度

委員会の構成

委員の任期

委員会の任務



（金銭等の保管）
第 21条

（印鑑の保管）
第 22条

（金銭の支払い）
第 23条

（支払方法）
第 24条

（小口現金）
第 25条

（残高の照合）
第 26条

（固定資産の範囲）
第 27条

（固定資産の管理）
第 28条

（現物の照合）
第 29条

（決算の目的）
第 30条

（決算の種類）
第 31条

（証憑 (しょうひょう )）
第 10条

（記帳）
第 11条

（検算照合）
第 12条

（帳簿の更新）
第 13条

（収支予算の目的）
第 14条

（収支予算の期間および種類）
第 15条

（収支予算の承認）
第 16条

（収支予算の編成）
第 17条

（収支予算の補正）
第 18条

（収支予算の執行）
第 19条

（金銭の範囲）
第 20条

（月次決算）
第 32条

（中間・年度末決算）
第 33条

（規程の改廃）
第 34条

（附則）
第 35条

金銭出納管理規則

（目　的）
第１条

（金銭の範囲）
第２条

（出納業務の担当）
第３条

（印章の保管及び使用）
第４条
第５条

（疑義解釈）
第６条

（収納手続）
第７条

１．東日本区常置委員会規則

文献・組織検討委員会
名　称

目　的

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

ＬＴ委員会
名　称

目的・事業

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

東日本区ワイズ基金規則

設　置

目　的

事　業

基金の構成

事業年度

委員会の構成

委員の任期

委員会の任務



（金銭等の保管）
第 21条

（印鑑の保管）
第 22条

（金銭の支払い）
第 23条

（支払方法）
第 24条

（小口現金）
第 25条

（残高の照合）
第 26条

（固定資産の範囲）
第 27条

（固定資産の管理）
第 28条

（現物の照合）
第 29条

（決算の目的）
第 30条

（決算の種類）
第 31条

（証憑 (しょうひょう )）
第 10条

（記帳）
第 11条

（検算照合）
第 12条

（帳簿の更新）
第 13条

（収支予算の目的）
第 14条

（収支予算の期間および種類）
第 15条

（収支予算の承認）
第 16条

（収支予算の編成）
第 17条

（収支予算の補正）
第 18条

（収支予算の執行）
第 19条

（金銭の範囲）
第 20条

（月次決算）
第 32条

（中間・年度末決算）
第 33条

（規程の改廃）
第 34条

（附則）
第 35条

金銭出納管理規則

（目　的）
第１条

（金銭の範囲）
第２条

（出納業務の担当）
第３条

（印章の保管及び使用）
第４条
第５条

（疑義解釈）
第６条

（収納手続）
第７条

１．東日本区常置委員会規則

文献・組織検討委員会
名　称

目　的

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

ＬＴ委員会
名　称

目的・事業

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

東日本区ワイズ基金規則

設　置

目　的

事　業

基金の構成

事業年度

委員会の構成

委員の任期

委員会の任務



（金銭等の保管）
第 21条

（印鑑の保管）
第 22条

（金銭の支払い）
第 23条

（支払方法）
第 24条

（小口現金）
第 25条

（残高の照合）
第 26条

（固定資産の範囲）
第 27条

（固定資産の管理）
第 28条

（現物の照合）
第 29条

（決算の目的）
第 30条

（決算の種類）
第 31条

（証憑 (しょうひょう )）
第 10条

（記帳）
第 11条

（検算照合）
第 12条

（帳簿の更新）
第 13条

（収支予算の目的）
第 14条

（収支予算の期間および種類）
第 15条

（収支予算の承認）
第 16条

（収支予算の編成）
第 17条

（収支予算の補正）
第 18条

（収支予算の執行）
第 19条

（金銭の範囲）
第 20条

（月次決算）
第 32条

（中間・年度末決算）
第 33条

（規程の改廃）
第 34条

（附則）
第 35条

金銭出納管理規則

（目　的）
第１条

（金銭の範囲）
第２条

（出納業務の担当）
第３条

（印章の保管及び使用）
第４条
第５条

（疑義解釈）
第６条

（収納手続）
第７条

１．東日本区常置委員会規則

文献・組織検討委員会
名　称

目　的

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

ＬＴ委員会
名　称

目的・事業

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

東日本区ワイズ基金規則

設　置

目　的

事　業

基金の構成

事業年度

委員会の構成

委員の任期

委員会の任務



（入金の確認）
第８条

（振込支払手続）
第９条

（給与の支払）
第 10条

（交通費等の支払）
第 11条

（設備の購入、投資のための支払）
第 12条

（小口現金）
第 13条

（小口現金の責任者）
第 14条

（小口現金支払の承認）
第 15条

（小口現金の精算と補充）
第 16条

（小口現金の管理）
第 17条

（現金残高の照合）
第 18条

（現金過不足）
第 19条

（金庫の利用）
第 20条

（規則の改廃）
第 21条

（郵便切手等の扱い）
第 22条

附　則

１．東日本区常置委員会規則

文献・組織検討委員会
名　称

目　的

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

ＬＴ委員会
名　称

目的・事業

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

東日本区ワイズ基金規則

設　置

目　的

事　業

基金の構成

事業年度

委員会の構成

委員の任期

委員会の任務



（入金の確認）
第８条

（振込支払手続）
第９条

（給与の支払）
第 10条

（交通費等の支払）
第 11条

（設備の購入、投資のための支払）
第 12条

（小口現金）
第 13条

（小口現金の責任者）
第 14条

（小口現金支払の承認）
第 15条

（小口現金の精算と補充）
第 16条

（小口現金の管理）
第 17条

（現金残高の照合）
第 18条

（現金過不足）
第 19条

（金庫の利用）
第 20条

（規則の改廃）
第 21条

（郵便切手等の扱い）
第 22条

附　則

１．東日本区常置委員会規則

文献・組織検討委員会
名　称

目　的

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

ＬＴ委員会
名　称

目的・事業

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

東日本区ワイズ基金規則

設　置

目　的

事　業

基金の構成

事業年度

委員会の構成

委員の任期

委員会の任務



１．東日本区常置委員会規則

文献・組織検討委員会
名　称

目　的

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

ＬＴ委員会
名　称

目的・事業

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

東日本区ワイズ基金規則

設　置

目　的

事　業

基金の構成

事業年度

委員会の構成

委員の任期

委員会の任務



ワイズメンズ国際協会東日本区文書管理規程
目的

適用範囲 

帰属

主管

文書作成

保存義務

整理・保存

文書保存の管理責任者

文書保存管理台帳

保存期間

保存期間の算定

保存期間の短縮、延長

保存場所

完全削除および廃棄の原則

改廃

附則

１．東日本区常置委員会規則

文献・組織検討委員会
名　称

目　的

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

ＬＴ委員会
名　称

目的・事業

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

東日本区ワイズ基金規則

設　置

目　的

事　業

基金の構成

事業年度

委員会の構成

委員の任期

委員会の任務



ワイズメンズ国際協会東日本区文書管理規程
目的

適用範囲 

帰属

主管

文書作成

保存義務

整理・保存

文書保存の管理責任者

文書保存管理台帳

保存期間

保存期間の算定

保存期間の短縮、延長

保存場所

完全削除および廃棄の原則

改廃

附則

１．東日本区常置委員会規則

文献・組織検討委員会
名　称

目　的

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

ＬＴ委員会
名　称

目的・事業

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

東日本区ワイズ基金規則

設　置

目　的

事　業

基金の構成

事業年度

委員会の構成

委員の任期

委員会の任務



１．東日本区常置委員会規則

文献・組織検討委員会
名　称

目　的

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

ＬＴ委員会
名　称

目的・事業

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

東日本区ワイズ基金規則

設　置

目　的

事　業

基金の構成

事業年度

委員会の構成

委員の任期

委員会の任務



１．東日本区常置委員会規則

文献・組織検討委員会
名　称

目　的

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

ＬＴ委員会
名　称

目的・事業

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

東日本区ワイズ基金規則

設　置

目　的

事　業

基金の構成

事業年度

委員会の構成

委員の任期

委員会の任務



１．東日本区常置委員会規則

文献・組織検討委員会
名　称

目　的

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

ＬＴ委員会
名　称

目的・事業

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

東日本区ワイズ基金規則

設　置

目　的

事　業

基金の構成

事業年度

委員会の構成

委員の任期

委員会の任務

委員会の責任

委員会の招集

基金の支出

基金の運用

基金の促進

献金者への謝意

広報・促進経費

改　廃

付　則



１．東日本区常置委員会規則

文献・組織検討委員会
名　称

目　的

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

ＬＴ委員会
名　称

目的・事業

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

東日本区ワイズ基金規則

設　置

目　的

事　業

基金の構成

事業年度

委員会の構成

委員の任期

委員会の任務

奈良傳賞選考委員会規則

前　文

第１条　奈良傳賞受賞者の条件

第２条　奈良傳賞選考委員会

第３条　受賞者の選考

第４条　表　彰

第５条　受賞者への対応

第６条　改　廃

第７条　付　則

２．東日本区事業委員会規則

総　則

目　的

位　置



１．東日本区常置委員会規則

文献・組織検討委員会
名　称

目　的

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

ＬＴ委員会
名　称

目的・事業

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

東日本区ワイズ基金規則

設　置

目　的

事　業

基金の構成

事業年度

委員会の構成

委員の任期

委員会の任務

広報・伝達（PR）専任委員
総　則

目　的

人選と任命

役割概要

役割詳細

東日本区理事、会計、書記、副書記の役割

広報・伝達のタイミング

その他

改　廃

付　則

構　成

任　期

委員会の開催

改　廃

付　則

３．東日本区ワイズメネット委員会規則
第１条　名　称

第２条　目　的

第３条　位　置

第４条　構　成

第５条　任　期

第６条　改　廃

第７条　付　則

４．専任委員規則
ヒストリアン
名　称

目　的

位　置

任　期

職　務

その他

改　廃

付　則

I T アドバイザー
名　称

目　的

位　置

任　期

職　務

その他

改　廃

付　則

トラベルコーディネーター
名　称

目　的

位　置

任　期

職　務

その他

改　廃

付　則



１．東日本区常置委員会規則

文献・組織検討委員会
名　称

目　的

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

ＬＴ委員会
名　称

目的・事業

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

東日本区ワイズ基金規則

設　置

目　的

事　業

基金の構成

事業年度

委員会の構成

委員の任期

委員会の任務

広報・伝達（PR）専任委員
総　則

目　的

人選と任命

役割概要

役割詳細

東日本区理事、会計、書記、副書記の役割

広報・伝達のタイミング

その他

改　廃

付　則

構　成

任　期

委員会の開催

改　廃

付　則

３．東日本区ワイズメネット委員会規則
第１条　名　称

第２条　目　的

第３条　位　置

第４条　構　成

第５条　任　期

第６条　改　廃

第７条　付　則

４．専任委員規則
ヒストリアン
名　称

目　的

位　置

任　期

職　務

その他

改　廃

付　則

I T アドバイザー
名　称

目　的

位　置

任　期

職　務

その他

改　廃

付　則

トラベルコーディネーター
名　称

目　的

位　置

任　期

職　務

その他

改　廃

付　則



１．東日本区常置委員会規則

文献・組織検討委員会
名　称

目　的

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

ＬＴ委員会
名　称

目的・事業

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

東日本区ワイズ基金規則

設　置

目　的

事　業

基金の構成

事業年度

委員会の構成

委員の任期

委員会の任務

広報・伝達（PR）専任委員
総　則

目　的

人選と任命

役割概要

役割詳細

東日本区理事、会計、書記、副書記の役割

広報・伝達のタイミング

その他

改　廃

付　則

構　成

任　期

委員会の開催

改　廃

付　則

３．東日本区ワイズメネット委員会規則
第１条　名　称

第２条　目　的

第３条　位　置

第４条　構　成

第５条　任　期

第６条　改　廃

第７条　付　則

４．専任委員規則
ヒストリアン
名　称

目　的

位　置

任　期

職　務

その他

改　廃

付　則

I T アドバイザー
名　称

目　的

位　置

任　期

職　務

その他

改　廃

付　則

トラベルコーディネーター
名　称

目　的

位　置

任　期

職　務

その他

改　廃

付　則



１．東日本区常置委員会規則

文献・組織検討委員会
名　称

目　的

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

ＬＴ委員会
名　称

目的・事業

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

東日本区ワイズ基金規則

設　置

目　的

事　業

基金の構成

事業年度

委員会の構成

委員の任期

委員会の任務

広報・伝達（PR）専任委員
総　則

目　的

人選と任命

役割概要

役割詳細

東日本区理事、会計、書記、副書記の役割

広報・伝達のタイミング

その他

改　廃

付　則

構　成

任　期

委員会の開催

改　廃

付　則

３．東日本区ワイズメネット委員会規則
第１条　名　称

第２条　目　的

第３条　位　置

第４条　構　成

第５条　任　期

第６条　改　廃

第７条　付　則

４．専任委員規則
ヒストリアン
名　称

目　的

位　置

任　期

職　務

その他

改　廃

付　則

I T アドバイザー
名　称

目　的

位　置

任　期

職　務

その他

改　廃

付　則

トラベルコーディネーター
名　称

目　的

位　置

任　期

職　務

その他

改　廃

付　則



１．東日本区常置委員会規則

文献・組織検討委員会
名　称

目　的

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

ＬＴ委員会
名　称

目的・事業

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

東日本区ワイズ基金規則

設　置

目　的

事　業

基金の構成

事業年度

委員会の構成

委員の任期

委員会の任務

５．東日本区事務所人事委員会規則

第１条　目　的

第２条　定　義

第３条　職　務

第４条　構　成

第５条　議　事

第６条　人事委員会の招集・解散

第７条　人事委員会の開催

第８条　事務所長

第９条　事務所長資格要件

第 10 条　事務職員任期

第 11 条　解任・解約

第 12 条　業　務

第 13 条　報　酬

第 14 条　改訂・廃止

6．Change! 2022 推進委員会規則

第１条　名　称

第２条　目　的

第３条　位　置

第４条　構　成

第５条　任　期



１．東日本区常置委員会規則

文献・組織検討委員会
名　称

目　的

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

ＬＴ委員会
名　称

目的・事業

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

東日本区ワイズ基金規則

設　置

目　的

事　業

基金の構成

事業年度

委員会の構成

委員の任期

委員会の任務

５．東日本区事務所人事委員会規則

第１条　目　的

第２条　定　義

第３条　職　務

第４条　構　成

第５条　議　事

第６条　人事委員会の招集・解散

第７条　人事委員会の開催

第８条　事務所長

第９条　事務所長資格要件

第 10 条　事務職員任期

第 11 条　解任・解約

第 12 条　業　務

第 13 条　報　酬

第 14 条　改訂・廃止

6．Change! 2022 推進委員会規則

第１条　名　称

第２条　目　的

第３条　位　置

第４条　構　成

第５条　任　期



１．東日本区常置委員会規則

文献・組織検討委員会
名　称

目　的

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

ＬＴ委員会
名　称

目的・事業

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

東日本区ワイズ基金規則

設　置

目　的

事　業

基金の構成

事業年度

委員会の構成

委員の任期

委員会の任務

第６条　改　廃

第７条　付　則

Change!　2022 推進委員会規則施行細則

第１条　総　則

第２条　予　算

第３条　組　織

第４条　改　廃



１．東日本区常置委員会規則

文献・組織検討委員会
名　称

目　的

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

ＬＴ委員会
名　称

目的・事業

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

東日本区ワイズ基金規則

設　置

目　的

事　業

基金の構成

事業年度

委員会の構成

委員の任期

委員会の任務

法人推進委員会規則

前文

名称

目的・任務

位置

構成・任命

設置期間・任期

委員会の開催および形式

出張旅費

改廃

付則



１．東日本区常置委員会規則

文献・組織検討委員会
名　称

目　的

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

ＬＴ委員会
名　称

目的・事業

位　置

構　成

任　期

改　廃

付　則

東日本区ワイズ基金規則

設　置

目　的

事　業

基金の構成

事業年度

委員会の構成

委員の任期

委員会の任務

旅費規定

目　的

定　義

旅費の支給

国外出張

出張の経路等

自動車による出張

出張中の災害

死亡者の遺族の旅費

支払い証明書の提出義務

出張申請

旅費の精算

その他

改　廃

附　則



〈注記事項〉

〈注記事項〉

国内出張旅費規程

支　給　区　分
役　職

理　　事

次期理事

直前理事

区　書記

副書記

区　会計

副会計

事業主任

部　　長

監　　事

代 議 員

各委員長

専任委員

各委員会委員

国際役員

事務所職員

区代議員会 常任役員会 区 役 員 会 委 員 会 部 大 会
東日本区
主催の次期
役員研修会

ｸﾗﾌﾞ設立総会
国際加盟
認証状伝達式

YMCA
同盟会合

西日本区
打合せ

別表 1

航空運賃
前泊費用
会議中の宿泊費
後泊費用

アジア太平洋地域会計支出を除く実費
アジア太平洋地域会計支出を除く実費
アジア太平洋地域会計支出を除く実費
アジア太平洋地域会計支出を除く実費

東日本区支出
東日本区支出
アジア太平洋地域会計支出を除く実費
東日本区支出

支　給　区　分 理事または次期理事 通　訳　者

国外出張旅費規程別表 2



ＣＳ ･Ｙサ･ＡＳＦ資金運用規定

名　称

目　的

資　金

運用の基準

申　請

支　出

記帳整理等

報　告

改　正

付　則



東日本大震災支援活動補助金規定

目　的

総　則

支払条件

監　査

補助金の限度額

改　廃

附　則



東日本区災害等緊急支援基金要項

設置

目的

事業の種類

基金使途

基金の構成

運営委員会

審議事項

組織

会議

事業年度

事務

寄付金・募金の基金への受入れ及び管理

雑則

改廃

付　則



東日本区災害等緊急支援基金要項

設置

目的

事業の種類

基金使途

基金の構成

運営委員会

審議事項

組織

会議

事業年度

事務

寄付金・募金の基金への受入れ及び管理

雑則

改廃

付　則



BF 代表応募資格と応募手続き

1.　BF代表とは

2.　BF代表の種別

　BF文化交流代表

　BF大会代表

3.　BF代表の応募資格

4.　BF代表応募の手続きと選考



議事進行についての指針

１．目　的

２．招　集

３．議　長

４．書　記

５．成　立

６．議　案

７．議案順序



８．動議・賛同者（セカンド）

９．発　言

10．採　決

11．会議の公開

12．この議事進行指針について修正がある場合は、常任役員会で協議する。

動議に対するマニュアル

＜動議の優先順位＞



動議の説明

ワイズメンズクラブ国際協会東日本区
事務所個人情報保護方針

１．個人情報の収集、利用・提供

２．安全対策の実施

３．継続的改善の実施

４．法令・規範の遵守

ワイズメンズクラブ国際協会東日本区
事務所個人情報保護規則

第１条　趣　旨

第２条　定　義



第３条　対象者

第４条　個人情報取得の原則

第５条　特定の機微な個人情報の取得の禁止

第６条　取得の手続き

第７条　本人から直接に個人情報を取得する場合の措置

第８条　本人以外から間接的に個人情報を取得する場合の措置

第９条　個人情報の移送・送信の原則

第 10条　個人情報の利用の原則

第 11条　個人情報の目的外利用



第 12条　個人情報の共同利用

第 13条　個人情報の取扱いの委託

第 14条　個人情報の第三者提供の原則

第 15条　個人情報の管理の原則

第 16条　（個人情報の安全管理対策）

第 17条　（自己情報に関する権利）

第 18条　（自己情報の利用または提供の拒否）

第 19条　消去・廃棄の手続

第 20条　個人情報管理責任者

第 21条　教　育

第 22条　作業責任者

第 23条　監　査

第 24条　報告義務



第 25条　苦情および相談

第 26条　改廃

第 27条　付則



ワイズメンズクラブ国際協会東日本区
SNS（ソーシャル・ネットワーク・サービス）使用ガイドライン

　　　

Ａ．SNS を区、部、クラブのそれ自身の名前（公式アカウント）で使用する場合

Ｂ．SNS を個人の名前（個人アカウント）で使用する場合

STEP ＝ Short Term Youth Exchange Program
　　ユース海外短期交流プログラム。
　　3～ 11 週間の短期海外訪問制度。18～ 25 歳のワイズの子弟（または、3年以上、ワイズメンズクラブ、ワイズユースク
　　ラブ、YMCAの何れかの会員経験を有する者）が応募対象者。海外のワイズ家庭に滞在し、現地のユースとの交流や異文
　　化を体験する。
　　応募は、希望派遣期間の半年以上前に、クラブを通じて、ユース事業主任へ申請書類を提出する。

TOF ＝ Time of Fast
　　タイム・オブ・ファスト（Time of Fast：断食の時）の略称で、「ティー・オー・エフ」と発音する。クラブ例会での食事
　　を抜き、その金額相当分を国際協会に献金する。
　　献金は、世界中のYMCA、ワイズメンズクラブから募集して国際協会が選定する、SDGs に関連する発展途上国を主たる
　　対象とする地域支援プロジェクトに用いられる。
　　国際協会、東日本区では 2月を強調月間とし、クラブ例会だけではなく、2月に開催される、区、部の会合でも食事を抜
　　いたり、簡素なものにしたりしてその分を献金するよう努めている。

TC ＝ Travel Coordinator
　　来訪する BF代表の旅行日程を立案し、旅行中の世話や受け入れ /調整を行う専任委員。

UGP ＝ Unified Global Project（統一国際プロジェクト）
　　ワイズメンズクラブの認識度のアップを願って、始められた国際レベルの統一事業で、2005 年度からはHIV/ AIDS 関連
　　事業を展開した。国際協会での取り組みが終わった 2010 年度以降も東日本区では継続して取り組んでいる。2020/21 年
　　度からは、Heal the World（世界を癒そう）が統一事業に選定されている。

Week4Waste = Week for Waste (「ゴミのための週」)
　　国際協会によって 2020-21 年度に開始された、ワイズメンズクラブと地域社会を結びつけ、よりクリーンな地球を目指し
　　て統一的に行動するCS事業のキャンペーン。活動の多くは、毎年 4月 22 日のアースデイ（地球の日）のある 4月と、世
　　界最大の市民運動のひとつであるワールドクリーンアップデイ（毎年 9月中旬）に合わせて行われる。

YEEP ＝ Youth Educational Exchange Program
　　ワイズメンズクラブ会員の子弟の高校留学生交換事業。
　　2020-21 年度に廃止された。

YES ＝ Y's Extension Support
　　新クラブ設立の活動を支援するためのアジア太平洋地域の基金。各区から地域に拠出された献金は、地域内の各クラブの
　　設立支援資金および地域レベルのエクステンション活動に用いられる。

YIA ＝ Youth Involvement and Activities
　　若者のワイズメンズクラブ活動への参画、活動。
　　ワイズメンズクラブが行う様々な行事に、多くの若者達を巻き込む活動の奨励、ワイズユースクラブの育成、ユースコン
　　ボケーションの実施等を行う。

Y３ ＝ ワイスリー
　　ワイズメンズクラブの活動に共感する高校生以上の若者によるユースクラブ。YMCA、Y's Men、Youth の 3つの Yを表
　　している東・西日本区だけの組織である。2021-2022 年度現在、「Y３宇都宮」が活動を行っている。

YMCA ＝ Young Men's Christian Association
　　ワイズメンズクラブが支援、奉仕の対象としている社会教育団体。世界 120か国・地域に 6,500 万人（2021-2022 年度現在）
　　の会員を持つ世界最古、最大のNGOと言われている。
　　1844 年ロンドンでジョージ・ウィリアムズら青年によって創設され、全世界に広がり、世界YMCA同盟を結成している。
　　青少年の育成を運動の中心とするが、社会の必要に応えて、平和活動、地域社会支援、社会的弱者救済等にも取り組んでいる。

YMCAサービス ＝ YMCA Service
　　YMCAに対する奉仕を立案、実行するワイズメンズクラブの事業。
　　東日本区事業の中のひとつであり、YMCA指導者育成のための財的支援を目的とするASF（アレキサンダー奨学基金）も
　　YMCAサービス事業のひとつである。クラブは、区のサービス事業とともに、各クラブの関係YMCAへの奉仕と協力を
　　推進する。

　　Eは、クラブ拡張（新クラブ設立）、MCは、会員の維持（啓発、退会防止）と増強（新会員獲得）の意。

EF ＝ Endowment Fund（エンダウメントファンド）
　　国際協会の財政的な安定およびワイズダム発展のための基金。
　　個人 /クラブが特定の人を記念して献辞とともに 120 スイスフラン以上の寄付を行うか、個人 /クラブとして寄付のみを
　　行うかの 2種類がある。前者は、国際本部に永久保管されている「ゴールデンブック」に献辞が記載される。後者は、一
　　定金額以上の寄付を行った場合、献金額に応じて以下の称号が与えられ、「ゴールデンブック」に氏名が記載される。
　　50スイスフラン以上の献金（個人）：エンダウメントフレンド
　　120 スイスフラン以上の献金（個人）：ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　2回目の 120 スイスフラン以上の献金（個人）：ダブル・ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　1,000 スイスフラン以上の献金（個人）：オナーロール
　　1,000 スイスフラン以上の献金（クラブ）：オナーロールクラブ

IT アドバイザー＝ Information Technology Advisor
　　情報技術アドバイザー。
　　東日本区では「情報技術」に関して専門的なアドバイスを担当し、区のウェブサイトや区内のメーリングシステムの構築、
　　維持など IT に関するサポートを行っている。

IBC ＝ International Brother Clubs
　　国際兄弟クラブ。
　　クラブが外国のクラブと兄弟クラブ締結を行い、永続的な交流を続けること。また、その相手クラブのことも指す。新た
　　に IBC関係を結ぼうとするクラブ同士は、十分な事前準備を行った上で、締結書を交わす。
　　締結は、IBC国際事業主任が締結書にサインすることにより正式に認められる。

IBC トライアングル＝ International Brother Clubs Triangle
　　3クラブが相互に IBCを締結すること。

IBC クワドラングル＝ International Brother Clubs Quadrangle
　　4クラブが相互に IBCを締結すること。

ID ＝ International Director（ワイズメネット国際主任）
　　国際協会におけるワイズメネットの代表者。

iGo = Internships for Global Outreach（アイゴー：「世界に手を伸ばすためのインターン制度」）
　　青年の成長を目的として、YMCAやワイズメンズクラブ会員で事業を行っている者が、ユースに国際的なインターン（職
　　業体験）の場を提供するプログラム。申請時に 18歳から 29歳の者が対象。2020-21 年度に廃止されたYEEP の後継プロ
　　グラム。

JEF ＝ Japan East Y's Men's Fund
　　東日本区ワイズ基金。
　　東日本区ワイズ運動の安定的かつ継続的発展を支えるため、個人、クラブが記念すべき出来事、行事、慶弔事の折等に、　
　　基金に寄付を行う。寄付者氏名とその理由は、「奉仕帳」に記帳、永久保管される。

LT ＝ Leadership Training
　　会員のリーダーシップの開発、向上を目的に行う研修またはこれを推進する事業の名称。
　　東日本区では、LT委員会が設置され、区主催の部役員、クラブ役員の研修の企画 /実施、研修教材の整備 /提供、部主催
　　の研修会等の支援を行っている。
　　国際協会での正式名称は、LTOD (Leadership Training and Organisation Development)。

NDERF ＝ Natural Disaster Emergency Relief Fund（NDERF（自然災害緊急支援基金））
　　アジア太平洋地域において、地震、台風等の大きな自然災害が発生した際の緊急支援を行うことを目的とした基金。毎年、
　　アジア太平洋地域内の各区は、メンバーひとり当たり 2米ドルを前期の地域会費と併せて、アジア太平洋地域会計に送付
　　する。各理事からの要請に基づき、アジア太平洋地域常任役員会の決定によって支援金が支給される。

SDS ＝ Special Development Support（特別発展支援金）
　　国際協会の EF（エンダウメントファンド）の運用益の一部を原資として、各区におけるエクステンション活動等に対して、
　　その費用の一部が各区から国際本部への申請によって支給される制度。

YMCAの歌 ＝ YMCA Song
　　日本のYMCAの公式歌。ワイズの会合等でも歌われる。
　　1953 年、日本YMCA同盟が 50周年を記念して公募し、同盟主事の淵田多穂理の応募作品が入選し、津川主一が作曲した。

アジア太平洋地域 ＝ Asia Pacific Area
　　ワイズ運動の国際行政区分 8地域のひとつ。
　　2022 年 7月現在、東日本区、西日本区、台湾区、フィリピン区、南東アジア区（香港、マカオ、シンガポール、マレーシ
　　ア、タイ、ミャンマー、バングラデシュ、カンボジア、ネパール、インドネシア）、スリランカ区（スリランカ、パキスタ
　　ン）、オーストラリア区の 7区（Region）から成る。

いざ立て ＝ ONCE MORE WE STAND
　　ワイズメンズクラブ国際協会の公式歌。
　　クラブ、部、区、地域、国際など、ワイズの会合の冒頭で歌われる。英語では “Y’ s Men’ s Hymn” と呼ばれる。フィ
　　ンランドの作曲家、シベリウス（1869 ～ 1957）の交響詩「フィンランディア」の曲に、ワイズメンズクラブの創始者　
　　P・W・アレキサンダーが作詞した。原題は、ONCE MORE WE STAND である。日本では1962年に淵田多穂理が訳詞した。

「祈りの輪」の日
　　世界中のワイズメンズクラブ会員が「共に祈る時」を持つ日。
　　12月 8日は、ワイズメンズクラブの創始者 P・W・アレキサンダーの誕生日。この日を記念して世界中のワイズメンズク
　　ラブ会員が、それぞれの国の午後 8時に「共に祈る時」を持って地球上を輪でつなぐことを願うことから「祈りの輪」と言う。

ウエルネス ＝ Wellness
　　創造的健康生活を送ろうという運動。
　　人間が個人的にも社会的にも健全な生活を送るため、現代人を取り巻くストレス、運動不足、環境破壊などを意識して立
　　ち向かい、こころ、からだ、人間関係のすべてにわたって、あるべき姿を追求する。複数の都市YMCA にはウエルネスセ
　　ンターが設置され、地域に対して継続してウエルネスの普及に取り組んでいる。

エクステンション・ビヨンド・ボーダーズ ＝ Extension Beyond Borders（EBB）
　　区、国の枠組みを超えて、新クラブを設立すること。国際協会は、この取り組みを推奨している。東日本区での例として、
　　東京武蔵野多摩クラブがモンゴル・ウランバートルクラブをスポンサーとして設立したことが挙げられる。EBBを行った
　　クラブに対しては国際協会から賞（Extension Beyond Borders Award：EBBA）が授与される。

エリア ＝ Area
　　国際ワイズ運動を進める行政区分。
　　世界を地理的に 8つの地域に分割している。アフリカ、アジア太平洋、韓国、カナダ /カリブ海諸国、ヨーロッパ、インド、
　　ラテンアメリカ、米国の 8地域である。各地域は、国際議員選出の母体となり、地域行政は、その地域から選出された国
　　際議員の中から選ばれた地域会長（AP）が運営に当たる。

エルマー・クロウ賞 ＝ Elmer Crowe Award
　　任期年度中に特に傑出した働きをした部長に与えられる国際賞。
　　任期半ばで倒れた、カナダの元理事エルマー・クロウを記念して創設された。区理事が評価基準に基づいて、候補者を地
　　域会長に推薦し、国際会長が最終決定する。

会員異動報告書
　　クラブの会員の入会（新入会、転入会、再入会）や退会（退会、転出会）、変更などの異動があった場合に会長の責任にお
　　いて、所属部の部長および部会員増強事業主査（写し：東日本区事務所）に提出する書類。

監事（区） ＝ Auditor
　　区運営に関して、区役員に適切な助言、督励を行う者。
　　区の指名委員会によって指名され、代議員会で承認されて 2年間の任に就く。行政監事 1名、財政監事 1名が選任され、
　　それぞれの分野での監査を行い、他方の分野も副担当として実施する。

キリスト教精神 ＝ Christian Spirit
　　イエス・キリストが全生涯をもって示した博愛、奉仕、自己犠牲の精神。
　　国際憲法のガイドライン 201 には、「イエス・キリストの教えは、ワイズメン全体の意志決定のための、クラブならびに
　　国際協会の運営のための、さらにワイズメン個人の日々の生活のための、ガイドライン（指針）となるものである。」と定
　　められている。

　　国際協会、各地域ではキリスト教精神を広めるため、キリスト教強調 (Christian Emphasis: CE) 事業主任が選任され、キ
　　リスト教精神の維持、拡大を担っている。

ギャベル ＝ Gavel
　　点鐘を行うとき、鐘をたたく木槌。

休会
　　病気や一定期間の仕事の都合等の正当な理由で、長期にわたり、クラブの例会や諸活動に出席できない者は、クラブ会長
　　が申請し、理事の承認を得て、最長 3年間、休会とすることができる。ただし、病気の快復等で再び例会等に出席できる
　　ようになった場合に復帰する意思がある者に限る。休会は、退会と同じ扱いであるが、ロースターに氏名が掲載され、また、
　　復帰の際の入会金が免除される。東日本区独自の制度。

協力関係の原則 ＝ Principles of Partnership
　　世界YMCA同盟とワイズメンズクラブ国際協会がより良きパートナーとなるべく、両者の協力関係の原則が 1981 年に締
　　結された。各地域、各区等のレベルでも同様の締結が進んでいる。

区＝ Region
　　地域（エリア）を構成する区分。東日本区は、アジア太平洋地域の構成員。
　　区の目的は、「区内の各クラブが国際憲法の精神に基づき、敬愛の念を持って交わり、国際協会の綱領と目的を達成し、さ
　　らにこの運動を広く区内に拡張するために相互に協力すること」（東日本区定款第 2条第 3項）を進めることである。

区事務所 ＝ Regional Office
　　区の運営に関する事務を処理する事務所。
　　区事務所は、区書記、会計等の理事スタッフと協力し、区運営のサポートを行う。事務所運営のために事務所所長等の職
　　員を置く。東日本区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置かれている。

区事業主任 ＝ Regional Service Director（RSD）
　　区理事のスタッフとして、事業ごとに置かれる区役員。
　　国際、地域の事業主任の指導のもと、理事の意向を受けて、当該事業活動の計画立案、実施の責任を持ち、各部の事業主
　　査をリードし、その事業活動を支援する。また、活動状況、成果を区内および地域、国際へ報告する。

区大会 ＝ Regional Convention
　　毎年各区で開催される大会。
　　東日本区は、原則として 6月の第 1土日に区理事が主宰し、開催する。大会は、クラブおよび会員が情報を交換し、互い
　　に啓発し、共に運動を担う者としての連帯、協力関係、親睦を深めることを目的とする。区大会は、立候補によって選ば
　　れたホストクラブが実行委員会（ホストコミッティー）を組織し、理事の指導のもと準備、運営、実施に当たる。

区担当主事（東日本区） ＝ YMCA Liaison Secretary to Japan East Region
　　YMCAとワイズメンズクラブの区レベルでの連携を行う日本YMCA同盟主事。
　　日本YMCA同盟総主事が同盟主事の中から任命する。東日本区役員会を始め、種々の会合、区大会等に出席し、YMCA　
　　とワイズメンズクラブとの関係が円滑に推進されるように努める。

区報、部報 ＝ Regional Bulletin、District Bulletin
　　区、部の公式の会報で、メンバーに対する情報提供、活動の記録等を目的として発行、配布される。東日本区においては
　　東日本区定款施行細則で年 2回以上の発行が定められおり、各部においては部則等の規定に則って発行される。

区役員 ＝ Regional Officers
　　区役員会を構成する役員。
　　理事、次期理事、直前理事、区書記、区会計、部長、区事業主任が区役員である。
　　区役員会には、監事、委員会委員長、専任委員、事務所職員等も列席する。

クラブ ＝ Club
　　ワイズメンズクラブ運動を構成する最小単位でかつ運動の基盤となる組織。クラブは、最低 3名の会員から成り、新たに
　　クラブを設立する際は、5名以上の会員が必要である。

クラブ担当主事 ＝ Related Secretary
　　YMCAとクラブとの連携を行うYMCAの主事。

　　投票権があるのは、グッドスタンディングクラブ（「グッドスタンディング」の項を参照）でかつ直近 3半期の会員数が　
　　15名以上のクラブである。ただし、会員数の基準を満たしていない場合、直近 3半期の会員数が 5名以上で、12月 31　
　　日現在でチャーター後 25年を経過しているクラブは、区理事からの国際本部への申請によって投票権を得ることができる。
　　投票は、各クラブを代表する者（クラブ会長または事前に登録したその他のクラブメンバー）が国際協会のウェブサイト
　　を通じて実施する。

国際本部 ＝ International Headquarters（IHQ）
　　国際協会事務局、国際書記局ともいう。国際書記長以下有給スタッフが、全世界の役員、委員、区理事、クラブ会長など
　　への事務連絡や実務を行っている。事務所は、スイス・ジュネーブに置かれている。サテライトオフィスがチェンマイ（タ
　　イ）に置かれている。

国際聖句
　　ワイズメンズクラブ会員の精神的基盤をなすもので、新約聖書 “ヨハネによる福音書第 17章 21 節”。

国際大会 ＝ International Convention（IC）
　　2年ごとに開催される国際協会レベルの大会。
　　全世界のワイズメンズクラブ会員が一堂に会し、式典、研修、親睦等のプログラムが展開される。開催地（ホスト区）は、
　　立候補制で国際大会委員会（ICC）の下に、ホスト区内に大会実行委員会（HCC=ホストコンベンションコミッティ）が
　　組織され、大会全般の準備と実行に当たる。

国際連合・経済社会理事会・特殊諮問資格＝
　　Special Consultative Status with the Economic and Social Council of the United Nations
　　2006 年にワイズメンズクラブ国際協会が取得した、国際連合・経済社会理事会が認めるNGO（非政府組織）の資格のひ
　　とつ。特定の分野において、国際連合が採択した行動計画、プログラムおよび宣言を実施、推進する。国際連合およびそ
　　の補助機関の特定の会合への出席、検討事項に関する意見を述べることができる。

コメット＝ Y'slings
　　日本でのワイズメンズクラブ会員の子弟の呼称。国際での呼称は、ワイズリングズ。

ゴールデンブック ＝ Golden Book
　　エンダウメントファンドへの献辞、寄付者名が記録される台帳。
　　革表紙の製本で永久保存される。東日本区の「東日本区ワイズ基金」（JEF）の「奉仕帳」に当たる。

出席率 ＝ The Percentage of Member's Attendance
　　クラブ会員の例会出席率。（東日本区定款施行細則第 11 条参照）

常任役員（会） ＝ Regional Executive Officers
　　区の理事、次期理事、直前理事、書記、会計。
　　この 5者で常任役員会を構成する。常任役員会は、日常必要な決済事項を合議によって処理する。

主題 ＝ Theme
　　国際会長、アジア太平洋地域会長、区理事、部長、クラブ会長が掲げる中心テーマで、それぞれの任期年度に使用する。

スローガン = Slogan
　　主題を展開、補足する副題。サブテーマ（Sub-Theme）とも言う。

スポンサークラブ＝ Sponsor Club
　　新クラブ設立のイニシアティブをとるクラブ。設立、チャーター後も、新クラブを支援する。

スマイル＝ Smile
　　クラブ活動資金、基金作りのための自由献金。
　　例会で、会員が最近身近に起きた嬉しいことなどを記念して献金する。クラブによっては「ニコニコ」、「ドライブ」、「ロバ」
　　などとも呼んでいる。

世界YMCA同盟＝ World Alliance of YMCAs
　　世界各国のYMCAの協力と運動推進を図るための連合体。本部はスイス・ジュネーブにある。略称は、WAY。
　　World YMCAと称することもある。

　　クラブが支援する都市YMCAの総主事が任命する。クラブ会員としてクラブに加わり、連絡役のみならずクラブ活動にも
　　参加する。

グッドスタンディング ＝ Good standing
　　直近 3半期の会費（国際会費、地域会費、区会費）を支払ったクラブを国際協会ではグッドスタンディング（良好な状態
　　のクラブ）クラブと呼ぶ。会員数には無関係である。

ゲスト ＝ Guest
　　例会などでワイズ関係 ( ワイズメン、ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバー ) 以外の知人、友人、ゲス
　　トスピーカー、入会候補者としての参加者などをゲストと呼ぶ。

広義会員 ＝ Members-at-large
　　クラブ会員の内、常に例会その他の会合に出席することが不可能な者は、クラブ会長が理事に届け出て、理事の承認を受
　　けると広義会員となることができる東日本区の制度。広義会員は、例会出席義務を免かれる。
　　国際協会の広義会員は、ワイズの無い地域に住む者が、特定のクラブではなく区に所属する制度であり、東日本区の制度
　　とは別の制度である。

広報 ＝ Public Relations（PR）
　　「組織以外の多くの人に広く情報を伝える」（Public Information）と「人のつながりを強める」（Public Relations）こと。
　　ワイズ内外にタイムリーに情報発信し、ワイズ活動の活性化、社会的認知度の向上に資する。

功労会員 ＝ Senior Service Member
　　クラブのために長年尽くして来た会員が、クラブの決議により理事に届け出て功労会員となる。例会出席義務を免除される。

国際会長 ＝ International President（IP）
　　ワイズメンズクラブ国際組織の最高責任者。国際議会の議長を務める。
　　推薦制で任期は 1年。就任の 2年前に投票権を持つ全世界のクラブ会長の投票で選ばれ、次の 1年、次期国際会長となる。
　　国際会長の取り組みとして最も強調したいことを「国際会長主題」として掲げる。

国際議会 ＝ International Council（IC）
　　ワイズメンズクラブ国際協会の立法機関。
　　国際憲法の改訂を始め、国際協会の予算の決定、諸事業、規定の新設 /改廃、国際大会開催地の決定など、国際ワイズ活
　　動のすべての重要案件を審議する。各地域から会員人数割りで選出される 15名の（国際）議員によって構成される。毎年
　　7月または 8月に国際議会が開かれ、1月または 2月に年央会議（ミッドイヤーミーティング）が開かれる。

国際議員 ＝ International Council Members（ICM）
　　国際議会構成員。世界の全 8地域から会員数に応じてドント方式で選出される 13名の国際議員と輪番で 2地域から選出
　　される 2名の青年議員（26歳から 39歳）議員の合計 15名からなる。何れも当該地域の各クラブからの投票で選出される。
　　任期は 2年で再選は認められていない。

（ワイズメンズクラブ）国際協会 ＝ The International Association of Y’ s Men’ s Clubs / Y’ s Men International
　　世界のワイズメンズクラブを構成員として設立されている国際組織。
　　国際協会の立法機関は、国際議会、行政機関は、執行役員会と各地域会長である。

国際憲法 ＝ International Constitution
　　ワイズメンズクラブの活動基盤を定めたもの。
　　東日本区定款の綱領や目的も国際憲法に基づいて定められている。国際協会の標語（Motto）「強い義務感を持とう　義務
　　はすべての権利に伴う」も、この中に明記されている。

国際執行役員（会） ＝ International Executive Officers（IEO）
　　国際会長、次期国際会長、直前国際会長、国際会計を国際執行役員と呼び、4者で国際執行役員会を構成する。国際執行
　　役員会には、有給スタッフである国際書記長も陪席し、日常必要な決済事項を合議によって処理する。東日本区の常任役
　　員（会）に当たる。

国際投票 = International Voting
　　毎年通常、12月から 1月にかけて、次々期国際会長、次期国際会計（3年に 1度）、地域選出国際議会議員の選出および
　　国際憲法の改訂（改訂事項がある場合）についての国際投票が行われる。

設立総会
　　新クラブの発足に際し、新クラブメンバーによりクラブ名称、会則、事業方針、予算などを決議し、また、申請書類への
　　署名を行う会合。日本のワイズメンズクラブ独特のもの。
　　設立総会を終えると、クラブとしての活動が始まるが、チャーターナイトまでは、「ワイズメンズクラブ」として公式には
　　認められていないため、その間は「（仮）○○ワイズメンズクラブ」等と称することが通例となっている。

戦略 2032 = Strategy 2032　
　　創立 100 周年を機に、2022 年に制定されたワイズズメンズクラブ国際協会（YMI）の中長期計画。YMI が 2032 年には
　　どのような組織になっているかの目標およびそのための戦略をまとめたもの。YMIは、公平で持続可能な世界を築くために、
　　互いに刺激し合い、協力し合って、親睦と地域社会への影響力において卓越した組織となること、健康、環境、教育に重
　　点を置いて奉仕活動を行っていくこと等が謳われている。
　　2016 年に制定された「2022 年とその先に向けて」（Towards2022 & Beyond」）および 2019 年に制定された「チャレン
　　ジ 22」（Challenge 22）の後継計画である。

代議員＝ Regional Council Members
　　東日本区のクラブ会長、部長および部の会員人数割りによって選出された会員。任期は、7月 1日から 1年。ただし、再
　　任を妨げない。議長は、直前部長の互選で選任される。
　　東日本区の立法機関である代議員会の構成員である。年次代議員会は、通常東日本区大会に合わせて開催される。部人数
　　割代議員は部内会員数 100 名につき 1名（100 名未満の場合は 1名）の割合で選出する。内 1名は、直前部長。

チャーター＝ Charter
　　新設クラブに対して国際協会が加盟を認証すること、または加盟認証状。加盟認証状に記載されている「Charter 　　　
　　Presentation Date」が公式のチャーター年月日である。

チャーターメンバー＝ Charter Member
　　新クラブ発足時の設立会員。国際協会加盟手続きの際、申請書に署名した会員。

チャーターナイト＝ Charter Presentation Ceremony
　　国際協会加盟認証を受ける新クラブが、近隣クラブおよび地域社会に披露する会。
　　本来は晩餐会なので通称 “チャーターナイト” という。この会では国際協会加盟認証状の伝達式、チャーターバッジ着装、
　　メンバー紹介などが行われる。

地域事務所 ＝ Area Office
　　地域の運営を円滑に進めるための事務所。
　　専任スタッフを置き、地域会長指導のもと、各区ヘの事務連絡、事務処理等を行う。アジア太平洋地域は、香港に地域事
　　務所を置いている。

点鐘
　　クラブ例会、区役員会等の公式会合の時に、開会宣言 /閉会宣言を行う主宰者が厳粛にギャベル（木槌）で鐘を打ち鳴ら
　　すこと。

トロイカ ＝ Troika
　　組織の各レベルで、トップをその前任者と後任者が支え、また、組織運営の継続性を確保する体制。ロシア語の 3頭立て
　　の馬橇が語源。
　　区は理事、次期理事、直前理事、部は部長、次期部長、直前部長、クラブは会長、次期会長、直前会長からなる。

ドライバー ＝ Driver
　　ワイズ運動、特に例会の推進役。クラブによってはマーシャル、クラブサービスと呼んでいる。直訳は“強く動機づける人”、
　　“運動推進役”。献金を促したり例会を盛り上げたりする役割を担う。

西日本区 ＝ Japan West Region
　　富山県、岐阜県、愛知県以西（沖縄県を除く）を領域とする区。1997 年に旧日本区の分割によって、東日本区と同時に誕
　　生した。

日本YMCA同盟 ＝ The National Council of YMCAs of Japan
　　日本のYMCA運動の推進、都市YMCAと学生YMCAへの支援、調整、助言活動を行う組織。事務所を東京都新宿区四
　　　　谷本塩町 2-11 に置く。1903 年に設立され、世界YMCA同盟とアジア・太平洋YMCA同盟に加盟し、世界YMCA

　　同盟を始め海外YMCAとの連絡を担う。全国のスタッフの国内研修、主事養成と認証、ワイズメンズクラブとの連携、調
　　整、御殿場にある研修施設、国際青少年センターYMCA東山荘の運営も行っている。

バナー ＝ Banner
　　クラブ、部、区の旗。クラブ例会、部大会、区大会など公式会合時に掲げる。

バランタイン賞 ＝ Harry M. Ballantyne Award of Merit 
　　国際協会の発展に貢献したメンバーに対して、毎年、国際協会が授賞する賞。1922 年の国際協会設立時から担当主事とし
　　て活躍した、Harry M. Ballantyne カナダ YMCA主事を記念して 1957 年に創設された。正式名称は、ハリー・M・バラ
　　ンタイン賞。
　　これまでの日本人受賞者は、次の各氏。（　　）内は受賞年：奈良傳（1966）、鈴木謙介（1982）、竹内敏朗（1987）、田
　　中真（1995）、三井万壽雄（2002）、今村一之（2006）、奈良信（2010）、藤井寛敏（2018）

半年報 ＝ Semiannual Report
　　クラブが会員の入 /退会による変化を東日本区へ提出（クラブ→部長→会員増強事業主任）する報告書。
　　7月 1日付と 1月 1日付の年 2回一定の書式で報告する。7月 1日付人数が国際会費、アジア太平洋地域会費、区費算定
　　の基礎となる。

東日本区 ＝ Japan East Region
　　世界に 44ある区（2022 年 7月現在）（行政単位）のひとつ。
　　新潟県、長野県、静岡県以東と沖縄県を領域とする。1997 年 7月に旧日本区を東西に分けた形で、東日本区、西日本区と
　　して誕生した。その活動は、東日本区定款に基づき、区理事がこれを統括する。区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置
　　かれている。

東日本区ウェブサイト
　　ワイズメンズクラブ、東日本区の紹介、区内のニュース、クラブ案内、区報、各種マニュアル、書式等が掲載されている
　　東日本区の公式ウェブサイト。URL は、https://www.ys-east.or.jp/
　　＜参考＞　国際協会ウェブサイト：https://www.ysmen.org/
　　　　　　　アジア太平洋地域ウェブサイト：http://www.ysmenap.org/
　　　　　　　西日本区ウェブサイト：http://www.ys-west.or.jp/

東日本区定款 ＝ Regional Constitution of Japan East Region
　　ワイズメンズクラブ国際協会の憲法に基づき、東日本区のモットー、綱領、目的、組織、運営の基本などを定めたもの。

東日本区奈良傳賞＝ Japan East Region Tsutae Nara Memorial Award
　　ワイズダム発展に尽力し、その功績が認められた会員に与えられる賞。
　　日本のワイズ運動の創始者である奈良傳氏の偉業を記念して制定された賞で、長年ワイズダム発展に尽力し、その功績が
　　認められ、奈良傳賞受賞者選考委員会の議を経て選ばれた会員が、東日本区大会で表彰される。

東日本区メーリングリスト
　　年度毎に、「全クラブ会長」、「全部長」、「各部別の部役員」、「各事業別の事業主査」等、東日本区内の各役職者別に作成さ
　　れる公式のメーリングリスト。例えば、全クラブ会長のメーリングリストは、kaicho@ys-east.or.jp。
　　当該メーリングに登録されているメンバーのみが、そのメーリングリストを用いて受発信できる。

ビジター ＝ Visitor
　　他クラブからの例会等への来訪者。ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバーも含む。

ヒストリアン（国際） ＝ Historian
　　全世界のワイズ関係の公式文書を入手保管し、歴史的資料として整備する役職者。
　　国際文献保存委員ともいう。区報、クラブチャーター資料、区大会開催資料など、使用言語の如何を問わず、ヒストリア
　　ンへ送付する。

ヒストリアン（東日本区）＝ Historian
　　東日本区のワイズ活動の歴史をまとめる役職者。
　　東日本区の歴史的事項を正確に記録するために、区報、区役員会資料、区大会資料、加盟認証状の写し、クラブ記念誌等
　　の文献を収集、整理、保存する。部ヒストリアンを設置している部もある。

ヒールザワールド ＝ Heal the World
　　国際協会が 2020-21 年度に開始した統一国際プロジェクト（「UGP」の項を参照）で、新型コロナウイルス後の世界を癒
　　すために、より強い国際的な関与と組織的な連携、連帯を構築して我々のボランティアの力をより発揮することを目的と
　　している。主な活動内容は、災害時等の救援物資の提供 /ボランティア支援、医療 /健康プログラム、専門家のネットワー
　　ク構築など。プロジェクトの資金を賄うために、TOF献金の増額が望まれている。

フィラテリスト ＝ Philatelist
　　直訳すると「切手収集家」。ワイズにおいては、BF献金の使用済切手の拠出を推進することおよび使用済切手を換金する
　　業者との窓口の役割を担う。各エリアではこの業務を担当する事業主任が任命されている。

Motto ＝ 標語（国際）
　　ワイズメンズクラブの基本的な行動目標を表す言葉。
　　国際標語は “To acknowledge the duty that accompanies every right”（強い義務感をもとう　義務はすべての権利に伴
　　う）である。

部 ＝ District
　　ワイズ運動を協力して進めるために区内の 2つ以上のクラブで構成された組織体。
　　東日本区には 7つの部（2022 年 7月 1日現在）がある。部は、区役員会、代議員会の承認を得て設置が認められる。

部事業主査 ＝ District Service Director（DSD）
　　部長のスタッフとして事業ごとに置かれる部役員。
　　部の事業活動の活発化に努め、クラブとの連絡を図ると共に、区事業主任との連絡を密にする。部長および区事業主任へ
　　部事業活動報告書を送る。

部大会 ＝ District Convention
　　部内各クラブ相互の情報交換および親睦のため、部長の主宰により年 1回以上開催される部の大会。2018-19 年度の東日
　　本区定款改訂により、これまでの「部会」から「部大会」に名称が変更された。正式な表記は、「XX部部大会」（「XX部大会」
　　ではなく）。

部長 ＝ District Governor
　　部の最高責任者。
　　あらゆる機会をとらえ部内クラブを指導するとともに、区にあっては代議員、区役員、「区役員候補者指名委員会」の委員
　　であり、部にあっては通常年 1回の部大会を主宰し、部の方針および運営等を協議し決定する数回の評議会を開催し、また、
　　属するクラブ会員全員の研修と交流を図る。任期内に部内クラブを 1回以上「公式訪問」し、部内諸活動の推進に努める。

部評議会 ＝ District Council
　　部の運営を協議、決議する機関。構成員は、それぞれの部則の定めによる。

物品 ＝ Supplies
　　ワイズ活動に用いる備品（万国旗など）、小道具（シールなど）、バッジ等の総称。
　　これらを製作 /供給する活動、事業者もいう。

ブリテン ＝ Bulletin
　　クラブとしての機関紙。クラブメンバーおよび他クラブ、区 /部役員等への連絡 /案内、入会候補者への PR、クラブの記
　　録としての役目を持つ。
　　毎月発行し、その月の例会プログラム、在籍者数、前月の例会出席者、出席率、BF成績、活動報告、活動計画、会員消息
　　などを掲載する。

文献 ＝ Documentation
　　ワイズメンズクラブ活動の指針となる規約集、手引き書その他参考文献。
　　文献作成 /精査等の実働組織として、東日本区では文献・組織検討委員会が設けられており、その委員は、区理事が任命する。

ブースター賞 ＝ Booster Award
　　会員増強の功績に対して国際協会から授与される賞。前年 2月 1日から当年 1月 31 日までの 1年間に、3名以上の新入
　　会員を紹介した個人および 6名以上の会員純増を果たしたクラブが表彰される。



STEP ＝ Short Term Youth Exchange Program
　　ユース海外短期交流プログラム。
　　3～ 11 週間の短期海外訪問制度。18～ 25 歳のワイズの子弟（または、3年以上、ワイズメンズクラブ、ワイズユースク
　　ラブ、YMCAの何れかの会員経験を有する者）が応募対象者。海外のワイズ家庭に滞在し、現地のユースとの交流や異文
　　化を体験する。
　　応募は、希望派遣期間の半年以上前に、クラブを通じて、ユース事業主任へ申請書類を提出する。

TOF ＝ Time of Fast
　　タイム・オブ・ファスト（Time of Fast：断食の時）の略称で、「ティー・オー・エフ」と発音する。クラブ例会での食事
　　を抜き、その金額相当分を国際協会に献金する。
　　献金は、世界中のYMCA、ワイズメンズクラブから募集して国際協会が選定する、SDGs に関連する発展途上国を主たる
　　対象とする地域支援プロジェクトに用いられる。
　　国際協会、東日本区では 2月を強調月間とし、クラブ例会だけではなく、2月に開催される、区、部の会合でも食事を抜
　　いたり、簡素なものにしたりしてその分を献金するよう努めている。

TC ＝ Travel Coordinator
　　来訪する BF代表の旅行日程を立案し、旅行中の世話や受け入れ /調整を行う専任委員。

UGP ＝ Unified Global Project（統一国際プロジェクト）
　　ワイズメンズクラブの認識度のアップを願って、始められた国際レベルの統一事業で、2005 年度からはHIV/ AIDS 関連
　　事業を展開した。国際協会での取り組みが終わった 2010 年度以降も東日本区では継続して取り組んでいる。2020/21 年
　　度からは、Heal the World（世界を癒そう）が統一事業に選定されている。

Week4Waste = Week for Waste (「ゴミのための週」)
　　国際協会によって 2020-21 年度に開始された、ワイズメンズクラブと地域社会を結びつけ、よりクリーンな地球を目指し
　　て統一的に行動するCS事業のキャンペーン。活動の多くは、毎年 4月 22 日のアースデイ（地球の日）のある 4月と、世
　　界最大の市民運動のひとつであるワールドクリーンアップデイ（毎年 9月中旬）に合わせて行われる。

YEEP ＝ Youth Educational Exchange Program
　　ワイズメンズクラブ会員の子弟の高校留学生交換事業。
　　2020-21 年度に廃止された。

YES ＝ Y's Extension Support
　　新クラブ設立の活動を支援するためのアジア太平洋地域の基金。各区から地域に拠出された献金は、地域内の各クラブの
　　設立支援資金および地域レベルのエクステンション活動に用いられる。

YIA ＝ Youth Involvement and Activities
　　若者のワイズメンズクラブ活動への参画、活動。
　　ワイズメンズクラブが行う様々な行事に、多くの若者達を巻き込む活動の奨励、ワイズユースクラブの育成、ユースコン
　　ボケーションの実施等を行う。

Y３ ＝ ワイスリー
　　ワイズメンズクラブの活動に共感する高校生以上の若者によるユースクラブ。YMCA、Y's Men、Youth の 3つの Yを表
　　している東・西日本区だけの組織である。2021-2022 年度現在、「Y３宇都宮」が活動を行っている。

YMCA ＝ Young Men's Christian Association
　　ワイズメンズクラブが支援、奉仕の対象としている社会教育団体。世界 120か国・地域に 6,500 万人（2021-2022 年度現在）
　　の会員を持つ世界最古、最大のNGOと言われている。
　　1844 年ロンドンでジョージ・ウィリアムズら青年によって創設され、全世界に広がり、世界YMCA同盟を結成している。
　　青少年の育成を運動の中心とするが、社会の必要に応えて、平和活動、地域社会支援、社会的弱者救済等にも取り組んでいる。

YMCAサービス ＝ YMCA Service
　　YMCAに対する奉仕を立案、実行するワイズメンズクラブの事業。
　　東日本区事業の中のひとつであり、YMCA指導者育成のための財的支援を目的とするASF（アレキサンダー奨学基金）も
　　YMCAサービス事業のひとつである。クラブは、区のサービス事業とともに、各クラブの関係YMCAへの奉仕と協力を
　　推進する。

　　Eは、クラブ拡張（新クラブ設立）、MCは、会員の維持（啓発、退会防止）と増強（新会員獲得）の意。

EF ＝ Endowment Fund（エンダウメントファンド）
　　国際協会の財政的な安定およびワイズダム発展のための基金。
　　個人 /クラブが特定の人を記念して献辞とともに 120 スイスフラン以上の寄付を行うか、個人 /クラブとして寄付のみを
　　行うかの 2種類がある。前者は、国際本部に永久保管されている「ゴールデンブック」に献辞が記載される。後者は、一
　　定金額以上の寄付を行った場合、献金額に応じて以下の称号が与えられ、「ゴールデンブック」に氏名が記載される。
　　50スイスフラン以上の献金（個人）：エンダウメントフレンド
　　120 スイスフラン以上の献金（個人）：ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　2回目の 120 スイスフラン以上の献金（個人）：ダブル・ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　1,000 スイスフラン以上の献金（個人）：オナーロール
　　1,000 スイスフラン以上の献金（クラブ）：オナーロールクラブ

IT アドバイザー＝ Information Technology Advisor
　　情報技術アドバイザー。
　　東日本区では「情報技術」に関して専門的なアドバイスを担当し、区のウェブサイトや区内のメーリングシステムの構築、
　　維持など IT に関するサポートを行っている。

IBC ＝ International Brother Clubs
　　国際兄弟クラブ。
　　クラブが外国のクラブと兄弟クラブ締結を行い、永続的な交流を続けること。また、その相手クラブのことも指す。新た
　　に IBC関係を結ぼうとするクラブ同士は、十分な事前準備を行った上で、締結書を交わす。
　　締結は、IBC国際事業主任が締結書にサインすることにより正式に認められる。

IBC トライアングル＝ International Brother Clubs Triangle
　　3クラブが相互に IBCを締結すること。

IBC クワドラングル＝ International Brother Clubs Quadrangle
　　4クラブが相互に IBCを締結すること。

ID ＝ International Director（ワイズメネット国際主任）
　　国際協会におけるワイズメネットの代表者。

iGo = Internships for Global Outreach（アイゴー：「世界に手を伸ばすためのインターン制度」）
　　青年の成長を目的として、YMCAやワイズメンズクラブ会員で事業を行っている者が、ユースに国際的なインターン（職
　　業体験）の場を提供するプログラム。申請時に 18歳から 29歳の者が対象。2020-21 年度に廃止されたYEEP の後継プロ
　　グラム。

JEF ＝ Japan East Y's Men's Fund
　　東日本区ワイズ基金。
　　東日本区ワイズ運動の安定的かつ継続的発展を支えるため、個人、クラブが記念すべき出来事、行事、慶弔事の折等に、　
　　基金に寄付を行う。寄付者氏名とその理由は、「奉仕帳」に記帳、永久保管される。

LT ＝ Leadership Training
　　会員のリーダーシップの開発、向上を目的に行う研修またはこれを推進する事業の名称。
　　東日本区では、LT委員会が設置され、区主催の部役員、クラブ役員の研修の企画 /実施、研修教材の整備 /提供、部主催
　　の研修会等の支援を行っている。
　　国際協会での正式名称は、LTOD (Leadership Training and Organisation Development)。

NDERF ＝ Natural Disaster Emergency Relief Fund（NDERF（自然災害緊急支援基金））
　　アジア太平洋地域において、地震、台風等の大きな自然災害が発生した際の緊急支援を行うことを目的とした基金。毎年、
　　アジア太平洋地域内の各区は、メンバーひとり当たり 2米ドルを前期の地域会費と併せて、アジア太平洋地域会計に送付
　　する。各理事からの要請に基づき、アジア太平洋地域常任役員会の決定によって支援金が支給される。

SDS ＝ Special Development Support（特別発展支援金）
　　国際協会の EF（エンダウメントファンド）の運用益の一部を原資として、各区におけるエクステンション活動等に対して、
　　その費用の一部が各区から国際本部への申請によって支給される制度。

YMCAの歌 ＝ YMCA Song
　　日本のYMCAの公式歌。ワイズの会合等でも歌われる。
　　1953 年、日本YMCA同盟が 50周年を記念して公募し、同盟主事の淵田多穂理の応募作品が入選し、津川主一が作曲した。

アジア太平洋地域 ＝ Asia Pacific Area
　　ワイズ運動の国際行政区分 8地域のひとつ。
　　2022 年 7月現在、東日本区、西日本区、台湾区、フィリピン区、南東アジア区（香港、マカオ、シンガポール、マレーシ
　　ア、タイ、ミャンマー、バングラデシュ、カンボジア、ネパール、インドネシア）、スリランカ区（スリランカ、パキスタ
　　ン）、オーストラリア区の 7区（Region）から成る。

いざ立て ＝ ONCE MORE WE STAND
　　ワイズメンズクラブ国際協会の公式歌。
　　クラブ、部、区、地域、国際など、ワイズの会合の冒頭で歌われる。英語では “Y’ s Men’ s Hymn” と呼ばれる。フィ
　　ンランドの作曲家、シベリウス（1869 ～ 1957）の交響詩「フィンランディア」の曲に、ワイズメンズクラブの創始者　
　　P・W・アレキサンダーが作詞した。原題は、ONCE MORE WE STAND である。日本では1962年に淵田多穂理が訳詞した。

「祈りの輪」の日
　　世界中のワイズメンズクラブ会員が「共に祈る時」を持つ日。
　　12月 8日は、ワイズメンズクラブの創始者 P・W・アレキサンダーの誕生日。この日を記念して世界中のワイズメンズク
　　ラブ会員が、それぞれの国の午後 8時に「共に祈る時」を持って地球上を輪でつなぐことを願うことから「祈りの輪」と言う。

ウエルネス ＝ Wellness
　　創造的健康生活を送ろうという運動。
　　人間が個人的にも社会的にも健全な生活を送るため、現代人を取り巻くストレス、運動不足、環境破壊などを意識して立
　　ち向かい、こころ、からだ、人間関係のすべてにわたって、あるべき姿を追求する。複数の都市YMCA にはウエルネスセ
　　ンターが設置され、地域に対して継続してウエルネスの普及に取り組んでいる。

エクステンション・ビヨンド・ボーダーズ ＝ Extension Beyond Borders（EBB）
　　区、国の枠組みを超えて、新クラブを設立すること。国際協会は、この取り組みを推奨している。東日本区での例として、
　　東京武蔵野多摩クラブがモンゴル・ウランバートルクラブをスポンサーとして設立したことが挙げられる。EBBを行った
　　クラブに対しては国際協会から賞（Extension Beyond Borders Award：EBBA）が授与される。

エリア ＝ Area
　　国際ワイズ運動を進める行政区分。
　　世界を地理的に 8つの地域に分割している。アフリカ、アジア太平洋、韓国、カナダ /カリブ海諸国、ヨーロッパ、インド、
　　ラテンアメリカ、米国の 8地域である。各地域は、国際議員選出の母体となり、地域行政は、その地域から選出された国
　　際議員の中から選ばれた地域会長（AP）が運営に当たる。

エルマー・クロウ賞 ＝ Elmer Crowe Award
　　任期年度中に特に傑出した働きをした部長に与えられる国際賞。
　　任期半ばで倒れた、カナダの元理事エルマー・クロウを記念して創設された。区理事が評価基準に基づいて、候補者を地
　　域会長に推薦し、国際会長が最終決定する。

会員異動報告書
　　クラブの会員の入会（新入会、転入会、再入会）や退会（退会、転出会）、変更などの異動があった場合に会長の責任にお
　　いて、所属部の部長および部会員増強事業主査（写し：東日本区事務所）に提出する書類。

監事（区） ＝ Auditor
　　区運営に関して、区役員に適切な助言、督励を行う者。
　　区の指名委員会によって指名され、代議員会で承認されて 2年間の任に就く。行政監事 1名、財政監事 1名が選任され、
　　それぞれの分野での監査を行い、他方の分野も副担当として実施する。

キリスト教精神 ＝ Christian Spirit
　　イエス・キリストが全生涯をもって示した博愛、奉仕、自己犠牲の精神。
　　国際憲法のガイドライン 201 には、「イエス・キリストの教えは、ワイズメン全体の意志決定のための、クラブならびに
　　国際協会の運営のための、さらにワイズメン個人の日々の生活のための、ガイドライン（指針）となるものである。」と定
　　められている。

　　国際協会、各地域ではキリスト教精神を広めるため、キリスト教強調 (Christian Emphasis: CE) 事業主任が選任され、キ
　　リスト教精神の維持、拡大を担っている。

ギャベル ＝ Gavel
　　点鐘を行うとき、鐘をたたく木槌。

休会
　　病気や一定期間の仕事の都合等の正当な理由で、長期にわたり、クラブの例会や諸活動に出席できない者は、クラブ会長
　　が申請し、理事の承認を得て、最長 3年間、休会とすることができる。ただし、病気の快復等で再び例会等に出席できる
　　ようになった場合に復帰する意思がある者に限る。休会は、退会と同じ扱いであるが、ロースターに氏名が掲載され、また、
　　復帰の際の入会金が免除される。東日本区独自の制度。

協力関係の原則 ＝ Principles of Partnership
　　世界YMCA同盟とワイズメンズクラブ国際協会がより良きパートナーとなるべく、両者の協力関係の原則が 1981 年に締
　　結された。各地域、各区等のレベルでも同様の締結が進んでいる。

区＝ Region
　　地域（エリア）を構成する区分。東日本区は、アジア太平洋地域の構成員。
　　区の目的は、「区内の各クラブが国際憲法の精神に基づき、敬愛の念を持って交わり、国際協会の綱領と目的を達成し、さ
　　らにこの運動を広く区内に拡張するために相互に協力すること」（東日本区定款第 2条第 3項）を進めることである。

区事務所 ＝ Regional Office
　　区の運営に関する事務を処理する事務所。
　　区事務所は、区書記、会計等の理事スタッフと協力し、区運営のサポートを行う。事務所運営のために事務所所長等の職
　　員を置く。東日本区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置かれている。

区事業主任 ＝ Regional Service Director（RSD）
　　区理事のスタッフとして、事業ごとに置かれる区役員。
　　国際、地域の事業主任の指導のもと、理事の意向を受けて、当該事業活動の計画立案、実施の責任を持ち、各部の事業主
　　査をリードし、その事業活動を支援する。また、活動状況、成果を区内および地域、国際へ報告する。

区大会 ＝ Regional Convention
　　毎年各区で開催される大会。
　　東日本区は、原則として 6月の第 1土日に区理事が主宰し、開催する。大会は、クラブおよび会員が情報を交換し、互い
　　に啓発し、共に運動を担う者としての連帯、協力関係、親睦を深めることを目的とする。区大会は、立候補によって選ば
　　れたホストクラブが実行委員会（ホストコミッティー）を組織し、理事の指導のもと準備、運営、実施に当たる。

区担当主事（東日本区） ＝ YMCA Liaison Secretary to Japan East Region
　　YMCAとワイズメンズクラブの区レベルでの連携を行う日本YMCA同盟主事。
　　日本YMCA同盟総主事が同盟主事の中から任命する。東日本区役員会を始め、種々の会合、区大会等に出席し、YMCA　
　　とワイズメンズクラブとの関係が円滑に推進されるように努める。

区報、部報 ＝ Regional Bulletin、District Bulletin
　　区、部の公式の会報で、メンバーに対する情報提供、活動の記録等を目的として発行、配布される。東日本区においては
　　東日本区定款施行細則で年 2回以上の発行が定められおり、各部においては部則等の規定に則って発行される。

区役員 ＝ Regional Officers
　　区役員会を構成する役員。
　　理事、次期理事、直前理事、区書記、区会計、部長、区事業主任が区役員である。
　　区役員会には、監事、委員会委員長、専任委員、事務所職員等も列席する。

クラブ ＝ Club
　　ワイズメンズクラブ運動を構成する最小単位でかつ運動の基盤となる組織。クラブは、最低 3名の会員から成り、新たに
　　クラブを設立する際は、5名以上の会員が必要である。

クラブ担当主事 ＝ Related Secretary
　　YMCAとクラブとの連携を行うYMCAの主事。

　　投票権があるのは、グッドスタンディングクラブ（「グッドスタンディング」の項を参照）でかつ直近 3半期の会員数が　
　　15名以上のクラブである。ただし、会員数の基準を満たしていない場合、直近 3半期の会員数が 5名以上で、12月 31　
　　日現在でチャーター後 25年を経過しているクラブは、区理事からの国際本部への申請によって投票権を得ることができる。
　　投票は、各クラブを代表する者（クラブ会長または事前に登録したその他のクラブメンバー）が国際協会のウェブサイト
　　を通じて実施する。

国際本部 ＝ International Headquarters（IHQ）
　　国際協会事務局、国際書記局ともいう。国際書記長以下有給スタッフが、全世界の役員、委員、区理事、クラブ会長など
　　への事務連絡や実務を行っている。事務所は、スイス・ジュネーブに置かれている。サテライトオフィスがチェンマイ（タ
　　イ）に置かれている。

国際聖句
　　ワイズメンズクラブ会員の精神的基盤をなすもので、新約聖書 “ヨハネによる福音書第 17章 21 節”。

国際大会 ＝ International Convention（IC）
　　2年ごとに開催される国際協会レベルの大会。
　　全世界のワイズメンズクラブ会員が一堂に会し、式典、研修、親睦等のプログラムが展開される。開催地（ホスト区）は、
　　立候補制で国際大会委員会（ICC）の下に、ホスト区内に大会実行委員会（HCC=ホストコンベンションコミッティ）が
　　組織され、大会全般の準備と実行に当たる。

国際連合・経済社会理事会・特殊諮問資格＝
　　Special Consultative Status with the Economic and Social Council of the United Nations
　　2006 年にワイズメンズクラブ国際協会が取得した、国際連合・経済社会理事会が認めるNGO（非政府組織）の資格のひ
　　とつ。特定の分野において、国際連合が採択した行動計画、プログラムおよび宣言を実施、推進する。国際連合およびそ
　　の補助機関の特定の会合への出席、検討事項に関する意見を述べることができる。

コメット＝ Y'slings
　　日本でのワイズメンズクラブ会員の子弟の呼称。国際での呼称は、ワイズリングズ。

ゴールデンブック ＝ Golden Book
　　エンダウメントファンドへの献辞、寄付者名が記録される台帳。
　　革表紙の製本で永久保存される。東日本区の「東日本区ワイズ基金」（JEF）の「奉仕帳」に当たる。

出席率 ＝ The Percentage of Member's Attendance
　　クラブ会員の例会出席率。（東日本区定款施行細則第 11 条参照）

常任役員（会） ＝ Regional Executive Officers
　　区の理事、次期理事、直前理事、書記、会計。
　　この 5者で常任役員会を構成する。常任役員会は、日常必要な決済事項を合議によって処理する。

主題 ＝ Theme
　　国際会長、アジア太平洋地域会長、区理事、部長、クラブ会長が掲げる中心テーマで、それぞれの任期年度に使用する。

スローガン = Slogan
　　主題を展開、補足する副題。サブテーマ（Sub-Theme）とも言う。

スポンサークラブ＝ Sponsor Club
　　新クラブ設立のイニシアティブをとるクラブ。設立、チャーター後も、新クラブを支援する。

スマイル＝ Smile
　　クラブ活動資金、基金作りのための自由献金。
　　例会で、会員が最近身近に起きた嬉しいことなどを記念して献金する。クラブによっては「ニコニコ」、「ドライブ」、「ロバ」
　　などとも呼んでいる。

世界YMCA同盟＝ World Alliance of YMCAs
　　世界各国のYMCAの協力と運動推進を図るための連合体。本部はスイス・ジュネーブにある。略称は、WAY。
　　World YMCAと称することもある。

　　クラブが支援する都市YMCAの総主事が任命する。クラブ会員としてクラブに加わり、連絡役のみならずクラブ活動にも
　　参加する。

グッドスタンディング ＝ Good standing
　　直近 3半期の会費（国際会費、地域会費、区会費）を支払ったクラブを国際協会ではグッドスタンディング（良好な状態
　　のクラブ）クラブと呼ぶ。会員数には無関係である。

ゲスト ＝ Guest
　　例会などでワイズ関係 ( ワイズメン、ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバー ) 以外の知人、友人、ゲス
　　トスピーカー、入会候補者としての参加者などをゲストと呼ぶ。

広義会員 ＝ Members-at-large
　　クラブ会員の内、常に例会その他の会合に出席することが不可能な者は、クラブ会長が理事に届け出て、理事の承認を受
　　けると広義会員となることができる東日本区の制度。広義会員は、例会出席義務を免かれる。
　　国際協会の広義会員は、ワイズの無い地域に住む者が、特定のクラブではなく区に所属する制度であり、東日本区の制度
　　とは別の制度である。

広報 ＝ Public Relations（PR）
　　「組織以外の多くの人に広く情報を伝える」（Public Information）と「人のつながりを強める」（Public Relations）こと。
　　ワイズ内外にタイムリーに情報発信し、ワイズ活動の活性化、社会的認知度の向上に資する。

功労会員 ＝ Senior Service Member
　　クラブのために長年尽くして来た会員が、クラブの決議により理事に届け出て功労会員となる。例会出席義務を免除される。

国際会長 ＝ International President（IP）
　　ワイズメンズクラブ国際組織の最高責任者。国際議会の議長を務める。
　　推薦制で任期は 1年。就任の 2年前に投票権を持つ全世界のクラブ会長の投票で選ばれ、次の 1年、次期国際会長となる。
　　国際会長の取り組みとして最も強調したいことを「国際会長主題」として掲げる。

国際議会 ＝ International Council（IC）
　　ワイズメンズクラブ国際協会の立法機関。
　　国際憲法の改訂を始め、国際協会の予算の決定、諸事業、規定の新設 /改廃、国際大会開催地の決定など、国際ワイズ活
　　動のすべての重要案件を審議する。各地域から会員人数割りで選出される 15名の（国際）議員によって構成される。毎年
　　7月または 8月に国際議会が開かれ、1月または 2月に年央会議（ミッドイヤーミーティング）が開かれる。

国際議員 ＝ International Council Members（ICM）
　　国際議会構成員。世界の全 8地域から会員数に応じてドント方式で選出される 13名の国際議員と輪番で 2地域から選出
　　される 2名の青年議員（26歳から 39歳）議員の合計 15名からなる。何れも当該地域の各クラブからの投票で選出される。
　　任期は 2年で再選は認められていない。

（ワイズメンズクラブ）国際協会 ＝ The International Association of Y’ s Men’ s Clubs / Y’ s Men International
　　世界のワイズメンズクラブを構成員として設立されている国際組織。
　　国際協会の立法機関は、国際議会、行政機関は、執行役員会と各地域会長である。

国際憲法 ＝ International Constitution
　　ワイズメンズクラブの活動基盤を定めたもの。
　　東日本区定款の綱領や目的も国際憲法に基づいて定められている。国際協会の標語（Motto）「強い義務感を持とう　義務
　　はすべての権利に伴う」も、この中に明記されている。

国際執行役員（会） ＝ International Executive Officers（IEO）
　　国際会長、次期国際会長、直前国際会長、国際会計を国際執行役員と呼び、4者で国際執行役員会を構成する。国際執行
　　役員会には、有給スタッフである国際書記長も陪席し、日常必要な決済事項を合議によって処理する。東日本区の常任役
　　員（会）に当たる。

国際投票 = International Voting
　　毎年通常、12月から 1月にかけて、次々期国際会長、次期国際会計（3年に 1度）、地域選出国際議会議員の選出および
　　国際憲法の改訂（改訂事項がある場合）についての国際投票が行われる。

設立総会
　　新クラブの発足に際し、新クラブメンバーによりクラブ名称、会則、事業方針、予算などを決議し、また、申請書類への
　　署名を行う会合。日本のワイズメンズクラブ独特のもの。
　　設立総会を終えると、クラブとしての活動が始まるが、チャーターナイトまでは、「ワイズメンズクラブ」として公式には
　　認められていないため、その間は「（仮）○○ワイズメンズクラブ」等と称することが通例となっている。

戦略 2032 = Strategy 2032　
　　創立 100 周年を機に、2022 年に制定されたワイズズメンズクラブ国際協会（YMI）の中長期計画。YMI が 2032 年には
　　どのような組織になっているかの目標およびそのための戦略をまとめたもの。YMIは、公平で持続可能な世界を築くために、
　　互いに刺激し合い、協力し合って、親睦と地域社会への影響力において卓越した組織となること、健康、環境、教育に重
　　点を置いて奉仕活動を行っていくこと等が謳われている。
　　2016 年に制定された「2022 年とその先に向けて」（Towards2022 & Beyond」）および 2019 年に制定された「チャレン
　　ジ 22」（Challenge 22）の後継計画である。

代議員＝ Regional Council Members
　　東日本区のクラブ会長、部長および部の会員人数割りによって選出された会員。任期は、7月 1日から 1年。ただし、再
　　任を妨げない。議長は、直前部長の互選で選任される。
　　東日本区の立法機関である代議員会の構成員である。年次代議員会は、通常東日本区大会に合わせて開催される。部人数
　　割代議員は部内会員数 100 名につき 1名（100 名未満の場合は 1名）の割合で選出する。内 1名は、直前部長。

チャーター＝ Charter
　　新設クラブに対して国際協会が加盟を認証すること、または加盟認証状。加盟認証状に記載されている「Charter 　　　
　　Presentation Date」が公式のチャーター年月日である。

チャーターメンバー＝ Charter Member
　　新クラブ発足時の設立会員。国際協会加盟手続きの際、申請書に署名した会員。

チャーターナイト＝ Charter Presentation Ceremony
　　国際協会加盟認証を受ける新クラブが、近隣クラブおよび地域社会に披露する会。
　　本来は晩餐会なので通称 “チャーターナイト” という。この会では国際協会加盟認証状の伝達式、チャーターバッジ着装、
　　メンバー紹介などが行われる。

地域事務所 ＝ Area Office
　　地域の運営を円滑に進めるための事務所。
　　専任スタッフを置き、地域会長指導のもと、各区ヘの事務連絡、事務処理等を行う。アジア太平洋地域は、香港に地域事
　　務所を置いている。

点鐘
　　クラブ例会、区役員会等の公式会合の時に、開会宣言 /閉会宣言を行う主宰者が厳粛にギャベル（木槌）で鐘を打ち鳴ら
　　すこと。

トロイカ ＝ Troika
　　組織の各レベルで、トップをその前任者と後任者が支え、また、組織運営の継続性を確保する体制。ロシア語の 3頭立て
　　の馬橇が語源。
　　区は理事、次期理事、直前理事、部は部長、次期部長、直前部長、クラブは会長、次期会長、直前会長からなる。

ドライバー ＝ Driver
　　ワイズ運動、特に例会の推進役。クラブによってはマーシャル、クラブサービスと呼んでいる。直訳は“強く動機づける人”、
　　“運動推進役”。献金を促したり例会を盛り上げたりする役割を担う。

西日本区 ＝ Japan West Region
　　富山県、岐阜県、愛知県以西（沖縄県を除く）を領域とする区。1997 年に旧日本区の分割によって、東日本区と同時に誕
　　生した。

日本YMCA同盟 ＝ The National Council of YMCAs of Japan
　　日本のYMCA運動の推進、都市YMCAと学生YMCAへの支援、調整、助言活動を行う組織。事務所を東京都新宿区四
　　　　谷本塩町 2-11 に置く。1903 年に設立され、世界YMCA同盟とアジア・太平洋YMCA同盟に加盟し、世界YMCA

　　同盟を始め海外YMCAとの連絡を担う。全国のスタッフの国内研修、主事養成と認証、ワイズメンズクラブとの連携、調
　　整、御殿場にある研修施設、国際青少年センターYMCA東山荘の運営も行っている。

バナー ＝ Banner
　　クラブ、部、区の旗。クラブ例会、部大会、区大会など公式会合時に掲げる。

バランタイン賞 ＝ Harry M. Ballantyne Award of Merit 
　　国際協会の発展に貢献したメンバーに対して、毎年、国際協会が授賞する賞。1922 年の国際協会設立時から担当主事とし
　　て活躍した、Harry M. Ballantyne カナダ YMCA主事を記念して 1957 年に創設された。正式名称は、ハリー・M・バラ
　　ンタイン賞。
　　これまでの日本人受賞者は、次の各氏。（　　）内は受賞年：奈良傳（1966）、鈴木謙介（1982）、竹内敏朗（1987）、田
　　中真（1995）、三井万壽雄（2002）、今村一之（2006）、奈良信（2010）、藤井寛敏（2018）

半年報 ＝ Semiannual Report
　　クラブが会員の入 /退会による変化を東日本区へ提出（クラブ→部長→会員増強事業主任）する報告書。
　　7月 1日付と 1月 1日付の年 2回一定の書式で報告する。7月 1日付人数が国際会費、アジア太平洋地域会費、区費算定
　　の基礎となる。

東日本区 ＝ Japan East Region
　　世界に 44ある区（2022 年 7月現在）（行政単位）のひとつ。
　　新潟県、長野県、静岡県以東と沖縄県を領域とする。1997 年 7月に旧日本区を東西に分けた形で、東日本区、西日本区と
　　して誕生した。その活動は、東日本区定款に基づき、区理事がこれを統括する。区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置
　　かれている。

東日本区ウェブサイト
　　ワイズメンズクラブ、東日本区の紹介、区内のニュース、クラブ案内、区報、各種マニュアル、書式等が掲載されている
　　東日本区の公式ウェブサイト。URL は、https://www.ys-east.or.jp/
　　＜参考＞　国際協会ウェブサイト：https://www.ysmen.org/
　　　　　　　アジア太平洋地域ウェブサイト：http://www.ysmenap.org/
　　　　　　　西日本区ウェブサイト：http://www.ys-west.or.jp/

東日本区定款 ＝ Regional Constitution of Japan East Region
　　ワイズメンズクラブ国際協会の憲法に基づき、東日本区のモットー、綱領、目的、組織、運営の基本などを定めたもの。

東日本区奈良傳賞＝ Japan East Region Tsutae Nara Memorial Award
　　ワイズダム発展に尽力し、その功績が認められた会員に与えられる賞。
　　日本のワイズ運動の創始者である奈良傳氏の偉業を記念して制定された賞で、長年ワイズダム発展に尽力し、その功績が
　　認められ、奈良傳賞受賞者選考委員会の議を経て選ばれた会員が、東日本区大会で表彰される。

東日本区メーリングリスト
　　年度毎に、「全クラブ会長」、「全部長」、「各部別の部役員」、「各事業別の事業主査」等、東日本区内の各役職者別に作成さ
　　れる公式のメーリングリスト。例えば、全クラブ会長のメーリングリストは、kaicho@ys-east.or.jp。
　　当該メーリングに登録されているメンバーのみが、そのメーリングリストを用いて受発信できる。

ビジター ＝ Visitor
　　他クラブからの例会等への来訪者。ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバーも含む。

ヒストリアン（国際） ＝ Historian
　　全世界のワイズ関係の公式文書を入手保管し、歴史的資料として整備する役職者。
　　国際文献保存委員ともいう。区報、クラブチャーター資料、区大会開催資料など、使用言語の如何を問わず、ヒストリア
　　ンへ送付する。

ヒストリアン（東日本区）＝ Historian
　　東日本区のワイズ活動の歴史をまとめる役職者。
　　東日本区の歴史的事項を正確に記録するために、区報、区役員会資料、区大会資料、加盟認証状の写し、クラブ記念誌等
　　の文献を収集、整理、保存する。部ヒストリアンを設置している部もある。

ヒールザワールド ＝ Heal the World
　　国際協会が 2020-21 年度に開始した統一国際プロジェクト（「UGP」の項を参照）で、新型コロナウイルス後の世界を癒
　　すために、より強い国際的な関与と組織的な連携、連帯を構築して我々のボランティアの力をより発揮することを目的と
　　している。主な活動内容は、災害時等の救援物資の提供 /ボランティア支援、医療 /健康プログラム、専門家のネットワー
　　ク構築など。プロジェクトの資金を賄うために、TOF献金の増額が望まれている。

フィラテリスト ＝ Philatelist
　　直訳すると「切手収集家」。ワイズにおいては、BF献金の使用済切手の拠出を推進することおよび使用済切手を換金する
　　業者との窓口の役割を担う。各エリアではこの業務を担当する事業主任が任命されている。

Motto ＝ 標語（国際）
　　ワイズメンズクラブの基本的な行動目標を表す言葉。
　　国際標語は “To acknowledge the duty that accompanies every right”（強い義務感をもとう　義務はすべての権利に伴
　　う）である。

部 ＝ District
　　ワイズ運動を協力して進めるために区内の 2つ以上のクラブで構成された組織体。
　　東日本区には 7つの部（2022 年 7月 1日現在）がある。部は、区役員会、代議員会の承認を得て設置が認められる。

部事業主査 ＝ District Service Director（DSD）
　　部長のスタッフとして事業ごとに置かれる部役員。
　　部の事業活動の活発化に努め、クラブとの連絡を図ると共に、区事業主任との連絡を密にする。部長および区事業主任へ
　　部事業活動報告書を送る。

部大会 ＝ District Convention
　　部内各クラブ相互の情報交換および親睦のため、部長の主宰により年 1回以上開催される部の大会。2018-19 年度の東日
　　本区定款改訂により、これまでの「部会」から「部大会」に名称が変更された。正式な表記は、「XX部部大会」（「XX部大会」
　　ではなく）。

部長 ＝ District Governor
　　部の最高責任者。
　　あらゆる機会をとらえ部内クラブを指導するとともに、区にあっては代議員、区役員、「区役員候補者指名委員会」の委員
　　であり、部にあっては通常年 1回の部大会を主宰し、部の方針および運営等を協議し決定する数回の評議会を開催し、また、
　　属するクラブ会員全員の研修と交流を図る。任期内に部内クラブを 1回以上「公式訪問」し、部内諸活動の推進に努める。

部評議会 ＝ District Council
　　部の運営を協議、決議する機関。構成員は、それぞれの部則の定めによる。

物品 ＝ Supplies
　　ワイズ活動に用いる備品（万国旗など）、小道具（シールなど）、バッジ等の総称。
　　これらを製作 /供給する活動、事業者もいう。

ブリテン ＝ Bulletin
　　クラブとしての機関紙。クラブメンバーおよび他クラブ、区 /部役員等への連絡 /案内、入会候補者への PR、クラブの記
　　録としての役目を持つ。
　　毎月発行し、その月の例会プログラム、在籍者数、前月の例会出席者、出席率、BF成績、活動報告、活動計画、会員消息
　　などを掲載する。

文献 ＝ Documentation
　　ワイズメンズクラブ活動の指針となる規約集、手引き書その他参考文献。
　　文献作成 /精査等の実働組織として、東日本区では文献・組織検討委員会が設けられており、その委員は、区理事が任命する。

ブースター賞 ＝ Booster Award
　　会員増強の功績に対して国際協会から授与される賞。前年 2月 1日から当年 1月 31 日までの 1年間に、3名以上の新入
　　会員を紹介した個人および 6名以上の会員純増を果たしたクラブが表彰される。



□ワイズ用語
□英和対照略語集
□マニュアルパンフレット一覧

STEP ＝ Short Term Youth Exchange Program
　　ユース海外短期交流プログラム。
　　3～ 11 週間の短期海外訪問制度。18～ 25 歳のワイズの子弟（または、3年以上、ワイズメンズクラブ、ワイズユースク
　　ラブ、YMCAの何れかの会員経験を有する者）が応募対象者。海外のワイズ家庭に滞在し、現地のユースとの交流や異文
　　化を体験する。
　　応募は、希望派遣期間の半年以上前に、クラブを通じて、ユース事業主任へ申請書類を提出する。

TOF ＝ Time of Fast
　　タイム・オブ・ファスト（Time of Fast：断食の時）の略称で、「ティー・オー・エフ」と発音する。クラブ例会での食事
　　を抜き、その金額相当分を国際協会に献金する。
　　献金は、世界中のYMCA、ワイズメンズクラブから募集して国際協会が選定する、SDGs に関連する発展途上国を主たる
　　対象とする地域支援プロジェクトに用いられる。
　　国際協会、東日本区では 2月を強調月間とし、クラブ例会だけではなく、2月に開催される、区、部の会合でも食事を抜
　　いたり、簡素なものにしたりしてその分を献金するよう努めている。

TC ＝ Travel Coordinator
　　来訪する BF代表の旅行日程を立案し、旅行中の世話や受け入れ /調整を行う専任委員。

UGP ＝ Unified Global Project（統一国際プロジェクト）
　　ワイズメンズクラブの認識度のアップを願って、始められた国際レベルの統一事業で、2005 年度からはHIV/ AIDS 関連
　　事業を展開した。国際協会での取り組みが終わった 2010 年度以降も東日本区では継続して取り組んでいる。2020/21 年
　　度からは、Heal the World（世界を癒そう）が統一事業に選定されている。

Week4Waste = Week for Waste (「ゴミのための週」)
　　国際協会によって 2020-21 年度に開始された、ワイズメンズクラブと地域社会を結びつけ、よりクリーンな地球を目指し
　　て統一的に行動するCS事業のキャンペーン。活動の多くは、毎年 4月 22 日のアースデイ（地球の日）のある 4月と、世
　　界最大の市民運動のひとつであるワールドクリーンアップデイ（毎年 9月中旬）に合わせて行われる。

YEEP ＝ Youth Educational Exchange Program
　　ワイズメンズクラブ会員の子弟の高校留学生交換事業。
　　2020-21 年度に廃止された。

YES ＝ Y's Extension Support
　　新クラブ設立の活動を支援するためのアジア太平洋地域の基金。各区から地域に拠出された献金は、地域内の各クラブの
　　設立支援資金および地域レベルのエクステンション活動に用いられる。

YIA ＝ Youth Involvement and Activities
　　若者のワイズメンズクラブ活動への参画、活動。
　　ワイズメンズクラブが行う様々な行事に、多くの若者達を巻き込む活動の奨励、ワイズユースクラブの育成、ユースコン
　　ボケーションの実施等を行う。

Y３ ＝ ワイスリー
　　ワイズメンズクラブの活動に共感する高校生以上の若者によるユースクラブ。YMCA、Y's Men、Youth の 3つの Yを表
　　している東・西日本区だけの組織である。2021-2022 年度現在、「Y３宇都宮」が活動を行っている。

YMCA ＝ Young Men's Christian Association
　　ワイズメンズクラブが支援、奉仕の対象としている社会教育団体。世界 120か国・地域に 6,500 万人（2021-2022 年度現在）
　　の会員を持つ世界最古、最大のNGOと言われている。
　　1844 年ロンドンでジョージ・ウィリアムズら青年によって創設され、全世界に広がり、世界YMCA同盟を結成している。
　　青少年の育成を運動の中心とするが、社会の必要に応えて、平和活動、地域社会支援、社会的弱者救済等にも取り組んでいる。

YMCAサービス ＝ YMCA Service
　　YMCAに対する奉仕を立案、実行するワイズメンズクラブの事業。
　　東日本区事業の中のひとつであり、YMCA指導者育成のための財的支援を目的とするASF（アレキサンダー奨学基金）も
　　YMCAサービス事業のひとつである。クラブは、区のサービス事業とともに、各クラブの関係YMCAへの奉仕と協力を
　　推進する。

　　Eは、クラブ拡張（新クラブ設立）、MCは、会員の維持（啓発、退会防止）と増強（新会員獲得）の意。

EF ＝ Endowment Fund（エンダウメントファンド）
　　国際協会の財政的な安定およびワイズダム発展のための基金。
　　個人 /クラブが特定の人を記念して献辞とともに 120 スイスフラン以上の寄付を行うか、個人 /クラブとして寄付のみを
　　行うかの 2種類がある。前者は、国際本部に永久保管されている「ゴールデンブック」に献辞が記載される。後者は、一
　　定金額以上の寄付を行った場合、献金額に応じて以下の称号が与えられ、「ゴールデンブック」に氏名が記載される。
　　50スイスフラン以上の献金（個人）：エンダウメントフレンド
　　120 スイスフラン以上の献金（個人）：ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　2回目の 120 スイスフラン以上の献金（個人）：ダブル・ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　1,000 スイスフラン以上の献金（個人）：オナーロール
　　1,000 スイスフラン以上の献金（クラブ）：オナーロールクラブ

IT アドバイザー＝ Information Technology Advisor
　　情報技術アドバイザー。
　　東日本区では「情報技術」に関して専門的なアドバイスを担当し、区のウェブサイトや区内のメーリングシステムの構築、
　　維持など IT に関するサポートを行っている。

IBC ＝ International Brother Clubs
　　国際兄弟クラブ。
　　クラブが外国のクラブと兄弟クラブ締結を行い、永続的な交流を続けること。また、その相手クラブのことも指す。新た
　　に IBC関係を結ぼうとするクラブ同士は、十分な事前準備を行った上で、締結書を交わす。
　　締結は、IBC国際事業主任が締結書にサインすることにより正式に認められる。

IBC トライアングル＝ International Brother Clubs Triangle
　　3クラブが相互に IBCを締結すること。

IBC クワドラングル＝ International Brother Clubs Quadrangle
　　4クラブが相互に IBCを締結すること。

ID ＝ International Director（ワイズメネット国際主任）
　　国際協会におけるワイズメネットの代表者。

iGo = Internships for Global Outreach（アイゴー：「世界に手を伸ばすためのインターン制度」）
　　青年の成長を目的として、YMCAやワイズメンズクラブ会員で事業を行っている者が、ユースに国際的なインターン（職
　　業体験）の場を提供するプログラム。申請時に 18歳から 29歳の者が対象。2020-21 年度に廃止されたYEEP の後継プロ
　　グラム。

JEF ＝ Japan East Y's Men's Fund
　　東日本区ワイズ基金。
　　東日本区ワイズ運動の安定的かつ継続的発展を支えるため、個人、クラブが記念すべき出来事、行事、慶弔事の折等に、　
　　基金に寄付を行う。寄付者氏名とその理由は、「奉仕帳」に記帳、永久保管される。

LT ＝ Leadership Training
　　会員のリーダーシップの開発、向上を目的に行う研修またはこれを推進する事業の名称。
　　東日本区では、LT委員会が設置され、区主催の部役員、クラブ役員の研修の企画 /実施、研修教材の整備 /提供、部主催
　　の研修会等の支援を行っている。
　　国際協会での正式名称は、LTOD (Leadership Training and Organisation Development)。

NDERF ＝ Natural Disaster Emergency Relief Fund（NDERF（自然災害緊急支援基金））
　　アジア太平洋地域において、地震、台風等の大きな自然災害が発生した際の緊急支援を行うことを目的とした基金。毎年、
　　アジア太平洋地域内の各区は、メンバーひとり当たり 2米ドルを前期の地域会費と併せて、アジア太平洋地域会計に送付
　　する。各理事からの要請に基づき、アジア太平洋地域常任役員会の決定によって支援金が支給される。

SDS ＝ Special Development Support（特別発展支援金）
　　国際協会の EF（エンダウメントファンド）の運用益の一部を原資として、各区におけるエクステンション活動等に対して、
　　その費用の一部が各区から国際本部への申請によって支給される制度。

YMCAの歌 ＝ YMCA Song
　　日本のYMCAの公式歌。ワイズの会合等でも歌われる。
　　1953 年、日本YMCA同盟が 50周年を記念して公募し、同盟主事の淵田多穂理の応募作品が入選し、津川主一が作曲した。

アジア太平洋地域 ＝ Asia Pacific Area
　　ワイズ運動の国際行政区分 8地域のひとつ。
　　2022 年 7月現在、東日本区、西日本区、台湾区、フィリピン区、南東アジア区（香港、マカオ、シンガポール、マレーシ
　　ア、タイ、ミャンマー、バングラデシュ、カンボジア、ネパール、インドネシア）、スリランカ区（スリランカ、パキスタ
　　ン）、オーストラリア区の 7区（Region）から成る。

いざ立て ＝ ONCE MORE WE STAND
　　ワイズメンズクラブ国際協会の公式歌。
　　クラブ、部、区、地域、国際など、ワイズの会合の冒頭で歌われる。英語では “Y’ s Men’ s Hymn” と呼ばれる。フィ
　　ンランドの作曲家、シベリウス（1869 ～ 1957）の交響詩「フィンランディア」の曲に、ワイズメンズクラブの創始者　
　　P・W・アレキサンダーが作詞した。原題は、ONCE MORE WE STAND である。日本では1962年に淵田多穂理が訳詞した。

「祈りの輪」の日
　　世界中のワイズメンズクラブ会員が「共に祈る時」を持つ日。
　　12月 8日は、ワイズメンズクラブの創始者 P・W・アレキサンダーの誕生日。この日を記念して世界中のワイズメンズク
　　ラブ会員が、それぞれの国の午後 8時に「共に祈る時」を持って地球上を輪でつなぐことを願うことから「祈りの輪」と言う。

ウエルネス ＝ Wellness
　　創造的健康生活を送ろうという運動。
　　人間が個人的にも社会的にも健全な生活を送るため、現代人を取り巻くストレス、運動不足、環境破壊などを意識して立
　　ち向かい、こころ、からだ、人間関係のすべてにわたって、あるべき姿を追求する。複数の都市YMCA にはウエルネスセ
　　ンターが設置され、地域に対して継続してウエルネスの普及に取り組んでいる。

エクステンション・ビヨンド・ボーダーズ ＝ Extension Beyond Borders（EBB）
　　区、国の枠組みを超えて、新クラブを設立すること。国際協会は、この取り組みを推奨している。東日本区での例として、
　　東京武蔵野多摩クラブがモンゴル・ウランバートルクラブをスポンサーとして設立したことが挙げられる。EBBを行った
　　クラブに対しては国際協会から賞（Extension Beyond Borders Award：EBBA）が授与される。

エリア ＝ Area
　　国際ワイズ運動を進める行政区分。
　　世界を地理的に 8つの地域に分割している。アフリカ、アジア太平洋、韓国、カナダ /カリブ海諸国、ヨーロッパ、インド、
　　ラテンアメリカ、米国の 8地域である。各地域は、国際議員選出の母体となり、地域行政は、その地域から選出された国
　　際議員の中から選ばれた地域会長（AP）が運営に当たる。

エルマー・クロウ賞 ＝ Elmer Crowe Award
　　任期年度中に特に傑出した働きをした部長に与えられる国際賞。
　　任期半ばで倒れた、カナダの元理事エルマー・クロウを記念して創設された。区理事が評価基準に基づいて、候補者を地
　　域会長に推薦し、国際会長が最終決定する。

会員異動報告書
　　クラブの会員の入会（新入会、転入会、再入会）や退会（退会、転出会）、変更などの異動があった場合に会長の責任にお
　　いて、所属部の部長および部会員増強事業主査（写し：東日本区事務所）に提出する書類。

監事（区） ＝ Auditor
　　区運営に関して、区役員に適切な助言、督励を行う者。
　　区の指名委員会によって指名され、代議員会で承認されて 2年間の任に就く。行政監事 1名、財政監事 1名が選任され、
　　それぞれの分野での監査を行い、他方の分野も副担当として実施する。

キリスト教精神 ＝ Christian Spirit
　　イエス・キリストが全生涯をもって示した博愛、奉仕、自己犠牲の精神。
　　国際憲法のガイドライン 201 には、「イエス・キリストの教えは、ワイズメン全体の意志決定のための、クラブならびに
　　国際協会の運営のための、さらにワイズメン個人の日々の生活のための、ガイドライン（指針）となるものである。」と定
　　められている。

　　国際協会、各地域ではキリスト教精神を広めるため、キリスト教強調 (Christian Emphasis: CE) 事業主任が選任され、キ
　　リスト教精神の維持、拡大を担っている。

ギャベル ＝ Gavel
　　点鐘を行うとき、鐘をたたく木槌。

休会
　　病気や一定期間の仕事の都合等の正当な理由で、長期にわたり、クラブの例会や諸活動に出席できない者は、クラブ会長
　　が申請し、理事の承認を得て、最長 3年間、休会とすることができる。ただし、病気の快復等で再び例会等に出席できる
　　ようになった場合に復帰する意思がある者に限る。休会は、退会と同じ扱いであるが、ロースターに氏名が掲載され、また、
　　復帰の際の入会金が免除される。東日本区独自の制度。

協力関係の原則 ＝ Principles of Partnership
　　世界YMCA同盟とワイズメンズクラブ国際協会がより良きパートナーとなるべく、両者の協力関係の原則が 1981 年に締
　　結された。各地域、各区等のレベルでも同様の締結が進んでいる。

区＝ Region
　　地域（エリア）を構成する区分。東日本区は、アジア太平洋地域の構成員。
　　区の目的は、「区内の各クラブが国際憲法の精神に基づき、敬愛の念を持って交わり、国際協会の綱領と目的を達成し、さ
　　らにこの運動を広く区内に拡張するために相互に協力すること」（東日本区定款第 2条第 3項）を進めることである。

区事務所 ＝ Regional Office
　　区の運営に関する事務を処理する事務所。
　　区事務所は、区書記、会計等の理事スタッフと協力し、区運営のサポートを行う。事務所運営のために事務所所長等の職
　　員を置く。東日本区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置かれている。

区事業主任 ＝ Regional Service Director（RSD）
　　区理事のスタッフとして、事業ごとに置かれる区役員。
　　国際、地域の事業主任の指導のもと、理事の意向を受けて、当該事業活動の計画立案、実施の責任を持ち、各部の事業主
　　査をリードし、その事業活動を支援する。また、活動状況、成果を区内および地域、国際へ報告する。

区大会 ＝ Regional Convention
　　毎年各区で開催される大会。
　　東日本区は、原則として 6月の第 1土日に区理事が主宰し、開催する。大会は、クラブおよび会員が情報を交換し、互い
　　に啓発し、共に運動を担う者としての連帯、協力関係、親睦を深めることを目的とする。区大会は、立候補によって選ば
　　れたホストクラブが実行委員会（ホストコミッティー）を組織し、理事の指導のもと準備、運営、実施に当たる。

区担当主事（東日本区） ＝ YMCA Liaison Secretary to Japan East Region
　　YMCAとワイズメンズクラブの区レベルでの連携を行う日本YMCA同盟主事。
　　日本YMCA同盟総主事が同盟主事の中から任命する。東日本区役員会を始め、種々の会合、区大会等に出席し、YMCA　
　　とワイズメンズクラブとの関係が円滑に推進されるように努める。

区報、部報 ＝ Regional Bulletin、District Bulletin
　　区、部の公式の会報で、メンバーに対する情報提供、活動の記録等を目的として発行、配布される。東日本区においては
　　東日本区定款施行細則で年 2回以上の発行が定められおり、各部においては部則等の規定に則って発行される。

区役員 ＝ Regional Officers
　　区役員会を構成する役員。
　　理事、次期理事、直前理事、区書記、区会計、部長、区事業主任が区役員である。
　　区役員会には、監事、委員会委員長、専任委員、事務所職員等も列席する。

クラブ ＝ Club
　　ワイズメンズクラブ運動を構成する最小単位でかつ運動の基盤となる組織。クラブは、最低 3名の会員から成り、新たに
　　クラブを設立する際は、5名以上の会員が必要である。

クラブ担当主事 ＝ Related Secretary
　　YMCAとクラブとの連携を行うYMCAの主事。

　　投票権があるのは、グッドスタンディングクラブ（「グッドスタンディング」の項を参照）でかつ直近 3半期の会員数が　
　　15名以上のクラブである。ただし、会員数の基準を満たしていない場合、直近 3半期の会員数が 5名以上で、12月 31　
　　日現在でチャーター後 25年を経過しているクラブは、区理事からの国際本部への申請によって投票権を得ることができる。
　　投票は、各クラブを代表する者（クラブ会長または事前に登録したその他のクラブメンバー）が国際協会のウェブサイト
　　を通じて実施する。

国際本部 ＝ International Headquarters（IHQ）
　　国際協会事務局、国際書記局ともいう。国際書記長以下有給スタッフが、全世界の役員、委員、区理事、クラブ会長など
　　への事務連絡や実務を行っている。事務所は、スイス・ジュネーブに置かれている。サテライトオフィスがチェンマイ（タ
　　イ）に置かれている。

国際聖句
　　ワイズメンズクラブ会員の精神的基盤をなすもので、新約聖書 “ヨハネによる福音書第 17章 21 節”。

国際大会 ＝ International Convention（IC）
　　2年ごとに開催される国際協会レベルの大会。
　　全世界のワイズメンズクラブ会員が一堂に会し、式典、研修、親睦等のプログラムが展開される。開催地（ホスト区）は、
　　立候補制で国際大会委員会（ICC）の下に、ホスト区内に大会実行委員会（HCC=ホストコンベンションコミッティ）が
　　組織され、大会全般の準備と実行に当たる。

国際連合・経済社会理事会・特殊諮問資格＝
　　Special Consultative Status with the Economic and Social Council of the United Nations
　　2006 年にワイズメンズクラブ国際協会が取得した、国際連合・経済社会理事会が認めるNGO（非政府組織）の資格のひ
　　とつ。特定の分野において、国際連合が採択した行動計画、プログラムおよび宣言を実施、推進する。国際連合およびそ
　　の補助機関の特定の会合への出席、検討事項に関する意見を述べることができる。

コメット＝ Y'slings
　　日本でのワイズメンズクラブ会員の子弟の呼称。国際での呼称は、ワイズリングズ。

ゴールデンブック ＝ Golden Book
　　エンダウメントファンドへの献辞、寄付者名が記録される台帳。
　　革表紙の製本で永久保存される。東日本区の「東日本区ワイズ基金」（JEF）の「奉仕帳」に当たる。

出席率 ＝ The Percentage of Member's Attendance
　　クラブ会員の例会出席率。（東日本区定款施行細則第 11 条参照）

常任役員（会） ＝ Regional Executive Officers
　　区の理事、次期理事、直前理事、書記、会計。
　　この 5者で常任役員会を構成する。常任役員会は、日常必要な決済事項を合議によって処理する。

主題 ＝ Theme
　　国際会長、アジア太平洋地域会長、区理事、部長、クラブ会長が掲げる中心テーマで、それぞれの任期年度に使用する。

スローガン = Slogan
　　主題を展開、補足する副題。サブテーマ（Sub-Theme）とも言う。

スポンサークラブ＝ Sponsor Club
　　新クラブ設立のイニシアティブをとるクラブ。設立、チャーター後も、新クラブを支援する。

スマイル＝ Smile
　　クラブ活動資金、基金作りのための自由献金。
　　例会で、会員が最近身近に起きた嬉しいことなどを記念して献金する。クラブによっては「ニコニコ」、「ドライブ」、「ロバ」
　　などとも呼んでいる。

世界YMCA同盟＝ World Alliance of YMCAs
　　世界各国のYMCAの協力と運動推進を図るための連合体。本部はスイス・ジュネーブにある。略称は、WAY。
　　World YMCAと称することもある。

　　クラブが支援する都市YMCAの総主事が任命する。クラブ会員としてクラブに加わり、連絡役のみならずクラブ活動にも
　　参加する。

グッドスタンディング ＝ Good standing
　　直近 3半期の会費（国際会費、地域会費、区会費）を支払ったクラブを国際協会ではグッドスタンディング（良好な状態
　　のクラブ）クラブと呼ぶ。会員数には無関係である。

ゲスト ＝ Guest
　　例会などでワイズ関係 ( ワイズメン、ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバー ) 以外の知人、友人、ゲス
　　トスピーカー、入会候補者としての参加者などをゲストと呼ぶ。

広義会員 ＝ Members-at-large
　　クラブ会員の内、常に例会その他の会合に出席することが不可能な者は、クラブ会長が理事に届け出て、理事の承認を受
　　けると広義会員となることができる東日本区の制度。広義会員は、例会出席義務を免かれる。
　　国際協会の広義会員は、ワイズの無い地域に住む者が、特定のクラブではなく区に所属する制度であり、東日本区の制度
　　とは別の制度である。

広報 ＝ Public Relations（PR）
　　「組織以外の多くの人に広く情報を伝える」（Public Information）と「人のつながりを強める」（Public Relations）こと。
　　ワイズ内外にタイムリーに情報発信し、ワイズ活動の活性化、社会的認知度の向上に資する。

功労会員 ＝ Senior Service Member
　　クラブのために長年尽くして来た会員が、クラブの決議により理事に届け出て功労会員となる。例会出席義務を免除される。

国際会長 ＝ International President（IP）
　　ワイズメンズクラブ国際組織の最高責任者。国際議会の議長を務める。
　　推薦制で任期は 1年。就任の 2年前に投票権を持つ全世界のクラブ会長の投票で選ばれ、次の 1年、次期国際会長となる。
　　国際会長の取り組みとして最も強調したいことを「国際会長主題」として掲げる。

国際議会 ＝ International Council（IC）
　　ワイズメンズクラブ国際協会の立法機関。
　　国際憲法の改訂を始め、国際協会の予算の決定、諸事業、規定の新設 /改廃、国際大会開催地の決定など、国際ワイズ活
　　動のすべての重要案件を審議する。各地域から会員人数割りで選出される 15名の（国際）議員によって構成される。毎年
　　7月または 8月に国際議会が開かれ、1月または 2月に年央会議（ミッドイヤーミーティング）が開かれる。

国際議員 ＝ International Council Members（ICM）
　　国際議会構成員。世界の全 8地域から会員数に応じてドント方式で選出される 13名の国際議員と輪番で 2地域から選出
　　される 2名の青年議員（26歳から 39歳）議員の合計 15名からなる。何れも当該地域の各クラブからの投票で選出される。
　　任期は 2年で再選は認められていない。

（ワイズメンズクラブ）国際協会 ＝ The International Association of Y’ s Men’ s Clubs / Y’ s Men International
　　世界のワイズメンズクラブを構成員として設立されている国際組織。
　　国際協会の立法機関は、国際議会、行政機関は、執行役員会と各地域会長である。

国際憲法 ＝ International Constitution
　　ワイズメンズクラブの活動基盤を定めたもの。
　　東日本区定款の綱領や目的も国際憲法に基づいて定められている。国際協会の標語（Motto）「強い義務感を持とう　義務
　　はすべての権利に伴う」も、この中に明記されている。

国際執行役員（会） ＝ International Executive Officers（IEO）
　　国際会長、次期国際会長、直前国際会長、国際会計を国際執行役員と呼び、4者で国際執行役員会を構成する。国際執行
　　役員会には、有給スタッフである国際書記長も陪席し、日常必要な決済事項を合議によって処理する。東日本区の常任役
　　員（会）に当たる。

国際投票 = International Voting
　　毎年通常、12月から 1月にかけて、次々期国際会長、次期国際会計（3年に 1度）、地域選出国際議会議員の選出および
　　国際憲法の改訂（改訂事項がある場合）についての国際投票が行われる。

設立総会
　　新クラブの発足に際し、新クラブメンバーによりクラブ名称、会則、事業方針、予算などを決議し、また、申請書類への
　　署名を行う会合。日本のワイズメンズクラブ独特のもの。
　　設立総会を終えると、クラブとしての活動が始まるが、チャーターナイトまでは、「ワイズメンズクラブ」として公式には
　　認められていないため、その間は「（仮）○○ワイズメンズクラブ」等と称することが通例となっている。

戦略 2032 = Strategy 2032　
　　創立 100 周年を機に、2022 年に制定されたワイズズメンズクラブ国際協会（YMI）の中長期計画。YMI が 2032 年には
　　どのような組織になっているかの目標およびそのための戦略をまとめたもの。YMIは、公平で持続可能な世界を築くために、
　　互いに刺激し合い、協力し合って、親睦と地域社会への影響力において卓越した組織となること、健康、環境、教育に重
　　点を置いて奉仕活動を行っていくこと等が謳われている。
　　2016 年に制定された「2022 年とその先に向けて」（Towards2022 & Beyond」）および 2019 年に制定された「チャレン
　　ジ 22」（Challenge 22）の後継計画である。

代議員＝ Regional Council Members
　　東日本区のクラブ会長、部長および部の会員人数割りによって選出された会員。任期は、7月 1日から 1年。ただし、再
　　任を妨げない。議長は、直前部長の互選で選任される。
　　東日本区の立法機関である代議員会の構成員である。年次代議員会は、通常東日本区大会に合わせて開催される。部人数
　　割代議員は部内会員数 100 名につき 1名（100 名未満の場合は 1名）の割合で選出する。内 1名は、直前部長。

チャーター＝ Charter
　　新設クラブに対して国際協会が加盟を認証すること、または加盟認証状。加盟認証状に記載されている「Charter 　　　
　　Presentation Date」が公式のチャーター年月日である。

チャーターメンバー＝ Charter Member
　　新クラブ発足時の設立会員。国際協会加盟手続きの際、申請書に署名した会員。

チャーターナイト＝ Charter Presentation Ceremony
　　国際協会加盟認証を受ける新クラブが、近隣クラブおよび地域社会に披露する会。
　　本来は晩餐会なので通称 “チャーターナイト” という。この会では国際協会加盟認証状の伝達式、チャーターバッジ着装、
　　メンバー紹介などが行われる。

地域事務所 ＝ Area Office
　　地域の運営を円滑に進めるための事務所。
　　専任スタッフを置き、地域会長指導のもと、各区ヘの事務連絡、事務処理等を行う。アジア太平洋地域は、香港に地域事
　　務所を置いている。

点鐘
　　クラブ例会、区役員会等の公式会合の時に、開会宣言 /閉会宣言を行う主宰者が厳粛にギャベル（木槌）で鐘を打ち鳴ら
　　すこと。

トロイカ ＝ Troika
　　組織の各レベルで、トップをその前任者と後任者が支え、また、組織運営の継続性を確保する体制。ロシア語の 3頭立て
　　の馬橇が語源。
　　区は理事、次期理事、直前理事、部は部長、次期部長、直前部長、クラブは会長、次期会長、直前会長からなる。

ドライバー ＝ Driver
　　ワイズ運動、特に例会の推進役。クラブによってはマーシャル、クラブサービスと呼んでいる。直訳は“強く動機づける人”、
　　“運動推進役”。献金を促したり例会を盛り上げたりする役割を担う。

西日本区 ＝ Japan West Region
　　富山県、岐阜県、愛知県以西（沖縄県を除く）を領域とする区。1997 年に旧日本区の分割によって、東日本区と同時に誕
　　生した。

日本YMCA同盟 ＝ The National Council of YMCAs of Japan
　　日本のYMCA運動の推進、都市YMCAと学生YMCAへの支援、調整、助言活動を行う組織。事務所を東京都新宿区四
　　　　谷本塩町 2-11 に置く。1903 年に設立され、世界YMCA同盟とアジア・太平洋YMCA同盟に加盟し、世界YMCA

　　同盟を始め海外YMCAとの連絡を担う。全国のスタッフの国内研修、主事養成と認証、ワイズメンズクラブとの連携、調
　　整、御殿場にある研修施設、国際青少年センターYMCA東山荘の運営も行っている。

バナー ＝ Banner
　　クラブ、部、区の旗。クラブ例会、部大会、区大会など公式会合時に掲げる。

バランタイン賞 ＝ Harry M. Ballantyne Award of Merit 
　　国際協会の発展に貢献したメンバーに対して、毎年、国際協会が授賞する賞。1922 年の国際協会設立時から担当主事とし
　　て活躍した、Harry M. Ballantyne カナダ YMCA主事を記念して 1957 年に創設された。正式名称は、ハリー・M・バラ
　　ンタイン賞。
　　これまでの日本人受賞者は、次の各氏。（　　）内は受賞年：奈良傳（1966）、鈴木謙介（1982）、竹内敏朗（1987）、田
　　中真（1995）、三井万壽雄（2002）、今村一之（2006）、奈良信（2010）、藤井寛敏（2018）

半年報 ＝ Semiannual Report
　　クラブが会員の入 /退会による変化を東日本区へ提出（クラブ→部長→会員増強事業主任）する報告書。
　　7月 1日付と 1月 1日付の年 2回一定の書式で報告する。7月 1日付人数が国際会費、アジア太平洋地域会費、区費算定
　　の基礎となる。

東日本区 ＝ Japan East Region
　　世界に 44ある区（2022 年 7月現在）（行政単位）のひとつ。
　　新潟県、長野県、静岡県以東と沖縄県を領域とする。1997 年 7月に旧日本区を東西に分けた形で、東日本区、西日本区と
　　して誕生した。その活動は、東日本区定款に基づき、区理事がこれを統括する。区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置
　　かれている。

東日本区ウェブサイト
　　ワイズメンズクラブ、東日本区の紹介、区内のニュース、クラブ案内、区報、各種マニュアル、書式等が掲載されている
　　東日本区の公式ウェブサイト。URL は、https://www.ys-east.or.jp/
　　＜参考＞　国際協会ウェブサイト：https://www.ysmen.org/
　　　　　　　アジア太平洋地域ウェブサイト：http://www.ysmenap.org/
　　　　　　　西日本区ウェブサイト：http://www.ys-west.or.jp/

東日本区定款 ＝ Regional Constitution of Japan East Region
　　ワイズメンズクラブ国際協会の憲法に基づき、東日本区のモットー、綱領、目的、組織、運営の基本などを定めたもの。

東日本区奈良傳賞＝ Japan East Region Tsutae Nara Memorial Award
　　ワイズダム発展に尽力し、その功績が認められた会員に与えられる賞。
　　日本のワイズ運動の創始者である奈良傳氏の偉業を記念して制定された賞で、長年ワイズダム発展に尽力し、その功績が
　　認められ、奈良傳賞受賞者選考委員会の議を経て選ばれた会員が、東日本区大会で表彰される。

東日本区メーリングリスト
　　年度毎に、「全クラブ会長」、「全部長」、「各部別の部役員」、「各事業別の事業主査」等、東日本区内の各役職者別に作成さ
　　れる公式のメーリングリスト。例えば、全クラブ会長のメーリングリストは、kaicho@ys-east.or.jp。
　　当該メーリングに登録されているメンバーのみが、そのメーリングリストを用いて受発信できる。

ビジター ＝ Visitor
　　他クラブからの例会等への来訪者。ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバーも含む。

ヒストリアン（国際） ＝ Historian
　　全世界のワイズ関係の公式文書を入手保管し、歴史的資料として整備する役職者。
　　国際文献保存委員ともいう。区報、クラブチャーター資料、区大会開催資料など、使用言語の如何を問わず、ヒストリア
　　ンへ送付する。

ヒストリアン（東日本区）＝ Historian
　　東日本区のワイズ活動の歴史をまとめる役職者。
　　東日本区の歴史的事項を正確に記録するために、区報、区役員会資料、区大会資料、加盟認証状の写し、クラブ記念誌等
　　の文献を収集、整理、保存する。部ヒストリアンを設置している部もある。

ヒールザワールド ＝ Heal the World
　　国際協会が 2020-21 年度に開始した統一国際プロジェクト（「UGP」の項を参照）で、新型コロナウイルス後の世界を癒
　　すために、より強い国際的な関与と組織的な連携、連帯を構築して我々のボランティアの力をより発揮することを目的と
　　している。主な活動内容は、災害時等の救援物資の提供 /ボランティア支援、医療 /健康プログラム、専門家のネットワー
　　ク構築など。プロジェクトの資金を賄うために、TOF献金の増額が望まれている。

フィラテリスト ＝ Philatelist
　　直訳すると「切手収集家」。ワイズにおいては、BF献金の使用済切手の拠出を推進することおよび使用済切手を換金する
　　業者との窓口の役割を担う。各エリアではこの業務を担当する事業主任が任命されている。

Motto ＝ 標語（国際）
　　ワイズメンズクラブの基本的な行動目標を表す言葉。
　　国際標語は “To acknowledge the duty that accompanies every right”（強い義務感をもとう　義務はすべての権利に伴
　　う）である。

部 ＝ District
　　ワイズ運動を協力して進めるために区内の 2つ以上のクラブで構成された組織体。
　　東日本区には 7つの部（2022 年 7月 1日現在）がある。部は、区役員会、代議員会の承認を得て設置が認められる。

部事業主査 ＝ District Service Director（DSD）
　　部長のスタッフとして事業ごとに置かれる部役員。
　　部の事業活動の活発化に努め、クラブとの連絡を図ると共に、区事業主任との連絡を密にする。部長および区事業主任へ
　　部事業活動報告書を送る。

部大会 ＝ District Convention
　　部内各クラブ相互の情報交換および親睦のため、部長の主宰により年 1回以上開催される部の大会。2018-19 年度の東日
　　本区定款改訂により、これまでの「部会」から「部大会」に名称が変更された。正式な表記は、「XX部部大会」（「XX部大会」
　　ではなく）。

部長 ＝ District Governor
　　部の最高責任者。
　　あらゆる機会をとらえ部内クラブを指導するとともに、区にあっては代議員、区役員、「区役員候補者指名委員会」の委員
　　であり、部にあっては通常年 1回の部大会を主宰し、部の方針および運営等を協議し決定する数回の評議会を開催し、また、
　　属するクラブ会員全員の研修と交流を図る。任期内に部内クラブを 1回以上「公式訪問」し、部内諸活動の推進に努める。

部評議会 ＝ District Council
　　部の運営を協議、決議する機関。構成員は、それぞれの部則の定めによる。

物品 ＝ Supplies
　　ワイズ活動に用いる備品（万国旗など）、小道具（シールなど）、バッジ等の総称。
　　これらを製作 /供給する活動、事業者もいう。

ブリテン ＝ Bulletin
　　クラブとしての機関紙。クラブメンバーおよび他クラブ、区 /部役員等への連絡 /案内、入会候補者への PR、クラブの記
　　録としての役目を持つ。
　　毎月発行し、その月の例会プログラム、在籍者数、前月の例会出席者、出席率、BF成績、活動報告、活動計画、会員消息
　　などを掲載する。

文献 ＝ Documentation
　　ワイズメンズクラブ活動の指針となる規約集、手引き書その他参考文献。
　　文献作成 /精査等の実働組織として、東日本区では文献・組織検討委員会が設けられており、その委員は、区理事が任命する。

ブースター賞 ＝ Booster Award
　　会員増強の功績に対して国際協会から授与される賞。前年 2月 1日から当年 1月 31 日までの 1年間に、3名以上の新入
　　会員を紹介した個人および 6名以上の会員純増を果たしたクラブが表彰される。



STEP ＝ Short Term Youth Exchange Program
　　ユース海外短期交流プログラム。
　　3～ 11 週間の短期海外訪問制度。18～ 25 歳のワイズの子弟（または、3年以上、ワイズメンズクラブ、ワイズユースク
　　ラブ、YMCAの何れかの会員経験を有する者）が応募対象者。海外のワイズ家庭に滞在し、現地のユースとの交流や異文
　　化を体験する。
　　応募は、希望派遣期間の半年以上前に、クラブを通じて、ユース事業主任へ申請書類を提出する。

TOF ＝ Time of Fast
　　タイム・オブ・ファスト（Time of Fast：断食の時）の略称で、「ティー・オー・エフ」と発音する。クラブ例会での食事
　　を抜き、その金額相当分を国際協会に献金する。
　　献金は、世界中のYMCA、ワイズメンズクラブから募集して国際協会が選定する、SDGs に関連する発展途上国を主たる
　　対象とする地域支援プロジェクトに用いられる。
　　国際協会、東日本区では 2月を強調月間とし、クラブ例会だけではなく、2月に開催される、区、部の会合でも食事を抜
　　いたり、簡素なものにしたりしてその分を献金するよう努めている。

TC ＝ Travel Coordinator
　　来訪する BF代表の旅行日程を立案し、旅行中の世話や受け入れ /調整を行う専任委員。

UGP ＝ Unified Global Project（統一国際プロジェクト）
　　ワイズメンズクラブの認識度のアップを願って、始められた国際レベルの統一事業で、2005 年度からはHIV/ AIDS 関連
　　事業を展開した。国際協会での取り組みが終わった 2010 年度以降も東日本区では継続して取り組んでいる。2020/21 年
　　度からは、Heal the World（世界を癒そう）が統一事業に選定されている。

Week4Waste = Week for Waste (「ゴミのための週」)
　　国際協会によって 2020-21 年度に開始された、ワイズメンズクラブと地域社会を結びつけ、よりクリーンな地球を目指し
　　て統一的に行動するCS事業のキャンペーン。活動の多くは、毎年 4月 22 日のアースデイ（地球の日）のある 4月と、世
　　界最大の市民運動のひとつであるワールドクリーンアップデイ（毎年 9月中旬）に合わせて行われる。

YEEP ＝ Youth Educational Exchange Program
　　ワイズメンズクラブ会員の子弟の高校留学生交換事業。
　　2020-21 年度に廃止された。

YES ＝ Y's Extension Support
　　新クラブ設立の活動を支援するためのアジア太平洋地域の基金。各区から地域に拠出された献金は、地域内の各クラブの
　　設立支援資金および地域レベルのエクステンション活動に用いられる。

YIA ＝ Youth Involvement and Activities
　　若者のワイズメンズクラブ活動への参画、活動。
　　ワイズメンズクラブが行う様々な行事に、多くの若者達を巻き込む活動の奨励、ワイズユースクラブの育成、ユースコン
　　ボケーションの実施等を行う。

Y３ ＝ ワイスリー
　　ワイズメンズクラブの活動に共感する高校生以上の若者によるユースクラブ。YMCA、Y's Men、Youth の 3つの Yを表
　　している東・西日本区だけの組織である。2021-2022 年度現在、「Y３宇都宮」が活動を行っている。

YMCA ＝ Young Men's Christian Association
　　ワイズメンズクラブが支援、奉仕の対象としている社会教育団体。世界 120か国・地域に 6,500 万人（2021-2022 年度現在）
　　の会員を持つ世界最古、最大のNGOと言われている。
　　1844 年ロンドンでジョージ・ウィリアムズら青年によって創設され、全世界に広がり、世界YMCA同盟を結成している。
　　青少年の育成を運動の中心とするが、社会の必要に応えて、平和活動、地域社会支援、社会的弱者救済等にも取り組んでいる。

YMCAサービス ＝ YMCA Service
　　YMCAに対する奉仕を立案、実行するワイズメンズクラブの事業。
　　東日本区事業の中のひとつであり、YMCA指導者育成のための財的支援を目的とするASF（アレキサンダー奨学基金）も
　　YMCAサービス事業のひとつである。クラブは、区のサービス事業とともに、各クラブの関係YMCAへの奉仕と協力を
　　推進する。

　　Eは、クラブ拡張（新クラブ設立）、MCは、会員の維持（啓発、退会防止）と増強（新会員獲得）の意。

EF ＝ Endowment Fund（エンダウメントファンド）
　　国際協会の財政的な安定およびワイズダム発展のための基金。
　　個人 /クラブが特定の人を記念して献辞とともに 120 スイスフラン以上の寄付を行うか、個人 /クラブとして寄付のみを
　　行うかの 2種類がある。前者は、国際本部に永久保管されている「ゴールデンブック」に献辞が記載される。後者は、一
　　定金額以上の寄付を行った場合、献金額に応じて以下の称号が与えられ、「ゴールデンブック」に氏名が記載される。
　　50スイスフラン以上の献金（個人）：エンダウメントフレンド
　　120 スイスフラン以上の献金（個人）：ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　2回目の 120 スイスフラン以上の献金（個人）：ダブル・ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　1,000 スイスフラン以上の献金（個人）：オナーロール
　　1,000 スイスフラン以上の献金（クラブ）：オナーロールクラブ

IT アドバイザー＝ Information Technology Advisor
　　情報技術アドバイザー。
　　東日本区では「情報技術」に関して専門的なアドバイスを担当し、区のウェブサイトや区内のメーリングシステムの構築、
　　維持など IT に関するサポートを行っている。

IBC ＝ International Brother Clubs
　　国際兄弟クラブ。
　　クラブが外国のクラブと兄弟クラブ締結を行い、永続的な交流を続けること。また、その相手クラブのことも指す。新た
　　に IBC関係を結ぼうとするクラブ同士は、十分な事前準備を行った上で、締結書を交わす。
　　締結は、IBC国際事業主任が締結書にサインすることにより正式に認められる。

IBC トライアングル＝ International Brother Clubs Triangle
　　3クラブが相互に IBCを締結すること。

IBC クワドラングル＝ International Brother Clubs Quadrangle
　　4クラブが相互に IBCを締結すること。

ID ＝ International Director（ワイズメネット国際主任）
　　国際協会におけるワイズメネットの代表者。

iGo = Internships for Global Outreach（アイゴー：「世界に手を伸ばすためのインターン制度」）
　　青年の成長を目的として、YMCAやワイズメンズクラブ会員で事業を行っている者が、ユースに国際的なインターン（職
　　業体験）の場を提供するプログラム。申請時に 18歳から 29歳の者が対象。2020-21 年度に廃止されたYEEP の後継プロ
　　グラム。

JEF ＝ Japan East Y's Men's Fund
　　東日本区ワイズ基金。
　　東日本区ワイズ運動の安定的かつ継続的発展を支えるため、個人、クラブが記念すべき出来事、行事、慶弔事の折等に、　
　　基金に寄付を行う。寄付者氏名とその理由は、「奉仕帳」に記帳、永久保管される。

LT ＝ Leadership Training
　　会員のリーダーシップの開発、向上を目的に行う研修またはこれを推進する事業の名称。
　　東日本区では、LT委員会が設置され、区主催の部役員、クラブ役員の研修の企画 /実施、研修教材の整備 /提供、部主催
　　の研修会等の支援を行っている。
　　国際協会での正式名称は、LTOD (Leadership Training and Organisation Development)。

NDERF ＝ Natural Disaster Emergency Relief Fund（NDERF（自然災害緊急支援基金））
　　アジア太平洋地域において、地震、台風等の大きな自然災害が発生した際の緊急支援を行うことを目的とした基金。毎年、
　　アジア太平洋地域内の各区は、メンバーひとり当たり 2米ドルを前期の地域会費と併せて、アジア太平洋地域会計に送付
　　する。各理事からの要請に基づき、アジア太平洋地域常任役員会の決定によって支援金が支給される。

SDS ＝ Special Development Support（特別発展支援金）
　　国際協会の EF（エンダウメントファンド）の運用益の一部を原資として、各区におけるエクステンション活動等に対して、
　　その費用の一部が各区から国際本部への申請によって支給される制度。

YMCAの歌 ＝ YMCA Song
　　日本のYMCAの公式歌。ワイズの会合等でも歌われる。
　　1953 年、日本YMCA同盟が 50周年を記念して公募し、同盟主事の淵田多穂理の応募作品が入選し、津川主一が作曲した。

アジア太平洋地域 ＝ Asia Pacific Area
　　ワイズ運動の国際行政区分 8地域のひとつ。
　　2022 年 7月現在、東日本区、西日本区、台湾区、フィリピン区、南東アジア区（香港、マカオ、シンガポール、マレーシ
　　ア、タイ、ミャンマー、バングラデシュ、カンボジア、ネパール、インドネシア）、スリランカ区（スリランカ、パキスタ
　　ン）、オーストラリア区の 7区（Region）から成る。

いざ立て ＝ ONCE MORE WE STAND
　　ワイズメンズクラブ国際協会の公式歌。
　　クラブ、部、区、地域、国際など、ワイズの会合の冒頭で歌われる。英語では “Y’ s Men’ s Hymn” と呼ばれる。フィ
　　ンランドの作曲家、シベリウス（1869 ～ 1957）の交響詩「フィンランディア」の曲に、ワイズメンズクラブの創始者　
　　P・W・アレキサンダーが作詞した。原題は、ONCE MORE WE STAND である。日本では1962年に淵田多穂理が訳詞した。

「祈りの輪」の日
　　世界中のワイズメンズクラブ会員が「共に祈る時」を持つ日。
　　12月 8日は、ワイズメンズクラブの創始者 P・W・アレキサンダーの誕生日。この日を記念して世界中のワイズメンズク
　　ラブ会員が、それぞれの国の午後 8時に「共に祈る時」を持って地球上を輪でつなぐことを願うことから「祈りの輪」と言う。

ウエルネス ＝ Wellness
　　創造的健康生活を送ろうという運動。
　　人間が個人的にも社会的にも健全な生活を送るため、現代人を取り巻くストレス、運動不足、環境破壊などを意識して立
　　ち向かい、こころ、からだ、人間関係のすべてにわたって、あるべき姿を追求する。複数の都市YMCA にはウエルネスセ
　　ンターが設置され、地域に対して継続してウエルネスの普及に取り組んでいる。

エクステンション・ビヨンド・ボーダーズ ＝ Extension Beyond Borders（EBB）
　　区、国の枠組みを超えて、新クラブを設立すること。国際協会は、この取り組みを推奨している。東日本区での例として、
　　東京武蔵野多摩クラブがモンゴル・ウランバートルクラブをスポンサーとして設立したことが挙げられる。EBBを行った
　　クラブに対しては国際協会から賞（Extension Beyond Borders Award：EBBA）が授与される。

エリア ＝ Area
　　国際ワイズ運動を進める行政区分。
　　世界を地理的に 8つの地域に分割している。アフリカ、アジア太平洋、韓国、カナダ /カリブ海諸国、ヨーロッパ、インド、
　　ラテンアメリカ、米国の 8地域である。各地域は、国際議員選出の母体となり、地域行政は、その地域から選出された国
　　際議員の中から選ばれた地域会長（AP）が運営に当たる。

エルマー・クロウ賞 ＝ Elmer Crowe Award
　　任期年度中に特に傑出した働きをした部長に与えられる国際賞。
　　任期半ばで倒れた、カナダの元理事エルマー・クロウを記念して創設された。区理事が評価基準に基づいて、候補者を地
　　域会長に推薦し、国際会長が最終決定する。

会員異動報告書
　　クラブの会員の入会（新入会、転入会、再入会）や退会（退会、転出会）、変更などの異動があった場合に会長の責任にお
　　いて、所属部の部長および部会員増強事業主査（写し：東日本区事務所）に提出する書類。

監事（区） ＝ Auditor
　　区運営に関して、区役員に適切な助言、督励を行う者。
　　区の指名委員会によって指名され、代議員会で承認されて 2年間の任に就く。行政監事 1名、財政監事 1名が選任され、
　　それぞれの分野での監査を行い、他方の分野も副担当として実施する。

キリスト教精神 ＝ Christian Spirit
　　イエス・キリストが全生涯をもって示した博愛、奉仕、自己犠牲の精神。
　　国際憲法のガイドライン 201 には、「イエス・キリストの教えは、ワイズメン全体の意志決定のための、クラブならびに
　　国際協会の運営のための、さらにワイズメン個人の日々の生活のための、ガイドライン（指針）となるものである。」と定
　　められている。

　　国際協会、各地域ではキリスト教精神を広めるため、キリスト教強調 (Christian Emphasis: CE) 事業主任が選任され、キ
　　リスト教精神の維持、拡大を担っている。

ギャベル ＝ Gavel
　　点鐘を行うとき、鐘をたたく木槌。

休会
　　病気や一定期間の仕事の都合等の正当な理由で、長期にわたり、クラブの例会や諸活動に出席できない者は、クラブ会長
　　が申請し、理事の承認を得て、最長 3年間、休会とすることができる。ただし、病気の快復等で再び例会等に出席できる
　　ようになった場合に復帰する意思がある者に限る。休会は、退会と同じ扱いであるが、ロースターに氏名が掲載され、また、
　　復帰の際の入会金が免除される。東日本区独自の制度。

協力関係の原則 ＝ Principles of Partnership
　　世界YMCA同盟とワイズメンズクラブ国際協会がより良きパートナーとなるべく、両者の協力関係の原則が 1981 年に締
　　結された。各地域、各区等のレベルでも同様の締結が進んでいる。

区＝ Region
　　地域（エリア）を構成する区分。東日本区は、アジア太平洋地域の構成員。
　　区の目的は、「区内の各クラブが国際憲法の精神に基づき、敬愛の念を持って交わり、国際協会の綱領と目的を達成し、さ
　　らにこの運動を広く区内に拡張するために相互に協力すること」（東日本区定款第 2条第 3項）を進めることである。

区事務所 ＝ Regional Office
　　区の運営に関する事務を処理する事務所。
　　区事務所は、区書記、会計等の理事スタッフと協力し、区運営のサポートを行う。事務所運営のために事務所所長等の職
　　員を置く。東日本区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置かれている。

区事業主任 ＝ Regional Service Director（RSD）
　　区理事のスタッフとして、事業ごとに置かれる区役員。
　　国際、地域の事業主任の指導のもと、理事の意向を受けて、当該事業活動の計画立案、実施の責任を持ち、各部の事業主
　　査をリードし、その事業活動を支援する。また、活動状況、成果を区内および地域、国際へ報告する。

区大会 ＝ Regional Convention
　　毎年各区で開催される大会。
　　東日本区は、原則として 6月の第 1土日に区理事が主宰し、開催する。大会は、クラブおよび会員が情報を交換し、互い
　　に啓発し、共に運動を担う者としての連帯、協力関係、親睦を深めることを目的とする。区大会は、立候補によって選ば
　　れたホストクラブが実行委員会（ホストコミッティー）を組織し、理事の指導のもと準備、運営、実施に当たる。

区担当主事（東日本区） ＝ YMCA Liaison Secretary to Japan East Region
　　YMCAとワイズメンズクラブの区レベルでの連携を行う日本YMCA同盟主事。
　　日本YMCA同盟総主事が同盟主事の中から任命する。東日本区役員会を始め、種々の会合、区大会等に出席し、YMCA　
　　とワイズメンズクラブとの関係が円滑に推進されるように努める。

区報、部報 ＝ Regional Bulletin、District Bulletin
　　区、部の公式の会報で、メンバーに対する情報提供、活動の記録等を目的として発行、配布される。東日本区においては
　　東日本区定款施行細則で年 2回以上の発行が定められおり、各部においては部則等の規定に則って発行される。

区役員 ＝ Regional Officers
　　区役員会を構成する役員。
　　理事、次期理事、直前理事、区書記、区会計、部長、区事業主任が区役員である。
　　区役員会には、監事、委員会委員長、専任委員、事務所職員等も列席する。

クラブ ＝ Club
　　ワイズメンズクラブ運動を構成する最小単位でかつ運動の基盤となる組織。クラブは、最低 3名の会員から成り、新たに
　　クラブを設立する際は、5名以上の会員が必要である。

クラブ担当主事 ＝ Related Secretary
　　YMCAとクラブとの連携を行うYMCAの主事。

　　投票権があるのは、グッドスタンディングクラブ（「グッドスタンディング」の項を参照）でかつ直近 3半期の会員数が　
　　15名以上のクラブである。ただし、会員数の基準を満たしていない場合、直近 3半期の会員数が 5名以上で、12月 31　
　　日現在でチャーター後 25年を経過しているクラブは、区理事からの国際本部への申請によって投票権を得ることができる。
　　投票は、各クラブを代表する者（クラブ会長または事前に登録したその他のクラブメンバー）が国際協会のウェブサイト
　　を通じて実施する。

国際本部 ＝ International Headquarters（IHQ）
　　国際協会事務局、国際書記局ともいう。国際書記長以下有給スタッフが、全世界の役員、委員、区理事、クラブ会長など
　　への事務連絡や実務を行っている。事務所は、スイス・ジュネーブに置かれている。サテライトオフィスがチェンマイ（タ
　　イ）に置かれている。

国際聖句
　　ワイズメンズクラブ会員の精神的基盤をなすもので、新約聖書 “ヨハネによる福音書第 17章 21 節”。

国際大会 ＝ International Convention（IC）
　　2年ごとに開催される国際協会レベルの大会。
　　全世界のワイズメンズクラブ会員が一堂に会し、式典、研修、親睦等のプログラムが展開される。開催地（ホスト区）は、
　　立候補制で国際大会委員会（ICC）の下に、ホスト区内に大会実行委員会（HCC=ホストコンベンションコミッティ）が
　　組織され、大会全般の準備と実行に当たる。

国際連合・経済社会理事会・特殊諮問資格＝
　　Special Consultative Status with the Economic and Social Council of the United Nations
　　2006 年にワイズメンズクラブ国際協会が取得した、国際連合・経済社会理事会が認めるNGO（非政府組織）の資格のひ
　　とつ。特定の分野において、国際連合が採択した行動計画、プログラムおよび宣言を実施、推進する。国際連合およびそ
　　の補助機関の特定の会合への出席、検討事項に関する意見を述べることができる。

コメット＝ Y'slings
　　日本でのワイズメンズクラブ会員の子弟の呼称。国際での呼称は、ワイズリングズ。

ゴールデンブック ＝ Golden Book
　　エンダウメントファンドへの献辞、寄付者名が記録される台帳。
　　革表紙の製本で永久保存される。東日本区の「東日本区ワイズ基金」（JEF）の「奉仕帳」に当たる。

出席率 ＝ The Percentage of Member's Attendance
　　クラブ会員の例会出席率。（東日本区定款施行細則第 11 条参照）

常任役員（会） ＝ Regional Executive Officers
　　区の理事、次期理事、直前理事、書記、会計。
　　この 5者で常任役員会を構成する。常任役員会は、日常必要な決済事項を合議によって処理する。

主題 ＝ Theme
　　国際会長、アジア太平洋地域会長、区理事、部長、クラブ会長が掲げる中心テーマで、それぞれの任期年度に使用する。

スローガン = Slogan
　　主題を展開、補足する副題。サブテーマ（Sub-Theme）とも言う。

スポンサークラブ＝ Sponsor Club
　　新クラブ設立のイニシアティブをとるクラブ。設立、チャーター後も、新クラブを支援する。

スマイル＝ Smile
　　クラブ活動資金、基金作りのための自由献金。
　　例会で、会員が最近身近に起きた嬉しいことなどを記念して献金する。クラブによっては「ニコニコ」、「ドライブ」、「ロバ」
　　などとも呼んでいる。

世界YMCA同盟＝ World Alliance of YMCAs
　　世界各国のYMCAの協力と運動推進を図るための連合体。本部はスイス・ジュネーブにある。略称は、WAY。
　　World YMCAと称することもある。

　　クラブが支援する都市YMCAの総主事が任命する。クラブ会員としてクラブに加わり、連絡役のみならずクラブ活動にも
　　参加する。

グッドスタンディング ＝ Good standing
　　直近 3半期の会費（国際会費、地域会費、区会費）を支払ったクラブを国際協会ではグッドスタンディング（良好な状態
　　のクラブ）クラブと呼ぶ。会員数には無関係である。

ゲスト ＝ Guest
　　例会などでワイズ関係 ( ワイズメン、ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバー ) 以外の知人、友人、ゲス
　　トスピーカー、入会候補者としての参加者などをゲストと呼ぶ。

広義会員 ＝ Members-at-large
　　クラブ会員の内、常に例会その他の会合に出席することが不可能な者は、クラブ会長が理事に届け出て、理事の承認を受
　　けると広義会員となることができる東日本区の制度。広義会員は、例会出席義務を免かれる。
　　国際協会の広義会員は、ワイズの無い地域に住む者が、特定のクラブではなく区に所属する制度であり、東日本区の制度
　　とは別の制度である。

広報 ＝ Public Relations（PR）
　　「組織以外の多くの人に広く情報を伝える」（Public Information）と「人のつながりを強める」（Public Relations）こと。
　　ワイズ内外にタイムリーに情報発信し、ワイズ活動の活性化、社会的認知度の向上に資する。

功労会員 ＝ Senior Service Member
　　クラブのために長年尽くして来た会員が、クラブの決議により理事に届け出て功労会員となる。例会出席義務を免除される。

国際会長 ＝ International President（IP）
　　ワイズメンズクラブ国際組織の最高責任者。国際議会の議長を務める。
　　推薦制で任期は 1年。就任の 2年前に投票権を持つ全世界のクラブ会長の投票で選ばれ、次の 1年、次期国際会長となる。
　　国際会長の取り組みとして最も強調したいことを「国際会長主題」として掲げる。

国際議会 ＝ International Council（IC）
　　ワイズメンズクラブ国際協会の立法機関。
　　国際憲法の改訂を始め、国際協会の予算の決定、諸事業、規定の新設 /改廃、国際大会開催地の決定など、国際ワイズ活
　　動のすべての重要案件を審議する。各地域から会員人数割りで選出される 15名の（国際）議員によって構成される。毎年
　　7月または 8月に国際議会が開かれ、1月または 2月に年央会議（ミッドイヤーミーティング）が開かれる。

国際議員 ＝ International Council Members（ICM）
　　国際議会構成員。世界の全 8地域から会員数に応じてドント方式で選出される 13名の国際議員と輪番で 2地域から選出
　　される 2名の青年議員（26歳から 39歳）議員の合計 15名からなる。何れも当該地域の各クラブからの投票で選出される。
　　任期は 2年で再選は認められていない。

（ワイズメンズクラブ）国際協会 ＝ The International Association of Y’ s Men’ s Clubs / Y’ s Men International
　　世界のワイズメンズクラブを構成員として設立されている国際組織。
　　国際協会の立法機関は、国際議会、行政機関は、執行役員会と各地域会長である。

国際憲法 ＝ International Constitution
　　ワイズメンズクラブの活動基盤を定めたもの。
　　東日本区定款の綱領や目的も国際憲法に基づいて定められている。国際協会の標語（Motto）「強い義務感を持とう　義務
　　はすべての権利に伴う」も、この中に明記されている。

国際執行役員（会） ＝ International Executive Officers（IEO）
　　国際会長、次期国際会長、直前国際会長、国際会計を国際執行役員と呼び、4者で国際執行役員会を構成する。国際執行
　　役員会には、有給スタッフである国際書記長も陪席し、日常必要な決済事項を合議によって処理する。東日本区の常任役
　　員（会）に当たる。

国際投票 = International Voting
　　毎年通常、12月から 1月にかけて、次々期国際会長、次期国際会計（3年に 1度）、地域選出国際議会議員の選出および
　　国際憲法の改訂（改訂事項がある場合）についての国際投票が行われる。

設立総会
　　新クラブの発足に際し、新クラブメンバーによりクラブ名称、会則、事業方針、予算などを決議し、また、申請書類への
　　署名を行う会合。日本のワイズメンズクラブ独特のもの。
　　設立総会を終えると、クラブとしての活動が始まるが、チャーターナイトまでは、「ワイズメンズクラブ」として公式には
　　認められていないため、その間は「（仮）○○ワイズメンズクラブ」等と称することが通例となっている。

戦略 2032 = Strategy 2032　
　　創立 100 周年を機に、2022 年に制定されたワイズズメンズクラブ国際協会（YMI）の中長期計画。YMI が 2032 年には
　　どのような組織になっているかの目標およびそのための戦略をまとめたもの。YMIは、公平で持続可能な世界を築くために、
　　互いに刺激し合い、協力し合って、親睦と地域社会への影響力において卓越した組織となること、健康、環境、教育に重
　　点を置いて奉仕活動を行っていくこと等が謳われている。
　　2016 年に制定された「2022 年とその先に向けて」（Towards2022 & Beyond」）および 2019 年に制定された「チャレン
　　ジ 22」（Challenge 22）の後継計画である。

代議員＝ Regional Council Members
　　東日本区のクラブ会長、部長および部の会員人数割りによって選出された会員。任期は、7月 1日から 1年。ただし、再
　　任を妨げない。議長は、直前部長の互選で選任される。
　　東日本区の立法機関である代議員会の構成員である。年次代議員会は、通常東日本区大会に合わせて開催される。部人数
　　割代議員は部内会員数 100 名につき 1名（100 名未満の場合は 1名）の割合で選出する。内 1名は、直前部長。

チャーター＝ Charter
　　新設クラブに対して国際協会が加盟を認証すること、または加盟認証状。加盟認証状に記載されている「Charter 　　　
　　Presentation Date」が公式のチャーター年月日である。

チャーターメンバー＝ Charter Member
　　新クラブ発足時の設立会員。国際協会加盟手続きの際、申請書に署名した会員。

チャーターナイト＝ Charter Presentation Ceremony
　　国際協会加盟認証を受ける新クラブが、近隣クラブおよび地域社会に披露する会。
　　本来は晩餐会なので通称 “チャーターナイト” という。この会では国際協会加盟認証状の伝達式、チャーターバッジ着装、
　　メンバー紹介などが行われる。

地域事務所 ＝ Area Office
　　地域の運営を円滑に進めるための事務所。
　　専任スタッフを置き、地域会長指導のもと、各区ヘの事務連絡、事務処理等を行う。アジア太平洋地域は、香港に地域事
　　務所を置いている。

点鐘
　　クラブ例会、区役員会等の公式会合の時に、開会宣言 /閉会宣言を行う主宰者が厳粛にギャベル（木槌）で鐘を打ち鳴ら
　　すこと。

トロイカ ＝ Troika
　　組織の各レベルで、トップをその前任者と後任者が支え、また、組織運営の継続性を確保する体制。ロシア語の 3頭立て
　　の馬橇が語源。
　　区は理事、次期理事、直前理事、部は部長、次期部長、直前部長、クラブは会長、次期会長、直前会長からなる。

ドライバー ＝ Driver
　　ワイズ運動、特に例会の推進役。クラブによってはマーシャル、クラブサービスと呼んでいる。直訳は“強く動機づける人”、
　　“運動推進役”。献金を促したり例会を盛り上げたりする役割を担う。

西日本区 ＝ Japan West Region
　　富山県、岐阜県、愛知県以西（沖縄県を除く）を領域とする区。1997 年に旧日本区の分割によって、東日本区と同時に誕
　　生した。

日本YMCA同盟 ＝ The National Council of YMCAs of Japan
　　日本のYMCA運動の推進、都市YMCAと学生YMCAへの支援、調整、助言活動を行う組織。事務所を東京都新宿区四
　　　　谷本塩町 2-11 に置く。1903 年に設立され、世界YMCA同盟とアジア・太平洋YMCA同盟に加盟し、世界YMCA

　　同盟を始め海外YMCAとの連絡を担う。全国のスタッフの国内研修、主事養成と認証、ワイズメンズクラブとの連携、調
　　整、御殿場にある研修施設、国際青少年センターYMCA東山荘の運営も行っている。

バナー ＝ Banner
　　クラブ、部、区の旗。クラブ例会、部大会、区大会など公式会合時に掲げる。

バランタイン賞 ＝ Harry M. Ballantyne Award of Merit 
　　国際協会の発展に貢献したメンバーに対して、毎年、国際協会が授賞する賞。1922 年の国際協会設立時から担当主事とし
　　て活躍した、Harry M. Ballantyne カナダ YMCA主事を記念して 1957 年に創設された。正式名称は、ハリー・M・バラ
　　ンタイン賞。
　　これまでの日本人受賞者は、次の各氏。（　　）内は受賞年：奈良傳（1966）、鈴木謙介（1982）、竹内敏朗（1987）、田
　　中真（1995）、三井万壽雄（2002）、今村一之（2006）、奈良信（2010）、藤井寛敏（2018）

半年報 ＝ Semiannual Report
　　クラブが会員の入 /退会による変化を東日本区へ提出（クラブ→部長→会員増強事業主任）する報告書。
　　7月 1日付と 1月 1日付の年 2回一定の書式で報告する。7月 1日付人数が国際会費、アジア太平洋地域会費、区費算定
　　の基礎となる。

東日本区 ＝ Japan East Region
　　世界に 44ある区（2022 年 7月現在）（行政単位）のひとつ。
　　新潟県、長野県、静岡県以東と沖縄県を領域とする。1997 年 7月に旧日本区を東西に分けた形で、東日本区、西日本区と
　　して誕生した。その活動は、東日本区定款に基づき、区理事がこれを統括する。区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置
　　かれている。

東日本区ウェブサイト
　　ワイズメンズクラブ、東日本区の紹介、区内のニュース、クラブ案内、区報、各種マニュアル、書式等が掲載されている
　　東日本区の公式ウェブサイト。URL は、https://www.ys-east.or.jp/
　　＜参考＞　国際協会ウェブサイト：https://www.ysmen.org/
　　　　　　　アジア太平洋地域ウェブサイト：http://www.ysmenap.org/
　　　　　　　西日本区ウェブサイト：http://www.ys-west.or.jp/

東日本区定款 ＝ Regional Constitution of Japan East Region
　　ワイズメンズクラブ国際協会の憲法に基づき、東日本区のモットー、綱領、目的、組織、運営の基本などを定めたもの。

東日本区奈良傳賞＝ Japan East Region Tsutae Nara Memorial Award
　　ワイズダム発展に尽力し、その功績が認められた会員に与えられる賞。
　　日本のワイズ運動の創始者である奈良傳氏の偉業を記念して制定された賞で、長年ワイズダム発展に尽力し、その功績が
　　認められ、奈良傳賞受賞者選考委員会の議を経て選ばれた会員が、東日本区大会で表彰される。

東日本区メーリングリスト
　　年度毎に、「全クラブ会長」、「全部長」、「各部別の部役員」、「各事業別の事業主査」等、東日本区内の各役職者別に作成さ
　　れる公式のメーリングリスト。例えば、全クラブ会長のメーリングリストは、kaicho@ys-east.or.jp。
　　当該メーリングに登録されているメンバーのみが、そのメーリングリストを用いて受発信できる。

ビジター ＝ Visitor
　　他クラブからの例会等への来訪者。ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバーも含む。

ヒストリアン（国際） ＝ Historian
　　全世界のワイズ関係の公式文書を入手保管し、歴史的資料として整備する役職者。
　　国際文献保存委員ともいう。区報、クラブチャーター資料、区大会開催資料など、使用言語の如何を問わず、ヒストリア
　　ンへ送付する。

ヒストリアン（東日本区）＝ Historian
　　東日本区のワイズ活動の歴史をまとめる役職者。
　　東日本区の歴史的事項を正確に記録するために、区報、区役員会資料、区大会資料、加盟認証状の写し、クラブ記念誌等
　　の文献を収集、整理、保存する。部ヒストリアンを設置している部もある。

ヒールザワールド ＝ Heal the World
　　国際協会が 2020-21 年度に開始した統一国際プロジェクト（「UGP」の項を参照）で、新型コロナウイルス後の世界を癒
　　すために、より強い国際的な関与と組織的な連携、連帯を構築して我々のボランティアの力をより発揮することを目的と
　　している。主な活動内容は、災害時等の救援物資の提供 /ボランティア支援、医療 /健康プログラム、専門家のネットワー
　　ク構築など。プロジェクトの資金を賄うために、TOF献金の増額が望まれている。

フィラテリスト ＝ Philatelist
　　直訳すると「切手収集家」。ワイズにおいては、BF献金の使用済切手の拠出を推進することおよび使用済切手を換金する
　　業者との窓口の役割を担う。各エリアではこの業務を担当する事業主任が任命されている。

Motto ＝ 標語（国際）
　　ワイズメンズクラブの基本的な行動目標を表す言葉。
　　国際標語は “To acknowledge the duty that accompanies every right”（強い義務感をもとう　義務はすべての権利に伴
　　う）である。

部 ＝ District
　　ワイズ運動を協力して進めるために区内の 2つ以上のクラブで構成された組織体。
　　東日本区には 7つの部（2022 年 7月 1日現在）がある。部は、区役員会、代議員会の承認を得て設置が認められる。

部事業主査 ＝ District Service Director（DSD）
　　部長のスタッフとして事業ごとに置かれる部役員。
　　部の事業活動の活発化に努め、クラブとの連絡を図ると共に、区事業主任との連絡を密にする。部長および区事業主任へ
　　部事業活動報告書を送る。

部大会 ＝ District Convention
　　部内各クラブ相互の情報交換および親睦のため、部長の主宰により年 1回以上開催される部の大会。2018-19 年度の東日
　　本区定款改訂により、これまでの「部会」から「部大会」に名称が変更された。正式な表記は、「XX部部大会」（「XX部大会」
　　ではなく）。

部長 ＝ District Governor
　　部の最高責任者。
　　あらゆる機会をとらえ部内クラブを指導するとともに、区にあっては代議員、区役員、「区役員候補者指名委員会」の委員
　　であり、部にあっては通常年 1回の部大会を主宰し、部の方針および運営等を協議し決定する数回の評議会を開催し、また、
　　属するクラブ会員全員の研修と交流を図る。任期内に部内クラブを 1回以上「公式訪問」し、部内諸活動の推進に努める。

部評議会 ＝ District Council
　　部の運営を協議、決議する機関。構成員は、それぞれの部則の定めによる。

物品 ＝ Supplies
　　ワイズ活動に用いる備品（万国旗など）、小道具（シールなど）、バッジ等の総称。
　　これらを製作 /供給する活動、事業者もいう。

ブリテン ＝ Bulletin
　　クラブとしての機関紙。クラブメンバーおよび他クラブ、区 /部役員等への連絡 /案内、入会候補者への PR、クラブの記
　　録としての役目を持つ。
　　毎月発行し、その月の例会プログラム、在籍者数、前月の例会出席者、出席率、BF成績、活動報告、活動計画、会員消息
　　などを掲載する。

文献 ＝ Documentation
　　ワイズメンズクラブ活動の指針となる規約集、手引き書その他参考文献。
　　文献作成 /精査等の実働組織として、東日本区では文献・組織検討委員会が設けられており、その委員は、区理事が任命する。

ブースター賞 ＝ Booster Award
　　会員増強の功績に対して国際協会から授与される賞。前年 2月 1日から当年 1月 31 日までの 1年間に、3名以上の新入
　　会員を紹介した個人および 6名以上の会員純増を果たしたクラブが表彰される。

ワイズ用語

ASF ＝ Alexander Scholarship Fund
　　ワイズメンズクラブ創始者ポール・ウイリアム・アレキサンダーを記念して設置された国際協会の基金。将来YMCA主事
　　になろうとする青年への財的援助を主たる目的に設置された。現在では、YMCAスタッフのトレーニングやYMCAの財
　　政的支援などにも用いられている。
　　東日本区ではCS資金と合わせて「CS・Y サ・ASF 資金」として運営し、地域社会奉仕事業、YMCA サービス事業、お
　　よびYMCAが行う主事研修等に用いられている。区内で集められたASF 献金の合計の 30％が国際協会にASF 献金とし
　　て送金される。

BF＝ Building Fellowship
　　クラブ間の交流を深め、ワイズ運動のリーダーを養成するための国際協会の制度。
　　全世界のワイズメンズクラブ会員の参加によって、使用済郵便切手を集め整理して、切手市場で換金する方法が主力だっ 
　　たが、次第に現金による拠出が増えてきた。切手を有利に換金するために奉仕する専門家をフィラテリスト、また、この
　　基金の支出面を決定する国際協会の委員会を BFEC（BFエクスペンディチェアコミッティー）という。
　　2022 年 5月の国際議会において、これまでの Brotherhood Fund から Building Fellowship に名称が変更された。

BF国際表彰 = BF Awards
　　国際協会が表彰する BFに関する賞は、以下のとおり。
　　＜クラブ表彰＞
　　　前年度獲得したポイント数に応じて、BFブロンズ賞（2ポイント以上）、BFシルバー賞（5ポイント以上）、BFゴール
　　　ド賞（10ポイント以上）、BFプラチナ賞（20ポイント以上）が授与される。ポイントは、以下の基準で付与される。
　　 BF 代表派遣：2ポイント
　   BF 代表受け入れ：4ポイント
　   現金献金：40スイスフラン毎に 1ポイント
    使用済み切手換金による献金：10スイスフラン毎に 1ポイント
　　＜区表彰＞
　　　アルフ・レイノルズ賞：前年度に最も多額の BF献金を行った区に授与される。
　　　アニー・ベル賞：前年度に使用済み切手換金による最も多額の献金を行った区に授与される。

BF代表 ＝ BF Delegate
　　BF制度から旅費が支給され、ある地域（区）から他地域（区）を公式訪問する代表者。
　　BF文化代表は、公募によって選ばれるが、文化代表に応募するには、所属クラブが規定額以上の BF献金（80スイスフラ
　　ン：約１万円）を前年度に拠出していなければならず、また、訪問先の TC（トラベルコーディネーター）が作る日程に従
　　い、10日間以上 30日間以内の旅程を全うし、帰国後は、報告書の提出、報告会の開催が求められる。国際、地域大会へ
　　の費用の一部が支給される大会代表もある。IYC参加者への補助金、カーボンオフセットプロジェクトへの助成金等もこ
　　の制度から支給される。（BF代表応募資格と応募手続きの項を参照）

CS ＝ Community Service
　　地域社会・隣人への奉仕活動。
　　各クラブは、地域のニーズや支援するYMCAの活動に同対応した独自のCS活動を行うとともに、国際協会、アジア太平
　　洋地域、区・部のCS活動に積極的に参画する。

CS資金＝ CS Fund
　　国際社会 /地域社会への奉仕、支援のための日本のワイズメンズクラブ独自の資金（基金）。
　　区CS事業のひとつの柱として国内外からの援助要請に応えて役立てられている。資金源は、お年玉付年賀はがき /年賀切
　　手の当せんお年玉切手シートや現金の寄付による。（ASF の項を参照）

DBC ＝ Domestic Brother Clubs
　　国内兄弟クラブ。IBC（国際兄弟クラブ）にならった国内間の兄弟クラブの制度で、日本、台湾等の一部の国、区で行わ
　　れている。日本区の東・西日本区への分割により、東・西クラブでの締結が奨励されている。
　　締結は、両区の理事が締結書にサインすることにより正式に認められる。

EMC ＝ Extension and Membership Conservation



STEP ＝ Short Term Youth Exchange Program
　　ユース海外短期交流プログラム。
　　3～ 11 週間の短期海外訪問制度。18～ 25 歳のワイズの子弟（または、3年以上、ワイズメンズクラブ、ワイズユースク
　　ラブ、YMCAの何れかの会員経験を有する者）が応募対象者。海外のワイズ家庭に滞在し、現地のユースとの交流や異文
　　化を体験する。
　　応募は、希望派遣期間の半年以上前に、クラブを通じて、ユース事業主任へ申請書類を提出する。

TOF ＝ Time of Fast
　　タイム・オブ・ファスト（Time of Fast：断食の時）の略称で、「ティー・オー・エフ」と発音する。クラブ例会での食事
　　を抜き、その金額相当分を国際協会に献金する。
　　献金は、世界中のYMCA、ワイズメンズクラブから募集して国際協会が選定する、SDGs に関連する発展途上国を主たる
　　対象とする地域支援プロジェクトに用いられる。
　　国際協会、東日本区では 2月を強調月間とし、クラブ例会だけではなく、2月に開催される、区、部の会合でも食事を抜
　　いたり、簡素なものにしたりしてその分を献金するよう努めている。

TC ＝ Travel Coordinator
　　来訪する BF代表の旅行日程を立案し、旅行中の世話や受け入れ /調整を行う専任委員。

UGP ＝ Unified Global Project（統一国際プロジェクト）
　　ワイズメンズクラブの認識度のアップを願って、始められた国際レベルの統一事業で、2005 年度からはHIV/ AIDS 関連
　　事業を展開した。国際協会での取り組みが終わった 2010 年度以降も東日本区では継続して取り組んでいる。2020/21 年
　　度からは、Heal the World（世界を癒そう）が統一事業に選定されている。

Week4Waste = Week for Waste (「ゴミのための週」)
　　国際協会によって 2020-21 年度に開始された、ワイズメンズクラブと地域社会を結びつけ、よりクリーンな地球を目指し
　　て統一的に行動するCS事業のキャンペーン。活動の多くは、毎年 4月 22 日のアースデイ（地球の日）のある 4月と、世
　　界最大の市民運動のひとつであるワールドクリーンアップデイ（毎年 9月中旬）に合わせて行われる。

YEEP ＝ Youth Educational Exchange Program
　　ワイズメンズクラブ会員の子弟の高校留学生交換事業。
　　2020-21 年度に廃止された。

YES ＝ Y's Extension Support
　　新クラブ設立の活動を支援するためのアジア太平洋地域の基金。各区から地域に拠出された献金は、地域内の各クラブの
　　設立支援資金および地域レベルのエクステンション活動に用いられる。

YIA ＝ Youth Involvement and Activities
　　若者のワイズメンズクラブ活動への参画、活動。
　　ワイズメンズクラブが行う様々な行事に、多くの若者達を巻き込む活動の奨励、ワイズユースクラブの育成、ユースコン
　　ボケーションの実施等を行う。

Y３ ＝ ワイスリー
　　ワイズメンズクラブの活動に共感する高校生以上の若者によるユースクラブ。YMCA、Y's Men、Youth の 3つの Yを表
　　している東・西日本区だけの組織である。2021-2022 年度現在、「Y３宇都宮」が活動を行っている。

YMCA ＝ Young Men's Christian Association
　　ワイズメンズクラブが支援、奉仕の対象としている社会教育団体。世界 120か国・地域に 6,500 万人（2021-2022 年度現在）
　　の会員を持つ世界最古、最大のNGOと言われている。
　　1844 年ロンドンでジョージ・ウィリアムズら青年によって創設され、全世界に広がり、世界YMCA同盟を結成している。
　　青少年の育成を運動の中心とするが、社会の必要に応えて、平和活動、地域社会支援、社会的弱者救済等にも取り組んでいる。

YMCAサービス ＝ YMCA Service
　　YMCAに対する奉仕を立案、実行するワイズメンズクラブの事業。
　　東日本区事業の中のひとつであり、YMCA指導者育成のための財的支援を目的とするASF（アレキサンダー奨学基金）も
　　YMCAサービス事業のひとつである。クラブは、区のサービス事業とともに、各クラブの関係YMCAへの奉仕と協力を
　　推進する。

　　Eは、クラブ拡張（新クラブ設立）、MCは、会員の維持（啓発、退会防止）と増強（新会員獲得）の意。

EF ＝ Endowment Fund（エンダウメントファンド）
　　国際協会の財政的な安定およびワイズダム発展のための基金。
　　個人 /クラブが特定の人を記念して献辞とともに 120 スイスフラン以上の寄付を行うか、個人 /クラブとして寄付のみを
　　行うかの 2種類がある。前者は、国際本部に永久保管されている「ゴールデンブック」に献辞が記載される。後者は、一
　　定金額以上の寄付を行った場合、献金額に応じて以下の称号が与えられ、「ゴールデンブック」に氏名が記載される。
　　50スイスフラン以上の献金（個人）：エンダウメントフレンド
　　120 スイスフラン以上の献金（個人）：ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　2回目の 120 スイスフラン以上の献金（個人）：ダブル・ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　1,000 スイスフラン以上の献金（個人）：オナーロール
　　1,000 スイスフラン以上の献金（クラブ）：オナーロールクラブ

IT アドバイザー＝ Information Technology Advisor
　　情報技術アドバイザー。
　　東日本区では「情報技術」に関して専門的なアドバイスを担当し、区のウェブサイトや区内のメーリングシステムの構築、
　　維持など IT に関するサポートを行っている。

IBC ＝ International Brother Clubs
　　国際兄弟クラブ。
　　クラブが外国のクラブと兄弟クラブ締結を行い、永続的な交流を続けること。また、その相手クラブのことも指す。新た
　　に IBC関係を結ぼうとするクラブ同士は、十分な事前準備を行った上で、締結書を交わす。
　　締結は、IBC国際事業主任が締結書にサインすることにより正式に認められる。

IBC トライアングル＝ International Brother Clubs Triangle
　　3クラブが相互に IBCを締結すること。

IBC クワドラングル＝ International Brother Clubs Quadrangle
　　4クラブが相互に IBCを締結すること。

ID ＝ International Director（ワイズメネット国際主任）
　　国際協会におけるワイズメネットの代表者。

iGo = Internships for Global Outreach（アイゴー：「世界に手を伸ばすためのインターン制度」）
　　青年の成長を目的として、YMCAやワイズメンズクラブ会員で事業を行っている者が、ユースに国際的なインターン（職
　　業体験）の場を提供するプログラム。申請時に 18歳から 29歳の者が対象。2020-21 年度に廃止されたYEEP の後継プロ
　　グラム。

JEF ＝ Japan East Y's Men's Fund
　　東日本区ワイズ基金。
　　東日本区ワイズ運動の安定的かつ継続的発展を支えるため、個人、クラブが記念すべき出来事、行事、慶弔事の折等に、　
　　基金に寄付を行う。寄付者氏名とその理由は、「奉仕帳」に記帳、永久保管される。

LT ＝ Leadership Training
　　会員のリーダーシップの開発、向上を目的に行う研修またはこれを推進する事業の名称。
　　東日本区では、LT委員会が設置され、区主催の部役員、クラブ役員の研修の企画 /実施、研修教材の整備 /提供、部主催
　　の研修会等の支援を行っている。
　　国際協会での正式名称は、LTOD (Leadership Training and Organisation Development)。

NDERF ＝ Natural Disaster Emergency Relief Fund（NDERF（自然災害緊急支援基金））
　　アジア太平洋地域において、地震、台風等の大きな自然災害が発生した際の緊急支援を行うことを目的とした基金。毎年、
　　アジア太平洋地域内の各区は、メンバーひとり当たり 2米ドルを前期の地域会費と併せて、アジア太平洋地域会計に送付
　　する。各理事からの要請に基づき、アジア太平洋地域常任役員会の決定によって支援金が支給される。

SDS ＝ Special Development Support（特別発展支援金）
　　国際協会の EF（エンダウメントファンド）の運用益の一部を原資として、各区におけるエクステンション活動等に対して、
　　その費用の一部が各区から国際本部への申請によって支給される制度。

YMCAの歌 ＝ YMCA Song
　　日本のYMCAの公式歌。ワイズの会合等でも歌われる。
　　1953 年、日本YMCA同盟が 50周年を記念して公募し、同盟主事の淵田多穂理の応募作品が入選し、津川主一が作曲した。

アジア太平洋地域 ＝ Asia Pacific Area
　　ワイズ運動の国際行政区分 8地域のひとつ。
　　2022 年 7月現在、東日本区、西日本区、台湾区、フィリピン区、南東アジア区（香港、マカオ、シンガポール、マレーシ
　　ア、タイ、ミャンマー、バングラデシュ、カンボジア、ネパール、インドネシア）、スリランカ区（スリランカ、パキスタ
　　ン）、オーストラリア区の 7区（Region）から成る。

いざ立て ＝ ONCE MORE WE STAND
　　ワイズメンズクラブ国際協会の公式歌。
　　クラブ、部、区、地域、国際など、ワイズの会合の冒頭で歌われる。英語では “Y’ s Men’ s Hymn” と呼ばれる。フィ
　　ンランドの作曲家、シベリウス（1869 ～ 1957）の交響詩「フィンランディア」の曲に、ワイズメンズクラブの創始者　
　　P・W・アレキサンダーが作詞した。原題は、ONCE MORE WE STAND である。日本では1962年に淵田多穂理が訳詞した。

「祈りの輪」の日
　　世界中のワイズメンズクラブ会員が「共に祈る時」を持つ日。
　　12月 8日は、ワイズメンズクラブの創始者 P・W・アレキサンダーの誕生日。この日を記念して世界中のワイズメンズク
　　ラブ会員が、それぞれの国の午後 8時に「共に祈る時」を持って地球上を輪でつなぐことを願うことから「祈りの輪」と言う。

ウエルネス ＝ Wellness
　　創造的健康生活を送ろうという運動。
　　人間が個人的にも社会的にも健全な生活を送るため、現代人を取り巻くストレス、運動不足、環境破壊などを意識して立
　　ち向かい、こころ、からだ、人間関係のすべてにわたって、あるべき姿を追求する。複数の都市YMCA にはウエルネスセ
　　ンターが設置され、地域に対して継続してウエルネスの普及に取り組んでいる。

エクステンション・ビヨンド・ボーダーズ ＝ Extension Beyond Borders（EBB）
　　区、国の枠組みを超えて、新クラブを設立すること。国際協会は、この取り組みを推奨している。東日本区での例として、
　　東京武蔵野多摩クラブがモンゴル・ウランバートルクラブをスポンサーとして設立したことが挙げられる。EBBを行った
　　クラブに対しては国際協会から賞（Extension Beyond Borders Award：EBBA）が授与される。

エリア ＝ Area
　　国際ワイズ運動を進める行政区分。
　　世界を地理的に 8つの地域に分割している。アフリカ、アジア太平洋、韓国、カナダ /カリブ海諸国、ヨーロッパ、インド、
　　ラテンアメリカ、米国の 8地域である。各地域は、国際議員選出の母体となり、地域行政は、その地域から選出された国
　　際議員の中から選ばれた地域会長（AP）が運営に当たる。

エルマー・クロウ賞 ＝ Elmer Crowe Award
　　任期年度中に特に傑出した働きをした部長に与えられる国際賞。
　　任期半ばで倒れた、カナダの元理事エルマー・クロウを記念して創設された。区理事が評価基準に基づいて、候補者を地
　　域会長に推薦し、国際会長が最終決定する。

会員異動報告書
　　クラブの会員の入会（新入会、転入会、再入会）や退会（退会、転出会）、変更などの異動があった場合に会長の責任にお
　　いて、所属部の部長および部会員増強事業主査（写し：東日本区事務所）に提出する書類。

監事（区） ＝ Auditor
　　区運営に関して、区役員に適切な助言、督励を行う者。
　　区の指名委員会によって指名され、代議員会で承認されて 2年間の任に就く。行政監事 1名、財政監事 1名が選任され、
　　それぞれの分野での監査を行い、他方の分野も副担当として実施する。

キリスト教精神 ＝ Christian Spirit
　　イエス・キリストが全生涯をもって示した博愛、奉仕、自己犠牲の精神。
　　国際憲法のガイドライン 201 には、「イエス・キリストの教えは、ワイズメン全体の意志決定のための、クラブならびに
　　国際協会の運営のための、さらにワイズメン個人の日々の生活のための、ガイドライン（指針）となるものである。」と定
　　められている。

　　国際協会、各地域ではキリスト教精神を広めるため、キリスト教強調 (Christian Emphasis: CE) 事業主任が選任され、キ
　　リスト教精神の維持、拡大を担っている。

ギャベル ＝ Gavel
　　点鐘を行うとき、鐘をたたく木槌。

休会
　　病気や一定期間の仕事の都合等の正当な理由で、長期にわたり、クラブの例会や諸活動に出席できない者は、クラブ会長
　　が申請し、理事の承認を得て、最長 3年間、休会とすることができる。ただし、病気の快復等で再び例会等に出席できる
　　ようになった場合に復帰する意思がある者に限る。休会は、退会と同じ扱いであるが、ロースターに氏名が掲載され、また、
　　復帰の際の入会金が免除される。東日本区独自の制度。

協力関係の原則 ＝ Principles of Partnership
　　世界YMCA同盟とワイズメンズクラブ国際協会がより良きパートナーとなるべく、両者の協力関係の原則が 1981 年に締
　　結された。各地域、各区等のレベルでも同様の締結が進んでいる。

区＝ Region
　　地域（エリア）を構成する区分。東日本区は、アジア太平洋地域の構成員。
　　区の目的は、「区内の各クラブが国際憲法の精神に基づき、敬愛の念を持って交わり、国際協会の綱領と目的を達成し、さ
　　らにこの運動を広く区内に拡張するために相互に協力すること」（東日本区定款第 2条第 3項）を進めることである。

区事務所 ＝ Regional Office
　　区の運営に関する事務を処理する事務所。
　　区事務所は、区書記、会計等の理事スタッフと協力し、区運営のサポートを行う。事務所運営のために事務所所長等の職
　　員を置く。東日本区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置かれている。

区事業主任 ＝ Regional Service Director（RSD）
　　区理事のスタッフとして、事業ごとに置かれる区役員。
　　国際、地域の事業主任の指導のもと、理事の意向を受けて、当該事業活動の計画立案、実施の責任を持ち、各部の事業主
　　査をリードし、その事業活動を支援する。また、活動状況、成果を区内および地域、国際へ報告する。

区大会 ＝ Regional Convention
　　毎年各区で開催される大会。
　　東日本区は、原則として 6月の第 1土日に区理事が主宰し、開催する。大会は、クラブおよび会員が情報を交換し、互い
　　に啓発し、共に運動を担う者としての連帯、協力関係、親睦を深めることを目的とする。区大会は、立候補によって選ば
　　れたホストクラブが実行委員会（ホストコミッティー）を組織し、理事の指導のもと準備、運営、実施に当たる。

区担当主事（東日本区） ＝ YMCA Liaison Secretary to Japan East Region
　　YMCAとワイズメンズクラブの区レベルでの連携を行う日本YMCA同盟主事。
　　日本YMCA同盟総主事が同盟主事の中から任命する。東日本区役員会を始め、種々の会合、区大会等に出席し、YMCA　
　　とワイズメンズクラブとの関係が円滑に推進されるように努める。

区報、部報 ＝ Regional Bulletin、District Bulletin
　　区、部の公式の会報で、メンバーに対する情報提供、活動の記録等を目的として発行、配布される。東日本区においては
　　東日本区定款施行細則で年 2回以上の発行が定められおり、各部においては部則等の規定に則って発行される。

区役員 ＝ Regional Officers
　　区役員会を構成する役員。
　　理事、次期理事、直前理事、区書記、区会計、部長、区事業主任が区役員である。
　　区役員会には、監事、委員会委員長、専任委員、事務所職員等も列席する。

クラブ ＝ Club
　　ワイズメンズクラブ運動を構成する最小単位でかつ運動の基盤となる組織。クラブは、最低 3名の会員から成り、新たに
　　クラブを設立する際は、5名以上の会員が必要である。

クラブ担当主事 ＝ Related Secretary
　　YMCAとクラブとの連携を行うYMCAの主事。

　　投票権があるのは、グッドスタンディングクラブ（「グッドスタンディング」の項を参照）でかつ直近 3半期の会員数が　
　　15名以上のクラブである。ただし、会員数の基準を満たしていない場合、直近 3半期の会員数が 5名以上で、12月 31　
　　日現在でチャーター後 25年を経過しているクラブは、区理事からの国際本部への申請によって投票権を得ることができる。
　　投票は、各クラブを代表する者（クラブ会長または事前に登録したその他のクラブメンバー）が国際協会のウェブサイト
　　を通じて実施する。

国際本部 ＝ International Headquarters（IHQ）
　　国際協会事務局、国際書記局ともいう。国際書記長以下有給スタッフが、全世界の役員、委員、区理事、クラブ会長など
　　への事務連絡や実務を行っている。事務所は、スイス・ジュネーブに置かれている。サテライトオフィスがチェンマイ（タ
　　イ）に置かれている。

国際聖句
　　ワイズメンズクラブ会員の精神的基盤をなすもので、新約聖書 “ヨハネによる福音書第 17章 21 節”。

国際大会 ＝ International Convention（IC）
　　2年ごとに開催される国際協会レベルの大会。
　　全世界のワイズメンズクラブ会員が一堂に会し、式典、研修、親睦等のプログラムが展開される。開催地（ホスト区）は、
　　立候補制で国際大会委員会（ICC）の下に、ホスト区内に大会実行委員会（HCC=ホストコンベンションコミッティ）が
　　組織され、大会全般の準備と実行に当たる。

国際連合・経済社会理事会・特殊諮問資格＝
　　Special Consultative Status with the Economic and Social Council of the United Nations
　　2006 年にワイズメンズクラブ国際協会が取得した、国際連合・経済社会理事会が認めるNGO（非政府組織）の資格のひ
　　とつ。特定の分野において、国際連合が採択した行動計画、プログラムおよび宣言を実施、推進する。国際連合およびそ
　　の補助機関の特定の会合への出席、検討事項に関する意見を述べることができる。

コメット＝ Y'slings
　　日本でのワイズメンズクラブ会員の子弟の呼称。国際での呼称は、ワイズリングズ。

ゴールデンブック ＝ Golden Book
　　エンダウメントファンドへの献辞、寄付者名が記録される台帳。
　　革表紙の製本で永久保存される。東日本区の「東日本区ワイズ基金」（JEF）の「奉仕帳」に当たる。

出席率 ＝ The Percentage of Member's Attendance
　　クラブ会員の例会出席率。（東日本区定款施行細則第 11 条参照）

常任役員（会） ＝ Regional Executive Officers
　　区の理事、次期理事、直前理事、書記、会計。
　　この 5者で常任役員会を構成する。常任役員会は、日常必要な決済事項を合議によって処理する。

主題 ＝ Theme
　　国際会長、アジア太平洋地域会長、区理事、部長、クラブ会長が掲げる中心テーマで、それぞれの任期年度に使用する。

スローガン = Slogan
　　主題を展開、補足する副題。サブテーマ（Sub-Theme）とも言う。

スポンサークラブ＝ Sponsor Club
　　新クラブ設立のイニシアティブをとるクラブ。設立、チャーター後も、新クラブを支援する。

スマイル＝ Smile
　　クラブ活動資金、基金作りのための自由献金。
　　例会で、会員が最近身近に起きた嬉しいことなどを記念して献金する。クラブによっては「ニコニコ」、「ドライブ」、「ロバ」
　　などとも呼んでいる。

世界YMCA同盟＝ World Alliance of YMCAs
　　世界各国のYMCAの協力と運動推進を図るための連合体。本部はスイス・ジュネーブにある。略称は、WAY。
　　World YMCAと称することもある。

　　クラブが支援する都市YMCAの総主事が任命する。クラブ会員としてクラブに加わり、連絡役のみならずクラブ活動にも
　　参加する。

グッドスタンディング ＝ Good standing
　　直近 3半期の会費（国際会費、地域会費、区会費）を支払ったクラブを国際協会ではグッドスタンディング（良好な状態
　　のクラブ）クラブと呼ぶ。会員数には無関係である。

ゲスト ＝ Guest
　　例会などでワイズ関係 ( ワイズメン、ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバー ) 以外の知人、友人、ゲス
　　トスピーカー、入会候補者としての参加者などをゲストと呼ぶ。

広義会員 ＝ Members-at-large
　　クラブ会員の内、常に例会その他の会合に出席することが不可能な者は、クラブ会長が理事に届け出て、理事の承認を受
　　けると広義会員となることができる東日本区の制度。広義会員は、例会出席義務を免かれる。
　　国際協会の広義会員は、ワイズの無い地域に住む者が、特定のクラブではなく区に所属する制度であり、東日本区の制度
　　とは別の制度である。

広報 ＝ Public Relations（PR）
　　「組織以外の多くの人に広く情報を伝える」（Public Information）と「人のつながりを強める」（Public Relations）こと。
　　ワイズ内外にタイムリーに情報発信し、ワイズ活動の活性化、社会的認知度の向上に資する。

功労会員 ＝ Senior Service Member
　　クラブのために長年尽くして来た会員が、クラブの決議により理事に届け出て功労会員となる。例会出席義務を免除される。

国際会長 ＝ International President（IP）
　　ワイズメンズクラブ国際組織の最高責任者。国際議会の議長を務める。
　　推薦制で任期は 1年。就任の 2年前に投票権を持つ全世界のクラブ会長の投票で選ばれ、次の 1年、次期国際会長となる。
　　国際会長の取り組みとして最も強調したいことを「国際会長主題」として掲げる。

国際議会 ＝ International Council（IC）
　　ワイズメンズクラブ国際協会の立法機関。
　　国際憲法の改訂を始め、国際協会の予算の決定、諸事業、規定の新設 /改廃、国際大会開催地の決定など、国際ワイズ活
　　動のすべての重要案件を審議する。各地域から会員人数割りで選出される 15名の（国際）議員によって構成される。毎年
　　7月または 8月に国際議会が開かれ、1月または 2月に年央会議（ミッドイヤーミーティング）が開かれる。

国際議員 ＝ International Council Members（ICM）
　　国際議会構成員。世界の全 8地域から会員数に応じてドント方式で選出される 13名の国際議員と輪番で 2地域から選出
　　される 2名の青年議員（26歳から 39歳）議員の合計 15名からなる。何れも当該地域の各クラブからの投票で選出される。
　　任期は 2年で再選は認められていない。

（ワイズメンズクラブ）国際協会 ＝ The International Association of Y’ s Men’ s Clubs / Y’ s Men International
　　世界のワイズメンズクラブを構成員として設立されている国際組織。
　　国際協会の立法機関は、国際議会、行政機関は、執行役員会と各地域会長である。

国際憲法 ＝ International Constitution
　　ワイズメンズクラブの活動基盤を定めたもの。
　　東日本区定款の綱領や目的も国際憲法に基づいて定められている。国際協会の標語（Motto）「強い義務感を持とう　義務
　　はすべての権利に伴う」も、この中に明記されている。

国際執行役員（会） ＝ International Executive Officers（IEO）
　　国際会長、次期国際会長、直前国際会長、国際会計を国際執行役員と呼び、4者で国際執行役員会を構成する。国際執行
　　役員会には、有給スタッフである国際書記長も陪席し、日常必要な決済事項を合議によって処理する。東日本区の常任役
　　員（会）に当たる。

国際投票 = International Voting
　　毎年通常、12月から 1月にかけて、次々期国際会長、次期国際会計（3年に 1度）、地域選出国際議会議員の選出および
　　国際憲法の改訂（改訂事項がある場合）についての国際投票が行われる。

設立総会
　　新クラブの発足に際し、新クラブメンバーによりクラブ名称、会則、事業方針、予算などを決議し、また、申請書類への
　　署名を行う会合。日本のワイズメンズクラブ独特のもの。
　　設立総会を終えると、クラブとしての活動が始まるが、チャーターナイトまでは、「ワイズメンズクラブ」として公式には
　　認められていないため、その間は「（仮）○○ワイズメンズクラブ」等と称することが通例となっている。

戦略 2032 = Strategy 2032　
　　創立 100 周年を機に、2022 年に制定されたワイズズメンズクラブ国際協会（YMI）の中長期計画。YMI が 2032 年には
　　どのような組織になっているかの目標およびそのための戦略をまとめたもの。YMIは、公平で持続可能な世界を築くために、
　　互いに刺激し合い、協力し合って、親睦と地域社会への影響力において卓越した組織となること、健康、環境、教育に重
　　点を置いて奉仕活動を行っていくこと等が謳われている。
　　2016 年に制定された「2022 年とその先に向けて」（Towards2022 & Beyond」）および 2019 年に制定された「チャレン
　　ジ 22」（Challenge 22）の後継計画である。

代議員＝ Regional Council Members
　　東日本区のクラブ会長、部長および部の会員人数割りによって選出された会員。任期は、7月 1日から 1年。ただし、再
　　任を妨げない。議長は、直前部長の互選で選任される。
　　東日本区の立法機関である代議員会の構成員である。年次代議員会は、通常東日本区大会に合わせて開催される。部人数
　　割代議員は部内会員数 100 名につき 1名（100 名未満の場合は 1名）の割合で選出する。内 1名は、直前部長。

チャーター＝ Charter
　　新設クラブに対して国際協会が加盟を認証すること、または加盟認証状。加盟認証状に記載されている「Charter 　　　
　　Presentation Date」が公式のチャーター年月日である。

チャーターメンバー＝ Charter Member
　　新クラブ発足時の設立会員。国際協会加盟手続きの際、申請書に署名した会員。

チャーターナイト＝ Charter Presentation Ceremony
　　国際協会加盟認証を受ける新クラブが、近隣クラブおよび地域社会に披露する会。
　　本来は晩餐会なので通称 “チャーターナイト” という。この会では国際協会加盟認証状の伝達式、チャーターバッジ着装、
　　メンバー紹介などが行われる。

地域事務所 ＝ Area Office
　　地域の運営を円滑に進めるための事務所。
　　専任スタッフを置き、地域会長指導のもと、各区ヘの事務連絡、事務処理等を行う。アジア太平洋地域は、香港に地域事
　　務所を置いている。

点鐘
　　クラブ例会、区役員会等の公式会合の時に、開会宣言 /閉会宣言を行う主宰者が厳粛にギャベル（木槌）で鐘を打ち鳴ら
　　すこと。

トロイカ ＝ Troika
　　組織の各レベルで、トップをその前任者と後任者が支え、また、組織運営の継続性を確保する体制。ロシア語の 3頭立て
　　の馬橇が語源。
　　区は理事、次期理事、直前理事、部は部長、次期部長、直前部長、クラブは会長、次期会長、直前会長からなる。

ドライバー ＝ Driver
　　ワイズ運動、特に例会の推進役。クラブによってはマーシャル、クラブサービスと呼んでいる。直訳は“強く動機づける人”、
　　“運動推進役”。献金を促したり例会を盛り上げたりする役割を担う。

西日本区 ＝ Japan West Region
　　富山県、岐阜県、愛知県以西（沖縄県を除く）を領域とする区。1997 年に旧日本区の分割によって、東日本区と同時に誕
　　生した。

日本YMCA同盟 ＝ The National Council of YMCAs of Japan
　　日本のYMCA運動の推進、都市YMCAと学生YMCAへの支援、調整、助言活動を行う組織。事務所を東京都新宿区四
　　　　谷本塩町 2-11 に置く。1903 年に設立され、世界YMCA同盟とアジア・太平洋YMCA同盟に加盟し、世界YMCA

　　同盟を始め海外YMCAとの連絡を担う。全国のスタッフの国内研修、主事養成と認証、ワイズメンズクラブとの連携、調
　　整、御殿場にある研修施設、国際青少年センターYMCA東山荘の運営も行っている。

バナー ＝ Banner
　　クラブ、部、区の旗。クラブ例会、部大会、区大会など公式会合時に掲げる。

バランタイン賞 ＝ Harry M. Ballantyne Award of Merit 
　　国際協会の発展に貢献したメンバーに対して、毎年、国際協会が授賞する賞。1922 年の国際協会設立時から担当主事とし
　　て活躍した、Harry M. Ballantyne カナダ YMCA主事を記念して 1957 年に創設された。正式名称は、ハリー・M・バラ
　　ンタイン賞。
　　これまでの日本人受賞者は、次の各氏。（　　）内は受賞年：奈良傳（1966）、鈴木謙介（1982）、竹内敏朗（1987）、田
　　中真（1995）、三井万壽雄（2002）、今村一之（2006）、奈良信（2010）、藤井寛敏（2018）

半年報 ＝ Semiannual Report
　　クラブが会員の入 /退会による変化を東日本区へ提出（クラブ→部長→会員増強事業主任）する報告書。
　　7月 1日付と 1月 1日付の年 2回一定の書式で報告する。7月 1日付人数が国際会費、アジア太平洋地域会費、区費算定
　　の基礎となる。

東日本区 ＝ Japan East Region
　　世界に 44ある区（2022 年 7月現在）（行政単位）のひとつ。
　　新潟県、長野県、静岡県以東と沖縄県を領域とする。1997 年 7月に旧日本区を東西に分けた形で、東日本区、西日本区と
　　して誕生した。その活動は、東日本区定款に基づき、区理事がこれを統括する。区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置
　　かれている。

東日本区ウェブサイト
　　ワイズメンズクラブ、東日本区の紹介、区内のニュース、クラブ案内、区報、各種マニュアル、書式等が掲載されている
　　東日本区の公式ウェブサイト。URL は、https://www.ys-east.or.jp/
　　＜参考＞　国際協会ウェブサイト：https://www.ysmen.org/
　　　　　　　アジア太平洋地域ウェブサイト：http://www.ysmenap.org/
　　　　　　　西日本区ウェブサイト：http://www.ys-west.or.jp/

東日本区定款 ＝ Regional Constitution of Japan East Region
　　ワイズメンズクラブ国際協会の憲法に基づき、東日本区のモットー、綱領、目的、組織、運営の基本などを定めたもの。

東日本区奈良傳賞＝ Japan East Region Tsutae Nara Memorial Award
　　ワイズダム発展に尽力し、その功績が認められた会員に与えられる賞。
　　日本のワイズ運動の創始者である奈良傳氏の偉業を記念して制定された賞で、長年ワイズダム発展に尽力し、その功績が
　　認められ、奈良傳賞受賞者選考委員会の議を経て選ばれた会員が、東日本区大会で表彰される。

東日本区メーリングリスト
　　年度毎に、「全クラブ会長」、「全部長」、「各部別の部役員」、「各事業別の事業主査」等、東日本区内の各役職者別に作成さ
　　れる公式のメーリングリスト。例えば、全クラブ会長のメーリングリストは、kaicho@ys-east.or.jp。
　　当該メーリングに登録されているメンバーのみが、そのメーリングリストを用いて受発信できる。

ビジター ＝ Visitor
　　他クラブからの例会等への来訪者。ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバーも含む。

ヒストリアン（国際） ＝ Historian
　　全世界のワイズ関係の公式文書を入手保管し、歴史的資料として整備する役職者。
　　国際文献保存委員ともいう。区報、クラブチャーター資料、区大会開催資料など、使用言語の如何を問わず、ヒストリア
　　ンへ送付する。

ヒストリアン（東日本区）＝ Historian
　　東日本区のワイズ活動の歴史をまとめる役職者。
　　東日本区の歴史的事項を正確に記録するために、区報、区役員会資料、区大会資料、加盟認証状の写し、クラブ記念誌等
　　の文献を収集、整理、保存する。部ヒストリアンを設置している部もある。

ヒールザワールド ＝ Heal the World
　　国際協会が 2020-21 年度に開始した統一国際プロジェクト（「UGP」の項を参照）で、新型コロナウイルス後の世界を癒
　　すために、より強い国際的な関与と組織的な連携、連帯を構築して我々のボランティアの力をより発揮することを目的と
　　している。主な活動内容は、災害時等の救援物資の提供 /ボランティア支援、医療 /健康プログラム、専門家のネットワー
　　ク構築など。プロジェクトの資金を賄うために、TOF献金の増額が望まれている。

フィラテリスト ＝ Philatelist
　　直訳すると「切手収集家」。ワイズにおいては、BF献金の使用済切手の拠出を推進することおよび使用済切手を換金する
　　業者との窓口の役割を担う。各エリアではこの業務を担当する事業主任が任命されている。

Motto ＝ 標語（国際）
　　ワイズメンズクラブの基本的な行動目標を表す言葉。
　　国際標語は “To acknowledge the duty that accompanies every right”（強い義務感をもとう　義務はすべての権利に伴
　　う）である。

部 ＝ District
　　ワイズ運動を協力して進めるために区内の 2つ以上のクラブで構成された組織体。
　　東日本区には 7つの部（2022 年 7月 1日現在）がある。部は、区役員会、代議員会の承認を得て設置が認められる。

部事業主査 ＝ District Service Director（DSD）
　　部長のスタッフとして事業ごとに置かれる部役員。
　　部の事業活動の活発化に努め、クラブとの連絡を図ると共に、区事業主任との連絡を密にする。部長および区事業主任へ
　　部事業活動報告書を送る。

部大会 ＝ District Convention
　　部内各クラブ相互の情報交換および親睦のため、部長の主宰により年 1回以上開催される部の大会。2018-19 年度の東日
　　本区定款改訂により、これまでの「部会」から「部大会」に名称が変更された。正式な表記は、「XX部部大会」（「XX部大会」
　　ではなく）。

部長 ＝ District Governor
　　部の最高責任者。
　　あらゆる機会をとらえ部内クラブを指導するとともに、区にあっては代議員、区役員、「区役員候補者指名委員会」の委員
　　であり、部にあっては通常年 1回の部大会を主宰し、部の方針および運営等を協議し決定する数回の評議会を開催し、また、
　　属するクラブ会員全員の研修と交流を図る。任期内に部内クラブを 1回以上「公式訪問」し、部内諸活動の推進に努める。

部評議会 ＝ District Council
　　部の運営を協議、決議する機関。構成員は、それぞれの部則の定めによる。

物品 ＝ Supplies
　　ワイズ活動に用いる備品（万国旗など）、小道具（シールなど）、バッジ等の総称。
　　これらを製作 /供給する活動、事業者もいう。

ブリテン ＝ Bulletin
　　クラブとしての機関紙。クラブメンバーおよび他クラブ、区 /部役員等への連絡 /案内、入会候補者への PR、クラブの記
　　録としての役目を持つ。
　　毎月発行し、その月の例会プログラム、在籍者数、前月の例会出席者、出席率、BF成績、活動報告、活動計画、会員消息
　　などを掲載する。

文献 ＝ Documentation
　　ワイズメンズクラブ活動の指針となる規約集、手引き書その他参考文献。
　　文献作成 /精査等の実働組織として、東日本区では文献・組織検討委員会が設けられており、その委員は、区理事が任命する。

ブースター賞 ＝ Booster Award
　　会員増強の功績に対して国際協会から授与される賞。前年 2月 1日から当年 1月 31 日までの 1年間に、3名以上の新入
　　会員を紹介した個人および 6名以上の会員純増を果たしたクラブが表彰される。



STEP ＝ Short Term Youth Exchange Program
　　ユース海外短期交流プログラム。
　　3～ 11 週間の短期海外訪問制度。18～ 25 歳のワイズの子弟（または、3年以上、ワイズメンズクラブ、ワイズユースク
　　ラブ、YMCAの何れかの会員経験を有する者）が応募対象者。海外のワイズ家庭に滞在し、現地のユースとの交流や異文
　　化を体験する。
　　応募は、希望派遣期間の半年以上前に、クラブを通じて、ユース事業主任へ申請書類を提出する。

TOF ＝ Time of Fast
　　タイム・オブ・ファスト（Time of Fast：断食の時）の略称で、「ティー・オー・エフ」と発音する。クラブ例会での食事
　　を抜き、その金額相当分を国際協会に献金する。
　　献金は、世界中のYMCA、ワイズメンズクラブから募集して国際協会が選定する、SDGs に関連する発展途上国を主たる
　　対象とする地域支援プロジェクトに用いられる。
　　国際協会、東日本区では 2月を強調月間とし、クラブ例会だけではなく、2月に開催される、区、部の会合でも食事を抜
　　いたり、簡素なものにしたりしてその分を献金するよう努めている。

TC ＝ Travel Coordinator
　　来訪する BF代表の旅行日程を立案し、旅行中の世話や受け入れ /調整を行う専任委員。

UGP ＝ Unified Global Project（統一国際プロジェクト）
　　ワイズメンズクラブの認識度のアップを願って、始められた国際レベルの統一事業で、2005 年度からはHIV/ AIDS 関連
　　事業を展開した。国際協会での取り組みが終わった 2010 年度以降も東日本区では継続して取り組んでいる。2020/21 年
　　度からは、Heal the World（世界を癒そう）が統一事業に選定されている。

Week4Waste = Week for Waste (「ゴミのための週」)
　　国際協会によって 2020-21 年度に開始された、ワイズメンズクラブと地域社会を結びつけ、よりクリーンな地球を目指し
　　て統一的に行動するCS事業のキャンペーン。活動の多くは、毎年 4月 22 日のアースデイ（地球の日）のある 4月と、世
　　界最大の市民運動のひとつであるワールドクリーンアップデイ（毎年 9月中旬）に合わせて行われる。

YEEP ＝ Youth Educational Exchange Program
　　ワイズメンズクラブ会員の子弟の高校留学生交換事業。
　　2020-21 年度に廃止された。

YES ＝ Y's Extension Support
　　新クラブ設立の活動を支援するためのアジア太平洋地域の基金。各区から地域に拠出された献金は、地域内の各クラブの
　　設立支援資金および地域レベルのエクステンション活動に用いられる。

YIA ＝ Youth Involvement and Activities
　　若者のワイズメンズクラブ活動への参画、活動。
　　ワイズメンズクラブが行う様々な行事に、多くの若者達を巻き込む活動の奨励、ワイズユースクラブの育成、ユースコン
　　ボケーションの実施等を行う。

Y３ ＝ ワイスリー
　　ワイズメンズクラブの活動に共感する高校生以上の若者によるユースクラブ。YMCA、Y's Men、Youth の 3つの Yを表
　　している東・西日本区だけの組織である。2021-2022 年度現在、「Y３宇都宮」が活動を行っている。

YMCA ＝ Young Men's Christian Association
　　ワイズメンズクラブが支援、奉仕の対象としている社会教育団体。世界 120か国・地域に 6,500 万人（2021-2022 年度現在）
　　の会員を持つ世界最古、最大のNGOと言われている。
　　1844 年ロンドンでジョージ・ウィリアムズら青年によって創設され、全世界に広がり、世界YMCA同盟を結成している。
　　青少年の育成を運動の中心とするが、社会の必要に応えて、平和活動、地域社会支援、社会的弱者救済等にも取り組んでいる。

YMCAサービス ＝ YMCA Service
　　YMCAに対する奉仕を立案、実行するワイズメンズクラブの事業。
　　東日本区事業の中のひとつであり、YMCA指導者育成のための財的支援を目的とするASF（アレキサンダー奨学基金）も
　　YMCAサービス事業のひとつである。クラブは、区のサービス事業とともに、各クラブの関係YMCAへの奉仕と協力を
　　推進する。

　　Eは、クラブ拡張（新クラブ設立）、MCは、会員の維持（啓発、退会防止）と増強（新会員獲得）の意。

EF ＝ Endowment Fund（エンダウメントファンド）
　　国際協会の財政的な安定およびワイズダム発展のための基金。
　　個人 /クラブが特定の人を記念して献辞とともに 120 スイスフラン以上の寄付を行うか、個人 /クラブとして寄付のみを
　　行うかの 2種類がある。前者は、国際本部に永久保管されている「ゴールデンブック」に献辞が記載される。後者は、一
　　定金額以上の寄付を行った場合、献金額に応じて以下の称号が与えられ、「ゴールデンブック」に氏名が記載される。
　　50スイスフラン以上の献金（個人）：エンダウメントフレンド
　　120 スイスフラン以上の献金（個人）：ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　2回目の 120 スイスフラン以上の献金（個人）：ダブル・ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　1,000 スイスフラン以上の献金（個人）：オナーロール
　　1,000 スイスフラン以上の献金（クラブ）：オナーロールクラブ

IT アドバイザー＝ Information Technology Advisor
　　情報技術アドバイザー。
　　東日本区では「情報技術」に関して専門的なアドバイスを担当し、区のウェブサイトや区内のメーリングシステムの構築、
　　維持など IT に関するサポートを行っている。

IBC ＝ International Brother Clubs
　　国際兄弟クラブ。
　　クラブが外国のクラブと兄弟クラブ締結を行い、永続的な交流を続けること。また、その相手クラブのことも指す。新た
　　に IBC関係を結ぼうとするクラブ同士は、十分な事前準備を行った上で、締結書を交わす。
　　締結は、IBC国際事業主任が締結書にサインすることにより正式に認められる。

IBC トライアングル＝ International Brother Clubs Triangle
　　3クラブが相互に IBCを締結すること。

IBC クワドラングル＝ International Brother Clubs Quadrangle
　　4クラブが相互に IBCを締結すること。

ID ＝ International Director（ワイズメネット国際主任）
　　国際協会におけるワイズメネットの代表者。

iGo = Internships for Global Outreach（アイゴー：「世界に手を伸ばすためのインターン制度」）
　　青年の成長を目的として、YMCAやワイズメンズクラブ会員で事業を行っている者が、ユースに国際的なインターン（職
　　業体験）の場を提供するプログラム。申請時に 18歳から 29歳の者が対象。2020-21 年度に廃止されたYEEP の後継プロ
　　グラム。

JEF ＝ Japan East Y's Men's Fund
　　東日本区ワイズ基金。
　　東日本区ワイズ運動の安定的かつ継続的発展を支えるため、個人、クラブが記念すべき出来事、行事、慶弔事の折等に、　
　　基金に寄付を行う。寄付者氏名とその理由は、「奉仕帳」に記帳、永久保管される。

LT ＝ Leadership Training
　　会員のリーダーシップの開発、向上を目的に行う研修またはこれを推進する事業の名称。
　　東日本区では、LT委員会が設置され、区主催の部役員、クラブ役員の研修の企画 /実施、研修教材の整備 /提供、部主催
　　の研修会等の支援を行っている。
　　国際協会での正式名称は、LTOD (Leadership Training and Organisation Development)。

NDERF ＝ Natural Disaster Emergency Relief Fund（NDERF（自然災害緊急支援基金））
　　アジア太平洋地域において、地震、台風等の大きな自然災害が発生した際の緊急支援を行うことを目的とした基金。毎年、
　　アジア太平洋地域内の各区は、メンバーひとり当たり 2米ドルを前期の地域会費と併せて、アジア太平洋地域会計に送付
　　する。各理事からの要請に基づき、アジア太平洋地域常任役員会の決定によって支援金が支給される。

SDS ＝ Special Development Support（特別発展支援金）
　　国際協会の EF（エンダウメントファンド）の運用益の一部を原資として、各区におけるエクステンション活動等に対して、
　　その費用の一部が各区から国際本部への申請によって支給される制度。

YMCAの歌 ＝ YMCA Song
　　日本のYMCAの公式歌。ワイズの会合等でも歌われる。
　　1953 年、日本YMCA同盟が 50周年を記念して公募し、同盟主事の淵田多穂理の応募作品が入選し、津川主一が作曲した。

アジア太平洋地域 ＝ Asia Pacific Area
　　ワイズ運動の国際行政区分 8地域のひとつ。
　　2022 年 7月現在、東日本区、西日本区、台湾区、フィリピン区、南東アジア区（香港、マカオ、シンガポール、マレーシ
　　ア、タイ、ミャンマー、バングラデシュ、カンボジア、ネパール、インドネシア）、スリランカ区（スリランカ、パキスタ
　　ン）、オーストラリア区の 7区（Region）から成る。

いざ立て ＝ ONCE MORE WE STAND
　　ワイズメンズクラブ国際協会の公式歌。
　　クラブ、部、区、地域、国際など、ワイズの会合の冒頭で歌われる。英語では “Y’ s Men’ s Hymn” と呼ばれる。フィ
　　ンランドの作曲家、シベリウス（1869 ～ 1957）の交響詩「フィンランディア」の曲に、ワイズメンズクラブの創始者　
　　P・W・アレキサンダーが作詞した。原題は、ONCE MORE WE STAND である。日本では1962年に淵田多穂理が訳詞した。

「祈りの輪」の日
　　世界中のワイズメンズクラブ会員が「共に祈る時」を持つ日。
　　12月 8日は、ワイズメンズクラブの創始者 P・W・アレキサンダーの誕生日。この日を記念して世界中のワイズメンズク
　　ラブ会員が、それぞれの国の午後 8時に「共に祈る時」を持って地球上を輪でつなぐことを願うことから「祈りの輪」と言う。

ウエルネス ＝ Wellness
　　創造的健康生活を送ろうという運動。
　　人間が個人的にも社会的にも健全な生活を送るため、現代人を取り巻くストレス、運動不足、環境破壊などを意識して立
　　ち向かい、こころ、からだ、人間関係のすべてにわたって、あるべき姿を追求する。複数の都市YMCA にはウエルネスセ
　　ンターが設置され、地域に対して継続してウエルネスの普及に取り組んでいる。

エクステンション・ビヨンド・ボーダーズ ＝ Extension Beyond Borders（EBB）
　　区、国の枠組みを超えて、新クラブを設立すること。国際協会は、この取り組みを推奨している。東日本区での例として、
　　東京武蔵野多摩クラブがモンゴル・ウランバートルクラブをスポンサーとして設立したことが挙げられる。EBBを行った
　　クラブに対しては国際協会から賞（Extension Beyond Borders Award：EBBA）が授与される。

エリア ＝ Area
　　国際ワイズ運動を進める行政区分。
　　世界を地理的に 8つの地域に分割している。アフリカ、アジア太平洋、韓国、カナダ /カリブ海諸国、ヨーロッパ、インド、
　　ラテンアメリカ、米国の 8地域である。各地域は、国際議員選出の母体となり、地域行政は、その地域から選出された国
　　際議員の中から選ばれた地域会長（AP）が運営に当たる。

エルマー・クロウ賞 ＝ Elmer Crowe Award
　　任期年度中に特に傑出した働きをした部長に与えられる国際賞。
　　任期半ばで倒れた、カナダの元理事エルマー・クロウを記念して創設された。区理事が評価基準に基づいて、候補者を地
　　域会長に推薦し、国際会長が最終決定する。

会員異動報告書
　　クラブの会員の入会（新入会、転入会、再入会）や退会（退会、転出会）、変更などの異動があった場合に会長の責任にお
　　いて、所属部の部長および部会員増強事業主査（写し：東日本区事務所）に提出する書類。

監事（区） ＝ Auditor
　　区運営に関して、区役員に適切な助言、督励を行う者。
　　区の指名委員会によって指名され、代議員会で承認されて 2年間の任に就く。行政監事 1名、財政監事 1名が選任され、
　　それぞれの分野での監査を行い、他方の分野も副担当として実施する。

キリスト教精神 ＝ Christian Spirit
　　イエス・キリストが全生涯をもって示した博愛、奉仕、自己犠牲の精神。
　　国際憲法のガイドライン 201 には、「イエス・キリストの教えは、ワイズメン全体の意志決定のための、クラブならびに
　　国際協会の運営のための、さらにワイズメン個人の日々の生活のための、ガイドライン（指針）となるものである。」と定
　　められている。

　　国際協会、各地域ではキリスト教精神を広めるため、キリスト教強調 (Christian Emphasis: CE) 事業主任が選任され、キ
　　リスト教精神の維持、拡大を担っている。

ギャベル ＝ Gavel
　　点鐘を行うとき、鐘をたたく木槌。

休会
　　病気や一定期間の仕事の都合等の正当な理由で、長期にわたり、クラブの例会や諸活動に出席できない者は、クラブ会長
　　が申請し、理事の承認を得て、最長 3年間、休会とすることができる。ただし、病気の快復等で再び例会等に出席できる
　　ようになった場合に復帰する意思がある者に限る。休会は、退会と同じ扱いであるが、ロースターに氏名が掲載され、また、
　　復帰の際の入会金が免除される。東日本区独自の制度。

協力関係の原則 ＝ Principles of Partnership
　　世界YMCA同盟とワイズメンズクラブ国際協会がより良きパートナーとなるべく、両者の協力関係の原則が 1981 年に締
　　結された。各地域、各区等のレベルでも同様の締結が進んでいる。

区＝ Region
　　地域（エリア）を構成する区分。東日本区は、アジア太平洋地域の構成員。
　　区の目的は、「区内の各クラブが国際憲法の精神に基づき、敬愛の念を持って交わり、国際協会の綱領と目的を達成し、さ
　　らにこの運動を広く区内に拡張するために相互に協力すること」（東日本区定款第 2条第 3項）を進めることである。

区事務所 ＝ Regional Office
　　区の運営に関する事務を処理する事務所。
　　区事務所は、区書記、会計等の理事スタッフと協力し、区運営のサポートを行う。事務所運営のために事務所所長等の職
　　員を置く。東日本区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置かれている。

区事業主任 ＝ Regional Service Director（RSD）
　　区理事のスタッフとして、事業ごとに置かれる区役員。
　　国際、地域の事業主任の指導のもと、理事の意向を受けて、当該事業活動の計画立案、実施の責任を持ち、各部の事業主
　　査をリードし、その事業活動を支援する。また、活動状況、成果を区内および地域、国際へ報告する。

区大会 ＝ Regional Convention
　　毎年各区で開催される大会。
　　東日本区は、原則として 6月の第 1土日に区理事が主宰し、開催する。大会は、クラブおよび会員が情報を交換し、互い
　　に啓発し、共に運動を担う者としての連帯、協力関係、親睦を深めることを目的とする。区大会は、立候補によって選ば
　　れたホストクラブが実行委員会（ホストコミッティー）を組織し、理事の指導のもと準備、運営、実施に当たる。

区担当主事（東日本区） ＝ YMCA Liaison Secretary to Japan East Region
　　YMCAとワイズメンズクラブの区レベルでの連携を行う日本YMCA同盟主事。
　　日本YMCA同盟総主事が同盟主事の中から任命する。東日本区役員会を始め、種々の会合、区大会等に出席し、YMCA　
　　とワイズメンズクラブとの関係が円滑に推進されるように努める。

区報、部報 ＝ Regional Bulletin、District Bulletin
　　区、部の公式の会報で、メンバーに対する情報提供、活動の記録等を目的として発行、配布される。東日本区においては
　　東日本区定款施行細則で年 2回以上の発行が定められおり、各部においては部則等の規定に則って発行される。

区役員 ＝ Regional Officers
　　区役員会を構成する役員。
　　理事、次期理事、直前理事、区書記、区会計、部長、区事業主任が区役員である。
　　区役員会には、監事、委員会委員長、専任委員、事務所職員等も列席する。

クラブ ＝ Club
　　ワイズメンズクラブ運動を構成する最小単位でかつ運動の基盤となる組織。クラブは、最低 3名の会員から成り、新たに
　　クラブを設立する際は、5名以上の会員が必要である。

クラブ担当主事 ＝ Related Secretary
　　YMCAとクラブとの連携を行うYMCAの主事。

　　投票権があるのは、グッドスタンディングクラブ（「グッドスタンディング」の項を参照）でかつ直近 3半期の会員数が　
　　15名以上のクラブである。ただし、会員数の基準を満たしていない場合、直近 3半期の会員数が 5名以上で、12月 31　
　　日現在でチャーター後 25年を経過しているクラブは、区理事からの国際本部への申請によって投票権を得ることができる。
　　投票は、各クラブを代表する者（クラブ会長または事前に登録したその他のクラブメンバー）が国際協会のウェブサイト
　　を通じて実施する。

国際本部 ＝ International Headquarters（IHQ）
　　国際協会事務局、国際書記局ともいう。国際書記長以下有給スタッフが、全世界の役員、委員、区理事、クラブ会長など
　　への事務連絡や実務を行っている。事務所は、スイス・ジュネーブに置かれている。サテライトオフィスがチェンマイ（タ
　　イ）に置かれている。

国際聖句
　　ワイズメンズクラブ会員の精神的基盤をなすもので、新約聖書 “ヨハネによる福音書第 17章 21 節”。

国際大会 ＝ International Convention（IC）
　　2年ごとに開催される国際協会レベルの大会。
　　全世界のワイズメンズクラブ会員が一堂に会し、式典、研修、親睦等のプログラムが展開される。開催地（ホスト区）は、
　　立候補制で国際大会委員会（ICC）の下に、ホスト区内に大会実行委員会（HCC=ホストコンベンションコミッティ）が
　　組織され、大会全般の準備と実行に当たる。

国際連合・経済社会理事会・特殊諮問資格＝
　　Special Consultative Status with the Economic and Social Council of the United Nations
　　2006 年にワイズメンズクラブ国際協会が取得した、国際連合・経済社会理事会が認めるNGO（非政府組織）の資格のひ
　　とつ。特定の分野において、国際連合が採択した行動計画、プログラムおよび宣言を実施、推進する。国際連合およびそ
　　の補助機関の特定の会合への出席、検討事項に関する意見を述べることができる。

コメット＝ Y'slings
　　日本でのワイズメンズクラブ会員の子弟の呼称。国際での呼称は、ワイズリングズ。

ゴールデンブック ＝ Golden Book
　　エンダウメントファンドへの献辞、寄付者名が記録される台帳。
　　革表紙の製本で永久保存される。東日本区の「東日本区ワイズ基金」（JEF）の「奉仕帳」に当たる。

出席率 ＝ The Percentage of Member's Attendance
　　クラブ会員の例会出席率。（東日本区定款施行細則第 11 条参照）

常任役員（会） ＝ Regional Executive Officers
　　区の理事、次期理事、直前理事、書記、会計。
　　この 5者で常任役員会を構成する。常任役員会は、日常必要な決済事項を合議によって処理する。

主題 ＝ Theme
　　国際会長、アジア太平洋地域会長、区理事、部長、クラブ会長が掲げる中心テーマで、それぞれの任期年度に使用する。

スローガン = Slogan
　　主題を展開、補足する副題。サブテーマ（Sub-Theme）とも言う。

スポンサークラブ＝ Sponsor Club
　　新クラブ設立のイニシアティブをとるクラブ。設立、チャーター後も、新クラブを支援する。

スマイル＝ Smile
　　クラブ活動資金、基金作りのための自由献金。
　　例会で、会員が最近身近に起きた嬉しいことなどを記念して献金する。クラブによっては「ニコニコ」、「ドライブ」、「ロバ」
　　などとも呼んでいる。

世界YMCA同盟＝ World Alliance of YMCAs
　　世界各国のYMCAの協力と運動推進を図るための連合体。本部はスイス・ジュネーブにある。略称は、WAY。
　　World YMCAと称することもある。

　　クラブが支援する都市YMCAの総主事が任命する。クラブ会員としてクラブに加わり、連絡役のみならずクラブ活動にも
　　参加する。

グッドスタンディング ＝ Good standing
　　直近 3半期の会費（国際会費、地域会費、区会費）を支払ったクラブを国際協会ではグッドスタンディング（良好な状態
　　のクラブ）クラブと呼ぶ。会員数には無関係である。

ゲスト ＝ Guest
　　例会などでワイズ関係 ( ワイズメン、ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバー ) 以外の知人、友人、ゲス
　　トスピーカー、入会候補者としての参加者などをゲストと呼ぶ。

広義会員 ＝ Members-at-large
　　クラブ会員の内、常に例会その他の会合に出席することが不可能な者は、クラブ会長が理事に届け出て、理事の承認を受
　　けると広義会員となることができる東日本区の制度。広義会員は、例会出席義務を免かれる。
　　国際協会の広義会員は、ワイズの無い地域に住む者が、特定のクラブではなく区に所属する制度であり、東日本区の制度
　　とは別の制度である。

広報 ＝ Public Relations（PR）
　　「組織以外の多くの人に広く情報を伝える」（Public Information）と「人のつながりを強める」（Public Relations）こと。
　　ワイズ内外にタイムリーに情報発信し、ワイズ活動の活性化、社会的認知度の向上に資する。

功労会員 ＝ Senior Service Member
　　クラブのために長年尽くして来た会員が、クラブの決議により理事に届け出て功労会員となる。例会出席義務を免除される。

国際会長 ＝ International President（IP）
　　ワイズメンズクラブ国際組織の最高責任者。国際議会の議長を務める。
　　推薦制で任期は 1年。就任の 2年前に投票権を持つ全世界のクラブ会長の投票で選ばれ、次の 1年、次期国際会長となる。
　　国際会長の取り組みとして最も強調したいことを「国際会長主題」として掲げる。

国際議会 ＝ International Council（IC）
　　ワイズメンズクラブ国際協会の立法機関。
　　国際憲法の改訂を始め、国際協会の予算の決定、諸事業、規定の新設 /改廃、国際大会開催地の決定など、国際ワイズ活
　　動のすべての重要案件を審議する。各地域から会員人数割りで選出される 15名の（国際）議員によって構成される。毎年
　　7月または 8月に国際議会が開かれ、1月または 2月に年央会議（ミッドイヤーミーティング）が開かれる。

国際議員 ＝ International Council Members（ICM）
　　国際議会構成員。世界の全 8地域から会員数に応じてドント方式で選出される 13名の国際議員と輪番で 2地域から選出
　　される 2名の青年議員（26歳から 39歳）議員の合計 15名からなる。何れも当該地域の各クラブからの投票で選出される。
　　任期は 2年で再選は認められていない。

（ワイズメンズクラブ）国際協会 ＝ The International Association of Y’ s Men’ s Clubs / Y’ s Men International
　　世界のワイズメンズクラブを構成員として設立されている国際組織。
　　国際協会の立法機関は、国際議会、行政機関は、執行役員会と各地域会長である。

国際憲法 ＝ International Constitution
　　ワイズメンズクラブの活動基盤を定めたもの。
　　東日本区定款の綱領や目的も国際憲法に基づいて定められている。国際協会の標語（Motto）「強い義務感を持とう　義務
　　はすべての権利に伴う」も、この中に明記されている。

国際執行役員（会） ＝ International Executive Officers（IEO）
　　国際会長、次期国際会長、直前国際会長、国際会計を国際執行役員と呼び、4者で国際執行役員会を構成する。国際執行
　　役員会には、有給スタッフである国際書記長も陪席し、日常必要な決済事項を合議によって処理する。東日本区の常任役
　　員（会）に当たる。

国際投票 = International Voting
　　毎年通常、12月から 1月にかけて、次々期国際会長、次期国際会計（3年に 1度）、地域選出国際議会議員の選出および
　　国際憲法の改訂（改訂事項がある場合）についての国際投票が行われる。

設立総会
　　新クラブの発足に際し、新クラブメンバーによりクラブ名称、会則、事業方針、予算などを決議し、また、申請書類への
　　署名を行う会合。日本のワイズメンズクラブ独特のもの。
　　設立総会を終えると、クラブとしての活動が始まるが、チャーターナイトまでは、「ワイズメンズクラブ」として公式には
　　認められていないため、その間は「（仮）○○ワイズメンズクラブ」等と称することが通例となっている。

戦略 2032 = Strategy 2032　
　　創立 100 周年を機に、2022 年に制定されたワイズズメンズクラブ国際協会（YMI）の中長期計画。YMI が 2032 年には
　　どのような組織になっているかの目標およびそのための戦略をまとめたもの。YMIは、公平で持続可能な世界を築くために、
　　互いに刺激し合い、協力し合って、親睦と地域社会への影響力において卓越した組織となること、健康、環境、教育に重
　　点を置いて奉仕活動を行っていくこと等が謳われている。
　　2016 年に制定された「2022 年とその先に向けて」（Towards2022 & Beyond」）および 2019 年に制定された「チャレン
　　ジ 22」（Challenge 22）の後継計画である。

代議員＝ Regional Council Members
　　東日本区のクラブ会長、部長および部の会員人数割りによって選出された会員。任期は、7月 1日から 1年。ただし、再
　　任を妨げない。議長は、直前部長の互選で選任される。
　　東日本区の立法機関である代議員会の構成員である。年次代議員会は、通常東日本区大会に合わせて開催される。部人数
　　割代議員は部内会員数 100 名につき 1名（100 名未満の場合は 1名）の割合で選出する。内 1名は、直前部長。

チャーター＝ Charter
　　新設クラブに対して国際協会が加盟を認証すること、または加盟認証状。加盟認証状に記載されている「Charter 　　　
　　Presentation Date」が公式のチャーター年月日である。

チャーターメンバー＝ Charter Member
　　新クラブ発足時の設立会員。国際協会加盟手続きの際、申請書に署名した会員。

チャーターナイト＝ Charter Presentation Ceremony
　　国際協会加盟認証を受ける新クラブが、近隣クラブおよび地域社会に披露する会。
　　本来は晩餐会なので通称 “チャーターナイト” という。この会では国際協会加盟認証状の伝達式、チャーターバッジ着装、
　　メンバー紹介などが行われる。

地域事務所 ＝ Area Office
　　地域の運営を円滑に進めるための事務所。
　　専任スタッフを置き、地域会長指導のもと、各区ヘの事務連絡、事務処理等を行う。アジア太平洋地域は、香港に地域事
　　務所を置いている。

点鐘
　　クラブ例会、区役員会等の公式会合の時に、開会宣言 /閉会宣言を行う主宰者が厳粛にギャベル（木槌）で鐘を打ち鳴ら
　　すこと。

トロイカ ＝ Troika
　　組織の各レベルで、トップをその前任者と後任者が支え、また、組織運営の継続性を確保する体制。ロシア語の 3頭立て
　　の馬橇が語源。
　　区は理事、次期理事、直前理事、部は部長、次期部長、直前部長、クラブは会長、次期会長、直前会長からなる。

ドライバー ＝ Driver
　　ワイズ運動、特に例会の推進役。クラブによってはマーシャル、クラブサービスと呼んでいる。直訳は“強く動機づける人”、
　　“運動推進役”。献金を促したり例会を盛り上げたりする役割を担う。

西日本区 ＝ Japan West Region
　　富山県、岐阜県、愛知県以西（沖縄県を除く）を領域とする区。1997 年に旧日本区の分割によって、東日本区と同時に誕
　　生した。

日本YMCA同盟 ＝ The National Council of YMCAs of Japan
　　日本のYMCA運動の推進、都市YMCAと学生YMCAへの支援、調整、助言活動を行う組織。事務所を東京都新宿区四
　　　　谷本塩町 2-11 に置く。1903 年に設立され、世界YMCA同盟とアジア・太平洋YMCA同盟に加盟し、世界YMCA

　　同盟を始め海外YMCAとの連絡を担う。全国のスタッフの国内研修、主事養成と認証、ワイズメンズクラブとの連携、調
　　整、御殿場にある研修施設、国際青少年センターYMCA東山荘の運営も行っている。

バナー ＝ Banner
　　クラブ、部、区の旗。クラブ例会、部大会、区大会など公式会合時に掲げる。

バランタイン賞 ＝ Harry M. Ballantyne Award of Merit 
　　国際協会の発展に貢献したメンバーに対して、毎年、国際協会が授賞する賞。1922 年の国際協会設立時から担当主事とし
　　て活躍した、Harry M. Ballantyne カナダ YMCA主事を記念して 1957 年に創設された。正式名称は、ハリー・M・バラ
　　ンタイン賞。
　　これまでの日本人受賞者は、次の各氏。（　　）内は受賞年：奈良傳（1966）、鈴木謙介（1982）、竹内敏朗（1987）、田
　　中真（1995）、三井万壽雄（2002）、今村一之（2006）、奈良信（2010）、藤井寛敏（2018）

半年報 ＝ Semiannual Report
　　クラブが会員の入 /退会による変化を東日本区へ提出（クラブ→部長→会員増強事業主任）する報告書。
　　7月 1日付と 1月 1日付の年 2回一定の書式で報告する。7月 1日付人数が国際会費、アジア太平洋地域会費、区費算定
　　の基礎となる。

東日本区 ＝ Japan East Region
　　世界に 44ある区（2022 年 7月現在）（行政単位）のひとつ。
　　新潟県、長野県、静岡県以東と沖縄県を領域とする。1997 年 7月に旧日本区を東西に分けた形で、東日本区、西日本区と
　　して誕生した。その活動は、東日本区定款に基づき、区理事がこれを統括する。区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置
　　かれている。

東日本区ウェブサイト
　　ワイズメンズクラブ、東日本区の紹介、区内のニュース、クラブ案内、区報、各種マニュアル、書式等が掲載されている
　　東日本区の公式ウェブサイト。URL は、https://www.ys-east.or.jp/
　　＜参考＞　国際協会ウェブサイト：https://www.ysmen.org/
　　　　　　　アジア太平洋地域ウェブサイト：http://www.ysmenap.org/
　　　　　　　西日本区ウェブサイト：http://www.ys-west.or.jp/

東日本区定款 ＝ Regional Constitution of Japan East Region
　　ワイズメンズクラブ国際協会の憲法に基づき、東日本区のモットー、綱領、目的、組織、運営の基本などを定めたもの。

東日本区奈良傳賞＝ Japan East Region Tsutae Nara Memorial Award
　　ワイズダム発展に尽力し、その功績が認められた会員に与えられる賞。
　　日本のワイズ運動の創始者である奈良傳氏の偉業を記念して制定された賞で、長年ワイズダム発展に尽力し、その功績が
　　認められ、奈良傳賞受賞者選考委員会の議を経て選ばれた会員が、東日本区大会で表彰される。

東日本区メーリングリスト
　　年度毎に、「全クラブ会長」、「全部長」、「各部別の部役員」、「各事業別の事業主査」等、東日本区内の各役職者別に作成さ
　　れる公式のメーリングリスト。例えば、全クラブ会長のメーリングリストは、kaicho@ys-east.or.jp。
　　当該メーリングに登録されているメンバーのみが、そのメーリングリストを用いて受発信できる。

ビジター ＝ Visitor
　　他クラブからの例会等への来訪者。ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバーも含む。

ヒストリアン（国際） ＝ Historian
　　全世界のワイズ関係の公式文書を入手保管し、歴史的資料として整備する役職者。
　　国際文献保存委員ともいう。区報、クラブチャーター資料、区大会開催資料など、使用言語の如何を問わず、ヒストリア
　　ンへ送付する。

ヒストリアン（東日本区）＝ Historian
　　東日本区のワイズ活動の歴史をまとめる役職者。
　　東日本区の歴史的事項を正確に記録するために、区報、区役員会資料、区大会資料、加盟認証状の写し、クラブ記念誌等
　　の文献を収集、整理、保存する。部ヒストリアンを設置している部もある。

ヒールザワールド ＝ Heal the World
　　国際協会が 2020-21 年度に開始した統一国際プロジェクト（「UGP」の項を参照）で、新型コロナウイルス後の世界を癒
　　すために、より強い国際的な関与と組織的な連携、連帯を構築して我々のボランティアの力をより発揮することを目的と
　　している。主な活動内容は、災害時等の救援物資の提供 /ボランティア支援、医療 /健康プログラム、専門家のネットワー
　　ク構築など。プロジェクトの資金を賄うために、TOF献金の増額が望まれている。

フィラテリスト ＝ Philatelist
　　直訳すると「切手収集家」。ワイズにおいては、BF献金の使用済切手の拠出を推進することおよび使用済切手を換金する
　　業者との窓口の役割を担う。各エリアではこの業務を担当する事業主任が任命されている。

Motto ＝ 標語（国際）
　　ワイズメンズクラブの基本的な行動目標を表す言葉。
　　国際標語は “To acknowledge the duty that accompanies every right”（強い義務感をもとう　義務はすべての権利に伴
　　う）である。

部 ＝ District
　　ワイズ運動を協力して進めるために区内の 2つ以上のクラブで構成された組織体。
　　東日本区には 7つの部（2022 年 7月 1日現在）がある。部は、区役員会、代議員会の承認を得て設置が認められる。

部事業主査 ＝ District Service Director（DSD）
　　部長のスタッフとして事業ごとに置かれる部役員。
　　部の事業活動の活発化に努め、クラブとの連絡を図ると共に、区事業主任との連絡を密にする。部長および区事業主任へ
　　部事業活動報告書を送る。

部大会 ＝ District Convention
　　部内各クラブ相互の情報交換および親睦のため、部長の主宰により年 1回以上開催される部の大会。2018-19 年度の東日
　　本区定款改訂により、これまでの「部会」から「部大会」に名称が変更された。正式な表記は、「XX部部大会」（「XX部大会」
　　ではなく）。

部長 ＝ District Governor
　　部の最高責任者。
　　あらゆる機会をとらえ部内クラブを指導するとともに、区にあっては代議員、区役員、「区役員候補者指名委員会」の委員
　　であり、部にあっては通常年 1回の部大会を主宰し、部の方針および運営等を協議し決定する数回の評議会を開催し、また、
　　属するクラブ会員全員の研修と交流を図る。任期内に部内クラブを 1回以上「公式訪問」し、部内諸活動の推進に努める。

部評議会 ＝ District Council
　　部の運営を協議、決議する機関。構成員は、それぞれの部則の定めによる。

物品 ＝ Supplies
　　ワイズ活動に用いる備品（万国旗など）、小道具（シールなど）、バッジ等の総称。
　　これらを製作 /供給する活動、事業者もいう。

ブリテン ＝ Bulletin
　　クラブとしての機関紙。クラブメンバーおよび他クラブ、区 /部役員等への連絡 /案内、入会候補者への PR、クラブの記
　　録としての役目を持つ。
　　毎月発行し、その月の例会プログラム、在籍者数、前月の例会出席者、出席率、BF成績、活動報告、活動計画、会員消息
　　などを掲載する。

文献 ＝ Documentation
　　ワイズメンズクラブ活動の指針となる規約集、手引き書その他参考文献。
　　文献作成 /精査等の実働組織として、東日本区では文献・組織検討委員会が設けられており、その委員は、区理事が任命する。

ブースター賞 ＝ Booster Award
　　会員増強の功績に対して国際協会から授与される賞。前年 2月 1日から当年 1月 31 日までの 1年間に、3名以上の新入
　　会員を紹介した個人および 6名以上の会員純増を果たしたクラブが表彰される。



STEP ＝ Short Term Youth Exchange Program
　　ユース海外短期交流プログラム。
　　3～ 11 週間の短期海外訪問制度。18～ 25 歳のワイズの子弟（または、3年以上、ワイズメンズクラブ、ワイズユースク
　　ラブ、YMCAの何れかの会員経験を有する者）が応募対象者。海外のワイズ家庭に滞在し、現地のユースとの交流や異文
　　化を体験する。
　　応募は、希望派遣期間の半年以上前に、クラブを通じて、ユース事業主任へ申請書類を提出する。

TOF ＝ Time of Fast
　　タイム・オブ・ファスト（Time of Fast：断食の時）の略称で、「ティー・オー・エフ」と発音する。クラブ例会での食事
　　を抜き、その金額相当分を国際協会に献金する。
　　献金は、世界中のYMCA、ワイズメンズクラブから募集して国際協会が選定する、SDGs に関連する発展途上国を主たる
　　対象とする地域支援プロジェクトに用いられる。
　　国際協会、東日本区では 2月を強調月間とし、クラブ例会だけではなく、2月に開催される、区、部の会合でも食事を抜
　　いたり、簡素なものにしたりしてその分を献金するよう努めている。

TC ＝ Travel Coordinator
　　来訪する BF代表の旅行日程を立案し、旅行中の世話や受け入れ /調整を行う専任委員。

UGP ＝ Unified Global Project（統一国際プロジェクト）
　　ワイズメンズクラブの認識度のアップを願って、始められた国際レベルの統一事業で、2005 年度からはHIV/ AIDS 関連
　　事業を展開した。国際協会での取り組みが終わった 2010 年度以降も東日本区では継続して取り組んでいる。2020/21 年
　　度からは、Heal the World（世界を癒そう）が統一事業に選定されている。

Week4Waste = Week for Waste (「ゴミのための週」)
　　国際協会によって 2020-21 年度に開始された、ワイズメンズクラブと地域社会を結びつけ、よりクリーンな地球を目指し
　　て統一的に行動するCS事業のキャンペーン。活動の多くは、毎年 4月 22 日のアースデイ（地球の日）のある 4月と、世
　　界最大の市民運動のひとつであるワールドクリーンアップデイ（毎年 9月中旬）に合わせて行われる。

YEEP ＝ Youth Educational Exchange Program
　　ワイズメンズクラブ会員の子弟の高校留学生交換事業。
　　2020-21 年度に廃止された。

YES ＝ Y's Extension Support
　　新クラブ設立の活動を支援するためのアジア太平洋地域の基金。各区から地域に拠出された献金は、地域内の各クラブの
　　設立支援資金および地域レベルのエクステンション活動に用いられる。

YIA ＝ Youth Involvement and Activities
　　若者のワイズメンズクラブ活動への参画、活動。
　　ワイズメンズクラブが行う様々な行事に、多くの若者達を巻き込む活動の奨励、ワイズユースクラブの育成、ユースコン
　　ボケーションの実施等を行う。

Y３ ＝ ワイスリー
　　ワイズメンズクラブの活動に共感する高校生以上の若者によるユースクラブ。YMCA、Y's Men、Youth の 3つの Yを表
　　している東・西日本区だけの組織である。2021-2022 年度現在、「Y３宇都宮」が活動を行っている。

YMCA ＝ Young Men's Christian Association
　　ワイズメンズクラブが支援、奉仕の対象としている社会教育団体。世界 120か国・地域に 6,500 万人（2021-2022 年度現在）
　　の会員を持つ世界最古、最大のNGOと言われている。
　　1844 年ロンドンでジョージ・ウィリアムズら青年によって創設され、全世界に広がり、世界YMCA同盟を結成している。
　　青少年の育成を運動の中心とするが、社会の必要に応えて、平和活動、地域社会支援、社会的弱者救済等にも取り組んでいる。

YMCAサービス ＝ YMCA Service
　　YMCAに対する奉仕を立案、実行するワイズメンズクラブの事業。
　　東日本区事業の中のひとつであり、YMCA指導者育成のための財的支援を目的とするASF（アレキサンダー奨学基金）も
　　YMCAサービス事業のひとつである。クラブは、区のサービス事業とともに、各クラブの関係YMCAへの奉仕と協力を
　　推進する。

　　Eは、クラブ拡張（新クラブ設立）、MCは、会員の維持（啓発、退会防止）と増強（新会員獲得）の意。

EF ＝ Endowment Fund（エンダウメントファンド）
　　国際協会の財政的な安定およびワイズダム発展のための基金。
　　個人 /クラブが特定の人を記念して献辞とともに 120 スイスフラン以上の寄付を行うか、個人 /クラブとして寄付のみを
　　行うかの 2種類がある。前者は、国際本部に永久保管されている「ゴールデンブック」に献辞が記載される。後者は、一
　　定金額以上の寄付を行った場合、献金額に応じて以下の称号が与えられ、「ゴールデンブック」に氏名が記載される。
　　50スイスフラン以上の献金（個人）：エンダウメントフレンド
　　120 スイスフラン以上の献金（個人）：ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　2回目の 120 スイスフラン以上の献金（個人）：ダブル・ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　1,000 スイスフラン以上の献金（個人）：オナーロール
　　1,000 スイスフラン以上の献金（クラブ）：オナーロールクラブ

IT アドバイザー＝ Information Technology Advisor
　　情報技術アドバイザー。
　　東日本区では「情報技術」に関して専門的なアドバイスを担当し、区のウェブサイトや区内のメーリングシステムの構築、
　　維持など IT に関するサポートを行っている。

IBC ＝ International Brother Clubs
　　国際兄弟クラブ。
　　クラブが外国のクラブと兄弟クラブ締結を行い、永続的な交流を続けること。また、その相手クラブのことも指す。新た
　　に IBC関係を結ぼうとするクラブ同士は、十分な事前準備を行った上で、締結書を交わす。
　　締結は、IBC国際事業主任が締結書にサインすることにより正式に認められる。

IBC トライアングル＝ International Brother Clubs Triangle
　　3クラブが相互に IBCを締結すること。

IBC クワドラングル＝ International Brother Clubs Quadrangle
　　4クラブが相互に IBCを締結すること。

ID ＝ International Director（ワイズメネット国際主任）
　　国際協会におけるワイズメネットの代表者。

iGo = Internships for Global Outreach（アイゴー：「世界に手を伸ばすためのインターン制度」）
　　青年の成長を目的として、YMCAやワイズメンズクラブ会員で事業を行っている者が、ユースに国際的なインターン（職
　　業体験）の場を提供するプログラム。申請時に 18歳から 29歳の者が対象。2020-21 年度に廃止されたYEEP の後継プロ
　　グラム。

JEF ＝ Japan East Y's Men's Fund
　　東日本区ワイズ基金。
　　東日本区ワイズ運動の安定的かつ継続的発展を支えるため、個人、クラブが記念すべき出来事、行事、慶弔事の折等に、　
　　基金に寄付を行う。寄付者氏名とその理由は、「奉仕帳」に記帳、永久保管される。

LT ＝ Leadership Training
　　会員のリーダーシップの開発、向上を目的に行う研修またはこれを推進する事業の名称。
　　東日本区では、LT委員会が設置され、区主催の部役員、クラブ役員の研修の企画 /実施、研修教材の整備 /提供、部主催
　　の研修会等の支援を行っている。
　　国際協会での正式名称は、LTOD (Leadership Training and Organisation Development)。

NDERF ＝ Natural Disaster Emergency Relief Fund（NDERF（自然災害緊急支援基金））
　　アジア太平洋地域において、地震、台風等の大きな自然災害が発生した際の緊急支援を行うことを目的とした基金。毎年、
　　アジア太平洋地域内の各区は、メンバーひとり当たり 2米ドルを前期の地域会費と併せて、アジア太平洋地域会計に送付
　　する。各理事からの要請に基づき、アジア太平洋地域常任役員会の決定によって支援金が支給される。

SDS ＝ Special Development Support（特別発展支援金）
　　国際協会の EF（エンダウメントファンド）の運用益の一部を原資として、各区におけるエクステンション活動等に対して、
　　その費用の一部が各区から国際本部への申請によって支給される制度。

YMCAの歌 ＝ YMCA Song
　　日本のYMCAの公式歌。ワイズの会合等でも歌われる。
　　1953 年、日本YMCA同盟が 50周年を記念して公募し、同盟主事の淵田多穂理の応募作品が入選し、津川主一が作曲した。

アジア太平洋地域 ＝ Asia Pacific Area
　　ワイズ運動の国際行政区分 8地域のひとつ。
　　2022 年 7月現在、東日本区、西日本区、台湾区、フィリピン区、南東アジア区（香港、マカオ、シンガポール、マレーシ
　　ア、タイ、ミャンマー、バングラデシュ、カンボジア、ネパール、インドネシア）、スリランカ区（スリランカ、パキスタ
　　ン）、オーストラリア区の 7区（Region）から成る。

いざ立て ＝ ONCE MORE WE STAND
　　ワイズメンズクラブ国際協会の公式歌。
　　クラブ、部、区、地域、国際など、ワイズの会合の冒頭で歌われる。英語では “Y’ s Men’ s Hymn” と呼ばれる。フィ
　　ンランドの作曲家、シベリウス（1869 ～ 1957）の交響詩「フィンランディア」の曲に、ワイズメンズクラブの創始者　
　　P・W・アレキサンダーが作詞した。原題は、ONCE MORE WE STAND である。日本では1962年に淵田多穂理が訳詞した。

「祈りの輪」の日
　　世界中のワイズメンズクラブ会員が「共に祈る時」を持つ日。
　　12月 8日は、ワイズメンズクラブの創始者 P・W・アレキサンダーの誕生日。この日を記念して世界中のワイズメンズク
　　ラブ会員が、それぞれの国の午後 8時に「共に祈る時」を持って地球上を輪でつなぐことを願うことから「祈りの輪」と言う。

ウエルネス ＝ Wellness
　　創造的健康生活を送ろうという運動。
　　人間が個人的にも社会的にも健全な生活を送るため、現代人を取り巻くストレス、運動不足、環境破壊などを意識して立
　　ち向かい、こころ、からだ、人間関係のすべてにわたって、あるべき姿を追求する。複数の都市YMCA にはウエルネスセ
　　ンターが設置され、地域に対して継続してウエルネスの普及に取り組んでいる。

エクステンション・ビヨンド・ボーダーズ ＝ Extension Beyond Borders（EBB）
　　区、国の枠組みを超えて、新クラブを設立すること。国際協会は、この取り組みを推奨している。東日本区での例として、
　　東京武蔵野多摩クラブがモンゴル・ウランバートルクラブをスポンサーとして設立したことが挙げられる。EBBを行った
　　クラブに対しては国際協会から賞（Extension Beyond Borders Award：EBBA）が授与される。

エリア ＝ Area
　　国際ワイズ運動を進める行政区分。
　　世界を地理的に 8つの地域に分割している。アフリカ、アジア太平洋、韓国、カナダ /カリブ海諸国、ヨーロッパ、インド、
　　ラテンアメリカ、米国の 8地域である。各地域は、国際議員選出の母体となり、地域行政は、その地域から選出された国
　　際議員の中から選ばれた地域会長（AP）が運営に当たる。

エルマー・クロウ賞 ＝ Elmer Crowe Award
　　任期年度中に特に傑出した働きをした部長に与えられる国際賞。
　　任期半ばで倒れた、カナダの元理事エルマー・クロウを記念して創設された。区理事が評価基準に基づいて、候補者を地
　　域会長に推薦し、国際会長が最終決定する。

会員異動報告書
　　クラブの会員の入会（新入会、転入会、再入会）や退会（退会、転出会）、変更などの異動があった場合に会長の責任にお
　　いて、所属部の部長および部会員増強事業主査（写し：東日本区事務所）に提出する書類。

監事（区） ＝ Auditor
　　区運営に関して、区役員に適切な助言、督励を行う者。
　　区の指名委員会によって指名され、代議員会で承認されて 2年間の任に就く。行政監事 1名、財政監事 1名が選任され、
　　それぞれの分野での監査を行い、他方の分野も副担当として実施する。

キリスト教精神 ＝ Christian Spirit
　　イエス・キリストが全生涯をもって示した博愛、奉仕、自己犠牲の精神。
　　国際憲法のガイドライン 201 には、「イエス・キリストの教えは、ワイズメン全体の意志決定のための、クラブならびに
　　国際協会の運営のための、さらにワイズメン個人の日々の生活のための、ガイドライン（指針）となるものである。」と定
　　められている。

　　国際協会、各地域ではキリスト教精神を広めるため、キリスト教強調 (Christian Emphasis: CE) 事業主任が選任され、キ
　　リスト教精神の維持、拡大を担っている。

ギャベル ＝ Gavel
　　点鐘を行うとき、鐘をたたく木槌。

休会
　　病気や一定期間の仕事の都合等の正当な理由で、長期にわたり、クラブの例会や諸活動に出席できない者は、クラブ会長
　　が申請し、理事の承認を得て、最長 3年間、休会とすることができる。ただし、病気の快復等で再び例会等に出席できる
　　ようになった場合に復帰する意思がある者に限る。休会は、退会と同じ扱いであるが、ロースターに氏名が掲載され、また、
　　復帰の際の入会金が免除される。東日本区独自の制度。

協力関係の原則 ＝ Principles of Partnership
　　世界YMCA同盟とワイズメンズクラブ国際協会がより良きパートナーとなるべく、両者の協力関係の原則が 1981 年に締
　　結された。各地域、各区等のレベルでも同様の締結が進んでいる。

区＝ Region
　　地域（エリア）を構成する区分。東日本区は、アジア太平洋地域の構成員。
　　区の目的は、「区内の各クラブが国際憲法の精神に基づき、敬愛の念を持って交わり、国際協会の綱領と目的を達成し、さ
　　らにこの運動を広く区内に拡張するために相互に協力すること」（東日本区定款第 2条第 3項）を進めることである。

区事務所 ＝ Regional Office
　　区の運営に関する事務を処理する事務所。
　　区事務所は、区書記、会計等の理事スタッフと協力し、区運営のサポートを行う。事務所運営のために事務所所長等の職
　　員を置く。東日本区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置かれている。

区事業主任 ＝ Regional Service Director（RSD）
　　区理事のスタッフとして、事業ごとに置かれる区役員。
　　国際、地域の事業主任の指導のもと、理事の意向を受けて、当該事業活動の計画立案、実施の責任を持ち、各部の事業主
　　査をリードし、その事業活動を支援する。また、活動状況、成果を区内および地域、国際へ報告する。

区大会 ＝ Regional Convention
　　毎年各区で開催される大会。
　　東日本区は、原則として 6月の第 1土日に区理事が主宰し、開催する。大会は、クラブおよび会員が情報を交換し、互い
　　に啓発し、共に運動を担う者としての連帯、協力関係、親睦を深めることを目的とする。区大会は、立候補によって選ば
　　れたホストクラブが実行委員会（ホストコミッティー）を組織し、理事の指導のもと準備、運営、実施に当たる。

区担当主事（東日本区） ＝ YMCA Liaison Secretary to Japan East Region
　　YMCAとワイズメンズクラブの区レベルでの連携を行う日本YMCA同盟主事。
　　日本YMCA同盟総主事が同盟主事の中から任命する。東日本区役員会を始め、種々の会合、区大会等に出席し、YMCA　
　　とワイズメンズクラブとの関係が円滑に推進されるように努める。

区報、部報 ＝ Regional Bulletin、District Bulletin
　　区、部の公式の会報で、メンバーに対する情報提供、活動の記録等を目的として発行、配布される。東日本区においては
　　東日本区定款施行細則で年 2回以上の発行が定められおり、各部においては部則等の規定に則って発行される。

区役員 ＝ Regional Officers
　　区役員会を構成する役員。
　　理事、次期理事、直前理事、区書記、区会計、部長、区事業主任が区役員である。
　　区役員会には、監事、委員会委員長、専任委員、事務所職員等も列席する。

クラブ ＝ Club
　　ワイズメンズクラブ運動を構成する最小単位でかつ運動の基盤となる組織。クラブは、最低 3名の会員から成り、新たに
　　クラブを設立する際は、5名以上の会員が必要である。

クラブ担当主事 ＝ Related Secretary
　　YMCAとクラブとの連携を行うYMCAの主事。

　　投票権があるのは、グッドスタンディングクラブ（「グッドスタンディング」の項を参照）でかつ直近 3半期の会員数が　
　　15名以上のクラブである。ただし、会員数の基準を満たしていない場合、直近 3半期の会員数が 5名以上で、12月 31　
　　日現在でチャーター後 25年を経過しているクラブは、区理事からの国際本部への申請によって投票権を得ることができる。
　　投票は、各クラブを代表する者（クラブ会長または事前に登録したその他のクラブメンバー）が国際協会のウェブサイト
　　を通じて実施する。

国際本部 ＝ International Headquarters（IHQ）
　　国際協会事務局、国際書記局ともいう。国際書記長以下有給スタッフが、全世界の役員、委員、区理事、クラブ会長など
　　への事務連絡や実務を行っている。事務所は、スイス・ジュネーブに置かれている。サテライトオフィスがチェンマイ（タ
　　イ）に置かれている。

国際聖句
　　ワイズメンズクラブ会員の精神的基盤をなすもので、新約聖書 “ヨハネによる福音書第 17章 21 節”。

国際大会 ＝ International Convention（IC）
　　2年ごとに開催される国際協会レベルの大会。
　　全世界のワイズメンズクラブ会員が一堂に会し、式典、研修、親睦等のプログラムが展開される。開催地（ホスト区）は、
　　立候補制で国際大会委員会（ICC）の下に、ホスト区内に大会実行委員会（HCC=ホストコンベンションコミッティ）が
　　組織され、大会全般の準備と実行に当たる。

国際連合・経済社会理事会・特殊諮問資格＝
　　Special Consultative Status with the Economic and Social Council of the United Nations
　　2006 年にワイズメンズクラブ国際協会が取得した、国際連合・経済社会理事会が認めるNGO（非政府組織）の資格のひ
　　とつ。特定の分野において、国際連合が採択した行動計画、プログラムおよび宣言を実施、推進する。国際連合およびそ
　　の補助機関の特定の会合への出席、検討事項に関する意見を述べることができる。

コメット＝ Y'slings
　　日本でのワイズメンズクラブ会員の子弟の呼称。国際での呼称は、ワイズリングズ。

ゴールデンブック ＝ Golden Book
　　エンダウメントファンドへの献辞、寄付者名が記録される台帳。
　　革表紙の製本で永久保存される。東日本区の「東日本区ワイズ基金」（JEF）の「奉仕帳」に当たる。

出席率 ＝ The Percentage of Member's Attendance
　　クラブ会員の例会出席率。（東日本区定款施行細則第 11 条参照）

常任役員（会） ＝ Regional Executive Officers
　　区の理事、次期理事、直前理事、書記、会計。
　　この 5者で常任役員会を構成する。常任役員会は、日常必要な決済事項を合議によって処理する。

主題 ＝ Theme
　　国際会長、アジア太平洋地域会長、区理事、部長、クラブ会長が掲げる中心テーマで、それぞれの任期年度に使用する。

スローガン = Slogan
　　主題を展開、補足する副題。サブテーマ（Sub-Theme）とも言う。

スポンサークラブ＝ Sponsor Club
　　新クラブ設立のイニシアティブをとるクラブ。設立、チャーター後も、新クラブを支援する。

スマイル＝ Smile
　　クラブ活動資金、基金作りのための自由献金。
　　例会で、会員が最近身近に起きた嬉しいことなどを記念して献金する。クラブによっては「ニコニコ」、「ドライブ」、「ロバ」
　　などとも呼んでいる。

世界YMCA同盟＝ World Alliance of YMCAs
　　世界各国のYMCAの協力と運動推進を図るための連合体。本部はスイス・ジュネーブにある。略称は、WAY。
　　World YMCAと称することもある。

　　クラブが支援する都市YMCAの総主事が任命する。クラブ会員としてクラブに加わり、連絡役のみならずクラブ活動にも
　　参加する。

グッドスタンディング ＝ Good standing
　　直近 3半期の会費（国際会費、地域会費、区会費）を支払ったクラブを国際協会ではグッドスタンディング（良好な状態
　　のクラブ）クラブと呼ぶ。会員数には無関係である。

ゲスト ＝ Guest
　　例会などでワイズ関係 ( ワイズメン、ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバー ) 以外の知人、友人、ゲス
　　トスピーカー、入会候補者としての参加者などをゲストと呼ぶ。

広義会員 ＝ Members-at-large
　　クラブ会員の内、常に例会その他の会合に出席することが不可能な者は、クラブ会長が理事に届け出て、理事の承認を受
　　けると広義会員となることができる東日本区の制度。広義会員は、例会出席義務を免かれる。
　　国際協会の広義会員は、ワイズの無い地域に住む者が、特定のクラブではなく区に所属する制度であり、東日本区の制度
　　とは別の制度である。

広報 ＝ Public Relations（PR）
　　「組織以外の多くの人に広く情報を伝える」（Public Information）と「人のつながりを強める」（Public Relations）こと。
　　ワイズ内外にタイムリーに情報発信し、ワイズ活動の活性化、社会的認知度の向上に資する。

功労会員 ＝ Senior Service Member
　　クラブのために長年尽くして来た会員が、クラブの決議により理事に届け出て功労会員となる。例会出席義務を免除される。

国際会長 ＝ International President（IP）
　　ワイズメンズクラブ国際組織の最高責任者。国際議会の議長を務める。
　　推薦制で任期は 1年。就任の 2年前に投票権を持つ全世界のクラブ会長の投票で選ばれ、次の 1年、次期国際会長となる。
　　国際会長の取り組みとして最も強調したいことを「国際会長主題」として掲げる。

国際議会 ＝ International Council（IC）
　　ワイズメンズクラブ国際協会の立法機関。
　　国際憲法の改訂を始め、国際協会の予算の決定、諸事業、規定の新設 /改廃、国際大会開催地の決定など、国際ワイズ活
　　動のすべての重要案件を審議する。各地域から会員人数割りで選出される 15名の（国際）議員によって構成される。毎年
　　7月または 8月に国際議会が開かれ、1月または 2月に年央会議（ミッドイヤーミーティング）が開かれる。

国際議員 ＝ International Council Members（ICM）
　　国際議会構成員。世界の全 8地域から会員数に応じてドント方式で選出される 13名の国際議員と輪番で 2地域から選出
　　される 2名の青年議員（26歳から 39歳）議員の合計 15名からなる。何れも当該地域の各クラブからの投票で選出される。
　　任期は 2年で再選は認められていない。

（ワイズメンズクラブ）国際協会 ＝ The International Association of Y’ s Men’ s Clubs / Y’ s Men International
　　世界のワイズメンズクラブを構成員として設立されている国際組織。
　　国際協会の立法機関は、国際議会、行政機関は、執行役員会と各地域会長である。

国際憲法 ＝ International Constitution
　　ワイズメンズクラブの活動基盤を定めたもの。
　　東日本区定款の綱領や目的も国際憲法に基づいて定められている。国際協会の標語（Motto）「強い義務感を持とう　義務
　　はすべての権利に伴う」も、この中に明記されている。

国際執行役員（会） ＝ International Executive Officers（IEO）
　　国際会長、次期国際会長、直前国際会長、国際会計を国際執行役員と呼び、4者で国際執行役員会を構成する。国際執行
　　役員会には、有給スタッフである国際書記長も陪席し、日常必要な決済事項を合議によって処理する。東日本区の常任役
　　員（会）に当たる。

国際投票 = International Voting
　　毎年通常、12月から 1月にかけて、次々期国際会長、次期国際会計（3年に 1度）、地域選出国際議会議員の選出および
　　国際憲法の改訂（改訂事項がある場合）についての国際投票が行われる。

設立総会
　　新クラブの発足に際し、新クラブメンバーによりクラブ名称、会則、事業方針、予算などを決議し、また、申請書類への
　　署名を行う会合。日本のワイズメンズクラブ独特のもの。
　　設立総会を終えると、クラブとしての活動が始まるが、チャーターナイトまでは、「ワイズメンズクラブ」として公式には
　　認められていないため、その間は「（仮）○○ワイズメンズクラブ」等と称することが通例となっている。

戦略 2032 = Strategy 2032　
　　創立 100 周年を機に、2022 年に制定されたワイズズメンズクラブ国際協会（YMI）の中長期計画。YMI が 2032 年には
　　どのような組織になっているかの目標およびそのための戦略をまとめたもの。YMIは、公平で持続可能な世界を築くために、
　　互いに刺激し合い、協力し合って、親睦と地域社会への影響力において卓越した組織となること、健康、環境、教育に重
　　点を置いて奉仕活動を行っていくこと等が謳われている。
　　2016 年に制定された「2022 年とその先に向けて」（Towards2022 & Beyond」）および 2019 年に制定された「チャレン
　　ジ 22」（Challenge 22）の後継計画である。

代議員＝ Regional Council Members
　　東日本区のクラブ会長、部長および部の会員人数割りによって選出された会員。任期は、7月 1日から 1年。ただし、再
　　任を妨げない。議長は、直前部長の互選で選任される。
　　東日本区の立法機関である代議員会の構成員である。年次代議員会は、通常東日本区大会に合わせて開催される。部人数
　　割代議員は部内会員数 100 名につき 1名（100 名未満の場合は 1名）の割合で選出する。内 1名は、直前部長。

チャーター＝ Charter
　　新設クラブに対して国際協会が加盟を認証すること、または加盟認証状。加盟認証状に記載されている「Charter 　　　
　　Presentation Date」が公式のチャーター年月日である。

チャーターメンバー＝ Charter Member
　　新クラブ発足時の設立会員。国際協会加盟手続きの際、申請書に署名した会員。

チャーターナイト＝ Charter Presentation Ceremony
　　国際協会加盟認証を受ける新クラブが、近隣クラブおよび地域社会に披露する会。
　　本来は晩餐会なので通称 “チャーターナイト” という。この会では国際協会加盟認証状の伝達式、チャーターバッジ着装、
　　メンバー紹介などが行われる。

地域事務所 ＝ Area Office
　　地域の運営を円滑に進めるための事務所。
　　専任スタッフを置き、地域会長指導のもと、各区ヘの事務連絡、事務処理等を行う。アジア太平洋地域は、香港に地域事
　　務所を置いている。

点鐘
　　クラブ例会、区役員会等の公式会合の時に、開会宣言 /閉会宣言を行う主宰者が厳粛にギャベル（木槌）で鐘を打ち鳴ら
　　すこと。

トロイカ ＝ Troika
　　組織の各レベルで、トップをその前任者と後任者が支え、また、組織運営の継続性を確保する体制。ロシア語の 3頭立て
　　の馬橇が語源。
　　区は理事、次期理事、直前理事、部は部長、次期部長、直前部長、クラブは会長、次期会長、直前会長からなる。

ドライバー ＝ Driver
　　ワイズ運動、特に例会の推進役。クラブによってはマーシャル、クラブサービスと呼んでいる。直訳は“強く動機づける人”、
　　“運動推進役”。献金を促したり例会を盛り上げたりする役割を担う。

西日本区 ＝ Japan West Region
　　富山県、岐阜県、愛知県以西（沖縄県を除く）を領域とする区。1997 年に旧日本区の分割によって、東日本区と同時に誕
　　生した。

日本YMCA同盟 ＝ The National Council of YMCAs of Japan
　　日本のYMCA運動の推進、都市YMCAと学生YMCAへの支援、調整、助言活動を行う組織。事務所を東京都新宿区四
　　　　谷本塩町 2-11 に置く。1903 年に設立され、世界YMCA同盟とアジア・太平洋YMCA同盟に加盟し、世界YMCA

　　同盟を始め海外YMCAとの連絡を担う。全国のスタッフの国内研修、主事養成と認証、ワイズメンズクラブとの連携、調
　　整、御殿場にある研修施設、国際青少年センターYMCA東山荘の運営も行っている。

バナー ＝ Banner
　　クラブ、部、区の旗。クラブ例会、部大会、区大会など公式会合時に掲げる。

バランタイン賞 ＝ Harry M. Ballantyne Award of Merit 
　　国際協会の発展に貢献したメンバーに対して、毎年、国際協会が授賞する賞。1922 年の国際協会設立時から担当主事とし
　　て活躍した、Harry M. Ballantyne カナダ YMCA主事を記念して 1957 年に創設された。正式名称は、ハリー・M・バラ
　　ンタイン賞。
　　これまでの日本人受賞者は、次の各氏。（　　）内は受賞年：奈良傳（1966）、鈴木謙介（1982）、竹内敏朗（1987）、田
　　中真（1995）、三井万壽雄（2002）、今村一之（2006）、奈良信（2010）、藤井寛敏（2018）

半年報 ＝ Semiannual Report
　　クラブが会員の入 /退会による変化を東日本区へ提出（クラブ→部長→会員増強事業主任）する報告書。
　　7月 1日付と 1月 1日付の年 2回一定の書式で報告する。7月 1日付人数が国際会費、アジア太平洋地域会費、区費算定
　　の基礎となる。

東日本区 ＝ Japan East Region
　　世界に 44ある区（2022 年 7月現在）（行政単位）のひとつ。
　　新潟県、長野県、静岡県以東と沖縄県を領域とする。1997 年 7月に旧日本区を東西に分けた形で、東日本区、西日本区と
　　して誕生した。その活動は、東日本区定款に基づき、区理事がこれを統括する。区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置
　　かれている。

東日本区ウェブサイト
　　ワイズメンズクラブ、東日本区の紹介、区内のニュース、クラブ案内、区報、各種マニュアル、書式等が掲載されている
　　東日本区の公式ウェブサイト。URL は、https://www.ys-east.or.jp/
　　＜参考＞　国際協会ウェブサイト：https://www.ysmen.org/
　　　　　　　アジア太平洋地域ウェブサイト：http://www.ysmenap.org/
　　　　　　　西日本区ウェブサイト：http://www.ys-west.or.jp/

東日本区定款 ＝ Regional Constitution of Japan East Region
　　ワイズメンズクラブ国際協会の憲法に基づき、東日本区のモットー、綱領、目的、組織、運営の基本などを定めたもの。

東日本区奈良傳賞＝ Japan East Region Tsutae Nara Memorial Award
　　ワイズダム発展に尽力し、その功績が認められた会員に与えられる賞。
　　日本のワイズ運動の創始者である奈良傳氏の偉業を記念して制定された賞で、長年ワイズダム発展に尽力し、その功績が
　　認められ、奈良傳賞受賞者選考委員会の議を経て選ばれた会員が、東日本区大会で表彰される。

東日本区メーリングリスト
　　年度毎に、「全クラブ会長」、「全部長」、「各部別の部役員」、「各事業別の事業主査」等、東日本区内の各役職者別に作成さ
　　れる公式のメーリングリスト。例えば、全クラブ会長のメーリングリストは、kaicho@ys-east.or.jp。
　　当該メーリングに登録されているメンバーのみが、そのメーリングリストを用いて受発信できる。

ビジター ＝ Visitor
　　他クラブからの例会等への来訪者。ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバーも含む。

ヒストリアン（国際） ＝ Historian
　　全世界のワイズ関係の公式文書を入手保管し、歴史的資料として整備する役職者。
　　国際文献保存委員ともいう。区報、クラブチャーター資料、区大会開催資料など、使用言語の如何を問わず、ヒストリア
　　ンへ送付する。

ヒストリアン（東日本区）＝ Historian
　　東日本区のワイズ活動の歴史をまとめる役職者。
　　東日本区の歴史的事項を正確に記録するために、区報、区役員会資料、区大会資料、加盟認証状の写し、クラブ記念誌等
　　の文献を収集、整理、保存する。部ヒストリアンを設置している部もある。

ヒールザワールド ＝ Heal the World
　　国際協会が 2020-21 年度に開始した統一国際プロジェクト（「UGP」の項を参照）で、新型コロナウイルス後の世界を癒
　　すために、より強い国際的な関与と組織的な連携、連帯を構築して我々のボランティアの力をより発揮することを目的と
　　している。主な活動内容は、災害時等の救援物資の提供 /ボランティア支援、医療 /健康プログラム、専門家のネットワー
　　ク構築など。プロジェクトの資金を賄うために、TOF献金の増額が望まれている。

フィラテリスト ＝ Philatelist
　　直訳すると「切手収集家」。ワイズにおいては、BF献金の使用済切手の拠出を推進することおよび使用済切手を換金する
　　業者との窓口の役割を担う。各エリアではこの業務を担当する事業主任が任命されている。

Motto ＝ 標語（国際）
　　ワイズメンズクラブの基本的な行動目標を表す言葉。
　　国際標語は “To acknowledge the duty that accompanies every right”（強い義務感をもとう　義務はすべての権利に伴
　　う）である。

部 ＝ District
　　ワイズ運動を協力して進めるために区内の 2つ以上のクラブで構成された組織体。
　　東日本区には 7つの部（2022 年 7月 1日現在）がある。部は、区役員会、代議員会の承認を得て設置が認められる。

部事業主査 ＝ District Service Director（DSD）
　　部長のスタッフとして事業ごとに置かれる部役員。
　　部の事業活動の活発化に努め、クラブとの連絡を図ると共に、区事業主任との連絡を密にする。部長および区事業主任へ
　　部事業活動報告書を送る。

部大会 ＝ District Convention
　　部内各クラブ相互の情報交換および親睦のため、部長の主宰により年 1回以上開催される部の大会。2018-19 年度の東日
　　本区定款改訂により、これまでの「部会」から「部大会」に名称が変更された。正式な表記は、「XX部部大会」（「XX部大会」
　　ではなく）。

部長 ＝ District Governor
　　部の最高責任者。
　　あらゆる機会をとらえ部内クラブを指導するとともに、区にあっては代議員、区役員、「区役員候補者指名委員会」の委員
　　であり、部にあっては通常年 1回の部大会を主宰し、部の方針および運営等を協議し決定する数回の評議会を開催し、また、
　　属するクラブ会員全員の研修と交流を図る。任期内に部内クラブを 1回以上「公式訪問」し、部内諸活動の推進に努める。

部評議会 ＝ District Council
　　部の運営を協議、決議する機関。構成員は、それぞれの部則の定めによる。

物品 ＝ Supplies
　　ワイズ活動に用いる備品（万国旗など）、小道具（シールなど）、バッジ等の総称。
　　これらを製作 /供給する活動、事業者もいう。

ブリテン ＝ Bulletin
　　クラブとしての機関紙。クラブメンバーおよび他クラブ、区 /部役員等への連絡 /案内、入会候補者への PR、クラブの記
　　録としての役目を持つ。
　　毎月発行し、その月の例会プログラム、在籍者数、前月の例会出席者、出席率、BF成績、活動報告、活動計画、会員消息
　　などを掲載する。

文献 ＝ Documentation
　　ワイズメンズクラブ活動の指針となる規約集、手引き書その他参考文献。
　　文献作成 /精査等の実働組織として、東日本区では文献・組織検討委員会が設けられており、その委員は、区理事が任命する。

ブースター賞 ＝ Booster Award
　　会員増強の功績に対して国際協会から授与される賞。前年 2月 1日から当年 1月 31 日までの 1年間に、3名以上の新入
　　会員を紹介した個人および 6名以上の会員純増を果たしたクラブが表彰される。



STEP ＝ Short Term Youth Exchange Program
　　ユース海外短期交流プログラム。
　　3～ 11 週間の短期海外訪問制度。18～ 25 歳のワイズの子弟（または、3年以上、ワイズメンズクラブ、ワイズユースク
　　ラブ、YMCAの何れかの会員経験を有する者）が応募対象者。海外のワイズ家庭に滞在し、現地のユースとの交流や異文
　　化を体験する。
　　応募は、希望派遣期間の半年以上前に、クラブを通じて、ユース事業主任へ申請書類を提出する。

TOF ＝ Time of Fast
　　タイム・オブ・ファスト（Time of Fast：断食の時）の略称で、「ティー・オー・エフ」と発音する。クラブ例会での食事
　　を抜き、その金額相当分を国際協会に献金する。
　　献金は、世界中のYMCA、ワイズメンズクラブから募集して国際協会が選定する、SDGs に関連する発展途上国を主たる
　　対象とする地域支援プロジェクトに用いられる。
　　国際協会、東日本区では 2月を強調月間とし、クラブ例会だけではなく、2月に開催される、区、部の会合でも食事を抜
　　いたり、簡素なものにしたりしてその分を献金するよう努めている。

TC ＝ Travel Coordinator
　　来訪する BF代表の旅行日程を立案し、旅行中の世話や受け入れ /調整を行う専任委員。

UGP ＝ Unified Global Project（統一国際プロジェクト）
　　ワイズメンズクラブの認識度のアップを願って、始められた国際レベルの統一事業で、2005 年度からはHIV/ AIDS 関連
　　事業を展開した。国際協会での取り組みが終わった 2010 年度以降も東日本区では継続して取り組んでいる。2020/21 年
　　度からは、Heal the World（世界を癒そう）が統一事業に選定されている。

Week4Waste = Week for Waste (「ゴミのための週」)
　　国際協会によって 2020-21 年度に開始された、ワイズメンズクラブと地域社会を結びつけ、よりクリーンな地球を目指し
　　て統一的に行動するCS事業のキャンペーン。活動の多くは、毎年 4月 22 日のアースデイ（地球の日）のある 4月と、世
　　界最大の市民運動のひとつであるワールドクリーンアップデイ（毎年 9月中旬）に合わせて行われる。

YEEP ＝ Youth Educational Exchange Program
　　ワイズメンズクラブ会員の子弟の高校留学生交換事業。
　　2020-21 年度に廃止された。

YES ＝ Y's Extension Support
　　新クラブ設立の活動を支援するためのアジア太平洋地域の基金。各区から地域に拠出された献金は、地域内の各クラブの
　　設立支援資金および地域レベルのエクステンション活動に用いられる。

YIA ＝ Youth Involvement and Activities
　　若者のワイズメンズクラブ活動への参画、活動。
　　ワイズメンズクラブが行う様々な行事に、多くの若者達を巻き込む活動の奨励、ワイズユースクラブの育成、ユースコン
　　ボケーションの実施等を行う。

Y３ ＝ ワイスリー
　　ワイズメンズクラブの活動に共感する高校生以上の若者によるユースクラブ。YMCA、Y's Men、Youth の 3つの Yを表
　　している東・西日本区だけの組織である。2021-2022 年度現在、「Y３宇都宮」が活動を行っている。

YMCA ＝ Young Men's Christian Association
　　ワイズメンズクラブが支援、奉仕の対象としている社会教育団体。世界 120か国・地域に 6,500 万人（2021-2022 年度現在）
　　の会員を持つ世界最古、最大のNGOと言われている。
　　1844 年ロンドンでジョージ・ウィリアムズら青年によって創設され、全世界に広がり、世界YMCA同盟を結成している。
　　青少年の育成を運動の中心とするが、社会の必要に応えて、平和活動、地域社会支援、社会的弱者救済等にも取り組んでいる。

YMCAサービス ＝ YMCA Service
　　YMCAに対する奉仕を立案、実行するワイズメンズクラブの事業。
　　東日本区事業の中のひとつであり、YMCA指導者育成のための財的支援を目的とするASF（アレキサンダー奨学基金）も
　　YMCAサービス事業のひとつである。クラブは、区のサービス事業とともに、各クラブの関係YMCAへの奉仕と協力を
　　推進する。

　　Eは、クラブ拡張（新クラブ設立）、MCは、会員の維持（啓発、退会防止）と増強（新会員獲得）の意。

EF ＝ Endowment Fund（エンダウメントファンド）
　　国際協会の財政的な安定およびワイズダム発展のための基金。
　　個人 /クラブが特定の人を記念して献辞とともに 120 スイスフラン以上の寄付を行うか、個人 /クラブとして寄付のみを
　　行うかの 2種類がある。前者は、国際本部に永久保管されている「ゴールデンブック」に献辞が記載される。後者は、一
　　定金額以上の寄付を行った場合、献金額に応じて以下の称号が与えられ、「ゴールデンブック」に氏名が記載される。
　　50スイスフラン以上の献金（個人）：エンダウメントフレンド
　　120 スイスフラン以上の献金（個人）：ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　2回目の 120 スイスフラン以上の献金（個人）：ダブル・ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　1,000 スイスフラン以上の献金（個人）：オナーロール
　　1,000 スイスフラン以上の献金（クラブ）：オナーロールクラブ

IT アドバイザー＝ Information Technology Advisor
　　情報技術アドバイザー。
　　東日本区では「情報技術」に関して専門的なアドバイスを担当し、区のウェブサイトや区内のメーリングシステムの構築、
　　維持など IT に関するサポートを行っている。

IBC ＝ International Brother Clubs
　　国際兄弟クラブ。
　　クラブが外国のクラブと兄弟クラブ締結を行い、永続的な交流を続けること。また、その相手クラブのことも指す。新た
　　に IBC関係を結ぼうとするクラブ同士は、十分な事前準備を行った上で、締結書を交わす。
　　締結は、IBC国際事業主任が締結書にサインすることにより正式に認められる。

IBC トライアングル＝ International Brother Clubs Triangle
　　3クラブが相互に IBCを締結すること。

IBC クワドラングル＝ International Brother Clubs Quadrangle
　　4クラブが相互に IBCを締結すること。

ID ＝ International Director（ワイズメネット国際主任）
　　国際協会におけるワイズメネットの代表者。

iGo = Internships for Global Outreach（アイゴー：「世界に手を伸ばすためのインターン制度」）
　　青年の成長を目的として、YMCAやワイズメンズクラブ会員で事業を行っている者が、ユースに国際的なインターン（職
　　業体験）の場を提供するプログラム。申請時に 18歳から 29歳の者が対象。2020-21 年度に廃止されたYEEP の後継プロ
　　グラム。

JEF ＝ Japan East Y's Men's Fund
　　東日本区ワイズ基金。
　　東日本区ワイズ運動の安定的かつ継続的発展を支えるため、個人、クラブが記念すべき出来事、行事、慶弔事の折等に、　
　　基金に寄付を行う。寄付者氏名とその理由は、「奉仕帳」に記帳、永久保管される。

LT ＝ Leadership Training
　　会員のリーダーシップの開発、向上を目的に行う研修またはこれを推進する事業の名称。
　　東日本区では、LT委員会が設置され、区主催の部役員、クラブ役員の研修の企画 /実施、研修教材の整備 /提供、部主催
　　の研修会等の支援を行っている。
　　国際協会での正式名称は、LTOD (Leadership Training and Organisation Development)。

NDERF ＝ Natural Disaster Emergency Relief Fund（NDERF（自然災害緊急支援基金））
　　アジア太平洋地域において、地震、台風等の大きな自然災害が発生した際の緊急支援を行うことを目的とした基金。毎年、
　　アジア太平洋地域内の各区は、メンバーひとり当たり 2米ドルを前期の地域会費と併せて、アジア太平洋地域会計に送付
　　する。各理事からの要請に基づき、アジア太平洋地域常任役員会の決定によって支援金が支給される。

SDS ＝ Special Development Support（特別発展支援金）
　　国際協会の EF（エンダウメントファンド）の運用益の一部を原資として、各区におけるエクステンション活動等に対して、
　　その費用の一部が各区から国際本部への申請によって支給される制度。

YMCAの歌 ＝ YMCA Song
　　日本のYMCAの公式歌。ワイズの会合等でも歌われる。
　　1953 年、日本YMCA同盟が 50周年を記念して公募し、同盟主事の淵田多穂理の応募作品が入選し、津川主一が作曲した。

アジア太平洋地域 ＝ Asia Pacific Area
　　ワイズ運動の国際行政区分 8地域のひとつ。
　　2022 年 7月現在、東日本区、西日本区、台湾区、フィリピン区、南東アジア区（香港、マカオ、シンガポール、マレーシ
　　ア、タイ、ミャンマー、バングラデシュ、カンボジア、ネパール、インドネシア）、スリランカ区（スリランカ、パキスタ
　　ン）、オーストラリア区の 7区（Region）から成る。

いざ立て ＝ ONCE MORE WE STAND
　　ワイズメンズクラブ国際協会の公式歌。
　　クラブ、部、区、地域、国際など、ワイズの会合の冒頭で歌われる。英語では “Y’ s Men’ s Hymn” と呼ばれる。フィ
　　ンランドの作曲家、シベリウス（1869 ～ 1957）の交響詩「フィンランディア」の曲に、ワイズメンズクラブの創始者　
　　P・W・アレキサンダーが作詞した。原題は、ONCE MORE WE STAND である。日本では1962年に淵田多穂理が訳詞した。

「祈りの輪」の日
　　世界中のワイズメンズクラブ会員が「共に祈る時」を持つ日。
　　12月 8日は、ワイズメンズクラブの創始者 P・W・アレキサンダーの誕生日。この日を記念して世界中のワイズメンズク
　　ラブ会員が、それぞれの国の午後 8時に「共に祈る時」を持って地球上を輪でつなぐことを願うことから「祈りの輪」と言う。

ウエルネス ＝ Wellness
　　創造的健康生活を送ろうという運動。
　　人間が個人的にも社会的にも健全な生活を送るため、現代人を取り巻くストレス、運動不足、環境破壊などを意識して立
　　ち向かい、こころ、からだ、人間関係のすべてにわたって、あるべき姿を追求する。複数の都市YMCA にはウエルネスセ
　　ンターが設置され、地域に対して継続してウエルネスの普及に取り組んでいる。

エクステンション・ビヨンド・ボーダーズ ＝ Extension Beyond Borders（EBB）
　　区、国の枠組みを超えて、新クラブを設立すること。国際協会は、この取り組みを推奨している。東日本区での例として、
　　東京武蔵野多摩クラブがモンゴル・ウランバートルクラブをスポンサーとして設立したことが挙げられる。EBBを行った
　　クラブに対しては国際協会から賞（Extension Beyond Borders Award：EBBA）が授与される。

エリア ＝ Area
　　国際ワイズ運動を進める行政区分。
　　世界を地理的に 8つの地域に分割している。アフリカ、アジア太平洋、韓国、カナダ /カリブ海諸国、ヨーロッパ、インド、
　　ラテンアメリカ、米国の 8地域である。各地域は、国際議員選出の母体となり、地域行政は、その地域から選出された国
　　際議員の中から選ばれた地域会長（AP）が運営に当たる。

エルマー・クロウ賞 ＝ Elmer Crowe Award
　　任期年度中に特に傑出した働きをした部長に与えられる国際賞。
　　任期半ばで倒れた、カナダの元理事エルマー・クロウを記念して創設された。区理事が評価基準に基づいて、候補者を地
　　域会長に推薦し、国際会長が最終決定する。

会員異動報告書
　　クラブの会員の入会（新入会、転入会、再入会）や退会（退会、転出会）、変更などの異動があった場合に会長の責任にお
　　いて、所属部の部長および部会員増強事業主査（写し：東日本区事務所）に提出する書類。

監事（区） ＝ Auditor
　　区運営に関して、区役員に適切な助言、督励を行う者。
　　区の指名委員会によって指名され、代議員会で承認されて 2年間の任に就く。行政監事 1名、財政監事 1名が選任され、
　　それぞれの分野での監査を行い、他方の分野も副担当として実施する。

キリスト教精神 ＝ Christian Spirit
　　イエス・キリストが全生涯をもって示した博愛、奉仕、自己犠牲の精神。
　　国際憲法のガイドライン 201 には、「イエス・キリストの教えは、ワイズメン全体の意志決定のための、クラブならびに
　　国際協会の運営のための、さらにワイズメン個人の日々の生活のための、ガイドライン（指針）となるものである。」と定
　　められている。

　　国際協会、各地域ではキリスト教精神を広めるため、キリスト教強調 (Christian Emphasis: CE) 事業主任が選任され、キ
　　リスト教精神の維持、拡大を担っている。

ギャベル ＝ Gavel
　　点鐘を行うとき、鐘をたたく木槌。

休会
　　病気や一定期間の仕事の都合等の正当な理由で、長期にわたり、クラブの例会や諸活動に出席できない者は、クラブ会長
　　が申請し、理事の承認を得て、最長 3年間、休会とすることができる。ただし、病気の快復等で再び例会等に出席できる
　　ようになった場合に復帰する意思がある者に限る。休会は、退会と同じ扱いであるが、ロースターに氏名が掲載され、また、
　　復帰の際の入会金が免除される。東日本区独自の制度。

協力関係の原則 ＝ Principles of Partnership
　　世界YMCA同盟とワイズメンズクラブ国際協会がより良きパートナーとなるべく、両者の協力関係の原則が 1981 年に締
　　結された。各地域、各区等のレベルでも同様の締結が進んでいる。

区＝ Region
　　地域（エリア）を構成する区分。東日本区は、アジア太平洋地域の構成員。
　　区の目的は、「区内の各クラブが国際憲法の精神に基づき、敬愛の念を持って交わり、国際協会の綱領と目的を達成し、さ
　　らにこの運動を広く区内に拡張するために相互に協力すること」（東日本区定款第 2条第 3項）を進めることである。

区事務所 ＝ Regional Office
　　区の運営に関する事務を処理する事務所。
　　区事務所は、区書記、会計等の理事スタッフと協力し、区運営のサポートを行う。事務所運営のために事務所所長等の職
　　員を置く。東日本区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置かれている。

区事業主任 ＝ Regional Service Director（RSD）
　　区理事のスタッフとして、事業ごとに置かれる区役員。
　　国際、地域の事業主任の指導のもと、理事の意向を受けて、当該事業活動の計画立案、実施の責任を持ち、各部の事業主
　　査をリードし、その事業活動を支援する。また、活動状況、成果を区内および地域、国際へ報告する。

区大会 ＝ Regional Convention
　　毎年各区で開催される大会。
　　東日本区は、原則として 6月の第 1土日に区理事が主宰し、開催する。大会は、クラブおよび会員が情報を交換し、互い
　　に啓発し、共に運動を担う者としての連帯、協力関係、親睦を深めることを目的とする。区大会は、立候補によって選ば
　　れたホストクラブが実行委員会（ホストコミッティー）を組織し、理事の指導のもと準備、運営、実施に当たる。

区担当主事（東日本区） ＝ YMCA Liaison Secretary to Japan East Region
　　YMCAとワイズメンズクラブの区レベルでの連携を行う日本YMCA同盟主事。
　　日本YMCA同盟総主事が同盟主事の中から任命する。東日本区役員会を始め、種々の会合、区大会等に出席し、YMCA　
　　とワイズメンズクラブとの関係が円滑に推進されるように努める。

区報、部報 ＝ Regional Bulletin、District Bulletin
　　区、部の公式の会報で、メンバーに対する情報提供、活動の記録等を目的として発行、配布される。東日本区においては
　　東日本区定款施行細則で年 2回以上の発行が定められおり、各部においては部則等の規定に則って発行される。

区役員 ＝ Regional Officers
　　区役員会を構成する役員。
　　理事、次期理事、直前理事、区書記、区会計、部長、区事業主任が区役員である。
　　区役員会には、監事、委員会委員長、専任委員、事務所職員等も列席する。

クラブ ＝ Club
　　ワイズメンズクラブ運動を構成する最小単位でかつ運動の基盤となる組織。クラブは、最低 3名の会員から成り、新たに
　　クラブを設立する際は、5名以上の会員が必要である。

クラブ担当主事 ＝ Related Secretary
　　YMCAとクラブとの連携を行うYMCAの主事。

　　投票権があるのは、グッドスタンディングクラブ（「グッドスタンディング」の項を参照）でかつ直近 3半期の会員数が　
　　15名以上のクラブである。ただし、会員数の基準を満たしていない場合、直近 3半期の会員数が 5名以上で、12月 31　
　　日現在でチャーター後 25年を経過しているクラブは、区理事からの国際本部への申請によって投票権を得ることができる。
　　投票は、各クラブを代表する者（クラブ会長または事前に登録したその他のクラブメンバー）が国際協会のウェブサイト
　　を通じて実施する。

国際本部 ＝ International Headquarters（IHQ）
　　国際協会事務局、国際書記局ともいう。国際書記長以下有給スタッフが、全世界の役員、委員、区理事、クラブ会長など
　　への事務連絡や実務を行っている。事務所は、スイス・ジュネーブに置かれている。サテライトオフィスがチェンマイ（タ
　　イ）に置かれている。

国際聖句
　　ワイズメンズクラブ会員の精神的基盤をなすもので、新約聖書 “ヨハネによる福音書第 17章 21 節”。

国際大会 ＝ International Convention（IC）
　　2年ごとに開催される国際協会レベルの大会。
　　全世界のワイズメンズクラブ会員が一堂に会し、式典、研修、親睦等のプログラムが展開される。開催地（ホスト区）は、
　　立候補制で国際大会委員会（ICC）の下に、ホスト区内に大会実行委員会（HCC=ホストコンベンションコミッティ）が
　　組織され、大会全般の準備と実行に当たる。

国際連合・経済社会理事会・特殊諮問資格＝
　　Special Consultative Status with the Economic and Social Council of the United Nations
　　2006 年にワイズメンズクラブ国際協会が取得した、国際連合・経済社会理事会が認めるNGO（非政府組織）の資格のひ
　　とつ。特定の分野において、国際連合が採択した行動計画、プログラムおよび宣言を実施、推進する。国際連合およびそ
　　の補助機関の特定の会合への出席、検討事項に関する意見を述べることができる。

コメット＝ Y'slings
　　日本でのワイズメンズクラブ会員の子弟の呼称。国際での呼称は、ワイズリングズ。

ゴールデンブック ＝ Golden Book
　　エンダウメントファンドへの献辞、寄付者名が記録される台帳。
　　革表紙の製本で永久保存される。東日本区の「東日本区ワイズ基金」（JEF）の「奉仕帳」に当たる。

出席率 ＝ The Percentage of Member's Attendance
　　クラブ会員の例会出席率。（東日本区定款施行細則第 11 条参照）

常任役員（会） ＝ Regional Executive Officers
　　区の理事、次期理事、直前理事、書記、会計。
　　この 5者で常任役員会を構成する。常任役員会は、日常必要な決済事項を合議によって処理する。

主題 ＝ Theme
　　国際会長、アジア太平洋地域会長、区理事、部長、クラブ会長が掲げる中心テーマで、それぞれの任期年度に使用する。

スローガン = Slogan
　　主題を展開、補足する副題。サブテーマ（Sub-Theme）とも言う。

スポンサークラブ＝ Sponsor Club
　　新クラブ設立のイニシアティブをとるクラブ。設立、チャーター後も、新クラブを支援する。

スマイル＝ Smile
　　クラブ活動資金、基金作りのための自由献金。
　　例会で、会員が最近身近に起きた嬉しいことなどを記念して献金する。クラブによっては「ニコニコ」、「ドライブ」、「ロバ」
　　などとも呼んでいる。

世界YMCA同盟＝ World Alliance of YMCAs
　　世界各国のYMCAの協力と運動推進を図るための連合体。本部はスイス・ジュネーブにある。略称は、WAY。
　　World YMCAと称することもある。

　　クラブが支援する都市YMCAの総主事が任命する。クラブ会員としてクラブに加わり、連絡役のみならずクラブ活動にも
　　参加する。

グッドスタンディング ＝ Good standing
　　直近 3半期の会費（国際会費、地域会費、区会費）を支払ったクラブを国際協会ではグッドスタンディング（良好な状態
　　のクラブ）クラブと呼ぶ。会員数には無関係である。

ゲスト ＝ Guest
　　例会などでワイズ関係 ( ワイズメン、ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバー ) 以外の知人、友人、ゲス
　　トスピーカー、入会候補者としての参加者などをゲストと呼ぶ。

広義会員 ＝ Members-at-large
　　クラブ会員の内、常に例会その他の会合に出席することが不可能な者は、クラブ会長が理事に届け出て、理事の承認を受
　　けると広義会員となることができる東日本区の制度。広義会員は、例会出席義務を免かれる。
　　国際協会の広義会員は、ワイズの無い地域に住む者が、特定のクラブではなく区に所属する制度であり、東日本区の制度
　　とは別の制度である。

広報 ＝ Public Relations（PR）
　　「組織以外の多くの人に広く情報を伝える」（Public Information）と「人のつながりを強める」（Public Relations）こと。
　　ワイズ内外にタイムリーに情報発信し、ワイズ活動の活性化、社会的認知度の向上に資する。

功労会員 ＝ Senior Service Member
　　クラブのために長年尽くして来た会員が、クラブの決議により理事に届け出て功労会員となる。例会出席義務を免除される。

国際会長 ＝ International President（IP）
　　ワイズメンズクラブ国際組織の最高責任者。国際議会の議長を務める。
　　推薦制で任期は 1年。就任の 2年前に投票権を持つ全世界のクラブ会長の投票で選ばれ、次の 1年、次期国際会長となる。
　　国際会長の取り組みとして最も強調したいことを「国際会長主題」として掲げる。

国際議会 ＝ International Council（IC）
　　ワイズメンズクラブ国際協会の立法機関。
　　国際憲法の改訂を始め、国際協会の予算の決定、諸事業、規定の新設 /改廃、国際大会開催地の決定など、国際ワイズ活
　　動のすべての重要案件を審議する。各地域から会員人数割りで選出される 15名の（国際）議員によって構成される。毎年
　　7月または 8月に国際議会が開かれ、1月または 2月に年央会議（ミッドイヤーミーティング）が開かれる。

国際議員 ＝ International Council Members（ICM）
　　国際議会構成員。世界の全 8地域から会員数に応じてドント方式で選出される 13名の国際議員と輪番で 2地域から選出
　　される 2名の青年議員（26歳から 39歳）議員の合計 15名からなる。何れも当該地域の各クラブからの投票で選出される。
　　任期は 2年で再選は認められていない。

（ワイズメンズクラブ）国際協会 ＝ The International Association of Y’ s Men’ s Clubs / Y’ s Men International
　　世界のワイズメンズクラブを構成員として設立されている国際組織。
　　国際協会の立法機関は、国際議会、行政機関は、執行役員会と各地域会長である。

国際憲法 ＝ International Constitution
　　ワイズメンズクラブの活動基盤を定めたもの。
　　東日本区定款の綱領や目的も国際憲法に基づいて定められている。国際協会の標語（Motto）「強い義務感を持とう　義務
　　はすべての権利に伴う」も、この中に明記されている。

国際執行役員（会） ＝ International Executive Officers（IEO）
　　国際会長、次期国際会長、直前国際会長、国際会計を国際執行役員と呼び、4者で国際執行役員会を構成する。国際執行
　　役員会には、有給スタッフである国際書記長も陪席し、日常必要な決済事項を合議によって処理する。東日本区の常任役
　　員（会）に当たる。

国際投票 = International Voting
　　毎年通常、12月から 1月にかけて、次々期国際会長、次期国際会計（3年に 1度）、地域選出国際議会議員の選出および
　　国際憲法の改訂（改訂事項がある場合）についての国際投票が行われる。

設立総会
　　新クラブの発足に際し、新クラブメンバーによりクラブ名称、会則、事業方針、予算などを決議し、また、申請書類への
　　署名を行う会合。日本のワイズメンズクラブ独特のもの。
　　設立総会を終えると、クラブとしての活動が始まるが、チャーターナイトまでは、「ワイズメンズクラブ」として公式には
　　認められていないため、その間は「（仮）○○ワイズメンズクラブ」等と称することが通例となっている。

戦略 2032 = Strategy 2032　
　　創立 100 周年を機に、2022 年に制定されたワイズズメンズクラブ国際協会（YMI）の中長期計画。YMI が 2032 年には
　　どのような組織になっているかの目標およびそのための戦略をまとめたもの。YMIは、公平で持続可能な世界を築くために、
　　互いに刺激し合い、協力し合って、親睦と地域社会への影響力において卓越した組織となること、健康、環境、教育に重
　　点を置いて奉仕活動を行っていくこと等が謳われている。
　　2016 年に制定された「2022 年とその先に向けて」（Towards2022 & Beyond」）および 2019 年に制定された「チャレン
　　ジ 22」（Challenge 22）の後継計画である。

代議員＝ Regional Council Members
　　東日本区のクラブ会長、部長および部の会員人数割りによって選出された会員。任期は、7月 1日から 1年。ただし、再
　　任を妨げない。議長は、直前部長の互選で選任される。
　　東日本区の立法機関である代議員会の構成員である。年次代議員会は、通常東日本区大会に合わせて開催される。部人数
　　割代議員は部内会員数 100 名につき 1名（100 名未満の場合は 1名）の割合で選出する。内 1名は、直前部長。

チャーター＝ Charter
　　新設クラブに対して国際協会が加盟を認証すること、または加盟認証状。加盟認証状に記載されている「Charter 　　　
　　Presentation Date」が公式のチャーター年月日である。

チャーターメンバー＝ Charter Member
　　新クラブ発足時の設立会員。国際協会加盟手続きの際、申請書に署名した会員。

チャーターナイト＝ Charter Presentation Ceremony
　　国際協会加盟認証を受ける新クラブが、近隣クラブおよび地域社会に披露する会。
　　本来は晩餐会なので通称 “チャーターナイト” という。この会では国際協会加盟認証状の伝達式、チャーターバッジ着装、
　　メンバー紹介などが行われる。

地域事務所 ＝ Area Office
　　地域の運営を円滑に進めるための事務所。
　　専任スタッフを置き、地域会長指導のもと、各区ヘの事務連絡、事務処理等を行う。アジア太平洋地域は、香港に地域事
　　務所を置いている。

点鐘
　　クラブ例会、区役員会等の公式会合の時に、開会宣言 /閉会宣言を行う主宰者が厳粛にギャベル（木槌）で鐘を打ち鳴ら
　　すこと。

トロイカ ＝ Troika
　　組織の各レベルで、トップをその前任者と後任者が支え、また、組織運営の継続性を確保する体制。ロシア語の 3頭立て
　　の馬橇が語源。
　　区は理事、次期理事、直前理事、部は部長、次期部長、直前部長、クラブは会長、次期会長、直前会長からなる。

ドライバー ＝ Driver
　　ワイズ運動、特に例会の推進役。クラブによってはマーシャル、クラブサービスと呼んでいる。直訳は“強く動機づける人”、
　　“運動推進役”。献金を促したり例会を盛り上げたりする役割を担う。

西日本区 ＝ Japan West Region
　　富山県、岐阜県、愛知県以西（沖縄県を除く）を領域とする区。1997 年に旧日本区の分割によって、東日本区と同時に誕
　　生した。

日本YMCA同盟 ＝ The National Council of YMCAs of Japan
　　日本のYMCA運動の推進、都市YMCAと学生YMCAへの支援、調整、助言活動を行う組織。事務所を東京都新宿区四
　　　　谷本塩町 2-11 に置く。1903 年に設立され、世界YMCA同盟とアジア・太平洋YMCA同盟に加盟し、世界YMCA

　　同盟を始め海外YMCAとの連絡を担う。全国のスタッフの国内研修、主事養成と認証、ワイズメンズクラブとの連携、調
　　整、御殿場にある研修施設、国際青少年センターYMCA東山荘の運営も行っている。

バナー ＝ Banner
　　クラブ、部、区の旗。クラブ例会、部大会、区大会など公式会合時に掲げる。

バランタイン賞 ＝ Harry M. Ballantyne Award of Merit 
　　国際協会の発展に貢献したメンバーに対して、毎年、国際協会が授賞する賞。1922 年の国際協会設立時から担当主事とし
　　て活躍した、Harry M. Ballantyne カナダ YMCA主事を記念して 1957 年に創設された。正式名称は、ハリー・M・バラ
　　ンタイン賞。
　　これまでの日本人受賞者は、次の各氏。（　　）内は受賞年：奈良傳（1966）、鈴木謙介（1982）、竹内敏朗（1987）、田
　　中真（1995）、三井万壽雄（2002）、今村一之（2006）、奈良信（2010）、藤井寛敏（2018）

半年報 ＝ Semiannual Report
　　クラブが会員の入 /退会による変化を東日本区へ提出（クラブ→部長→会員増強事業主任）する報告書。
　　7月 1日付と 1月 1日付の年 2回一定の書式で報告する。7月 1日付人数が国際会費、アジア太平洋地域会費、区費算定
　　の基礎となる。

東日本区 ＝ Japan East Region
　　世界に 44ある区（2022 年 7月現在）（行政単位）のひとつ。
　　新潟県、長野県、静岡県以東と沖縄県を領域とする。1997 年 7月に旧日本区を東西に分けた形で、東日本区、西日本区と
　　して誕生した。その活動は、東日本区定款に基づき、区理事がこれを統括する。区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置
　　かれている。

東日本区ウェブサイト
　　ワイズメンズクラブ、東日本区の紹介、区内のニュース、クラブ案内、区報、各種マニュアル、書式等が掲載されている
　　東日本区の公式ウェブサイト。URL は、https://www.ys-east.or.jp/
　　＜参考＞　国際協会ウェブサイト：https://www.ysmen.org/
　　　　　　　アジア太平洋地域ウェブサイト：http://www.ysmenap.org/
　　　　　　　西日本区ウェブサイト：http://www.ys-west.or.jp/

東日本区定款 ＝ Regional Constitution of Japan East Region
　　ワイズメンズクラブ国際協会の憲法に基づき、東日本区のモットー、綱領、目的、組織、運営の基本などを定めたもの。

東日本区奈良傳賞＝ Japan East Region Tsutae Nara Memorial Award
　　ワイズダム発展に尽力し、その功績が認められた会員に与えられる賞。
　　日本のワイズ運動の創始者である奈良傳氏の偉業を記念して制定された賞で、長年ワイズダム発展に尽力し、その功績が
　　認められ、奈良傳賞受賞者選考委員会の議を経て選ばれた会員が、東日本区大会で表彰される。

東日本区メーリングリスト
　　年度毎に、「全クラブ会長」、「全部長」、「各部別の部役員」、「各事業別の事業主査」等、東日本区内の各役職者別に作成さ
　　れる公式のメーリングリスト。例えば、全クラブ会長のメーリングリストは、kaicho@ys-east.or.jp。
　　当該メーリングに登録されているメンバーのみが、そのメーリングリストを用いて受発信できる。

ビジター ＝ Visitor
　　他クラブからの例会等への来訪者。ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバーも含む。

ヒストリアン（国際） ＝ Historian
　　全世界のワイズ関係の公式文書を入手保管し、歴史的資料として整備する役職者。
　　国際文献保存委員ともいう。区報、クラブチャーター資料、区大会開催資料など、使用言語の如何を問わず、ヒストリア
　　ンへ送付する。

ヒストリアン（東日本区）＝ Historian
　　東日本区のワイズ活動の歴史をまとめる役職者。
　　東日本区の歴史的事項を正確に記録するために、区報、区役員会資料、区大会資料、加盟認証状の写し、クラブ記念誌等
　　の文献を収集、整理、保存する。部ヒストリアンを設置している部もある。

ヒールザワールド ＝ Heal the World
　　国際協会が 2020-21 年度に開始した統一国際プロジェクト（「UGP」の項を参照）で、新型コロナウイルス後の世界を癒
　　すために、より強い国際的な関与と組織的な連携、連帯を構築して我々のボランティアの力をより発揮することを目的と
　　している。主な活動内容は、災害時等の救援物資の提供 /ボランティア支援、医療 /健康プログラム、専門家のネットワー
　　ク構築など。プロジェクトの資金を賄うために、TOF献金の増額が望まれている。

フィラテリスト ＝ Philatelist
　　直訳すると「切手収集家」。ワイズにおいては、BF献金の使用済切手の拠出を推進することおよび使用済切手を換金する
　　業者との窓口の役割を担う。各エリアではこの業務を担当する事業主任が任命されている。

Motto ＝ 標語（国際）
　　ワイズメンズクラブの基本的な行動目標を表す言葉。
　　国際標語は “To acknowledge the duty that accompanies every right”（強い義務感をもとう　義務はすべての権利に伴
　　う）である。

部 ＝ District
　　ワイズ運動を協力して進めるために区内の 2つ以上のクラブで構成された組織体。
　　東日本区には 7つの部（2022 年 7月 1日現在）がある。部は、区役員会、代議員会の承認を得て設置が認められる。

部事業主査 ＝ District Service Director（DSD）
　　部長のスタッフとして事業ごとに置かれる部役員。
　　部の事業活動の活発化に努め、クラブとの連絡を図ると共に、区事業主任との連絡を密にする。部長および区事業主任へ
　　部事業活動報告書を送る。

部大会 ＝ District Convention
　　部内各クラブ相互の情報交換および親睦のため、部長の主宰により年 1回以上開催される部の大会。2018-19 年度の東日
　　本区定款改訂により、これまでの「部会」から「部大会」に名称が変更された。正式な表記は、「XX部部大会」（「XX部大会」
　　ではなく）。

部長 ＝ District Governor
　　部の最高責任者。
　　あらゆる機会をとらえ部内クラブを指導するとともに、区にあっては代議員、区役員、「区役員候補者指名委員会」の委員
　　であり、部にあっては通常年 1回の部大会を主宰し、部の方針および運営等を協議し決定する数回の評議会を開催し、また、
　　属するクラブ会員全員の研修と交流を図る。任期内に部内クラブを 1回以上「公式訪問」し、部内諸活動の推進に努める。

部評議会 ＝ District Council
　　部の運営を協議、決議する機関。構成員は、それぞれの部則の定めによる。

物品 ＝ Supplies
　　ワイズ活動に用いる備品（万国旗など）、小道具（シールなど）、バッジ等の総称。
　　これらを製作 /供給する活動、事業者もいう。

ブリテン ＝ Bulletin
　　クラブとしての機関紙。クラブメンバーおよび他クラブ、区 /部役員等への連絡 /案内、入会候補者への PR、クラブの記
　　録としての役目を持つ。
　　毎月発行し、その月の例会プログラム、在籍者数、前月の例会出席者、出席率、BF成績、活動報告、活動計画、会員消息
　　などを掲載する。

文献 ＝ Documentation
　　ワイズメンズクラブ活動の指針となる規約集、手引き書その他参考文献。
　　文献作成 /精査等の実働組織として、東日本区では文献・組織検討委員会が設けられており、その委員は、区理事が任命する。

ブースター賞 ＝ Booster Award
　　会員増強の功績に対して国際協会から授与される賞。前年 2月 1日から当年 1月 31 日までの 1年間に、3名以上の新入
　　会員を紹介した個人および 6名以上の会員純増を果たしたクラブが表彰される。



STEP ＝ Short Term Youth Exchange Program
　　ユース海外短期交流プログラム。
　　3～ 11 週間の短期海外訪問制度。18～ 25 歳のワイズの子弟（または、3年以上、ワイズメンズクラブ、ワイズユースク
　　ラブ、YMCAの何れかの会員経験を有する者）が応募対象者。海外のワイズ家庭に滞在し、現地のユースとの交流や異文
　　化を体験する。
　　応募は、希望派遣期間の半年以上前に、クラブを通じて、ユース事業主任へ申請書類を提出する。

TOF ＝ Time of Fast
　　タイム・オブ・ファスト（Time of Fast：断食の時）の略称で、「ティー・オー・エフ」と発音する。クラブ例会での食事
　　を抜き、その金額相当分を国際協会に献金する。
　　献金は、世界中のYMCA、ワイズメンズクラブから募集して国際協会が選定する、SDGs に関連する発展途上国を主たる
　　対象とする地域支援プロジェクトに用いられる。
　　国際協会、東日本区では 2月を強調月間とし、クラブ例会だけではなく、2月に開催される、区、部の会合でも食事を抜
　　いたり、簡素なものにしたりしてその分を献金するよう努めている。

TC ＝ Travel Coordinator
　　来訪する BF代表の旅行日程を立案し、旅行中の世話や受け入れ /調整を行う専任委員。

UGP ＝ Unified Global Project（統一国際プロジェクト）
　　ワイズメンズクラブの認識度のアップを願って、始められた国際レベルの統一事業で、2005 年度からはHIV/ AIDS 関連
　　事業を展開した。国際協会での取り組みが終わった 2010 年度以降も東日本区では継続して取り組んでいる。2020/21 年
　　度からは、Heal the World（世界を癒そう）が統一事業に選定されている。

Week4Waste = Week for Waste (「ゴミのための週」)
　　国際協会によって 2020-21 年度に開始された、ワイズメンズクラブと地域社会を結びつけ、よりクリーンな地球を目指し
　　て統一的に行動するCS事業のキャンペーン。活動の多くは、毎年 4月 22 日のアースデイ（地球の日）のある 4月と、世
　　界最大の市民運動のひとつであるワールドクリーンアップデイ（毎年 9月中旬）に合わせて行われる。

YEEP ＝ Youth Educational Exchange Program
　　ワイズメンズクラブ会員の子弟の高校留学生交換事業。
　　2020-21 年度に廃止された。

YES ＝ Y's Extension Support
　　新クラブ設立の活動を支援するためのアジア太平洋地域の基金。各区から地域に拠出された献金は、地域内の各クラブの
　　設立支援資金および地域レベルのエクステンション活動に用いられる。

YIA ＝ Youth Involvement and Activities
　　若者のワイズメンズクラブ活動への参画、活動。
　　ワイズメンズクラブが行う様々な行事に、多くの若者達を巻き込む活動の奨励、ワイズユースクラブの育成、ユースコン
　　ボケーションの実施等を行う。

Y３ ＝ ワイスリー
　　ワイズメンズクラブの活動に共感する高校生以上の若者によるユースクラブ。YMCA、Y's Men、Youth の 3つの Yを表
　　している東・西日本区だけの組織である。2021-2022 年度現在、「Y３宇都宮」が活動を行っている。

YMCA ＝ Young Men's Christian Association
　　ワイズメンズクラブが支援、奉仕の対象としている社会教育団体。世界 120か国・地域に 6,500 万人（2021-2022 年度現在）
　　の会員を持つ世界最古、最大のNGOと言われている。
　　1844 年ロンドンでジョージ・ウィリアムズら青年によって創設され、全世界に広がり、世界YMCA同盟を結成している。
　　青少年の育成を運動の中心とするが、社会の必要に応えて、平和活動、地域社会支援、社会的弱者救済等にも取り組んでいる。

YMCAサービス ＝ YMCA Service
　　YMCAに対する奉仕を立案、実行するワイズメンズクラブの事業。
　　東日本区事業の中のひとつであり、YMCA指導者育成のための財的支援を目的とするASF（アレキサンダー奨学基金）も
　　YMCAサービス事業のひとつである。クラブは、区のサービス事業とともに、各クラブの関係YMCAへの奉仕と協力を
　　推進する。

　　Eは、クラブ拡張（新クラブ設立）、MCは、会員の維持（啓発、退会防止）と増強（新会員獲得）の意。

EF ＝ Endowment Fund（エンダウメントファンド）
　　国際協会の財政的な安定およびワイズダム発展のための基金。
　　個人 /クラブが特定の人を記念して献辞とともに 120 スイスフラン以上の寄付を行うか、個人 /クラブとして寄付のみを
　　行うかの 2種類がある。前者は、国際本部に永久保管されている「ゴールデンブック」に献辞が記載される。後者は、一
　　定金額以上の寄付を行った場合、献金額に応じて以下の称号が与えられ、「ゴールデンブック」に氏名が記載される。
　　50スイスフラン以上の献金（個人）：エンダウメントフレンド
　　120 スイスフラン以上の献金（個人）：ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　2回目の 120 スイスフラン以上の献金（個人）：ダブル・ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　1,000 スイスフラン以上の献金（個人）：オナーロール
　　1,000 スイスフラン以上の献金（クラブ）：オナーロールクラブ

IT アドバイザー＝ Information Technology Advisor
　　情報技術アドバイザー。
　　東日本区では「情報技術」に関して専門的なアドバイスを担当し、区のウェブサイトや区内のメーリングシステムの構築、
　　維持など IT に関するサポートを行っている。

IBC ＝ International Brother Clubs
　　国際兄弟クラブ。
　　クラブが外国のクラブと兄弟クラブ締結を行い、永続的な交流を続けること。また、その相手クラブのことも指す。新た
　　に IBC関係を結ぼうとするクラブ同士は、十分な事前準備を行った上で、締結書を交わす。
　　締結は、IBC国際事業主任が締結書にサインすることにより正式に認められる。

IBC トライアングル＝ International Brother Clubs Triangle
　　3クラブが相互に IBCを締結すること。

IBC クワドラングル＝ International Brother Clubs Quadrangle
　　4クラブが相互に IBCを締結すること。

ID ＝ International Director（ワイズメネット国際主任）
　　国際協会におけるワイズメネットの代表者。

iGo = Internships for Global Outreach（アイゴー：「世界に手を伸ばすためのインターン制度」）
　　青年の成長を目的として、YMCAやワイズメンズクラブ会員で事業を行っている者が、ユースに国際的なインターン（職
　　業体験）の場を提供するプログラム。申請時に 18歳から 29歳の者が対象。2020-21 年度に廃止されたYEEP の後継プロ
　　グラム。

JEF ＝ Japan East Y's Men's Fund
　　東日本区ワイズ基金。
　　東日本区ワイズ運動の安定的かつ継続的発展を支えるため、個人、クラブが記念すべき出来事、行事、慶弔事の折等に、　
　　基金に寄付を行う。寄付者氏名とその理由は、「奉仕帳」に記帳、永久保管される。

LT ＝ Leadership Training
　　会員のリーダーシップの開発、向上を目的に行う研修またはこれを推進する事業の名称。
　　東日本区では、LT委員会が設置され、区主催の部役員、クラブ役員の研修の企画 /実施、研修教材の整備 /提供、部主催
　　の研修会等の支援を行っている。
　　国際協会での正式名称は、LTOD (Leadership Training and Organisation Development)。

NDERF ＝ Natural Disaster Emergency Relief Fund（NDERF（自然災害緊急支援基金））
　　アジア太平洋地域において、地震、台風等の大きな自然災害が発生した際の緊急支援を行うことを目的とした基金。毎年、
　　アジア太平洋地域内の各区は、メンバーひとり当たり 2米ドルを前期の地域会費と併せて、アジア太平洋地域会計に送付
　　する。各理事からの要請に基づき、アジア太平洋地域常任役員会の決定によって支援金が支給される。

SDS ＝ Special Development Support（特別発展支援金）
　　国際協会の EF（エンダウメントファンド）の運用益の一部を原資として、各区におけるエクステンション活動等に対して、
　　その費用の一部が各区から国際本部への申請によって支給される制度。

YMCAの歌 ＝ YMCA Song
　　日本のYMCAの公式歌。ワイズの会合等でも歌われる。
　　1953 年、日本YMCA同盟が 50周年を記念して公募し、同盟主事の淵田多穂理の応募作品が入選し、津川主一が作曲した。

アジア太平洋地域 ＝ Asia Pacific Area
　　ワイズ運動の国際行政区分 8地域のひとつ。
　　2022 年 7月現在、東日本区、西日本区、台湾区、フィリピン区、南東アジア区（香港、マカオ、シンガポール、マレーシ
　　ア、タイ、ミャンマー、バングラデシュ、カンボジア、ネパール、インドネシア）、スリランカ区（スリランカ、パキスタ
　　ン）、オーストラリア区の 7区（Region）から成る。

いざ立て ＝ ONCE MORE WE STAND
　　ワイズメンズクラブ国際協会の公式歌。
　　クラブ、部、区、地域、国際など、ワイズの会合の冒頭で歌われる。英語では “Y’ s Men’ s Hymn” と呼ばれる。フィ
　　ンランドの作曲家、シベリウス（1869 ～ 1957）の交響詩「フィンランディア」の曲に、ワイズメンズクラブの創始者　
　　P・W・アレキサンダーが作詞した。原題は、ONCE MORE WE STAND である。日本では1962年に淵田多穂理が訳詞した。

「祈りの輪」の日
　　世界中のワイズメンズクラブ会員が「共に祈る時」を持つ日。
　　12月 8日は、ワイズメンズクラブの創始者 P・W・アレキサンダーの誕生日。この日を記念して世界中のワイズメンズク
　　ラブ会員が、それぞれの国の午後 8時に「共に祈る時」を持って地球上を輪でつなぐことを願うことから「祈りの輪」と言う。

ウエルネス ＝ Wellness
　　創造的健康生活を送ろうという運動。
　　人間が個人的にも社会的にも健全な生活を送るため、現代人を取り巻くストレス、運動不足、環境破壊などを意識して立
　　ち向かい、こころ、からだ、人間関係のすべてにわたって、あるべき姿を追求する。複数の都市YMCA にはウエルネスセ
　　ンターが設置され、地域に対して継続してウエルネスの普及に取り組んでいる。

エクステンション・ビヨンド・ボーダーズ ＝ Extension Beyond Borders（EBB）
　　区、国の枠組みを超えて、新クラブを設立すること。国際協会は、この取り組みを推奨している。東日本区での例として、
　　東京武蔵野多摩クラブがモンゴル・ウランバートルクラブをスポンサーとして設立したことが挙げられる。EBBを行った
　　クラブに対しては国際協会から賞（Extension Beyond Borders Award：EBBA）が授与される。

エリア ＝ Area
　　国際ワイズ運動を進める行政区分。
　　世界を地理的に 8つの地域に分割している。アフリカ、アジア太平洋、韓国、カナダ /カリブ海諸国、ヨーロッパ、インド、
　　ラテンアメリカ、米国の 8地域である。各地域は、国際議員選出の母体となり、地域行政は、その地域から選出された国
　　際議員の中から選ばれた地域会長（AP）が運営に当たる。

エルマー・クロウ賞 ＝ Elmer Crowe Award
　　任期年度中に特に傑出した働きをした部長に与えられる国際賞。
　　任期半ばで倒れた、カナダの元理事エルマー・クロウを記念して創設された。区理事が評価基準に基づいて、候補者を地
　　域会長に推薦し、国際会長が最終決定する。

会員異動報告書
　　クラブの会員の入会（新入会、転入会、再入会）や退会（退会、転出会）、変更などの異動があった場合に会長の責任にお
　　いて、所属部の部長および部会員増強事業主査（写し：東日本区事務所）に提出する書類。

監事（区） ＝ Auditor
　　区運営に関して、区役員に適切な助言、督励を行う者。
　　区の指名委員会によって指名され、代議員会で承認されて 2年間の任に就く。行政監事 1名、財政監事 1名が選任され、
　　それぞれの分野での監査を行い、他方の分野も副担当として実施する。

キリスト教精神 ＝ Christian Spirit
　　イエス・キリストが全生涯をもって示した博愛、奉仕、自己犠牲の精神。
　　国際憲法のガイドライン 201 には、「イエス・キリストの教えは、ワイズメン全体の意志決定のための、クラブならびに
　　国際協会の運営のための、さらにワイズメン個人の日々の生活のための、ガイドライン（指針）となるものである。」と定
　　められている。

　　国際協会、各地域ではキリスト教精神を広めるため、キリスト教強調 (Christian Emphasis: CE) 事業主任が選任され、キ
　　リスト教精神の維持、拡大を担っている。

ギャベル ＝ Gavel
　　点鐘を行うとき、鐘をたたく木槌。

休会
　　病気や一定期間の仕事の都合等の正当な理由で、長期にわたり、クラブの例会や諸活動に出席できない者は、クラブ会長
　　が申請し、理事の承認を得て、最長 3年間、休会とすることができる。ただし、病気の快復等で再び例会等に出席できる
　　ようになった場合に復帰する意思がある者に限る。休会は、退会と同じ扱いであるが、ロースターに氏名が掲載され、また、
　　復帰の際の入会金が免除される。東日本区独自の制度。

協力関係の原則 ＝ Principles of Partnership
　　世界YMCA同盟とワイズメンズクラブ国際協会がより良きパートナーとなるべく、両者の協力関係の原則が 1981 年に締
　　結された。各地域、各区等のレベルでも同様の締結が進んでいる。

区＝ Region
　　地域（エリア）を構成する区分。東日本区は、アジア太平洋地域の構成員。
　　区の目的は、「区内の各クラブが国際憲法の精神に基づき、敬愛の念を持って交わり、国際協会の綱領と目的を達成し、さ
　　らにこの運動を広く区内に拡張するために相互に協力すること」（東日本区定款第 2条第 3項）を進めることである。

区事務所 ＝ Regional Office
　　区の運営に関する事務を処理する事務所。
　　区事務所は、区書記、会計等の理事スタッフと協力し、区運営のサポートを行う。事務所運営のために事務所所長等の職
　　員を置く。東日本区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置かれている。

区事業主任 ＝ Regional Service Director（RSD）
　　区理事のスタッフとして、事業ごとに置かれる区役員。
　　国際、地域の事業主任の指導のもと、理事の意向を受けて、当該事業活動の計画立案、実施の責任を持ち、各部の事業主
　　査をリードし、その事業活動を支援する。また、活動状況、成果を区内および地域、国際へ報告する。

区大会 ＝ Regional Convention
　　毎年各区で開催される大会。
　　東日本区は、原則として 6月の第 1土日に区理事が主宰し、開催する。大会は、クラブおよび会員が情報を交換し、互い
　　に啓発し、共に運動を担う者としての連帯、協力関係、親睦を深めることを目的とする。区大会は、立候補によって選ば
　　れたホストクラブが実行委員会（ホストコミッティー）を組織し、理事の指導のもと準備、運営、実施に当たる。

区担当主事（東日本区） ＝ YMCA Liaison Secretary to Japan East Region
　　YMCAとワイズメンズクラブの区レベルでの連携を行う日本YMCA同盟主事。
　　日本YMCA同盟総主事が同盟主事の中から任命する。東日本区役員会を始め、種々の会合、区大会等に出席し、YMCA　
　　とワイズメンズクラブとの関係が円滑に推進されるように努める。

区報、部報 ＝ Regional Bulletin、District Bulletin
　　区、部の公式の会報で、メンバーに対する情報提供、活動の記録等を目的として発行、配布される。東日本区においては
　　東日本区定款施行細則で年 2回以上の発行が定められおり、各部においては部則等の規定に則って発行される。

区役員 ＝ Regional Officers
　　区役員会を構成する役員。
　　理事、次期理事、直前理事、区書記、区会計、部長、区事業主任が区役員である。
　　区役員会には、監事、委員会委員長、専任委員、事務所職員等も列席する。

クラブ ＝ Club
　　ワイズメンズクラブ運動を構成する最小単位でかつ運動の基盤となる組織。クラブは、最低 3名の会員から成り、新たに
　　クラブを設立する際は、5名以上の会員が必要である。

クラブ担当主事 ＝ Related Secretary
　　YMCAとクラブとの連携を行うYMCAの主事。

　　投票権があるのは、グッドスタンディングクラブ（「グッドスタンディング」の項を参照）でかつ直近 3半期の会員数が　
　　15名以上のクラブである。ただし、会員数の基準を満たしていない場合、直近 3半期の会員数が 5名以上で、12月 31　
　　日現在でチャーター後 25年を経過しているクラブは、区理事からの国際本部への申請によって投票権を得ることができる。
　　投票は、各クラブを代表する者（クラブ会長または事前に登録したその他のクラブメンバー）が国際協会のウェブサイト
　　を通じて実施する。

国際本部 ＝ International Headquarters（IHQ）
　　国際協会事務局、国際書記局ともいう。国際書記長以下有給スタッフが、全世界の役員、委員、区理事、クラブ会長など
　　への事務連絡や実務を行っている。事務所は、スイス・ジュネーブに置かれている。サテライトオフィスがチェンマイ（タ
　　イ）に置かれている。

国際聖句
　　ワイズメンズクラブ会員の精神的基盤をなすもので、新約聖書 “ヨハネによる福音書第 17章 21 節”。

国際大会 ＝ International Convention（IC）
　　2年ごとに開催される国際協会レベルの大会。
　　全世界のワイズメンズクラブ会員が一堂に会し、式典、研修、親睦等のプログラムが展開される。開催地（ホスト区）は、
　　立候補制で国際大会委員会（ICC）の下に、ホスト区内に大会実行委員会（HCC=ホストコンベンションコミッティ）が
　　組織され、大会全般の準備と実行に当たる。

国際連合・経済社会理事会・特殊諮問資格＝
　　Special Consultative Status with the Economic and Social Council of the United Nations
　　2006 年にワイズメンズクラブ国際協会が取得した、国際連合・経済社会理事会が認めるNGO（非政府組織）の資格のひ
　　とつ。特定の分野において、国際連合が採択した行動計画、プログラムおよび宣言を実施、推進する。国際連合およびそ
　　の補助機関の特定の会合への出席、検討事項に関する意見を述べることができる。

コメット＝ Y'slings
　　日本でのワイズメンズクラブ会員の子弟の呼称。国際での呼称は、ワイズリングズ。

ゴールデンブック ＝ Golden Book
　　エンダウメントファンドへの献辞、寄付者名が記録される台帳。
　　革表紙の製本で永久保存される。東日本区の「東日本区ワイズ基金」（JEF）の「奉仕帳」に当たる。

出席率 ＝ The Percentage of Member's Attendance
　　クラブ会員の例会出席率。（東日本区定款施行細則第 11 条参照）

常任役員（会） ＝ Regional Executive Officers
　　区の理事、次期理事、直前理事、書記、会計。
　　この 5者で常任役員会を構成する。常任役員会は、日常必要な決済事項を合議によって処理する。

主題 ＝ Theme
　　国際会長、アジア太平洋地域会長、区理事、部長、クラブ会長が掲げる中心テーマで、それぞれの任期年度に使用する。

スローガン = Slogan
　　主題を展開、補足する副題。サブテーマ（Sub-Theme）とも言う。

スポンサークラブ＝ Sponsor Club
　　新クラブ設立のイニシアティブをとるクラブ。設立、チャーター後も、新クラブを支援する。

スマイル＝ Smile
　　クラブ活動資金、基金作りのための自由献金。
　　例会で、会員が最近身近に起きた嬉しいことなどを記念して献金する。クラブによっては「ニコニコ」、「ドライブ」、「ロバ」
　　などとも呼んでいる。

世界YMCA同盟＝ World Alliance of YMCAs
　　世界各国のYMCAの協力と運動推進を図るための連合体。本部はスイス・ジュネーブにある。略称は、WAY。
　　World YMCAと称することもある。

　　クラブが支援する都市YMCAの総主事が任命する。クラブ会員としてクラブに加わり、連絡役のみならずクラブ活動にも
　　参加する。

グッドスタンディング ＝ Good standing
　　直近 3半期の会費（国際会費、地域会費、区会費）を支払ったクラブを国際協会ではグッドスタンディング（良好な状態
　　のクラブ）クラブと呼ぶ。会員数には無関係である。

ゲスト ＝ Guest
　　例会などでワイズ関係 ( ワイズメン、ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバー ) 以外の知人、友人、ゲス
　　トスピーカー、入会候補者としての参加者などをゲストと呼ぶ。

広義会員 ＝ Members-at-large
　　クラブ会員の内、常に例会その他の会合に出席することが不可能な者は、クラブ会長が理事に届け出て、理事の承認を受
　　けると広義会員となることができる東日本区の制度。広義会員は、例会出席義務を免かれる。
　　国際協会の広義会員は、ワイズの無い地域に住む者が、特定のクラブではなく区に所属する制度であり、東日本区の制度
　　とは別の制度である。

広報 ＝ Public Relations（PR）
　　「組織以外の多くの人に広く情報を伝える」（Public Information）と「人のつながりを強める」（Public Relations）こと。
　　ワイズ内外にタイムリーに情報発信し、ワイズ活動の活性化、社会的認知度の向上に資する。

功労会員 ＝ Senior Service Member
　　クラブのために長年尽くして来た会員が、クラブの決議により理事に届け出て功労会員となる。例会出席義務を免除される。

国際会長 ＝ International President（IP）
　　ワイズメンズクラブ国際組織の最高責任者。国際議会の議長を務める。
　　推薦制で任期は 1年。就任の 2年前に投票権を持つ全世界のクラブ会長の投票で選ばれ、次の 1年、次期国際会長となる。
　　国際会長の取り組みとして最も強調したいことを「国際会長主題」として掲げる。

国際議会 ＝ International Council（IC）
　　ワイズメンズクラブ国際協会の立法機関。
　　国際憲法の改訂を始め、国際協会の予算の決定、諸事業、規定の新設 /改廃、国際大会開催地の決定など、国際ワイズ活
　　動のすべての重要案件を審議する。各地域から会員人数割りで選出される 15名の（国際）議員によって構成される。毎年
　　7月または 8月に国際議会が開かれ、1月または 2月に年央会議（ミッドイヤーミーティング）が開かれる。

国際議員 ＝ International Council Members（ICM）
　　国際議会構成員。世界の全 8地域から会員数に応じてドント方式で選出される 13名の国際議員と輪番で 2地域から選出
　　される 2名の青年議員（26歳から 39歳）議員の合計 15名からなる。何れも当該地域の各クラブからの投票で選出される。
　　任期は 2年で再選は認められていない。

（ワイズメンズクラブ）国際協会 ＝ The International Association of Y’ s Men’ s Clubs / Y’ s Men International
　　世界のワイズメンズクラブを構成員として設立されている国際組織。
　　国際協会の立法機関は、国際議会、行政機関は、執行役員会と各地域会長である。

国際憲法 ＝ International Constitution
　　ワイズメンズクラブの活動基盤を定めたもの。
　　東日本区定款の綱領や目的も国際憲法に基づいて定められている。国際協会の標語（Motto）「強い義務感を持とう　義務
　　はすべての権利に伴う」も、この中に明記されている。

国際執行役員（会） ＝ International Executive Officers（IEO）
　　国際会長、次期国際会長、直前国際会長、国際会計を国際執行役員と呼び、4者で国際執行役員会を構成する。国際執行
　　役員会には、有給スタッフである国際書記長も陪席し、日常必要な決済事項を合議によって処理する。東日本区の常任役
　　員（会）に当たる。

国際投票 = International Voting
　　毎年通常、12月から 1月にかけて、次々期国際会長、次期国際会計（3年に 1度）、地域選出国際議会議員の選出および
　　国際憲法の改訂（改訂事項がある場合）についての国際投票が行われる。

設立総会
　　新クラブの発足に際し、新クラブメンバーによりクラブ名称、会則、事業方針、予算などを決議し、また、申請書類への
　　署名を行う会合。日本のワイズメンズクラブ独特のもの。
　　設立総会を終えると、クラブとしての活動が始まるが、チャーターナイトまでは、「ワイズメンズクラブ」として公式には
　　認められていないため、その間は「（仮）○○ワイズメンズクラブ」等と称することが通例となっている。

戦略 2032 = Strategy 2032　
　　創立 100 周年を機に、2022 年に制定されたワイズズメンズクラブ国際協会（YMI）の中長期計画。YMI が 2032 年には
　　どのような組織になっているかの目標およびそのための戦略をまとめたもの。YMIは、公平で持続可能な世界を築くために、
　　互いに刺激し合い、協力し合って、親睦と地域社会への影響力において卓越した組織となること、健康、環境、教育に重
　　点を置いて奉仕活動を行っていくこと等が謳われている。
　　2016 年に制定された「2022 年とその先に向けて」（Towards2022 & Beyond」）および 2019 年に制定された「チャレン
　　ジ 22」（Challenge 22）の後継計画である。

代議員＝ Regional Council Members
　　東日本区のクラブ会長、部長および部の会員人数割りによって選出された会員。任期は、7月 1日から 1年。ただし、再
　　任を妨げない。議長は、直前部長の互選で選任される。
　　東日本区の立法機関である代議員会の構成員である。年次代議員会は、通常東日本区大会に合わせて開催される。部人数
　　割代議員は部内会員数 100 名につき 1名（100 名未満の場合は 1名）の割合で選出する。内 1名は、直前部長。

チャーター＝ Charter
　　新設クラブに対して国際協会が加盟を認証すること、または加盟認証状。加盟認証状に記載されている「Charter 　　　
　　Presentation Date」が公式のチャーター年月日である。

チャーターメンバー＝ Charter Member
　　新クラブ発足時の設立会員。国際協会加盟手続きの際、申請書に署名した会員。

チャーターナイト＝ Charter Presentation Ceremony
　　国際協会加盟認証を受ける新クラブが、近隣クラブおよび地域社会に披露する会。
　　本来は晩餐会なので通称 “チャーターナイト” という。この会では国際協会加盟認証状の伝達式、チャーターバッジ着装、
　　メンバー紹介などが行われる。

地域事務所 ＝ Area Office
　　地域の運営を円滑に進めるための事務所。
　　専任スタッフを置き、地域会長指導のもと、各区ヘの事務連絡、事務処理等を行う。アジア太平洋地域は、香港に地域事
　　務所を置いている。

点鐘
　　クラブ例会、区役員会等の公式会合の時に、開会宣言 /閉会宣言を行う主宰者が厳粛にギャベル（木槌）で鐘を打ち鳴ら
　　すこと。

トロイカ ＝ Troika
　　組織の各レベルで、トップをその前任者と後任者が支え、また、組織運営の継続性を確保する体制。ロシア語の 3頭立て
　　の馬橇が語源。
　　区は理事、次期理事、直前理事、部は部長、次期部長、直前部長、クラブは会長、次期会長、直前会長からなる。

ドライバー ＝ Driver
　　ワイズ運動、特に例会の推進役。クラブによってはマーシャル、クラブサービスと呼んでいる。直訳は“強く動機づける人”、
　　“運動推進役”。献金を促したり例会を盛り上げたりする役割を担う。

西日本区 ＝ Japan West Region
　　富山県、岐阜県、愛知県以西（沖縄県を除く）を領域とする区。1997 年に旧日本区の分割によって、東日本区と同時に誕
　　生した。

日本YMCA同盟 ＝ The National Council of YMCAs of Japan
　　日本のYMCA運動の推進、都市YMCAと学生YMCAへの支援、調整、助言活動を行う組織。事務所を東京都新宿区四
　　　　谷本塩町 2-11 に置く。1903 年に設立され、世界YMCA同盟とアジア・太平洋YMCA同盟に加盟し、世界YMCA

　　同盟を始め海外YMCAとの連絡を担う。全国のスタッフの国内研修、主事養成と認証、ワイズメンズクラブとの連携、調
　　整、御殿場にある研修施設、国際青少年センターYMCA東山荘の運営も行っている。

バナー ＝ Banner
　　クラブ、部、区の旗。クラブ例会、部大会、区大会など公式会合時に掲げる。

バランタイン賞 ＝ Harry M. Ballantyne Award of Merit 
　　国際協会の発展に貢献したメンバーに対して、毎年、国際協会が授賞する賞。1922 年の国際協会設立時から担当主事とし
　　て活躍した、Harry M. Ballantyne カナダ YMCA主事を記念して 1957 年に創設された。正式名称は、ハリー・M・バラ
　　ンタイン賞。
　　これまでの日本人受賞者は、次の各氏。（　　）内は受賞年：奈良傳（1966）、鈴木謙介（1982）、竹内敏朗（1987）、田
　　中真（1995）、三井万壽雄（2002）、今村一之（2006）、奈良信（2010）、藤井寛敏（2018）

半年報 ＝ Semiannual Report
　　クラブが会員の入 /退会による変化を東日本区へ提出（クラブ→部長→会員増強事業主任）する報告書。
　　7月 1日付と 1月 1日付の年 2回一定の書式で報告する。7月 1日付人数が国際会費、アジア太平洋地域会費、区費算定
　　の基礎となる。

東日本区 ＝ Japan East Region
　　世界に 44ある区（2022 年 7月現在）（行政単位）のひとつ。
　　新潟県、長野県、静岡県以東と沖縄県を領域とする。1997 年 7月に旧日本区を東西に分けた形で、東日本区、西日本区と
　　して誕生した。その活動は、東日本区定款に基づき、区理事がこれを統括する。区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置
　　かれている。

東日本区ウェブサイト
　　ワイズメンズクラブ、東日本区の紹介、区内のニュース、クラブ案内、区報、各種マニュアル、書式等が掲載されている
　　東日本区の公式ウェブサイト。URL は、https://www.ys-east.or.jp/
　　＜参考＞　国際協会ウェブサイト：https://www.ysmen.org/
　　　　　　　アジア太平洋地域ウェブサイト：http://www.ysmenap.org/
　　　　　　　西日本区ウェブサイト：http://www.ys-west.or.jp/

東日本区定款 ＝ Regional Constitution of Japan East Region
　　ワイズメンズクラブ国際協会の憲法に基づき、東日本区のモットー、綱領、目的、組織、運営の基本などを定めたもの。

東日本区奈良傳賞＝ Japan East Region Tsutae Nara Memorial Award
　　ワイズダム発展に尽力し、その功績が認められた会員に与えられる賞。
　　日本のワイズ運動の創始者である奈良傳氏の偉業を記念して制定された賞で、長年ワイズダム発展に尽力し、その功績が
　　認められ、奈良傳賞受賞者選考委員会の議を経て選ばれた会員が、東日本区大会で表彰される。

東日本区メーリングリスト
　　年度毎に、「全クラブ会長」、「全部長」、「各部別の部役員」、「各事業別の事業主査」等、東日本区内の各役職者別に作成さ
　　れる公式のメーリングリスト。例えば、全クラブ会長のメーリングリストは、kaicho@ys-east.or.jp。
　　当該メーリングに登録されているメンバーのみが、そのメーリングリストを用いて受発信できる。

ビジター ＝ Visitor
　　他クラブからの例会等への来訪者。ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバーも含む。

ヒストリアン（国際） ＝ Historian
　　全世界のワイズ関係の公式文書を入手保管し、歴史的資料として整備する役職者。
　　国際文献保存委員ともいう。区報、クラブチャーター資料、区大会開催資料など、使用言語の如何を問わず、ヒストリア
　　ンへ送付する。

ヒストリアン（東日本区）＝ Historian
　　東日本区のワイズ活動の歴史をまとめる役職者。
　　東日本区の歴史的事項を正確に記録するために、区報、区役員会資料、区大会資料、加盟認証状の写し、クラブ記念誌等
　　の文献を収集、整理、保存する。部ヒストリアンを設置している部もある。

ヒールザワールド ＝ Heal the World
　　国際協会が 2020-21 年度に開始した統一国際プロジェクト（「UGP」の項を参照）で、新型コロナウイルス後の世界を癒
　　すために、より強い国際的な関与と組織的な連携、連帯を構築して我々のボランティアの力をより発揮することを目的と
　　している。主な活動内容は、災害時等の救援物資の提供 /ボランティア支援、医療 /健康プログラム、専門家のネットワー
　　ク構築など。プロジェクトの資金を賄うために、TOF献金の増額が望まれている。

フィラテリスト ＝ Philatelist
　　直訳すると「切手収集家」。ワイズにおいては、BF献金の使用済切手の拠出を推進することおよび使用済切手を換金する
　　業者との窓口の役割を担う。各エリアではこの業務を担当する事業主任が任命されている。

Motto ＝ 標語（国際）
　　ワイズメンズクラブの基本的な行動目標を表す言葉。
　　国際標語は “To acknowledge the duty that accompanies every right”（強い義務感をもとう　義務はすべての権利に伴
　　う）である。

部 ＝ District
　　ワイズ運動を協力して進めるために区内の 2つ以上のクラブで構成された組織体。
　　東日本区には 7つの部（2022 年 7月 1日現在）がある。部は、区役員会、代議員会の承認を得て設置が認められる。

部事業主査 ＝ District Service Director（DSD）
　　部長のスタッフとして事業ごとに置かれる部役員。
　　部の事業活動の活発化に努め、クラブとの連絡を図ると共に、区事業主任との連絡を密にする。部長および区事業主任へ
　　部事業活動報告書を送る。

部大会 ＝ District Convention
　　部内各クラブ相互の情報交換および親睦のため、部長の主宰により年 1回以上開催される部の大会。2018-19 年度の東日
　　本区定款改訂により、これまでの「部会」から「部大会」に名称が変更された。正式な表記は、「XX部部大会」（「XX部大会」
　　ではなく）。

部長 ＝ District Governor
　　部の最高責任者。
　　あらゆる機会をとらえ部内クラブを指導するとともに、区にあっては代議員、区役員、「区役員候補者指名委員会」の委員
　　であり、部にあっては通常年 1回の部大会を主宰し、部の方針および運営等を協議し決定する数回の評議会を開催し、また、
　　属するクラブ会員全員の研修と交流を図る。任期内に部内クラブを 1回以上「公式訪問」し、部内諸活動の推進に努める。

部評議会 ＝ District Council
　　部の運営を協議、決議する機関。構成員は、それぞれの部則の定めによる。

物品 ＝ Supplies
　　ワイズ活動に用いる備品（万国旗など）、小道具（シールなど）、バッジ等の総称。
　　これらを製作 /供給する活動、事業者もいう。

ブリテン ＝ Bulletin
　　クラブとしての機関紙。クラブメンバーおよび他クラブ、区 /部役員等への連絡 /案内、入会候補者への PR、クラブの記
　　録としての役目を持つ。
　　毎月発行し、その月の例会プログラム、在籍者数、前月の例会出席者、出席率、BF成績、活動報告、活動計画、会員消息
　　などを掲載する。

文献 ＝ Documentation
　　ワイズメンズクラブ活動の指針となる規約集、手引き書その他参考文献。
　　文献作成 /精査等の実働組織として、東日本区では文献・組織検討委員会が設けられており、その委員は、区理事が任命する。

ブースター賞 ＝ Booster Award
　　会員増強の功績に対して国際協会から授与される賞。前年 2月 1日から当年 1月 31 日までの 1年間に、3名以上の新入
　　会員を紹介した個人および 6名以上の会員純増を果たしたクラブが表彰される。



STEP ＝ Short Term Youth Exchange Program
　　ユース海外短期交流プログラム。
　　3～ 11 週間の短期海外訪問制度。18～ 25 歳のワイズの子弟（または、3年以上、ワイズメンズクラブ、ワイズユースク
　　ラブ、YMCAの何れかの会員経験を有する者）が応募対象者。海外のワイズ家庭に滞在し、現地のユースとの交流や異文
　　化を体験する。
　　応募は、希望派遣期間の半年以上前に、クラブを通じて、ユース事業主任へ申請書類を提出する。

TOF ＝ Time of Fast
　　タイム・オブ・ファスト（Time of Fast：断食の時）の略称で、「ティー・オー・エフ」と発音する。クラブ例会での食事
　　を抜き、その金額相当分を国際協会に献金する。
　　献金は、世界中のYMCA、ワイズメンズクラブから募集して国際協会が選定する、SDGs に関連する発展途上国を主たる
　　対象とする地域支援プロジェクトに用いられる。
　　国際協会、東日本区では 2月を強調月間とし、クラブ例会だけではなく、2月に開催される、区、部の会合でも食事を抜
　　いたり、簡素なものにしたりしてその分を献金するよう努めている。

TC ＝ Travel Coordinator
　　来訪する BF代表の旅行日程を立案し、旅行中の世話や受け入れ /調整を行う専任委員。

UGP ＝ Unified Global Project（統一国際プロジェクト）
　　ワイズメンズクラブの認識度のアップを願って、始められた国際レベルの統一事業で、2005 年度からはHIV/ AIDS 関連
　　事業を展開した。国際協会での取り組みが終わった 2010 年度以降も東日本区では継続して取り組んでいる。2020/21 年
　　度からは、Heal the World（世界を癒そう）が統一事業に選定されている。

Week4Waste = Week for Waste (「ゴミのための週」)
　　国際協会によって 2020-21 年度に開始された、ワイズメンズクラブと地域社会を結びつけ、よりクリーンな地球を目指し
　　て統一的に行動するCS事業のキャンペーン。活動の多くは、毎年 4月 22 日のアースデイ（地球の日）のある 4月と、世
　　界最大の市民運動のひとつであるワールドクリーンアップデイ（毎年 9月中旬）に合わせて行われる。

YEEP ＝ Youth Educational Exchange Program
　　ワイズメンズクラブ会員の子弟の高校留学生交換事業。
　　2020-21 年度に廃止された。

YES ＝ Y's Extension Support
　　新クラブ設立の活動を支援するためのアジア太平洋地域の基金。各区から地域に拠出された献金は、地域内の各クラブの
　　設立支援資金および地域レベルのエクステンション活動に用いられる。

YIA ＝ Youth Involvement and Activities
　　若者のワイズメンズクラブ活動への参画、活動。
　　ワイズメンズクラブが行う様々な行事に、多くの若者達を巻き込む活動の奨励、ワイズユースクラブの育成、ユースコン
　　ボケーションの実施等を行う。

Y３ ＝ ワイスリー
　　ワイズメンズクラブの活動に共感する高校生以上の若者によるユースクラブ。YMCA、Y's Men、Youth の 3つの Yを表
　　している東・西日本区だけの組織である。2021-2022 年度現在、「Y３宇都宮」が活動を行っている。

YMCA ＝ Young Men's Christian Association
　　ワイズメンズクラブが支援、奉仕の対象としている社会教育団体。世界 120か国・地域に 6,500 万人（2021-2022 年度現在）
　　の会員を持つ世界最古、最大のNGOと言われている。
　　1844 年ロンドンでジョージ・ウィリアムズら青年によって創設され、全世界に広がり、世界YMCA同盟を結成している。
　　青少年の育成を運動の中心とするが、社会の必要に応えて、平和活動、地域社会支援、社会的弱者救済等にも取り組んでいる。

YMCAサービス ＝ YMCA Service
　　YMCAに対する奉仕を立案、実行するワイズメンズクラブの事業。
　　東日本区事業の中のひとつであり、YMCA指導者育成のための財的支援を目的とするASF（アレキサンダー奨学基金）も
　　YMCAサービス事業のひとつである。クラブは、区のサービス事業とともに、各クラブの関係YMCAへの奉仕と協力を
　　推進する。

　　Eは、クラブ拡張（新クラブ設立）、MCは、会員の維持（啓発、退会防止）と増強（新会員獲得）の意。

EF ＝ Endowment Fund（エンダウメントファンド）
　　国際協会の財政的な安定およびワイズダム発展のための基金。
　　個人 /クラブが特定の人を記念して献辞とともに 120 スイスフラン以上の寄付を行うか、個人 /クラブとして寄付のみを
　　行うかの 2種類がある。前者は、国際本部に永久保管されている「ゴールデンブック」に献辞が記載される。後者は、一
　　定金額以上の寄付を行った場合、献金額に応じて以下の称号が与えられ、「ゴールデンブック」に氏名が記載される。
　　50スイスフラン以上の献金（個人）：エンダウメントフレンド
　　120 スイスフラン以上の献金（個人）：ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　2回目の 120 スイスフラン以上の献金（個人）：ダブル・ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　1,000 スイスフラン以上の献金（個人）：オナーロール
　　1,000 スイスフラン以上の献金（クラブ）：オナーロールクラブ

IT アドバイザー＝ Information Technology Advisor
　　情報技術アドバイザー。
　　東日本区では「情報技術」に関して専門的なアドバイスを担当し、区のウェブサイトや区内のメーリングシステムの構築、
　　維持など IT に関するサポートを行っている。

IBC ＝ International Brother Clubs
　　国際兄弟クラブ。
　　クラブが外国のクラブと兄弟クラブ締結を行い、永続的な交流を続けること。また、その相手クラブのことも指す。新た
　　に IBC関係を結ぼうとするクラブ同士は、十分な事前準備を行った上で、締結書を交わす。
　　締結は、IBC国際事業主任が締結書にサインすることにより正式に認められる。

IBC トライアングル＝ International Brother Clubs Triangle
　　3クラブが相互に IBCを締結すること。

IBC クワドラングル＝ International Brother Clubs Quadrangle
　　4クラブが相互に IBCを締結すること。

ID ＝ International Director（ワイズメネット国際主任）
　　国際協会におけるワイズメネットの代表者。

iGo = Internships for Global Outreach（アイゴー：「世界に手を伸ばすためのインターン制度」）
　　青年の成長を目的として、YMCAやワイズメンズクラブ会員で事業を行っている者が、ユースに国際的なインターン（職
　　業体験）の場を提供するプログラム。申請時に 18歳から 29歳の者が対象。2020-21 年度に廃止されたYEEP の後継プロ
　　グラム。

JEF ＝ Japan East Y's Men's Fund
　　東日本区ワイズ基金。
　　東日本区ワイズ運動の安定的かつ継続的発展を支えるため、個人、クラブが記念すべき出来事、行事、慶弔事の折等に、　
　　基金に寄付を行う。寄付者氏名とその理由は、「奉仕帳」に記帳、永久保管される。

LT ＝ Leadership Training
　　会員のリーダーシップの開発、向上を目的に行う研修またはこれを推進する事業の名称。
　　東日本区では、LT委員会が設置され、区主催の部役員、クラブ役員の研修の企画 /実施、研修教材の整備 /提供、部主催
　　の研修会等の支援を行っている。
　　国際協会での正式名称は、LTOD (Leadership Training and Organisation Development)。

NDERF ＝ Natural Disaster Emergency Relief Fund（NDERF（自然災害緊急支援基金））
　　アジア太平洋地域において、地震、台風等の大きな自然災害が発生した際の緊急支援を行うことを目的とした基金。毎年、
　　アジア太平洋地域内の各区は、メンバーひとり当たり 2米ドルを前期の地域会費と併せて、アジア太平洋地域会計に送付
　　する。各理事からの要請に基づき、アジア太平洋地域常任役員会の決定によって支援金が支給される。

SDS ＝ Special Development Support（特別発展支援金）
　　国際協会の EF（エンダウメントファンド）の運用益の一部を原資として、各区におけるエクステンション活動等に対して、
　　その費用の一部が各区から国際本部への申請によって支給される制度。

YMCAの歌 ＝ YMCA Song
　　日本のYMCAの公式歌。ワイズの会合等でも歌われる。
　　1953 年、日本YMCA同盟が 50周年を記念して公募し、同盟主事の淵田多穂理の応募作品が入選し、津川主一が作曲した。

アジア太平洋地域 ＝ Asia Pacific Area
　　ワイズ運動の国際行政区分 8地域のひとつ。
　　2022 年 7月現在、東日本区、西日本区、台湾区、フィリピン区、南東アジア区（香港、マカオ、シンガポール、マレーシ
　　ア、タイ、ミャンマー、バングラデシュ、カンボジア、ネパール、インドネシア）、スリランカ区（スリランカ、パキスタ
　　ン）、オーストラリア区の 7区（Region）から成る。

いざ立て ＝ ONCE MORE WE STAND
　　ワイズメンズクラブ国際協会の公式歌。
　　クラブ、部、区、地域、国際など、ワイズの会合の冒頭で歌われる。英語では “Y’ s Men’ s Hymn” と呼ばれる。フィ
　　ンランドの作曲家、シベリウス（1869 ～ 1957）の交響詩「フィンランディア」の曲に、ワイズメンズクラブの創始者　
　　P・W・アレキサンダーが作詞した。原題は、ONCE MORE WE STAND である。日本では1962年に淵田多穂理が訳詞した。

「祈りの輪」の日
　　世界中のワイズメンズクラブ会員が「共に祈る時」を持つ日。
　　12月 8日は、ワイズメンズクラブの創始者 P・W・アレキサンダーの誕生日。この日を記念して世界中のワイズメンズク
　　ラブ会員が、それぞれの国の午後 8時に「共に祈る時」を持って地球上を輪でつなぐことを願うことから「祈りの輪」と言う。

ウエルネス ＝ Wellness
　　創造的健康生活を送ろうという運動。
　　人間が個人的にも社会的にも健全な生活を送るため、現代人を取り巻くストレス、運動不足、環境破壊などを意識して立
　　ち向かい、こころ、からだ、人間関係のすべてにわたって、あるべき姿を追求する。複数の都市YMCA にはウエルネスセ
　　ンターが設置され、地域に対して継続してウエルネスの普及に取り組んでいる。

エクステンション・ビヨンド・ボーダーズ ＝ Extension Beyond Borders（EBB）
　　区、国の枠組みを超えて、新クラブを設立すること。国際協会は、この取り組みを推奨している。東日本区での例として、
　　東京武蔵野多摩クラブがモンゴル・ウランバートルクラブをスポンサーとして設立したことが挙げられる。EBBを行った
　　クラブに対しては国際協会から賞（Extension Beyond Borders Award：EBBA）が授与される。

エリア ＝ Area
　　国際ワイズ運動を進める行政区分。
　　世界を地理的に 8つの地域に分割している。アフリカ、アジア太平洋、韓国、カナダ /カリブ海諸国、ヨーロッパ、インド、
　　ラテンアメリカ、米国の 8地域である。各地域は、国際議員選出の母体となり、地域行政は、その地域から選出された国
　　際議員の中から選ばれた地域会長（AP）が運営に当たる。

エルマー・クロウ賞 ＝ Elmer Crowe Award
　　任期年度中に特に傑出した働きをした部長に与えられる国際賞。
　　任期半ばで倒れた、カナダの元理事エルマー・クロウを記念して創設された。区理事が評価基準に基づいて、候補者を地
　　域会長に推薦し、国際会長が最終決定する。

会員異動報告書
　　クラブの会員の入会（新入会、転入会、再入会）や退会（退会、転出会）、変更などの異動があった場合に会長の責任にお
　　いて、所属部の部長および部会員増強事業主査（写し：東日本区事務所）に提出する書類。

監事（区） ＝ Auditor
　　区運営に関して、区役員に適切な助言、督励を行う者。
　　区の指名委員会によって指名され、代議員会で承認されて 2年間の任に就く。行政監事 1名、財政監事 1名が選任され、
　　それぞれの分野での監査を行い、他方の分野も副担当として実施する。

キリスト教精神 ＝ Christian Spirit
　　イエス・キリストが全生涯をもって示した博愛、奉仕、自己犠牲の精神。
　　国際憲法のガイドライン 201 には、「イエス・キリストの教えは、ワイズメン全体の意志決定のための、クラブならびに
　　国際協会の運営のための、さらにワイズメン個人の日々の生活のための、ガイドライン（指針）となるものである。」と定
　　められている。

　　国際協会、各地域ではキリスト教精神を広めるため、キリスト教強調 (Christian Emphasis: CE) 事業主任が選任され、キ
　　リスト教精神の維持、拡大を担っている。

ギャベル ＝ Gavel
　　点鐘を行うとき、鐘をたたく木槌。

休会
　　病気や一定期間の仕事の都合等の正当な理由で、長期にわたり、クラブの例会や諸活動に出席できない者は、クラブ会長
　　が申請し、理事の承認を得て、最長 3年間、休会とすることができる。ただし、病気の快復等で再び例会等に出席できる
　　ようになった場合に復帰する意思がある者に限る。休会は、退会と同じ扱いであるが、ロースターに氏名が掲載され、また、
　　復帰の際の入会金が免除される。東日本区独自の制度。

協力関係の原則 ＝ Principles of Partnership
　　世界YMCA同盟とワイズメンズクラブ国際協会がより良きパートナーとなるべく、両者の協力関係の原則が 1981 年に締
　　結された。各地域、各区等のレベルでも同様の締結が進んでいる。

区＝ Region
　　地域（エリア）を構成する区分。東日本区は、アジア太平洋地域の構成員。
　　区の目的は、「区内の各クラブが国際憲法の精神に基づき、敬愛の念を持って交わり、国際協会の綱領と目的を達成し、さ
　　らにこの運動を広く区内に拡張するために相互に協力すること」（東日本区定款第 2条第 3項）を進めることである。

区事務所 ＝ Regional Office
　　区の運営に関する事務を処理する事務所。
　　区事務所は、区書記、会計等の理事スタッフと協力し、区運営のサポートを行う。事務所運営のために事務所所長等の職
　　員を置く。東日本区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置かれている。

区事業主任 ＝ Regional Service Director（RSD）
　　区理事のスタッフとして、事業ごとに置かれる区役員。
　　国際、地域の事業主任の指導のもと、理事の意向を受けて、当該事業活動の計画立案、実施の責任を持ち、各部の事業主
　　査をリードし、その事業活動を支援する。また、活動状況、成果を区内および地域、国際へ報告する。

区大会 ＝ Regional Convention
　　毎年各区で開催される大会。
　　東日本区は、原則として 6月の第 1土日に区理事が主宰し、開催する。大会は、クラブおよび会員が情報を交換し、互い
　　に啓発し、共に運動を担う者としての連帯、協力関係、親睦を深めることを目的とする。区大会は、立候補によって選ば
　　れたホストクラブが実行委員会（ホストコミッティー）を組織し、理事の指導のもと準備、運営、実施に当たる。

区担当主事（東日本区） ＝ YMCA Liaison Secretary to Japan East Region
　　YMCAとワイズメンズクラブの区レベルでの連携を行う日本YMCA同盟主事。
　　日本YMCA同盟総主事が同盟主事の中から任命する。東日本区役員会を始め、種々の会合、区大会等に出席し、YMCA　
　　とワイズメンズクラブとの関係が円滑に推進されるように努める。

区報、部報 ＝ Regional Bulletin、District Bulletin
　　区、部の公式の会報で、メンバーに対する情報提供、活動の記録等を目的として発行、配布される。東日本区においては
　　東日本区定款施行細則で年 2回以上の発行が定められおり、各部においては部則等の規定に則って発行される。

区役員 ＝ Regional Officers
　　区役員会を構成する役員。
　　理事、次期理事、直前理事、区書記、区会計、部長、区事業主任が区役員である。
　　区役員会には、監事、委員会委員長、専任委員、事務所職員等も列席する。

クラブ ＝ Club
　　ワイズメンズクラブ運動を構成する最小単位でかつ運動の基盤となる組織。クラブは、最低 3名の会員から成り、新たに
　　クラブを設立する際は、5名以上の会員が必要である。

クラブ担当主事 ＝ Related Secretary
　　YMCAとクラブとの連携を行うYMCAの主事。

　　投票権があるのは、グッドスタンディングクラブ（「グッドスタンディング」の項を参照）でかつ直近 3半期の会員数が　
　　15名以上のクラブである。ただし、会員数の基準を満たしていない場合、直近 3半期の会員数が 5名以上で、12月 31　
　　日現在でチャーター後 25年を経過しているクラブは、区理事からの国際本部への申請によって投票権を得ることができる。
　　投票は、各クラブを代表する者（クラブ会長または事前に登録したその他のクラブメンバー）が国際協会のウェブサイト
　　を通じて実施する。

国際本部 ＝ International Headquarters（IHQ）
　　国際協会事務局、国際書記局ともいう。国際書記長以下有給スタッフが、全世界の役員、委員、区理事、クラブ会長など
　　への事務連絡や実務を行っている。事務所は、スイス・ジュネーブに置かれている。サテライトオフィスがチェンマイ（タ
　　イ）に置かれている。

国際聖句
　　ワイズメンズクラブ会員の精神的基盤をなすもので、新約聖書 “ヨハネによる福音書第 17章 21 節”。

国際大会 ＝ International Convention（IC）
　　2年ごとに開催される国際協会レベルの大会。
　　全世界のワイズメンズクラブ会員が一堂に会し、式典、研修、親睦等のプログラムが展開される。開催地（ホスト区）は、
　　立候補制で国際大会委員会（ICC）の下に、ホスト区内に大会実行委員会（HCC=ホストコンベンションコミッティ）が
　　組織され、大会全般の準備と実行に当たる。

国際連合・経済社会理事会・特殊諮問資格＝
　　Special Consultative Status with the Economic and Social Council of the United Nations
　　2006 年にワイズメンズクラブ国際協会が取得した、国際連合・経済社会理事会が認めるNGO（非政府組織）の資格のひ
　　とつ。特定の分野において、国際連合が採択した行動計画、プログラムおよび宣言を実施、推進する。国際連合およびそ
　　の補助機関の特定の会合への出席、検討事項に関する意見を述べることができる。

コメット＝ Y'slings
　　日本でのワイズメンズクラブ会員の子弟の呼称。国際での呼称は、ワイズリングズ。

ゴールデンブック ＝ Golden Book
　　エンダウメントファンドへの献辞、寄付者名が記録される台帳。
　　革表紙の製本で永久保存される。東日本区の「東日本区ワイズ基金」（JEF）の「奉仕帳」に当たる。

出席率 ＝ The Percentage of Member's Attendance
　　クラブ会員の例会出席率。（東日本区定款施行細則第 11 条参照）

常任役員（会） ＝ Regional Executive Officers
　　区の理事、次期理事、直前理事、書記、会計。
　　この 5者で常任役員会を構成する。常任役員会は、日常必要な決済事項を合議によって処理する。

主題 ＝ Theme
　　国際会長、アジア太平洋地域会長、区理事、部長、クラブ会長が掲げる中心テーマで、それぞれの任期年度に使用する。

スローガン = Slogan
　　主題を展開、補足する副題。サブテーマ（Sub-Theme）とも言う。

スポンサークラブ＝ Sponsor Club
　　新クラブ設立のイニシアティブをとるクラブ。設立、チャーター後も、新クラブを支援する。

スマイル＝ Smile
　　クラブ活動資金、基金作りのための自由献金。
　　例会で、会員が最近身近に起きた嬉しいことなどを記念して献金する。クラブによっては「ニコニコ」、「ドライブ」、「ロバ」
　　などとも呼んでいる。

世界YMCA同盟＝ World Alliance of YMCAs
　　世界各国のYMCAの協力と運動推進を図るための連合体。本部はスイス・ジュネーブにある。略称は、WAY。
　　World YMCAと称することもある。

　　クラブが支援する都市YMCAの総主事が任命する。クラブ会員としてクラブに加わり、連絡役のみならずクラブ活動にも
　　参加する。

グッドスタンディング ＝ Good standing
　　直近 3半期の会費（国際会費、地域会費、区会費）を支払ったクラブを国際協会ではグッドスタンディング（良好な状態
　　のクラブ）クラブと呼ぶ。会員数には無関係である。

ゲスト ＝ Guest
　　例会などでワイズ関係 ( ワイズメン、ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバー ) 以外の知人、友人、ゲス
　　トスピーカー、入会候補者としての参加者などをゲストと呼ぶ。

広義会員 ＝ Members-at-large
　　クラブ会員の内、常に例会その他の会合に出席することが不可能な者は、クラブ会長が理事に届け出て、理事の承認を受
　　けると広義会員となることができる東日本区の制度。広義会員は、例会出席義務を免かれる。
　　国際協会の広義会員は、ワイズの無い地域に住む者が、特定のクラブではなく区に所属する制度であり、東日本区の制度
　　とは別の制度である。

広報 ＝ Public Relations（PR）
　　「組織以外の多くの人に広く情報を伝える」（Public Information）と「人のつながりを強める」（Public Relations）こと。
　　ワイズ内外にタイムリーに情報発信し、ワイズ活動の活性化、社会的認知度の向上に資する。

功労会員 ＝ Senior Service Member
　　クラブのために長年尽くして来た会員が、クラブの決議により理事に届け出て功労会員となる。例会出席義務を免除される。

国際会長 ＝ International President（IP）
　　ワイズメンズクラブ国際組織の最高責任者。国際議会の議長を務める。
　　推薦制で任期は 1年。就任の 2年前に投票権を持つ全世界のクラブ会長の投票で選ばれ、次の 1年、次期国際会長となる。
　　国際会長の取り組みとして最も強調したいことを「国際会長主題」として掲げる。

国際議会 ＝ International Council（IC）
　　ワイズメンズクラブ国際協会の立法機関。
　　国際憲法の改訂を始め、国際協会の予算の決定、諸事業、規定の新設 /改廃、国際大会開催地の決定など、国際ワイズ活
　　動のすべての重要案件を審議する。各地域から会員人数割りで選出される 15名の（国際）議員によって構成される。毎年
　　7月または 8月に国際議会が開かれ、1月または 2月に年央会議（ミッドイヤーミーティング）が開かれる。

国際議員 ＝ International Council Members（ICM）
　　国際議会構成員。世界の全 8地域から会員数に応じてドント方式で選出される 13名の国際議員と輪番で 2地域から選出
　　される 2名の青年議員（26歳から 39歳）議員の合計 15名からなる。何れも当該地域の各クラブからの投票で選出される。
　　任期は 2年で再選は認められていない。

（ワイズメンズクラブ）国際協会 ＝ The International Association of Y’ s Men’ s Clubs / Y’ s Men International
　　世界のワイズメンズクラブを構成員として設立されている国際組織。
　　国際協会の立法機関は、国際議会、行政機関は、執行役員会と各地域会長である。

国際憲法 ＝ International Constitution
　　ワイズメンズクラブの活動基盤を定めたもの。
　　東日本区定款の綱領や目的も国際憲法に基づいて定められている。国際協会の標語（Motto）「強い義務感を持とう　義務
　　はすべての権利に伴う」も、この中に明記されている。

国際執行役員（会） ＝ International Executive Officers（IEO）
　　国際会長、次期国際会長、直前国際会長、国際会計を国際執行役員と呼び、4者で国際執行役員会を構成する。国際執行
　　役員会には、有給スタッフである国際書記長も陪席し、日常必要な決済事項を合議によって処理する。東日本区の常任役
　　員（会）に当たる。

国際投票 = International Voting
　　毎年通常、12月から 1月にかけて、次々期国際会長、次期国際会計（3年に 1度）、地域選出国際議会議員の選出および
　　国際憲法の改訂（改訂事項がある場合）についての国際投票が行われる。

設立総会
　　新クラブの発足に際し、新クラブメンバーによりクラブ名称、会則、事業方針、予算などを決議し、また、申請書類への
　　署名を行う会合。日本のワイズメンズクラブ独特のもの。
　　設立総会を終えると、クラブとしての活動が始まるが、チャーターナイトまでは、「ワイズメンズクラブ」として公式には
　　認められていないため、その間は「（仮）○○ワイズメンズクラブ」等と称することが通例となっている。

戦略 2032 = Strategy 2032　
　　創立 100 周年を機に、2022 年に制定されたワイズズメンズクラブ国際協会（YMI）の中長期計画。YMI が 2032 年には
　　どのような組織になっているかの目標およびそのための戦略をまとめたもの。YMIは、公平で持続可能な世界を築くために、
　　互いに刺激し合い、協力し合って、親睦と地域社会への影響力において卓越した組織となること、健康、環境、教育に重
　　点を置いて奉仕活動を行っていくこと等が謳われている。
　　2016 年に制定された「2022 年とその先に向けて」（Towards2022 & Beyond」）および 2019 年に制定された「チャレン
　　ジ 22」（Challenge 22）の後継計画である。

代議員＝ Regional Council Members
　　東日本区のクラブ会長、部長および部の会員人数割りによって選出された会員。任期は、7月 1日から 1年。ただし、再
　　任を妨げない。議長は、直前部長の互選で選任される。
　　東日本区の立法機関である代議員会の構成員である。年次代議員会は、通常東日本区大会に合わせて開催される。部人数
　　割代議員は部内会員数 100 名につき 1名（100 名未満の場合は 1名）の割合で選出する。内 1名は、直前部長。

チャーター＝ Charter
　　新設クラブに対して国際協会が加盟を認証すること、または加盟認証状。加盟認証状に記載されている「Charter 　　　
　　Presentation Date」が公式のチャーター年月日である。

チャーターメンバー＝ Charter Member
　　新クラブ発足時の設立会員。国際協会加盟手続きの際、申請書に署名した会員。

チャーターナイト＝ Charter Presentation Ceremony
　　国際協会加盟認証を受ける新クラブが、近隣クラブおよび地域社会に披露する会。
　　本来は晩餐会なので通称 “チャーターナイト” という。この会では国際協会加盟認証状の伝達式、チャーターバッジ着装、
　　メンバー紹介などが行われる。

地域事務所 ＝ Area Office
　　地域の運営を円滑に進めるための事務所。
　　専任スタッフを置き、地域会長指導のもと、各区ヘの事務連絡、事務処理等を行う。アジア太平洋地域は、香港に地域事
　　務所を置いている。

点鐘
　　クラブ例会、区役員会等の公式会合の時に、開会宣言 /閉会宣言を行う主宰者が厳粛にギャベル（木槌）で鐘を打ち鳴ら
　　すこと。

トロイカ ＝ Troika
　　組織の各レベルで、トップをその前任者と後任者が支え、また、組織運営の継続性を確保する体制。ロシア語の 3頭立て
　　の馬橇が語源。
　　区は理事、次期理事、直前理事、部は部長、次期部長、直前部長、クラブは会長、次期会長、直前会長からなる。

ドライバー ＝ Driver
　　ワイズ運動、特に例会の推進役。クラブによってはマーシャル、クラブサービスと呼んでいる。直訳は“強く動機づける人”、
　　“運動推進役”。献金を促したり例会を盛り上げたりする役割を担う。

西日本区 ＝ Japan West Region
　　富山県、岐阜県、愛知県以西（沖縄県を除く）を領域とする区。1997 年に旧日本区の分割によって、東日本区と同時に誕
　　生した。

日本YMCA同盟 ＝ The National Council of YMCAs of Japan
　　日本のYMCA運動の推進、都市YMCAと学生YMCAへの支援、調整、助言活動を行う組織。事務所を東京都新宿区四
　　　　谷本塩町 2-11 に置く。1903 年に設立され、世界YMCA同盟とアジア・太平洋YMCA同盟に加盟し、世界YMCA

　　同盟を始め海外YMCAとの連絡を担う。全国のスタッフの国内研修、主事養成と認証、ワイズメンズクラブとの連携、調
　　整、御殿場にある研修施設、国際青少年センターYMCA東山荘の運営も行っている。

バナー ＝ Banner
　　クラブ、部、区の旗。クラブ例会、部大会、区大会など公式会合時に掲げる。

バランタイン賞 ＝ Harry M. Ballantyne Award of Merit 
　　国際協会の発展に貢献したメンバーに対して、毎年、国際協会が授賞する賞。1922 年の国際協会設立時から担当主事とし
　　て活躍した、Harry M. Ballantyne カナダ YMCA主事を記念して 1957 年に創設された。正式名称は、ハリー・M・バラ
　　ンタイン賞。
　　これまでの日本人受賞者は、次の各氏。（　　）内は受賞年：奈良傳（1966）、鈴木謙介（1982）、竹内敏朗（1987）、田
　　中真（1995）、三井万壽雄（2002）、今村一之（2006）、奈良信（2010）、藤井寛敏（2018）

半年報 ＝ Semiannual Report
　　クラブが会員の入 /退会による変化を東日本区へ提出（クラブ→部長→会員増強事業主任）する報告書。
　　7月 1日付と 1月 1日付の年 2回一定の書式で報告する。7月 1日付人数が国際会費、アジア太平洋地域会費、区費算定
　　の基礎となる。

東日本区 ＝ Japan East Region
　　世界に 44ある区（2022 年 7月現在）（行政単位）のひとつ。
　　新潟県、長野県、静岡県以東と沖縄県を領域とする。1997 年 7月に旧日本区を東西に分けた形で、東日本区、西日本区と
　　して誕生した。その活動は、東日本区定款に基づき、区理事がこれを統括する。区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置
　　かれている。

東日本区ウェブサイト
　　ワイズメンズクラブ、東日本区の紹介、区内のニュース、クラブ案内、区報、各種マニュアル、書式等が掲載されている
　　東日本区の公式ウェブサイト。URL は、https://www.ys-east.or.jp/
　　＜参考＞　国際協会ウェブサイト：https://www.ysmen.org/
　　　　　　　アジア太平洋地域ウェブサイト：http://www.ysmenap.org/
　　　　　　　西日本区ウェブサイト：http://www.ys-west.or.jp/

東日本区定款 ＝ Regional Constitution of Japan East Region
　　ワイズメンズクラブ国際協会の憲法に基づき、東日本区のモットー、綱領、目的、組織、運営の基本などを定めたもの。

東日本区奈良傳賞＝ Japan East Region Tsutae Nara Memorial Award
　　ワイズダム発展に尽力し、その功績が認められた会員に与えられる賞。
　　日本のワイズ運動の創始者である奈良傳氏の偉業を記念して制定された賞で、長年ワイズダム発展に尽力し、その功績が
　　認められ、奈良傳賞受賞者選考委員会の議を経て選ばれた会員が、東日本区大会で表彰される。

東日本区メーリングリスト
　　年度毎に、「全クラブ会長」、「全部長」、「各部別の部役員」、「各事業別の事業主査」等、東日本区内の各役職者別に作成さ
　　れる公式のメーリングリスト。例えば、全クラブ会長のメーリングリストは、kaicho@ys-east.or.jp。
　　当該メーリングに登録されているメンバーのみが、そのメーリングリストを用いて受発信できる。

ビジター ＝ Visitor
　　他クラブからの例会等への来訪者。ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバーも含む。

ヒストリアン（国際） ＝ Historian
　　全世界のワイズ関係の公式文書を入手保管し、歴史的資料として整備する役職者。
　　国際文献保存委員ともいう。区報、クラブチャーター資料、区大会開催資料など、使用言語の如何を問わず、ヒストリア
　　ンへ送付する。

ヒストリアン（東日本区）＝ Historian
　　東日本区のワイズ活動の歴史をまとめる役職者。
　　東日本区の歴史的事項を正確に記録するために、区報、区役員会資料、区大会資料、加盟認証状の写し、クラブ記念誌等
　　の文献を収集、整理、保存する。部ヒストリアンを設置している部もある。

ヒールザワールド ＝ Heal the World
　　国際協会が 2020-21 年度に開始した統一国際プロジェクト（「UGP」の項を参照）で、新型コロナウイルス後の世界を癒
　　すために、より強い国際的な関与と組織的な連携、連帯を構築して我々のボランティアの力をより発揮することを目的と
　　している。主な活動内容は、災害時等の救援物資の提供 /ボランティア支援、医療 /健康プログラム、専門家のネットワー
　　ク構築など。プロジェクトの資金を賄うために、TOF献金の増額が望まれている。

フィラテリスト ＝ Philatelist
　　直訳すると「切手収集家」。ワイズにおいては、BF献金の使用済切手の拠出を推進することおよび使用済切手を換金する
　　業者との窓口の役割を担う。各エリアではこの業務を担当する事業主任が任命されている。

Motto ＝ 標語（国際）
　　ワイズメンズクラブの基本的な行動目標を表す言葉。
　　国際標語は “To acknowledge the duty that accompanies every right”（強い義務感をもとう　義務はすべての権利に伴
　　う）である。

部 ＝ District
　　ワイズ運動を協力して進めるために区内の 2つ以上のクラブで構成された組織体。
　　東日本区には 7つの部（2022 年 7月 1日現在）がある。部は、区役員会、代議員会の承認を得て設置が認められる。

部事業主査 ＝ District Service Director（DSD）
　　部長のスタッフとして事業ごとに置かれる部役員。
　　部の事業活動の活発化に努め、クラブとの連絡を図ると共に、区事業主任との連絡を密にする。部長および区事業主任へ
　　部事業活動報告書を送る。

部大会 ＝ District Convention
　　部内各クラブ相互の情報交換および親睦のため、部長の主宰により年 1回以上開催される部の大会。2018-19 年度の東日
　　本区定款改訂により、これまでの「部会」から「部大会」に名称が変更された。正式な表記は、「XX部部大会」（「XX部大会」
　　ではなく）。

部長 ＝ District Governor
　　部の最高責任者。
　　あらゆる機会をとらえ部内クラブを指導するとともに、区にあっては代議員、区役員、「区役員候補者指名委員会」の委員
　　であり、部にあっては通常年 1回の部大会を主宰し、部の方針および運営等を協議し決定する数回の評議会を開催し、また、
　　属するクラブ会員全員の研修と交流を図る。任期内に部内クラブを 1回以上「公式訪問」し、部内諸活動の推進に努める。

部評議会 ＝ District Council
　　部の運営を協議、決議する機関。構成員は、それぞれの部則の定めによる。

物品 ＝ Supplies
　　ワイズ活動に用いる備品（万国旗など）、小道具（シールなど）、バッジ等の総称。
　　これらを製作 /供給する活動、事業者もいう。

ブリテン ＝ Bulletin
　　クラブとしての機関紙。クラブメンバーおよび他クラブ、区 /部役員等への連絡 /案内、入会候補者への PR、クラブの記
　　録としての役目を持つ。
　　毎月発行し、その月の例会プログラム、在籍者数、前月の例会出席者、出席率、BF成績、活動報告、活動計画、会員消息
　　などを掲載する。

文献 ＝ Documentation
　　ワイズメンズクラブ活動の指針となる規約集、手引き書その他参考文献。
　　文献作成 /精査等の実働組織として、東日本区では文献・組織検討委員会が設けられており、その委員は、区理事が任命する。

ブースター賞 ＝ Booster Award
　　会員増強の功績に対して国際協会から授与される賞。前年 2月 1日から当年 1月 31 日までの 1年間に、3名以上の新入
　　会員を紹介した個人および 6名以上の会員純増を果たしたクラブが表彰される。



STEP ＝ Short Term Youth Exchange Program
　　ユース海外短期交流プログラム。
　　3～ 11 週間の短期海外訪問制度。18～ 25 歳のワイズの子弟（または、3年以上、ワイズメンズクラブ、ワイズユースク
　　ラブ、YMCAの何れかの会員経験を有する者）が応募対象者。海外のワイズ家庭に滞在し、現地のユースとの交流や異文
　　化を体験する。
　　応募は、希望派遣期間の半年以上前に、クラブを通じて、ユース事業主任へ申請書類を提出する。

TOF ＝ Time of Fast
　　タイム・オブ・ファスト（Time of Fast：断食の時）の略称で、「ティー・オー・エフ」と発音する。クラブ例会での食事
　　を抜き、その金額相当分を国際協会に献金する。
　　献金は、世界中のYMCA、ワイズメンズクラブから募集して国際協会が選定する、SDGs に関連する発展途上国を主たる
　　対象とする地域支援プロジェクトに用いられる。
　　国際協会、東日本区では 2月を強調月間とし、クラブ例会だけではなく、2月に開催される、区、部の会合でも食事を抜
　　いたり、簡素なものにしたりしてその分を献金するよう努めている。

TC ＝ Travel Coordinator
　　来訪する BF代表の旅行日程を立案し、旅行中の世話や受け入れ /調整を行う専任委員。

UGP ＝ Unified Global Project（統一国際プロジェクト）
　　ワイズメンズクラブの認識度のアップを願って、始められた国際レベルの統一事業で、2005 年度からはHIV/ AIDS 関連
　　事業を展開した。国際協会での取り組みが終わった 2010 年度以降も東日本区では継続して取り組んでいる。2020/21 年
　　度からは、Heal the World（世界を癒そう）が統一事業に選定されている。

Week4Waste = Week for Waste (「ゴミのための週」)
　　国際協会によって 2020-21 年度に開始された、ワイズメンズクラブと地域社会を結びつけ、よりクリーンな地球を目指し
　　て統一的に行動するCS事業のキャンペーン。活動の多くは、毎年 4月 22 日のアースデイ（地球の日）のある 4月と、世
　　界最大の市民運動のひとつであるワールドクリーンアップデイ（毎年 9月中旬）に合わせて行われる。

YEEP ＝ Youth Educational Exchange Program
　　ワイズメンズクラブ会員の子弟の高校留学生交換事業。
　　2020-21 年度に廃止された。

YES ＝ Y's Extension Support
　　新クラブ設立の活動を支援するためのアジア太平洋地域の基金。各区から地域に拠出された献金は、地域内の各クラブの
　　設立支援資金および地域レベルのエクステンション活動に用いられる。

YIA ＝ Youth Involvement and Activities
　　若者のワイズメンズクラブ活動への参画、活動。
　　ワイズメンズクラブが行う様々な行事に、多くの若者達を巻き込む活動の奨励、ワイズユースクラブの育成、ユースコン
　　ボケーションの実施等を行う。

Y３ ＝ ワイスリー
　　ワイズメンズクラブの活動に共感する高校生以上の若者によるユースクラブ。YMCA、Y's Men、Youth の 3つの Yを表
　　している東・西日本区だけの組織である。2021-2022 年度現在、「Y３宇都宮」が活動を行っている。

YMCA ＝ Young Men's Christian Association
　　ワイズメンズクラブが支援、奉仕の対象としている社会教育団体。世界 120か国・地域に 6,500 万人（2021-2022 年度現在）
　　の会員を持つ世界最古、最大のNGOと言われている。
　　1844 年ロンドンでジョージ・ウィリアムズら青年によって創設され、全世界に広がり、世界YMCA同盟を結成している。
　　青少年の育成を運動の中心とするが、社会の必要に応えて、平和活動、地域社会支援、社会的弱者救済等にも取り組んでいる。

YMCAサービス ＝ YMCA Service
　　YMCAに対する奉仕を立案、実行するワイズメンズクラブの事業。
　　東日本区事業の中のひとつであり、YMCA指導者育成のための財的支援を目的とするASF（アレキサンダー奨学基金）も
　　YMCAサービス事業のひとつである。クラブは、区のサービス事業とともに、各クラブの関係YMCAへの奉仕と協力を
　　推進する。

　　Eは、クラブ拡張（新クラブ設立）、MCは、会員の維持（啓発、退会防止）と増強（新会員獲得）の意。

EF ＝ Endowment Fund（エンダウメントファンド）
　　国際協会の財政的な安定およびワイズダム発展のための基金。
　　個人 /クラブが特定の人を記念して献辞とともに 120 スイスフラン以上の寄付を行うか、個人 /クラブとして寄付のみを
　　行うかの 2種類がある。前者は、国際本部に永久保管されている「ゴールデンブック」に献辞が記載される。後者は、一
　　定金額以上の寄付を行った場合、献金額に応じて以下の称号が与えられ、「ゴールデンブック」に氏名が記載される。
　　50スイスフラン以上の献金（個人）：エンダウメントフレンド
　　120 スイスフラン以上の献金（個人）：ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　2回目の 120 スイスフラン以上の献金（個人）：ダブル・ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　1,000 スイスフラン以上の献金（個人）：オナーロール
　　1,000 スイスフラン以上の献金（クラブ）：オナーロールクラブ

IT アドバイザー＝ Information Technology Advisor
　　情報技術アドバイザー。
　　東日本区では「情報技術」に関して専門的なアドバイスを担当し、区のウェブサイトや区内のメーリングシステムの構築、
　　維持など IT に関するサポートを行っている。

IBC ＝ International Brother Clubs
　　国際兄弟クラブ。
　　クラブが外国のクラブと兄弟クラブ締結を行い、永続的な交流を続けること。また、その相手クラブのことも指す。新た
　　に IBC関係を結ぼうとするクラブ同士は、十分な事前準備を行った上で、締結書を交わす。
　　締結は、IBC国際事業主任が締結書にサインすることにより正式に認められる。

IBC トライアングル＝ International Brother Clubs Triangle
　　3クラブが相互に IBCを締結すること。

IBC クワドラングル＝ International Brother Clubs Quadrangle
　　4クラブが相互に IBCを締結すること。

ID ＝ International Director（ワイズメネット国際主任）
　　国際協会におけるワイズメネットの代表者。

iGo = Internships for Global Outreach（アイゴー：「世界に手を伸ばすためのインターン制度」）
　　青年の成長を目的として、YMCAやワイズメンズクラブ会員で事業を行っている者が、ユースに国際的なインターン（職
　　業体験）の場を提供するプログラム。申請時に 18歳から 29歳の者が対象。2020-21 年度に廃止されたYEEP の後継プロ
　　グラム。

JEF ＝ Japan East Y's Men's Fund
　　東日本区ワイズ基金。
　　東日本区ワイズ運動の安定的かつ継続的発展を支えるため、個人、クラブが記念すべき出来事、行事、慶弔事の折等に、　
　　基金に寄付を行う。寄付者氏名とその理由は、「奉仕帳」に記帳、永久保管される。

LT ＝ Leadership Training
　　会員のリーダーシップの開発、向上を目的に行う研修またはこれを推進する事業の名称。
　　東日本区では、LT委員会が設置され、区主催の部役員、クラブ役員の研修の企画 /実施、研修教材の整備 /提供、部主催
　　の研修会等の支援を行っている。
　　国際協会での正式名称は、LTOD (Leadership Training and Organisation Development)。

NDERF ＝ Natural Disaster Emergency Relief Fund（NDERF（自然災害緊急支援基金））
　　アジア太平洋地域において、地震、台風等の大きな自然災害が発生した際の緊急支援を行うことを目的とした基金。毎年、
　　アジア太平洋地域内の各区は、メンバーひとり当たり 2米ドルを前期の地域会費と併せて、アジア太平洋地域会計に送付
　　する。各理事からの要請に基づき、アジア太平洋地域常任役員会の決定によって支援金が支給される。

SDS ＝ Special Development Support（特別発展支援金）
　　国際協会の EF（エンダウメントファンド）の運用益の一部を原資として、各区におけるエクステンション活動等に対して、
　　その費用の一部が各区から国際本部への申請によって支給される制度。

YMCAの歌 ＝ YMCA Song
　　日本のYMCAの公式歌。ワイズの会合等でも歌われる。
　　1953 年、日本YMCA同盟が 50周年を記念して公募し、同盟主事の淵田多穂理の応募作品が入選し、津川主一が作曲した。

アジア太平洋地域 ＝ Asia Pacific Area
　　ワイズ運動の国際行政区分 8地域のひとつ。
　　2022 年 7月現在、東日本区、西日本区、台湾区、フィリピン区、南東アジア区（香港、マカオ、シンガポール、マレーシ
　　ア、タイ、ミャンマー、バングラデシュ、カンボジア、ネパール、インドネシア）、スリランカ区（スリランカ、パキスタ
　　ン）、オーストラリア区の 7区（Region）から成る。

いざ立て ＝ ONCE MORE WE STAND
　　ワイズメンズクラブ国際協会の公式歌。
　　クラブ、部、区、地域、国際など、ワイズの会合の冒頭で歌われる。英語では “Y’ s Men’ s Hymn” と呼ばれる。フィ
　　ンランドの作曲家、シベリウス（1869 ～ 1957）の交響詩「フィンランディア」の曲に、ワイズメンズクラブの創始者　
　　P・W・アレキサンダーが作詞した。原題は、ONCE MORE WE STAND である。日本では1962年に淵田多穂理が訳詞した。

「祈りの輪」の日
　　世界中のワイズメンズクラブ会員が「共に祈る時」を持つ日。
　　12月 8日は、ワイズメンズクラブの創始者 P・W・アレキサンダーの誕生日。この日を記念して世界中のワイズメンズク
　　ラブ会員が、それぞれの国の午後 8時に「共に祈る時」を持って地球上を輪でつなぐことを願うことから「祈りの輪」と言う。

ウエルネス ＝ Wellness
　　創造的健康生活を送ろうという運動。
　　人間が個人的にも社会的にも健全な生活を送るため、現代人を取り巻くストレス、運動不足、環境破壊などを意識して立
　　ち向かい、こころ、からだ、人間関係のすべてにわたって、あるべき姿を追求する。複数の都市YMCA にはウエルネスセ
　　ンターが設置され、地域に対して継続してウエルネスの普及に取り組んでいる。

エクステンション・ビヨンド・ボーダーズ ＝ Extension Beyond Borders（EBB）
　　区、国の枠組みを超えて、新クラブを設立すること。国際協会は、この取り組みを推奨している。東日本区での例として、
　　東京武蔵野多摩クラブがモンゴル・ウランバートルクラブをスポンサーとして設立したことが挙げられる。EBBを行った
　　クラブに対しては国際協会から賞（Extension Beyond Borders Award：EBBA）が授与される。

エリア ＝ Area
　　国際ワイズ運動を進める行政区分。
　　世界を地理的に 8つの地域に分割している。アフリカ、アジア太平洋、韓国、カナダ /カリブ海諸国、ヨーロッパ、インド、
　　ラテンアメリカ、米国の 8地域である。各地域は、国際議員選出の母体となり、地域行政は、その地域から選出された国
　　際議員の中から選ばれた地域会長（AP）が運営に当たる。

エルマー・クロウ賞 ＝ Elmer Crowe Award
　　任期年度中に特に傑出した働きをした部長に与えられる国際賞。
　　任期半ばで倒れた、カナダの元理事エルマー・クロウを記念して創設された。区理事が評価基準に基づいて、候補者を地
　　域会長に推薦し、国際会長が最終決定する。

会員異動報告書
　　クラブの会員の入会（新入会、転入会、再入会）や退会（退会、転出会）、変更などの異動があった場合に会長の責任にお
　　いて、所属部の部長および部会員増強事業主査（写し：東日本区事務所）に提出する書類。

監事（区） ＝ Auditor
　　区運営に関して、区役員に適切な助言、督励を行う者。
　　区の指名委員会によって指名され、代議員会で承認されて 2年間の任に就く。行政監事 1名、財政監事 1名が選任され、
　　それぞれの分野での監査を行い、他方の分野も副担当として実施する。

キリスト教精神 ＝ Christian Spirit
　　イエス・キリストが全生涯をもって示した博愛、奉仕、自己犠牲の精神。
　　国際憲法のガイドライン 201 には、「イエス・キリストの教えは、ワイズメン全体の意志決定のための、クラブならびに
　　国際協会の運営のための、さらにワイズメン個人の日々の生活のための、ガイドライン（指針）となるものである。」と定
　　められている。

　　国際協会、各地域ではキリスト教精神を広めるため、キリスト教強調 (Christian Emphasis: CE) 事業主任が選任され、キ
　　リスト教精神の維持、拡大を担っている。

ギャベル ＝ Gavel
　　点鐘を行うとき、鐘をたたく木槌。

休会
　　病気や一定期間の仕事の都合等の正当な理由で、長期にわたり、クラブの例会や諸活動に出席できない者は、クラブ会長
　　が申請し、理事の承認を得て、最長 3年間、休会とすることができる。ただし、病気の快復等で再び例会等に出席できる
　　ようになった場合に復帰する意思がある者に限る。休会は、退会と同じ扱いであるが、ロースターに氏名が掲載され、また、
　　復帰の際の入会金が免除される。東日本区独自の制度。

協力関係の原則 ＝ Principles of Partnership
　　世界YMCA同盟とワイズメンズクラブ国際協会がより良きパートナーとなるべく、両者の協力関係の原則が 1981 年に締
　　結された。各地域、各区等のレベルでも同様の締結が進んでいる。

区＝ Region
　　地域（エリア）を構成する区分。東日本区は、アジア太平洋地域の構成員。
　　区の目的は、「区内の各クラブが国際憲法の精神に基づき、敬愛の念を持って交わり、国際協会の綱領と目的を達成し、さ
　　らにこの運動を広く区内に拡張するために相互に協力すること」（東日本区定款第 2条第 3項）を進めることである。

区事務所 ＝ Regional Office
　　区の運営に関する事務を処理する事務所。
　　区事務所は、区書記、会計等の理事スタッフと協力し、区運営のサポートを行う。事務所運営のために事務所所長等の職
　　員を置く。東日本区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置かれている。

区事業主任 ＝ Regional Service Director（RSD）
　　区理事のスタッフとして、事業ごとに置かれる区役員。
　　国際、地域の事業主任の指導のもと、理事の意向を受けて、当該事業活動の計画立案、実施の責任を持ち、各部の事業主
　　査をリードし、その事業活動を支援する。また、活動状況、成果を区内および地域、国際へ報告する。

区大会 ＝ Regional Convention
　　毎年各区で開催される大会。
　　東日本区は、原則として 6月の第 1土日に区理事が主宰し、開催する。大会は、クラブおよび会員が情報を交換し、互い
　　に啓発し、共に運動を担う者としての連帯、協力関係、親睦を深めることを目的とする。区大会は、立候補によって選ば
　　れたホストクラブが実行委員会（ホストコミッティー）を組織し、理事の指導のもと準備、運営、実施に当たる。

区担当主事（東日本区） ＝ YMCA Liaison Secretary to Japan East Region
　　YMCAとワイズメンズクラブの区レベルでの連携を行う日本YMCA同盟主事。
　　日本YMCA同盟総主事が同盟主事の中から任命する。東日本区役員会を始め、種々の会合、区大会等に出席し、YMCA　
　　とワイズメンズクラブとの関係が円滑に推進されるように努める。

区報、部報 ＝ Regional Bulletin、District Bulletin
　　区、部の公式の会報で、メンバーに対する情報提供、活動の記録等を目的として発行、配布される。東日本区においては
　　東日本区定款施行細則で年 2回以上の発行が定められおり、各部においては部則等の規定に則って発行される。

区役員 ＝ Regional Officers
　　区役員会を構成する役員。
　　理事、次期理事、直前理事、区書記、区会計、部長、区事業主任が区役員である。
　　区役員会には、監事、委員会委員長、専任委員、事務所職員等も列席する。

クラブ ＝ Club
　　ワイズメンズクラブ運動を構成する最小単位でかつ運動の基盤となる組織。クラブは、最低 3名の会員から成り、新たに
　　クラブを設立する際は、5名以上の会員が必要である。

クラブ担当主事 ＝ Related Secretary
　　YMCAとクラブとの連携を行うYMCAの主事。

　　投票権があるのは、グッドスタンディングクラブ（「グッドスタンディング」の項を参照）でかつ直近 3半期の会員数が　
　　15名以上のクラブである。ただし、会員数の基準を満たしていない場合、直近 3半期の会員数が 5名以上で、12月 31　
　　日現在でチャーター後 25年を経過しているクラブは、区理事からの国際本部への申請によって投票権を得ることができる。
　　投票は、各クラブを代表する者（クラブ会長または事前に登録したその他のクラブメンバー）が国際協会のウェブサイト
　　を通じて実施する。

国際本部 ＝ International Headquarters（IHQ）
　　国際協会事務局、国際書記局ともいう。国際書記長以下有給スタッフが、全世界の役員、委員、区理事、クラブ会長など
　　への事務連絡や実務を行っている。事務所は、スイス・ジュネーブに置かれている。サテライトオフィスがチェンマイ（タ
　　イ）に置かれている。

国際聖句
　　ワイズメンズクラブ会員の精神的基盤をなすもので、新約聖書 “ヨハネによる福音書第 17章 21 節”。

国際大会 ＝ International Convention（IC）
　　2年ごとに開催される国際協会レベルの大会。
　　全世界のワイズメンズクラブ会員が一堂に会し、式典、研修、親睦等のプログラムが展開される。開催地（ホスト区）は、
　　立候補制で国際大会委員会（ICC）の下に、ホスト区内に大会実行委員会（HCC=ホストコンベンションコミッティ）が
　　組織され、大会全般の準備と実行に当たる。

国際連合・経済社会理事会・特殊諮問資格＝
　　Special Consultative Status with the Economic and Social Council of the United Nations
　　2006 年にワイズメンズクラブ国際協会が取得した、国際連合・経済社会理事会が認めるNGO（非政府組織）の資格のひ
　　とつ。特定の分野において、国際連合が採択した行動計画、プログラムおよび宣言を実施、推進する。国際連合およびそ
　　の補助機関の特定の会合への出席、検討事項に関する意見を述べることができる。

コメット＝ Y'slings
　　日本でのワイズメンズクラブ会員の子弟の呼称。国際での呼称は、ワイズリングズ。

ゴールデンブック ＝ Golden Book
　　エンダウメントファンドへの献辞、寄付者名が記録される台帳。
　　革表紙の製本で永久保存される。東日本区の「東日本区ワイズ基金」（JEF）の「奉仕帳」に当たる。

出席率 ＝ The Percentage of Member's Attendance
　　クラブ会員の例会出席率。（東日本区定款施行細則第 11 条参照）

常任役員（会） ＝ Regional Executive Officers
　　区の理事、次期理事、直前理事、書記、会計。
　　この 5者で常任役員会を構成する。常任役員会は、日常必要な決済事項を合議によって処理する。

主題 ＝ Theme
　　国際会長、アジア太平洋地域会長、区理事、部長、クラブ会長が掲げる中心テーマで、それぞれの任期年度に使用する。

スローガン = Slogan
　　主題を展開、補足する副題。サブテーマ（Sub-Theme）とも言う。

スポンサークラブ＝ Sponsor Club
　　新クラブ設立のイニシアティブをとるクラブ。設立、チャーター後も、新クラブを支援する。

スマイル＝ Smile
　　クラブ活動資金、基金作りのための自由献金。
　　例会で、会員が最近身近に起きた嬉しいことなどを記念して献金する。クラブによっては「ニコニコ」、「ドライブ」、「ロバ」
　　などとも呼んでいる。

世界YMCA同盟＝ World Alliance of YMCAs
　　世界各国のYMCAの協力と運動推進を図るための連合体。本部はスイス・ジュネーブにある。略称は、WAY。
　　World YMCAと称することもある。

　　クラブが支援する都市YMCAの総主事が任命する。クラブ会員としてクラブに加わり、連絡役のみならずクラブ活動にも
　　参加する。

グッドスタンディング ＝ Good standing
　　直近 3半期の会費（国際会費、地域会費、区会費）を支払ったクラブを国際協会ではグッドスタンディング（良好な状態
　　のクラブ）クラブと呼ぶ。会員数には無関係である。

ゲスト ＝ Guest
　　例会などでワイズ関係 ( ワイズメン、ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバー ) 以外の知人、友人、ゲス
　　トスピーカー、入会候補者としての参加者などをゲストと呼ぶ。

広義会員 ＝ Members-at-large
　　クラブ会員の内、常に例会その他の会合に出席することが不可能な者は、クラブ会長が理事に届け出て、理事の承認を受
　　けると広義会員となることができる東日本区の制度。広義会員は、例会出席義務を免かれる。
　　国際協会の広義会員は、ワイズの無い地域に住む者が、特定のクラブではなく区に所属する制度であり、東日本区の制度
　　とは別の制度である。

広報 ＝ Public Relations（PR）
　　「組織以外の多くの人に広く情報を伝える」（Public Information）と「人のつながりを強める」（Public Relations）こと。
　　ワイズ内外にタイムリーに情報発信し、ワイズ活動の活性化、社会的認知度の向上に資する。

功労会員 ＝ Senior Service Member
　　クラブのために長年尽くして来た会員が、クラブの決議により理事に届け出て功労会員となる。例会出席義務を免除される。

国際会長 ＝ International President（IP）
　　ワイズメンズクラブ国際組織の最高責任者。国際議会の議長を務める。
　　推薦制で任期は 1年。就任の 2年前に投票権を持つ全世界のクラブ会長の投票で選ばれ、次の 1年、次期国際会長となる。
　　国際会長の取り組みとして最も強調したいことを「国際会長主題」として掲げる。

国際議会 ＝ International Council（IC）
　　ワイズメンズクラブ国際協会の立法機関。
　　国際憲法の改訂を始め、国際協会の予算の決定、諸事業、規定の新設 /改廃、国際大会開催地の決定など、国際ワイズ活
　　動のすべての重要案件を審議する。各地域から会員人数割りで選出される 15名の（国際）議員によって構成される。毎年
　　7月または 8月に国際議会が開かれ、1月または 2月に年央会議（ミッドイヤーミーティング）が開かれる。

国際議員 ＝ International Council Members（ICM）
　　国際議会構成員。世界の全 8地域から会員数に応じてドント方式で選出される 13名の国際議員と輪番で 2地域から選出
　　される 2名の青年議員（26歳から 39歳）議員の合計 15名からなる。何れも当該地域の各クラブからの投票で選出される。
　　任期は 2年で再選は認められていない。

（ワイズメンズクラブ）国際協会 ＝ The International Association of Y’ s Men’ s Clubs / Y’ s Men International
　　世界のワイズメンズクラブを構成員として設立されている国際組織。
　　国際協会の立法機関は、国際議会、行政機関は、執行役員会と各地域会長である。

国際憲法 ＝ International Constitution
　　ワイズメンズクラブの活動基盤を定めたもの。
　　東日本区定款の綱領や目的も国際憲法に基づいて定められている。国際協会の標語（Motto）「強い義務感を持とう　義務
　　はすべての権利に伴う」も、この中に明記されている。

国際執行役員（会） ＝ International Executive Officers（IEO）
　　国際会長、次期国際会長、直前国際会長、国際会計を国際執行役員と呼び、4者で国際執行役員会を構成する。国際執行
　　役員会には、有給スタッフである国際書記長も陪席し、日常必要な決済事項を合議によって処理する。東日本区の常任役
　　員（会）に当たる。

国際投票 = International Voting
　　毎年通常、12月から 1月にかけて、次々期国際会長、次期国際会計（3年に 1度）、地域選出国際議会議員の選出および
　　国際憲法の改訂（改訂事項がある場合）についての国際投票が行われる。

設立総会
　　新クラブの発足に際し、新クラブメンバーによりクラブ名称、会則、事業方針、予算などを決議し、また、申請書類への
　　署名を行う会合。日本のワイズメンズクラブ独特のもの。
　　設立総会を終えると、クラブとしての活動が始まるが、チャーターナイトまでは、「ワイズメンズクラブ」として公式には
　　認められていないため、その間は「（仮）○○ワイズメンズクラブ」等と称することが通例となっている。

戦略 2032 = Strategy 2032　
　　創立 100 周年を機に、2022 年に制定されたワイズズメンズクラブ国際協会（YMI）の中長期計画。YMI が 2032 年には
　　どのような組織になっているかの目標およびそのための戦略をまとめたもの。YMIは、公平で持続可能な世界を築くために、
　　互いに刺激し合い、協力し合って、親睦と地域社会への影響力において卓越した組織となること、健康、環境、教育に重
　　点を置いて奉仕活動を行っていくこと等が謳われている。
　　2016 年に制定された「2022 年とその先に向けて」（Towards2022 & Beyond」）および 2019 年に制定された「チャレン
　　ジ 22」（Challenge 22）の後継計画である。

代議員＝ Regional Council Members
　　東日本区のクラブ会長、部長および部の会員人数割りによって選出された会員。任期は、7月 1日から 1年。ただし、再
　　任を妨げない。議長は、直前部長の互選で選任される。
　　東日本区の立法機関である代議員会の構成員である。年次代議員会は、通常東日本区大会に合わせて開催される。部人数
　　割代議員は部内会員数 100 名につき 1名（100 名未満の場合は 1名）の割合で選出する。内 1名は、直前部長。

チャーター＝ Charter
　　新設クラブに対して国際協会が加盟を認証すること、または加盟認証状。加盟認証状に記載されている「Charter 　　　
　　Presentation Date」が公式のチャーター年月日である。

チャーターメンバー＝ Charter Member
　　新クラブ発足時の設立会員。国際協会加盟手続きの際、申請書に署名した会員。

チャーターナイト＝ Charter Presentation Ceremony
　　国際協会加盟認証を受ける新クラブが、近隣クラブおよび地域社会に披露する会。
　　本来は晩餐会なので通称 “チャーターナイト” という。この会では国際協会加盟認証状の伝達式、チャーターバッジ着装、
　　メンバー紹介などが行われる。

地域事務所 ＝ Area Office
　　地域の運営を円滑に進めるための事務所。
　　専任スタッフを置き、地域会長指導のもと、各区ヘの事務連絡、事務処理等を行う。アジア太平洋地域は、香港に地域事
　　務所を置いている。

点鐘
　　クラブ例会、区役員会等の公式会合の時に、開会宣言 /閉会宣言を行う主宰者が厳粛にギャベル（木槌）で鐘を打ち鳴ら
　　すこと。

トロイカ ＝ Troika
　　組織の各レベルで、トップをその前任者と後任者が支え、また、組織運営の継続性を確保する体制。ロシア語の 3頭立て
　　の馬橇が語源。
　　区は理事、次期理事、直前理事、部は部長、次期部長、直前部長、クラブは会長、次期会長、直前会長からなる。

ドライバー ＝ Driver
　　ワイズ運動、特に例会の推進役。クラブによってはマーシャル、クラブサービスと呼んでいる。直訳は“強く動機づける人”、
　　“運動推進役”。献金を促したり例会を盛り上げたりする役割を担う。

西日本区 ＝ Japan West Region
　　富山県、岐阜県、愛知県以西（沖縄県を除く）を領域とする区。1997 年に旧日本区の分割によって、東日本区と同時に誕
　　生した。

日本YMCA同盟 ＝ The National Council of YMCAs of Japan
　　日本のYMCA運動の推進、都市YMCAと学生YMCAへの支援、調整、助言活動を行う組織。事務所を東京都新宿区四
　　　　谷本塩町 2-11 に置く。1903 年に設立され、世界YMCA同盟とアジア・太平洋YMCA同盟に加盟し、世界YMCA

　　同盟を始め海外YMCAとの連絡を担う。全国のスタッフの国内研修、主事養成と認証、ワイズメンズクラブとの連携、調
　　整、御殿場にある研修施設、国際青少年センターYMCA東山荘の運営も行っている。

バナー ＝ Banner
　　クラブ、部、区の旗。クラブ例会、部大会、区大会など公式会合時に掲げる。

バランタイン賞 ＝ Harry M. Ballantyne Award of Merit 
　　国際協会の発展に貢献したメンバーに対して、毎年、国際協会が授賞する賞。1922 年の国際協会設立時から担当主事とし
　　て活躍した、Harry M. Ballantyne カナダ YMCA主事を記念して 1957 年に創設された。正式名称は、ハリー・M・バラ
　　ンタイン賞。
　　これまでの日本人受賞者は、次の各氏。（　　）内は受賞年：奈良傳（1966）、鈴木謙介（1982）、竹内敏朗（1987）、田
　　中真（1995）、三井万壽雄（2002）、今村一之（2006）、奈良信（2010）、藤井寛敏（2018）

半年報 ＝ Semiannual Report
　　クラブが会員の入 /退会による変化を東日本区へ提出（クラブ→部長→会員増強事業主任）する報告書。
　　7月 1日付と 1月 1日付の年 2回一定の書式で報告する。7月 1日付人数が国際会費、アジア太平洋地域会費、区費算定
　　の基礎となる。

東日本区 ＝ Japan East Region
　　世界に 44ある区（2022 年 7月現在）（行政単位）のひとつ。
　　新潟県、長野県、静岡県以東と沖縄県を領域とする。1997 年 7月に旧日本区を東西に分けた形で、東日本区、西日本区と
　　して誕生した。その活動は、東日本区定款に基づき、区理事がこれを統括する。区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置
　　かれている。

東日本区ウェブサイト
　　ワイズメンズクラブ、東日本区の紹介、区内のニュース、クラブ案内、区報、各種マニュアル、書式等が掲載されている
　　東日本区の公式ウェブサイト。URL は、https://www.ys-east.or.jp/
　　＜参考＞　国際協会ウェブサイト：https://www.ysmen.org/
　　　　　　　アジア太平洋地域ウェブサイト：http://www.ysmenap.org/
　　　　　　　西日本区ウェブサイト：http://www.ys-west.or.jp/

東日本区定款 ＝ Regional Constitution of Japan East Region
　　ワイズメンズクラブ国際協会の憲法に基づき、東日本区のモットー、綱領、目的、組織、運営の基本などを定めたもの。

東日本区奈良傳賞＝ Japan East Region Tsutae Nara Memorial Award
　　ワイズダム発展に尽力し、その功績が認められた会員に与えられる賞。
　　日本のワイズ運動の創始者である奈良傳氏の偉業を記念して制定された賞で、長年ワイズダム発展に尽力し、その功績が
　　認められ、奈良傳賞受賞者選考委員会の議を経て選ばれた会員が、東日本区大会で表彰される。

東日本区メーリングリスト
　　年度毎に、「全クラブ会長」、「全部長」、「各部別の部役員」、「各事業別の事業主査」等、東日本区内の各役職者別に作成さ
　　れる公式のメーリングリスト。例えば、全クラブ会長のメーリングリストは、kaicho@ys-east.or.jp。
　　当該メーリングに登録されているメンバーのみが、そのメーリングリストを用いて受発信できる。

ビジター ＝ Visitor
　　他クラブからの例会等への来訪者。ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバーも含む。

ヒストリアン（国際） ＝ Historian
　　全世界のワイズ関係の公式文書を入手保管し、歴史的資料として整備する役職者。
　　国際文献保存委員ともいう。区報、クラブチャーター資料、区大会開催資料など、使用言語の如何を問わず、ヒストリア
　　ンへ送付する。

ヒストリアン（東日本区）＝ Historian
　　東日本区のワイズ活動の歴史をまとめる役職者。
　　東日本区の歴史的事項を正確に記録するために、区報、区役員会資料、区大会資料、加盟認証状の写し、クラブ記念誌等
　　の文献を収集、整理、保存する。部ヒストリアンを設置している部もある。

ヒールザワールド ＝ Heal the World
　　国際協会が 2020-21 年度に開始した統一国際プロジェクト（「UGP」の項を参照）で、新型コロナウイルス後の世界を癒
　　すために、より強い国際的な関与と組織的な連携、連帯を構築して我々のボランティアの力をより発揮することを目的と
　　している。主な活動内容は、災害時等の救援物資の提供 /ボランティア支援、医療 /健康プログラム、専門家のネットワー
　　ク構築など。プロジェクトの資金を賄うために、TOF献金の増額が望まれている。

フィラテリスト ＝ Philatelist
　　直訳すると「切手収集家」。ワイズにおいては、BF献金の使用済切手の拠出を推進することおよび使用済切手を換金する
　　業者との窓口の役割を担う。各エリアではこの業務を担当する事業主任が任命されている。

Motto ＝ 標語（国際）
　　ワイズメンズクラブの基本的な行動目標を表す言葉。
　　国際標語は “To acknowledge the duty that accompanies every right”（強い義務感をもとう　義務はすべての権利に伴
　　う）である。

部 ＝ District
　　ワイズ運動を協力して進めるために区内の 2つ以上のクラブで構成された組織体。
　　東日本区には 7つの部（2022 年 7月 1日現在）がある。部は、区役員会、代議員会の承認を得て設置が認められる。

部事業主査 ＝ District Service Director（DSD）
　　部長のスタッフとして事業ごとに置かれる部役員。
　　部の事業活動の活発化に努め、クラブとの連絡を図ると共に、区事業主任との連絡を密にする。部長および区事業主任へ
　　部事業活動報告書を送る。

部大会 ＝ District Convention
　　部内各クラブ相互の情報交換および親睦のため、部長の主宰により年 1回以上開催される部の大会。2018-19 年度の東日
　　本区定款改訂により、これまでの「部会」から「部大会」に名称が変更された。正式な表記は、「XX部部大会」（「XX部大会」
　　ではなく）。

部長 ＝ District Governor
　　部の最高責任者。
　　あらゆる機会をとらえ部内クラブを指導するとともに、区にあっては代議員、区役員、「区役員候補者指名委員会」の委員
　　であり、部にあっては通常年 1回の部大会を主宰し、部の方針および運営等を協議し決定する数回の評議会を開催し、また、
　　属するクラブ会員全員の研修と交流を図る。任期内に部内クラブを 1回以上「公式訪問」し、部内諸活動の推進に努める。

部評議会 ＝ District Council
　　部の運営を協議、決議する機関。構成員は、それぞれの部則の定めによる。

物品 ＝ Supplies
　　ワイズ活動に用いる備品（万国旗など）、小道具（シールなど）、バッジ等の総称。
　　これらを製作 /供給する活動、事業者もいう。

ブリテン ＝ Bulletin
　　クラブとしての機関紙。クラブメンバーおよび他クラブ、区 /部役員等への連絡 /案内、入会候補者への PR、クラブの記
　　録としての役目を持つ。
　　毎月発行し、その月の例会プログラム、在籍者数、前月の例会出席者、出席率、BF成績、活動報告、活動計画、会員消息
　　などを掲載する。

文献 ＝ Documentation
　　ワイズメンズクラブ活動の指針となる規約集、手引き書その他参考文献。
　　文献作成 /精査等の実働組織として、東日本区では文献・組織検討委員会が設けられており、その委員は、区理事が任命する。

ブースター賞 ＝ Booster Award
　　会員増強の功績に対して国際協会から授与される賞。前年 2月 1日から当年 1月 31 日までの 1年間に、3名以上の新入
　　会員を紹介した個人および 6名以上の会員純増を果たしたクラブが表彰される。



STEP ＝ Short Term Youth Exchange Program
　　ユース海外短期交流プログラム。
　　3～ 11 週間の短期海外訪問制度。18～ 25 歳のワイズの子弟（または、3年以上、ワイズメンズクラブ、ワイズユースク
　　ラブ、YMCAの何れかの会員経験を有する者）が応募対象者。海外のワイズ家庭に滞在し、現地のユースとの交流や異文
　　化を体験する。
　　応募は、希望派遣期間の半年以上前に、クラブを通じて、ユース事業主任へ申請書類を提出する。

TOF ＝ Time of Fast
　　タイム・オブ・ファスト（Time of Fast：断食の時）の略称で、「ティー・オー・エフ」と発音する。クラブ例会での食事
　　を抜き、その金額相当分を国際協会に献金する。
　　献金は、世界中のYMCA、ワイズメンズクラブから募集して国際協会が選定する、SDGs に関連する発展途上国を主たる
　　対象とする地域支援プロジェクトに用いられる。
　　国際協会、東日本区では 2月を強調月間とし、クラブ例会だけではなく、2月に開催される、区、部の会合でも食事を抜
　　いたり、簡素なものにしたりしてその分を献金するよう努めている。

TC ＝ Travel Coordinator
　　来訪する BF代表の旅行日程を立案し、旅行中の世話や受け入れ /調整を行う専任委員。

UGP ＝ Unified Global Project（統一国際プロジェクト）
　　ワイズメンズクラブの認識度のアップを願って、始められた国際レベルの統一事業で、2005 年度からはHIV/ AIDS 関連
　　事業を展開した。国際協会での取り組みが終わった 2010 年度以降も東日本区では継続して取り組んでいる。2020/21 年
　　度からは、Heal the World（世界を癒そう）が統一事業に選定されている。

Week4Waste = Week for Waste (「ゴミのための週」)
　　国際協会によって 2020-21 年度に開始された、ワイズメンズクラブと地域社会を結びつけ、よりクリーンな地球を目指し
　　て統一的に行動するCS事業のキャンペーン。活動の多くは、毎年 4月 22 日のアースデイ（地球の日）のある 4月と、世
　　界最大の市民運動のひとつであるワールドクリーンアップデイ（毎年 9月中旬）に合わせて行われる。

YEEP ＝ Youth Educational Exchange Program
　　ワイズメンズクラブ会員の子弟の高校留学生交換事業。
　　2020-21 年度に廃止された。

YES ＝ Y's Extension Support
　　新クラブ設立の活動を支援するためのアジア太平洋地域の基金。各区から地域に拠出された献金は、地域内の各クラブの
　　設立支援資金および地域レベルのエクステンション活動に用いられる。

YIA ＝ Youth Involvement and Activities
　　若者のワイズメンズクラブ活動への参画、活動。
　　ワイズメンズクラブが行う様々な行事に、多くの若者達を巻き込む活動の奨励、ワイズユースクラブの育成、ユースコン
　　ボケーションの実施等を行う。

Y３ ＝ ワイスリー
　　ワイズメンズクラブの活動に共感する高校生以上の若者によるユースクラブ。YMCA、Y's Men、Youth の 3つの Yを表
　　している東・西日本区だけの組織である。2021-2022 年度現在、「Y３宇都宮」が活動を行っている。

YMCA ＝ Young Men's Christian Association
　　ワイズメンズクラブが支援、奉仕の対象としている社会教育団体。世界 120か国・地域に 6,500 万人（2021-2022 年度現在）
　　の会員を持つ世界最古、最大のNGOと言われている。
　　1844 年ロンドンでジョージ・ウィリアムズら青年によって創設され、全世界に広がり、世界YMCA同盟を結成している。
　　青少年の育成を運動の中心とするが、社会の必要に応えて、平和活動、地域社会支援、社会的弱者救済等にも取り組んでいる。

YMCAサービス ＝ YMCA Service
　　YMCAに対する奉仕を立案、実行するワイズメンズクラブの事業。
　　東日本区事業の中のひとつであり、YMCA指導者育成のための財的支援を目的とするASF（アレキサンダー奨学基金）も
　　YMCAサービス事業のひとつである。クラブは、区のサービス事業とともに、各クラブの関係YMCAへの奉仕と協力を
　　推進する。

　　Eは、クラブ拡張（新クラブ設立）、MCは、会員の維持（啓発、退会防止）と増強（新会員獲得）の意。

EF ＝ Endowment Fund（エンダウメントファンド）
　　国際協会の財政的な安定およびワイズダム発展のための基金。
　　個人 /クラブが特定の人を記念して献辞とともに 120 スイスフラン以上の寄付を行うか、個人 /クラブとして寄付のみを
　　行うかの 2種類がある。前者は、国際本部に永久保管されている「ゴールデンブック」に献辞が記載される。後者は、一
　　定金額以上の寄付を行った場合、献金額に応じて以下の称号が与えられ、「ゴールデンブック」に氏名が記載される。
　　50スイスフラン以上の献金（個人）：エンダウメントフレンド
　　120 スイスフラン以上の献金（個人）：ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　2回目の 120 スイスフラン以上の献金（個人）：ダブル・ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　1,000 スイスフラン以上の献金（個人）：オナーロール
　　1,000 スイスフラン以上の献金（クラブ）：オナーロールクラブ

IT アドバイザー＝ Information Technology Advisor
　　情報技術アドバイザー。
　　東日本区では「情報技術」に関して専門的なアドバイスを担当し、区のウェブサイトや区内のメーリングシステムの構築、
　　維持など ITに関するサポートを行っている。

IBC ＝ International Brother Clubs
　　国際兄弟クラブ。
　　クラブが外国のクラブと兄弟クラブ締結を行い、永続的な交流を続けること。また、その相手クラブのことも指す。新た
　　に IBC関係を結ぼうとするクラブ同士は、十分な事前準備を行った上で、締結書を交わす。
　　締結は、IBC国際事業主任が締結書にサインすることにより正式に認められる。

IBC トライアングル＝ International Brother Clubs Triangle
　　3クラブが相互に IBCを締結すること。

IBC クワドラングル＝ International Brother Clubs Quadrangle
　　4クラブが相互に IBCを締結すること。

ID ＝ International Director（ワイズメネット国際主任）
　　国際協会におけるワイズメネットの代表者。

iGo = Internships for Global Outreach（アイゴー：「世界に手を伸ばすためのインターン制度」）
　　青年の成長を目的として、YMCAやワイズメンズクラブ会員で事業を行っている者が、ユースに国際的なインターン（職
　　業体験）の場を提供するプログラム。申請時に 18歳から 29歳の者が対象。2020-21 年度に廃止されたYEEP の後継プロ
　　グラム。

JEF ＝ Japan East Y's Men's Fund
　　東日本区ワイズ基金。
　　東日本区ワイズ運動の安定的かつ継続的発展を支えるため、個人、クラブが記念すべき出来事、行事、慶弔事の折等に、　
　　基金に寄付を行う。寄付者氏名とその理由は、「奉仕帳」に記帳、永久保管される。

LT ＝ Leadership Training
　　会員のリーダーシップの開発、向上を目的に行う研修またはこれを推進する事業の名称。
　　東日本区では、LT委員会が設置され、区主催の部役員、クラブ役員の研修の企画 /実施、研修教材の整備 /提供、部主催
　　の研修会等の支援を行っている。
　　国際協会での正式名称は、LTOD (Leadership Training and Organisation Development)。

NDERF ＝ Natural Disaster Emergency Relief Fund（NDERF（自然災害緊急支援基金））
　　アジア太平洋地域において、地震、台風等の大きな自然災害が発生した際の緊急支援を行うことを目的とした基金。毎年、
　　アジア太平洋地域内の各区は、メンバーひとり当たり 2米ドルを前期の地域会費と併せて、アジア太平洋地域会計に送付
　　する。各理事からの要請に基づき、アジア太平洋地域常任役員会の決定によって支援金が支給される。

SDS ＝ Special Development Support（特別発展支援金）
　　国際協会の EF（エンダウメントファンド）の運用益の一部を原資として、各区におけるエクステンション活動等に対して、
　　その費用の一部が各区から国際本部への申請によって支給される制度。

YMCAの歌 ＝ YMCA Song
　　日本のYMCAの公式歌。ワイズの会合等でも歌われる。
　　1953 年、日本YMCA同盟が 50周年を記念して公募し、同盟主事の淵田多穂理の応募作品が入選し、津川主一が作曲した。

アジア太平洋地域 ＝ Asia Pacific Area
　　ワイズ運動の国際行政区分 8地域のひとつ。
　　2022 年 7月現在、東日本区、西日本区、台湾区、フィリピン区、南東アジア区（香港、マカオ、シンガポール、マレーシ
　　ア、タイ、ミャンマー、バングラデシュ、カンボジア、ネパール、インドネシア）、スリランカ区（スリランカ、パキスタ
　　ン）、オーストラリア区の 7区（Region）から成る。

いざ立て ＝ ONCE MORE WE STAND
　　ワイズメンズクラブ国際協会の公式歌。
　　クラブ、部、区、地域、国際など、ワイズの会合の冒頭で歌われる。英語では “Y’ s Men’ s Hymn” と呼ばれる。フィ
　　ンランドの作曲家、シベリウス（1869 ～ 1957）の交響詩「フィンランディア」の曲に、ワイズメンズクラブの創始者　
　　P・W・アレキサンダーが作詞した。原題は、ONCE MORE WE STAND である。日本では1962年に淵田多穂理が訳詞した。

「祈りの輪」の日
　　世界中のワイズメンズクラブ会員が「共に祈る時」を持つ日。
　　12月 8日は、ワイズメンズクラブの創始者 P・W・アレキサンダーの誕生日。この日を記念して世界中のワイズメンズク
　　ラブ会員が、それぞれの国の午後 8時に「共に祈る時」を持って地球上を輪でつなぐことを願うことから「祈りの輪」と言う。

ウエルネス ＝ Wellness
　　創造的健康生活を送ろうという運動。
　　人間が個人的にも社会的にも健全な生活を送るため、現代人を取り巻くストレス、運動不足、環境破壊などを意識して立
　　ち向かい、こころ、からだ、人間関係のすべてにわたって、あるべき姿を追求する。複数の都市YMCA にはウエルネスセ
　　ンターが設置され、地域に対して継続してウエルネスの普及に取り組んでいる。

エクステンション・ビヨンド・ボーダーズ ＝ Extension Beyond Borders（EBB）
　　区、国の枠組みを超えて、新クラブを設立すること。国際協会は、この取り組みを推奨している。東日本区での例として、
　　東京武蔵野多摩クラブがモンゴル・ウランバートルクラブをスポンサーとして設立したことが挙げられる。EBBを行った
　　クラブに対しては国際協会から賞（Extension Beyond Borders Award：EBBA）が授与される。

エリア ＝ Area
　　国際ワイズ運動を進める行政区分。
　　世界を地理的に 8つの地域に分割している。アフリカ、アジア太平洋、韓国、カナダ /カリブ海諸国、ヨーロッパ、インド、
　　ラテンアメリカ、米国の 8地域である。各地域は、国際議員選出の母体となり、地域行政は、その地域から選出された国
　　際議員の中から選ばれた地域会長（AP）が運営に当たる。

エルマー・クロウ賞 ＝ Elmer Crowe Award
　　任期年度中に特に傑出した働きをした部長に与えられる国際賞。
　　任期半ばで倒れた、カナダの元理事エルマー・クロウを記念して創設された。区理事が評価基準に基づいて、候補者を地
　　域会長に推薦し、国際会長が最終決定する。

会員異動報告書
　　クラブの会員の入会（新入会、転入会、再入会）や退会（退会、転出会）、変更などの異動があった場合に会長の責任にお
　　いて、所属部の部長および部会員増強事業主査（写し：東日本区事務所）に提出する書類。

監事（区） ＝ Auditor
　　区運営に関して、区役員に適切な助言、督励を行う者。
　　区の指名委員会によって指名され、代議員会で承認されて 2年間の任に就く。行政監事 1名、財政監事 1名が選任され、
　　それぞれの分野での監査を行い、他方の分野も副担当として実施する。

キリスト教精神 ＝ Christian Spirit
　　イエス・キリストが全生涯をもって示した博愛、奉仕、自己犠牲の精神。
　　国際憲法のガイドライン 201 には、「イエス・キリストの教えは、ワイズメン全体の意志決定のための、クラブならびに
　　国際協会の運営のための、さらにワイズメン個人の日々の生活のための、ガイドライン（指針）となるものである。」と定
　　められている。

　　国際協会、各地域ではキリスト教精神を広めるため、キリスト教強調 (Christian Emphasis: CE) 事業主任が選任され、キ
　　リスト教精神の維持、拡大を担っている。

ギャベル ＝ Gavel
　　点鐘を行うとき、鐘をたたく木槌。

休会
　　病気や一定期間の仕事の都合等の正当な理由で、長期にわたり、クラブの例会や諸活動に出席できない者は、クラブ会長
　　が申請し、理事の承認を得て、最長 3年間、休会とすることができる。ただし、病気の快復等で再び例会等に出席できる
　　ようになった場合に復帰する意思がある者に限る。休会は、退会と同じ扱いであるが、ロースターに氏名が掲載され、また、
　　復帰の際の入会金が免除される。東日本区独自の制度。

協力関係の原則 ＝ Principles of Partnership
　　世界YMCA同盟とワイズメンズクラブ国際協会がより良きパートナーとなるべく、両者の協力関係の原則が 1981 年に締
　　結された。各地域、各区等のレベルでも同様の締結が進んでいる。

区＝ Region
　　地域（エリア）を構成する区分。東日本区は、アジア太平洋地域の構成員。
　　区の目的は、「区内の各クラブが国際憲法の精神に基づき、敬愛の念を持って交わり、国際協会の綱領と目的を達成し、さ
　　らにこの運動を広く区内に拡張するために相互に協力すること」（東日本区定款第 2条第 3項）を進めることである。

区事務所 ＝ Regional Office
　　区の運営に関する事務を処理する事務所。
　　区事務所は、区書記、会計等の理事スタッフと協力し、区運営のサポートを行う。事務所運営のために事務所所長等の職
　　員を置く。東日本区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置かれている。

区事業主任 ＝ Regional Service Director（RSD）
　　区理事のスタッフとして、事業ごとに置かれる区役員。
　　国際、地域の事業主任の指導のもと、理事の意向を受けて、当該事業活動の計画立案、実施の責任を持ち、各部の事業主
　　査をリードし、その事業活動を支援する。また、活動状況、成果を区内および地域、国際へ報告する。

区大会 ＝ Regional Convention
　　毎年各区で開催される大会。
　　東日本区は、原則として 6月の第 1土日に区理事が主宰し、開催する。大会は、クラブおよび会員が情報を交換し、互い
　　に啓発し、共に運動を担う者としての連帯、協力関係、親睦を深めることを目的とする。区大会は、立候補によって選ば
　　れたホストクラブが実行委員会（ホストコミッティー）を組織し、理事の指導のもと準備、運営、実施に当たる。

区担当主事（東日本区） ＝ YMCA Liaison Secretary to Japan East Region
　　YMCAとワイズメンズクラブの区レベルでの連携を行う日本YMCA同盟主事。
　　日本YMCA同盟総主事が同盟主事の中から任命する。東日本区役員会を始め、種々の会合、区大会等に出席し、YMCA　
　　とワイズメンズクラブとの関係が円滑に推進されるように努める。

区報、部報 ＝ Regional Bulletin、District Bulletin
　　区、部の公式の会報で、メンバーに対する情報提供、活動の記録等を目的として発行、配布される。東日本区においては
　　東日本区定款施行細則で年 2回以上の発行が定められおり、各部においては部則等の規定に則って発行される。

区役員 ＝ Regional Officers
　　区役員会を構成する役員。
　　理事、次期理事、直前理事、区書記、区会計、部長、区事業主任が区役員である。
　　区役員会には、監事、委員会委員長、専任委員、事務所職員等も列席する。

クラブ ＝ Club
　　ワイズメンズクラブ運動を構成する最小単位でかつ運動の基盤となる組織。クラブは、最低 3名の会員から成り、新たに
　　クラブを設立する際は、5名以上の会員が必要である。

クラブ担当主事 ＝ Related Secretary
　　YMCAとクラブとの連携を行うYMCAの主事。

　　投票権があるのは、グッドスタンディングクラブ（「グッドスタンディング」の項を参照）でかつ直近 3半期の会員数が　
　　15名以上のクラブである。ただし、会員数の基準を満たしていない場合、直近 3半期の会員数が 5名以上で、12月 31　
　　日現在でチャーター後 25年を経過しているクラブは、区理事からの国際本部への申請によって投票権を得ることができる。
　　投票は、各クラブを代表する者（クラブ会長または事前に登録したその他のクラブメンバー）が国際協会のウェブサイト
　　を通じて実施する。

国際本部 ＝ International Headquarters（IHQ）
　　国際協会事務局、国際書記局ともいう。国際書記長以下有給スタッフが、全世界の役員、委員、区理事、クラブ会長など
　　への事務連絡や実務を行っている。事務所は、スイス・ジュネーブに置かれている。サテライトオフィスがチェンマイ（タ
　　イ）に置かれている。

国際聖句
　　ワイズメンズクラブ会員の精神的基盤をなすもので、新約聖書 “ヨハネによる福音書第 17章 21 節”。

国際大会 ＝ International Convention（IC）
　　2年ごとに開催される国際協会レベルの大会。
　　全世界のワイズメンズクラブ会員が一堂に会し、式典、研修、親睦等のプログラムが展開される。開催地（ホスト区）は、
　　立候補制で国際大会委員会（ICC）の下に、ホスト区内に大会実行委員会（HCC=ホストコンベンションコミッティ）が
　　組織され、大会全般の準備と実行に当たる。

国際連合・経済社会理事会・特殊諮問資格＝
　　Special Consultative Status with the Economic and Social Council of the United Nations
　　2006 年にワイズメンズクラブ国際協会が取得した、国際連合・経済社会理事会が認めるNGO（非政府組織）の資格のひ
　　とつ。特定の分野において、国際連合が採択した行動計画、プログラムおよび宣言を実施、推進する。国際連合およびそ
　　の補助機関の特定の会合への出席、検討事項に関する意見を述べることができる。

コメット＝ Y'slings
　　日本でのワイズメンズクラブ会員の子弟の呼称。国際での呼称は、ワイズリングズ。

ゴールデンブック ＝ Golden Book
　　エンダウメントファンドへの献辞、寄付者名が記録される台帳。
　　革表紙の製本で永久保存される。東日本区の「東日本区ワイズ基金」（JEF）の「奉仕帳」に当たる。

出席率 ＝ The Percentage of Member's Attendance
　　クラブ会員の例会出席率。（東日本区定款施行細則第 11 条参照）

常任役員（会） ＝ Regional Executive Officers
　　区の理事、次期理事、直前理事、書記、会計。
　　この 5者で常任役員会を構成する。常任役員会は、日常必要な決済事項を合議によって処理する。

主題 ＝ Theme
　　国際会長、アジア太平洋地域会長、区理事、部長、クラブ会長が掲げる中心テーマで、それぞれの任期年度に使用する。

スローガン = Slogan
　　主題を展開、補足する副題。サブテーマ（Sub-Theme）とも言う。

スポンサークラブ＝ Sponsor Club
　　新クラブ設立のイニシアティブをとるクラブ。設立、チャーター後も、新クラブを支援する。

スマイル＝ Smile
　　クラブ活動資金、基金作りのための自由献金。
　　例会で、会員が最近身近に起きた嬉しいことなどを記念して献金する。クラブによっては「ニコニコ」、「ドライブ」、「ロバ」
　　などとも呼んでいる。

世界YMCA同盟＝ World Alliance of YMCAs
　　世界各国のYMCAの協力と運動推進を図るための連合体。本部はスイス・ジュネーブにある。略称は、WAY。
　　World YMCAと称することもある。

　　クラブが支援する都市YMCAの総主事が任命する。クラブ会員としてクラブに加わり、連絡役のみならずクラブ活動にも
　　参加する。

グッドスタンディング ＝ Good standing
　　直近 3半期の会費（国際会費、地域会費、区会費）を支払ったクラブを国際協会ではグッドスタンディング（良好な状態
　　のクラブ）クラブと呼ぶ。会員数には無関係である。

ゲスト ＝ Guest
　　例会などでワイズ関係 ( ワイズメン、ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバー ) 以外の知人、友人、ゲス
　　トスピーカー、入会候補者としての参加者などをゲストと呼ぶ。

広義会員 ＝ Members-at-large
　　クラブ会員の内、常に例会その他の会合に出席することが不可能な者は、クラブ会長が理事に届け出て、理事の承認を受
　　けると広義会員となることができる東日本区の制度。広義会員は、例会出席義務を免かれる。
　　国際協会の広義会員は、ワイズの無い地域に住む者が、特定のクラブではなく区に所属する制度であり、東日本区の制度
　　とは別の制度である。

広報 ＝ Public Relations（PR）
　　「組織以外の多くの人に広く情報を伝える」（Public Information）と「人のつながりを強める」（Public Relations）こと。
　　ワイズ内外にタイムリーに情報発信し、ワイズ活動の活性化、社会的認知度の向上に資する。

功労会員 ＝ Senior Service Member
　　クラブのために長年尽くして来た会員が、クラブの決議により理事に届け出て功労会員となる。例会出席義務を免除される。

国際会長 ＝ International President（IP）
　　ワイズメンズクラブ国際組織の最高責任者。国際議会の議長を務める。
　　推薦制で任期は 1年。就任の 2年前に投票権を持つ全世界のクラブ会長の投票で選ばれ、次の 1年、次期国際会長となる。
　　国際会長の取り組みとして最も強調したいことを「国際会長主題」として掲げる。

国際議会 ＝ International Council（IC）
　　ワイズメンズクラブ国際協会の立法機関。
　　国際憲法の改訂を始め、国際協会の予算の決定、諸事業、規定の新設 /改廃、国際大会開催地の決定など、国際ワイズ活
　　動のすべての重要案件を審議する。各地域から会員人数割りで選出される 15名の（国際）議員によって構成される。毎年
　　7月または 8月に国際議会が開かれ、1月または 2月に年央会議（ミッドイヤーミーティング）が開かれる。

国際議員 ＝ International Council Members（ICM）
　　国際議会構成員。世界の全 8地域から会員数に応じてドント方式で選出される 13名の国際議員と輪番で 2地域から選出
　　される 2名の青年議員（26歳から 39歳）議員の合計 15名からなる。何れも当該地域の各クラブからの投票で選出される。
　　任期は 2年で再選は認められていない。

（ワイズメンズクラブ）国際協会 ＝ The International Association of Y’ s Men’ s Clubs / Y’ s Men International
　　世界のワイズメンズクラブを構成員として設立されている国際組織。
　　国際協会の立法機関は、国際議会、行政機関は、執行役員会と各地域会長である。

国際憲法 ＝ International Constitution
　　ワイズメンズクラブの活動基盤を定めたもの。
　　東日本区定款の綱領や目的も国際憲法に基づいて定められている。国際協会の標語（Motto）「強い義務感を持とう　義務
　　はすべての権利に伴う」も、この中に明記されている。

国際執行役員（会） ＝ International Executive Officers（IEO）
　　国際会長、次期国際会長、直前国際会長、国際会計を国際執行役員と呼び、4者で国際執行役員会を構成する。国際執行
　　役員会には、有給スタッフである国際書記長も陪席し、日常必要な決済事項を合議によって処理する。東日本区の常任役
　　員（会）に当たる。

国際投票 = International Voting
　　毎年通常、12月から 1月にかけて、次々期国際会長、次期国際会計（3年に 1度）、地域選出国際議会議員の選出および
　　国際憲法の改訂（改訂事項がある場合）についての国際投票が行われる。

設立総会
　　新クラブの発足に際し、新クラブメンバーによりクラブ名称、会則、事業方針、予算などを決議し、また、申請書類への
　　署名を行う会合。日本のワイズメンズクラブ独特のもの。
　　設立総会を終えると、クラブとしての活動が始まるが、チャーターナイトまでは、「ワイズメンズクラブ」として公式には
　　認められていないため、その間は「（仮）○○ワイズメンズクラブ」等と称することが通例となっている。

戦略 2032 = Strategy 2032　
　　創立 100 周年を機に、2022 年に制定されたワイズズメンズクラブ国際協会（YMI）の中長期計画。YMI が 2032 年には
　　どのような組織になっているかの目標およびそのための戦略をまとめたもの。YMIは、公平で持続可能な世界を築くために、
　　互いに刺激し合い、協力し合って、親睦と地域社会への影響力において卓越した組織となること、健康、環境、教育に重
　　点を置いて奉仕活動を行っていくこと等が謳われている。
　　2016 年に制定された「2022 年とその先に向けて」（Towards2022 & Beyond」）および 2019 年に制定された「チャレン
　　ジ 22」（Challenge 22）の後継計画である。

代議員＝ Regional Council Members
　　東日本区のクラブ会長、部長および部の会員人数割りによって選出された会員。任期は、7月 1日から 1年。ただし、再
　　任を妨げない。議長は、直前部長の互選で選任される。
　　東日本区の立法機関である代議員会の構成員である。年次代議員会は、通常東日本区大会に合わせて開催される。部人数
　　割代議員は部内会員数 100 名につき 1名（100 名未満の場合は 1名）の割合で選出する。内 1名は、直前部長。

チャーター＝ Charter
　　新設クラブに対して国際協会が加盟を認証すること、または加盟認証状。加盟認証状に記載されている「Charter 　　　
　　Presentation Date」が公式のチャーター年月日である。

チャーターメンバー＝ Charter Member
　　新クラブ発足時の設立会員。国際協会加盟手続きの際、申請書に署名した会員。

チャーターナイト＝ Charter Presentation Ceremony
　　国際協会加盟認証を受ける新クラブが、近隣クラブおよび地域社会に披露する会。
　　本来は晩餐会なので通称 “チャーターナイト” という。この会では国際協会加盟認証状の伝達式、チャーターバッジ着装、
　　メンバー紹介などが行われる。

地域事務所 ＝ Area Office
　　地域の運営を円滑に進めるための事務所。
　　専任スタッフを置き、地域会長指導のもと、各区ヘの事務連絡、事務処理等を行う。アジア太平洋地域は、香港に地域事
　　務所を置いている。

点鐘
　　クラブ例会、区役員会等の公式会合の時に、開会宣言 /閉会宣言を行う主宰者が厳粛にギャベル（木槌）で鐘を打ち鳴ら
　　すこと。

トロイカ ＝ Troika
　　組織の各レベルで、トップをその前任者と後任者が支え、また、組織運営の継続性を確保する体制。ロシア語の 3頭立て
　　の馬橇が語源。
　　区は理事、次期理事、直前理事、部は部長、次期部長、直前部長、クラブは会長、次期会長、直前会長からなる。

ドライバー ＝ Driver
　　ワイズ運動、特に例会の推進役。クラブによってはマーシャル、クラブサービスと呼んでいる。直訳は“強く動機づける人”、
　　“運動推進役”。献金を促したり例会を盛り上げたりする役割を担う。

西日本区 ＝ Japan West Region
　　富山県、岐阜県、愛知県以西（沖縄県を除く）を領域とする区。1997 年に旧日本区の分割によって、東日本区と同時に誕
　　生した。

日本YMCA同盟 ＝ The National Council of YMCAs of Japan
　　日本のYMCA運動の推進、都市YMCAと学生YMCAへの支援、調整、助言活動を行う組織。事務所を東京都新宿区四
　　　　谷本塩町 2-11 に置く。1903 年に設立され、世界YMCA同盟とアジア・太平洋YMCA同盟に加盟し、世界YMCA

　　同盟を始め海外YMCAとの連絡を担う。全国のスタッフの国内研修、主事養成と認証、ワイズメンズクラブとの連携、調
　　整、御殿場にある研修施設、国際青少年センターYMCA東山荘の運営も行っている。

バナー ＝ Banner
　　クラブ、部、区の旗。クラブ例会、部大会、区大会など公式会合時に掲げる。

バランタイン賞 ＝ Harry M. Ballantyne Award of Merit 
　　国際協会の発展に貢献したメンバーに対して、毎年、国際協会が授賞する賞。1922 年の国際協会設立時から担当主事とし
　　て活躍した、Harry M. Ballantyne カナダ YMCA主事を記念して 1957 年に創設された。正式名称は、ハリー・M・バラ
　　ンタイン賞。
　　これまでの日本人受賞者は、次の各氏。（　　）内は受賞年：奈良傳（1966）、鈴木謙介（1982）、竹内敏朗（1987）、田
　　中真（1995）、三井万壽雄（2002）、今村一之（2006）、奈良信（2010）、藤井寛敏（2018）

半年報 ＝ Semiannual Report
　　クラブが会員の入 /退会による変化を東日本区へ提出（クラブ→部長→会員増強事業主任）する報告書。
　　7月 1日付と 1月 1日付の年 2回一定の書式で報告する。7月 1日付人数が国際会費、アジア太平洋地域会費、区費算定
　　の基礎となる。

東日本区 ＝ Japan East Region
　　世界に 44ある区（2022 年 7月現在）（行政単位）のひとつ。
　　新潟県、長野県、静岡県以東と沖縄県を領域とする。1997 年 7月に旧日本区を東西に分けた形で、東日本区、西日本区と
　　して誕生した。その活動は、東日本区定款に基づき、区理事がこれを統括する。区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置
　　かれている。

東日本区ウェブサイト
　　ワイズメンズクラブ、東日本区の紹介、区内のニュース、クラブ案内、区報、各種マニュアル、書式等が掲載されている
　　東日本区の公式ウェブサイト。URL は、https://www.ys-east.or.jp/
　　＜参考＞　国際協会ウェブサイト：https://www.ysmen.org/
　　　　　　　アジア太平洋地域ウェブサイト：http://www.ysmenap.org/
　　　　　　　西日本区ウェブサイト：http://www.ys-west.or.jp/

東日本区定款 ＝ Regional Constitution of Japan East Region
　　ワイズメンズクラブ国際協会の憲法に基づき、東日本区のモットー、綱領、目的、組織、運営の基本などを定めたもの。

東日本区奈良傳賞＝ Japan East Region Tsutae Nara Memorial Award
　　ワイズダム発展に尽力し、その功績が認められた会員に与えられる賞。
　　日本のワイズ運動の創始者である奈良傳氏の偉業を記念して制定された賞で、長年ワイズダム発展に尽力し、その功績が
　　認められ、奈良傳賞受賞者選考委員会の議を経て選ばれた会員が、東日本区大会で表彰される。

東日本区メーリングリスト
　　年度毎に、「全クラブ会長」、「全部長」、「各部別の部役員」、「各事業別の事業主査」等、東日本区内の各役職者別に作成さ
　　れる公式のメーリングリスト。例えば、全クラブ会長のメーリングリストは、kaicho@ys-east.or.jp。
　　当該メーリングに登録されているメンバーのみが、そのメーリングリストを用いて受発信できる。

ビジター ＝ Visitor
　　他クラブからの例会等への来訪者。ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバーも含む。

ヒストリアン（国際） ＝ Historian
　　全世界のワイズ関係の公式文書を入手保管し、歴史的資料として整備する役職者。
　　国際文献保存委員ともいう。区報、クラブチャーター資料、区大会開催資料など、使用言語の如何を問わず、ヒストリア
　　ンへ送付する。

ヒストリアン（東日本区）＝ Historian
　　東日本区のワイズ活動の歴史をまとめる役職者。
　　東日本区の歴史的事項を正確に記録するために、区報、区役員会資料、区大会資料、加盟認証状の写し、クラブ記念誌等
　　の文献を収集、整理、保存する。部ヒストリアンを設置している部もある。

ヒールザワールド ＝ Heal the World
　　国際協会が 2020-21 年度に開始した統一国際プロジェクト（「UGP」の項を参照）で、新型コロナウイルス後の世界を癒
　　すために、より強い国際的な関与と組織的な連携、連帯を構築して我々のボランティアの力をより発揮することを目的と
　　している。主な活動内容は、災害時等の救援物資の提供 /ボランティア支援、医療 /健康プログラム、専門家のネットワー
　　ク構築など。プロジェクトの資金を賄うために、TOF献金の増額が望まれている。

フィラテリスト ＝ Philatelist
　　直訳すると「切手収集家」。ワイズにおいては、BF献金の使用済切手の拠出を推進することおよび使用済切手を換金する
　　業者との窓口の役割を担う。各エリアではこの業務を担当する事業主任が任命されている。

Motto ＝ 標語（国際）
　　ワイズメンズクラブの基本的な行動目標を表す言葉。
　　国際標語は “To acknowledge the duty that accompanies every right”（強い義務感をもとう　義務はすべての権利に伴
　　う）である。

部 ＝ District
　　ワイズ運動を協力して進めるために区内の 2つ以上のクラブで構成された組織体。
　　東日本区には 7つの部（2022 年 7月 1日現在）がある。部は、区役員会、代議員会の承認を得て設置が認められる。

部事業主査 ＝ District Service Director（DSD）
　　部長のスタッフとして事業ごとに置かれる部役員。
　　部の事業活動の活発化に努め、クラブとの連絡を図ると共に、区事業主任との連絡を密にする。部長および区事業主任へ
　　部事業活動報告書を送る。

部大会 ＝ District Convention
　　部内各クラブ相互の情報交換および親睦のため、部長の主宰により年 1回以上開催される部の大会。2018-19 年度の東日
　　本区定款改訂により、これまでの「部会」から「部大会」に名称が変更された。正式な表記は、「XX部部大会」（「XX部大会」
　　ではなく）。

部長 ＝ District Governor
　　部の最高責任者。
　　あらゆる機会をとらえ部内クラブを指導するとともに、区にあっては代議員、区役員、「区役員候補者指名委員会」の委員
　　であり、部にあっては通常年 1回の部大会を主宰し、部の方針および運営等を協議し決定する数回の評議会を開催し、また、
　　属するクラブ会員全員の研修と交流を図る。任期内に部内クラブを 1回以上「公式訪問」し、部内諸活動の推進に努める。

部評議会 ＝ District Council
　　部の運営を協議、決議する機関。構成員は、それぞれの部則の定めによる。

物品 ＝ Supplies
　　ワイズ活動に用いる備品（万国旗など）、小道具（シールなど）、バッジ等の総称。
　　これらを製作 /供給する活動、事業者もいう。

ブリテン ＝ Bulletin
　　クラブとしての機関紙。クラブメンバーおよび他クラブ、区 /部役員等への連絡 /案内、入会候補者への PR、クラブの記
　　録としての役目を持つ。
　　毎月発行し、その月の例会プログラム、在籍者数、前月の例会出席者、出席率、BF成績、活動報告、活動計画、会員消息
　　などを掲載する。

文献 ＝ Documentation
　　ワイズメンズクラブ活動の指針となる規約集、手引き書その他参考文献。
　　文献作成 /精査等の実働組織として、東日本区では文献・組織検討委員会が設けられており、その委員は、区理事が任命する。

ブースター賞 ＝ Booster Award
　　会員増強の功績に対して国際協会から授与される賞。前年 2月 1日から当年 1月 31 日までの 1年間に、3名以上の新入
　　会員を紹介した個人および 6名以上の会員純増を果たしたクラブが表彰される。



STEP ＝ Short Term Youth Exchange Program
　　ユース海外短期交流プログラム。
　　3～ 11 週間の短期海外訪問制度。18～ 25 歳のワイズの子弟（または、3年以上、ワイズメンズクラブ、ワイズユースク
　　ラブ、YMCAの何れかの会員経験を有する者）が応募対象者。海外のワイズ家庭に滞在し、現地のユースとの交流や異文
　　化を体験する。
　　応募は、希望派遣期間の半年以上前に、クラブを通じて、ユース事業主任へ申請書類を提出する。

TOF ＝ Time of Fast
　　タイム・オブ・ファスト（Time of Fast：断食の時）の略称で、「ティー・オー・エフ」と発音する。クラブ例会での食事
　　を抜き、その金額相当分を国際協会に献金する。
　　献金は、世界中のYMCA、ワイズメンズクラブから募集して国際協会が選定する、SDGs に関連する発展途上国を主たる
　　対象とする地域支援プロジェクトに用いられる。
　　国際協会、東日本区では 2月を強調月間とし、クラブ例会だけではなく、2月に開催される、区、部の会合でも食事を抜
　　いたり、簡素なものにしたりしてその分を献金するよう努めている。

TC ＝ Travel Coordinator
　　来訪する BF代表の旅行日程を立案し、旅行中の世話や受け入れ /調整を行う専任委員。

UGP ＝ Unified Global Project（統一国際プロジェクト）
　　ワイズメンズクラブの認識度のアップを願って、始められた国際レベルの統一事業で、2005 年度からはHIV/ AIDS 関連
　　事業を展開した。国際協会での取り組みが終わった 2010 年度以降も東日本区では継続して取り組んでいる。2020/21 年
　　度からは、Heal the World（世界を癒そう）が統一事業に選定されている。

Week4Waste = Week for Waste (「ゴミのための週」)
　　国際協会によって 2020-21 年度に開始された、ワイズメンズクラブと地域社会を結びつけ、よりクリーンな地球を目指し
　　て統一的に行動するCS事業のキャンペーン。活動の多くは、毎年 4月 22 日のアースデイ（地球の日）のある 4月と、世
　　界最大の市民運動のひとつであるワールドクリーンアップデイ（毎年 9月中旬）に合わせて行われる。

YEEP ＝ Youth Educational Exchange Program
　　ワイズメンズクラブ会員の子弟の高校留学生交換事業。
　　2020-21 年度に廃止された。

YES ＝ Y's Extension Support
　　新クラブ設立の活動を支援するためのアジア太平洋地域の基金。各区から地域に拠出された献金は、地域内の各クラブの
　　設立支援資金および地域レベルのエクステンション活動に用いられる。

YIA ＝ Youth Involvement and Activities
　　若者のワイズメンズクラブ活動への参画、活動。
　　ワイズメンズクラブが行う様々な行事に、多くの若者達を巻き込む活動の奨励、ワイズユースクラブの育成、ユースコン
　　ボケーションの実施等を行う。

Y３ ＝ ワイスリー
　　ワイズメンズクラブの活動に共感する高校生以上の若者によるユースクラブ。YMCA、Y's Men、Youth の 3つの Yを表
　　している東・西日本区だけの組織である。2021-2022 年度現在、「Y３宇都宮」が活動を行っている。

YMCA ＝ Young Men's Christian Association
　　ワイズメンズクラブが支援、奉仕の対象としている社会教育団体。世界 120か国・地域に 6,500 万人（2021-2022 年度現在）
　　の会員を持つ世界最古、最大のNGOと言われている。
　　1844 年ロンドンでジョージ・ウィリアムズら青年によって創設され、全世界に広がり、世界YMCA同盟を結成している。
　　青少年の育成を運動の中心とするが、社会の必要に応えて、平和活動、地域社会支援、社会的弱者救済等にも取り組んでいる。

YMCAサービス ＝ YMCA Service
　　YMCAに対する奉仕を立案、実行するワイズメンズクラブの事業。
　　東日本区事業の中のひとつであり、YMCA指導者育成のための財的支援を目的とするASF（アレキサンダー奨学基金）も
　　YMCAサービス事業のひとつである。クラブは、区のサービス事業とともに、各クラブの関係YMCAへの奉仕と協力を
　　推進する。

　　Eは、クラブ拡張（新クラブ設立）、MCは、会員の維持（啓発、退会防止）と増強（新会員獲得）の意。

EF ＝ Endowment Fund（エンダウメントファンド）
　　国際協会の財政的な安定およびワイズダム発展のための基金。
　　個人 /クラブが特定の人を記念して献辞とともに 120 スイスフラン以上の寄付を行うか、個人 /クラブとして寄付のみを
　　行うかの 2種類がある。前者は、国際本部に永久保管されている「ゴールデンブック」に献辞が記載される。後者は、一
　　定金額以上の寄付を行った場合、献金額に応じて以下の称号が与えられ、「ゴールデンブック」に氏名が記載される。
　　50スイスフラン以上の献金（個人）：エンダウメントフレンド
　　120 スイスフラン以上の献金（個人）：ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　2回目の 120 スイスフラン以上の献金（個人）：ダブル・ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　1,000 スイスフラン以上の献金（個人）：オナーロール
　　1,000 スイスフラン以上の献金（クラブ）：オナーロールクラブ

IT アドバイザー＝ Information Technology Advisor
　　情報技術アドバイザー。
　　東日本区では「情報技術」に関して専門的なアドバイスを担当し、区のウェブサイトや区内のメーリングシステムの構築、
　　維持など IT に関するサポートを行っている。

IBC ＝ International Brother Clubs
　　国際兄弟クラブ。
　　クラブが外国のクラブと兄弟クラブ締結を行い、永続的な交流を続けること。また、その相手クラブのことも指す。新た
　　に IBC関係を結ぼうとするクラブ同士は、十分な事前準備を行った上で、締結書を交わす。
　　締結は、IBC国際事業主任が締結書にサインすることにより正式に認められる。

IBC トライアングル＝ International Brother Clubs Triangle
　　3クラブが相互に IBCを締結すること。

IBC クワドラングル＝ International Brother Clubs Quadrangle
　　4クラブが相互に IBCを締結すること。

ID ＝ International Director（ワイズメネット国際主任）
　　国際協会におけるワイズメネットの代表者。

iGo = Internships for Global Outreach（アイゴー：「世界に手を伸ばすためのインターン制度」）
　　青年の成長を目的として、YMCAやワイズメンズクラブ会員で事業を行っている者が、ユースに国際的なインターン（職
　　業体験）の場を提供するプログラム。申請時に 18歳から 29歳の者が対象。2020-21 年度に廃止されたYEEP の後継プロ
　　グラム。

JEF ＝ Japan East Y's Men's Fund
　　東日本区ワイズ基金。
　　東日本区ワイズ運動の安定的かつ継続的発展を支えるため、個人、クラブが記念すべき出来事、行事、慶弔事の折等に、　
　　基金に寄付を行う。寄付者氏名とその理由は、「奉仕帳」に記帳、永久保管される。

LT ＝ Leadership Training
　　会員のリーダーシップの開発、向上を目的に行う研修またはこれを推進する事業の名称。
　　東日本区では、LT委員会が設置され、区主催の部役員、クラブ役員の研修の企画 /実施、研修教材の整備 /提供、部主催
　　の研修会等の支援を行っている。
　　国際協会での正式名称は、LTOD (Leadership Training and Organisation Development)。

NDERF ＝ Natural Disaster Emergency Relief Fund（NDERF（自然災害緊急支援基金））
　　アジア太平洋地域において、地震、台風等の大きな自然災害が発生した際の緊急支援を行うことを目的とした基金。毎年、
　　アジア太平洋地域内の各区は、メンバーひとり当たり 2米ドルを前期の地域会費と併せて、アジア太平洋地域会計に送付
　　する。各理事からの要請に基づき、アジア太平洋地域常任役員会の決定によって支援金が支給される。

SDS ＝ Special Development Support（特別発展支援金）
　　国際協会の EF（エンダウメントファンド）の運用益の一部を原資として、各区におけるエクステンション活動等に対して、
　　その費用の一部が各区から国際本部への申請によって支給される制度。

YMCAの歌 ＝ YMCA Song
　　日本のYMCAの公式歌。ワイズの会合等でも歌われる。
　　1953 年、日本YMCA同盟が 50周年を記念して公募し、同盟主事の淵田多穂理の応募作品が入選し、津川主一が作曲した。

アジア太平洋地域 ＝ Asia Pacific Area
　　ワイズ運動の国際行政区分 8地域のひとつ。
　　2022 年 7月現在、東日本区、西日本区、台湾区、フィリピン区、南東アジア区（香港、マカオ、シンガポール、マレーシ
　　ア、タイ、ミャンマー、バングラデシュ、カンボジア、ネパール、インドネシア）、スリランカ区（スリランカ、パキスタ
　　ン）、オーストラリア区の 7区（Region）から成る。

いざ立て ＝ ONCE MORE WE STAND
　　ワイズメンズクラブ国際協会の公式歌。
　　クラブ、部、区、地域、国際など、ワイズの会合の冒頭で歌われる。英語では “Y’ s Men’ s Hymn” と呼ばれる。フィ
　　ンランドの作曲家、シベリウス（1869 ～ 1957）の交響詩「フィンランディア」の曲に、ワイズメンズクラブの創始者　
　　P・W・アレキサンダーが作詞した。原題は、ONCE MORE WE STAND である。日本では1962年に淵田多穂理が訳詞した。

「祈りの輪」の日
　　世界中のワイズメンズクラブ会員が「共に祈る時」を持つ日。
　　12月 8日は、ワイズメンズクラブの創始者 P・W・アレキサンダーの誕生日。この日を記念して世界中のワイズメンズク
　　ラブ会員が、それぞれの国の午後 8時に「共に祈る時」を持って地球上を輪でつなぐことを願うことから「祈りの輪」と言う。

ウエルネス ＝ Wellness
　　創造的健康生活を送ろうという運動。
　　人間が個人的にも社会的にも健全な生活を送るため、現代人を取り巻くストレス、運動不足、環境破壊などを意識して立
　　ち向かい、こころ、からだ、人間関係のすべてにわたって、あるべき姿を追求する。複数の都市YMCA にはウエルネスセ
　　ンターが設置され、地域に対して継続してウエルネスの普及に取り組んでいる。

エクステンション・ビヨンド・ボーダーズ ＝ Extension Beyond Borders（EBB）
　　区、国の枠組みを超えて、新クラブを設立すること。国際協会は、この取り組みを推奨している。東日本区での例として、
　　東京武蔵野多摩クラブがモンゴル・ウランバートルクラブをスポンサーとして設立したことが挙げられる。EBBを行った
　　クラブに対しては国際協会から賞（Extension Beyond Borders Award：EBBA）が授与される。

エリア ＝ Area
　　国際ワイズ運動を進める行政区分。
　　世界を地理的に 8つの地域に分割している。アフリカ、アジア太平洋、韓国、カナダ /カリブ海諸国、ヨーロッパ、インド、
　　ラテンアメリカ、米国の 8地域である。各地域は、国際議員選出の母体となり、地域行政は、その地域から選出された国
　　際議員の中から選ばれた地域会長（AP）が運営に当たる。

エルマー・クロウ賞 ＝ Elmer Crowe Award
　　任期年度中に特に傑出した働きをした部長に与えられる国際賞。
　　任期半ばで倒れた、カナダの元理事エルマー・クロウを記念して創設された。区理事が評価基準に基づいて、候補者を地
　　域会長に推薦し、国際会長が最終決定する。

会員異動報告書
　　クラブの会員の入会（新入会、転入会、再入会）や退会（退会、転出会）、変更などの異動があった場合に会長の責任にお
　　いて、所属部の部長および部会員増強事業主査（写し：東日本区事務所）に提出する書類。

監事（区） ＝ Auditor
　　区運営に関して、区役員に適切な助言、督励を行う者。
　　区の指名委員会によって指名され、代議員会で承認されて 2年間の任に就く。行政監事 1名、財政監事 1名が選任され、
　　それぞれの分野での監査を行い、他方の分野も副担当として実施する。

キリスト教精神 ＝ Christian Spirit
　　イエス・キリストが全生涯をもって示した博愛、奉仕、自己犠牲の精神。
　　国際憲法のガイドライン 201 には、「イエス・キリストの教えは、ワイズメン全体の意志決定のための、クラブならびに
　　国際協会の運営のための、さらにワイズメン個人の日々の生活のための、ガイドライン（指針）となるものである。」と定
　　められている。

　　国際協会、各地域ではキリスト教精神を広めるため、キリスト教強調 (Christian Emphasis: CE) 事業主任が選任され、キ
　　リスト教精神の維持、拡大を担っている。

ギャベル ＝ Gavel
　　点鐘を行うとき、鐘をたたく木槌。

休会
　　病気や一定期間の仕事の都合等の正当な理由で、長期にわたり、クラブの例会や諸活動に出席できない者は、クラブ会長
　　が申請し、理事の承認を得て、最長 3年間、休会とすることができる。ただし、病気の快復等で再び例会等に出席できる
　　ようになった場合に復帰する意思がある者に限る。休会は、退会と同じ扱いであるが、ロースターに氏名が掲載され、また、
　　復帰の際の入会金が免除される。東日本区独自の制度。

協力関係の原則 ＝ Principles of Partnership
　　世界YMCA同盟とワイズメンズクラブ国際協会がより良きパートナーとなるべく、両者の協力関係の原則が 1981 年に締
　　結された。各地域、各区等のレベルでも同様の締結が進んでいる。

区＝ Region
　　地域（エリア）を構成する区分。東日本区は、アジア太平洋地域の構成員。
　　区の目的は、「区内の各クラブが国際憲法の精神に基づき、敬愛の念を持って交わり、国際協会の綱領と目的を達成し、さ
　　らにこの運動を広く区内に拡張するために相互に協力すること」（東日本区定款第 2条第 3項）を進めることである。

区事務所 ＝ Regional Office
　　区の運営に関する事務を処理する事務所。
　　区事務所は、区書記、会計等の理事スタッフと協力し、区運営のサポートを行う。事務所運営のために事務所所長等の職
　　員を置く。東日本区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置かれている。

区事業主任 ＝ Regional Service Director（RSD）
　　区理事のスタッフとして、事業ごとに置かれる区役員。
　　国際、地域の事業主任の指導のもと、理事の意向を受けて、当該事業活動の計画立案、実施の責任を持ち、各部の事業主
　　査をリードし、その事業活動を支援する。また、活動状況、成果を区内および地域、国際へ報告する。

区大会 ＝ Regional Convention
　　毎年各区で開催される大会。
　　東日本区は、原則として 6月の第 1土日に区理事が主宰し、開催する。大会は、クラブおよび会員が情報を交換し、互い
　　に啓発し、共に運動を担う者としての連帯、協力関係、親睦を深めることを目的とする。区大会は、立候補によって選ば
　　れたホストクラブが実行委員会（ホストコミッティー）を組織し、理事の指導のもと準備、運営、実施に当たる。

区担当主事（東日本区） ＝ YMCA Liaison Secretary to Japan East Region
　　YMCAとワイズメンズクラブの区レベルでの連携を行う日本YMCA同盟主事。
　　日本YMCA同盟総主事が同盟主事の中から任命する。東日本区役員会を始め、種々の会合、区大会等に出席し、YMCA　
　　とワイズメンズクラブとの関係が円滑に推進されるように努める。

区報、部報 ＝ Regional Bulletin、District Bulletin
　　区、部の公式の会報で、メンバーに対する情報提供、活動の記録等を目的として発行、配布される。東日本区においては
　　東日本区定款施行細則で年 2回以上の発行が定められおり、各部においては部則等の規定に則って発行される。

区役員 ＝ Regional Officers
　　区役員会を構成する役員。
　　理事、次期理事、直前理事、区書記、区会計、部長、区事業主任が区役員である。
　　区役員会には、監事、委員会委員長、専任委員、事務所職員等も列席する。

クラブ ＝ Club
　　ワイズメンズクラブ運動を構成する最小単位でかつ運動の基盤となる組織。クラブは、最低 3名の会員から成り、新たに
　　クラブを設立する際は、5名以上の会員が必要である。

クラブ担当主事 ＝ Related Secretary
　　YMCAとクラブとの連携を行うYMCAの主事。

　　投票権があるのは、グッドスタンディングクラブ（「グッドスタンディング」の項を参照）でかつ直近 3半期の会員数が　
　　15名以上のクラブである。ただし、会員数の基準を満たしていない場合、直近 3半期の会員数が 5名以上で、12月 31　
　　日現在でチャーター後 25年を経過しているクラブは、区理事からの国際本部への申請によって投票権を得ることができる。
　　投票は、各クラブを代表する者（クラブ会長または事前に登録したその他のクラブメンバー）が国際協会のウェブサイト
　　を通じて実施する。

国際本部 ＝ International Headquarters（IHQ）
　　国際協会事務局、国際書記局ともいう。国際書記長以下有給スタッフが、全世界の役員、委員、区理事、クラブ会長など
　　への事務連絡や実務を行っている。事務所は、スイス・ジュネーブに置かれている。サテライトオフィスがチェンマイ（タ
　　イ）に置かれている。

国際聖句
　　ワイズメンズクラブ会員の精神的基盤をなすもので、新約聖書 “ヨハネによる福音書第 17章 21 節”。

国際大会 ＝ International Convention（IC）
　　2年ごとに開催される国際協会レベルの大会。
　　全世界のワイズメンズクラブ会員が一堂に会し、式典、研修、親睦等のプログラムが展開される。開催地（ホスト区）は、
　　立候補制で国際大会委員会（ICC）の下に、ホスト区内に大会実行委員会（HCC=ホストコンベンションコミッティ）が
　　組織され、大会全般の準備と実行に当たる。

国際連合・経済社会理事会・特殊諮問資格＝
　　Special Consultative Status with the Economic and Social Council of the United Nations
　　2006 年にワイズメンズクラブ国際協会が取得した、国際連合・経済社会理事会が認めるNGO（非政府組織）の資格のひ
　　とつ。特定の分野において、国際連合が採択した行動計画、プログラムおよび宣言を実施、推進する。国際連合およびそ
　　の補助機関の特定の会合への出席、検討事項に関する意見を述べることができる。

コメット＝ Y'slings
　　日本でのワイズメンズクラブ会員の子弟の呼称。国際での呼称は、ワイズリングズ。

ゴールデンブック ＝ Golden Book
　　エンダウメントファンドへの献辞、寄付者名が記録される台帳。
　　革表紙の製本で永久保存される。東日本区の「東日本区ワイズ基金」（JEF）の「奉仕帳」に当たる。

出席率 ＝ The Percentage of Member's Attendance
　　クラブ会員の例会出席率。（東日本区定款施行細則第 11 条参照）

常任役員（会） ＝ Regional Executive Officers
　　区の理事、次期理事、直前理事、書記、会計。
　　この 5者で常任役員会を構成する。常任役員会は、日常必要な決済事項を合議によって処理する。

主題 ＝ Theme
　　国際会長、アジア太平洋地域会長、区理事、部長、クラブ会長が掲げる中心テーマで、それぞれの任期年度に使用する。

スローガン = Slogan
　　主題を展開、補足する副題。サブテーマ（Sub-Theme）とも言う。

スポンサークラブ＝ Sponsor Club
　　新クラブ設立のイニシアティブをとるクラブ。設立、チャーター後も、新クラブを支援する。

スマイル＝ Smile
　　クラブ活動資金、基金作りのための自由献金。
　　例会で、会員が最近身近に起きた嬉しいことなどを記念して献金する。クラブによっては「ニコニコ」、「ドライブ」、「ロバ」
　　などとも呼んでいる。

世界YMCA同盟＝ World Alliance of YMCAs
　　世界各国のYMCAの協力と運動推進を図るための連合体。本部はスイス・ジュネーブにある。略称は、WAY。
　　World YMCAと称することもある。

　　クラブが支援する都市YMCAの総主事が任命する。クラブ会員としてクラブに加わり、連絡役のみならずクラブ活動にも
　　参加する。

グッドスタンディング ＝ Good standing
　　直近 3半期の会費（国際会費、地域会費、区会費）を支払ったクラブを国際協会ではグッドスタンディング（良好な状態
　　のクラブ）クラブと呼ぶ。会員数には無関係である。

ゲスト ＝ Guest
　　例会などでワイズ関係 ( ワイズメン、ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバー ) 以外の知人、友人、ゲス
　　トスピーカー、入会候補者としての参加者などをゲストと呼ぶ。

広義会員 ＝ Members-at-large
　　クラブ会員の内、常に例会その他の会合に出席することが不可能な者は、クラブ会長が理事に届け出て、理事の承認を受
　　けると広義会員となることができる東日本区の制度。広義会員は、例会出席義務を免かれる。
　　国際協会の広義会員は、ワイズの無い地域に住む者が、特定のクラブではなく区に所属する制度であり、東日本区の制度
　　とは別の制度である。

広報 ＝ Public Relations（PR）
　　「組織以外の多くの人に広く情報を伝える」（Public Information）と「人のつながりを強める」（Public Relations）こと。
　　ワイズ内外にタイムリーに情報発信し、ワイズ活動の活性化、社会的認知度の向上に資する。

功労会員 ＝ Senior Service Member
　　クラブのために長年尽くして来た会員が、クラブの決議により理事に届け出て功労会員となる。例会出席義務を免除される。

国際会長 ＝ International President（IP）
　　ワイズメンズクラブ国際組織の最高責任者。国際議会の議長を務める。
　　推薦制で任期は 1年。就任の 2年前に投票権を持つ全世界のクラブ会長の投票で選ばれ、次の 1年、次期国際会長となる。
　　国際会長の取り組みとして最も強調したいことを「国際会長主題」として掲げる。

国際議会 ＝ International Council（IC）
　　ワイズメンズクラブ国際協会の立法機関。
　　国際憲法の改訂を始め、国際協会の予算の決定、諸事業、規定の新設 /改廃、国際大会開催地の決定など、国際ワイズ活
　　動のすべての重要案件を審議する。各地域から会員人数割りで選出される 15名の（国際）議員によって構成される。毎年
　　7月または 8月に国際議会が開かれ、1月または 2月に年央会議（ミッドイヤーミーティング）が開かれる。

国際議員 ＝ International Council Members（ICM）
　　国際議会構成員。世界の全 8地域から会員数に応じてドント方式で選出される 13名の国際議員と輪番で 2地域から選出
　　される 2名の青年議員（26歳から 39歳）議員の合計 15名からなる。何れも当該地域の各クラブからの投票で選出される。
　　任期は 2年で再選は認められていない。

（ワイズメンズクラブ）国際協会 ＝ The International Association of Y’ s Men’ s Clubs / Y’ s Men International
　　世界のワイズメンズクラブを構成員として設立されている国際組織。
　　国際協会の立法機関は、国際議会、行政機関は、執行役員会と各地域会長である。

国際憲法 ＝ International Constitution
　　ワイズメンズクラブの活動基盤を定めたもの。
　　東日本区定款の綱領や目的も国際憲法に基づいて定められている。国際協会の標語（Motto）「強い義務感を持とう　義務
　　はすべての権利に伴う」も、この中に明記されている。

国際執行役員（会） ＝ International Executive Officers（IEO）
　　国際会長、次期国際会長、直前国際会長、国際会計を国際執行役員と呼び、4者で国際執行役員会を構成する。国際執行
　　役員会には、有給スタッフである国際書記長も陪席し、日常必要な決済事項を合議によって処理する。東日本区の常任役
　　員（会）に当たる。

国際投票 = International Voting
　　毎年通常、12月から 1月にかけて、次々期国際会長、次期国際会計（3年に 1度）、地域選出国際議会議員の選出および
　　国際憲法の改訂（改訂事項がある場合）についての国際投票が行われる。

設立総会
　　新クラブの発足に際し、新クラブメンバーによりクラブ名称、会則、事業方針、予算などを決議し、また、申請書類への
　　署名を行う会合。日本のワイズメンズクラブ独特のもの。
　　設立総会を終えると、クラブとしての活動が始まるが、チャーターナイトまでは、「ワイズメンズクラブ」として公式には
　　認められていないため、その間は「（仮）○○ワイズメンズクラブ」等と称することが通例となっている。

戦略 2032 = Strategy 2032　
　　創立 100 周年を機に、2022 年に制定されたワイズズメンズクラブ国際協会（YMI）の中長期計画。YMI が 2032 年には
　　どのような組織になっているかの目標およびそのための戦略をまとめたもの。YMIは、公平で持続可能な世界を築くために、
　　互いに刺激し合い、協力し合って、親睦と地域社会への影響力において卓越した組織となること、健康、環境、教育に重
　　点を置いて奉仕活動を行っていくこと等が謳われている。
　　2016 年に制定された「2022 年とその先に向けて」（Towards2022 & Beyond」）および 2019 年に制定された「チャレン
　　ジ 22」（Challenge 22）の後継計画である。

代議員＝ Regional Council Members
　　東日本区のクラブ会長、部長および部の会員人数割りによって選出された会員。任期は、7月 1日から 1年。ただし、再
　　任を妨げない。議長は、直前部長の互選で選任される。
　　東日本区の立法機関である代議員会の構成員である。年次代議員会は、通常東日本区大会に合わせて開催される。部人数
　　割代議員は部内会員数 100 名につき 1名（100 名未満の場合は 1名）の割合で選出する。内 1名は、直前部長。

チャーター＝ Charter
　　新設クラブに対して国際協会が加盟を認証すること、または加盟認証状。加盟認証状に記載されている「Charter 　　　
　　Presentation Date」が公式のチャーター年月日である。

チャーターメンバー＝ Charter Member
　　新クラブ発足時の設立会員。国際協会加盟手続きの際、申請書に署名した会員。

チャーターナイト＝ Charter Presentation Ceremony
　　国際協会加盟認証を受ける新クラブが、近隣クラブおよび地域社会に披露する会。
　　本来は晩餐会なので通称 “チャーターナイト” という。この会では国際協会加盟認証状の伝達式、チャーターバッジ着装、
　　メンバー紹介などが行われる。

地域事務所 ＝ Area Office
　　地域の運営を円滑に進めるための事務所。
　　専任スタッフを置き、地域会長指導のもと、各区ヘの事務連絡、事務処理等を行う。アジア太平洋地域は、香港に地域事
　　務所を置いている。

点鐘
　　クラブ例会、区役員会等の公式会合の時に、開会宣言 /閉会宣言を行う主宰者が厳粛にギャベル（木槌）で鐘を打ち鳴ら
　　すこと。

トロイカ ＝ Troika
　　組織の各レベルで、トップをその前任者と後任者が支え、また、組織運営の継続性を確保する体制。ロシア語の 3頭立て
　　の馬橇が語源。
　　区は理事、次期理事、直前理事、部は部長、次期部長、直前部長、クラブは会長、次期会長、直前会長からなる。

ドライバー ＝ Driver
　　ワイズ運動、特に例会の推進役。クラブによってはマーシャル、クラブサービスと呼んでいる。直訳は“強く動機づける人”、
　　“運動推進役”。献金を促したり例会を盛り上げたりする役割を担う。

西日本区 ＝ Japan West Region
　　富山県、岐阜県、愛知県以西（沖縄県を除く）を領域とする区。1997 年に旧日本区の分割によって、東日本区と同時に誕
　　生した。

日本YMCA同盟 ＝ The National Council of YMCAs of Japan
　　日本のYMCA運動の推進、都市YMCAと学生YMCAへの支援、調整、助言活動を行う組織。事務所を東京都新宿区四
　　　　谷本塩町 2-11 に置く。1903 年に設立され、世界YMCA同盟とアジア・太平洋YMCA同盟に加盟し、世界YMCA

　　同盟を始め海外YMCAとの連絡を担う。全国のスタッフの国内研修、主事養成と認証、ワイズメンズクラブとの連携、調
　　整、御殿場にある研修施設、国際青少年センターYMCA東山荘の運営も行っている。

バナー ＝ Banner
　　クラブ、部、区の旗。クラブ例会、部大会、区大会など公式会合時に掲げる。

バランタイン賞 ＝ Harry M. Ballantyne Award of Merit 
　　国際協会の発展に貢献したメンバーに対して、毎年、国際協会が授賞する賞。1922 年の国際協会設立時から担当主事とし
　　て活躍した、Harry M. Ballantyne カナダ YMCA主事を記念して 1957 年に創設された。正式名称は、ハリー・M・バラ
　　ンタイン賞。
　　これまでの日本人受賞者は、次の各氏。（　　）内は受賞年：奈良傳（1966）、鈴木謙介（1982）、竹内敏朗（1987）、田
　　中真（1995）、三井万壽雄（2002）、今村一之（2006）、奈良信（2010）、藤井寛敏（2018）

半年報 ＝ Semiannual Report
　　クラブが会員の入 /退会による変化を東日本区へ提出（クラブ→部長→会員増強事業主任）する報告書。
　　7月 1日付と 1月 1日付の年 2回一定の書式で報告する。7月 1日付人数が国際会費、アジア太平洋地域会費、区費算定
　　の基礎となる。

東日本区 ＝ Japan East Region
　　世界に 44ある区（2022 年 7月現在）（行政単位）のひとつ。
　　新潟県、長野県、静岡県以東と沖縄県を領域とする。1997 年 7月に旧日本区を東西に分けた形で、東日本区、西日本区と
　　して誕生した。その活動は、東日本区定款に基づき、区理事がこれを統括する。区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置
　　かれている。

東日本区ウェブサイト
　　ワイズメンズクラブ、東日本区の紹介、区内のニュース、クラブ案内、区報、各種マニュアル、書式等が掲載されている
　　東日本区の公式ウェブサイト。URL は、https://www.ys-east.or.jp/
　　＜参考＞　国際協会ウェブサイト：https://www.ysmen.org/
　　　　　　　アジア太平洋地域ウェブサイト：http://www.ysmenap.org/
　　　　　　　西日本区ウェブサイト：http://www.ys-west.or.jp/

東日本区定款 ＝ Regional Constitution of Japan East Region
　　ワイズメンズクラブ国際協会の憲法に基づき、東日本区のモットー、綱領、目的、組織、運営の基本などを定めたもの。

東日本区奈良傳賞＝ Japan East Region Tsutae Nara Memorial Award
　　ワイズダム発展に尽力し、その功績が認められた会員に与えられる賞。
　　日本のワイズ運動の創始者である奈良傳氏の偉業を記念して制定された賞で、長年ワイズダム発展に尽力し、その功績が
　　認められ、奈良傳賞受賞者選考委員会の議を経て選ばれた会員が、東日本区大会で表彰される。

東日本区メーリングリスト
　　年度毎に、「全クラブ会長」、「全部長」、「各部別の部役員」、「各事業別の事業主査」等、東日本区内の各役職者別に作成さ
　　れる公式のメーリングリスト。例えば、全クラブ会長のメーリングリストは、kaicho@ys-east.or.jp。
　　当該メーリングに登録されているメンバーのみが、そのメーリングリストを用いて受発信できる。

ビジター ＝ Visitor
　　他クラブからの例会等への来訪者。ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバーも含む。

ヒストリアン（国際） ＝ Historian
　　全世界のワイズ関係の公式文書を入手保管し、歴史的資料として整備する役職者。
　　国際文献保存委員ともいう。区報、クラブチャーター資料、区大会開催資料など、使用言語の如何を問わず、ヒストリア
　　ンへ送付する。

ヒストリアン（東日本区）＝ Historian
　　東日本区のワイズ活動の歴史をまとめる役職者。
　　東日本区の歴史的事項を正確に記録するために、区報、区役員会資料、区大会資料、加盟認証状の写し、クラブ記念誌等
　　の文献を収集、整理、保存する。部ヒストリアンを設置している部もある。

ヒールザワールド ＝ Heal the World
　　国際協会が 2020-21 年度に開始した統一国際プロジェクト（「UGP」の項を参照）で、新型コロナウイルス後の世界を癒
　　すために、より強い国際的な関与と組織的な連携、連帯を構築して我々のボランティアの力をより発揮することを目的と
　　している。主な活動内容は、災害時等の救援物資の提供 /ボランティア支援、医療 /健康プログラム、専門家のネットワー
　　ク構築など。プロジェクトの資金を賄うために、TOF献金の増額が望まれている。

フィラテリスト ＝ Philatelist
　　直訳すると「切手収集家」。ワイズにおいては、BF献金の使用済切手の拠出を推進することおよび使用済切手を換金する
　　業者との窓口の役割を担う。各エリアではこの業務を担当する事業主任が任命されている。

Motto ＝ 標語（国際）
　　ワイズメンズクラブの基本的な行動目標を表す言葉。
　　国際標語は “To acknowledge the duty that accompanies every right”（強い義務感をもとう　義務はすべての権利に伴
　　う）である。

部 ＝ District
　　ワイズ運動を協力して進めるために区内の 2つ以上のクラブで構成された組織体。
　　東日本区には 7つの部（2022 年 7月 1日現在）がある。部は、区役員会、代議員会の承認を得て設置が認められる。

部事業主査 ＝ District Service Director（DSD）
　　部長のスタッフとして事業ごとに置かれる部役員。
　　部の事業活動の活発化に努め、クラブとの連絡を図ると共に、区事業主任との連絡を密にする。部長および区事業主任へ
　　部事業活動報告書を送る。

部大会 ＝ District Convention
　　部内各クラブ相互の情報交換および親睦のため、部長の主宰により年 1回以上開催される部の大会。2018-19 年度の東日
　　本区定款改訂により、これまでの「部会」から「部大会」に名称が変更された。正式な表記は、「XX部部大会」（「XX部大会」
　　ではなく）。

部長 ＝ District Governor
　　部の最高責任者。
　　あらゆる機会をとらえ部内クラブを指導するとともに、区にあっては代議員、区役員、「区役員候補者指名委員会」の委員
　　であり、部にあっては通常年 1回の部大会を主宰し、部の方針および運営等を協議し決定する数回の評議会を開催し、また、
　　属するクラブ会員全員の研修と交流を図る。任期内に部内クラブを 1回以上「公式訪問」し、部内諸活動の推進に努める。

部評議会 ＝ District Council
　　部の運営を協議、決議する機関。構成員は、それぞれの部則の定めによる。

物品 ＝ Supplies
　　ワイズ活動に用いる備品（万国旗など）、小道具（シールなど）、バッジ等の総称。
　　これらを製作 /供給する活動、事業者もいう。

ブリテン ＝ Bulletin
　　クラブとしての機関紙。クラブメンバーおよび他クラブ、区 /部役員等への連絡 /案内、入会候補者への PR、クラブの記
　　録としての役目を持つ。
　　毎月発行し、その月の例会プログラム、在籍者数、前月の例会出席者、出席率、BF成績、活動報告、活動計画、会員消息
　　などを掲載する。

文献 ＝ Documentation
　　ワイズメンズクラブ活動の指針となる規約集、手引き書その他参考文献。
　　文献作成 /精査等の実働組織として、東日本区では文献・組織検討委員会が設けられており、その委員は、区理事が任命する。

ブースター賞 ＝ Booster Award
　　会員増強の功績に対して国際協会から授与される賞。前年 2月 1日から当年 1月 31 日までの 1年間に、3名以上の新入
　　会員を紹介した個人および 6名以上の会員純増を果たしたクラブが表彰される。



STEP ＝ Short Term Youth Exchange Program
　　ユース海外短期交流プログラム。
　　3～ 11 週間の短期海外訪問制度。18～ 25 歳のワイズの子弟（または、3年以上、ワイズメンズクラブ、ワイズユースク
　　ラブ、YMCAの何れかの会員経験を有する者）が応募対象者。海外のワイズ家庭に滞在し、現地のユースとの交流や異文
　　化を体験する。
　　応募は、希望派遣期間の半年以上前に、クラブを通じて、ユース事業主任へ申請書類を提出する。

TOF ＝ Time of Fast
　　タイム・オブ・ファスト（Time of Fast：断食の時）の略称で、「ティー・オー・エフ」と発音する。クラブ例会での食事
　　を抜き、その金額相当分を国際協会に献金する。
　　献金は、世界中のYMCA、ワイズメンズクラブから募集して国際協会が選定する、SDGs に関連する発展途上国を主たる
　　対象とする地域支援プロジェクトに用いられる。
　　国際協会、東日本区では 2月を強調月間とし、クラブ例会だけではなく、2月に開催される、区、部の会合でも食事を抜
　　いたり、簡素なものにしたりしてその分を献金するよう努めている。

TC ＝ Travel Coordinator
　　来訪する BF代表の旅行日程を立案し、旅行中の世話や受け入れ /調整を行う専任委員。

UGP ＝ Unified Global Project（統一国際プロジェクト）
　　ワイズメンズクラブの認識度のアップを願って、始められた国際レベルの統一事業で、2005 年度からはHIV/ AIDS 関連
　　事業を展開した。国際協会での取り組みが終わった 2010 年度以降も東日本区では継続して取り組んでいる。2020/21 年
　　度からは、Heal the World（世界を癒そう）が統一事業に選定されている。

Week4Waste = Week for Waste (「ゴミのための週」)
　　国際協会によって 2020-21 年度に開始された、ワイズメンズクラブと地域社会を結びつけ、よりクリーンな地球を目指し
　　て統一的に行動するCS事業のキャンペーン。活動の多くは、毎年 4月 22 日のアースデイ（地球の日）のある 4月と、世
　　界最大の市民運動のひとつであるワールドクリーンアップデイ（毎年 9月中旬）に合わせて行われる。

YEEP ＝ Youth Educational Exchange Program
　　ワイズメンズクラブ会員の子弟の高校留学生交換事業。
　　2020-21 年度に廃止された。

YES ＝ Y's Extension Support
　　新クラブ設立の活動を支援するためのアジア太平洋地域の基金。各区から地域に拠出された献金は、地域内の各クラブの
　　設立支援資金および地域レベルのエクステンション活動に用いられる。

YIA ＝ Youth Involvement and Activities
　　若者のワイズメンズクラブ活動への参画、活動。
　　ワイズメンズクラブが行う様々な行事に、多くの若者達を巻き込む活動の奨励、ワイズユースクラブの育成、ユースコン
　　ボケーションの実施等を行う。

Y３ ＝ ワイスリー
　　ワイズメンズクラブの活動に共感する高校生以上の若者によるユースクラブ。YMCA、Y's Men、Youth の 3つの Yを表
　　している東・西日本区だけの組織である。2021-2022 年度現在、「Y３宇都宮」が活動を行っている。

YMCA ＝ Young Men's Christian Association
　　ワイズメンズクラブが支援、奉仕の対象としている社会教育団体。世界 120か国・地域に 6,500 万人（2021-2022 年度現在）
　　の会員を持つ世界最古、最大のNGOと言われている。
　　1844 年ロンドンでジョージ・ウィリアムズら青年によって創設され、全世界に広がり、世界YMCA同盟を結成している。
　　青少年の育成を運動の中心とするが、社会の必要に応えて、平和活動、地域社会支援、社会的弱者救済等にも取り組んでいる。

YMCAサービス ＝ YMCA Service
　　YMCAに対する奉仕を立案、実行するワイズメンズクラブの事業。
　　東日本区事業の中のひとつであり、YMCA指導者育成のための財的支援を目的とするASF（アレキサンダー奨学基金）も
　　YMCAサービス事業のひとつである。クラブは、区のサービス事業とともに、各クラブの関係YMCAへの奉仕と協力を
　　推進する。

　　Eは、クラブ拡張（新クラブ設立）、MCは、会員の維持（啓発、退会防止）と増強（新会員獲得）の意。

EF ＝ Endowment Fund（エンダウメントファンド）
　　国際協会の財政的な安定およびワイズダム発展のための基金。
　　個人 /クラブが特定の人を記念して献辞とともに 120 スイスフラン以上の寄付を行うか、個人 /クラブとして寄付のみを
　　行うかの 2種類がある。前者は、国際本部に永久保管されている「ゴールデンブック」に献辞が記載される。後者は、一
　　定金額以上の寄付を行った場合、献金額に応じて以下の称号が与えられ、「ゴールデンブック」に氏名が記載される。
　　50スイスフラン以上の献金（個人）：エンダウメントフレンド
　　120 スイスフラン以上の献金（個人）：ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　2回目の 120 スイスフラン以上の献金（個人）：ダブル・ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　1,000 スイスフラン以上の献金（個人）：オナーロール
　　1,000 スイスフラン以上の献金（クラブ）：オナーロールクラブ

IT アドバイザー＝ Information Technology Advisor
　　情報技術アドバイザー。
　　東日本区では「情報技術」に関して専門的なアドバイスを担当し、区のウェブサイトや区内のメーリングシステムの構築、
　　維持など IT に関するサポートを行っている。

IBC ＝ International Brother Clubs
　　国際兄弟クラブ。
　　クラブが外国のクラブと兄弟クラブ締結を行い、永続的な交流を続けること。また、その相手クラブのことも指す。新た
　　に IBC関係を結ぼうとするクラブ同士は、十分な事前準備を行った上で、締結書を交わす。
　　締結は、IBC国際事業主任が締結書にサインすることにより正式に認められる。

IBC トライアングル＝ International Brother Clubs Triangle
　　3クラブが相互に IBCを締結すること。

IBC クワドラングル＝ International Brother Clubs Quadrangle
　　4クラブが相互に IBCを締結すること。

ID ＝ International Director（ワイズメネット国際主任）
　　国際協会におけるワイズメネットの代表者。

iGo = Internships for Global Outreach（アイゴー：「世界に手を伸ばすためのインターン制度」）
　　青年の成長を目的として、YMCAやワイズメンズクラブ会員で事業を行っている者が、ユースに国際的なインターン（職
　　業体験）の場を提供するプログラム。申請時に 18歳から 29歳の者が対象。2020-21 年度に廃止されたYEEP の後継プロ
　　グラム。

JEF ＝ Japan East Y's Men's Fund
　　東日本区ワイズ基金。
　　東日本区ワイズ運動の安定的かつ継続的発展を支えるため、個人、クラブが記念すべき出来事、行事、慶弔事の折等に、　
　　基金に寄付を行う。寄付者氏名とその理由は、「奉仕帳」に記帳、永久保管される。

LT ＝ Leadership Training
　　会員のリーダーシップの開発、向上を目的に行う研修またはこれを推進する事業の名称。
　　東日本区では、LT委員会が設置され、区主催の部役員、クラブ役員の研修の企画 /実施、研修教材の整備 /提供、部主催
　　の研修会等の支援を行っている。
　　国際協会での正式名称は、LTOD (Leadership Training and Organisation Development)。

NDERF ＝ Natural Disaster Emergency Relief Fund（NDERF（自然災害緊急支援基金））
　　アジア太平洋地域において、地震、台風等の大きな自然災害が発生した際の緊急支援を行うことを目的とした基金。毎年、
　　アジア太平洋地域内の各区は、メンバーひとり当たり 2米ドルを前期の地域会費と併せて、アジア太平洋地域会計に送付
　　する。各理事からの要請に基づき、アジア太平洋地域常任役員会の決定によって支援金が支給される。

SDS ＝ Special Development Support（特別発展支援金）
　　国際協会の EF（エンダウメントファンド）の運用益の一部を原資として、各区におけるエクステンション活動等に対して、
　　その費用の一部が各区から国際本部への申請によって支給される制度。

YMCAの歌 ＝ YMCA Song
　　日本のYMCAの公式歌。ワイズの会合等でも歌われる。
　　1953 年、日本YMCA同盟が 50周年を記念して公募し、同盟主事の淵田多穂理の応募作品が入選し、津川主一が作曲した。

アジア太平洋地域 ＝ Asia Pacific Area
　　ワイズ運動の国際行政区分 8地域のひとつ。
　　2022 年 7月現在、東日本区、西日本区、台湾区、フィリピン区、南東アジア区（香港、マカオ、シンガポール、マレーシ
　　ア、タイ、ミャンマー、バングラデシュ、カンボジア、ネパール、インドネシア）、スリランカ区（スリランカ、パキスタ
　　ン）、オーストラリア区の 7区（Region）から成る。

いざ立て ＝ ONCE MORE WE STAND
　　ワイズメンズクラブ国際協会の公式歌。
　　クラブ、部、区、地域、国際など、ワイズの会合の冒頭で歌われる。英語では “Y’ s Men’ s Hymn” と呼ばれる。フィ
　　ンランドの作曲家、シベリウス（1869 ～ 1957）の交響詩「フィンランディア」の曲に、ワイズメンズクラブの創始者　
　　P・W・アレキサンダーが作詞した。原題は、ONCE MORE WE STAND である。日本では1962年に淵田多穂理が訳詞した。

「祈りの輪」の日
　　世界中のワイズメンズクラブ会員が「共に祈る時」を持つ日。
　　12月 8日は、ワイズメンズクラブの創始者 P・W・アレキサンダーの誕生日。この日を記念して世界中のワイズメンズク
　　ラブ会員が、それぞれの国の午後 8時に「共に祈る時」を持って地球上を輪でつなぐことを願うことから「祈りの輪」と言う。

ウエルネス ＝ Wellness
　　創造的健康生活を送ろうという運動。
　　人間が個人的にも社会的にも健全な生活を送るため、現代人を取り巻くストレス、運動不足、環境破壊などを意識して立
　　ち向かい、こころ、からだ、人間関係のすべてにわたって、あるべき姿を追求する。複数の都市YMCA にはウエルネスセ
　　ンターが設置され、地域に対して継続してウエルネスの普及に取り組んでいる。

エクステンション・ビヨンド・ボーダーズ ＝ Extension Beyond Borders（EBB）
　　区、国の枠組みを超えて、新クラブを設立すること。国際協会は、この取り組みを推奨している。東日本区での例として、
　　東京武蔵野多摩クラブがモンゴル・ウランバートルクラブをスポンサーとして設立したことが挙げられる。EBBを行った
　　クラブに対しては国際協会から賞（Extension Beyond Borders Award：EBBA）が授与される。

エリア ＝ Area
　　国際ワイズ運動を進める行政区分。
　　世界を地理的に 8つの地域に分割している。アフリカ、アジア太平洋、韓国、カナダ /カリブ海諸国、ヨーロッパ、インド、
　　ラテンアメリカ、米国の 8地域である。各地域は、国際議員選出の母体となり、地域行政は、その地域から選出された国
　　際議員の中から選ばれた地域会長（AP）が運営に当たる。

エルマー・クロウ賞 ＝ Elmer Crowe Award
　　任期年度中に特に傑出した働きをした部長に与えられる国際賞。
　　任期半ばで倒れた、カナダの元理事エルマー・クロウを記念して創設された。区理事が評価基準に基づいて、候補者を地
　　域会長に推薦し、国際会長が最終決定する。

会員異動報告書
　　クラブの会員の入会（新入会、転入会、再入会）や退会（退会、転出会）、変更などの異動があった場合に会長の責任にお
　　いて、所属部の部長および部会員増強事業主査（写し：東日本区事務所）に提出する書類。

監事（区） ＝ Auditor
　　区運営に関して、区役員に適切な助言、督励を行う者。
　　区の指名委員会によって指名され、代議員会で承認されて 2年間の任に就く。行政監事 1名、財政監事 1名が選任され、
　　それぞれの分野での監査を行い、他方の分野も副担当として実施する。

キリスト教精神 ＝ Christian Spirit
　　イエス・キリストが全生涯をもって示した博愛、奉仕、自己犠牲の精神。
　　国際憲法のガイドライン 201 には、「イエス・キリストの教えは、ワイズメン全体の意志決定のための、クラブならびに
　　国際協会の運営のための、さらにワイズメン個人の日々の生活のための、ガイドライン（指針）となるものである。」と定
　　められている。

　　国際協会、各地域ではキリスト教精神を広めるため、キリスト教強調 (Christian Emphasis: CE) 事業主任が選任され、キ
　　リスト教精神の維持、拡大を担っている。

ギャベル ＝ Gavel
　　点鐘を行うとき、鐘をたたく木槌。

休会
　　病気や一定期間の仕事の都合等の正当な理由で、長期にわたり、クラブの例会や諸活動に出席できない者は、クラブ会長
　　が申請し、理事の承認を得て、最長 3年間、休会とすることができる。ただし、病気の快復等で再び例会等に出席できる
　　ようになった場合に復帰する意思がある者に限る。休会は、退会と同じ扱いであるが、ロースターに氏名が掲載され、また、
　　復帰の際の入会金が免除される。東日本区独自の制度。

協力関係の原則 ＝ Principles of Partnership
　　世界YMCA同盟とワイズメンズクラブ国際協会がより良きパートナーとなるべく、両者の協力関係の原則が 1981 年に締
　　結された。各地域、各区等のレベルでも同様の締結が進んでいる。

区＝ Region
　　地域（エリア）を構成する区分。東日本区は、アジア太平洋地域の構成員。
　　区の目的は、「区内の各クラブが国際憲法の精神に基づき、敬愛の念を持って交わり、国際協会の綱領と目的を達成し、さ
　　らにこの運動を広く区内に拡張するために相互に協力すること」（東日本区定款第 2条第 3項）を進めることである。

区事務所 ＝ Regional Office
　　区の運営に関する事務を処理する事務所。
　　区事務所は、区書記、会計等の理事スタッフと協力し、区運営のサポートを行う。事務所運営のために事務所所長等の職
　　員を置く。東日本区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置かれている。

区事業主任 ＝ Regional Service Director（RSD）
　　区理事のスタッフとして、事業ごとに置かれる区役員。
　　国際、地域の事業主任の指導のもと、理事の意向を受けて、当該事業活動の計画立案、実施の責任を持ち、各部の事業主
　　査をリードし、その事業活動を支援する。また、活動状況、成果を区内および地域、国際へ報告する。

区大会 ＝ Regional Convention
　　毎年各区で開催される大会。
　　東日本区は、原則として 6月の第 1土日に区理事が主宰し、開催する。大会は、クラブおよび会員が情報を交換し、互い
　　に啓発し、共に運動を担う者としての連帯、協力関係、親睦を深めることを目的とする。区大会は、立候補によって選ば
　　れたホストクラブが実行委員会（ホストコミッティー）を組織し、理事の指導のもと準備、運営、実施に当たる。

区担当主事（東日本区） ＝ YMCA Liaison Secretary to Japan East Region
　　YMCAとワイズメンズクラブの区レベルでの連携を行う日本YMCA同盟主事。
　　日本YMCA同盟総主事が同盟主事の中から任命する。東日本区役員会を始め、種々の会合、区大会等に出席し、YMCA　
　　とワイズメンズクラブとの関係が円滑に推進されるように努める。

区報、部報 ＝ Regional Bulletin、District Bulletin
　　区、部の公式の会報で、メンバーに対する情報提供、活動の記録等を目的として発行、配布される。東日本区においては
　　東日本区定款施行細則で年 2回以上の発行が定められおり、各部においては部則等の規定に則って発行される。

区役員 ＝ Regional Officers
　　区役員会を構成する役員。
　　理事、次期理事、直前理事、区書記、区会計、部長、区事業主任が区役員である。
　　区役員会には、監事、委員会委員長、専任委員、事務所職員等も列席する。

クラブ ＝ Club
　　ワイズメンズクラブ運動を構成する最小単位でかつ運動の基盤となる組織。クラブは、最低 3名の会員から成り、新たに
　　クラブを設立する際は、5名以上の会員が必要である。

クラブ担当主事 ＝ Related Secretary
　　YMCAとクラブとの連携を行うYMCAの主事。

　　投票権があるのは、グッドスタンディングクラブ（「グッドスタンディング」の項を参照）でかつ直近 3半期の会員数が　
　　15名以上のクラブである。ただし、会員数の基準を満たしていない場合、直近 3半期の会員数が 5名以上で、12月 31　
　　日現在でチャーター後 25年を経過しているクラブは、区理事からの国際本部への申請によって投票権を得ることができる。
　　投票は、各クラブを代表する者（クラブ会長または事前に登録したその他のクラブメンバー）が国際協会のウェブサイト
　　を通じて実施する。

国際本部 ＝ International Headquarters（IHQ）
　　国際協会事務局、国際書記局ともいう。国際書記長以下有給スタッフが、全世界の役員、委員、区理事、クラブ会長など
　　への事務連絡や実務を行っている。事務所は、スイス・ジュネーブに置かれている。サテライトオフィスがチェンマイ（タ
　　イ）に置かれている。

国際聖句
　　ワイズメンズクラブ会員の精神的基盤をなすもので、新約聖書 “ヨハネによる福音書第 17章 21 節”。

国際大会 ＝ International Convention（IC）
　　2年ごとに開催される国際協会レベルの大会。
　　全世界のワイズメンズクラブ会員が一堂に会し、式典、研修、親睦等のプログラムが展開される。開催地（ホスト区）は、
　　立候補制で国際大会委員会（ICC）の下に、ホスト区内に大会実行委員会（HCC=ホストコンベンションコミッティ）が
　　組織され、大会全般の準備と実行に当たる。

国際連合・経済社会理事会・特殊諮問資格＝
　　Special Consultative Status with the Economic and Social Council of the United Nations
　　2006 年にワイズメンズクラブ国際協会が取得した、国際連合・経済社会理事会が認めるNGO（非政府組織）の資格のひ
　　とつ。特定の分野において、国際連合が採択した行動計画、プログラムおよび宣言を実施、推進する。国際連合およびそ
　　の補助機関の特定の会合への出席、検討事項に関する意見を述べることができる。

コメット＝ Y'slings
　　日本でのワイズメンズクラブ会員の子弟の呼称。国際での呼称は、ワイズリングズ。

ゴールデンブック ＝ Golden Book
　　エンダウメントファンドへの献辞、寄付者名が記録される台帳。
　　革表紙の製本で永久保存される。東日本区の「東日本区ワイズ基金」（JEF）の「奉仕帳」に当たる。

出席率 ＝ The Percentage of Member's Attendance
　　クラブ会員の例会出席率。（東日本区定款施行細則第 11 条参照）

常任役員（会） ＝ Regional Executive Officers
　　区の理事、次期理事、直前理事、書記、会計。
　　この 5者で常任役員会を構成する。常任役員会は、日常必要な決済事項を合議によって処理する。

主題 ＝ Theme
　　国際会長、アジア太平洋地域会長、区理事、部長、クラブ会長が掲げる中心テーマで、それぞれの任期年度に使用する。

スローガン = Slogan
　　主題を展開、補足する副題。サブテーマ（Sub-Theme）とも言う。

スポンサークラブ＝ Sponsor Club
　　新クラブ設立のイニシアティブをとるクラブ。設立、チャーター後も、新クラブを支援する。

スマイル＝ Smile
　　クラブ活動資金、基金作りのための自由献金。
　　例会で、会員が最近身近に起きた嬉しいことなどを記念して献金する。クラブによっては「ニコニコ」、「ドライブ」、「ロバ」
　　などとも呼んでいる。

世界YMCA同盟＝ World Alliance of YMCAs
　　世界各国のYMCAの協力と運動推進を図るための連合体。本部はスイス・ジュネーブにある。略称は、WAY。
　　World YMCAと称することもある。

　　クラブが支援する都市YMCAの総主事が任命する。クラブ会員としてクラブに加わり、連絡役のみならずクラブ活動にも
　　参加する。

グッドスタンディング ＝ Good standing
　　直近 3半期の会費（国際会費、地域会費、区会費）を支払ったクラブを国際協会ではグッドスタンディング（良好な状態
　　のクラブ）クラブと呼ぶ。会員数には無関係である。

ゲスト ＝ Guest
　　例会などでワイズ関係 ( ワイズメン、ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバー ) 以外の知人、友人、ゲス
　　トスピーカー、入会候補者としての参加者などをゲストと呼ぶ。

広義会員 ＝ Members-at-large
　　クラブ会員の内、常に例会その他の会合に出席することが不可能な者は、クラブ会長が理事に届け出て、理事の承認を受
　　けると広義会員となることができる東日本区の制度。広義会員は、例会出席義務を免かれる。
　　国際協会の広義会員は、ワイズの無い地域に住む者が、特定のクラブではなく区に所属する制度であり、東日本区の制度
　　とは別の制度である。

広報 ＝ Public Relations（PR）
　　「組織以外の多くの人に広く情報を伝える」（Public Information）と「人のつながりを強める」（Public Relations）こと。
　　ワイズ内外にタイムリーに情報発信し、ワイズ活動の活性化、社会的認知度の向上に資する。

功労会員 ＝ Senior Service Member
　　クラブのために長年尽くして来た会員が、クラブの決議により理事に届け出て功労会員となる。例会出席義務を免除される。

国際会長 ＝ International President（IP）
　　ワイズメンズクラブ国際組織の最高責任者。国際議会の議長を務める。
　　推薦制で任期は 1年。就任の 2年前に投票権を持つ全世界のクラブ会長の投票で選ばれ、次の 1年、次期国際会長となる。
　　国際会長の取り組みとして最も強調したいことを「国際会長主題」として掲げる。

国際議会 ＝ International Council（IC）
　　ワイズメンズクラブ国際協会の立法機関。
　　国際憲法の改訂を始め、国際協会の予算の決定、諸事業、規定の新設 /改廃、国際大会開催地の決定など、国際ワイズ活
　　動のすべての重要案件を審議する。各地域から会員人数割りで選出される 15名の（国際）議員によって構成される。毎年
　　7月または 8月に国際議会が開かれ、1月または 2月に年央会議（ミッドイヤーミーティング）が開かれる。

国際議員 ＝ International Council Members（ICM）
　　国際議会構成員。世界の全 8地域から会員数に応じてドント方式で選出される 13名の国際議員と輪番で 2地域から選出
　　される 2名の青年議員（26歳から 39歳）議員の合計 15名からなる。何れも当該地域の各クラブからの投票で選出される。
　　任期は 2年で再選は認められていない。

（ワイズメンズクラブ）国際協会 ＝ The International Association of Y’ s Men’ s Clubs / Y’ s Men International
　　世界のワイズメンズクラブを構成員として設立されている国際組織。
　　国際協会の立法機関は、国際議会、行政機関は、執行役員会と各地域会長である。

国際憲法 ＝ International Constitution
　　ワイズメンズクラブの活動基盤を定めたもの。
　　東日本区定款の綱領や目的も国際憲法に基づいて定められている。国際協会の標語（Motto）「強い義務感を持とう　義務
　　はすべての権利に伴う」も、この中に明記されている。

国際執行役員（会） ＝ International Executive Officers（IEO）
　　国際会長、次期国際会長、直前国際会長、国際会計を国際執行役員と呼び、4者で国際執行役員会を構成する。国際執行
　　役員会には、有給スタッフである国際書記長も陪席し、日常必要な決済事項を合議によって処理する。東日本区の常任役
　　員（会）に当たる。

国際投票 = International Voting
　　毎年通常、12月から 1月にかけて、次々期国際会長、次期国際会計（3年に 1度）、地域選出国際議会議員の選出および
　　国際憲法の改訂（改訂事項がある場合）についての国際投票が行われる。

設立総会
　　新クラブの発足に際し、新クラブメンバーによりクラブ名称、会則、事業方針、予算などを決議し、また、申請書類への
　　署名を行う会合。日本のワイズメンズクラブ独特のもの。
　　設立総会を終えると、クラブとしての活動が始まるが、チャーターナイトまでは、「ワイズメンズクラブ」として公式には
　　認められていないため、その間は「（仮）○○ワイズメンズクラブ」等と称することが通例となっている。

戦略 2032 = Strategy 2032　
　　創立 100 周年を機に、2022 年に制定されたワイズズメンズクラブ国際協会（YMI）の中長期計画。YMI が 2032 年には
　　どのような組織になっているかの目標およびそのための戦略をまとめたもの。YMIは、公平で持続可能な世界を築くために、
　　互いに刺激し合い、協力し合って、親睦と地域社会への影響力において卓越した組織となること、健康、環境、教育に重
　　点を置いて奉仕活動を行っていくこと等が謳われている。
　　2016 年に制定された「2022 年とその先に向けて」（Towards2022 & Beyond」）および 2019 年に制定された「チャレン
　　ジ 22」（Challenge 22）の後継計画である。

代議員＝ Regional Council Members
　　東日本区のクラブ会長、部長および部の会員人数割りによって選出された会員。任期は、7月 1日から 1年。ただし、再
　　任を妨げない。議長は、直前部長の互選で選任される。
　　東日本区の立法機関である代議員会の構成員である。年次代議員会は、通常東日本区大会に合わせて開催される。部人数
　　割代議員は部内会員数 100 名につき 1名（100 名未満の場合は 1名）の割合で選出する。内 1名は、直前部長。

チャーター＝ Charter
　　新設クラブに対して国際協会が加盟を認証すること、または加盟認証状。加盟認証状に記載されている「Charter 　　　
　　Presentation Date」が公式のチャーター年月日である。

チャーターメンバー＝ Charter Member
　　新クラブ発足時の設立会員。国際協会加盟手続きの際、申請書に署名した会員。

チャーターナイト＝ Charter Presentation Ceremony
　　国際協会加盟認証を受ける新クラブが、近隣クラブおよび地域社会に披露する会。
　　本来は晩餐会なので通称 “チャーターナイト” という。この会では国際協会加盟認証状の伝達式、チャーターバッジ着装、
　　メンバー紹介などが行われる。

地域事務所 ＝ Area Office
　　地域の運営を円滑に進めるための事務所。
　　専任スタッフを置き、地域会長指導のもと、各区ヘの事務連絡、事務処理等を行う。アジア太平洋地域は、香港に地域事
　　務所を置いている。

点鐘
　　クラブ例会、区役員会等の公式会合の時に、開会宣言 /閉会宣言を行う主宰者が厳粛にギャベル（木槌）で鐘を打ち鳴ら
　　すこと。

トロイカ ＝ Troika
　　組織の各レベルで、トップをその前任者と後任者が支え、また、組織運営の継続性を確保する体制。ロシア語の 3頭立て
　　の馬橇が語源。
　　区は理事、次期理事、直前理事、部は部長、次期部長、直前部長、クラブは会長、次期会長、直前会長からなる。

ドライバー ＝ Driver
　　ワイズ運動、特に例会の推進役。クラブによってはマーシャル、クラブサービスと呼んでいる。直訳は“強く動機づける人”、
　　“運動推進役”。献金を促したり例会を盛り上げたりする役割を担う。

西日本区 ＝ Japan West Region
　　富山県、岐阜県、愛知県以西（沖縄県を除く）を領域とする区。1997 年に旧日本区の分割によって、東日本区と同時に誕
　　生した。

日本YMCA同盟 ＝ The National Council of YMCAs of Japan
　　日本のYMCA運動の推進、都市YMCAと学生YMCAへの支援、調整、助言活動を行う組織。事務所を東京都新宿区四
　　　　谷本塩町 2-11 に置く。1903 年に設立され、世界YMCA同盟とアジア・太平洋YMCA同盟に加盟し、世界YMCA

　　同盟を始め海外YMCAとの連絡を担う。全国のスタッフの国内研修、主事養成と認証、ワイズメンズクラブとの連携、調
　　整、御殿場にある研修施設、国際青少年センターYMCA東山荘の運営も行っている。

バナー ＝ Banner
　　クラブ、部、区の旗。クラブ例会、部大会、区大会など公式会合時に掲げる。

バランタイン賞 ＝ Harry M. Ballantyne Award of Merit 
　　国際協会の発展に貢献したメンバーに対して、毎年、国際協会が授賞する賞。1922 年の国際協会設立時から担当主事とし
　　て活躍した、Harry M. Ballantyne カナダ YMCA主事を記念して 1957 年に創設された。正式名称は、ハリー・M・バラ
　　ンタイン賞。
　　これまでの日本人受賞者は、次の各氏。（　　）内は受賞年：奈良傳（1966）、鈴木謙介（1982）、竹内敏朗（1987）、田
　　中真（1995）、三井万壽雄（2002）、今村一之（2006）、奈良信（2010）、藤井寛敏（2018）

半年報 ＝ Semiannual Report
　　クラブが会員の入 /退会による変化を東日本区へ提出（クラブ→部長→会員増強事業主任）する報告書。
　　7月 1日付と 1月 1日付の年 2回一定の書式で報告する。7月 1日付人数が国際会費、アジア太平洋地域会費、区費算定
　　の基礎となる。

東日本区 ＝ Japan East Region
　　世界に 44ある区（2022 年 7月現在）（行政単位）のひとつ。
　　新潟県、長野県、静岡県以東と沖縄県を領域とする。1997 年 7月に旧日本区を東西に分けた形で、東日本区、西日本区と
　　して誕生した。その活動は、東日本区定款に基づき、区理事がこれを統括する。区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置
　　かれている。

東日本区ウェブサイト
　　ワイズメンズクラブ、東日本区の紹介、区内のニュース、クラブ案内、区報、各種マニュアル、書式等が掲載されている
　　東日本区の公式ウェブサイト。URL は、https://www.ys-east.or.jp/
　　＜参考＞　国際協会ウェブサイト：https://www.ysmen.org/
　　　　　　　アジア太平洋地域ウェブサイト：http://www.ysmenap.org/
　　　　　　　西日本区ウェブサイト：http://www.ys-west.or.jp/

東日本区定款 ＝ Regional Constitution of Japan East Region
　　ワイズメンズクラブ国際協会の憲法に基づき、東日本区のモットー、綱領、目的、組織、運営の基本などを定めたもの。

東日本区奈良傳賞＝ Japan East Region Tsutae Nara Memorial Award
　　ワイズダム発展に尽力し、その功績が認められた会員に与えられる賞。
　　日本のワイズ運動の創始者である奈良傳氏の偉業を記念して制定された賞で、長年ワイズダム発展に尽力し、その功績が
　　認められ、奈良傳賞受賞者選考委員会の議を経て選ばれた会員が、東日本区大会で表彰される。

東日本区メーリングリスト
　　年度毎に、「全クラブ会長」、「全部長」、「各部別の部役員」、「各事業別の事業主査」等、東日本区内の各役職者別に作成さ
　　れる公式のメーリングリスト。例えば、全クラブ会長のメーリングリストは、kaicho@ys-east.or.jp。
　　当該メーリングに登録されているメンバーのみが、そのメーリングリストを用いて受発信できる。

ビジター ＝ Visitor
　　他クラブからの例会等への来訪者。ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバーも含む。

ヒストリアン（国際） ＝ Historian
　　全世界のワイズ関係の公式文書を入手保管し、歴史的資料として整備する役職者。
　　国際文献保存委員ともいう。区報、クラブチャーター資料、区大会開催資料など、使用言語の如何を問わず、ヒストリア
　　ンへ送付する。

ヒストリアン（東日本区）＝ Historian
　　東日本区のワイズ活動の歴史をまとめる役職者。
　　東日本区の歴史的事項を正確に記録するために、区報、区役員会資料、区大会資料、加盟認証状の写し、クラブ記念誌等
　　の文献を収集、整理、保存する。部ヒストリアンを設置している部もある。

ヒールザワールド ＝ Heal the World
　　国際協会が 2020-21 年度に開始した統一国際プロジェクト（「UGP」の項を参照）で、新型コロナウイルス後の世界を癒
　　すために、より強い国際的な関与と組織的な連携、連帯を構築して我々のボランティアの力をより発揮することを目的と
　　している。主な活動内容は、災害時等の救援物資の提供 /ボランティア支援、医療 /健康プログラム、専門家のネットワー
　　ク構築など。プロジェクトの資金を賄うために、TOF献金の増額が望まれている。

フィラテリスト ＝ Philatelist
　　直訳すると「切手収集家」。ワイズにおいては、BF献金の使用済切手の拠出を推進することおよび使用済切手を換金する
　　業者との窓口の役割を担う。各エリアではこの業務を担当する事業主任が任命されている。

Motto ＝ 標語（国際）
　　ワイズメンズクラブの基本的な行動目標を表す言葉。
　　国際標語は “To acknowledge the duty that accompanies every right”（強い義務感をもとう　義務はすべての権利に伴
　　う）である。

部 ＝ District
　　ワイズ運動を協力して進めるために区内の 2つ以上のクラブで構成された組織体。
　　東日本区には 7つの部（2022 年 7月 1日現在）がある。部は、区役員会、代議員会の承認を得て設置が認められる。

部事業主査 ＝ District Service Director（DSD）
　　部長のスタッフとして事業ごとに置かれる部役員。
　　部の事業活動の活発化に努め、クラブとの連絡を図ると共に、区事業主任との連絡を密にする。部長および区事業主任へ
　　部事業活動報告書を送る。

部大会 ＝ District Convention
　　部内各クラブ相互の情報交換および親睦のため、部長の主宰により年 1回以上開催される部の大会。2018-19 年度の東日
　　本区定款改訂により、これまでの「部会」から「部大会」に名称が変更された。正式な表記は、「XX部部大会」（「XX部大会」
　　ではなく）。

部長 ＝ District Governor
　　部の最高責任者。
　　あらゆる機会をとらえ部内クラブを指導するとともに、区にあっては代議員、区役員、「区役員候補者指名委員会」の委員
　　であり、部にあっては通常年 1回の部大会を主宰し、部の方針および運営等を協議し決定する数回の評議会を開催し、また、
　　属するクラブ会員全員の研修と交流を図る。任期内に部内クラブを 1回以上「公式訪問」し、部内諸活動の推進に努める。

部評議会 ＝ District Council
　　部の運営を協議、決議する機関。構成員は、それぞれの部則の定めによる。

物品 ＝ Supplies
　　ワイズ活動に用いる備品（万国旗など）、小道具（シールなど）、バッジ等の総称。
　　これらを製作 /供給する活動、事業者もいう。

ブリテン ＝ Bulletin
　　クラブとしての機関紙。クラブメンバーおよび他クラブ、区 /部役員等への連絡 /案内、入会候補者への PR、クラブの記
　　録としての役目を持つ。
　　毎月発行し、その月の例会プログラム、在籍者数、前月の例会出席者、出席率、BF成績、活動報告、活動計画、会員消息
　　などを掲載する。

文献 ＝ Documentation
　　ワイズメンズクラブ活動の指針となる規約集、手引き書その他参考文献。
　　文献作成 /精査等の実働組織として、東日本区では文献・組織検討委員会が設けられており、その委員は、区理事が任命する。

ブースター賞 ＝ Booster Award
　　会員増強の功績に対して国際協会から授与される賞。前年 2月 1日から当年 1月 31 日までの 1年間に、3名以上の新入
　　会員を紹介した個人および 6名以上の会員純増を果たしたクラブが表彰される。

ファミリーファスト＝ Family Fast
　　TOFを家庭内や、知人、友人に呼びかけて行う献金。東日本区ではHIV/AIDS 啓発活動の資金に用いられている。

ポータルバズ ＝ Portalbuzz
　　国際協会の会員データベース。クラブ毎に会長名、メンバーの氏名、メールアドレス等が登録され、国際協会会費は、こ
　　のデータに基づいて国際本部から東日本区に請求され、また登録されたメールアドレスへの一斉メールも送られる。

ホストクラブ ＝ Host Club
　　区大会、部大会その他の会合を実質的に準備するクラブ。STEPの学生やBF代表の受け入れに際して用いられることもある。

ポール・ウイリアム・アレキサンダー ＝ Paul William Alexander
　　初のワイズメンズクラブである米国オハイオ州トレドのクラブ（1920 年設立）の設立メンバーであり、ワイズメンズクラ
　　ブ国際協会（1922 年設立）の創設者、初代会長、名誉会長。国際標語（モットー）、入会式式辞、役員就任式式辞、ワイ
　　ズソングの歌詞は、彼の作である。彼の誕生日である 12月 8日は、「祈りの輪」の日として記念されており、また、彼の
　　名は、ASF（Alexander Scholarship Fund）の名称、EF献金者の称号（Paul William Alexander Fellow）等に用いられ
　　ている。生 1888- 没 1967。

ポール・ウイリアム・アレキサンダー遺産計画＝ Paul William Alexander Legacy Initiative
　　2022 年の国際協会創立 100 周年をターゲットとして、創設者を顕彰し、また、国際協会の発展を図るプロジェクトを実
　　施している。例えば、ワイズメンズクラブ発祥の地の米国・オハイオ州トレドにポール・ウイリアム・アレキサンダーの
　　墓碑の設置、国際協会の記録文書のデジタル化、新しい国際奉仕プロジェクトの開設など。プロジェクトに必要な資金を、
　　ポール・ウイリアム・アレキサンダー遺産基金として、2019-20 年度から 3年間、世界のワイズメンズクラブ会員から　
　　100 万米ドルの献金を募った。

メーキャップ＝ Make-Up
　　自クラブの本例会を欠席した会員が、特定の他のワイズメンズクラブ、YMCAの集まりに参加することで出席扱いとする
　　こと。東日本区定款施行細則第 11条参照。

メネット＝ Menettes
　　ワイズメネット（Y's Mennettes）の略で、男性会員のパートナー。女性会員のパートナーの呼称は、未定。国際的には　
　　Y’ s Mennettes の語が用いられ、Menettes は、用いられていない。

（ワイズ）メネット会＝ Y's Menettes Clubs
　　ワイズメネット会の略で、ワイズメネットたちが、ワイズ活動を支援するための組織体。
　　女性会員も、この会に参画することができる。区全体の運営は、「東日本区ワイズメネット委員会」が行っている。

（ワイズ）メネット活動＝ Y's Menettes Activities
　　ワイズメネットによるワイズメンズクラブ支援事業とワイズメネット独自の活動の総称。
　　各ワイズメネット会、部、区レベルであるいは国際レベルで、ワイズメネットが取り組む活動を総称して、（ワイズ）メネッ
　　ト活動という。

メネットソング＝ Menettes Song
　　ワイズメネットの会合で歌われる公式歌で、題名は「メネットのねがい」。1984 年 6月公募により制定。今井利子作詞、　
　　宮村治作曲による。

ユースコンボケーション＝ Youth Convocation
　　国際大会、地域大会と同時に開催される国際規模のユースの集い。国際ユースコンボケーションは、IYC、地域ユースコ
　　ンボケーションは、AYCと呼ばれる。

ユースボランティア・リーダーズフォーラム＝ Youth Volunteer Leaders Forum（YVLF）
　　東日本区内都市YMCAのユースボランティアリーダーを対象に、東日本区が主催するトレーニングのプログラム。

ユースリプリゼンタティブ＝ Youth Representative
　　ユースの代表者。国際協会レベルの IYR（International Youth Representative）および地域レベルのAYR（Area Youth 
　　Representative）、区レベルのRYR（Regional Youth Representative）がある。IYRと AYRは、2年に 1度の選挙で選
　　出され、RYRは、理事の指名によって選任される。

YMI ワールド ＝ YMI World
　　国際協会が年数回刊行する機関紙。
　　国際協会から委嘱された編集長、編集者、印刷者、発送者が担当している。日本では東西合同の翻訳・通訳委員会が日本
　　語版を製作している。

ワイズリー ＝ Y'sly
　　通信文の末尾に、Sincerely 等と同様に用いられる、ワイズの友情を表す語。
　　「ワイズ流に（互いに奉仕の構神で）」という意味の修飾語としても用いられる。

ワイズリングズ ＝ Y'slings
　　ワイズメンズクラブ会員の子女。「コメット」は、日本独自の呼び方

ランチョンバッジ＝ Luncheon Badge
　　丸型、直径約 9センチのプラスチック製の名札。自クラブの例会、自クラブが主催 /ホストする会合の際に装着する。入
　　会時の入会キットに含まれている。

4 つのＩ
　　ワイズメンズクラブの各組織の役員として必要とされる 4つの資質の英語の頭文字。国際協会が定める「役員就任式式文」
　　に示されている。Idealism（理想主義者であること）、Interest（関心を持つこと）、Initiative（率先すること）、Industry（労
　　をいとわぬこと）。

理事＝ Regional Director（RD）
　　区を代表する最高責任者。国際協会においては、区を代表する地域議会の議員。
　　区内では、国際協会を代表する役割を担い、区大会を主宰し、区代議員会の招集者および区役員会の招集者となる。

例会＝ Regular meeting/Monthly meeting
　　クラブが、毎月定められた日時、会場で開催する定例会。
　　クラブ会員が集い、ゲスト、ビジターを招き、卓話等のプログラムを行う例会を『本例会』、クラブ会員を中心に集い、ク
　　ラブ運営に関わることを協議する例会（役員会）を『第 2例会』という。毎月 2回の『本例会』を開催している場合は『第
　　1本例会』『第 2本例会』という。

ロースター ＝ Roster
　　会員名簿のこと。東日本区では、毎年度、「ハンドブック&ロースター」として発行している。

ロールバックマラリア ＝ Roll Back Malaria（RBM）
　　1988 年にWHO、UNICEF、UNDP（国連開発計画）、世界銀行等が始めた世界的規模のマラリア撲滅キャンペーン。正
　　式名称は、「ロールバックマラリア・パートナーシップ」であったが、現在は「マラリア終結のためのRBMパートナーシッ
　　プ」に名称変更されている。ワイズメンズクラブ国際協会は、世界YMCA同盟、グローバルファンド、英国の FCDO（外
　　務・英連邦・開発省）と提携 /協働してこれに取り組んでおり、国際献金の献金種目のひとつとして取り組みへの資金作
　　りを行っている。

ワイズソング ＝ Y's Men’ s Hymn
　　ワイズメンズクラブの公式歌（詳しくは「いざ立て」の項を参照）。

ワイズデー ＝ Y's Day
　　日本のワイズメンズクラブが初めて国際協会に加盟した記念日。
　　大阪ワイズメンズクラブが日本で初めて国際協会に加盟した 1928 年 11 月 10 日を記念して 11月 10 日を東・西日本区で
　　は、『ワイズデー』としている。

ワイズドットコム
　　東・西日本区の会員間の連絡、案内、情報 /意見交換のためのメーリングリスト。ワイズドットコムのメーリングリスト
　　に登録されているメンバーのみが受発信できる。東・西日本区の会員は、東日本区 IT アドバイザーへの申請により登録で
　　きる。なお、東日本区では全てのクラブ会長、区 /部役員が自動登録されている。メーリングリストへの投稿時のアドレ
　　スは、　　　　
　　yscom@mld.nifty.com

ワイズの信条
　　別名「五つの誓い」とも言われている。1999 年に承認され、東日本区では、多くのクラブが例会で唱和している。

ワイズメン ＝ Y's Men
　　ワイズメンズクラブ会員男女の呼称。「YMCAの人」の意味。ワイズメンズクラブ会員のパートナーをワイズメネットと
　　いう。

ワイズユースクラブ ＝ Y's Youth Club
　　ワイズメンズクラブと協調、協力する、国際協会が正式に認める 15-30 歳の青年による活動組織。東日本区では、2007　
　　年 1月に『ワイズユースクラブ横浜－Y３』が、国際協会公認ワイズユースクラブ第 1号として誕生した。

ワイズダム ＝ Y'sdom
　　ワイズ運動の共同世界、ワイズ運動の全体的な広がりといった意味で用いられることば。



STEP ＝ Short Term Youth Exchange Program
　　ユース海外短期交流プログラム。
　　3～ 11 週間の短期海外訪問制度。18～ 25 歳のワイズの子弟（または、3年以上、ワイズメンズクラブ、ワイズユースク
　　ラブ、YMCAの何れかの会員経験を有する者）が応募対象者。海外のワイズ家庭に滞在し、現地のユースとの交流や異文
　　化を体験する。
　　応募は、希望派遣期間の半年以上前に、クラブを通じて、ユース事業主任へ申請書類を提出する。

TOF ＝ Time of Fast
　　タイム・オブ・ファスト（Time of Fast：断食の時）の略称で、「ティー・オー・エフ」と発音する。クラブ例会での食事
　　を抜き、その金額相当分を国際協会に献金する。
　　献金は、世界中のYMCA、ワイズメンズクラブから募集して国際協会が選定する、SDGs に関連する発展途上国を主たる
　　対象とする地域支援プロジェクトに用いられる。
　　国際協会、東日本区では 2月を強調月間とし、クラブ例会だけではなく、2月に開催される、区、部の会合でも食事を抜
　　いたり、簡素なものにしたりしてその分を献金するよう努めている。

TC ＝ Travel Coordinator
　　来訪する BF代表の旅行日程を立案し、旅行中の世話や受け入れ /調整を行う専任委員。

UGP ＝ Unified Global Project（統一国際プロジェクト）
　　ワイズメンズクラブの認識度のアップを願って、始められた国際レベルの統一事業で、2005 年度からはHIV/ AIDS 関連
　　事業を展開した。国際協会での取り組みが終わった 2010 年度以降も東日本区では継続して取り組んでいる。2020/21 年
　　度からは、Heal the World（世界を癒そう）が統一事業に選定されている。

Week4Waste = Week for Waste (「ゴミのための週」)
　　国際協会によって 2020-21 年度に開始された、ワイズメンズクラブと地域社会を結びつけ、よりクリーンな地球を目指し
　　て統一的に行動するCS事業のキャンペーン。活動の多くは、毎年 4月 22 日のアースデイ（地球の日）のある 4月と、世
　　界最大の市民運動のひとつであるワールドクリーンアップデイ（毎年 9月中旬）に合わせて行われる。

YEEP ＝ Youth Educational Exchange Program
　　ワイズメンズクラブ会員の子弟の高校留学生交換事業。
　　2020-21 年度に廃止された。

YES ＝ Y's Extension Support
　　新クラブ設立の活動を支援するためのアジア太平洋地域の基金。各区から地域に拠出された献金は、地域内の各クラブの
　　設立支援資金および地域レベルのエクステンション活動に用いられる。

YIA ＝ Youth Involvement and Activities
　　若者のワイズメンズクラブ活動への参画、活動。
　　ワイズメンズクラブが行う様々な行事に、多くの若者達を巻き込む活動の奨励、ワイズユースクラブの育成、ユースコン
　　ボケーションの実施等を行う。

Y３ ＝ ワイスリー
　　ワイズメンズクラブの活動に共感する高校生以上の若者によるユースクラブ。YMCA、Y's Men、Youth の 3つの Yを表
　　している東・西日本区だけの組織である。2021-2022 年度現在、「Y３宇都宮」が活動を行っている。

YMCA ＝ Young Men's Christian Association
　　ワイズメンズクラブが支援、奉仕の対象としている社会教育団体。世界 120か国・地域に 6,500 万人（2021-2022 年度現在）
　　の会員を持つ世界最古、最大のNGOと言われている。
　　1844 年ロンドンでジョージ・ウィリアムズら青年によって創設され、全世界に広がり、世界YMCA同盟を結成している。
　　青少年の育成を運動の中心とするが、社会の必要に応えて、平和活動、地域社会支援、社会的弱者救済等にも取り組んでいる。

YMCAサービス ＝ YMCA Service
　　YMCAに対する奉仕を立案、実行するワイズメンズクラブの事業。
　　東日本区事業の中のひとつであり、YMCA指導者育成のための財的支援を目的とするASF（アレキサンダー奨学基金）も
　　YMCAサービス事業のひとつである。クラブは、区のサービス事業とともに、各クラブの関係YMCAへの奉仕と協力を
　　推進する。

　　Eは、クラブ拡張（新クラブ設立）、MCは、会員の維持（啓発、退会防止）と増強（新会員獲得）の意。

EF ＝ Endowment Fund（エンダウメントファンド）
　　国際協会の財政的な安定およびワイズダム発展のための基金。
　　個人 /クラブが特定の人を記念して献辞とともに 120 スイスフラン以上の寄付を行うか、個人 /クラブとして寄付のみを
　　行うかの 2種類がある。前者は、国際本部に永久保管されている「ゴールデンブック」に献辞が記載される。後者は、一
　　定金額以上の寄付を行った場合、献金額に応じて以下の称号が与えられ、「ゴールデンブック」に氏名が記載される。
　　50スイスフラン以上の献金（個人）：エンダウメントフレンド
　　120 スイスフラン以上の献金（個人）：ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　2回目の 120 スイスフラン以上の献金（個人）：ダブル・ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　1,000 スイスフラン以上の献金（個人）：オナーロール
　　1,000 スイスフラン以上の献金（クラブ）：オナーロールクラブ

IT アドバイザー＝ Information Technology Advisor
　　情報技術アドバイザー。
　　東日本区では「情報技術」に関して専門的なアドバイスを担当し、区のウェブサイトや区内のメーリングシステムの構築、
　　維持など IT に関するサポートを行っている。

IBC ＝ International Brother Clubs
　　国際兄弟クラブ。
　　クラブが外国のクラブと兄弟クラブ締結を行い、永続的な交流を続けること。また、その相手クラブのことも指す。新た
　　に IBC関係を結ぼうとするクラブ同士は、十分な事前準備を行った上で、締結書を交わす。
　　締結は、IBC国際事業主任が締結書にサインすることにより正式に認められる。

IBC トライアングル＝ International Brother Clubs Triangle
　　3クラブが相互に IBCを締結すること。

IBC クワドラングル＝ International Brother Clubs Quadrangle
　　4クラブが相互に IBCを締結すること。

ID ＝ International Director（ワイズメネット国際主任）
　　国際協会におけるワイズメネットの代表者。

iGo = Internships for Global Outreach（アイゴー：「世界に手を伸ばすためのインターン制度」）
　　青年の成長を目的として、YMCAやワイズメンズクラブ会員で事業を行っている者が、ユースに国際的なインターン（職
　　業体験）の場を提供するプログラム。申請時に 18歳から 29歳の者が対象。2020-21 年度に廃止されたYEEP の後継プロ
　　グラム。

JEF ＝ Japan East Y's Men's Fund
　　東日本区ワイズ基金。
　　東日本区ワイズ運動の安定的かつ継続的発展を支えるため、個人、クラブが記念すべき出来事、行事、慶弔事の折等に、　
　　基金に寄付を行う。寄付者氏名とその理由は、「奉仕帳」に記帳、永久保管される。

LT ＝ Leadership Training
　　会員のリーダーシップの開発、向上を目的に行う研修またはこれを推進する事業の名称。
　　東日本区では、LT委員会が設置され、区主催の部役員、クラブ役員の研修の企画 /実施、研修教材の整備 /提供、部主催
　　の研修会等の支援を行っている。
　　国際協会での正式名称は、LTOD (Leadership Training and Organisation Development)。

NDERF ＝ Natural Disaster Emergency Relief Fund（NDERF（自然災害緊急支援基金））
　　アジア太平洋地域において、地震、台風等の大きな自然災害が発生した際の緊急支援を行うことを目的とした基金。毎年、
　　アジア太平洋地域内の各区は、メンバーひとり当たり 2米ドルを前期の地域会費と併せて、アジア太平洋地域会計に送付
　　する。各理事からの要請に基づき、アジア太平洋地域常任役員会の決定によって支援金が支給される。

SDS ＝ Special Development Support（特別発展支援金）
　　国際協会の EF（エンダウメントファンド）の運用益の一部を原資として、各区におけるエクステンション活動等に対して、
　　その費用の一部が各区から国際本部への申請によって支給される制度。

YMCAの歌 ＝ YMCA Song
　　日本のYMCAの公式歌。ワイズの会合等でも歌われる。
　　1953 年、日本YMCA同盟が 50周年を記念して公募し、同盟主事の淵田多穂理の応募作品が入選し、津川主一が作曲した。

アジア太平洋地域 ＝ Asia Pacific Area
　　ワイズ運動の国際行政区分 8地域のひとつ。
　　2022 年 7月現在、東日本区、西日本区、台湾区、フィリピン区、南東アジア区（香港、マカオ、シンガポール、マレーシ
　　ア、タイ、ミャンマー、バングラデシュ、カンボジア、ネパール、インドネシア）、スリランカ区（スリランカ、パキスタ
　　ン）、オーストラリア区の 7区（Region）から成る。

いざ立て ＝ ONCE MORE WE STAND
　　ワイズメンズクラブ国際協会の公式歌。
　　クラブ、部、区、地域、国際など、ワイズの会合の冒頭で歌われる。英語では “Y’ s Men’ s Hymn” と呼ばれる。フィ
　　ンランドの作曲家、シベリウス（1869 ～ 1957）の交響詩「フィンランディア」の曲に、ワイズメンズクラブの創始者　
　　P・W・アレキサンダーが作詞した。原題は、ONCE MORE WE STAND である。日本では1962年に淵田多穂理が訳詞した。

「祈りの輪」の日
　　世界中のワイズメンズクラブ会員が「共に祈る時」を持つ日。
　　12月 8日は、ワイズメンズクラブの創始者 P・W・アレキサンダーの誕生日。この日を記念して世界中のワイズメンズク
　　ラブ会員が、それぞれの国の午後 8時に「共に祈る時」を持って地球上を輪でつなぐことを願うことから「祈りの輪」と言う。

ウエルネス ＝ Wellness
　　創造的健康生活を送ろうという運動。
　　人間が個人的にも社会的にも健全な生活を送るため、現代人を取り巻くストレス、運動不足、環境破壊などを意識して立
　　ち向かい、こころ、からだ、人間関係のすべてにわたって、あるべき姿を追求する。複数の都市YMCA にはウエルネスセ
　　ンターが設置され、地域に対して継続してウエルネスの普及に取り組んでいる。

エクステンション・ビヨンド・ボーダーズ ＝ Extension Beyond Borders（EBB）
　　区、国の枠組みを超えて、新クラブを設立すること。国際協会は、この取り組みを推奨している。東日本区での例として、
　　東京武蔵野多摩クラブがモンゴル・ウランバートルクラブをスポンサーとして設立したことが挙げられる。EBBを行った
　　クラブに対しては国際協会から賞（Extension Beyond Borders Award：EBBA）が授与される。

エリア ＝ Area
　　国際ワイズ運動を進める行政区分。
　　世界を地理的に 8つの地域に分割している。アフリカ、アジア太平洋、韓国、カナダ /カリブ海諸国、ヨーロッパ、インド、
　　ラテンアメリカ、米国の 8地域である。各地域は、国際議員選出の母体となり、地域行政は、その地域から選出された国
　　際議員の中から選ばれた地域会長（AP）が運営に当たる。

エルマー・クロウ賞 ＝ Elmer Crowe Award
　　任期年度中に特に傑出した働きをした部長に与えられる国際賞。
　　任期半ばで倒れた、カナダの元理事エルマー・クロウを記念して創設された。区理事が評価基準に基づいて、候補者を地
　　域会長に推薦し、国際会長が最終決定する。

会員異動報告書
　　クラブの会員の入会（新入会、転入会、再入会）や退会（退会、転出会）、変更などの異動があった場合に会長の責任にお
　　いて、所属部の部長および部会員増強事業主査（写し：東日本区事務所）に提出する書類。

監事（区） ＝ Auditor
　　区運営に関して、区役員に適切な助言、督励を行う者。
　　区の指名委員会によって指名され、代議員会で承認されて 2年間の任に就く。行政監事 1名、財政監事 1名が選任され、
　　それぞれの分野での監査を行い、他方の分野も副担当として実施する。

キリスト教精神 ＝ Christian Spirit
　　イエス・キリストが全生涯をもって示した博愛、奉仕、自己犠牲の精神。
　　国際憲法のガイドライン 201 には、「イエス・キリストの教えは、ワイズメン全体の意志決定のための、クラブならびに
　　国際協会の運営のための、さらにワイズメン個人の日々の生活のための、ガイドライン（指針）となるものである。」と定
　　められている。

　　国際協会、各地域ではキリスト教精神を広めるため、キリスト教強調 (Christian Emphasis: CE) 事業主任が選任され、キ
　　リスト教精神の維持、拡大を担っている。

ギャベル ＝ Gavel
　　点鐘を行うとき、鐘をたたく木槌。

休会
　　病気や一定期間の仕事の都合等の正当な理由で、長期にわたり、クラブの例会や諸活動に出席できない者は、クラブ会長
　　が申請し、理事の承認を得て、最長 3年間、休会とすることができる。ただし、病気の快復等で再び例会等に出席できる
　　ようになった場合に復帰する意思がある者に限る。休会は、退会と同じ扱いであるが、ロースターに氏名が掲載され、また、
　　復帰の際の入会金が免除される。東日本区独自の制度。

協力関係の原則 ＝ Principles of Partnership
　　世界YMCA同盟とワイズメンズクラブ国際協会がより良きパートナーとなるべく、両者の協力関係の原則が 1981 年に締
　　結された。各地域、各区等のレベルでも同様の締結が進んでいる。

区＝ Region
　　地域（エリア）を構成する区分。東日本区は、アジア太平洋地域の構成員。
　　区の目的は、「区内の各クラブが国際憲法の精神に基づき、敬愛の念を持って交わり、国際協会の綱領と目的を達成し、さ
　　らにこの運動を広く区内に拡張するために相互に協力すること」（東日本区定款第 2条第 3項）を進めることである。

区事務所 ＝ Regional Office
　　区の運営に関する事務を処理する事務所。
　　区事務所は、区書記、会計等の理事スタッフと協力し、区運営のサポートを行う。事務所運営のために事務所所長等の職
　　員を置く。東日本区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置かれている。

区事業主任 ＝ Regional Service Director（RSD）
　　区理事のスタッフとして、事業ごとに置かれる区役員。
　　国際、地域の事業主任の指導のもと、理事の意向を受けて、当該事業活動の計画立案、実施の責任を持ち、各部の事業主
　　査をリードし、その事業活動を支援する。また、活動状況、成果を区内および地域、国際へ報告する。

区大会 ＝ Regional Convention
　　毎年各区で開催される大会。
　　東日本区は、原則として 6月の第 1土日に区理事が主宰し、開催する。大会は、クラブおよび会員が情報を交換し、互い
　　に啓発し、共に運動を担う者としての連帯、協力関係、親睦を深めることを目的とする。区大会は、立候補によって選ば
　　れたホストクラブが実行委員会（ホストコミッティー）を組織し、理事の指導のもと準備、運営、実施に当たる。

区担当主事（東日本区） ＝ YMCA Liaison Secretary to Japan East Region
　　YMCAとワイズメンズクラブの区レベルでの連携を行う日本YMCA同盟主事。
　　日本YMCA同盟総主事が同盟主事の中から任命する。東日本区役員会を始め、種々の会合、区大会等に出席し、YMCA　
　　とワイズメンズクラブとの関係が円滑に推進されるように努める。

区報、部報 ＝ Regional Bulletin、District Bulletin
　　区、部の公式の会報で、メンバーに対する情報提供、活動の記録等を目的として発行、配布される。東日本区においては
　　東日本区定款施行細則で年 2回以上の発行が定められおり、各部においては部則等の規定に則って発行される。

区役員 ＝ Regional Officers
　　区役員会を構成する役員。
　　理事、次期理事、直前理事、区書記、区会計、部長、区事業主任が区役員である。
　　区役員会には、監事、委員会委員長、専任委員、事務所職員等も列席する。

クラブ ＝ Club
　　ワイズメンズクラブ運動を構成する最小単位でかつ運動の基盤となる組織。クラブは、最低 3名の会員から成り、新たに
　　クラブを設立する際は、5名以上の会員が必要である。

クラブ担当主事 ＝ Related Secretary
　　YMCAとクラブとの連携を行うYMCAの主事。

　　投票権があるのは、グッドスタンディングクラブ（「グッドスタンディング」の項を参照）でかつ直近 3半期の会員数が　
　　15名以上のクラブである。ただし、会員数の基準を満たしていない場合、直近 3半期の会員数が 5名以上で、12月 31　
　　日現在でチャーター後 25年を経過しているクラブは、区理事からの国際本部への申請によって投票権を得ることができる。
　　投票は、各クラブを代表する者（クラブ会長または事前に登録したその他のクラブメンバー）が国際協会のウェブサイト
　　を通じて実施する。

国際本部 ＝ International Headquarters（IHQ）
　　国際協会事務局、国際書記局ともいう。国際書記長以下有給スタッフが、全世界の役員、委員、区理事、クラブ会長など
　　への事務連絡や実務を行っている。事務所は、スイス・ジュネーブに置かれている。サテライトオフィスがチェンマイ（タ
　　イ）に置かれている。

国際聖句
　　ワイズメンズクラブ会員の精神的基盤をなすもので、新約聖書 “ヨハネによる福音書第 17章 21 節”。

国際大会 ＝ International Convention（IC）
　　2年ごとに開催される国際協会レベルの大会。
　　全世界のワイズメンズクラブ会員が一堂に会し、式典、研修、親睦等のプログラムが展開される。開催地（ホスト区）は、
　　立候補制で国際大会委員会（ICC）の下に、ホスト区内に大会実行委員会（HCC=ホストコンベンションコミッティ）が
　　組織され、大会全般の準備と実行に当たる。

国際連合・経済社会理事会・特殊諮問資格＝
　　Special Consultative Status with the Economic and Social Council of the United Nations
　　2006 年にワイズメンズクラブ国際協会が取得した、国際連合・経済社会理事会が認めるNGO（非政府組織）の資格のひ
　　とつ。特定の分野において、国際連合が採択した行動計画、プログラムおよび宣言を実施、推進する。国際連合およびそ
　　の補助機関の特定の会合への出席、検討事項に関する意見を述べることができる。

コメット＝ Y'slings
　　日本でのワイズメンズクラブ会員の子弟の呼称。国際での呼称は、ワイズリングズ。

ゴールデンブック ＝ Golden Book
　　エンダウメントファンドへの献辞、寄付者名が記録される台帳。
　　革表紙の製本で永久保存される。東日本区の「東日本区ワイズ基金」（JEF）の「奉仕帳」に当たる。

出席率 ＝ The Percentage of Member's Attendance
　　クラブ会員の例会出席率。（東日本区定款施行細則第 11 条参照）

常任役員（会） ＝ Regional Executive Officers
　　区の理事、次期理事、直前理事、書記、会計。
　　この 5者で常任役員会を構成する。常任役員会は、日常必要な決済事項を合議によって処理する。

主題 ＝ Theme
　　国際会長、アジア太平洋地域会長、区理事、部長、クラブ会長が掲げる中心テーマで、それぞれの任期年度に使用する。

スローガン = Slogan
　　主題を展開、補足する副題。サブテーマ（Sub-Theme）とも言う。

スポンサークラブ＝ Sponsor Club
　　新クラブ設立のイニシアティブをとるクラブ。設立、チャーター後も、新クラブを支援する。

スマイル＝ Smile
　　クラブ活動資金、基金作りのための自由献金。
　　例会で、会員が最近身近に起きた嬉しいことなどを記念して献金する。クラブによっては「ニコニコ」、「ドライブ」、「ロバ」
　　などとも呼んでいる。

世界YMCA同盟＝ World Alliance of YMCAs
　　世界各国のYMCAの協力と運動推進を図るための連合体。本部はスイス・ジュネーブにある。略称は、WAY。
　　World YMCAと称することもある。

　　クラブが支援する都市YMCAの総主事が任命する。クラブ会員としてクラブに加わり、連絡役のみならずクラブ活動にも
　　参加する。

グッドスタンディング ＝ Good standing
　　直近 3半期の会費（国際会費、地域会費、区会費）を支払ったクラブを国際協会ではグッドスタンディング（良好な状態
　　のクラブ）クラブと呼ぶ。会員数には無関係である。

ゲスト ＝ Guest
　　例会などでワイズ関係 ( ワイズメン、ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバー ) 以外の知人、友人、ゲス
　　トスピーカー、入会候補者としての参加者などをゲストと呼ぶ。

広義会員 ＝ Members-at-large
　　クラブ会員の内、常に例会その他の会合に出席することが不可能な者は、クラブ会長が理事に届け出て、理事の承認を受
　　けると広義会員となることができる東日本区の制度。広義会員は、例会出席義務を免かれる。
　　国際協会の広義会員は、ワイズの無い地域に住む者が、特定のクラブではなく区に所属する制度であり、東日本区の制度
　　とは別の制度である。

広報 ＝ Public Relations（PR）
　　「組織以外の多くの人に広く情報を伝える」（Public Information）と「人のつながりを強める」（Public Relations）こと。
　　ワイズ内外にタイムリーに情報発信し、ワイズ活動の活性化、社会的認知度の向上に資する。

功労会員 ＝ Senior Service Member
　　クラブのために長年尽くして来た会員が、クラブの決議により理事に届け出て功労会員となる。例会出席義務を免除される。

国際会長 ＝ International President（IP）
　　ワイズメンズクラブ国際組織の最高責任者。国際議会の議長を務める。
　　推薦制で任期は 1年。就任の 2年前に投票権を持つ全世界のクラブ会長の投票で選ばれ、次の 1年、次期国際会長となる。
　　国際会長の取り組みとして最も強調したいことを「国際会長主題」として掲げる。

国際議会 ＝ International Council（IC）
　　ワイズメンズクラブ国際協会の立法機関。
　　国際憲法の改訂を始め、国際協会の予算の決定、諸事業、規定の新設 /改廃、国際大会開催地の決定など、国際ワイズ活
　　動のすべての重要案件を審議する。各地域から会員人数割りで選出される 15名の（国際）議員によって構成される。毎年
　　7月または 8月に国際議会が開かれ、1月または 2月に年央会議（ミッドイヤーミーティング）が開かれる。

国際議員 ＝ International Council Members（ICM）
　　国際議会構成員。世界の全 8地域から会員数に応じてドント方式で選出される 13名の国際議員と輪番で 2地域から選出
　　される 2名の青年議員（26歳から 39歳）議員の合計 15名からなる。何れも当該地域の各クラブからの投票で選出される。
　　任期は 2年で再選は認められていない。

（ワイズメンズクラブ）国際協会 ＝ The International Association of Y’ s Men’ s Clubs / Y’ s Men International
　　世界のワイズメンズクラブを構成員として設立されている国際組織。
　　国際協会の立法機関は、国際議会、行政機関は、執行役員会と各地域会長である。

国際憲法 ＝ International Constitution
　　ワイズメンズクラブの活動基盤を定めたもの。
　　東日本区定款の綱領や目的も国際憲法に基づいて定められている。国際協会の標語（Motto）「強い義務感を持とう　義務
　　はすべての権利に伴う」も、この中に明記されている。

国際執行役員（会） ＝ International Executive Officers（IEO）
　　国際会長、次期国際会長、直前国際会長、国際会計を国際執行役員と呼び、4者で国際執行役員会を構成する。国際執行
　　役員会には、有給スタッフである国際書記長も陪席し、日常必要な決済事項を合議によって処理する。東日本区の常任役
　　員（会）に当たる。

国際投票 = International Voting
　　毎年通常、12月から 1月にかけて、次々期国際会長、次期国際会計（3年に 1度）、地域選出国際議会議員の選出および
　　国際憲法の改訂（改訂事項がある場合）についての国際投票が行われる。

設立総会
　　新クラブの発足に際し、新クラブメンバーによりクラブ名称、会則、事業方針、予算などを決議し、また、申請書類への
　　署名を行う会合。日本のワイズメンズクラブ独特のもの。
　　設立総会を終えると、クラブとしての活動が始まるが、チャーターナイトまでは、「ワイズメンズクラブ」として公式には
　　認められていないため、その間は「（仮）○○ワイズメンズクラブ」等と称することが通例となっている。

戦略 2032 = Strategy 2032　
　　創立 100 周年を機に、2022 年に制定されたワイズズメンズクラブ国際協会（YMI）の中長期計画。YMI が 2032 年には
　　どのような組織になっているかの目標およびそのための戦略をまとめたもの。YMIは、公平で持続可能な世界を築くために、
　　互いに刺激し合い、協力し合って、親睦と地域社会への影響力において卓越した組織となること、健康、環境、教育に重
　　点を置いて奉仕活動を行っていくこと等が謳われている。
　　2016 年に制定された「2022 年とその先に向けて」（Towards2022 & Beyond」）および 2019 年に制定された「チャレン
　　ジ 22」（Challenge 22）の後継計画である。

代議員＝ Regional Council Members
　　東日本区のクラブ会長、部長および部の会員人数割りによって選出された会員。任期は、7月 1日から 1年。ただし、再
　　任を妨げない。議長は、直前部長の互選で選任される。
　　東日本区の立法機関である代議員会の構成員である。年次代議員会は、通常東日本区大会に合わせて開催される。部人数
　　割代議員は部内会員数 100 名につき 1名（100 名未満の場合は 1名）の割合で選出する。内 1名は、直前部長。

チャーター＝ Charter
　　新設クラブに対して国際協会が加盟を認証すること、または加盟認証状。加盟認証状に記載されている「Charter 　　　
　　Presentation Date」が公式のチャーター年月日である。

チャーターメンバー＝ Charter Member
　　新クラブ発足時の設立会員。国際協会加盟手続きの際、申請書に署名した会員。

チャーターナイト＝ Charter Presentation Ceremony
　　国際協会加盟認証を受ける新クラブが、近隣クラブおよび地域社会に披露する会。
　　本来は晩餐会なので通称 “チャーターナイト” という。この会では国際協会加盟認証状の伝達式、チャーターバッジ着装、
　　メンバー紹介などが行われる。

地域事務所 ＝ Area Office
　　地域の運営を円滑に進めるための事務所。
　　専任スタッフを置き、地域会長指導のもと、各区ヘの事務連絡、事務処理等を行う。アジア太平洋地域は、香港に地域事
　　務所を置いている。

点鐘
　　クラブ例会、区役員会等の公式会合の時に、開会宣言 /閉会宣言を行う主宰者が厳粛にギャベル（木槌）で鐘を打ち鳴ら
　　すこと。

トロイカ ＝ Troika
　　組織の各レベルで、トップをその前任者と後任者が支え、また、組織運営の継続性を確保する体制。ロシア語の 3頭立て
　　の馬橇が語源。
　　区は理事、次期理事、直前理事、部は部長、次期部長、直前部長、クラブは会長、次期会長、直前会長からなる。

ドライバー ＝ Driver
　　ワイズ運動、特に例会の推進役。クラブによってはマーシャル、クラブサービスと呼んでいる。直訳は“強く動機づける人”、
　　“運動推進役”。献金を促したり例会を盛り上げたりする役割を担う。

西日本区 ＝ Japan West Region
　　富山県、岐阜県、愛知県以西（沖縄県を除く）を領域とする区。1997 年に旧日本区の分割によって、東日本区と同時に誕
　　生した。

日本YMCA同盟 ＝ The National Council of YMCAs of Japan
　　日本のYMCA運動の推進、都市YMCAと学生YMCAへの支援、調整、助言活動を行う組織。事務所を東京都新宿区四
　　　　谷本塩町 2-11 に置く。1903 年に設立され、世界YMCA同盟とアジア・太平洋YMCA同盟に加盟し、世界YMCA

　　同盟を始め海外YMCAとの連絡を担う。全国のスタッフの国内研修、主事養成と認証、ワイズメンズクラブとの連携、調
　　整、御殿場にある研修施設、国際青少年センターYMCA東山荘の運営も行っている。

バナー ＝ Banner
　　クラブ、部、区の旗。クラブ例会、部大会、区大会など公式会合時に掲げる。

バランタイン賞 ＝ Harry M. Ballantyne Award of Merit 
　　国際協会の発展に貢献したメンバーに対して、毎年、国際協会が授賞する賞。1922 年の国際協会設立時から担当主事とし
　　て活躍した、Harry M. Ballantyne カナダ YMCA主事を記念して 1957 年に創設された。正式名称は、ハリー・M・バラ
　　ンタイン賞。
　　これまでの日本人受賞者は、次の各氏。（　　）内は受賞年：奈良傳（1966）、鈴木謙介（1982）、竹内敏朗（1987）、田
　　中真（1995）、三井万壽雄（2002）、今村一之（2006）、奈良信（2010）、藤井寛敏（2018）

半年報 ＝ Semiannual Report
　　クラブが会員の入 /退会による変化を東日本区へ提出（クラブ→部長→会員増強事業主任）する報告書。
　　7月 1日付と 1月 1日付の年 2回一定の書式で報告する。7月 1日付人数が国際会費、アジア太平洋地域会費、区費算定
　　の基礎となる。

東日本区 ＝ Japan East Region
　　世界に 44ある区（2022 年 7月現在）（行政単位）のひとつ。
　　新潟県、長野県、静岡県以東と沖縄県を領域とする。1997 年 7月に旧日本区を東西に分けた形で、東日本区、西日本区と
　　して誕生した。その活動は、東日本区定款に基づき、区理事がこれを統括する。区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置
　　かれている。

東日本区ウェブサイト
　　ワイズメンズクラブ、東日本区の紹介、区内のニュース、クラブ案内、区報、各種マニュアル、書式等が掲載されている
　　東日本区の公式ウェブサイト。URL は、https://www.ys-east.or.jp/
　　＜参考＞　国際協会ウェブサイト：https://www.ysmen.org/
　　　　　　　アジア太平洋地域ウェブサイト：http://www.ysmenap.org/
　　　　　　　西日本区ウェブサイト：http://www.ys-west.or.jp/

東日本区定款 ＝ Regional Constitution of Japan East Region
　　ワイズメンズクラブ国際協会の憲法に基づき、東日本区のモットー、綱領、目的、組織、運営の基本などを定めたもの。

東日本区奈良傳賞＝ Japan East Region Tsutae Nara Memorial Award
　　ワイズダム発展に尽力し、その功績が認められた会員に与えられる賞。
　　日本のワイズ運動の創始者である奈良傳氏の偉業を記念して制定された賞で、長年ワイズダム発展に尽力し、その功績が
　　認められ、奈良傳賞受賞者選考委員会の議を経て選ばれた会員が、東日本区大会で表彰される。

東日本区メーリングリスト
　　年度毎に、「全クラブ会長」、「全部長」、「各部別の部役員」、「各事業別の事業主査」等、東日本区内の各役職者別に作成さ
　　れる公式のメーリングリスト。例えば、全クラブ会長のメーリングリストは、kaicho@ys-east.or.jp。
　　当該メーリングに登録されているメンバーのみが、そのメーリングリストを用いて受発信できる。

ビジター ＝ Visitor
　　他クラブからの例会等への来訪者。ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバーも含む。

ヒストリアン（国際） ＝ Historian
　　全世界のワイズ関係の公式文書を入手保管し、歴史的資料として整備する役職者。
　　国際文献保存委員ともいう。区報、クラブチャーター資料、区大会開催資料など、使用言語の如何を問わず、ヒストリア
　　ンへ送付する。

ヒストリアン（東日本区）＝ Historian
　　東日本区のワイズ活動の歴史をまとめる役職者。
　　東日本区の歴史的事項を正確に記録するために、区報、区役員会資料、区大会資料、加盟認証状の写し、クラブ記念誌等
　　の文献を収集、整理、保存する。部ヒストリアンを設置している部もある。

ヒールザワールド ＝ Heal the World
　　国際協会が 2020-21 年度に開始した統一国際プロジェクト（「UGP」の項を参照）で、新型コロナウイルス後の世界を癒
　　すために、より強い国際的な関与と組織的な連携、連帯を構築して我々のボランティアの力をより発揮することを目的と
　　している。主な活動内容は、災害時等の救援物資の提供 /ボランティア支援、医療 /健康プログラム、専門家のネットワー
　　ク構築など。プロジェクトの資金を賄うために、TOF献金の増額が望まれている。

フィラテリスト ＝ Philatelist
　　直訳すると「切手収集家」。ワイズにおいては、BF献金の使用済切手の拠出を推進することおよび使用済切手を換金する
　　業者との窓口の役割を担う。各エリアではこの業務を担当する事業主任が任命されている。

Motto ＝ 標語（国際）
　　ワイズメンズクラブの基本的な行動目標を表す言葉。
　　国際標語は “To acknowledge the duty that accompanies every right”（強い義務感をもとう　義務はすべての権利に伴
　　う）である。

部 ＝ District
　　ワイズ運動を協力して進めるために区内の 2つ以上のクラブで構成された組織体。
　　東日本区には 7つの部（2022 年 7月 1日現在）がある。部は、区役員会、代議員会の承認を得て設置が認められる。

部事業主査 ＝ District Service Director（DSD）
　　部長のスタッフとして事業ごとに置かれる部役員。
　　部の事業活動の活発化に努め、クラブとの連絡を図ると共に、区事業主任との連絡を密にする。部長および区事業主任へ
　　部事業活動報告書を送る。

部大会 ＝ District Convention
　　部内各クラブ相互の情報交換および親睦のため、部長の主宰により年 1回以上開催される部の大会。2018-19 年度の東日
　　本区定款改訂により、これまでの「部会」から「部大会」に名称が変更された。正式な表記は、「XX部部大会」（「XX部大会」
　　ではなく）。

部長 ＝ District Governor
　　部の最高責任者。
　　あらゆる機会をとらえ部内クラブを指導するとともに、区にあっては代議員、区役員、「区役員候補者指名委員会」の委員
　　であり、部にあっては通常年 1回の部大会を主宰し、部の方針および運営等を協議し決定する数回の評議会を開催し、また、
　　属するクラブ会員全員の研修と交流を図る。任期内に部内クラブを 1回以上「公式訪問」し、部内諸活動の推進に努める。

部評議会 ＝ District Council
　　部の運営を協議、決議する機関。構成員は、それぞれの部則の定めによる。

物品 ＝ Supplies
　　ワイズ活動に用いる備品（万国旗など）、小道具（シールなど）、バッジ等の総称。
　　これらを製作 /供給する活動、事業者もいう。

ブリテン ＝ Bulletin
　　クラブとしての機関紙。クラブメンバーおよび他クラブ、区 /部役員等への連絡 /案内、入会候補者への PR、クラブの記
　　録としての役目を持つ。
　　毎月発行し、その月の例会プログラム、在籍者数、前月の例会出席者、出席率、BF成績、活動報告、活動計画、会員消息
　　などを掲載する。

文献 ＝ Documentation
　　ワイズメンズクラブ活動の指針となる規約集、手引き書その他参考文献。
　　文献作成 /精査等の実働組織として、東日本区では文献・組織検討委員会が設けられており、その委員は、区理事が任命する。

ブースター賞 ＝ Booster Award
　　会員増強の功績に対して国際協会から授与される賞。前年 2月 1日から当年 1月 31 日までの 1年間に、3名以上の新入
　　会員を紹介した個人および 6名以上の会員純増を果たしたクラブが表彰される。

ファミリーファスト＝ Family Fast
　　TOFを家庭内や、知人、友人に呼びかけて行う献金。東日本区ではHIV/AIDS 啓発活動の資金に用いられている。

ポータルバズ ＝ Portalbuzz
　　国際協会の会員データベース。クラブ毎に会長名、メンバーの氏名、メールアドレス等が登録され、国際協会会費は、こ
　　のデータに基づいて国際本部から東日本区に請求され、また登録されたメールアドレスへの一斉メールも送られる。

ホストクラブ ＝ Host Club
　　区大会、部大会その他の会合を実質的に準備するクラブ。STEPの学生やBF代表の受け入れに際して用いられることもある。

ポール・ウイリアム・アレキサンダー ＝ Paul William Alexander
　　初のワイズメンズクラブである米国オハイオ州トレドのクラブ（1920 年設立）の設立メンバーであり、ワイズメンズクラ
　　ブ国際協会（1922 年設立）の創設者、初代会長、名誉会長。国際標語（モットー）、入会式式辞、役員就任式式辞、ワイ
　　ズソングの歌詞は、彼の作である。彼の誕生日である 12月 8日は、「祈りの輪」の日として記念されており、また、彼の
　　名は、ASF（Alexander Scholarship Fund）の名称、EF献金者の称号（Paul William Alexander Fellow）等に用いられ
　　ている。生 1888- 没 1967。

ポール・ウイリアム・アレキサンダー遺産計画＝ Paul William Alexander Legacy Initiative
　　2022 年の国際協会創立 100 周年をターゲットとして、創設者を顕彰し、また、国際協会の発展を図るプロジェクトを実
　　施している。例えば、ワイズメンズクラブ発祥の地の米国・オハイオ州トレドにポール・ウイリアム・アレキサンダーの
　　墓碑の設置、国際協会の記録文書のデジタル化、新しい国際奉仕プロジェクトの開設など。プロジェクトに必要な資金を、
　　ポール・ウイリアム・アレキサンダー遺産基金として、2019-20 年度から 3年間、世界のワイズメンズクラブ会員から　
　　100 万米ドルの献金を募った。

メーキャップ＝ Make-Up
　　自クラブの本例会を欠席した会員が、特定の他のワイズメンズクラブ、YMCAの集まりに参加することで出席扱いとする
　　こと。東日本区定款施行細則第 11条参照。

メネット＝ Menettes
　　ワイズメネット（Y's Mennettes）の略で、男性会員のパートナー。女性会員のパートナーの呼称は、未定。国際的には　
　　Y’ s Mennettes の語が用いられ、Menettes は、用いられていない。

（ワイズ）メネット会＝ Y's Menettes Clubs
　　ワイズメネット会の略で、ワイズメネットたちが、ワイズ活動を支援するための組織体。
　　女性会員も、この会に参画することができる。区全体の運営は、「東日本区ワイズメネット委員会」が行っている。

（ワイズ）メネット活動＝ Y's Menettes Activities
　　ワイズメネットによるワイズメンズクラブ支援事業とワイズメネット独自の活動の総称。
　　各ワイズメネット会、部、区レベルであるいは国際レベルで、ワイズメネットが取り組む活動を総称して、（ワイズ）メネッ
　　ト活動という。

メネットソング＝ Menettes Song
　　ワイズメネットの会合で歌われる公式歌で、題名は「メネットのねがい」。1984 年 6月公募により制定。今井利子作詞、　
　　宮村治作曲による。

ユースコンボケーション＝ Youth Convocation
　　国際大会、地域大会と同時に開催される国際規模のユースの集い。国際ユースコンボケーションは、IYC、地域ユースコ
　　ンボケーションは、AYCと呼ばれる。

ユースボランティア・リーダーズフォーラム＝ Youth Volunteer Leaders Forum（YVLF）
　　東日本区内都市YMCAのユースボランティアリーダーを対象に、東日本区が主催するトレーニングのプログラム。

ユースリプリゼンタティブ＝ Youth Representative
　　ユースの代表者。国際協会レベルの IYR（International Youth Representative）および地域レベルのAYR（Area Youth 
　　Representative）、区レベルのRYR（Regional Youth Representative）がある。IYRと AYRは、2年に 1度の選挙で選
　　出され、RYRは、理事の指名によって選任される。

YMI ワールド ＝ YMI World
　　国際協会が年数回刊行する機関紙。
　　国際協会から委嘱された編集長、編集者、印刷者、発送者が担当している。日本では東西合同の翻訳・通訳委員会が日本
　　語版を製作している。

ワイズリー ＝ Y'sly
　　通信文の末尾に、Sincerely 等と同様に用いられる、ワイズの友情を表す語。
　　「ワイズ流に（互いに奉仕の構神で）」という意味の修飾語としても用いられる。

ワイズリングズ ＝ Y'slings
　　ワイズメンズクラブ会員の子女。「コメット」は、日本独自の呼び方

ランチョンバッジ＝ Luncheon Badge
　　丸型、直径約 9センチのプラスチック製の名札。自クラブの例会、自クラブが主催 /ホストする会合の際に装着する。入
　　会時の入会キットに含まれている。

4 つのＩ
　　ワイズメンズクラブの各組織の役員として必要とされる 4つの資質の英語の頭文字。国際協会が定める「役員就任式式文」
　　に示されている。Idealism（理想主義者であること）、Interest（関心を持つこと）、Initiative（率先すること）、Industry（労
　　をいとわぬこと）。

理事＝ Regional Director（RD）
　　区を代表する最高責任者。国際協会においては、区を代表する地域議会の議員。
　　区内では、国際協会を代表する役割を担い、区大会を主宰し、区代議員会の招集者および区役員会の招集者となる。

例会＝ Regular meeting/Monthly meeting
　　クラブが、毎月定められた日時、会場で開催する定例会。
　　クラブ会員が集い、ゲスト、ビジターを招き、卓話等のプログラムを行う例会を『本例会』、クラブ会員を中心に集い、ク
　　ラブ運営に関わることを協議する例会（役員会）を『第 2例会』という。毎月 2回の『本例会』を開催している場合は『第
　　1本例会』『第 2本例会』という。

ロースター ＝ Roster
　　会員名簿のこと。東日本区では、毎年度、「ハンドブック&ロースター」として発行している。

ロールバックマラリア ＝ Roll Back Malaria（RBM）
　　1988 年にWHO、UNICEF、UNDP（国連開発計画）、世界銀行等が始めた世界的規模のマラリア撲滅キャンペーン。正
　　式名称は、「ロールバックマラリア・パートナーシップ」であったが、現在は「マラリア終結のためのRBMパートナーシッ
　　プ」に名称変更されている。ワイズメンズクラブ国際協会は、世界YMCA同盟、グローバルファンド、英国の FCDO（外
　　務・英連邦・開発省）と提携 /協働してこれに取り組んでおり、国際献金の献金種目のひとつとして取り組みへの資金作
　　りを行っている。

ワイズソング ＝ Y's Men’ s Hymn
　　ワイズメンズクラブの公式歌（詳しくは「いざ立て」の項を参照）。

ワイズデー ＝ Y's Day
　　日本のワイズメンズクラブが初めて国際協会に加盟した記念日。
　　大阪ワイズメンズクラブが日本で初めて国際協会に加盟した 1928 年 11 月 10 日を記念して 11月 10 日を東・西日本区で
　　は、『ワイズデー』としている。

ワイズドットコム
　　東・西日本区の会員間の連絡、案内、情報 /意見交換のためのメーリングリスト。ワイズドットコムのメーリングリスト
　　に登録されているメンバーのみが受発信できる。東・西日本区の会員は、東日本区 IT アドバイザーへの申請により登録で
　　きる。なお、東日本区では全てのクラブ会長、区 /部役員が自動登録されている。メーリングリストへの投稿時のアドレ
　　スは、　　　　
　　yscom@mld.nifty.com

ワイズの信条
　　別名「五つの誓い」とも言われている。1999 年に承認され、東日本区では、多くのクラブが例会で唱和している。

ワイズメン ＝ Y's Men
　　ワイズメンズクラブ会員男女の呼称。「YMCAの人」の意味。ワイズメンズクラブ会員のパートナーをワイズメネットと
　　いう。

ワイズユースクラブ ＝ Y's Youth Club
　　ワイズメンズクラブと協調、協力する、国際協会が正式に認める 15-30 歳の青年による活動組織。東日本区では、2007　
　　年 1月に『ワイズユースクラブ横浜－Y３』が、国際協会公認ワイズユースクラブ第 1号として誕生した。

ワイズダム ＝ Y'sdom
　　ワイズ運動の共同世界、ワイズ運動の全体的な広がりといった意味で用いられることば。



STEP ＝ Short Term Youth Exchange Program
　　ユース海外短期交流プログラム。
　　3～ 11 週間の短期海外訪問制度。18～ 25 歳のワイズの子弟（または、3年以上、ワイズメンズクラブ、ワイズユースク
　　ラブ、YMCAの何れかの会員経験を有する者）が応募対象者。海外のワイズ家庭に滞在し、現地のユースとの交流や異文
　　化を体験する。
　　応募は、希望派遣期間の半年以上前に、クラブを通じて、ユース事業主任へ申請書類を提出する。

TOF ＝ Time of Fast
　　タイム・オブ・ファスト（Time of Fast：断食の時）の略称で、「ティー・オー・エフ」と発音する。クラブ例会での食事
　　を抜き、その金額相当分を国際協会に献金する。
　　献金は、世界中のYMCA、ワイズメンズクラブから募集して国際協会が選定する、SDGs に関連する発展途上国を主たる
　　対象とする地域支援プロジェクトに用いられる。
　　国際協会、東日本区では 2月を強調月間とし、クラブ例会だけではなく、2月に開催される、区、部の会合でも食事を抜
　　いたり、簡素なものにしたりしてその分を献金するよう努めている。

TC ＝ Travel Coordinator
　　来訪する BF代表の旅行日程を立案し、旅行中の世話や受け入れ /調整を行う専任委員。

UGP ＝ Unified Global Project（統一国際プロジェクト）
　　ワイズメンズクラブの認識度のアップを願って、始められた国際レベルの統一事業で、2005 年度からはHIV/ AIDS 関連
　　事業を展開した。国際協会での取り組みが終わった 2010 年度以降も東日本区では継続して取り組んでいる。2020/21 年
　　度からは、Heal the World（世界を癒そう）が統一事業に選定されている。

Week4Waste = Week for Waste (「ゴミのための週」)
　　国際協会によって 2020-21 年度に開始された、ワイズメンズクラブと地域社会を結びつけ、よりクリーンな地球を目指し
　　て統一的に行動するCS事業のキャンペーン。活動の多くは、毎年 4月 22 日のアースデイ（地球の日）のある 4月と、世
　　界最大の市民運動のひとつであるワールドクリーンアップデイ（毎年 9月中旬）に合わせて行われる。

YEEP ＝ Youth Educational Exchange Program
　　ワイズメンズクラブ会員の子弟の高校留学生交換事業。
　　2020-21 年度に廃止された。

YES ＝ Y's Extension Support
　　新クラブ設立の活動を支援するためのアジア太平洋地域の基金。各区から地域に拠出された献金は、地域内の各クラブの
　　設立支援資金および地域レベルのエクステンション活動に用いられる。

YIA ＝ Youth Involvement and Activities
　　若者のワイズメンズクラブ活動への参画、活動。
　　ワイズメンズクラブが行う様々な行事に、多くの若者達を巻き込む活動の奨励、ワイズユースクラブの育成、ユースコン
　　ボケーションの実施等を行う。

Y３ ＝ ワイスリー
　　ワイズメンズクラブの活動に共感する高校生以上の若者によるユースクラブ。YMCA、Y's Men、Youth の 3つの Yを表
　　している東・西日本区だけの組織である。2021-2022 年度現在、「Y３宇都宮」が活動を行っている。

YMCA ＝ Young Men's Christian Association
　　ワイズメンズクラブが支援、奉仕の対象としている社会教育団体。世界 120か国・地域に 6,500 万人（2021-2022 年度現在）
　　の会員を持つ世界最古、最大のNGOと言われている。
　　1844 年ロンドンでジョージ・ウィリアムズら青年によって創設され、全世界に広がり、世界YMCA同盟を結成している。
　　青少年の育成を運動の中心とするが、社会の必要に応えて、平和活動、地域社会支援、社会的弱者救済等にも取り組んでいる。

YMCAサービス ＝ YMCA Service
　　YMCAに対する奉仕を立案、実行するワイズメンズクラブの事業。
　　東日本区事業の中のひとつであり、YMCA指導者育成のための財的支援を目的とするASF（アレキサンダー奨学基金）も
　　YMCAサービス事業のひとつである。クラブは、区のサービス事業とともに、各クラブの関係YMCAへの奉仕と協力を
　　推進する。

　　Eは、クラブ拡張（新クラブ設立）、MCは、会員の維持（啓発、退会防止）と増強（新会員獲得）の意。

EF ＝ Endowment Fund（エンダウメントファンド）
　　国際協会の財政的な安定およびワイズダム発展のための基金。
　　個人 /クラブが特定の人を記念して献辞とともに 120 スイスフラン以上の寄付を行うか、個人 /クラブとして寄付のみを
　　行うかの 2種類がある。前者は、国際本部に永久保管されている「ゴールデンブック」に献辞が記載される。後者は、一
　　定金額以上の寄付を行った場合、献金額に応じて以下の称号が与えられ、「ゴールデンブック」に氏名が記載される。
　　50スイスフラン以上の献金（個人）：エンダウメントフレンド
　　120 スイスフラン以上の献金（個人）：ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　2回目の 120 スイスフラン以上の献金（個人）：ダブル・ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　1,000 スイスフラン以上の献金（個人）：オナーロール
　　1,000 スイスフラン以上の献金（クラブ）：オナーロールクラブ

IT アドバイザー＝ Information Technology Advisor
　　情報技術アドバイザー。
　　東日本区では「情報技術」に関して専門的なアドバイスを担当し、区のウェブサイトや区内のメーリングシステムの構築、
　　維持など IT に関するサポートを行っている。

IBC ＝ International Brother Clubs
　　国際兄弟クラブ。
　　クラブが外国のクラブと兄弟クラブ締結を行い、永続的な交流を続けること。また、その相手クラブのことも指す。新た
　　に IBC関係を結ぼうとするクラブ同士は、十分な事前準備を行った上で、締結書を交わす。
　　締結は、IBC国際事業主任が締結書にサインすることにより正式に認められる。

IBC トライアングル＝ International Brother Clubs Triangle
　　3クラブが相互に IBCを締結すること。

IBC クワドラングル＝ International Brother Clubs Quadrangle
　　4クラブが相互に IBCを締結すること。

ID ＝ International Director（ワイズメネット国際主任）
　　国際協会におけるワイズメネットの代表者。

iGo = Internships for Global Outreach（アイゴー：「世界に手を伸ばすためのインターン制度」）
　　青年の成長を目的として、YMCAやワイズメンズクラブ会員で事業を行っている者が、ユースに国際的なインターン（職
　　業体験）の場を提供するプログラム。申請時に 18歳から 29歳の者が対象。2020-21 年度に廃止されたYEEP の後継プロ
　　グラム。

JEF ＝ Japan East Y's Men's Fund
　　東日本区ワイズ基金。
　　東日本区ワイズ運動の安定的かつ継続的発展を支えるため、個人、クラブが記念すべき出来事、行事、慶弔事の折等に、　
　　基金に寄付を行う。寄付者氏名とその理由は、「奉仕帳」に記帳、永久保管される。

LT ＝ Leadership Training
　　会員のリーダーシップの開発、向上を目的に行う研修またはこれを推進する事業の名称。
　　東日本区では、LT委員会が設置され、区主催の部役員、クラブ役員の研修の企画 /実施、研修教材の整備 /提供、部主催
　　の研修会等の支援を行っている。
　　国際協会での正式名称は、LTOD (Leadership Training and Organisation Development)。

NDERF ＝ Natural Disaster Emergency Relief Fund（NDERF（自然災害緊急支援基金））
　　アジア太平洋地域において、地震、台風等の大きな自然災害が発生した際の緊急支援を行うことを目的とした基金。毎年、
　　アジア太平洋地域内の各区は、メンバーひとり当たり 2米ドルを前期の地域会費と併せて、アジア太平洋地域会計に送付
　　する。各理事からの要請に基づき、アジア太平洋地域常任役員会の決定によって支援金が支給される。

SDS ＝ Special Development Support（特別発展支援金）
　　国際協会の EF（エンダウメントファンド）の運用益の一部を原資として、各区におけるエクステンション活動等に対して、
　　その費用の一部が各区から国際本部への申請によって支給される制度。

YMCAの歌 ＝ YMCA Song
　　日本のYMCAの公式歌。ワイズの会合等でも歌われる。
　　1953 年、日本YMCA同盟が 50周年を記念して公募し、同盟主事の淵田多穂理の応募作品が入選し、津川主一が作曲した。

アジア太平洋地域 ＝ Asia Pacific Area
　　ワイズ運動の国際行政区分 8地域のひとつ。
　　2022 年 7月現在、東日本区、西日本区、台湾区、フィリピン区、南東アジア区（香港、マカオ、シンガポール、マレーシ
　　ア、タイ、ミャンマー、バングラデシュ、カンボジア、ネパール、インドネシア）、スリランカ区（スリランカ、パキスタ
　　ン）、オーストラリア区の 7区（Region）から成る。

いざ立て ＝ ONCE MORE WE STAND
　　ワイズメンズクラブ国際協会の公式歌。
　　クラブ、部、区、地域、国際など、ワイズの会合の冒頭で歌われる。英語では “Y’ s Men’ s Hymn” と呼ばれる。フィ
　　ンランドの作曲家、シベリウス（1869 ～ 1957）の交響詩「フィンランディア」の曲に、ワイズメンズクラブの創始者　
　　P・W・アレキサンダーが作詞した。原題は、ONCE MORE WE STAND である。日本では1962年に淵田多穂理が訳詞した。

「祈りの輪」の日
　　世界中のワイズメンズクラブ会員が「共に祈る時」を持つ日。
　　12月 8日は、ワイズメンズクラブの創始者 P・W・アレキサンダーの誕生日。この日を記念して世界中のワイズメンズク
　　ラブ会員が、それぞれの国の午後 8時に「共に祈る時」を持って地球上を輪でつなぐことを願うことから「祈りの輪」と言う。

ウエルネス ＝ Wellness
　　創造的健康生活を送ろうという運動。
　　人間が個人的にも社会的にも健全な生活を送るため、現代人を取り巻くストレス、運動不足、環境破壊などを意識して立
　　ち向かい、こころ、からだ、人間関係のすべてにわたって、あるべき姿を追求する。複数の都市YMCA にはウエルネスセ
　　ンターが設置され、地域に対して継続してウエルネスの普及に取り組んでいる。

エクステンション・ビヨンド・ボーダーズ ＝ Extension Beyond Borders（EBB）
　　区、国の枠組みを超えて、新クラブを設立すること。国際協会は、この取り組みを推奨している。東日本区での例として、
　　東京武蔵野多摩クラブがモンゴル・ウランバートルクラブをスポンサーとして設立したことが挙げられる。EBBを行った
　　クラブに対しては国際協会から賞（Extension Beyond Borders Award：EBBA）が授与される。

エリア ＝ Area
　　国際ワイズ運動を進める行政区分。
　　世界を地理的に 8つの地域に分割している。アフリカ、アジア太平洋、韓国、カナダ /カリブ海諸国、ヨーロッパ、インド、
　　ラテンアメリカ、米国の 8地域である。各地域は、国際議員選出の母体となり、地域行政は、その地域から選出された国
　　際議員の中から選ばれた地域会長（AP）が運営に当たる。

エルマー・クロウ賞 ＝ Elmer Crowe Award
　　任期年度中に特に傑出した働きをした部長に与えられる国際賞。
　　任期半ばで倒れた、カナダの元理事エルマー・クロウを記念して創設された。区理事が評価基準に基づいて、候補者を地
　　域会長に推薦し、国際会長が最終決定する。

会員異動報告書
　　クラブの会員の入会（新入会、転入会、再入会）や退会（退会、転出会）、変更などの異動があった場合に会長の責任にお
　　いて、所属部の部長および部会員増強事業主査（写し：東日本区事務所）に提出する書類。

監事（区） ＝ Auditor
　　区運営に関して、区役員に適切な助言、督励を行う者。
　　区の指名委員会によって指名され、代議員会で承認されて 2年間の任に就く。行政監事 1名、財政監事 1名が選任され、
　　それぞれの分野での監査を行い、他方の分野も副担当として実施する。

キリスト教精神 ＝ Christian Spirit
　　イエス・キリストが全生涯をもって示した博愛、奉仕、自己犠牲の精神。
　　国際憲法のガイドライン 201 には、「イエス・キリストの教えは、ワイズメン全体の意志決定のための、クラブならびに
　　国際協会の運営のための、さらにワイズメン個人の日々の生活のための、ガイドライン（指針）となるものである。」と定
　　められている。

　　国際協会、各地域ではキリスト教精神を広めるため、キリスト教強調 (Christian Emphasis: CE) 事業主任が選任され、キ
　　リスト教精神の維持、拡大を担っている。

ギャベル ＝ Gavel
　　点鐘を行うとき、鐘をたたく木槌。

休会
　　病気や一定期間の仕事の都合等の正当な理由で、長期にわたり、クラブの例会や諸活動に出席できない者は、クラブ会長
　　が申請し、理事の承認を得て、最長 3年間、休会とすることができる。ただし、病気の快復等で再び例会等に出席できる
　　ようになった場合に復帰する意思がある者に限る。休会は、退会と同じ扱いであるが、ロースターに氏名が掲載され、また、
　　復帰の際の入会金が免除される。東日本区独自の制度。

協力関係の原則 ＝ Principles of Partnership
　　世界YMCA同盟とワイズメンズクラブ国際協会がより良きパートナーとなるべく、両者の協力関係の原則が 1981 年に締
　　結された。各地域、各区等のレベルでも同様の締結が進んでいる。

区＝ Region
　　地域（エリア）を構成する区分。東日本区は、アジア太平洋地域の構成員。
　　区の目的は、「区内の各クラブが国際憲法の精神に基づき、敬愛の念を持って交わり、国際協会の綱領と目的を達成し、さ
　　らにこの運動を広く区内に拡張するために相互に協力すること」（東日本区定款第 2条第 3項）を進めることである。

区事務所 ＝ Regional Office
　　区の運営に関する事務を処理する事務所。
　　区事務所は、区書記、会計等の理事スタッフと協力し、区運営のサポートを行う。事務所運営のために事務所所長等の職
　　員を置く。東日本区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置かれている。

区事業主任 ＝ Regional Service Director（RSD）
　　区理事のスタッフとして、事業ごとに置かれる区役員。
　　国際、地域の事業主任の指導のもと、理事の意向を受けて、当該事業活動の計画立案、実施の責任を持ち、各部の事業主
　　査をリードし、その事業活動を支援する。また、活動状況、成果を区内および地域、国際へ報告する。

区大会 ＝ Regional Convention
　　毎年各区で開催される大会。
　　東日本区は、原則として 6月の第 1土日に区理事が主宰し、開催する。大会は、クラブおよび会員が情報を交換し、互い
　　に啓発し、共に運動を担う者としての連帯、協力関係、親睦を深めることを目的とする。区大会は、立候補によって選ば
　　れたホストクラブが実行委員会（ホストコミッティー）を組織し、理事の指導のもと準備、運営、実施に当たる。

区担当主事（東日本区） ＝ YMCA Liaison Secretary to Japan East Region
　　YMCAとワイズメンズクラブの区レベルでの連携を行う日本YMCA同盟主事。
　　日本YMCA同盟総主事が同盟主事の中から任命する。東日本区役員会を始め、種々の会合、区大会等に出席し、YMCA　
　　とワイズメンズクラブとの関係が円滑に推進されるように努める。

区報、部報 ＝ Regional Bulletin、District Bulletin
　　区、部の公式の会報で、メンバーに対する情報提供、活動の記録等を目的として発行、配布される。東日本区においては
　　東日本区定款施行細則で年 2回以上の発行が定められおり、各部においては部則等の規定に則って発行される。

区役員 ＝ Regional Officers
　　区役員会を構成する役員。
　　理事、次期理事、直前理事、区書記、区会計、部長、区事業主任が区役員である。
　　区役員会には、監事、委員会委員長、専任委員、事務所職員等も列席する。

クラブ ＝ Club
　　ワイズメンズクラブ運動を構成する最小単位でかつ運動の基盤となる組織。クラブは、最低 3名の会員から成り、新たに
　　クラブを設立する際は、5名以上の会員が必要である。

クラブ担当主事 ＝ Related Secretary
　　YMCAとクラブとの連携を行うYMCAの主事。

　　投票権があるのは、グッドスタンディングクラブ（「グッドスタンディング」の項を参照）でかつ直近 3半期の会員数が　
　　15名以上のクラブである。ただし、会員数の基準を満たしていない場合、直近 3半期の会員数が 5名以上で、12月 31　
　　日現在でチャーター後 25年を経過しているクラブは、区理事からの国際本部への申請によって投票権を得ることができる。
　　投票は、各クラブを代表する者（クラブ会長または事前に登録したその他のクラブメンバー）が国際協会のウェブサイト
　　を通じて実施する。

国際本部 ＝ International Headquarters（IHQ）
　　国際協会事務局、国際書記局ともいう。国際書記長以下有給スタッフが、全世界の役員、委員、区理事、クラブ会長など
　　への事務連絡や実務を行っている。事務所は、スイス・ジュネーブに置かれている。サテライトオフィスがチェンマイ（タ
　　イ）に置かれている。

国際聖句
　　ワイズメンズクラブ会員の精神的基盤をなすもので、新約聖書 “ヨハネによる福音書第 17章 21 節”。

国際大会 ＝ International Convention（IC）
　　2年ごとに開催される国際協会レベルの大会。
　　全世界のワイズメンズクラブ会員が一堂に会し、式典、研修、親睦等のプログラムが展開される。開催地（ホスト区）は、
　　立候補制で国際大会委員会（ICC）の下に、ホスト区内に大会実行委員会（HCC=ホストコンベンションコミッティ）が
　　組織され、大会全般の準備と実行に当たる。

国際連合・経済社会理事会・特殊諮問資格＝
　　Special Consultative Status with the Economic and Social Council of the United Nations
　　2006 年にワイズメンズクラブ国際協会が取得した、国際連合・経済社会理事会が認めるNGO（非政府組織）の資格のひ
　　とつ。特定の分野において、国際連合が採択した行動計画、プログラムおよび宣言を実施、推進する。国際連合およびそ
　　の補助機関の特定の会合への出席、検討事項に関する意見を述べることができる。

コメット＝ Y'slings
　　日本でのワイズメンズクラブ会員の子弟の呼称。国際での呼称は、ワイズリングズ。

ゴールデンブック ＝ Golden Book
　　エンダウメントファンドへの献辞、寄付者名が記録される台帳。
　　革表紙の製本で永久保存される。東日本区の「東日本区ワイズ基金」（JEF）の「奉仕帳」に当たる。

出席率 ＝ The Percentage of Member's Attendance
　　クラブ会員の例会出席率。（東日本区定款施行細則第 11 条参照）

常任役員（会） ＝ Regional Executive Officers
　　区の理事、次期理事、直前理事、書記、会計。
　　この 5者で常任役員会を構成する。常任役員会は、日常必要な決済事項を合議によって処理する。

主題 ＝ Theme
　　国際会長、アジア太平洋地域会長、区理事、部長、クラブ会長が掲げる中心テーマで、それぞれの任期年度に使用する。

スローガン = Slogan
　　主題を展開、補足する副題。サブテーマ（Sub-Theme）とも言う。

スポンサークラブ＝ Sponsor Club
　　新クラブ設立のイニシアティブをとるクラブ。設立、チャーター後も、新クラブを支援する。

スマイル＝ Smile
　　クラブ活動資金、基金作りのための自由献金。
　　例会で、会員が最近身近に起きた嬉しいことなどを記念して献金する。クラブによっては「ニコニコ」、「ドライブ」、「ロバ」
　　などとも呼んでいる。

世界YMCA同盟＝ World Alliance of YMCAs
　　世界各国のYMCAの協力と運動推進を図るための連合体。本部はスイス・ジュネーブにある。略称は、WAY。
　　World YMCAと称することもある。

　　クラブが支援する都市YMCAの総主事が任命する。クラブ会員としてクラブに加わり、連絡役のみならずクラブ活動にも
　　参加する。

グッドスタンディング ＝ Good standing
　　直近 3半期の会費（国際会費、地域会費、区会費）を支払ったクラブを国際協会ではグッドスタンディング（良好な状態
　　のクラブ）クラブと呼ぶ。会員数には無関係である。

ゲスト ＝ Guest
　　例会などでワイズ関係 ( ワイズメン、ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバー ) 以外の知人、友人、ゲス
　　トスピーカー、入会候補者としての参加者などをゲストと呼ぶ。

広義会員 ＝ Members-at-large
　　クラブ会員の内、常に例会その他の会合に出席することが不可能な者は、クラブ会長が理事に届け出て、理事の承認を受
　　けると広義会員となることができる東日本区の制度。広義会員は、例会出席義務を免かれる。
　　国際協会の広義会員は、ワイズの無い地域に住む者が、特定のクラブではなく区に所属する制度であり、東日本区の制度
　　とは別の制度である。

広報 ＝ Public Relations（PR）
　　「組織以外の多くの人に広く情報を伝える」（Public Information）と「人のつながりを強める」（Public Relations）こと。
　　ワイズ内外にタイムリーに情報発信し、ワイズ活動の活性化、社会的認知度の向上に資する。

功労会員 ＝ Senior Service Member
　　クラブのために長年尽くして来た会員が、クラブの決議により理事に届け出て功労会員となる。例会出席義務を免除される。

国際会長 ＝ International President（IP）
　　ワイズメンズクラブ国際組織の最高責任者。国際議会の議長を務める。
　　推薦制で任期は 1年。就任の 2年前に投票権を持つ全世界のクラブ会長の投票で選ばれ、次の 1年、次期国際会長となる。
　　国際会長の取り組みとして最も強調したいことを「国際会長主題」として掲げる。

国際議会 ＝ International Council（IC）
　　ワイズメンズクラブ国際協会の立法機関。
　　国際憲法の改訂を始め、国際協会の予算の決定、諸事業、規定の新設 /改廃、国際大会開催地の決定など、国際ワイズ活
　　動のすべての重要案件を審議する。各地域から会員人数割りで選出される 15名の（国際）議員によって構成される。毎年
　　7月または 8月に国際議会が開かれ、1月または 2月に年央会議（ミッドイヤーミーティング）が開かれる。

国際議員 ＝ International Council Members（ICM）
　　国際議会構成員。世界の全 8地域から会員数に応じてドント方式で選出される 13名の国際議員と輪番で 2地域から選出
　　される 2名の青年議員（26歳から 39歳）議員の合計 15名からなる。何れも当該地域の各クラブからの投票で選出される。
　　任期は 2年で再選は認められていない。

（ワイズメンズクラブ）国際協会 ＝ The International Association of Y’ s Men’ s Clubs / Y’ s Men International
　　世界のワイズメンズクラブを構成員として設立されている国際組織。
　　国際協会の立法機関は、国際議会、行政機関は、執行役員会と各地域会長である。

国際憲法 ＝ International Constitution
　　ワイズメンズクラブの活動基盤を定めたもの。
　　東日本区定款の綱領や目的も国際憲法に基づいて定められている。国際協会の標語（Motto）「強い義務感を持とう　義務
　　はすべての権利に伴う」も、この中に明記されている。

国際執行役員（会） ＝ International Executive Officers（IEO）
　　国際会長、次期国際会長、直前国際会長、国際会計を国際執行役員と呼び、4者で国際執行役員会を構成する。国際執行
　　役員会には、有給スタッフである国際書記長も陪席し、日常必要な決済事項を合議によって処理する。東日本区の常任役
　　員（会）に当たる。

国際投票 = International Voting
　　毎年通常、12月から 1月にかけて、次々期国際会長、次期国際会計（3年に 1度）、地域選出国際議会議員の選出および
　　国際憲法の改訂（改訂事項がある場合）についての国際投票が行われる。

設立総会
　　新クラブの発足に際し、新クラブメンバーによりクラブ名称、会則、事業方針、予算などを決議し、また、申請書類への
　　署名を行う会合。日本のワイズメンズクラブ独特のもの。
　　設立総会を終えると、クラブとしての活動が始まるが、チャーターナイトまでは、「ワイズメンズクラブ」として公式には
　　認められていないため、その間は「（仮）○○ワイズメンズクラブ」等と称することが通例となっている。

戦略 2032 = Strategy 2032　
　　創立 100 周年を機に、2022 年に制定されたワイズズメンズクラブ国際協会（YMI）の中長期計画。YMI が 2032 年には
　　どのような組織になっているかの目標およびそのための戦略をまとめたもの。YMIは、公平で持続可能な世界を築くために、
　　互いに刺激し合い、協力し合って、親睦と地域社会への影響力において卓越した組織となること、健康、環境、教育に重
　　点を置いて奉仕活動を行っていくこと等が謳われている。
　　2016 年に制定された「2022 年とその先に向けて」（Towards2022 & Beyond」）および 2019 年に制定された「チャレン
　　ジ 22」（Challenge 22）の後継計画である。

代議員＝ Regional Council Members
　　東日本区のクラブ会長、部長および部の会員人数割りによって選出された会員。任期は、7月 1日から 1年。ただし、再
　　任を妨げない。議長は、直前部長の互選で選任される。
　　東日本区の立法機関である代議員会の構成員である。年次代議員会は、通常東日本区大会に合わせて開催される。部人数
　　割代議員は部内会員数 100 名につき 1名（100 名未満の場合は 1名）の割合で選出する。内 1名は、直前部長。

チャーター＝ Charter
　　新設クラブに対して国際協会が加盟を認証すること、または加盟認証状。加盟認証状に記載されている「Charter 　　　
　　Presentation Date」が公式のチャーター年月日である。

チャーターメンバー＝ Charter Member
　　新クラブ発足時の設立会員。国際協会加盟手続きの際、申請書に署名した会員。

チャーターナイト＝ Charter Presentation Ceremony
　　国際協会加盟認証を受ける新クラブが、近隣クラブおよび地域社会に披露する会。
　　本来は晩餐会なので通称 “チャーターナイト” という。この会では国際協会加盟認証状の伝達式、チャーターバッジ着装、
　　メンバー紹介などが行われる。

地域事務所 ＝ Area Office
　　地域の運営を円滑に進めるための事務所。
　　専任スタッフを置き、地域会長指導のもと、各区ヘの事務連絡、事務処理等を行う。アジア太平洋地域は、香港に地域事
　　務所を置いている。

点鐘
　　クラブ例会、区役員会等の公式会合の時に、開会宣言 /閉会宣言を行う主宰者が厳粛にギャベル（木槌）で鐘を打ち鳴ら
　　すこと。

トロイカ ＝ Troika
　　組織の各レベルで、トップをその前任者と後任者が支え、また、組織運営の継続性を確保する体制。ロシア語の 3頭立て
　　の馬橇が語源。
　　区は理事、次期理事、直前理事、部は部長、次期部長、直前部長、クラブは会長、次期会長、直前会長からなる。

ドライバー ＝ Driver
　　ワイズ運動、特に例会の推進役。クラブによってはマーシャル、クラブサービスと呼んでいる。直訳は“強く動機づける人”、
　　“運動推進役”。献金を促したり例会を盛り上げたりする役割を担う。

西日本区 ＝ Japan West Region
　　富山県、岐阜県、愛知県以西（沖縄県を除く）を領域とする区。1997 年に旧日本区の分割によって、東日本区と同時に誕
　　生した。

日本YMCA同盟 ＝ The National Council of YMCAs of Japan
　　日本のYMCA運動の推進、都市YMCAと学生YMCAへの支援、調整、助言活動を行う組織。事務所を東京都新宿区四
　　　　谷本塩町 2-11 に置く。1903 年に設立され、世界YMCA同盟とアジア・太平洋YMCA同盟に加盟し、世界YMCA

　　同盟を始め海外YMCAとの連絡を担う。全国のスタッフの国内研修、主事養成と認証、ワイズメンズクラブとの連携、調
　　整、御殿場にある研修施設、国際青少年センターYMCA東山荘の運営も行っている。

バナー ＝ Banner
　　クラブ、部、区の旗。クラブ例会、部大会、区大会など公式会合時に掲げる。

バランタイン賞 ＝ Harry M. Ballantyne Award of Merit 
　　国際協会の発展に貢献したメンバーに対して、毎年、国際協会が授賞する賞。1922 年の国際協会設立時から担当主事とし
　　て活躍した、Harry M. Ballantyne カナダ YMCA主事を記念して 1957 年に創設された。正式名称は、ハリー・M・バラ
　　ンタイン賞。
　　これまでの日本人受賞者は、次の各氏。（　　）内は受賞年：奈良傳（1966）、鈴木謙介（1982）、竹内敏朗（1987）、田
　　中真（1995）、三井万壽雄（2002）、今村一之（2006）、奈良信（2010）、藤井寛敏（2018）

半年報 ＝ Semiannual Report
　　クラブが会員の入 /退会による変化を東日本区へ提出（クラブ→部長→会員増強事業主任）する報告書。
　　7月 1日付と 1月 1日付の年 2回一定の書式で報告する。7月 1日付人数が国際会費、アジア太平洋地域会費、区費算定
　　の基礎となる。

東日本区 ＝ Japan East Region
　　世界に 44ある区（2022 年 7月現在）（行政単位）のひとつ。
　　新潟県、長野県、静岡県以東と沖縄県を領域とする。1997 年 7月に旧日本区を東西に分けた形で、東日本区、西日本区と
　　して誕生した。その活動は、東日本区定款に基づき、区理事がこれを統括する。区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置
　　かれている。

東日本区ウェブサイト
　　ワイズメンズクラブ、東日本区の紹介、区内のニュース、クラブ案内、区報、各種マニュアル、書式等が掲載されている
　　東日本区の公式ウェブサイト。URL は、https://www.ys-east.or.jp/
　　＜参考＞　国際協会ウェブサイト：https://www.ysmen.org/
　　　　　　　アジア太平洋地域ウェブサイト：http://www.ysmenap.org/
　　　　　　　西日本区ウェブサイト：http://www.ys-west.or.jp/

東日本区定款 ＝ Regional Constitution of Japan East Region
　　ワイズメンズクラブ国際協会の憲法に基づき、東日本区のモットー、綱領、目的、組織、運営の基本などを定めたもの。

東日本区奈良傳賞＝ Japan East Region Tsutae Nara Memorial Award
　　ワイズダム発展に尽力し、その功績が認められた会員に与えられる賞。
　　日本のワイズ運動の創始者である奈良傳氏の偉業を記念して制定された賞で、長年ワイズダム発展に尽力し、その功績が
　　認められ、奈良傳賞受賞者選考委員会の議を経て選ばれた会員が、東日本区大会で表彰される。

東日本区メーリングリスト
　　年度毎に、「全クラブ会長」、「全部長」、「各部別の部役員」、「各事業別の事業主査」等、東日本区内の各役職者別に作成さ
　　れる公式のメーリングリスト。例えば、全クラブ会長のメーリングリストは、kaicho@ys-east.or.jp。
　　当該メーリングに登録されているメンバーのみが、そのメーリングリストを用いて受発信できる。

ビジター ＝ Visitor
　　他クラブからの例会等への来訪者。ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバーも含む。

ヒストリアン（国際） ＝ Historian
　　全世界のワイズ関係の公式文書を入手保管し、歴史的資料として整備する役職者。
　　国際文献保存委員ともいう。区報、クラブチャーター資料、区大会開催資料など、使用言語の如何を問わず、ヒストリア
　　ンへ送付する。

ヒストリアン（東日本区）＝ Historian
　　東日本区のワイズ活動の歴史をまとめる役職者。
　　東日本区の歴史的事項を正確に記録するために、区報、区役員会資料、区大会資料、加盟認証状の写し、クラブ記念誌等
　　の文献を収集、整理、保存する。部ヒストリアンを設置している部もある。

ヒールザワールド ＝ Heal the World
　　国際協会が 2020-21 年度に開始した統一国際プロジェクト（「UGP」の項を参照）で、新型コロナウイルス後の世界を癒
　　すために、より強い国際的な関与と組織的な連携、連帯を構築して我々のボランティアの力をより発揮することを目的と
　　している。主な活動内容は、災害時等の救援物資の提供 /ボランティア支援、医療 /健康プログラム、専門家のネットワー
　　ク構築など。プロジェクトの資金を賄うために、TOF献金の増額が望まれている。

フィラテリスト ＝ Philatelist
　　直訳すると「切手収集家」。ワイズにおいては、BF献金の使用済切手の拠出を推進することおよび使用済切手を換金する
　　業者との窓口の役割を担う。各エリアではこの業務を担当する事業主任が任命されている。

Motto ＝ 標語（国際）
　　ワイズメンズクラブの基本的な行動目標を表す言葉。
　　国際標語は “To acknowledge the duty that accompanies every right”（強い義務感をもとう　義務はすべての権利に伴
　　う）である。

部 ＝ District
　　ワイズ運動を協力して進めるために区内の 2つ以上のクラブで構成された組織体。
　　東日本区には 7つの部（2022 年 7月 1日現在）がある。部は、区役員会、代議員会の承認を得て設置が認められる。

部事業主査 ＝ District Service Director（DSD）
　　部長のスタッフとして事業ごとに置かれる部役員。
　　部の事業活動の活発化に努め、クラブとの連絡を図ると共に、区事業主任との連絡を密にする。部長および区事業主任へ
　　部事業活動報告書を送る。

部大会 ＝ District Convention
　　部内各クラブ相互の情報交換および親睦のため、部長の主宰により年 1回以上開催される部の大会。2018-19 年度の東日
　　本区定款改訂により、これまでの「部会」から「部大会」に名称が変更された。正式な表記は、「XX部部大会」（「XX部大会」
　　ではなく）。

部長 ＝ District Governor
　　部の最高責任者。
　　あらゆる機会をとらえ部内クラブを指導するとともに、区にあっては代議員、区役員、「区役員候補者指名委員会」の委員
　　であり、部にあっては通常年 1回の部大会を主宰し、部の方針および運営等を協議し決定する数回の評議会を開催し、また、
　　属するクラブ会員全員の研修と交流を図る。任期内に部内クラブを 1回以上「公式訪問」し、部内諸活動の推進に努める。

部評議会 ＝ District Council
　　部の運営を協議、決議する機関。構成員は、それぞれの部則の定めによる。

物品 ＝ Supplies
　　ワイズ活動に用いる備品（万国旗など）、小道具（シールなど）、バッジ等の総称。
　　これらを製作 /供給する活動、事業者もいう。

ブリテン ＝ Bulletin
　　クラブとしての機関紙。クラブメンバーおよび他クラブ、区 /部役員等への連絡 /案内、入会候補者への PR、クラブの記
　　録としての役目を持つ。
　　毎月発行し、その月の例会プログラム、在籍者数、前月の例会出席者、出席率、BF成績、活動報告、活動計画、会員消息
　　などを掲載する。

文献 ＝ Documentation
　　ワイズメンズクラブ活動の指針となる規約集、手引き書その他参考文献。
　　文献作成 /精査等の実働組織として、東日本区では文献・組織検討委員会が設けられており、その委員は、区理事が任命する。

ブースター賞 ＝ Booster Award
　　会員増強の功績に対して国際協会から授与される賞。前年 2月 1日から当年 1月 31 日までの 1年間に、3名以上の新入
　　会員を紹介した個人および 6名以上の会員純増を果たしたクラブが表彰される。

ファミリーファスト＝ Family Fast
　　TOFを家庭内や、知人、友人に呼びかけて行う献金。東日本区ではHIV/AIDS 啓発活動の資金に用いられている。

ポータルバズ ＝ Portalbuzz
　　国際協会の会員データベース。クラブ毎に会長名、メンバーの氏名、メールアドレス等が登録され、国際協会会費は、こ
　　のデータに基づいて国際本部から東日本区に請求され、また登録されたメールアドレスへの一斉メールも送られる。

ホストクラブ ＝ Host Club
　　区大会、部大会その他の会合を実質的に準備するクラブ。STEPの学生やBF代表の受け入れに際して用いられることもある。

ポール・ウイリアム・アレキサンダー ＝ Paul William Alexander
　　初のワイズメンズクラブである米国オハイオ州トレドのクラブ（1920 年設立）の設立メンバーであり、ワイズメンズクラ
　　ブ国際協会（1922 年設立）の創設者、初代会長、名誉会長。国際標語（モットー）、入会式式辞、役員就任式式辞、ワイ
　　ズソングの歌詞は、彼の作である。彼の誕生日である 12月 8日は、「祈りの輪」の日として記念されており、また、彼の
　　名は、ASF（Alexander Scholarship Fund）の名称、EF献金者の称号（Paul William Alexander Fellow）等に用いられ
　　ている。生 1888- 没 1967。

ポール・ウイリアム・アレキサンダー遺産計画＝ Paul William Alexander Legacy Initiative
　　2022 年の国際協会創立 100 周年をターゲットとして、創設者を顕彰し、また、国際協会の発展を図るプロジェクトを実
　　施している。例えば、ワイズメンズクラブ発祥の地の米国・オハイオ州トレドにポール・ウイリアム・アレキサンダーの
　　墓碑の設置、国際協会の記録文書のデジタル化、新しい国際奉仕プロジェクトの開設など。プロジェクトに必要な資金を、
　　ポール・ウイリアム・アレキサンダー遺産基金として、2019-20 年度から 3年間、世界のワイズメンズクラブ会員から　
　　100 万米ドルの献金を募った。

メーキャップ＝ Make-Up
　　自クラブの本例会を欠席した会員が、特定の他のワイズメンズクラブ、YMCAの集まりに参加することで出席扱いとする
　　こと。東日本区定款施行細則第 11条参照。

メネット＝ Menettes
　　ワイズメネット（Y's Mennettes）の略で、男性会員のパートナー。女性会員のパートナーの呼称は、未定。国際的には　
　　Y’ s Mennettes の語が用いられ、Menettes は、用いられていない。

（ワイズ）メネット会＝ Y's Menettes Clubs
　　ワイズメネット会の略で、ワイズメネットたちが、ワイズ活動を支援するための組織体。
　　女性会員も、この会に参画することができる。区全体の運営は、「東日本区ワイズメネット委員会」が行っている。

（ワイズ）メネット活動＝ Y's Menettes Activities
　　ワイズメネットによるワイズメンズクラブ支援事業とワイズメネット独自の活動の総称。
　　各ワイズメネット会、部、区レベルであるいは国際レベルで、ワイズメネットが取り組む活動を総称して、（ワイズ）メネッ
　　ト活動という。

メネットソング＝ Menettes Song
　　ワイズメネットの会合で歌われる公式歌で、題名は「メネットのねがい」。1984 年 6月公募により制定。今井利子作詞、　
　　宮村治作曲による。

ユースコンボケーション＝ Youth Convocation
　　国際大会、地域大会と同時に開催される国際規模のユースの集い。国際ユースコンボケーションは、IYC、地域ユースコ
　　ンボケーションは、AYCと呼ばれる。

ユースボランティア・リーダーズフォーラム＝ Youth Volunteer Leaders Forum（YVLF）
　　東日本区内都市YMCAのユースボランティアリーダーを対象に、東日本区が主催するトレーニングのプログラム。

ユースリプリゼンタティブ＝ Youth Representative
　　ユースの代表者。国際協会レベルの IYR（International Youth Representative）および地域レベルのAYR（Area Youth 
　　Representative）、区レベルのRYR（Regional Youth Representative）がある。IYRと AYRは、2年に 1度の選挙で選
　　出され、RYRは、理事の指名によって選任される。

YMI ワールド ＝ YMI World
　　国際協会が年数回刊行する機関紙。
　　国際協会から委嘱された編集長、編集者、印刷者、発送者が担当している。日本では東西合同の翻訳・通訳委員会が日本
　　語版を製作している。

ワイズリー ＝ Y'sly
　　通信文の末尾に、Sincerely 等と同様に用いられる、ワイズの友情を表す語。
　　「ワイズ流に（互いに奉仕の構神で）」という意味の修飾語としても用いられる。

ワイズリングズ ＝ Y'slings
　　ワイズメンズクラブ会員の子女。「コメット」は、日本独自の呼び方

ランチョンバッジ＝ Luncheon Badge
　　丸型、直径約 9センチのプラスチック製の名札。自クラブの例会、自クラブが主催 /ホストする会合の際に装着する。入
　　会時の入会キットに含まれている。

4 つのＩ
　　ワイズメンズクラブの各組織の役員として必要とされる 4つの資質の英語の頭文字。国際協会が定める「役員就任式式文」
　　に示されている。Idealism（理想主義者であること）、Interest（関心を持つこと）、Initiative（率先すること）、Industry（労
　　をいとわぬこと）。

理事＝ Regional Director（RD）
　　区を代表する最高責任者。国際協会においては、区を代表する地域議会の議員。
　　区内では、国際協会を代表する役割を担い、区大会を主宰し、区代議員会の招集者および区役員会の招集者となる。

例会＝ Regular meeting/Monthly meeting
　　クラブが、毎月定められた日時、会場で開催する定例会。
　　クラブ会員が集い、ゲスト、ビジターを招き、卓話等のプログラムを行う例会を『本例会』、クラブ会員を中心に集い、ク
　　ラブ運営に関わることを協議する例会（役員会）を『第 2例会』という。毎月 2回の『本例会』を開催している場合は『第
　　1本例会』『第 2本例会』という。

ロースター ＝ Roster
　　会員名簿のこと。東日本区では、毎年度、「ハンドブック&ロースター」として発行している。

ロールバックマラリア ＝ Roll Back Malaria（RBM）
　　1988 年にWHO、UNICEF、UNDP（国連開発計画）、世界銀行等が始めた世界的規模のマラリア撲滅キャンペーン。正
　　式名称は、「ロールバックマラリア・パートナーシップ」であったが、現在は「マラリア終結のためのRBMパートナーシッ
　　プ」に名称変更されている。ワイズメンズクラブ国際協会は、世界YMCA同盟、グローバルファンド、英国の FCDO（外
　　務・英連邦・開発省）と提携 /協働してこれに取り組んでおり、国際献金の献金種目のひとつとして取り組みへの資金作
　　りを行っている。

ワイズソング ＝ Y's Men’ s Hymn
　　ワイズメンズクラブの公式歌（詳しくは「いざ立て」の項を参照）。

ワイズデー ＝ Y's Day
　　日本のワイズメンズクラブが初めて国際協会に加盟した記念日。
　　大阪ワイズメンズクラブが日本で初めて国際協会に加盟した 1928 年 11 月 10 日を記念して 11月 10 日を東・西日本区で
　　は、『ワイズデー』としている。

ワイズドットコム
　　東・西日本区の会員間の連絡、案内、情報 /意見交換のためのメーリングリスト。ワイズドットコムのメーリングリスト
　　に登録されているメンバーのみが受発信できる。東・西日本区の会員は、東日本区 IT アドバイザーへの申請により登録で
　　きる。なお、東日本区では全てのクラブ会長、区 /部役員が自動登録されている。メーリングリストへの投稿時のアドレ
　　スは、　　　　
　　yscom@mld.nifty.com

ワイズの信条
　　別名「五つの誓い」とも言われている。1999 年に承認され、東日本区では、多くのクラブが例会で唱和している。

ワイズメン ＝ Y's Men
　　ワイズメンズクラブ会員男女の呼称。「YMCAの人」の意味。ワイズメンズクラブ会員のパートナーをワイズメネットと
　　いう。

ワイズユースクラブ ＝ Y's Youth Club
　　ワイズメンズクラブと協調、協力する、国際協会が正式に認める 15-30 歳の青年による活動組織。東日本区では、2007　
　　年 1月に『ワイズユースクラブ横浜－Y３』が、国際協会公認ワイズユースクラブ第 1号として誕生した。

ワイズダム ＝ Y'sdom
　　ワイズ運動の共同世界、ワイズ運動の全体的な広がりといった意味で用いられることば。



STEP ＝ Short Term Youth Exchange Program
　　ユース海外短期交流プログラム。
　　3～ 11 週間の短期海外訪問制度。18～ 25 歳のワイズの子弟（または、3年以上、ワイズメンズクラブ、ワイズユースク
　　ラブ、YMCAの何れかの会員経験を有する者）が応募対象者。海外のワイズ家庭に滞在し、現地のユースとの交流や異文
　　化を体験する。
　　応募は、希望派遣期間の半年以上前に、クラブを通じて、ユース事業主任へ申請書類を提出する。

TOF ＝ Time of Fast
　　タイム・オブ・ファスト（Time of Fast：断食の時）の略称で、「ティー・オー・エフ」と発音する。クラブ例会での食事
　　を抜き、その金額相当分を国際協会に献金する。
　　献金は、世界中のYMCA、ワイズメンズクラブから募集して国際協会が選定する、SDGs に関連する発展途上国を主たる
　　対象とする地域支援プロジェクトに用いられる。
　　国際協会、東日本区では 2月を強調月間とし、クラブ例会だけではなく、2月に開催される、区、部の会合でも食事を抜
　　いたり、簡素なものにしたりしてその分を献金するよう努めている。

TC ＝ Travel Coordinator
　　来訪する BF代表の旅行日程を立案し、旅行中の世話や受け入れ /調整を行う専任委員。

UGP ＝ Unified Global Project（統一国際プロジェクト）
　　ワイズメンズクラブの認識度のアップを願って、始められた国際レベルの統一事業で、2005 年度からはHIV/ AIDS 関連
　　事業を展開した。国際協会での取り組みが終わった 2010 年度以降も東日本区では継続して取り組んでいる。2020/21 年
　　度からは、Heal the World（世界を癒そう）が統一事業に選定されている。

Week4Waste = Week for Waste (「ゴミのための週」)
　　国際協会によって 2020-21 年度に開始された、ワイズメンズクラブと地域社会を結びつけ、よりクリーンな地球を目指し
　　て統一的に行動するCS事業のキャンペーン。活動の多くは、毎年 4月 22 日のアースデイ（地球の日）のある 4月と、世
　　界最大の市民運動のひとつであるワールドクリーンアップデイ（毎年 9月中旬）に合わせて行われる。

YEEP ＝ Youth Educational Exchange Program
　　ワイズメンズクラブ会員の子弟の高校留学生交換事業。
　　2020-21 年度に廃止された。

YES ＝ Y's Extension Support
　　新クラブ設立の活動を支援するためのアジア太平洋地域の基金。各区から地域に拠出された献金は、地域内の各クラブの
　　設立支援資金および地域レベルのエクステンション活動に用いられる。

YIA ＝ Youth Involvement and Activities
　　若者のワイズメンズクラブ活動への参画、活動。
　　ワイズメンズクラブが行う様々な行事に、多くの若者達を巻き込む活動の奨励、ワイズユースクラブの育成、ユースコン
　　ボケーションの実施等を行う。

Y３ ＝ ワイスリー
　　ワイズメンズクラブの活動に共感する高校生以上の若者によるユースクラブ。YMCA、Y's Men、Youth の 3つの Yを表
　　している東・西日本区だけの組織である。2021-2022 年度現在、「Y３宇都宮」が活動を行っている。

YMCA ＝ Young Men's Christian Association
　　ワイズメンズクラブが支援、奉仕の対象としている社会教育団体。世界 120か国・地域に 6,500 万人（2021-2022 年度現在）
　　の会員を持つ世界最古、最大のNGOと言われている。
　　1844 年ロンドンでジョージ・ウィリアムズら青年によって創設され、全世界に広がり、世界YMCA同盟を結成している。
　　青少年の育成を運動の中心とするが、社会の必要に応えて、平和活動、地域社会支援、社会的弱者救済等にも取り組んでいる。

YMCAサービス ＝ YMCA Service
　　YMCAに対する奉仕を立案、実行するワイズメンズクラブの事業。
　　東日本区事業の中のひとつであり、YMCA指導者育成のための財的支援を目的とするASF（アレキサンダー奨学基金）も
　　YMCAサービス事業のひとつである。クラブは、区のサービス事業とともに、各クラブの関係YMCAへの奉仕と協力を
　　推進する。

　　Eは、クラブ拡張（新クラブ設立）、MCは、会員の維持（啓発、退会防止）と増強（新会員獲得）の意。

EF ＝ Endowment Fund（エンダウメントファンド）
　　国際協会の財政的な安定およびワイズダム発展のための基金。
　　個人 /クラブが特定の人を記念して献辞とともに 120 スイスフラン以上の寄付を行うか、個人 /クラブとして寄付のみを
　　行うかの 2種類がある。前者は、国際本部に永久保管されている「ゴールデンブック」に献辞が記載される。後者は、一
　　定金額以上の寄付を行った場合、献金額に応じて以下の称号が与えられ、「ゴールデンブック」に氏名が記載される。
　　50スイスフラン以上の献金（個人）：エンダウメントフレンド
　　120 スイスフラン以上の献金（個人）：ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　2回目の 120 スイスフラン以上の献金（個人）：ダブル・ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　1,000 スイスフラン以上の献金（個人）：オナーロール
　　1,000 スイスフラン以上の献金（クラブ）：オナーロールクラブ

IT アドバイザー＝ Information Technology Advisor
　　情報技術アドバイザー。
　　東日本区では「情報技術」に関して専門的なアドバイスを担当し、区のウェブサイトや区内のメーリングシステムの構築、
　　維持など IT に関するサポートを行っている。

IBC ＝ International Brother Clubs
　　国際兄弟クラブ。
　　クラブが外国のクラブと兄弟クラブ締結を行い、永続的な交流を続けること。また、その相手クラブのことも指す。新た
　　に IBC関係を結ぼうとするクラブ同士は、十分な事前準備を行った上で、締結書を交わす。
　　締結は、IBC国際事業主任が締結書にサインすることにより正式に認められる。

IBC トライアングル＝ International Brother Clubs Triangle
　　3クラブが相互に IBCを締結すること。

IBC クワドラングル＝ International Brother Clubs Quadrangle
　　4クラブが相互に IBCを締結すること。

ID ＝ International Director（ワイズメネット国際主任）
　　国際協会におけるワイズメネットの代表者。

iGo = Internships for Global Outreach（アイゴー：「世界に手を伸ばすためのインターン制度」）
　　青年の成長を目的として、YMCAやワイズメンズクラブ会員で事業を行っている者が、ユースに国際的なインターン（職
　　業体験）の場を提供するプログラム。申請時に 18歳から 29歳の者が対象。2020-21 年度に廃止されたYEEP の後継プロ
　　グラム。

JEF ＝ Japan East Y's Men's Fund
　　東日本区ワイズ基金。
　　東日本区ワイズ運動の安定的かつ継続的発展を支えるため、個人、クラブが記念すべき出来事、行事、慶弔事の折等に、　
　　基金に寄付を行う。寄付者氏名とその理由は、「奉仕帳」に記帳、永久保管される。

LT ＝ Leadership Training
　　会員のリーダーシップの開発、向上を目的に行う研修またはこれを推進する事業の名称。
　　東日本区では、LT委員会が設置され、区主催の部役員、クラブ役員の研修の企画 /実施、研修教材の整備 /提供、部主催
　　の研修会等の支援を行っている。
　　国際協会での正式名称は、LTOD (Leadership Training and Organisation Development)。

NDERF ＝ Natural Disaster Emergency Relief Fund（NDERF（自然災害緊急支援基金））
　　アジア太平洋地域において、地震、台風等の大きな自然災害が発生した際の緊急支援を行うことを目的とした基金。毎年、
　　アジア太平洋地域内の各区は、メンバーひとり当たり 2米ドルを前期の地域会費と併せて、アジア太平洋地域会計に送付
　　する。各理事からの要請に基づき、アジア太平洋地域常任役員会の決定によって支援金が支給される。

SDS ＝ Special Development Support（特別発展支援金）
　　国際協会の EF（エンダウメントファンド）の運用益の一部を原資として、各区におけるエクステンション活動等に対して、
　　その費用の一部が各区から国際本部への申請によって支給される制度。

YMCAの歌 ＝ YMCA Song
　　日本のYMCAの公式歌。ワイズの会合等でも歌われる。
　　1953 年、日本YMCA同盟が 50周年を記念して公募し、同盟主事の淵田多穂理の応募作品が入選し、津川主一が作曲した。

アジア太平洋地域 ＝ Asia Pacific Area
　　ワイズ運動の国際行政区分 8地域のひとつ。
　　2022 年 7月現在、東日本区、西日本区、台湾区、フィリピン区、南東アジア区（香港、マカオ、シンガポール、マレーシ
　　ア、タイ、ミャンマー、バングラデシュ、カンボジア、ネパール、インドネシア）、スリランカ区（スリランカ、パキスタ
　　ン）、オーストラリア区の 7区（Region）から成る。

いざ立て ＝ ONCE MORE WE STAND
　　ワイズメンズクラブ国際協会の公式歌。
　　クラブ、部、区、地域、国際など、ワイズの会合の冒頭で歌われる。英語では “Y’ s Men’ s Hymn” と呼ばれる。フィ
　　ンランドの作曲家、シベリウス（1869 ～ 1957）の交響詩「フィンランディア」の曲に、ワイズメンズクラブの創始者　
　　P・W・アレキサンダーが作詞した。原題は、ONCE MORE WE STAND である。日本では1962年に淵田多穂理が訳詞した。

「祈りの輪」の日
　　世界中のワイズメンズクラブ会員が「共に祈る時」を持つ日。
　　12月 8日は、ワイズメンズクラブの創始者 P・W・アレキサンダーの誕生日。この日を記念して世界中のワイズメンズク
　　ラブ会員が、それぞれの国の午後 8時に「共に祈る時」を持って地球上を輪でつなぐことを願うことから「祈りの輪」と言う。

ウエルネス ＝ Wellness
　　創造的健康生活を送ろうという運動。
　　人間が個人的にも社会的にも健全な生活を送るため、現代人を取り巻くストレス、運動不足、環境破壊などを意識して立
　　ち向かい、こころ、からだ、人間関係のすべてにわたって、あるべき姿を追求する。複数の都市YMCA にはウエルネスセ
　　ンターが設置され、地域に対して継続してウエルネスの普及に取り組んでいる。

エクステンション・ビヨンド・ボーダーズ ＝ Extension Beyond Borders（EBB）
　　区、国の枠組みを超えて、新クラブを設立すること。国際協会は、この取り組みを推奨している。東日本区での例として、
　　東京武蔵野多摩クラブがモンゴル・ウランバートルクラブをスポンサーとして設立したことが挙げられる。EBBを行った
　　クラブに対しては国際協会から賞（Extension Beyond Borders Award：EBBA）が授与される。

エリア ＝ Area
　　国際ワイズ運動を進める行政区分。
　　世界を地理的に 8つの地域に分割している。アフリカ、アジア太平洋、韓国、カナダ /カリブ海諸国、ヨーロッパ、インド、
　　ラテンアメリカ、米国の 8地域である。各地域は、国際議員選出の母体となり、地域行政は、その地域から選出された国
　　際議員の中から選ばれた地域会長（AP）が運営に当たる。

エルマー・クロウ賞 ＝ Elmer Crowe Award
　　任期年度中に特に傑出した働きをした部長に与えられる国際賞。
　　任期半ばで倒れた、カナダの元理事エルマー・クロウを記念して創設された。区理事が評価基準に基づいて、候補者を地
　　域会長に推薦し、国際会長が最終決定する。

会員異動報告書
　　クラブの会員の入会（新入会、転入会、再入会）や退会（退会、転出会）、変更などの異動があった場合に会長の責任にお
　　いて、所属部の部長および部会員増強事業主査（写し：東日本区事務所）に提出する書類。

監事（区） ＝ Auditor
　　区運営に関して、区役員に適切な助言、督励を行う者。
　　区の指名委員会によって指名され、代議員会で承認されて 2年間の任に就く。行政監事 1名、財政監事 1名が選任され、
　　それぞれの分野での監査を行い、他方の分野も副担当として実施する。

キリスト教精神 ＝ Christian Spirit
　　イエス・キリストが全生涯をもって示した博愛、奉仕、自己犠牲の精神。
　　国際憲法のガイドライン 201 には、「イエス・キリストの教えは、ワイズメン全体の意志決定のための、クラブならびに
　　国際協会の運営のための、さらにワイズメン個人の日々の生活のための、ガイドライン（指針）となるものである。」と定
　　められている。

　　国際協会、各地域ではキリスト教精神を広めるため、キリスト教強調 (Christian Emphasis: CE) 事業主任が選任され、キ
　　リスト教精神の維持、拡大を担っている。

ギャベル ＝ Gavel
　　点鐘を行うとき、鐘をたたく木槌。

休会
　　病気や一定期間の仕事の都合等の正当な理由で、長期にわたり、クラブの例会や諸活動に出席できない者は、クラブ会長
　　が申請し、理事の承認を得て、最長 3年間、休会とすることができる。ただし、病気の快復等で再び例会等に出席できる
　　ようになった場合に復帰する意思がある者に限る。休会は、退会と同じ扱いであるが、ロースターに氏名が掲載され、また、
　　復帰の際の入会金が免除される。東日本区独自の制度。

協力関係の原則 ＝ Principles of Partnership
　　世界YMCA同盟とワイズメンズクラブ国際協会がより良きパートナーとなるべく、両者の協力関係の原則が 1981 年に締
　　結された。各地域、各区等のレベルでも同様の締結が進んでいる。

区＝ Region
　　地域（エリア）を構成する区分。東日本区は、アジア太平洋地域の構成員。
　　区の目的は、「区内の各クラブが国際憲法の精神に基づき、敬愛の念を持って交わり、国際協会の綱領と目的を達成し、さ
　　らにこの運動を広く区内に拡張するために相互に協力すること」（東日本区定款第 2条第 3項）を進めることである。

区事務所 ＝ Regional Office
　　区の運営に関する事務を処理する事務所。
　　区事務所は、区書記、会計等の理事スタッフと協力し、区運営のサポートを行う。事務所運営のために事務所所長等の職
　　員を置く。東日本区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置かれている。

区事業主任 ＝ Regional Service Director（RSD）
　　区理事のスタッフとして、事業ごとに置かれる区役員。
　　国際、地域の事業主任の指導のもと、理事の意向を受けて、当該事業活動の計画立案、実施の責任を持ち、各部の事業主
　　査をリードし、その事業活動を支援する。また、活動状況、成果を区内および地域、国際へ報告する。

区大会 ＝ Regional Convention
　　毎年各区で開催される大会。
　　東日本区は、原則として 6月の第 1土日に区理事が主宰し、開催する。大会は、クラブおよび会員が情報を交換し、互い
　　に啓発し、共に運動を担う者としての連帯、協力関係、親睦を深めることを目的とする。区大会は、立候補によって選ば
　　れたホストクラブが実行委員会（ホストコミッティー）を組織し、理事の指導のもと準備、運営、実施に当たる。

区担当主事（東日本区） ＝ YMCA Liaison Secretary to Japan East Region
　　YMCAとワイズメンズクラブの区レベルでの連携を行う日本YMCA同盟主事。
　　日本YMCA同盟総主事が同盟主事の中から任命する。東日本区役員会を始め、種々の会合、区大会等に出席し、YMCA　
　　とワイズメンズクラブとの関係が円滑に推進されるように努める。

区報、部報 ＝ Regional Bulletin、District Bulletin
　　区、部の公式の会報で、メンバーに対する情報提供、活動の記録等を目的として発行、配布される。東日本区においては
　　東日本区定款施行細則で年 2回以上の発行が定められおり、各部においては部則等の規定に則って発行される。

区役員 ＝ Regional Officers
　　区役員会を構成する役員。
　　理事、次期理事、直前理事、区書記、区会計、部長、区事業主任が区役員である。
　　区役員会には、監事、委員会委員長、専任委員、事務所職員等も列席する。

クラブ ＝ Club
　　ワイズメンズクラブ運動を構成する最小単位でかつ運動の基盤となる組織。クラブは、最低 3名の会員から成り、新たに
　　クラブを設立する際は、5名以上の会員が必要である。

クラブ担当主事 ＝ Related Secretary
　　YMCAとクラブとの連携を行うYMCAの主事。

　　投票権があるのは、グッドスタンディングクラブ（「グッドスタンディング」の項を参照）でかつ直近 3半期の会員数が　
　　15名以上のクラブである。ただし、会員数の基準を満たしていない場合、直近 3半期の会員数が 5名以上で、12月 31　
　　日現在でチャーター後 25年を経過しているクラブは、区理事からの国際本部への申請によって投票権を得ることができる。
　　投票は、各クラブを代表する者（クラブ会長または事前に登録したその他のクラブメンバー）が国際協会のウェブサイト
　　を通じて実施する。

国際本部 ＝ International Headquarters（IHQ）
　　国際協会事務局、国際書記局ともいう。国際書記長以下有給スタッフが、全世界の役員、委員、区理事、クラブ会長など
　　への事務連絡や実務を行っている。事務所は、スイス・ジュネーブに置かれている。サテライトオフィスがチェンマイ（タ
　　イ）に置かれている。

国際聖句
　　ワイズメンズクラブ会員の精神的基盤をなすもので、新約聖書 “ヨハネによる福音書第 17章 21 節”。

国際大会 ＝ International Convention（IC）
　　2年ごとに開催される国際協会レベルの大会。
　　全世界のワイズメンズクラブ会員が一堂に会し、式典、研修、親睦等のプログラムが展開される。開催地（ホスト区）は、
　　立候補制で国際大会委員会（ICC）の下に、ホスト区内に大会実行委員会（HCC=ホストコンベンションコミッティ）が
　　組織され、大会全般の準備と実行に当たる。

国際連合・経済社会理事会・特殊諮問資格＝
　　Special Consultative Status with the Economic and Social Council of the United Nations
　　2006 年にワイズメンズクラブ国際協会が取得した、国際連合・経済社会理事会が認めるNGO（非政府組織）の資格のひ
　　とつ。特定の分野において、国際連合が採択した行動計画、プログラムおよび宣言を実施、推進する。国際連合およびそ
　　の補助機関の特定の会合への出席、検討事項に関する意見を述べることができる。

コメット＝ Y'slings
　　日本でのワイズメンズクラブ会員の子弟の呼称。国際での呼称は、ワイズリングズ。

ゴールデンブック ＝ Golden Book
　　エンダウメントファンドへの献辞、寄付者名が記録される台帳。
　　革表紙の製本で永久保存される。東日本区の「東日本区ワイズ基金」（JEF）の「奉仕帳」に当たる。

出席率 ＝ The Percentage of Member's Attendance
　　クラブ会員の例会出席率。（東日本区定款施行細則第 11 条参照）

常任役員（会） ＝ Regional Executive Officers
　　区の理事、次期理事、直前理事、書記、会計。
　　この 5者で常任役員会を構成する。常任役員会は、日常必要な決済事項を合議によって処理する。

主題 ＝ Theme
　　国際会長、アジア太平洋地域会長、区理事、部長、クラブ会長が掲げる中心テーマで、それぞれの任期年度に使用する。

スローガン = Slogan
　　主題を展開、補足する副題。サブテーマ（Sub-Theme）とも言う。

スポンサークラブ＝ Sponsor Club
　　新クラブ設立のイニシアティブをとるクラブ。設立、チャーター後も、新クラブを支援する。

スマイル＝ Smile
　　クラブ活動資金、基金作りのための自由献金。
　　例会で、会員が最近身近に起きた嬉しいことなどを記念して献金する。クラブによっては「ニコニコ」、「ドライブ」、「ロバ」
　　などとも呼んでいる。

世界YMCA同盟＝ World Alliance of YMCAs
　　世界各国のYMCAの協力と運動推進を図るための連合体。本部はスイス・ジュネーブにある。略称は、WAY。
　　World YMCAと称することもある。

　　クラブが支援する都市YMCAの総主事が任命する。クラブ会員としてクラブに加わり、連絡役のみならずクラブ活動にも
　　参加する。

グッドスタンディング ＝ Good standing
　　直近 3半期の会費（国際会費、地域会費、区会費）を支払ったクラブを国際協会ではグッドスタンディング（良好な状態
　　のクラブ）クラブと呼ぶ。会員数には無関係である。

ゲスト ＝ Guest
　　例会などでワイズ関係 ( ワイズメン、ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバー ) 以外の知人、友人、ゲス
　　トスピーカー、入会候補者としての参加者などをゲストと呼ぶ。

広義会員 ＝ Members-at-large
　　クラブ会員の内、常に例会その他の会合に出席することが不可能な者は、クラブ会長が理事に届け出て、理事の承認を受
　　けると広義会員となることができる東日本区の制度。広義会員は、例会出席義務を免かれる。
　　国際協会の広義会員は、ワイズの無い地域に住む者が、特定のクラブではなく区に所属する制度であり、東日本区の制度
　　とは別の制度である。

広報 ＝ Public Relations（PR）
　　「組織以外の多くの人に広く情報を伝える」（Public Information）と「人のつながりを強める」（Public Relations）こと。
　　ワイズ内外にタイムリーに情報発信し、ワイズ活動の活性化、社会的認知度の向上に資する。

功労会員 ＝ Senior Service Member
　　クラブのために長年尽くして来た会員が、クラブの決議により理事に届け出て功労会員となる。例会出席義務を免除される。

国際会長 ＝ International President（IP）
　　ワイズメンズクラブ国際組織の最高責任者。国際議会の議長を務める。
　　推薦制で任期は 1年。就任の 2年前に投票権を持つ全世界のクラブ会長の投票で選ばれ、次の 1年、次期国際会長となる。
　　国際会長の取り組みとして最も強調したいことを「国際会長主題」として掲げる。

国際議会 ＝ International Council（IC）
　　ワイズメンズクラブ国際協会の立法機関。
　　国際憲法の改訂を始め、国際協会の予算の決定、諸事業、規定の新設 /改廃、国際大会開催地の決定など、国際ワイズ活
　　動のすべての重要案件を審議する。各地域から会員人数割りで選出される 15名の（国際）議員によって構成される。毎年
　　7月または 8月に国際議会が開かれ、1月または 2月に年央会議（ミッドイヤーミーティング）が開かれる。

国際議員 ＝ International Council Members（ICM）
　　国際議会構成員。世界の全 8地域から会員数に応じてドント方式で選出される 13名の国際議員と輪番で 2地域から選出
　　される 2名の青年議員（26歳から 39歳）議員の合計 15名からなる。何れも当該地域の各クラブからの投票で選出される。
　　任期は 2年で再選は認められていない。

（ワイズメンズクラブ）国際協会 ＝ The International Association of Y’ s Men’ s Clubs / Y’ s Men International
　　世界のワイズメンズクラブを構成員として設立されている国際組織。
　　国際協会の立法機関は、国際議会、行政機関は、執行役員会と各地域会長である。

国際憲法 ＝ International Constitution
　　ワイズメンズクラブの活動基盤を定めたもの。
　　東日本区定款の綱領や目的も国際憲法に基づいて定められている。国際協会の標語（Motto）「強い義務感を持とう　義務
　　はすべての権利に伴う」も、この中に明記されている。

国際執行役員（会） ＝ International Executive Officers（IEO）
　　国際会長、次期国際会長、直前国際会長、国際会計を国際執行役員と呼び、4者で国際執行役員会を構成する。国際執行
　　役員会には、有給スタッフである国際書記長も陪席し、日常必要な決済事項を合議によって処理する。東日本区の常任役
　　員（会）に当たる。

国際投票 = International Voting
　　毎年通常、12月から 1月にかけて、次々期国際会長、次期国際会計（3年に 1度）、地域選出国際議会議員の選出および
　　国際憲法の改訂（改訂事項がある場合）についての国際投票が行われる。

設立総会
　　新クラブの発足に際し、新クラブメンバーによりクラブ名称、会則、事業方針、予算などを決議し、また、申請書類への
　　署名を行う会合。日本のワイズメンズクラブ独特のもの。
　　設立総会を終えると、クラブとしての活動が始まるが、チャーターナイトまでは、「ワイズメンズクラブ」として公式には
　　認められていないため、その間は「（仮）○○ワイズメンズクラブ」等と称することが通例となっている。

戦略 2032 = Strategy 2032　
　　創立 100 周年を機に、2022 年に制定されたワイズズメンズクラブ国際協会（YMI）の中長期計画。YMI が 2032 年には
　　どのような組織になっているかの目標およびそのための戦略をまとめたもの。YMIは、公平で持続可能な世界を築くために、
　　互いに刺激し合い、協力し合って、親睦と地域社会への影響力において卓越した組織となること、健康、環境、教育に重
　　点を置いて奉仕活動を行っていくこと等が謳われている。
　　2016 年に制定された「2022 年とその先に向けて」（Towards2022 & Beyond」）および 2019 年に制定された「チャレン
　　ジ 22」（Challenge 22）の後継計画である。

代議員＝ Regional Council Members
　　東日本区のクラブ会長、部長および部の会員人数割りによって選出された会員。任期は、7月 1日から 1年。ただし、再
　　任を妨げない。議長は、直前部長の互選で選任される。
　　東日本区の立法機関である代議員会の構成員である。年次代議員会は、通常東日本区大会に合わせて開催される。部人数
　　割代議員は部内会員数 100 名につき 1名（100 名未満の場合は 1名）の割合で選出する。内 1名は、直前部長。

チャーター＝ Charter
　　新設クラブに対して国際協会が加盟を認証すること、または加盟認証状。加盟認証状に記載されている「Charter 　　　
　　Presentation Date」が公式のチャーター年月日である。

チャーターメンバー＝ Charter Member
　　新クラブ発足時の設立会員。国際協会加盟手続きの際、申請書に署名した会員。

チャーターナイト＝ Charter Presentation Ceremony
　　国際協会加盟認証を受ける新クラブが、近隣クラブおよび地域社会に披露する会。
　　本来は晩餐会なので通称 “チャーターナイト” という。この会では国際協会加盟認証状の伝達式、チャーターバッジ着装、
　　メンバー紹介などが行われる。

地域事務所 ＝ Area Office
　　地域の運営を円滑に進めるための事務所。
　　専任スタッフを置き、地域会長指導のもと、各区ヘの事務連絡、事務処理等を行う。アジア太平洋地域は、香港に地域事
　　務所を置いている。

点鐘
　　クラブ例会、区役員会等の公式会合の時に、開会宣言 /閉会宣言を行う主宰者が厳粛にギャベル（木槌）で鐘を打ち鳴ら
　　すこと。

トロイカ ＝ Troika
　　組織の各レベルで、トップをその前任者と後任者が支え、また、組織運営の継続性を確保する体制。ロシア語の 3頭立て
　　の馬橇が語源。
　　区は理事、次期理事、直前理事、部は部長、次期部長、直前部長、クラブは会長、次期会長、直前会長からなる。

ドライバー ＝ Driver
　　ワイズ運動、特に例会の推進役。クラブによってはマーシャル、クラブサービスと呼んでいる。直訳は“強く動機づける人”、
　　“運動推進役”。献金を促したり例会を盛り上げたりする役割を担う。

西日本区 ＝ Japan West Region
　　富山県、岐阜県、愛知県以西（沖縄県を除く）を領域とする区。1997 年に旧日本区の分割によって、東日本区と同時に誕
　　生した。

日本YMCA同盟 ＝ The National Council of YMCAs of Japan
　　日本のYMCA運動の推進、都市YMCAと学生YMCAへの支援、調整、助言活動を行う組織。事務所を東京都新宿区四
　　　　谷本塩町 2-11 に置く。1903 年に設立され、世界YMCA同盟とアジア・太平洋YMCA同盟に加盟し、世界YMCA

　　同盟を始め海外YMCAとの連絡を担う。全国のスタッフの国内研修、主事養成と認証、ワイズメンズクラブとの連携、調
　　整、御殿場にある研修施設、国際青少年センターYMCA東山荘の運営も行っている。

バナー ＝ Banner
　　クラブ、部、区の旗。クラブ例会、部大会、区大会など公式会合時に掲げる。

バランタイン賞 ＝ Harry M. Ballantyne Award of Merit 
　　国際協会の発展に貢献したメンバーに対して、毎年、国際協会が授賞する賞。1922 年の国際協会設立時から担当主事とし
　　て活躍した、Harry M. Ballantyne カナダ YMCA主事を記念して 1957 年に創設された。正式名称は、ハリー・M・バラ
　　ンタイン賞。
　　これまでの日本人受賞者は、次の各氏。（　　）内は受賞年：奈良傳（1966）、鈴木謙介（1982）、竹内敏朗（1987）、田
　　中真（1995）、三井万壽雄（2002）、今村一之（2006）、奈良信（2010）、藤井寛敏（2018）

半年報 ＝ Semiannual Report
　　クラブが会員の入 /退会による変化を東日本区へ提出（クラブ→部長→会員増強事業主任）する報告書。
　　7月 1日付と 1月 1日付の年 2回一定の書式で報告する。7月 1日付人数が国際会費、アジア太平洋地域会費、区費算定
　　の基礎となる。

東日本区 ＝ Japan East Region
　　世界に 44ある区（2022 年 7月現在）（行政単位）のひとつ。
　　新潟県、長野県、静岡県以東と沖縄県を領域とする。1997 年 7月に旧日本区を東西に分けた形で、東日本区、西日本区と
　　して誕生した。その活動は、東日本区定款に基づき、区理事がこれを統括する。区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置
　　かれている。

東日本区ウェブサイト
　　ワイズメンズクラブ、東日本区の紹介、区内のニュース、クラブ案内、区報、各種マニュアル、書式等が掲載されている
　　東日本区の公式ウェブサイト。URL は、https://www.ys-east.or.jp/
　　＜参考＞　国際協会ウェブサイト：https://www.ysmen.org/
　　　　　　　アジア太平洋地域ウェブサイト：http://www.ysmenap.org/
　　　　　　　西日本区ウェブサイト：http://www.ys-west.or.jp/

東日本区定款 ＝ Regional Constitution of Japan East Region
　　ワイズメンズクラブ国際協会の憲法に基づき、東日本区のモットー、綱領、目的、組織、運営の基本などを定めたもの。

東日本区奈良傳賞＝ Japan East Region Tsutae Nara Memorial Award
　　ワイズダム発展に尽力し、その功績が認められた会員に与えられる賞。
　　日本のワイズ運動の創始者である奈良傳氏の偉業を記念して制定された賞で、長年ワイズダム発展に尽力し、その功績が
　　認められ、奈良傳賞受賞者選考委員会の議を経て選ばれた会員が、東日本区大会で表彰される。

東日本区メーリングリスト
　　年度毎に、「全クラブ会長」、「全部長」、「各部別の部役員」、「各事業別の事業主査」等、東日本区内の各役職者別に作成さ
　　れる公式のメーリングリスト。例えば、全クラブ会長のメーリングリストは、kaicho@ys-east.or.jp。
　　当該メーリングに登録されているメンバーのみが、そのメーリングリストを用いて受発信できる。

ビジター ＝ Visitor
　　他クラブからの例会等への来訪者。ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバーも含む。

ヒストリアン（国際） ＝ Historian
　　全世界のワイズ関係の公式文書を入手保管し、歴史的資料として整備する役職者。
　　国際文献保存委員ともいう。区報、クラブチャーター資料、区大会開催資料など、使用言語の如何を問わず、ヒストリア
　　ンへ送付する。

ヒストリアン（東日本区）＝ Historian
　　東日本区のワイズ活動の歴史をまとめる役職者。
　　東日本区の歴史的事項を正確に記録するために、区報、区役員会資料、区大会資料、加盟認証状の写し、クラブ記念誌等
　　の文献を収集、整理、保存する。部ヒストリアンを設置している部もある。

ヒールザワールド ＝ Heal the World
　　国際協会が 2020-21 年度に開始した統一国際プロジェクト（「UGP」の項を参照）で、新型コロナウイルス後の世界を癒
　　すために、より強い国際的な関与と組織的な連携、連帯を構築して我々のボランティアの力をより発揮することを目的と
　　している。主な活動内容は、災害時等の救援物資の提供 /ボランティア支援、医療 /健康プログラム、専門家のネットワー
　　ク構築など。プロジェクトの資金を賄うために、TOF献金の増額が望まれている。

フィラテリスト ＝ Philatelist
　　直訳すると「切手収集家」。ワイズにおいては、BF献金の使用済切手の拠出を推進することおよび使用済切手を換金する
　　業者との窓口の役割を担う。各エリアではこの業務を担当する事業主任が任命されている。

Motto ＝ 標語（国際）
　　ワイズメンズクラブの基本的な行動目標を表す言葉。
　　国際標語は “To acknowledge the duty that accompanies every right”（強い義務感をもとう　義務はすべての権利に伴
　　う）である。

部 ＝ District
　　ワイズ運動を協力して進めるために区内の 2つ以上のクラブで構成された組織体。
　　東日本区には 7つの部（2022 年 7月 1日現在）がある。部は、区役員会、代議員会の承認を得て設置が認められる。

部事業主査 ＝ District Service Director（DSD）
　　部長のスタッフとして事業ごとに置かれる部役員。
　　部の事業活動の活発化に努め、クラブとの連絡を図ると共に、区事業主任との連絡を密にする。部長および区事業主任へ
　　部事業活動報告書を送る。

部大会 ＝ District Convention
　　部内各クラブ相互の情報交換および親睦のため、部長の主宰により年 1回以上開催される部の大会。2018-19 年度の東日
　　本区定款改訂により、これまでの「部会」から「部大会」に名称が変更された。正式な表記は、「XX部部大会」（「XX部大会」
　　ではなく）。

部長 ＝ District Governor
　　部の最高責任者。
　　あらゆる機会をとらえ部内クラブを指導するとともに、区にあっては代議員、区役員、「区役員候補者指名委員会」の委員
　　であり、部にあっては通常年 1回の部大会を主宰し、部の方針および運営等を協議し決定する数回の評議会を開催し、また、
　　属するクラブ会員全員の研修と交流を図る。任期内に部内クラブを 1回以上「公式訪問」し、部内諸活動の推進に努める。

部評議会 ＝ District Council
　　部の運営を協議、決議する機関。構成員は、それぞれの部則の定めによる。

物品 ＝ Supplies
　　ワイズ活動に用いる備品（万国旗など）、小道具（シールなど）、バッジ等の総称。
　　これらを製作 /供給する活動、事業者もいう。

ブリテン ＝ Bulletin
　　クラブとしての機関紙。クラブメンバーおよび他クラブ、区 /部役員等への連絡 /案内、入会候補者への PR、クラブの記
　　録としての役目を持つ。
　　毎月発行し、その月の例会プログラム、在籍者数、前月の例会出席者、出席率、BF成績、活動報告、活動計画、会員消息
　　などを掲載する。

文献 ＝ Documentation
　　ワイズメンズクラブ活動の指針となる規約集、手引き書その他参考文献。
　　文献作成 /精査等の実働組織として、東日本区では文献・組織検討委員会が設けられており、その委員は、区理事が任命する。

ブースター賞 ＝ Booster Award
　　会員増強の功績に対して国際協会から授与される賞。前年 2月 1日から当年 1月 31 日までの 1年間に、3名以上の新入
　　会員を紹介した個人および 6名以上の会員純増を果たしたクラブが表彰される。

英 和 対 照 略 語 集

ＡＰ  Area President     地域会長
ＡＰＡＹ Asia and Pacific Alliance of YMCAs  アジア・太平洋YMCA同盟 
ＡＰＥ  Area President Elect     次期地域会長
ＡＳＤ  Area Service Director     地域事業主任
ＡＳＦ  Alexander Scholarship Fund    アレキサンダー奨学基金
ＡＴ  Area Treasurer      地域会計
ＡＴＣ  Area Travel Coordinator     地域トラベルコーディネーター
ＡＹＣ  Area Youth Convocation    地域ユースコンボケーション
ＢＥ  Bulletin Editor      ブリテン編集者
ＢＦ  Brotherhood Fund     ブラザーフッド基金（BF 基金）
ＢＦＥＣ Brotherhood Fund Expenditure Committee  BF 支出委員会
ＣＥ  Christian Emphasis     キリスト教強調
ＣＰ  Club President      クラブ会長
ＣＳ  Community Service     コミュニティーサービス（地域社会奉仕）
ＤＢＣ  Domestic Brother Clubs     国内兄弟クラブ
ＤＧ  District Governor     部長
ＤＳＤ  District Service Director     部事業主査
Ｅ  Extension     エクステンション 
ＥＦ  Endowment Fund     エンダウメント基金
ＥＭＣ  Extension & Membership Conservation   クラブ拡張および会員維持 /増強
ＨＣＣ   Host Convention Committee    大会実行委員会
ＨＴＷ  Heal the World      世界を癒そう
ＩＢＣ   International Brother Clubs    国際兄弟クラブ
ＩＣ   International Convention    国際大会
  International Council    議会
ＩＣＣ   International Convention Committee   国際大会委員会
ＩＣＭ   International Council Meeting   国際議会
  International Council Member   議員
ＩＤ  International Director, Y’ s Menettes  ワイズメネット国際主任
ＩＥＯ   International Executive Officer    国際執行役員
 iＧｏ  Internship for Global Outreach    世界に手を伸ばすためのインターン制度 
ＩＨＱ   International Headquarters    国際本部（国際書記局）
ＩＰ   International President     国際会長
ＩＰＥ   International President Elect    次期国際会長
ＩＳＤ   International Service Director    国際事業主任
ＩＳＧ   International Secretary General    国際書記長
ＩＴ   International Treasurer     国際会計
ＩＹＣ   International Youth Convocation    国際ユースコンボケーション
ＪＥＦ   Japan East Y's Men's Fund    東日本区ワイズ基金
ＬＴ   Leadership Training     リーダーシップトレーニング
ＭＣ   Membership Conservation    会員の維持・増強
ＮＤＥＲＦ  Natural Disaster Emergency Relief Fund   自然災害緊急支援基金
ＰＩＰ   Past International President    元国際会長
ＰＲ  Public Relations     広報
ＰＷＡＬＦ Paul William Alexander Legacy Fund     ポール・ウイリアム・アレキサンダー遺産基金
ＲＤ   Regional Director     区理事
ＲＤＥ   Regional Director Elect     次期区理事
ＲＳＤ   Regional Service Director    区事業主任
ＲＹＲ  Regional Youth Representative   区ユース代表
ＳＤＳ  Special Development Support   特別発展支援金 
ＳＴＥＰ  Short Term Youth Exchange Program   ユース海外短期交流プログラム
ＳＵＰ  Supplies      ワイズ物品供給
ＴＣ   Travel Coordinator     トラベルコーディネーター



STEP ＝ Short Term Youth Exchange Program
　　ユース海外短期交流プログラム。
　　3～ 11 週間の短期海外訪問制度。18～ 25 歳のワイズの子弟（または、3年以上、ワイズメンズクラブ、ワイズユースク
　　ラブ、YMCAの何れかの会員経験を有する者）が応募対象者。海外のワイズ家庭に滞在し、現地のユースとの交流や異文
　　化を体験する。
　　応募は、希望派遣期間の半年以上前に、クラブを通じて、ユース事業主任へ申請書類を提出する。

TOF ＝ Time of Fast
　　タイム・オブ・ファスト（Time of Fast：断食の時）の略称で、「ティー・オー・エフ」と発音する。クラブ例会での食事
　　を抜き、その金額相当分を国際協会に献金する。
　　献金は、世界中のYMCA、ワイズメンズクラブから募集して国際協会が選定する、SDGs に関連する発展途上国を主たる
　　対象とする地域支援プロジェクトに用いられる。
　　国際協会、東日本区では 2月を強調月間とし、クラブ例会だけではなく、2月に開催される、区、部の会合でも食事を抜
　　いたり、簡素なものにしたりしてその分を献金するよう努めている。

TC ＝ Travel Coordinator
　　来訪する BF代表の旅行日程を立案し、旅行中の世話や受け入れ /調整を行う専任委員。

UGP ＝ Unified Global Project（統一国際プロジェクト）
　　ワイズメンズクラブの認識度のアップを願って、始められた国際レベルの統一事業で、2005 年度からはHIV/ AIDS 関連
　　事業を展開した。国際協会での取り組みが終わった 2010 年度以降も東日本区では継続して取り組んでいる。2020/21 年
　　度からは、Heal the World（世界を癒そう）が統一事業に選定されている。

Week4Waste = Week for Waste (「ゴミのための週」)
　　国際協会によって 2020-21 年度に開始された、ワイズメンズクラブと地域社会を結びつけ、よりクリーンな地球を目指し
　　て統一的に行動するCS事業のキャンペーン。活動の多くは、毎年 4月 22 日のアースデイ（地球の日）のある 4月と、世
　　界最大の市民運動のひとつであるワールドクリーンアップデイ（毎年 9月中旬）に合わせて行われる。

YEEP ＝ Youth Educational Exchange Program
　　ワイズメンズクラブ会員の子弟の高校留学生交換事業。
　　2020-21 年度に廃止された。

YES ＝ Y's Extension Support
　　新クラブ設立の活動を支援するためのアジア太平洋地域の基金。各区から地域に拠出された献金は、地域内の各クラブの
　　設立支援資金および地域レベルのエクステンション活動に用いられる。

YIA ＝ Youth Involvement and Activities
　　若者のワイズメンズクラブ活動への参画、活動。
　　ワイズメンズクラブが行う様々な行事に、多くの若者達を巻き込む活動の奨励、ワイズユースクラブの育成、ユースコン
　　ボケーションの実施等を行う。

Y３ ＝ ワイスリー
　　ワイズメンズクラブの活動に共感する高校生以上の若者によるユースクラブ。YMCA、Y's Men、Youth の 3つの Yを表
　　している東・西日本区だけの組織である。2021-2022 年度現在、「Y３宇都宮」が活動を行っている。

YMCA ＝ Young Men's Christian Association
　　ワイズメンズクラブが支援、奉仕の対象としている社会教育団体。世界 120か国・地域に 6,500 万人（2021-2022 年度現在）
　　の会員を持つ世界最古、最大のNGOと言われている。
　　1844 年ロンドンでジョージ・ウィリアムズら青年によって創設され、全世界に広がり、世界YMCA同盟を結成している。
　　青少年の育成を運動の中心とするが、社会の必要に応えて、平和活動、地域社会支援、社会的弱者救済等にも取り組んでいる。

YMCAサービス ＝ YMCA Service
　　YMCAに対する奉仕を立案、実行するワイズメンズクラブの事業。
　　東日本区事業の中のひとつであり、YMCA指導者育成のための財的支援を目的とするASF（アレキサンダー奨学基金）も
　　YMCAサービス事業のひとつである。クラブは、区のサービス事業とともに、各クラブの関係YMCAへの奉仕と協力を
　　推進する。

　　Eは、クラブ拡張（新クラブ設立）、MCは、会員の維持（啓発、退会防止）と増強（新会員獲得）の意。

EF ＝ Endowment Fund（エンダウメントファンド）
　　国際協会の財政的な安定およびワイズダム発展のための基金。
　　個人 /クラブが特定の人を記念して献辞とともに 120 スイスフラン以上の寄付を行うか、個人 /クラブとして寄付のみを
　　行うかの 2種類がある。前者は、国際本部に永久保管されている「ゴールデンブック」に献辞が記載される。後者は、一
　　定金額以上の寄付を行った場合、献金額に応じて以下の称号が与えられ、「ゴールデンブック」に氏名が記載される。
　　50スイスフラン以上の献金（個人）：エンダウメントフレンド
　　120 スイスフラン以上の献金（個人）：ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　2回目の 120 スイスフラン以上の献金（個人）：ダブル・ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　1,000 スイスフラン以上の献金（個人）：オナーロール
　　1,000 スイスフラン以上の献金（クラブ）：オナーロールクラブ

IT アドバイザー＝ Information Technology Advisor
　　情報技術アドバイザー。
　　東日本区では「情報技術」に関して専門的なアドバイスを担当し、区のウェブサイトや区内のメーリングシステムの構築、
　　維持など IT に関するサポートを行っている。

IBC ＝ International Brother Clubs
　　国際兄弟クラブ。
　　クラブが外国のクラブと兄弟クラブ締結を行い、永続的な交流を続けること。また、その相手クラブのことも指す。新た
　　に IBC関係を結ぼうとするクラブ同士は、十分な事前準備を行った上で、締結書を交わす。
　　締結は、IBC国際事業主任が締結書にサインすることにより正式に認められる。

IBC トライアングル＝ International Brother Clubs Triangle
　　3クラブが相互に IBCを締結すること。

IBC クワドラングル＝ International Brother Clubs Quadrangle
　　4クラブが相互に IBCを締結すること。

ID ＝ International Director（ワイズメネット国際主任）
　　国際協会におけるワイズメネットの代表者。

iGo = Internships for Global Outreach（アイゴー：「世界に手を伸ばすためのインターン制度」）
　　青年の成長を目的として、YMCAやワイズメンズクラブ会員で事業を行っている者が、ユースに国際的なインターン（職
　　業体験）の場を提供するプログラム。申請時に 18歳から 29歳の者が対象。2020-21 年度に廃止されたYEEP の後継プロ
　　グラム。

JEF ＝ Japan East Y's Men's Fund
　　東日本区ワイズ基金。
　　東日本区ワイズ運動の安定的かつ継続的発展を支えるため、個人、クラブが記念すべき出来事、行事、慶弔事の折等に、　
　　基金に寄付を行う。寄付者氏名とその理由は、「奉仕帳」に記帳、永久保管される。

LT ＝ Leadership Training
　　会員のリーダーシップの開発、向上を目的に行う研修またはこれを推進する事業の名称。
　　東日本区では、LT委員会が設置され、区主催の部役員、クラブ役員の研修の企画 /実施、研修教材の整備 /提供、部主催
　　の研修会等の支援を行っている。
　　国際協会での正式名称は、LTOD (Leadership Training and Organisation Development)。

NDERF ＝ Natural Disaster Emergency Relief Fund（NDERF（自然災害緊急支援基金））
　　アジア太平洋地域において、地震、台風等の大きな自然災害が発生した際の緊急支援を行うことを目的とした基金。毎年、
　　アジア太平洋地域内の各区は、メンバーひとり当たり 2米ドルを前期の地域会費と併せて、アジア太平洋地域会計に送付
　　する。各理事からの要請に基づき、アジア太平洋地域常任役員会の決定によって支援金が支給される。

SDS ＝ Special Development Support（特別発展支援金）
　　国際協会の EF（エンダウメントファンド）の運用益の一部を原資として、各区におけるエクステンション活動等に対して、
　　その費用の一部が各区から国際本部への申請によって支給される制度。

YMCAの歌 ＝ YMCA Song
　　日本のYMCAの公式歌。ワイズの会合等でも歌われる。
　　1953 年、日本YMCA同盟が 50周年を記念して公募し、同盟主事の淵田多穂理の応募作品が入選し、津川主一が作曲した。

アジア太平洋地域 ＝ Asia Pacific Area
　　ワイズ運動の国際行政区分 8地域のひとつ。
　　2022 年 7月現在、東日本区、西日本区、台湾区、フィリピン区、南東アジア区（香港、マカオ、シンガポール、マレーシ
　　ア、タイ、ミャンマー、バングラデシュ、カンボジア、ネパール、インドネシア）、スリランカ区（スリランカ、パキスタ
　　ン）、オーストラリア区の 7区（Region）から成る。

いざ立て ＝ ONCE MORE WE STAND
　　ワイズメンズクラブ国際協会の公式歌。
　　クラブ、部、区、地域、国際など、ワイズの会合の冒頭で歌われる。英語では “Y’ s Men’ s Hymn” と呼ばれる。フィ
　　ンランドの作曲家、シベリウス（1869 ～ 1957）の交響詩「フィンランディア」の曲に、ワイズメンズクラブの創始者　
　　P・W・アレキサンダーが作詞した。原題は、ONCE MORE WE STAND である。日本では1962年に淵田多穂理が訳詞した。

「祈りの輪」の日
　　世界中のワイズメンズクラブ会員が「共に祈る時」を持つ日。
　　12月 8日は、ワイズメンズクラブの創始者 P・W・アレキサンダーの誕生日。この日を記念して世界中のワイズメンズク
　　ラブ会員が、それぞれの国の午後 8時に「共に祈る時」を持って地球上を輪でつなぐことを願うことから「祈りの輪」と言う。

ウエルネス ＝ Wellness
　　創造的健康生活を送ろうという運動。
　　人間が個人的にも社会的にも健全な生活を送るため、現代人を取り巻くストレス、運動不足、環境破壊などを意識して立
　　ち向かい、こころ、からだ、人間関係のすべてにわたって、あるべき姿を追求する。複数の都市YMCA にはウエルネスセ
　　ンターが設置され、地域に対して継続してウエルネスの普及に取り組んでいる。

エクステンション・ビヨンド・ボーダーズ ＝ Extension Beyond Borders（EBB）
　　区、国の枠組みを超えて、新クラブを設立すること。国際協会は、この取り組みを推奨している。東日本区での例として、
　　東京武蔵野多摩クラブがモンゴル・ウランバートルクラブをスポンサーとして設立したことが挙げられる。EBBを行った
　　クラブに対しては国際協会から賞（Extension Beyond Borders Award：EBBA）が授与される。

エリア ＝ Area
　　国際ワイズ運動を進める行政区分。
　　世界を地理的に 8つの地域に分割している。アフリカ、アジア太平洋、韓国、カナダ /カリブ海諸国、ヨーロッパ、インド、
　　ラテンアメリカ、米国の 8地域である。各地域は、国際議員選出の母体となり、地域行政は、その地域から選出された国
　　際議員の中から選ばれた地域会長（AP）が運営に当たる。

エルマー・クロウ賞 ＝ Elmer Crowe Award
　　任期年度中に特に傑出した働きをした部長に与えられる国際賞。
　　任期半ばで倒れた、カナダの元理事エルマー・クロウを記念して創設された。区理事が評価基準に基づいて、候補者を地
　　域会長に推薦し、国際会長が最終決定する。

会員異動報告書
　　クラブの会員の入会（新入会、転入会、再入会）や退会（退会、転出会）、変更などの異動があった場合に会長の責任にお
　　いて、所属部の部長および部会員増強事業主査（写し：東日本区事務所）に提出する書類。

監事（区） ＝ Auditor
　　区運営に関して、区役員に適切な助言、督励を行う者。
　　区の指名委員会によって指名され、代議員会で承認されて 2年間の任に就く。行政監事 1名、財政監事 1名が選任され、
　　それぞれの分野での監査を行い、他方の分野も副担当として実施する。

キリスト教精神 ＝ Christian Spirit
　　イエス・キリストが全生涯をもって示した博愛、奉仕、自己犠牲の精神。
　　国際憲法のガイドライン 201 には、「イエス・キリストの教えは、ワイズメン全体の意志決定のための、クラブならびに
　　国際協会の運営のための、さらにワイズメン個人の日々の生活のための、ガイドライン（指針）となるものである。」と定
　　められている。

　　国際協会、各地域ではキリスト教精神を広めるため、キリスト教強調 (Christian Emphasis: CE) 事業主任が選任され、キ
　　リスト教精神の維持、拡大を担っている。

ギャベル ＝ Gavel
　　点鐘を行うとき、鐘をたたく木槌。

休会
　　病気や一定期間の仕事の都合等の正当な理由で、長期にわたり、クラブの例会や諸活動に出席できない者は、クラブ会長
　　が申請し、理事の承認を得て、最長 3年間、休会とすることができる。ただし、病気の快復等で再び例会等に出席できる
　　ようになった場合に復帰する意思がある者に限る。休会は、退会と同じ扱いであるが、ロースターに氏名が掲載され、また、
　　復帰の際の入会金が免除される。東日本区独自の制度。

協力関係の原則 ＝ Principles of Partnership
　　世界YMCA同盟とワイズメンズクラブ国際協会がより良きパートナーとなるべく、両者の協力関係の原則が 1981 年に締
　　結された。各地域、各区等のレベルでも同様の締結が進んでいる。

区＝ Region
　　地域（エリア）を構成する区分。東日本区は、アジア太平洋地域の構成員。
　　区の目的は、「区内の各クラブが国際憲法の精神に基づき、敬愛の念を持って交わり、国際協会の綱領と目的を達成し、さ
　　らにこの運動を広く区内に拡張するために相互に協力すること」（東日本区定款第 2条第 3項）を進めることである。

区事務所 ＝ Regional Office
　　区の運営に関する事務を処理する事務所。
　　区事務所は、区書記、会計等の理事スタッフと協力し、区運営のサポートを行う。事務所運営のために事務所所長等の職
　　員を置く。東日本区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置かれている。

区事業主任 ＝ Regional Service Director（RSD）
　　区理事のスタッフとして、事業ごとに置かれる区役員。
　　国際、地域の事業主任の指導のもと、理事の意向を受けて、当該事業活動の計画立案、実施の責任を持ち、各部の事業主
　　査をリードし、その事業活動を支援する。また、活動状況、成果を区内および地域、国際へ報告する。

区大会 ＝ Regional Convention
　　毎年各区で開催される大会。
　　東日本区は、原則として 6月の第 1土日に区理事が主宰し、開催する。大会は、クラブおよび会員が情報を交換し、互い
　　に啓発し、共に運動を担う者としての連帯、協力関係、親睦を深めることを目的とする。区大会は、立候補によって選ば
　　れたホストクラブが実行委員会（ホストコミッティー）を組織し、理事の指導のもと準備、運営、実施に当たる。

区担当主事（東日本区） ＝ YMCA Liaison Secretary to Japan East Region
　　YMCAとワイズメンズクラブの区レベルでの連携を行う日本YMCA同盟主事。
　　日本YMCA同盟総主事が同盟主事の中から任命する。東日本区役員会を始め、種々の会合、区大会等に出席し、YMCA　
　　とワイズメンズクラブとの関係が円滑に推進されるように努める。

区報、部報 ＝ Regional Bulletin、District Bulletin
　　区、部の公式の会報で、メンバーに対する情報提供、活動の記録等を目的として発行、配布される。東日本区においては
　　東日本区定款施行細則で年 2回以上の発行が定められおり、各部においては部則等の規定に則って発行される。

区役員 ＝ Regional Officers
　　区役員会を構成する役員。
　　理事、次期理事、直前理事、区書記、区会計、部長、区事業主任が区役員である。
　　区役員会には、監事、委員会委員長、専任委員、事務所職員等も列席する。

クラブ ＝ Club
　　ワイズメンズクラブ運動を構成する最小単位でかつ運動の基盤となる組織。クラブは、最低 3名の会員から成り、新たに
　　クラブを設立する際は、5名以上の会員が必要である。

クラブ担当主事 ＝ Related Secretary
　　YMCAとクラブとの連携を行うYMCAの主事。

　　投票権があるのは、グッドスタンディングクラブ（「グッドスタンディング」の項を参照）でかつ直近 3半期の会員数が　
　　15名以上のクラブである。ただし、会員数の基準を満たしていない場合、直近 3半期の会員数が 5名以上で、12月 31　
　　日現在でチャーター後 25年を経過しているクラブは、区理事からの国際本部への申請によって投票権を得ることができる。
　　投票は、各クラブを代表する者（クラブ会長または事前に登録したその他のクラブメンバー）が国際協会のウェブサイト
　　を通じて実施する。

国際本部 ＝ International Headquarters（IHQ）
　　国際協会事務局、国際書記局ともいう。国際書記長以下有給スタッフが、全世界の役員、委員、区理事、クラブ会長など
　　への事務連絡や実務を行っている。事務所は、スイス・ジュネーブに置かれている。サテライトオフィスがチェンマイ（タ
　　イ）に置かれている。

国際聖句
　　ワイズメンズクラブ会員の精神的基盤をなすもので、新約聖書 “ヨハネによる福音書第 17章 21 節”。

国際大会 ＝ International Convention（IC）
　　2年ごとに開催される国際協会レベルの大会。
　　全世界のワイズメンズクラブ会員が一堂に会し、式典、研修、親睦等のプログラムが展開される。開催地（ホスト区）は、
　　立候補制で国際大会委員会（ICC）の下に、ホスト区内に大会実行委員会（HCC=ホストコンベンションコミッティ）が
　　組織され、大会全般の準備と実行に当たる。

国際連合・経済社会理事会・特殊諮問資格＝
　　Special Consultative Status with the Economic and Social Council of the United Nations
　　2006 年にワイズメンズクラブ国際協会が取得した、国際連合・経済社会理事会が認めるNGO（非政府組織）の資格のひ
　　とつ。特定の分野において、国際連合が採択した行動計画、プログラムおよび宣言を実施、推進する。国際連合およびそ
　　の補助機関の特定の会合への出席、検討事項に関する意見を述べることができる。

コメット＝ Y'slings
　　日本でのワイズメンズクラブ会員の子弟の呼称。国際での呼称は、ワイズリングズ。

ゴールデンブック ＝ Golden Book
　　エンダウメントファンドへの献辞、寄付者名が記録される台帳。
　　革表紙の製本で永久保存される。東日本区の「東日本区ワイズ基金」（JEF）の「奉仕帳」に当たる。

出席率 ＝ The Percentage of Member's Attendance
　　クラブ会員の例会出席率。（東日本区定款施行細則第 11 条参照）

常任役員（会） ＝ Regional Executive Officers
　　区の理事、次期理事、直前理事、書記、会計。
　　この 5者で常任役員会を構成する。常任役員会は、日常必要な決済事項を合議によって処理する。

主題 ＝ Theme
　　国際会長、アジア太平洋地域会長、区理事、部長、クラブ会長が掲げる中心テーマで、それぞれの任期年度に使用する。

スローガン = Slogan
　　主題を展開、補足する副題。サブテーマ（Sub-Theme）とも言う。

スポンサークラブ＝ Sponsor Club
　　新クラブ設立のイニシアティブをとるクラブ。設立、チャーター後も、新クラブを支援する。

スマイル＝ Smile
　　クラブ活動資金、基金作りのための自由献金。
　　例会で、会員が最近身近に起きた嬉しいことなどを記念して献金する。クラブによっては「ニコニコ」、「ドライブ」、「ロバ」
　　などとも呼んでいる。

世界YMCA同盟＝ World Alliance of YMCAs
　　世界各国のYMCAの協力と運動推進を図るための連合体。本部はスイス・ジュネーブにある。略称は、WAY。
　　World YMCAと称することもある。

　　クラブが支援する都市YMCAの総主事が任命する。クラブ会員としてクラブに加わり、連絡役のみならずクラブ活動にも
　　参加する。

グッドスタンディング ＝ Good standing
　　直近 3半期の会費（国際会費、地域会費、区会費）を支払ったクラブを国際協会ではグッドスタンディング（良好な状態
　　のクラブ）クラブと呼ぶ。会員数には無関係である。

ゲスト ＝ Guest
　　例会などでワイズ関係 ( ワイズメン、ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバー ) 以外の知人、友人、ゲス
　　トスピーカー、入会候補者としての参加者などをゲストと呼ぶ。

広義会員 ＝ Members-at-large
　　クラブ会員の内、常に例会その他の会合に出席することが不可能な者は、クラブ会長が理事に届け出て、理事の承認を受
　　けると広義会員となることができる東日本区の制度。広義会員は、例会出席義務を免かれる。
　　国際協会の広義会員は、ワイズの無い地域に住む者が、特定のクラブではなく区に所属する制度であり、東日本区の制度
　　とは別の制度である。

広報 ＝ Public Relations（PR）
　　「組織以外の多くの人に広く情報を伝える」（Public Information）と「人のつながりを強める」（Public Relations）こと。
　　ワイズ内外にタイムリーに情報発信し、ワイズ活動の活性化、社会的認知度の向上に資する。

功労会員 ＝ Senior Service Member
　　クラブのために長年尽くして来た会員が、クラブの決議により理事に届け出て功労会員となる。例会出席義務を免除される。

国際会長 ＝ International President（IP）
　　ワイズメンズクラブ国際組織の最高責任者。国際議会の議長を務める。
　　推薦制で任期は 1年。就任の 2年前に投票権を持つ全世界のクラブ会長の投票で選ばれ、次の 1年、次期国際会長となる。
　　国際会長の取り組みとして最も強調したいことを「国際会長主題」として掲げる。

国際議会 ＝ International Council（IC）
　　ワイズメンズクラブ国際協会の立法機関。
　　国際憲法の改訂を始め、国際協会の予算の決定、諸事業、規定の新設 /改廃、国際大会開催地の決定など、国際ワイズ活
　　動のすべての重要案件を審議する。各地域から会員人数割りで選出される 15名の（国際）議員によって構成される。毎年
　　7月または 8月に国際議会が開かれ、1月または 2月に年央会議（ミッドイヤーミーティング）が開かれる。

国際議員 ＝ International Council Members（ICM）
　　国際議会構成員。世界の全 8地域から会員数に応じてドント方式で選出される 13名の国際議員と輪番で 2地域から選出
　　される 2名の青年議員（26歳から 39歳）議員の合計 15名からなる。何れも当該地域の各クラブからの投票で選出される。
　　任期は 2年で再選は認められていない。

（ワイズメンズクラブ）国際協会 ＝ The International Association of Y’ s Men’ s Clubs / Y’ s Men International
　　世界のワイズメンズクラブを構成員として設立されている国際組織。
　　国際協会の立法機関は、国際議会、行政機関は、執行役員会と各地域会長である。

国際憲法 ＝ International Constitution
　　ワイズメンズクラブの活動基盤を定めたもの。
　　東日本区定款の綱領や目的も国際憲法に基づいて定められている。国際協会の標語（Motto）「強い義務感を持とう　義務
　　はすべての権利に伴う」も、この中に明記されている。

国際執行役員（会） ＝ International Executive Officers（IEO）
　　国際会長、次期国際会長、直前国際会長、国際会計を国際執行役員と呼び、4者で国際執行役員会を構成する。国際執行
　　役員会には、有給スタッフである国際書記長も陪席し、日常必要な決済事項を合議によって処理する。東日本区の常任役
　　員（会）に当たる。

国際投票 = International Voting
　　毎年通常、12月から 1月にかけて、次々期国際会長、次期国際会計（3年に 1度）、地域選出国際議会議員の選出および
　　国際憲法の改訂（改訂事項がある場合）についての国際投票が行われる。

設立総会
　　新クラブの発足に際し、新クラブメンバーによりクラブ名称、会則、事業方針、予算などを決議し、また、申請書類への
　　署名を行う会合。日本のワイズメンズクラブ独特のもの。
　　設立総会を終えると、クラブとしての活動が始まるが、チャーターナイトまでは、「ワイズメンズクラブ」として公式には
　　認められていないため、その間は「（仮）○○ワイズメンズクラブ」等と称することが通例となっている。

戦略 2032 = Strategy 2032　
　　創立 100 周年を機に、2022 年に制定されたワイズズメンズクラブ国際協会（YMI）の中長期計画。YMI が 2032 年には
　　どのような組織になっているかの目標およびそのための戦略をまとめたもの。YMIは、公平で持続可能な世界を築くために、
　　互いに刺激し合い、協力し合って、親睦と地域社会への影響力において卓越した組織となること、健康、環境、教育に重
　　点を置いて奉仕活動を行っていくこと等が謳われている。
　　2016 年に制定された「2022 年とその先に向けて」（Towards2022 & Beyond」）および 2019 年に制定された「チャレン
　　ジ 22」（Challenge 22）の後継計画である。

代議員＝ Regional Council Members
　　東日本区のクラブ会長、部長および部の会員人数割りによって選出された会員。任期は、7月 1日から 1年。ただし、再
　　任を妨げない。議長は、直前部長の互選で選任される。
　　東日本区の立法機関である代議員会の構成員である。年次代議員会は、通常東日本区大会に合わせて開催される。部人数
　　割代議員は部内会員数 100 名につき 1名（100 名未満の場合は 1名）の割合で選出する。内 1名は、直前部長。

チャーター＝ Charter
　　新設クラブに対して国際協会が加盟を認証すること、または加盟認証状。加盟認証状に記載されている「Charter 　　　
　　Presentation Date」が公式のチャーター年月日である。

チャーターメンバー＝ Charter Member
　　新クラブ発足時の設立会員。国際協会加盟手続きの際、申請書に署名した会員。

チャーターナイト＝ Charter Presentation Ceremony
　　国際協会加盟認証を受ける新クラブが、近隣クラブおよび地域社会に披露する会。
　　本来は晩餐会なので通称 “チャーターナイト” という。この会では国際協会加盟認証状の伝達式、チャーターバッジ着装、
　　メンバー紹介などが行われる。

地域事務所 ＝ Area Office
　　地域の運営を円滑に進めるための事務所。
　　専任スタッフを置き、地域会長指導のもと、各区ヘの事務連絡、事務処理等を行う。アジア太平洋地域は、香港に地域事
　　務所を置いている。

点鐘
　　クラブ例会、区役員会等の公式会合の時に、開会宣言 /閉会宣言を行う主宰者が厳粛にギャベル（木槌）で鐘を打ち鳴ら
　　すこと。

トロイカ ＝ Troika
　　組織の各レベルで、トップをその前任者と後任者が支え、また、組織運営の継続性を確保する体制。ロシア語の 3頭立て
　　の馬橇が語源。
　　区は理事、次期理事、直前理事、部は部長、次期部長、直前部長、クラブは会長、次期会長、直前会長からなる。

ドライバー ＝ Driver
　　ワイズ運動、特に例会の推進役。クラブによってはマーシャル、クラブサービスと呼んでいる。直訳は“強く動機づける人”、
　　“運動推進役”。献金を促したり例会を盛り上げたりする役割を担う。

西日本区 ＝ Japan West Region
　　富山県、岐阜県、愛知県以西（沖縄県を除く）を領域とする区。1997 年に旧日本区の分割によって、東日本区と同時に誕
　　生した。

日本YMCA同盟 ＝ The National Council of YMCAs of Japan
　　日本のYMCA運動の推進、都市YMCAと学生YMCAへの支援、調整、助言活動を行う組織。事務所を東京都新宿区四
　　　　谷本塩町 2-11 に置く。1903 年に設立され、世界YMCA同盟とアジア・太平洋YMCA同盟に加盟し、世界YMCA

　　同盟を始め海外YMCAとの連絡を担う。全国のスタッフの国内研修、主事養成と認証、ワイズメンズクラブとの連携、調
　　整、御殿場にある研修施設、国際青少年センターYMCA東山荘の運営も行っている。

バナー ＝ Banner
　　クラブ、部、区の旗。クラブ例会、部大会、区大会など公式会合時に掲げる。

バランタイン賞 ＝ Harry M. Ballantyne Award of Merit 
　　国際協会の発展に貢献したメンバーに対して、毎年、国際協会が授賞する賞。1922 年の国際協会設立時から担当主事とし
　　て活躍した、Harry M. Ballantyne カナダ YMCA主事を記念して 1957 年に創設された。正式名称は、ハリー・M・バラ
　　ンタイン賞。
　　これまでの日本人受賞者は、次の各氏。（　　）内は受賞年：奈良傳（1966）、鈴木謙介（1982）、竹内敏朗（1987）、田
　　中真（1995）、三井万壽雄（2002）、今村一之（2006）、奈良信（2010）、藤井寛敏（2018）

半年報 ＝ Semiannual Report
　　クラブが会員の入 /退会による変化を東日本区へ提出（クラブ→部長→会員増強事業主任）する報告書。
　　7月 1日付と 1月 1日付の年 2回一定の書式で報告する。7月 1日付人数が国際会費、アジア太平洋地域会費、区費算定
　　の基礎となる。

東日本区 ＝ Japan East Region
　　世界に 44ある区（2022 年 7月現在）（行政単位）のひとつ。
　　新潟県、長野県、静岡県以東と沖縄県を領域とする。1997 年 7月に旧日本区を東西に分けた形で、東日本区、西日本区と
　　して誕生した。その活動は、東日本区定款に基づき、区理事がこれを統括する。区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置
　　かれている。

東日本区ウェブサイト
　　ワイズメンズクラブ、東日本区の紹介、区内のニュース、クラブ案内、区報、各種マニュアル、書式等が掲載されている
　　東日本区の公式ウェブサイト。URL は、https://www.ys-east.or.jp/
　　＜参考＞　国際協会ウェブサイト：https://www.ysmen.org/
　　　　　　　アジア太平洋地域ウェブサイト：http://www.ysmenap.org/
　　　　　　　西日本区ウェブサイト：http://www.ys-west.or.jp/

東日本区定款 ＝ Regional Constitution of Japan East Region
　　ワイズメンズクラブ国際協会の憲法に基づき、東日本区のモットー、綱領、目的、組織、運営の基本などを定めたもの。

東日本区奈良傳賞＝ Japan East Region Tsutae Nara Memorial Award
　　ワイズダム発展に尽力し、その功績が認められた会員に与えられる賞。
　　日本のワイズ運動の創始者である奈良傳氏の偉業を記念して制定された賞で、長年ワイズダム発展に尽力し、その功績が
　　認められ、奈良傳賞受賞者選考委員会の議を経て選ばれた会員が、東日本区大会で表彰される。

東日本区メーリングリスト
　　年度毎に、「全クラブ会長」、「全部長」、「各部別の部役員」、「各事業別の事業主査」等、東日本区内の各役職者別に作成さ
　　れる公式のメーリングリスト。例えば、全クラブ会長のメーリングリストは、kaicho@ys-east.or.jp。
　　当該メーリングに登録されているメンバーのみが、そのメーリングリストを用いて受発信できる。

ビジター ＝ Visitor
　　他クラブからの例会等への来訪者。ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバーも含む。

ヒストリアン（国際） ＝ Historian
　　全世界のワイズ関係の公式文書を入手保管し、歴史的資料として整備する役職者。
　　国際文献保存委員ともいう。区報、クラブチャーター資料、区大会開催資料など、使用言語の如何を問わず、ヒストリア
　　ンへ送付する。

ヒストリアン（東日本区）＝ Historian
　　東日本区のワイズ活動の歴史をまとめる役職者。
　　東日本区の歴史的事項を正確に記録するために、区報、区役員会資料、区大会資料、加盟認証状の写し、クラブ記念誌等
　　の文献を収集、整理、保存する。部ヒストリアンを設置している部もある。

ヒールザワールド ＝ Heal the World
　　国際協会が 2020-21 年度に開始した統一国際プロジェクト（「UGP」の項を参照）で、新型コロナウイルス後の世界を癒
　　すために、より強い国際的な関与と組織的な連携、連帯を構築して我々のボランティアの力をより発揮することを目的と
　　している。主な活動内容は、災害時等の救援物資の提供 /ボランティア支援、医療 /健康プログラム、専門家のネットワー
　　ク構築など。プロジェクトの資金を賄うために、TOF献金の増額が望まれている。

フィラテリスト ＝ Philatelist
　　直訳すると「切手収集家」。ワイズにおいては、BF献金の使用済切手の拠出を推進することおよび使用済切手を換金する
　　業者との窓口の役割を担う。各エリアではこの業務を担当する事業主任が任命されている。

Motto ＝ 標語（国際）
　　ワイズメンズクラブの基本的な行動目標を表す言葉。
　　国際標語は “To acknowledge the duty that accompanies every right”（強い義務感をもとう　義務はすべての権利に伴
　　う）である。

部 ＝ District
　　ワイズ運動を協力して進めるために区内の 2つ以上のクラブで構成された組織体。
　　東日本区には 7つの部（2022 年 7月 1日現在）がある。部は、区役員会、代議員会の承認を得て設置が認められる。

部事業主査 ＝ District Service Director（DSD）
　　部長のスタッフとして事業ごとに置かれる部役員。
　　部の事業活動の活発化に努め、クラブとの連絡を図ると共に、区事業主任との連絡を密にする。部長および区事業主任へ
　　部事業活動報告書を送る。

部大会 ＝ District Convention
　　部内各クラブ相互の情報交換および親睦のため、部長の主宰により年 1回以上開催される部の大会。2018-19 年度の東日
　　本区定款改訂により、これまでの「部会」から「部大会」に名称が変更された。正式な表記は、「XX部部大会」（「XX部大会」
　　ではなく）。

部長 ＝ District Governor
　　部の最高責任者。
　　あらゆる機会をとらえ部内クラブを指導するとともに、区にあっては代議員、区役員、「区役員候補者指名委員会」の委員
　　であり、部にあっては通常年 1回の部大会を主宰し、部の方針および運営等を協議し決定する数回の評議会を開催し、また、
　　属するクラブ会員全員の研修と交流を図る。任期内に部内クラブを 1回以上「公式訪問」し、部内諸活動の推進に努める。

部評議会 ＝ District Council
　　部の運営を協議、決議する機関。構成員は、それぞれの部則の定めによる。

物品 ＝ Supplies
　　ワイズ活動に用いる備品（万国旗など）、小道具（シールなど）、バッジ等の総称。
　　これらを製作 /供給する活動、事業者もいう。

ブリテン ＝ Bulletin
　　クラブとしての機関紙。クラブメンバーおよび他クラブ、区 /部役員等への連絡 /案内、入会候補者への PR、クラブの記
　　録としての役目を持つ。
　　毎月発行し、その月の例会プログラム、在籍者数、前月の例会出席者、出席率、BF成績、活動報告、活動計画、会員消息
　　などを掲載する。

文献 ＝ Documentation
　　ワイズメンズクラブ活動の指針となる規約集、手引き書その他参考文献。
　　文献作成 /精査等の実働組織として、東日本区では文献・組織検討委員会が設けられており、その委員は、区理事が任命する。

ブースター賞 ＝ Booster Award
　　会員増強の功績に対して国際協会から授与される賞。前年 2月 1日から当年 1月 31 日までの 1年間に、3名以上の新入
　　会員を紹介した個人および 6名以上の会員純増を果たしたクラブが表彰される。

ＴＯＦ   Time of Fast      　断食のとき（タイム・オブ・ファスト）
ＷＡＹ   World Alliance of YMCAs     　世界 YMCA 同盟
ＷＡＬ   World Alliance Liaison to Y's men International  　世界 YMCA 同盟（国際ワイズ）リエゾン
ＹＣ   Youth Convocation     　ユースコンボケーション
ＹＥＥＰ  Youth Educational Exchange Program   　ワイズメン子弟高校留学生交換プログラム
ＹＥＳ   Y's Extension Support     　ワイズ新クラブ設立（Extension）サポート
ＹＩ   Youth Intern      　ユース研修生（ユースインターン）
ＹＩＡ   Youth Involvement and Activities   　若者の参画・活動
ＹＬ   Y's men International Liaison to the World Alliance  ワイズ国際協会から世界Y 同盟への連絡係
ＹＭＣ   Y's Men's Club      　ワイズメンズクラブ
ＹＭＣＡ  Young Men's Christian Association   　キリスト教青年会
ＹＭＩ   Y's Men International     　ワイズメンズクラブ国際協会
ＹＲ   Youth Representative     　ユース代表

役職名の英文略称
　下表の組織名、役職名の略号を組み合わせる。例えば、区理事はRD、部事業主査はDSD、クラブ会長はCP。
　元の場合はP、直前の場合は先頭にIPを付け、次期の場合は最後にEを付ける。例えば直前部長はIPDG、次期地域会長はAPE。

　(*) 役職略称のルールは、上表の他にも TC（トラベルコーディネーター）、CM（議員）等にも適用される。
　(**) 複数の書記（事務局員）の長はＳＧ(Secretary General) を用いる。例：国際書記長：ＩＳＧ
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部
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President
Director
Governor
Secretary
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Service Director
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SD
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STEP ＝ Short Term Youth Exchange Program
　　ユース海外短期交流プログラム。
　　3～ 11 週間の短期海外訪問制度。18～ 25 歳のワイズの子弟（または、3年以上、ワイズメンズクラブ、ワイズユースク
　　ラブ、YMCAの何れかの会員経験を有する者）が応募対象者。海外のワイズ家庭に滞在し、現地のユースとの交流や異文
　　化を体験する。
　　応募は、希望派遣期間の半年以上前に、クラブを通じて、ユース事業主任へ申請書類を提出する。

TOF ＝ Time of Fast
　　タイム・オブ・ファスト（Time of Fast：断食の時）の略称で、「ティー・オー・エフ」と発音する。クラブ例会での食事
　　を抜き、その金額相当分を国際協会に献金する。
　　献金は、世界中のYMCA、ワイズメンズクラブから募集して国際協会が選定する、SDGs に関連する発展途上国を主たる
　　対象とする地域支援プロジェクトに用いられる。
　　国際協会、東日本区では 2月を強調月間とし、クラブ例会だけではなく、2月に開催される、区、部の会合でも食事を抜
　　いたり、簡素なものにしたりしてその分を献金するよう努めている。

TC ＝ Travel Coordinator
　　来訪する BF代表の旅行日程を立案し、旅行中の世話や受け入れ /調整を行う専任委員。

UGP ＝ Unified Global Project（統一国際プロジェクト）
　　ワイズメンズクラブの認識度のアップを願って、始められた国際レベルの統一事業で、2005 年度からはHIV/ AIDS 関連
　　事業を展開した。国際協会での取り組みが終わった 2010 年度以降も東日本区では継続して取り組んでいる。2020/21 年
　　度からは、Heal the World（世界を癒そう）が統一事業に選定されている。

Week4Waste = Week for Waste (「ゴミのための週」)
　　国際協会によって 2020-21 年度に開始された、ワイズメンズクラブと地域社会を結びつけ、よりクリーンな地球を目指し
　　て統一的に行動するCS事業のキャンペーン。活動の多くは、毎年 4月 22 日のアースデイ（地球の日）のある 4月と、世
　　界最大の市民運動のひとつであるワールドクリーンアップデイ（毎年 9月中旬）に合わせて行われる。

YEEP ＝ Youth Educational Exchange Program
　　ワイズメンズクラブ会員の子弟の高校留学生交換事業。
　　2020-21 年度に廃止された。

YES ＝ Y's Extension Support
　　新クラブ設立の活動を支援するためのアジア太平洋地域の基金。各区から地域に拠出された献金は、地域内の各クラブの
　　設立支援資金および地域レベルのエクステンション活動に用いられる。

YIA ＝ Youth Involvement and Activities
　　若者のワイズメンズクラブ活動への参画、活動。
　　ワイズメンズクラブが行う様々な行事に、多くの若者達を巻き込む活動の奨励、ワイズユースクラブの育成、ユースコン
　　ボケーションの実施等を行う。

Y３ ＝ ワイスリー
　　ワイズメンズクラブの活動に共感する高校生以上の若者によるユースクラブ。YMCA、Y's Men、Youth の 3つの Yを表
　　している東・西日本区だけの組織である。2021-2022 年度現在、「Y３宇都宮」が活動を行っている。

YMCA ＝ Young Men's Christian Association
　　ワイズメンズクラブが支援、奉仕の対象としている社会教育団体。世界 120か国・地域に 6,500 万人（2021-2022 年度現在）
　　の会員を持つ世界最古、最大のNGOと言われている。
　　1844 年ロンドンでジョージ・ウィリアムズら青年によって創設され、全世界に広がり、世界YMCA同盟を結成している。
　　青少年の育成を運動の中心とするが、社会の必要に応えて、平和活動、地域社会支援、社会的弱者救済等にも取り組んでいる。

YMCAサービス ＝ YMCA Service
　　YMCAに対する奉仕を立案、実行するワイズメンズクラブの事業。
　　東日本区事業の中のひとつであり、YMCA指導者育成のための財的支援を目的とするASF（アレキサンダー奨学基金）も
　　YMCAサービス事業のひとつである。クラブは、区のサービス事業とともに、各クラブの関係YMCAへの奉仕と協力を
　　推進する。

　　Eは、クラブ拡張（新クラブ設立）、MCは、会員の維持（啓発、退会防止）と増強（新会員獲得）の意。

EF ＝ Endowment Fund（エンダウメントファンド）
　　国際協会の財政的な安定およびワイズダム発展のための基金。
　　個人 /クラブが特定の人を記念して献辞とともに 120 スイスフラン以上の寄付を行うか、個人 /クラブとして寄付のみを
　　行うかの 2種類がある。前者は、国際本部に永久保管されている「ゴールデンブック」に献辞が記載される。後者は、一
　　定金額以上の寄付を行った場合、献金額に応じて以下の称号が与えられ、「ゴールデンブック」に氏名が記載される。
　　50スイスフラン以上の献金（個人）：エンダウメントフレンド
　　120 スイスフラン以上の献金（個人）：ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　2回目の 120 スイスフラン以上の献金（個人）：ダブル・ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　1,000 スイスフラン以上の献金（個人）：オナーロール
　　1,000 スイスフラン以上の献金（クラブ）：オナーロールクラブ

IT アドバイザー＝ Information Technology Advisor
　　情報技術アドバイザー。
　　東日本区では「情報技術」に関して専門的なアドバイスを担当し、区のウェブサイトや区内のメーリングシステムの構築、
　　維持など IT に関するサポートを行っている。

IBC ＝ International Brother Clubs
　　国際兄弟クラブ。
　　クラブが外国のクラブと兄弟クラブ締結を行い、永続的な交流を続けること。また、その相手クラブのことも指す。新た
　　に IBC関係を結ぼうとするクラブ同士は、十分な事前準備を行った上で、締結書を交わす。
　　締結は、IBC国際事業主任が締結書にサインすることにより正式に認められる。

IBC トライアングル＝ International Brother Clubs Triangle
　　3クラブが相互に IBCを締結すること。

IBC クワドラングル＝ International Brother Clubs Quadrangle
　　4クラブが相互に IBCを締結すること。

ID ＝ International Director（ワイズメネット国際主任）
　　国際協会におけるワイズメネットの代表者。

iGo = Internships for Global Outreach（アイゴー：「世界に手を伸ばすためのインターン制度」）
　　青年の成長を目的として、YMCAやワイズメンズクラブ会員で事業を行っている者が、ユースに国際的なインターン（職
　　業体験）の場を提供するプログラム。申請時に 18歳から 29歳の者が対象。2020-21 年度に廃止されたYEEP の後継プロ
　　グラム。

JEF ＝ Japan East Y's Men's Fund
　　東日本区ワイズ基金。
　　東日本区ワイズ運動の安定的かつ継続的発展を支えるため、個人、クラブが記念すべき出来事、行事、慶弔事の折等に、　
　　基金に寄付を行う。寄付者氏名とその理由は、「奉仕帳」に記帳、永久保管される。

LT ＝ Leadership Training
　　会員のリーダーシップの開発、向上を目的に行う研修またはこれを推進する事業の名称。
　　東日本区では、LT委員会が設置され、区主催の部役員、クラブ役員の研修の企画 /実施、研修教材の整備 /提供、部主催
　　の研修会等の支援を行っている。
　　国際協会での正式名称は、LTOD (Leadership Training and Organisation Development)。

NDERF ＝ Natural Disaster Emergency Relief Fund（NDERF（自然災害緊急支援基金））
　　アジア太平洋地域において、地震、台風等の大きな自然災害が発生した際の緊急支援を行うことを目的とした基金。毎年、
　　アジア太平洋地域内の各区は、メンバーひとり当たり 2米ドルを前期の地域会費と併せて、アジア太平洋地域会計に送付
　　する。各理事からの要請に基づき、アジア太平洋地域常任役員会の決定によって支援金が支給される。

SDS ＝ Special Development Support（特別発展支援金）
　　国際協会の EF（エンダウメントファンド）の運用益の一部を原資として、各区におけるエクステンション活動等に対して、
　　その費用の一部が各区から国際本部への申請によって支給される制度。

YMCAの歌 ＝ YMCA Song
　　日本のYMCAの公式歌。ワイズの会合等でも歌われる。
　　1953 年、日本YMCA同盟が 50周年を記念して公募し、同盟主事の淵田多穂理の応募作品が入選し、津川主一が作曲した。

アジア太平洋地域 ＝ Asia Pacific Area
　　ワイズ運動の国際行政区分 8地域のひとつ。
　　2022 年 7月現在、東日本区、西日本区、台湾区、フィリピン区、南東アジア区（香港、マカオ、シンガポール、マレーシ
　　ア、タイ、ミャンマー、バングラデシュ、カンボジア、ネパール、インドネシア）、スリランカ区（スリランカ、パキスタ
　　ン）、オーストラリア区の 7区（Region）から成る。

いざ立て ＝ ONCE MORE WE STAND
　　ワイズメンズクラブ国際協会の公式歌。
　　クラブ、部、区、地域、国際など、ワイズの会合の冒頭で歌われる。英語では “Y’ s Men’ s Hymn” と呼ばれる。フィ
　　ンランドの作曲家、シベリウス（1869 ～ 1957）の交響詩「フィンランディア」の曲に、ワイズメンズクラブの創始者　
　　P・W・アレキサンダーが作詞した。原題は、ONCE MORE WE STAND である。日本では1962年に淵田多穂理が訳詞した。

「祈りの輪」の日
　　世界中のワイズメンズクラブ会員が「共に祈る時」を持つ日。
　　12月 8日は、ワイズメンズクラブの創始者 P・W・アレキサンダーの誕生日。この日を記念して世界中のワイズメンズク
　　ラブ会員が、それぞれの国の午後 8時に「共に祈る時」を持って地球上を輪でつなぐことを願うことから「祈りの輪」と言う。

ウエルネス ＝ Wellness
　　創造的健康生活を送ろうという運動。
　　人間が個人的にも社会的にも健全な生活を送るため、現代人を取り巻くストレス、運動不足、環境破壊などを意識して立
　　ち向かい、こころ、からだ、人間関係のすべてにわたって、あるべき姿を追求する。複数の都市YMCA にはウエルネスセ
　　ンターが設置され、地域に対して継続してウエルネスの普及に取り組んでいる。

エクステンション・ビヨンド・ボーダーズ ＝ Extension Beyond Borders（EBB）
　　区、国の枠組みを超えて、新クラブを設立すること。国際協会は、この取り組みを推奨している。東日本区での例として、
　　東京武蔵野多摩クラブがモンゴル・ウランバートルクラブをスポンサーとして設立したことが挙げられる。EBBを行った
　　クラブに対しては国際協会から賞（Extension Beyond Borders Award：EBBA）が授与される。

エリア ＝ Area
　　国際ワイズ運動を進める行政区分。
　　世界を地理的に 8つの地域に分割している。アフリカ、アジア太平洋、韓国、カナダ /カリブ海諸国、ヨーロッパ、インド、
　　ラテンアメリカ、米国の 8地域である。各地域は、国際議員選出の母体となり、地域行政は、その地域から選出された国
　　際議員の中から選ばれた地域会長（AP）が運営に当たる。

エルマー・クロウ賞 ＝ Elmer Crowe Award
　　任期年度中に特に傑出した働きをした部長に与えられる国際賞。
　　任期半ばで倒れた、カナダの元理事エルマー・クロウを記念して創設された。区理事が評価基準に基づいて、候補者を地
　　域会長に推薦し、国際会長が最終決定する。

会員異動報告書
　　クラブの会員の入会（新入会、転入会、再入会）や退会（退会、転出会）、変更などの異動があった場合に会長の責任にお
　　いて、所属部の部長および部会員増強事業主査（写し：東日本区事務所）に提出する書類。

監事（区） ＝ Auditor
　　区運営に関して、区役員に適切な助言、督励を行う者。
　　区の指名委員会によって指名され、代議員会で承認されて 2年間の任に就く。行政監事 1名、財政監事 1名が選任され、
　　それぞれの分野での監査を行い、他方の分野も副担当として実施する。

キリスト教精神 ＝ Christian Spirit
　　イエス・キリストが全生涯をもって示した博愛、奉仕、自己犠牲の精神。
　　国際憲法のガイドライン 201 には、「イエス・キリストの教えは、ワイズメン全体の意志決定のための、クラブならびに
　　国際協会の運営のための、さらにワイズメン個人の日々の生活のための、ガイドライン（指針）となるものである。」と定
　　められている。

　　国際協会、各地域ではキリスト教精神を広めるため、キリスト教強調 (Christian Emphasis: CE) 事業主任が選任され、キ
　　リスト教精神の維持、拡大を担っている。

ギャベル ＝ Gavel
　　点鐘を行うとき、鐘をたたく木槌。

休会
　　病気や一定期間の仕事の都合等の正当な理由で、長期にわたり、クラブの例会や諸活動に出席できない者は、クラブ会長
　　が申請し、理事の承認を得て、最長 3年間、休会とすることができる。ただし、病気の快復等で再び例会等に出席できる
　　ようになった場合に復帰する意思がある者に限る。休会は、退会と同じ扱いであるが、ロースターに氏名が掲載され、また、
　　復帰の際の入会金が免除される。東日本区独自の制度。

協力関係の原則 ＝ Principles of Partnership
　　世界YMCA同盟とワイズメンズクラブ国際協会がより良きパートナーとなるべく、両者の協力関係の原則が 1981 年に締
　　結された。各地域、各区等のレベルでも同様の締結が進んでいる。

区＝ Region
　　地域（エリア）を構成する区分。東日本区は、アジア太平洋地域の構成員。
　　区の目的は、「区内の各クラブが国際憲法の精神に基づき、敬愛の念を持って交わり、国際協会の綱領と目的を達成し、さ
　　らにこの運動を広く区内に拡張するために相互に協力すること」（東日本区定款第 2条第 3項）を進めることである。

区事務所 ＝ Regional Office
　　区の運営に関する事務を処理する事務所。
　　区事務所は、区書記、会計等の理事スタッフと協力し、区運営のサポートを行う。事務所運営のために事務所所長等の職
　　員を置く。東日本区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置かれている。

区事業主任 ＝ Regional Service Director（RSD）
　　区理事のスタッフとして、事業ごとに置かれる区役員。
　　国際、地域の事業主任の指導のもと、理事の意向を受けて、当該事業活動の計画立案、実施の責任を持ち、各部の事業主
　　査をリードし、その事業活動を支援する。また、活動状況、成果を区内および地域、国際へ報告する。

区大会 ＝ Regional Convention
　　毎年各区で開催される大会。
　　東日本区は、原則として 6月の第 1土日に区理事が主宰し、開催する。大会は、クラブおよび会員が情報を交換し、互い
　　に啓発し、共に運動を担う者としての連帯、協力関係、親睦を深めることを目的とする。区大会は、立候補によって選ば
　　れたホストクラブが実行委員会（ホストコミッティー）を組織し、理事の指導のもと準備、運営、実施に当たる。

区担当主事（東日本区） ＝ YMCA Liaison Secretary to Japan East Region
　　YMCAとワイズメンズクラブの区レベルでの連携を行う日本YMCA同盟主事。
　　日本YMCA同盟総主事が同盟主事の中から任命する。東日本区役員会を始め、種々の会合、区大会等に出席し、YMCA　
　　とワイズメンズクラブとの関係が円滑に推進されるように努める。

区報、部報 ＝ Regional Bulletin、District Bulletin
　　区、部の公式の会報で、メンバーに対する情報提供、活動の記録等を目的として発行、配布される。東日本区においては
　　東日本区定款施行細則で年 2回以上の発行が定められおり、各部においては部則等の規定に則って発行される。

区役員 ＝ Regional Officers
　　区役員会を構成する役員。
　　理事、次期理事、直前理事、区書記、区会計、部長、区事業主任が区役員である。
　　区役員会には、監事、委員会委員長、専任委員、事務所職員等も列席する。

クラブ ＝ Club
　　ワイズメンズクラブ運動を構成する最小単位でかつ運動の基盤となる組織。クラブは、最低 3名の会員から成り、新たに
　　クラブを設立する際は、5名以上の会員が必要である。

クラブ担当主事 ＝ Related Secretary
　　YMCAとクラブとの連携を行うYMCAの主事。

　　投票権があるのは、グッドスタンディングクラブ（「グッドスタンディング」の項を参照）でかつ直近 3半期の会員数が　
　　15名以上のクラブである。ただし、会員数の基準を満たしていない場合、直近 3半期の会員数が 5名以上で、12月 31　
　　日現在でチャーター後 25年を経過しているクラブは、区理事からの国際本部への申請によって投票権を得ることができる。
　　投票は、各クラブを代表する者（クラブ会長または事前に登録したその他のクラブメンバー）が国際協会のウェブサイト
　　を通じて実施する。

国際本部 ＝ International Headquarters（IHQ）
　　国際協会事務局、国際書記局ともいう。国際書記長以下有給スタッフが、全世界の役員、委員、区理事、クラブ会長など
　　への事務連絡や実務を行っている。事務所は、スイス・ジュネーブに置かれている。サテライトオフィスがチェンマイ（タ
　　イ）に置かれている。

国際聖句
　　ワイズメンズクラブ会員の精神的基盤をなすもので、新約聖書 “ヨハネによる福音書第 17章 21 節”。

国際大会 ＝ International Convention（IC）
　　2年ごとに開催される国際協会レベルの大会。
　　全世界のワイズメンズクラブ会員が一堂に会し、式典、研修、親睦等のプログラムが展開される。開催地（ホスト区）は、
　　立候補制で国際大会委員会（ICC）の下に、ホスト区内に大会実行委員会（HCC=ホストコンベンションコミッティ）が
　　組織され、大会全般の準備と実行に当たる。

国際連合・経済社会理事会・特殊諮問資格＝
　　Special Consultative Status with the Economic and Social Council of the United Nations
　　2006 年にワイズメンズクラブ国際協会が取得した、国際連合・経済社会理事会が認めるNGO（非政府組織）の資格のひ
　　とつ。特定の分野において、国際連合が採択した行動計画、プログラムおよび宣言を実施、推進する。国際連合およびそ
　　の補助機関の特定の会合への出席、検討事項に関する意見を述べることができる。

コメット＝ Y'slings
　　日本でのワイズメンズクラブ会員の子弟の呼称。国際での呼称は、ワイズリングズ。

ゴールデンブック ＝ Golden Book
　　エンダウメントファンドへの献辞、寄付者名が記録される台帳。
　　革表紙の製本で永久保存される。東日本区の「東日本区ワイズ基金」（JEF）の「奉仕帳」に当たる。

出席率 ＝ The Percentage of Member's Attendance
　　クラブ会員の例会出席率。（東日本区定款施行細則第 11 条参照）

常任役員（会） ＝ Regional Executive Officers
　　区の理事、次期理事、直前理事、書記、会計。
　　この 5者で常任役員会を構成する。常任役員会は、日常必要な決済事項を合議によって処理する。

主題 ＝ Theme
　　国際会長、アジア太平洋地域会長、区理事、部長、クラブ会長が掲げる中心テーマで、それぞれの任期年度に使用する。

スローガン = Slogan
　　主題を展開、補足する副題。サブテーマ（Sub-Theme）とも言う。

スポンサークラブ＝ Sponsor Club
　　新クラブ設立のイニシアティブをとるクラブ。設立、チャーター後も、新クラブを支援する。

スマイル＝ Smile
　　クラブ活動資金、基金作りのための自由献金。
　　例会で、会員が最近身近に起きた嬉しいことなどを記念して献金する。クラブによっては「ニコニコ」、「ドライブ」、「ロバ」
　　などとも呼んでいる。

世界YMCA同盟＝ World Alliance of YMCAs
　　世界各国のYMCAの協力と運動推進を図るための連合体。本部はスイス・ジュネーブにある。略称は、WAY。
　　World YMCAと称することもある。

　　クラブが支援する都市YMCAの総主事が任命する。クラブ会員としてクラブに加わり、連絡役のみならずクラブ活動にも
　　参加する。

グッドスタンディング ＝ Good standing
　　直近 3半期の会費（国際会費、地域会費、区会費）を支払ったクラブを国際協会ではグッドスタンディング（良好な状態
　　のクラブ）クラブと呼ぶ。会員数には無関係である。

ゲスト ＝ Guest
　　例会などでワイズ関係 ( ワイズメン、ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバー ) 以外の知人、友人、ゲス
　　トスピーカー、入会候補者としての参加者などをゲストと呼ぶ。

広義会員 ＝ Members-at-large
　　クラブ会員の内、常に例会その他の会合に出席することが不可能な者は、クラブ会長が理事に届け出て、理事の承認を受
　　けると広義会員となることができる東日本区の制度。広義会員は、例会出席義務を免かれる。
　　国際協会の広義会員は、ワイズの無い地域に住む者が、特定のクラブではなく区に所属する制度であり、東日本区の制度
　　とは別の制度である。

広報 ＝ Public Relations（PR）
　　「組織以外の多くの人に広く情報を伝える」（Public Information）と「人のつながりを強める」（Public Relations）こと。
　　ワイズ内外にタイムリーに情報発信し、ワイズ活動の活性化、社会的認知度の向上に資する。

功労会員 ＝ Senior Service Member
　　クラブのために長年尽くして来た会員が、クラブの決議により理事に届け出て功労会員となる。例会出席義務を免除される。

国際会長 ＝ International President（IP）
　　ワイズメンズクラブ国際組織の最高責任者。国際議会の議長を務める。
　　推薦制で任期は 1年。就任の 2年前に投票権を持つ全世界のクラブ会長の投票で選ばれ、次の 1年、次期国際会長となる。
　　国際会長の取り組みとして最も強調したいことを「国際会長主題」として掲げる。

国際議会 ＝ International Council（IC）
　　ワイズメンズクラブ国際協会の立法機関。
　　国際憲法の改訂を始め、国際協会の予算の決定、諸事業、規定の新設 /改廃、国際大会開催地の決定など、国際ワイズ活
　　動のすべての重要案件を審議する。各地域から会員人数割りで選出される 15名の（国際）議員によって構成される。毎年
　　7月または 8月に国際議会が開かれ、1月または 2月に年央会議（ミッドイヤーミーティング）が開かれる。

国際議員 ＝ International Council Members（ICM）
　　国際議会構成員。世界の全 8地域から会員数に応じてドント方式で選出される 13名の国際議員と輪番で 2地域から選出
　　される 2名の青年議員（26歳から 39歳）議員の合計 15名からなる。何れも当該地域の各クラブからの投票で選出される。
　　任期は 2年で再選は認められていない。

（ワイズメンズクラブ）国際協会 ＝ The International Association of Y’ s Men’ s Clubs / Y’ s Men International
　　世界のワイズメンズクラブを構成員として設立されている国際組織。
　　国際協会の立法機関は、国際議会、行政機関は、執行役員会と各地域会長である。

国際憲法 ＝ International Constitution
　　ワイズメンズクラブの活動基盤を定めたもの。
　　東日本区定款の綱領や目的も国際憲法に基づいて定められている。国際協会の標語（Motto）「強い義務感を持とう　義務
　　はすべての権利に伴う」も、この中に明記されている。

国際執行役員（会） ＝ International Executive Officers（IEO）
　　国際会長、次期国際会長、直前国際会長、国際会計を国際執行役員と呼び、4者で国際執行役員会を構成する。国際執行
　　役員会には、有給スタッフである国際書記長も陪席し、日常必要な決済事項を合議によって処理する。東日本区の常任役
　　員（会）に当たる。

国際投票 = International Voting
　　毎年通常、12月から 1月にかけて、次々期国際会長、次期国際会計（3年に 1度）、地域選出国際議会議員の選出および
　　国際憲法の改訂（改訂事項がある場合）についての国際投票が行われる。

設立総会
　　新クラブの発足に際し、新クラブメンバーによりクラブ名称、会則、事業方針、予算などを決議し、また、申請書類への
　　署名を行う会合。日本のワイズメンズクラブ独特のもの。
　　設立総会を終えると、クラブとしての活動が始まるが、チャーターナイトまでは、「ワイズメンズクラブ」として公式には
　　認められていないため、その間は「（仮）○○ワイズメンズクラブ」等と称することが通例となっている。

戦略 2032 = Strategy 2032　
　　創立 100 周年を機に、2022 年に制定されたワイズズメンズクラブ国際協会（YMI）の中長期計画。YMI が 2032 年には
　　どのような組織になっているかの目標およびそのための戦略をまとめたもの。YMIは、公平で持続可能な世界を築くために、
　　互いに刺激し合い、協力し合って、親睦と地域社会への影響力において卓越した組織となること、健康、環境、教育に重
　　点を置いて奉仕活動を行っていくこと等が謳われている。
　　2016 年に制定された「2022 年とその先に向けて」（Towards2022 & Beyond」）および 2019 年に制定された「チャレン
　　ジ 22」（Challenge 22）の後継計画である。

代議員＝ Regional Council Members
　　東日本区のクラブ会長、部長および部の会員人数割りによって選出された会員。任期は、7月 1日から 1年。ただし、再
　　任を妨げない。議長は、直前部長の互選で選任される。
　　東日本区の立法機関である代議員会の構成員である。年次代議員会は、通常東日本区大会に合わせて開催される。部人数
　　割代議員は部内会員数 100 名につき 1名（100 名未満の場合は 1名）の割合で選出する。内 1名は、直前部長。

チャーター＝ Charter
　　新設クラブに対して国際協会が加盟を認証すること、または加盟認証状。加盟認証状に記載されている「Charter 　　　
　　Presentation Date」が公式のチャーター年月日である。

チャーターメンバー＝ Charter Member
　　新クラブ発足時の設立会員。国際協会加盟手続きの際、申請書に署名した会員。

チャーターナイト＝ Charter Presentation Ceremony
　　国際協会加盟認証を受ける新クラブが、近隣クラブおよび地域社会に披露する会。
　　本来は晩餐会なので通称 “チャーターナイト” という。この会では国際協会加盟認証状の伝達式、チャーターバッジ着装、
　　メンバー紹介などが行われる。

地域事務所 ＝ Area Office
　　地域の運営を円滑に進めるための事務所。
　　専任スタッフを置き、地域会長指導のもと、各区ヘの事務連絡、事務処理等を行う。アジア太平洋地域は、香港に地域事
　　務所を置いている。

点鐘
　　クラブ例会、区役員会等の公式会合の時に、開会宣言 /閉会宣言を行う主宰者が厳粛にギャベル（木槌）で鐘を打ち鳴ら
　　すこと。

トロイカ ＝ Troika
　　組織の各レベルで、トップをその前任者と後任者が支え、また、組織運営の継続性を確保する体制。ロシア語の 3頭立て
　　の馬橇が語源。
　　区は理事、次期理事、直前理事、部は部長、次期部長、直前部長、クラブは会長、次期会長、直前会長からなる。

ドライバー ＝ Driver
　　ワイズ運動、特に例会の推進役。クラブによってはマーシャル、クラブサービスと呼んでいる。直訳は“強く動機づける人”、
　　“運動推進役”。献金を促したり例会を盛り上げたりする役割を担う。

西日本区 ＝ Japan West Region
　　富山県、岐阜県、愛知県以西（沖縄県を除く）を領域とする区。1997 年に旧日本区の分割によって、東日本区と同時に誕
　　生した。

日本YMCA同盟 ＝ The National Council of YMCAs of Japan
　　日本のYMCA運動の推進、都市YMCAと学生YMCAへの支援、調整、助言活動を行う組織。事務所を東京都新宿区四
　　　　谷本塩町 2-11 に置く。1903 年に設立され、世界YMCA同盟とアジア・太平洋YMCA同盟に加盟し、世界YMCA

　　同盟を始め海外YMCAとの連絡を担う。全国のスタッフの国内研修、主事養成と認証、ワイズメンズクラブとの連携、調
　　整、御殿場にある研修施設、国際青少年センターYMCA東山荘の運営も行っている。

バナー ＝ Banner
　　クラブ、部、区の旗。クラブ例会、部大会、区大会など公式会合時に掲げる。

バランタイン賞 ＝ Harry M. Ballantyne Award of Merit 
　　国際協会の発展に貢献したメンバーに対して、毎年、国際協会が授賞する賞。1922 年の国際協会設立時から担当主事とし
　　て活躍した、Harry M. Ballantyne カナダ YMCA主事を記念して 1957 年に創設された。正式名称は、ハリー・M・バラ
　　ンタイン賞。
　　これまでの日本人受賞者は、次の各氏。（　　）内は受賞年：奈良傳（1966）、鈴木謙介（1982）、竹内敏朗（1987）、田
　　中真（1995）、三井万壽雄（2002）、今村一之（2006）、奈良信（2010）、藤井寛敏（2018）

半年報 ＝ Semiannual Report
　　クラブが会員の入 /退会による変化を東日本区へ提出（クラブ→部長→会員増強事業主任）する報告書。
　　7月 1日付と 1月 1日付の年 2回一定の書式で報告する。7月 1日付人数が国際会費、アジア太平洋地域会費、区費算定
　　の基礎となる。

東日本区 ＝ Japan East Region
　　世界に 44ある区（2022 年 7月現在）（行政単位）のひとつ。
　　新潟県、長野県、静岡県以東と沖縄県を領域とする。1997 年 7月に旧日本区を東西に分けた形で、東日本区、西日本区と
　　して誕生した。その活動は、東日本区定款に基づき、区理事がこれを統括する。区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置
　　かれている。

東日本区ウェブサイト
　　ワイズメンズクラブ、東日本区の紹介、区内のニュース、クラブ案内、区報、各種マニュアル、書式等が掲載されている
　　東日本区の公式ウェブサイト。URL は、https://www.ys-east.or.jp/
　　＜参考＞　国際協会ウェブサイト：https://www.ysmen.org/
　　　　　　　アジア太平洋地域ウェブサイト：http://www.ysmenap.org/
　　　　　　　西日本区ウェブサイト：http://www.ys-west.or.jp/

東日本区定款 ＝ Regional Constitution of Japan East Region
　　ワイズメンズクラブ国際協会の憲法に基づき、東日本区のモットー、綱領、目的、組織、運営の基本などを定めたもの。

東日本区奈良傳賞＝ Japan East Region Tsutae Nara Memorial Award
　　ワイズダム発展に尽力し、その功績が認められた会員に与えられる賞。
　　日本のワイズ運動の創始者である奈良傳氏の偉業を記念して制定された賞で、長年ワイズダム発展に尽力し、その功績が
　　認められ、奈良傳賞受賞者選考委員会の議を経て選ばれた会員が、東日本区大会で表彰される。

東日本区メーリングリスト
　　年度毎に、「全クラブ会長」、「全部長」、「各部別の部役員」、「各事業別の事業主査」等、東日本区内の各役職者別に作成さ
　　れる公式のメーリングリスト。例えば、全クラブ会長のメーリングリストは、kaicho@ys-east.or.jp。
　　当該メーリングに登録されているメンバーのみが、そのメーリングリストを用いて受発信できる。

ビジター ＝ Visitor
　　他クラブからの例会等への来訪者。ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバーも含む。

ヒストリアン（国際） ＝ Historian
　　全世界のワイズ関係の公式文書を入手保管し、歴史的資料として整備する役職者。
　　国際文献保存委員ともいう。区報、クラブチャーター資料、区大会開催資料など、使用言語の如何を問わず、ヒストリア
　　ンへ送付する。

ヒストリアン（東日本区）＝ Historian
　　東日本区のワイズ活動の歴史をまとめる役職者。
　　東日本区の歴史的事項を正確に記録するために、区報、区役員会資料、区大会資料、加盟認証状の写し、クラブ記念誌等
　　の文献を収集、整理、保存する。部ヒストリアンを設置している部もある。

ヒールザワールド ＝ Heal the World
　　国際協会が 2020-21 年度に開始した統一国際プロジェクト（「UGP」の項を参照）で、新型コロナウイルス後の世界を癒
　　すために、より強い国際的な関与と組織的な連携、連帯を構築して我々のボランティアの力をより発揮することを目的と
　　している。主な活動内容は、災害時等の救援物資の提供 /ボランティア支援、医療 /健康プログラム、専門家のネットワー
　　ク構築など。プロジェクトの資金を賄うために、TOF献金の増額が望まれている。

フィラテリスト ＝ Philatelist
　　直訳すると「切手収集家」。ワイズにおいては、BF献金の使用済切手の拠出を推進することおよび使用済切手を換金する
　　業者との窓口の役割を担う。各エリアではこの業務を担当する事業主任が任命されている。

Motto ＝ 標語（国際）
　　ワイズメンズクラブの基本的な行動目標を表す言葉。
　　国際標語は “To acknowledge the duty that accompanies every right”（強い義務感をもとう　義務はすべての権利に伴
　　う）である。

部 ＝ District
　　ワイズ運動を協力して進めるために区内の 2つ以上のクラブで構成された組織体。
　　東日本区には 7つの部（2022 年 7月 1日現在）がある。部は、区役員会、代議員会の承認を得て設置が認められる。

部事業主査 ＝ District Service Director（DSD）
　　部長のスタッフとして事業ごとに置かれる部役員。
　　部の事業活動の活発化に努め、クラブとの連絡を図ると共に、区事業主任との連絡を密にする。部長および区事業主任へ
　　部事業活動報告書を送る。

部大会 ＝ District Convention
　　部内各クラブ相互の情報交換および親睦のため、部長の主宰により年 1回以上開催される部の大会。2018-19 年度の東日
　　本区定款改訂により、これまでの「部会」から「部大会」に名称が変更された。正式な表記は、「XX部部大会」（「XX部大会」
　　ではなく）。

部長 ＝ District Governor
　　部の最高責任者。
　　あらゆる機会をとらえ部内クラブを指導するとともに、区にあっては代議員、区役員、「区役員候補者指名委員会」の委員
　　であり、部にあっては通常年 1回の部大会を主宰し、部の方針および運営等を協議し決定する数回の評議会を開催し、また、
　　属するクラブ会員全員の研修と交流を図る。任期内に部内クラブを 1回以上「公式訪問」し、部内諸活動の推進に努める。

部評議会 ＝ District Council
　　部の運営を協議、決議する機関。構成員は、それぞれの部則の定めによる。

物品 ＝ Supplies
　　ワイズ活動に用いる備品（万国旗など）、小道具（シールなど）、バッジ等の総称。
　　これらを製作 /供給する活動、事業者もいう。

ブリテン ＝ Bulletin
　　クラブとしての機関紙。クラブメンバーおよび他クラブ、区 /部役員等への連絡 /案内、入会候補者への PR、クラブの記
　　録としての役目を持つ。
　　毎月発行し、その月の例会プログラム、在籍者数、前月の例会出席者、出席率、BF成績、活動報告、活動計画、会員消息
　　などを掲載する。

文献 ＝ Documentation
　　ワイズメンズクラブ活動の指針となる規約集、手引き書その他参考文献。
　　文献作成 /精査等の実働組織として、東日本区では文献・組織検討委員会が設けられており、その委員は、区理事が任命する。

ブースター賞 ＝ Booster Award
　　会員増強の功績に対して国際協会から授与される賞。前年 2月 1日から当年 1月 31 日までの 1年間に、3名以上の新入
　　会員を紹介した個人および 6名以上の会員純増を果たしたクラブが表彰される。

No.
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6
7
8
9
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12
13
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16
17
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20
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22
23
24
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28
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36
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1975.07
1978.07
1981.03
1984.06
1984.06
1984.06
1988.07
1991.05
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1992.03
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1996.03
1996.12

2002.03
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1997.07
2006.09

1998.03
1997.06
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1990.06
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2001.12

2008.11
2002.04
2002.05
2004.03
2004.03
2005.03
2008.01
1980.06.07
1989.06.07
1997.1225

2009.06
2011.3

最新改訂
年月日
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STEP ＝ Short Term Youth Exchange Program
　　ユース海外短期交流プログラム。
　　3～ 11 週間の短期海外訪問制度。18～ 25 歳のワイズの子弟（または、3年以上、ワイズメンズクラブ、ワイズユースク
　　ラブ、YMCAの何れかの会員経験を有する者）が応募対象者。海外のワイズ家庭に滞在し、現地のユースとの交流や異文
　　化を体験する。
　　応募は、希望派遣期間の半年以上前に、クラブを通じて、ユース事業主任へ申請書類を提出する。

TOF ＝ Time of Fast
　　タイム・オブ・ファスト（Time of Fast：断食の時）の略称で、「ティー・オー・エフ」と発音する。クラブ例会での食事
　　を抜き、その金額相当分を国際協会に献金する。
　　献金は、世界中のYMCA、ワイズメンズクラブから募集して国際協会が選定する、SDGs に関連する発展途上国を主たる
　　対象とする地域支援プロジェクトに用いられる。
　　国際協会、東日本区では 2月を強調月間とし、クラブ例会だけではなく、2月に開催される、区、部の会合でも食事を抜
　　いたり、簡素なものにしたりしてその分を献金するよう努めている。

TC ＝ Travel Coordinator
　　来訪する BF代表の旅行日程を立案し、旅行中の世話や受け入れ /調整を行う専任委員。

UGP ＝ Unified Global Project（統一国際プロジェクト）
　　ワイズメンズクラブの認識度のアップを願って、始められた国際レベルの統一事業で、2005 年度からはHIV/ AIDS 関連
　　事業を展開した。国際協会での取り組みが終わった 2010 年度以降も東日本区では継続して取り組んでいる。2020/21 年
　　度からは、Heal the World（世界を癒そう）が統一事業に選定されている。

Week4Waste = Week for Waste (「ゴミのための週」)
　　国際協会によって 2020-21 年度に開始された、ワイズメンズクラブと地域社会を結びつけ、よりクリーンな地球を目指し
　　て統一的に行動するCS事業のキャンペーン。活動の多くは、毎年 4月 22 日のアースデイ（地球の日）のある 4月と、世
　　界最大の市民運動のひとつであるワールドクリーンアップデイ（毎年 9月中旬）に合わせて行われる。

YEEP ＝ Youth Educational Exchange Program
　　ワイズメンズクラブ会員の子弟の高校留学生交換事業。
　　2020-21 年度に廃止された。

YES ＝ Y's Extension Support
　　新クラブ設立の活動を支援するためのアジア太平洋地域の基金。各区から地域に拠出された献金は、地域内の各クラブの
　　設立支援資金および地域レベルのエクステンション活動に用いられる。

YIA ＝ Youth Involvement and Activities
　　若者のワイズメンズクラブ活動への参画、活動。
　　ワイズメンズクラブが行う様々な行事に、多くの若者達を巻き込む活動の奨励、ワイズユースクラブの育成、ユースコン
　　ボケーションの実施等を行う。

Y３ ＝ ワイスリー
　　ワイズメンズクラブの活動に共感する高校生以上の若者によるユースクラブ。YMCA、Y's Men、Youth の 3つの Yを表
　　している東・西日本区だけの組織である。2021-2022 年度現在、「Y３宇都宮」が活動を行っている。

YMCA ＝ Young Men's Christian Association
　　ワイズメンズクラブが支援、奉仕の対象としている社会教育団体。世界 120か国・地域に 6,500 万人（2021-2022 年度現在）
　　の会員を持つ世界最古、最大のNGOと言われている。
　　1844 年ロンドンでジョージ・ウィリアムズら青年によって創設され、全世界に広がり、世界YMCA同盟を結成している。
　　青少年の育成を運動の中心とするが、社会の必要に応えて、平和活動、地域社会支援、社会的弱者救済等にも取り組んでいる。

YMCAサービス ＝ YMCA Service
　　YMCAに対する奉仕を立案、実行するワイズメンズクラブの事業。
　　東日本区事業の中のひとつであり、YMCA指導者育成のための財的支援を目的とするASF（アレキサンダー奨学基金）も
　　YMCAサービス事業のひとつである。クラブは、区のサービス事業とともに、各クラブの関係YMCAへの奉仕と協力を
　　推進する。

　　Eは、クラブ拡張（新クラブ設立）、MCは、会員の維持（啓発、退会防止）と増強（新会員獲得）の意。

EF ＝ Endowment Fund（エンダウメントファンド）
　　国際協会の財政的な安定およびワイズダム発展のための基金。
　　個人 /クラブが特定の人を記念して献辞とともに 120 スイスフラン以上の寄付を行うか、個人 /クラブとして寄付のみを
　　行うかの 2種類がある。前者は、国際本部に永久保管されている「ゴールデンブック」に献辞が記載される。後者は、一
　　定金額以上の寄付を行った場合、献金額に応じて以下の称号が与えられ、「ゴールデンブック」に氏名が記載される。
　　50スイスフラン以上の献金（個人）：エンダウメントフレンド
　　120 スイスフラン以上の献金（個人）：ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　2回目の 120 スイスフラン以上の献金（個人）：ダブル・ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　1,000 スイスフラン以上の献金（個人）：オナーロール
　　1,000 スイスフラン以上の献金（クラブ）：オナーロールクラブ

IT アドバイザー＝ Information Technology Advisor
　　情報技術アドバイザー。
　　東日本区では「情報技術」に関して専門的なアドバイスを担当し、区のウェブサイトや区内のメーリングシステムの構築、
　　維持など IT に関するサポートを行っている。

IBC ＝ International Brother Clubs
　　国際兄弟クラブ。
　　クラブが外国のクラブと兄弟クラブ締結を行い、永続的な交流を続けること。また、その相手クラブのことも指す。新た
　　に IBC関係を結ぼうとするクラブ同士は、十分な事前準備を行った上で、締結書を交わす。
　　締結は、IBC国際事業主任が締結書にサインすることにより正式に認められる。

IBC トライアングル＝ International Brother Clubs Triangle
　　3クラブが相互に IBCを締結すること。

IBC クワドラングル＝ International Brother Clubs Quadrangle
　　4クラブが相互に IBCを締結すること。

ID ＝ International Director（ワイズメネット国際主任）
　　国際協会におけるワイズメネットの代表者。

iGo = Internships for Global Outreach（アイゴー：「世界に手を伸ばすためのインターン制度」）
　　青年の成長を目的として、YMCAやワイズメンズクラブ会員で事業を行っている者が、ユースに国際的なインターン（職
　　業体験）の場を提供するプログラム。申請時に 18歳から 29歳の者が対象。2020-21 年度に廃止されたYEEP の後継プロ
　　グラム。

JEF ＝ Japan East Y's Men's Fund
　　東日本区ワイズ基金。
　　東日本区ワイズ運動の安定的かつ継続的発展を支えるため、個人、クラブが記念すべき出来事、行事、慶弔事の折等に、　
　　基金に寄付を行う。寄付者氏名とその理由は、「奉仕帳」に記帳、永久保管される。

LT ＝ Leadership Training
　　会員のリーダーシップの開発、向上を目的に行う研修またはこれを推進する事業の名称。
　　東日本区では、LT委員会が設置され、区主催の部役員、クラブ役員の研修の企画 /実施、研修教材の整備 /提供、部主催
　　の研修会等の支援を行っている。
　　国際協会での正式名称は、LTOD (Leadership Training and Organisation Development)。

NDERF ＝ Natural Disaster Emergency Relief Fund（NDERF（自然災害緊急支援基金））
　　アジア太平洋地域において、地震、台風等の大きな自然災害が発生した際の緊急支援を行うことを目的とした基金。毎年、
　　アジア太平洋地域内の各区は、メンバーひとり当たり 2米ドルを前期の地域会費と併せて、アジア太平洋地域会計に送付
　　する。各理事からの要請に基づき、アジア太平洋地域常任役員会の決定によって支援金が支給される。

SDS ＝ Special Development Support（特別発展支援金）
　　国際協会の EF（エンダウメントファンド）の運用益の一部を原資として、各区におけるエクステンション活動等に対して、
　　その費用の一部が各区から国際本部への申請によって支給される制度。

YMCAの歌 ＝ YMCA Song
　　日本のYMCAの公式歌。ワイズの会合等でも歌われる。
　　1953 年、日本YMCA同盟が 50周年を記念して公募し、同盟主事の淵田多穂理の応募作品が入選し、津川主一が作曲した。

アジア太平洋地域 ＝ Asia Pacific Area
　　ワイズ運動の国際行政区分 8地域のひとつ。
　　2022 年 7月現在、東日本区、西日本区、台湾区、フィリピン区、南東アジア区（香港、マカオ、シンガポール、マレーシ
　　ア、タイ、ミャンマー、バングラデシュ、カンボジア、ネパール、インドネシア）、スリランカ区（スリランカ、パキスタ
　　ン）、オーストラリア区の 7区（Region）から成る。

いざ立て ＝ ONCE MORE WE STAND
　　ワイズメンズクラブ国際協会の公式歌。
　　クラブ、部、区、地域、国際など、ワイズの会合の冒頭で歌われる。英語では “Y’ s Men’ s Hymn” と呼ばれる。フィ
　　ンランドの作曲家、シベリウス（1869 ～ 1957）の交響詩「フィンランディア」の曲に、ワイズメンズクラブの創始者　
　　P・W・アレキサンダーが作詞した。原題は、ONCE MORE WE STAND である。日本では1962年に淵田多穂理が訳詞した。

「祈りの輪」の日
　　世界中のワイズメンズクラブ会員が「共に祈る時」を持つ日。
　　12月 8日は、ワイズメンズクラブの創始者 P・W・アレキサンダーの誕生日。この日を記念して世界中のワイズメンズク
　　ラブ会員が、それぞれの国の午後 8時に「共に祈る時」を持って地球上を輪でつなぐことを願うことから「祈りの輪」と言う。

ウエルネス ＝ Wellness
　　創造的健康生活を送ろうという運動。
　　人間が個人的にも社会的にも健全な生活を送るため、現代人を取り巻くストレス、運動不足、環境破壊などを意識して立
　　ち向かい、こころ、からだ、人間関係のすべてにわたって、あるべき姿を追求する。複数の都市YMCA にはウエルネスセ
　　ンターが設置され、地域に対して継続してウエルネスの普及に取り組んでいる。

エクステンション・ビヨンド・ボーダーズ ＝ Extension Beyond Borders（EBB）
　　区、国の枠組みを超えて、新クラブを設立すること。国際協会は、この取り組みを推奨している。東日本区での例として、
　　東京武蔵野多摩クラブがモンゴル・ウランバートルクラブをスポンサーとして設立したことが挙げられる。EBBを行った
　　クラブに対しては国際協会から賞（Extension Beyond Borders Award：EBBA）が授与される。

エリア ＝ Area
　　国際ワイズ運動を進める行政区分。
　　世界を地理的に 8つの地域に分割している。アフリカ、アジア太平洋、韓国、カナダ /カリブ海諸国、ヨーロッパ、インド、
　　ラテンアメリカ、米国の 8地域である。各地域は、国際議員選出の母体となり、地域行政は、その地域から選出された国
　　際議員の中から選ばれた地域会長（AP）が運営に当たる。

エルマー・クロウ賞 ＝ Elmer Crowe Award
　　任期年度中に特に傑出した働きをした部長に与えられる国際賞。
　　任期半ばで倒れた、カナダの元理事エルマー・クロウを記念して創設された。区理事が評価基準に基づいて、候補者を地
　　域会長に推薦し、国際会長が最終決定する。

会員異動報告書
　　クラブの会員の入会（新入会、転入会、再入会）や退会（退会、転出会）、変更などの異動があった場合に会長の責任にお
　　いて、所属部の部長および部会員増強事業主査（写し：東日本区事務所）に提出する書類。

監事（区） ＝ Auditor
　　区運営に関して、区役員に適切な助言、督励を行う者。
　　区の指名委員会によって指名され、代議員会で承認されて 2年間の任に就く。行政監事 1名、財政監事 1名が選任され、
　　それぞれの分野での監査を行い、他方の分野も副担当として実施する。

キリスト教精神 ＝ Christian Spirit
　　イエス・キリストが全生涯をもって示した博愛、奉仕、自己犠牲の精神。
　　国際憲法のガイドライン 201 には、「イエス・キリストの教えは、ワイズメン全体の意志決定のための、クラブならびに
　　国際協会の運営のための、さらにワイズメン個人の日々の生活のための、ガイドライン（指針）となるものである。」と定
　　められている。

　　国際協会、各地域ではキリスト教精神を広めるため、キリスト教強調 (Christian Emphasis: CE) 事業主任が選任され、キ
　　リスト教精神の維持、拡大を担っている。

ギャベル ＝ Gavel
　　点鐘を行うとき、鐘をたたく木槌。

休会
　　病気や一定期間の仕事の都合等の正当な理由で、長期にわたり、クラブの例会や諸活動に出席できない者は、クラブ会長
　　が申請し、理事の承認を得て、最長 3年間、休会とすることができる。ただし、病気の快復等で再び例会等に出席できる
　　ようになった場合に復帰する意思がある者に限る。休会は、退会と同じ扱いであるが、ロースターに氏名が掲載され、また、
　　復帰の際の入会金が免除される。東日本区独自の制度。

協力関係の原則 ＝ Principles of Partnership
　　世界YMCA同盟とワイズメンズクラブ国際協会がより良きパートナーとなるべく、両者の協力関係の原則が 1981 年に締
　　結された。各地域、各区等のレベルでも同様の締結が進んでいる。

区＝ Region
　　地域（エリア）を構成する区分。東日本区は、アジア太平洋地域の構成員。
　　区の目的は、「区内の各クラブが国際憲法の精神に基づき、敬愛の念を持って交わり、国際協会の綱領と目的を達成し、さ
　　らにこの運動を広く区内に拡張するために相互に協力すること」（東日本区定款第 2条第 3項）を進めることである。

区事務所 ＝ Regional Office
　　区の運営に関する事務を処理する事務所。
　　区事務所は、区書記、会計等の理事スタッフと協力し、区運営のサポートを行う。事務所運営のために事務所所長等の職
　　員を置く。東日本区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置かれている。

区事業主任 ＝ Regional Service Director（RSD）
　　区理事のスタッフとして、事業ごとに置かれる区役員。
　　国際、地域の事業主任の指導のもと、理事の意向を受けて、当該事業活動の計画立案、実施の責任を持ち、各部の事業主
　　査をリードし、その事業活動を支援する。また、活動状況、成果を区内および地域、国際へ報告する。

区大会 ＝ Regional Convention
　　毎年各区で開催される大会。
　　東日本区は、原則として 6月の第 1土日に区理事が主宰し、開催する。大会は、クラブおよび会員が情報を交換し、互い
　　に啓発し、共に運動を担う者としての連帯、協力関係、親睦を深めることを目的とする。区大会は、立候補によって選ば
　　れたホストクラブが実行委員会（ホストコミッティー）を組織し、理事の指導のもと準備、運営、実施に当たる。

区担当主事（東日本区） ＝ YMCA Liaison Secretary to Japan East Region
　　YMCAとワイズメンズクラブの区レベルでの連携を行う日本YMCA同盟主事。
　　日本YMCA同盟総主事が同盟主事の中から任命する。東日本区役員会を始め、種々の会合、区大会等に出席し、YMCA　
　　とワイズメンズクラブとの関係が円滑に推進されるように努める。

区報、部報 ＝ Regional Bulletin、District Bulletin
　　区、部の公式の会報で、メンバーに対する情報提供、活動の記録等を目的として発行、配布される。東日本区においては
　　東日本区定款施行細則で年 2回以上の発行が定められおり、各部においては部則等の規定に則って発行される。

区役員 ＝ Regional Officers
　　区役員会を構成する役員。
　　理事、次期理事、直前理事、区書記、区会計、部長、区事業主任が区役員である。
　　区役員会には、監事、委員会委員長、専任委員、事務所職員等も列席する。

クラブ ＝ Club
　　ワイズメンズクラブ運動を構成する最小単位でかつ運動の基盤となる組織。クラブは、最低 3名の会員から成り、新たに
　　クラブを設立する際は、5名以上の会員が必要である。

クラブ担当主事 ＝ Related Secretary
　　YMCAとクラブとの連携を行うYMCAの主事。

　　投票権があるのは、グッドスタンディングクラブ（「グッドスタンディング」の項を参照）でかつ直近 3半期の会員数が　
　　15名以上のクラブである。ただし、会員数の基準を満たしていない場合、直近 3半期の会員数が 5名以上で、12月 31　
　　日現在でチャーター後 25年を経過しているクラブは、区理事からの国際本部への申請によって投票権を得ることができる。
　　投票は、各クラブを代表する者（クラブ会長または事前に登録したその他のクラブメンバー）が国際協会のウェブサイト
　　を通じて実施する。

国際本部 ＝ International Headquarters（IHQ）
　　国際協会事務局、国際書記局ともいう。国際書記長以下有給スタッフが、全世界の役員、委員、区理事、クラブ会長など
　　への事務連絡や実務を行っている。事務所は、スイス・ジュネーブに置かれている。サテライトオフィスがチェンマイ（タ
　　イ）に置かれている。

国際聖句
　　ワイズメンズクラブ会員の精神的基盤をなすもので、新約聖書 “ヨハネによる福音書第 17章 21 節”。

国際大会 ＝ International Convention（IC）
　　2年ごとに開催される国際協会レベルの大会。
　　全世界のワイズメンズクラブ会員が一堂に会し、式典、研修、親睦等のプログラムが展開される。開催地（ホスト区）は、
　　立候補制で国際大会委員会（ICC）の下に、ホスト区内に大会実行委員会（HCC=ホストコンベンションコミッティ）が
　　組織され、大会全般の準備と実行に当たる。

国際連合・経済社会理事会・特殊諮問資格＝
　　Special Consultative Status with the Economic and Social Council of the United Nations
　　2006 年にワイズメンズクラブ国際協会が取得した、国際連合・経済社会理事会が認めるNGO（非政府組織）の資格のひ
　　とつ。特定の分野において、国際連合が採択した行動計画、プログラムおよび宣言を実施、推進する。国際連合およびそ
　　の補助機関の特定の会合への出席、検討事項に関する意見を述べることができる。

コメット＝ Y'slings
　　日本でのワイズメンズクラブ会員の子弟の呼称。国際での呼称は、ワイズリングズ。

ゴールデンブック ＝ Golden Book
　　エンダウメントファンドへの献辞、寄付者名が記録される台帳。
　　革表紙の製本で永久保存される。東日本区の「東日本区ワイズ基金」（JEF）の「奉仕帳」に当たる。

出席率 ＝ The Percentage of Member's Attendance
　　クラブ会員の例会出席率。（東日本区定款施行細則第 11 条参照）

常任役員（会） ＝ Regional Executive Officers
　　区の理事、次期理事、直前理事、書記、会計。
　　この 5者で常任役員会を構成する。常任役員会は、日常必要な決済事項を合議によって処理する。

主題 ＝ Theme
　　国際会長、アジア太平洋地域会長、区理事、部長、クラブ会長が掲げる中心テーマで、それぞれの任期年度に使用する。

スローガン = Slogan
　　主題を展開、補足する副題。サブテーマ（Sub-Theme）とも言う。

スポンサークラブ＝ Sponsor Club
　　新クラブ設立のイニシアティブをとるクラブ。設立、チャーター後も、新クラブを支援する。

スマイル＝ Smile
　　クラブ活動資金、基金作りのための自由献金。
　　例会で、会員が最近身近に起きた嬉しいことなどを記念して献金する。クラブによっては「ニコニコ」、「ドライブ」、「ロバ」
　　などとも呼んでいる。

世界YMCA同盟＝ World Alliance of YMCAs
　　世界各国のYMCAの協力と運動推進を図るための連合体。本部はスイス・ジュネーブにある。略称は、WAY。
　　World YMCAと称することもある。

　　クラブが支援する都市YMCAの総主事が任命する。クラブ会員としてクラブに加わり、連絡役のみならずクラブ活動にも
　　参加する。

グッドスタンディング ＝ Good standing
　　直近 3半期の会費（国際会費、地域会費、区会費）を支払ったクラブを国際協会ではグッドスタンディング（良好な状態
　　のクラブ）クラブと呼ぶ。会員数には無関係である。

ゲスト ＝ Guest
　　例会などでワイズ関係 ( ワイズメン、ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバー ) 以外の知人、友人、ゲス
　　トスピーカー、入会候補者としての参加者などをゲストと呼ぶ。

広義会員 ＝ Members-at-large
　　クラブ会員の内、常に例会その他の会合に出席することが不可能な者は、クラブ会長が理事に届け出て、理事の承認を受
　　けると広義会員となることができる東日本区の制度。広義会員は、例会出席義務を免かれる。
　　国際協会の広義会員は、ワイズの無い地域に住む者が、特定のクラブではなく区に所属する制度であり、東日本区の制度
　　とは別の制度である。

広報 ＝ Public Relations（PR）
　　「組織以外の多くの人に広く情報を伝える」（Public Information）と「人のつながりを強める」（Public Relations）こと。
　　ワイズ内外にタイムリーに情報発信し、ワイズ活動の活性化、社会的認知度の向上に資する。

功労会員 ＝ Senior Service Member
　　クラブのために長年尽くして来た会員が、クラブの決議により理事に届け出て功労会員となる。例会出席義務を免除される。

国際会長 ＝ International President（IP）
　　ワイズメンズクラブ国際組織の最高責任者。国際議会の議長を務める。
　　推薦制で任期は 1年。就任の 2年前に投票権を持つ全世界のクラブ会長の投票で選ばれ、次の 1年、次期国際会長となる。
　　国際会長の取り組みとして最も強調したいことを「国際会長主題」として掲げる。

国際議会 ＝ International Council（IC）
　　ワイズメンズクラブ国際協会の立法機関。
　　国際憲法の改訂を始め、国際協会の予算の決定、諸事業、規定の新設 /改廃、国際大会開催地の決定など、国際ワイズ活
　　動のすべての重要案件を審議する。各地域から会員人数割りで選出される 15名の（国際）議員によって構成される。毎年
　　7月または 8月に国際議会が開かれ、1月または 2月に年央会議（ミッドイヤーミーティング）が開かれる。

国際議員 ＝ International Council Members（ICM）
　　国際議会構成員。世界の全 8地域から会員数に応じてドント方式で選出される 13名の国際議員と輪番で 2地域から選出
　　される 2名の青年議員（26歳から 39歳）議員の合計 15名からなる。何れも当該地域の各クラブからの投票で選出される。
　　任期は 2年で再選は認められていない。

（ワイズメンズクラブ）国際協会 ＝ The International Association of Y’ s Men’ s Clubs / Y’ s Men International
　　世界のワイズメンズクラブを構成員として設立されている国際組織。
　　国際協会の立法機関は、国際議会、行政機関は、執行役員会と各地域会長である。

国際憲法 ＝ International Constitution
　　ワイズメンズクラブの活動基盤を定めたもの。
　　東日本区定款の綱領や目的も国際憲法に基づいて定められている。国際協会の標語（Motto）「強い義務感を持とう　義務
　　はすべての権利に伴う」も、この中に明記されている。

国際執行役員（会） ＝ International Executive Officers（IEO）
　　国際会長、次期国際会長、直前国際会長、国際会計を国際執行役員と呼び、4者で国際執行役員会を構成する。国際執行
　　役員会には、有給スタッフである国際書記長も陪席し、日常必要な決済事項を合議によって処理する。東日本区の常任役
　　員（会）に当たる。

国際投票 = International Voting
　　毎年通常、12月から 1月にかけて、次々期国際会長、次期国際会計（3年に 1度）、地域選出国際議会議員の選出および
　　国際憲法の改訂（改訂事項がある場合）についての国際投票が行われる。

設立総会
　　新クラブの発足に際し、新クラブメンバーによりクラブ名称、会則、事業方針、予算などを決議し、また、申請書類への
　　署名を行う会合。日本のワイズメンズクラブ独特のもの。
　　設立総会を終えると、クラブとしての活動が始まるが、チャーターナイトまでは、「ワイズメンズクラブ」として公式には
　　認められていないため、その間は「（仮）○○ワイズメンズクラブ」等と称することが通例となっている。

戦略 2032 = Strategy 2032　
　　創立 100 周年を機に、2022 年に制定されたワイズズメンズクラブ国際協会（YMI）の中長期計画。YMI が 2032 年には
　　どのような組織になっているかの目標およびそのための戦略をまとめたもの。YMIは、公平で持続可能な世界を築くために、
　　互いに刺激し合い、協力し合って、親睦と地域社会への影響力において卓越した組織となること、健康、環境、教育に重
　　点を置いて奉仕活動を行っていくこと等が謳われている。
　　2016 年に制定された「2022 年とその先に向けて」（Towards2022 & Beyond」）および 2019 年に制定された「チャレン
　　ジ 22」（Challenge 22）の後継計画である。

代議員＝ Regional Council Members
　　東日本区のクラブ会長、部長および部の会員人数割りによって選出された会員。任期は、7月 1日から 1年。ただし、再
　　任を妨げない。議長は、直前部長の互選で選任される。
　　東日本区の立法機関である代議員会の構成員である。年次代議員会は、通常東日本区大会に合わせて開催される。部人数
　　割代議員は部内会員数 100 名につき 1名（100 名未満の場合は 1名）の割合で選出する。内 1名は、直前部長。

チャーター＝ Charter
　　新設クラブに対して国際協会が加盟を認証すること、または加盟認証状。加盟認証状に記載されている「Charter 　　　
　　Presentation Date」が公式のチャーター年月日である。

チャーターメンバー＝ Charter Member
　　新クラブ発足時の設立会員。国際協会加盟手続きの際、申請書に署名した会員。

チャーターナイト＝ Charter Presentation Ceremony
　　国際協会加盟認証を受ける新クラブが、近隣クラブおよび地域社会に披露する会。
　　本来は晩餐会なので通称 “チャーターナイト” という。この会では国際協会加盟認証状の伝達式、チャーターバッジ着装、
　　メンバー紹介などが行われる。

地域事務所 ＝ Area Office
　　地域の運営を円滑に進めるための事務所。
　　専任スタッフを置き、地域会長指導のもと、各区ヘの事務連絡、事務処理等を行う。アジア太平洋地域は、香港に地域事
　　務所を置いている。

点鐘
　　クラブ例会、区役員会等の公式会合の時に、開会宣言 /閉会宣言を行う主宰者が厳粛にギャベル（木槌）で鐘を打ち鳴ら
　　すこと。

トロイカ ＝ Troika
　　組織の各レベルで、トップをその前任者と後任者が支え、また、組織運営の継続性を確保する体制。ロシア語の 3頭立て
　　の馬橇が語源。
　　区は理事、次期理事、直前理事、部は部長、次期部長、直前部長、クラブは会長、次期会長、直前会長からなる。

ドライバー ＝ Driver
　　ワイズ運動、特に例会の推進役。クラブによってはマーシャル、クラブサービスと呼んでいる。直訳は“強く動機づける人”、
　　“運動推進役”。献金を促したり例会を盛り上げたりする役割を担う。

西日本区 ＝ Japan West Region
　　富山県、岐阜県、愛知県以西（沖縄県を除く）を領域とする区。1997 年に旧日本区の分割によって、東日本区と同時に誕
　　生した。

日本YMCA同盟 ＝ The National Council of YMCAs of Japan
　　日本のYMCA運動の推進、都市YMCAと学生YMCAへの支援、調整、助言活動を行う組織。事務所を東京都新宿区四
　　　　谷本塩町 2-11 に置く。1903 年に設立され、世界YMCA同盟とアジア・太平洋YMCA同盟に加盟し、世界YMCA

　　同盟を始め海外YMCAとの連絡を担う。全国のスタッフの国内研修、主事養成と認証、ワイズメンズクラブとの連携、調
　　整、御殿場にある研修施設、国際青少年センターYMCA東山荘の運営も行っている。

バナー ＝ Banner
　　クラブ、部、区の旗。クラブ例会、部大会、区大会など公式会合時に掲げる。

バランタイン賞 ＝ Harry M. Ballantyne Award of Merit 
　　国際協会の発展に貢献したメンバーに対して、毎年、国際協会が授賞する賞。1922 年の国際協会設立時から担当主事とし
　　て活躍した、Harry M. Ballantyne カナダ YMCA主事を記念して 1957 年に創設された。正式名称は、ハリー・M・バラ
　　ンタイン賞。
　　これまでの日本人受賞者は、次の各氏。（　　）内は受賞年：奈良傳（1966）、鈴木謙介（1982）、竹内敏朗（1987）、田
　　中真（1995）、三井万壽雄（2002）、今村一之（2006）、奈良信（2010）、藤井寛敏（2018）

半年報 ＝ Semiannual Report
　　クラブが会員の入 /退会による変化を東日本区へ提出（クラブ→部長→会員増強事業主任）する報告書。
　　7月 1日付と 1月 1日付の年 2回一定の書式で報告する。7月 1日付人数が国際会費、アジア太平洋地域会費、区費算定
　　の基礎となる。

東日本区 ＝ Japan East Region
　　世界に 44ある区（2022 年 7月現在）（行政単位）のひとつ。
　　新潟県、長野県、静岡県以東と沖縄県を領域とする。1997 年 7月に旧日本区を東西に分けた形で、東日本区、西日本区と
　　して誕生した。その活動は、東日本区定款に基づき、区理事がこれを統括する。区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置
　　かれている。

東日本区ウェブサイト
　　ワイズメンズクラブ、東日本区の紹介、区内のニュース、クラブ案内、区報、各種マニュアル、書式等が掲載されている
　　東日本区の公式ウェブサイト。URL は、https://www.ys-east.or.jp/
　　＜参考＞　国際協会ウェブサイト：https://www.ysmen.org/
　　　　　　　アジア太平洋地域ウェブサイト：http://www.ysmenap.org/
　　　　　　　西日本区ウェブサイト：http://www.ys-west.or.jp/

東日本区定款 ＝ Regional Constitution of Japan East Region
　　ワイズメンズクラブ国際協会の憲法に基づき、東日本区のモットー、綱領、目的、組織、運営の基本などを定めたもの。

東日本区奈良傳賞＝ Japan East Region Tsutae Nara Memorial Award
　　ワイズダム発展に尽力し、その功績が認められた会員に与えられる賞。
　　日本のワイズ運動の創始者である奈良傳氏の偉業を記念して制定された賞で、長年ワイズダム発展に尽力し、その功績が
　　認められ、奈良傳賞受賞者選考委員会の議を経て選ばれた会員が、東日本区大会で表彰される。

東日本区メーリングリスト
　　年度毎に、「全クラブ会長」、「全部長」、「各部別の部役員」、「各事業別の事業主査」等、東日本区内の各役職者別に作成さ
　　れる公式のメーリングリスト。例えば、全クラブ会長のメーリングリストは、kaicho@ys-east.or.jp。
　　当該メーリングに登録されているメンバーのみが、そのメーリングリストを用いて受発信できる。

ビジター ＝ Visitor
　　他クラブからの例会等への来訪者。ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバーも含む。

ヒストリアン（国際） ＝ Historian
　　全世界のワイズ関係の公式文書を入手保管し、歴史的資料として整備する役職者。
　　国際文献保存委員ともいう。区報、クラブチャーター資料、区大会開催資料など、使用言語の如何を問わず、ヒストリア
　　ンへ送付する。

ヒストリアン（東日本区）＝ Historian
　　東日本区のワイズ活動の歴史をまとめる役職者。
　　東日本区の歴史的事項を正確に記録するために、区報、区役員会資料、区大会資料、加盟認証状の写し、クラブ記念誌等
　　の文献を収集、整理、保存する。部ヒストリアンを設置している部もある。

ヒールザワールド ＝ Heal the World
　　国際協会が 2020-21 年度に開始した統一国際プロジェクト（「UGP」の項を参照）で、新型コロナウイルス後の世界を癒
　　すために、より強い国際的な関与と組織的な連携、連帯を構築して我々のボランティアの力をより発揮することを目的と
　　している。主な活動内容は、災害時等の救援物資の提供 /ボランティア支援、医療 /健康プログラム、専門家のネットワー
　　ク構築など。プロジェクトの資金を賄うために、TOF献金の増額が望まれている。

フィラテリスト ＝ Philatelist
　　直訳すると「切手収集家」。ワイズにおいては、BF献金の使用済切手の拠出を推進することおよび使用済切手を換金する
　　業者との窓口の役割を担う。各エリアではこの業務を担当する事業主任が任命されている。

Motto ＝ 標語（国際）
　　ワイズメンズクラブの基本的な行動目標を表す言葉。
　　国際標語は “To acknowledge the duty that accompanies every right”（強い義務感をもとう　義務はすべての権利に伴
　　う）である。

部 ＝ District
　　ワイズ運動を協力して進めるために区内の 2つ以上のクラブで構成された組織体。
　　東日本区には 7つの部（2022 年 7月 1日現在）がある。部は、区役員会、代議員会の承認を得て設置が認められる。

部事業主査 ＝ District Service Director（DSD）
　　部長のスタッフとして事業ごとに置かれる部役員。
　　部の事業活動の活発化に努め、クラブとの連絡を図ると共に、区事業主任との連絡を密にする。部長および区事業主任へ
　　部事業活動報告書を送る。

部大会 ＝ District Convention
　　部内各クラブ相互の情報交換および親睦のため、部長の主宰により年 1回以上開催される部の大会。2018-19 年度の東日
　　本区定款改訂により、これまでの「部会」から「部大会」に名称が変更された。正式な表記は、「XX部部大会」（「XX部大会」
　　ではなく）。

部長 ＝ District Governor
　　部の最高責任者。
　　あらゆる機会をとらえ部内クラブを指導するとともに、区にあっては代議員、区役員、「区役員候補者指名委員会」の委員
　　であり、部にあっては通常年 1回の部大会を主宰し、部の方針および運営等を協議し決定する数回の評議会を開催し、また、
　　属するクラブ会員全員の研修と交流を図る。任期内に部内クラブを 1回以上「公式訪問」し、部内諸活動の推進に努める。

部評議会 ＝ District Council
　　部の運営を協議、決議する機関。構成員は、それぞれの部則の定めによる。

物品 ＝ Supplies
　　ワイズ活動に用いる備品（万国旗など）、小道具（シールなど）、バッジ等の総称。
　　これらを製作 /供給する活動、事業者もいう。

ブリテン ＝ Bulletin
　　クラブとしての機関紙。クラブメンバーおよび他クラブ、区 /部役員等への連絡 /案内、入会候補者への PR、クラブの記
　　録としての役目を持つ。
　　毎月発行し、その月の例会プログラム、在籍者数、前月の例会出席者、出席率、BF成績、活動報告、活動計画、会員消息
　　などを掲載する。

文献 ＝ Documentation
　　ワイズメンズクラブ活動の指針となる規約集、手引き書その他参考文献。
　　文献作成 /精査等の実働組織として、東日本区では文献・組織検討委員会が設けられており、その委員は、区理事が任命する。

ブースター賞 ＝ Booster Award
　　会員増強の功績に対して国際協会から授与される賞。前年 2月 1日から当年 1月 31 日までの 1年間に、3名以上の新入
　　会員を紹介した個人および 6名以上の会員純増を果たしたクラブが表彰される。

YMI ウェブサイト掲載マニュアル・パンフレット・研修資料等

1．マニュアル・パンフレット類
 Home Members Resource Library Manuals & Brochures
 URL　https://www.ysmen.org/downloads/manuals-brochures/
　　Manuals

 -Brotherhood Fund Manual
 -
 -Club President Manual
 -Club Programme Manual
 -Club Revitalisation Manual

 -EMC Manual (Guidelines for Extension & Membership Conservation)

 -International Brother Clubs Manual
 -International Convention Manual
 -Member Orientation Guide
 -New Member Orientation Manual

 - Public Relations (A Guide for PR Service Directors)

 -Service Directors Manual
 -Service and Fund Raising Project Manual
 -Manual for the Short Term Exchange Programme (STEP)

 -Youth Representative Manual

　　Directories
 -IBC Directory

　　Policies
 -ASF Policy
 -BF Manual
 - Brotherhood Fund Policy 
 -Policies and Practices (＊ )
 -Special Development Support Policy
 -Time of Fast Policy & Guidelines

　　Brochures
 -Endowment Fund – Contribution Methods
 -How to recruit young people
 -How to Start a Club
 -International Brother Club brochure
 -Supplies Catalogue
 -This is Your Opportunity

 -YEEP brochure (YEEP 2021 )



STEP ＝ Short Term Youth Exchange Program
　　ユース海外短期交流プログラム。
　　3～ 11 週間の短期海外訪問制度。18～ 25 歳のワイズの子弟（または、3年以上、ワイズメンズクラブ、ワイズユースク
　　ラブ、YMCAの何れかの会員経験を有する者）が応募対象者。海外のワイズ家庭に滞在し、現地のユースとの交流や異文
　　化を体験する。
　　応募は、希望派遣期間の半年以上前に、クラブを通じて、ユース事業主任へ申請書類を提出する。

TOF ＝ Time of Fast
　　タイム・オブ・ファスト（Time of Fast：断食の時）の略称で、「ティー・オー・エフ」と発音する。クラブ例会での食事
　　を抜き、その金額相当分を国際協会に献金する。
　　献金は、世界中のYMCA、ワイズメンズクラブから募集して国際協会が選定する、SDGs に関連する発展途上国を主たる
　　対象とする地域支援プロジェクトに用いられる。
　　国際協会、東日本区では 2月を強調月間とし、クラブ例会だけではなく、2月に開催される、区、部の会合でも食事を抜
　　いたり、簡素なものにしたりしてその分を献金するよう努めている。

TC ＝ Travel Coordinator
　　来訪する BF代表の旅行日程を立案し、旅行中の世話や受け入れ /調整を行う専任委員。

UGP ＝ Unified Global Project（統一国際プロジェクト）
　　ワイズメンズクラブの認識度のアップを願って、始められた国際レベルの統一事業で、2005 年度からはHIV/ AIDS 関連
　　事業を展開した。国際協会での取り組みが終わった 2010 年度以降も東日本区では継続して取り組んでいる。2020/21 年
　　度からは、Heal the World（世界を癒そう）が統一事業に選定されている。

Week4Waste = Week for Waste (「ゴミのための週」)
　　国際協会によって 2020-21 年度に開始された、ワイズメンズクラブと地域社会を結びつけ、よりクリーンな地球を目指し
　　て統一的に行動するCS事業のキャンペーン。活動の多くは、毎年 4月 22 日のアースデイ（地球の日）のある 4月と、世
　　界最大の市民運動のひとつであるワールドクリーンアップデイ（毎年 9月中旬）に合わせて行われる。

YEEP ＝ Youth Educational Exchange Program
　　ワイズメンズクラブ会員の子弟の高校留学生交換事業。
　　2020-21 年度に廃止された。

YES ＝ Y's Extension Support
　　新クラブ設立の活動を支援するためのアジア太平洋地域の基金。各区から地域に拠出された献金は、地域内の各クラブの
　　設立支援資金および地域レベルのエクステンション活動に用いられる。

YIA ＝ Youth Involvement and Activities
　　若者のワイズメンズクラブ活動への参画、活動。
　　ワイズメンズクラブが行う様々な行事に、多くの若者達を巻き込む活動の奨励、ワイズユースクラブの育成、ユースコン
　　ボケーションの実施等を行う。

Y３ ＝ ワイスリー
　　ワイズメンズクラブの活動に共感する高校生以上の若者によるユースクラブ。YMCA、Y's Men、Youth の 3つの Yを表
　　している東・西日本区だけの組織である。2021-2022 年度現在、「Y３宇都宮」が活動を行っている。

YMCA ＝ Young Men's Christian Association
　　ワイズメンズクラブが支援、奉仕の対象としている社会教育団体。世界 120か国・地域に 6,500 万人（2021-2022 年度現在）
　　の会員を持つ世界最古、最大のNGOと言われている。
　　1844 年ロンドンでジョージ・ウィリアムズら青年によって創設され、全世界に広がり、世界YMCA同盟を結成している。
　　青少年の育成を運動の中心とするが、社会の必要に応えて、平和活動、地域社会支援、社会的弱者救済等にも取り組んでいる。

YMCAサービス ＝ YMCA Service
　　YMCAに対する奉仕を立案、実行するワイズメンズクラブの事業。
　　東日本区事業の中のひとつであり、YMCA指導者育成のための財的支援を目的とするASF（アレキサンダー奨学基金）も
　　YMCAサービス事業のひとつである。クラブは、区のサービス事業とともに、各クラブの関係YMCAへの奉仕と協力を
　　推進する。

　　Eは、クラブ拡張（新クラブ設立）、MCは、会員の維持（啓発、退会防止）と増強（新会員獲得）の意。

EF ＝ Endowment Fund（エンダウメントファンド）
　　国際協会の財政的な安定およびワイズダム発展のための基金。
　　個人 /クラブが特定の人を記念して献辞とともに 120 スイスフラン以上の寄付を行うか、個人 /クラブとして寄付のみを
　　行うかの 2種類がある。前者は、国際本部に永久保管されている「ゴールデンブック」に献辞が記載される。後者は、一
　　定金額以上の寄付を行った場合、献金額に応じて以下の称号が与えられ、「ゴールデンブック」に氏名が記載される。
　　50スイスフラン以上の献金（個人）：エンダウメントフレンド
　　120 スイスフラン以上の献金（個人）：ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　2回目の 120 スイスフラン以上の献金（個人）：ダブル・ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　1,000 スイスフラン以上の献金（個人）：オナーロール
　　1,000 スイスフラン以上の献金（クラブ）：オナーロールクラブ

IT アドバイザー＝ Information Technology Advisor
　　情報技術アドバイザー。
　　東日本区では「情報技術」に関して専門的なアドバイスを担当し、区のウェブサイトや区内のメーリングシステムの構築、
　　維持など IT に関するサポートを行っている。

IBC ＝ International Brother Clubs
　　国際兄弟クラブ。
　　クラブが外国のクラブと兄弟クラブ締結を行い、永続的な交流を続けること。また、その相手クラブのことも指す。新た
　　に IBC関係を結ぼうとするクラブ同士は、十分な事前準備を行った上で、締結書を交わす。
　　締結は、IBC国際事業主任が締結書にサインすることにより正式に認められる。

IBC トライアングル＝ International Brother Clubs Triangle
　　3クラブが相互に IBCを締結すること。

IBC クワドラングル＝ International Brother Clubs Quadrangle
　　4クラブが相互に IBCを締結すること。

ID ＝ International Director（ワイズメネット国際主任）
　　国際協会におけるワイズメネットの代表者。

iGo = Internships for Global Outreach（アイゴー：「世界に手を伸ばすためのインターン制度」）
　　青年の成長を目的として、YMCAやワイズメンズクラブ会員で事業を行っている者が、ユースに国際的なインターン（職
　　業体験）の場を提供するプログラム。申請時に 18歳から 29歳の者が対象。2020-21 年度に廃止されたYEEP の後継プロ
　　グラム。

JEF ＝ Japan East Y's Men's Fund
　　東日本区ワイズ基金。
　　東日本区ワイズ運動の安定的かつ継続的発展を支えるため、個人、クラブが記念すべき出来事、行事、慶弔事の折等に、　
　　基金に寄付を行う。寄付者氏名とその理由は、「奉仕帳」に記帳、永久保管される。

LT ＝ Leadership Training
　　会員のリーダーシップの開発、向上を目的に行う研修またはこれを推進する事業の名称。
　　東日本区では、LT委員会が設置され、区主催の部役員、クラブ役員の研修の企画 /実施、研修教材の整備 /提供、部主催
　　の研修会等の支援を行っている。
　　国際協会での正式名称は、LTOD (Leadership Training and Organisation Development)。

NDERF ＝ Natural Disaster Emergency Relief Fund（NDERF（自然災害緊急支援基金））
　　アジア太平洋地域において、地震、台風等の大きな自然災害が発生した際の緊急支援を行うことを目的とした基金。毎年、
　　アジア太平洋地域内の各区は、メンバーひとり当たり 2米ドルを前期の地域会費と併せて、アジア太平洋地域会計に送付
　　する。各理事からの要請に基づき、アジア太平洋地域常任役員会の決定によって支援金が支給される。

SDS ＝ Special Development Support（特別発展支援金）
　　国際協会の EF（エンダウメントファンド）の運用益の一部を原資として、各区におけるエクステンション活動等に対して、
　　その費用の一部が各区から国際本部への申請によって支給される制度。

YMCAの歌 ＝ YMCA Song
　　日本のYMCAの公式歌。ワイズの会合等でも歌われる。
　　1953 年、日本YMCA同盟が 50周年を記念して公募し、同盟主事の淵田多穂理の応募作品が入選し、津川主一が作曲した。

アジア太平洋地域 ＝ Asia Pacific Area
　　ワイズ運動の国際行政区分 8地域のひとつ。
　　2022 年 7月現在、東日本区、西日本区、台湾区、フィリピン区、南東アジア区（香港、マカオ、シンガポール、マレーシ
　　ア、タイ、ミャンマー、バングラデシュ、カンボジア、ネパール、インドネシア）、スリランカ区（スリランカ、パキスタ
　　ン）、オーストラリア区の 7区（Region）から成る。

いざ立て ＝ ONCE MORE WE STAND
　　ワイズメンズクラブ国際協会の公式歌。
　　クラブ、部、区、地域、国際など、ワイズの会合の冒頭で歌われる。英語では “Y’ s Men’ s Hymn” と呼ばれる。フィ
　　ンランドの作曲家、シベリウス（1869 ～ 1957）の交響詩「フィンランディア」の曲に、ワイズメンズクラブの創始者　
　　P・W・アレキサンダーが作詞した。原題は、ONCE MORE WE STAND である。日本では1962年に淵田多穂理が訳詞した。

「祈りの輪」の日
　　世界中のワイズメンズクラブ会員が「共に祈る時」を持つ日。
　　12月 8日は、ワイズメンズクラブの創始者 P・W・アレキサンダーの誕生日。この日を記念して世界中のワイズメンズク
　　ラブ会員が、それぞれの国の午後 8時に「共に祈る時」を持って地球上を輪でつなぐことを願うことから「祈りの輪」と言う。

ウエルネス ＝ Wellness
　　創造的健康生活を送ろうという運動。
　　人間が個人的にも社会的にも健全な生活を送るため、現代人を取り巻くストレス、運動不足、環境破壊などを意識して立
　　ち向かい、こころ、からだ、人間関係のすべてにわたって、あるべき姿を追求する。複数の都市YMCA にはウエルネスセ
　　ンターが設置され、地域に対して継続してウエルネスの普及に取り組んでいる。

エクステンション・ビヨンド・ボーダーズ ＝ Extension Beyond Borders（EBB）
　　区、国の枠組みを超えて、新クラブを設立すること。国際協会は、この取り組みを推奨している。東日本区での例として、
　　東京武蔵野多摩クラブがモンゴル・ウランバートルクラブをスポンサーとして設立したことが挙げられる。EBBを行った
　　クラブに対しては国際協会から賞（Extension Beyond Borders Award：EBBA）が授与される。

エリア ＝ Area
　　国際ワイズ運動を進める行政区分。
　　世界を地理的に 8つの地域に分割している。アフリカ、アジア太平洋、韓国、カナダ /カリブ海諸国、ヨーロッパ、インド、
　　ラテンアメリカ、米国の 8地域である。各地域は、国際議員選出の母体となり、地域行政は、その地域から選出された国
　　際議員の中から選ばれた地域会長（AP）が運営に当たる。

エルマー・クロウ賞 ＝ Elmer Crowe Award
　　任期年度中に特に傑出した働きをした部長に与えられる国際賞。
　　任期半ばで倒れた、カナダの元理事エルマー・クロウを記念して創設された。区理事が評価基準に基づいて、候補者を地
　　域会長に推薦し、国際会長が最終決定する。

会員異動報告書
　　クラブの会員の入会（新入会、転入会、再入会）や退会（退会、転出会）、変更などの異動があった場合に会長の責任にお
　　いて、所属部の部長および部会員増強事業主査（写し：東日本区事務所）に提出する書類。

監事（区） ＝ Auditor
　　区運営に関して、区役員に適切な助言、督励を行う者。
　　区の指名委員会によって指名され、代議員会で承認されて 2年間の任に就く。行政監事 1名、財政監事 1名が選任され、
　　それぞれの分野での監査を行い、他方の分野も副担当として実施する。

キリスト教精神 ＝ Christian Spirit
　　イエス・キリストが全生涯をもって示した博愛、奉仕、自己犠牲の精神。
　　国際憲法のガイドライン 201 には、「イエス・キリストの教えは、ワイズメン全体の意志決定のための、クラブならびに
　　国際協会の運営のための、さらにワイズメン個人の日々の生活のための、ガイドライン（指針）となるものである。」と定
　　められている。

　　国際協会、各地域ではキリスト教精神を広めるため、キリスト教強調 (Christian Emphasis: CE) 事業主任が選任され、キ
　　リスト教精神の維持、拡大を担っている。

ギャベル ＝ Gavel
　　点鐘を行うとき、鐘をたたく木槌。

休会
　　病気や一定期間の仕事の都合等の正当な理由で、長期にわたり、クラブの例会や諸活動に出席できない者は、クラブ会長
　　が申請し、理事の承認を得て、最長 3年間、休会とすることができる。ただし、病気の快復等で再び例会等に出席できる
　　ようになった場合に復帰する意思がある者に限る。休会は、退会と同じ扱いであるが、ロースターに氏名が掲載され、また、
　　復帰の際の入会金が免除される。東日本区独自の制度。

協力関係の原則 ＝ Principles of Partnership
　　世界YMCA同盟とワイズメンズクラブ国際協会がより良きパートナーとなるべく、両者の協力関係の原則が 1981 年に締
　　結された。各地域、各区等のレベルでも同様の締結が進んでいる。

区＝ Region
　　地域（エリア）を構成する区分。東日本区は、アジア太平洋地域の構成員。
　　区の目的は、「区内の各クラブが国際憲法の精神に基づき、敬愛の念を持って交わり、国際協会の綱領と目的を達成し、さ
　　らにこの運動を広く区内に拡張するために相互に協力すること」（東日本区定款第 2条第 3項）を進めることである。

区事務所 ＝ Regional Office
　　区の運営に関する事務を処理する事務所。
　　区事務所は、区書記、会計等の理事スタッフと協力し、区運営のサポートを行う。事務所運営のために事務所所長等の職
　　員を置く。東日本区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置かれている。

区事業主任 ＝ Regional Service Director（RSD）
　　区理事のスタッフとして、事業ごとに置かれる区役員。
　　国際、地域の事業主任の指導のもと、理事の意向を受けて、当該事業活動の計画立案、実施の責任を持ち、各部の事業主
　　査をリードし、その事業活動を支援する。また、活動状況、成果を区内および地域、国際へ報告する。

区大会 ＝ Regional Convention
　　毎年各区で開催される大会。
　　東日本区は、原則として 6月の第 1土日に区理事が主宰し、開催する。大会は、クラブおよび会員が情報を交換し、互い
　　に啓発し、共に運動を担う者としての連帯、協力関係、親睦を深めることを目的とする。区大会は、立候補によって選ば
　　れたホストクラブが実行委員会（ホストコミッティー）を組織し、理事の指導のもと準備、運営、実施に当たる。

区担当主事（東日本区） ＝ YMCA Liaison Secretary to Japan East Region
　　YMCAとワイズメンズクラブの区レベルでの連携を行う日本YMCA同盟主事。
　　日本YMCA同盟総主事が同盟主事の中から任命する。東日本区役員会を始め、種々の会合、区大会等に出席し、YMCA　
　　とワイズメンズクラブとの関係が円滑に推進されるように努める。

区報、部報 ＝ Regional Bulletin、District Bulletin
　　区、部の公式の会報で、メンバーに対する情報提供、活動の記録等を目的として発行、配布される。東日本区においては
　　東日本区定款施行細則で年 2回以上の発行が定められおり、各部においては部則等の規定に則って発行される。

区役員 ＝ Regional Officers
　　区役員会を構成する役員。
　　理事、次期理事、直前理事、区書記、区会計、部長、区事業主任が区役員である。
　　区役員会には、監事、委員会委員長、専任委員、事務所職員等も列席する。

クラブ ＝ Club
　　ワイズメンズクラブ運動を構成する最小単位でかつ運動の基盤となる組織。クラブは、最低 3名の会員から成り、新たに
　　クラブを設立する際は、5名以上の会員が必要である。

クラブ担当主事 ＝ Related Secretary
　　YMCAとクラブとの連携を行うYMCAの主事。

　　投票権があるのは、グッドスタンディングクラブ（「グッドスタンディング」の項を参照）でかつ直近 3半期の会員数が　
　　15名以上のクラブである。ただし、会員数の基準を満たしていない場合、直近 3半期の会員数が 5名以上で、12月 31　
　　日現在でチャーター後 25年を経過しているクラブは、区理事からの国際本部への申請によって投票権を得ることができる。
　　投票は、各クラブを代表する者（クラブ会長または事前に登録したその他のクラブメンバー）が国際協会のウェブサイト
　　を通じて実施する。

国際本部 ＝ International Headquarters（IHQ）
　　国際協会事務局、国際書記局ともいう。国際書記長以下有給スタッフが、全世界の役員、委員、区理事、クラブ会長など
　　への事務連絡や実務を行っている。事務所は、スイス・ジュネーブに置かれている。サテライトオフィスがチェンマイ（タ
　　イ）に置かれている。

国際聖句
　　ワイズメンズクラブ会員の精神的基盤をなすもので、新約聖書 “ヨハネによる福音書第 17章 21 節”。

国際大会 ＝ International Convention（IC）
　　2年ごとに開催される国際協会レベルの大会。
　　全世界のワイズメンズクラブ会員が一堂に会し、式典、研修、親睦等のプログラムが展開される。開催地（ホスト区）は、
　　立候補制で国際大会委員会（ICC）の下に、ホスト区内に大会実行委員会（HCC=ホストコンベンションコミッティ）が
　　組織され、大会全般の準備と実行に当たる。

国際連合・経済社会理事会・特殊諮問資格＝
　　Special Consultative Status with the Economic and Social Council of the United Nations
　　2006 年にワイズメンズクラブ国際協会が取得した、国際連合・経済社会理事会が認めるNGO（非政府組織）の資格のひ
　　とつ。特定の分野において、国際連合が採択した行動計画、プログラムおよび宣言を実施、推進する。国際連合およびそ
　　の補助機関の特定の会合への出席、検討事項に関する意見を述べることができる。

コメット＝ Y'slings
　　日本でのワイズメンズクラブ会員の子弟の呼称。国際での呼称は、ワイズリングズ。

ゴールデンブック ＝ Golden Book
　　エンダウメントファンドへの献辞、寄付者名が記録される台帳。
　　革表紙の製本で永久保存される。東日本区の「東日本区ワイズ基金」（JEF）の「奉仕帳」に当たる。

出席率 ＝ The Percentage of Member's Attendance
　　クラブ会員の例会出席率。（東日本区定款施行細則第 11 条参照）

常任役員（会） ＝ Regional Executive Officers
　　区の理事、次期理事、直前理事、書記、会計。
　　この 5者で常任役員会を構成する。常任役員会は、日常必要な決済事項を合議によって処理する。

主題 ＝ Theme
　　国際会長、アジア太平洋地域会長、区理事、部長、クラブ会長が掲げる中心テーマで、それぞれの任期年度に使用する。

スローガン = Slogan
　　主題を展開、補足する副題。サブテーマ（Sub-Theme）とも言う。

スポンサークラブ＝ Sponsor Club
　　新クラブ設立のイニシアティブをとるクラブ。設立、チャーター後も、新クラブを支援する。

スマイル＝ Smile
　　クラブ活動資金、基金作りのための自由献金。
　　例会で、会員が最近身近に起きた嬉しいことなどを記念して献金する。クラブによっては「ニコニコ」、「ドライブ」、「ロバ」
　　などとも呼んでいる。

世界YMCA同盟＝ World Alliance of YMCAs
　　世界各国のYMCAの協力と運動推進を図るための連合体。本部はスイス・ジュネーブにある。略称は、WAY。
　　World YMCAと称することもある。

　　クラブが支援する都市YMCAの総主事が任命する。クラブ会員としてクラブに加わり、連絡役のみならずクラブ活動にも
　　参加する。

グッドスタンディング ＝ Good standing
　　直近 3半期の会費（国際会費、地域会費、区会費）を支払ったクラブを国際協会ではグッドスタンディング（良好な状態
　　のクラブ）クラブと呼ぶ。会員数には無関係である。

ゲスト ＝ Guest
　　例会などでワイズ関係 ( ワイズメン、ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバー ) 以外の知人、友人、ゲス
　　トスピーカー、入会候補者としての参加者などをゲストと呼ぶ。

広義会員 ＝ Members-at-large
　　クラブ会員の内、常に例会その他の会合に出席することが不可能な者は、クラブ会長が理事に届け出て、理事の承認を受
　　けると広義会員となることができる東日本区の制度。広義会員は、例会出席義務を免かれる。
　　国際協会の広義会員は、ワイズの無い地域に住む者が、特定のクラブではなく区に所属する制度であり、東日本区の制度
　　とは別の制度である。

広報 ＝ Public Relations（PR）
　　「組織以外の多くの人に広く情報を伝える」（Public Information）と「人のつながりを強める」（Public Relations）こと。
　　ワイズ内外にタイムリーに情報発信し、ワイズ活動の活性化、社会的認知度の向上に資する。

功労会員 ＝ Senior Service Member
　　クラブのために長年尽くして来た会員が、クラブの決議により理事に届け出て功労会員となる。例会出席義務を免除される。

国際会長 ＝ International President（IP）
　　ワイズメンズクラブ国際組織の最高責任者。国際議会の議長を務める。
　　推薦制で任期は 1年。就任の 2年前に投票権を持つ全世界のクラブ会長の投票で選ばれ、次の 1年、次期国際会長となる。
　　国際会長の取り組みとして最も強調したいことを「国際会長主題」として掲げる。

国際議会 ＝ International Council（IC）
　　ワイズメンズクラブ国際協会の立法機関。
　　国際憲法の改訂を始め、国際協会の予算の決定、諸事業、規定の新設 /改廃、国際大会開催地の決定など、国際ワイズ活
　　動のすべての重要案件を審議する。各地域から会員人数割りで選出される 15名の（国際）議員によって構成される。毎年
　　7月または 8月に国際議会が開かれ、1月または 2月に年央会議（ミッドイヤーミーティング）が開かれる。

国際議員 ＝ International Council Members（ICM）
　　国際議会構成員。世界の全 8地域から会員数に応じてドント方式で選出される 13名の国際議員と輪番で 2地域から選出
　　される 2名の青年議員（26歳から 39歳）議員の合計 15名からなる。何れも当該地域の各クラブからの投票で選出される。
　　任期は 2年で再選は認められていない。

（ワイズメンズクラブ）国際協会 ＝ The International Association of Y’ s Men’ s Clubs / Y’ s Men International
　　世界のワイズメンズクラブを構成員として設立されている国際組織。
　　国際協会の立法機関は、国際議会、行政機関は、執行役員会と各地域会長である。

国際憲法 ＝ International Constitution
　　ワイズメンズクラブの活動基盤を定めたもの。
　　東日本区定款の綱領や目的も国際憲法に基づいて定められている。国際協会の標語（Motto）「強い義務感を持とう　義務
　　はすべての権利に伴う」も、この中に明記されている。

国際執行役員（会） ＝ International Executive Officers（IEO）
　　国際会長、次期国際会長、直前国際会長、国際会計を国際執行役員と呼び、4者で国際執行役員会を構成する。国際執行
　　役員会には、有給スタッフである国際書記長も陪席し、日常必要な決済事項を合議によって処理する。東日本区の常任役
　　員（会）に当たる。

国際投票 = International Voting
　　毎年通常、12月から 1月にかけて、次々期国際会長、次期国際会計（3年に 1度）、地域選出国際議会議員の選出および
　　国際憲法の改訂（改訂事項がある場合）についての国際投票が行われる。

設立総会
　　新クラブの発足に際し、新クラブメンバーによりクラブ名称、会則、事業方針、予算などを決議し、また、申請書類への
　　署名を行う会合。日本のワイズメンズクラブ独特のもの。
　　設立総会を終えると、クラブとしての活動が始まるが、チャーターナイトまでは、「ワイズメンズクラブ」として公式には
　　認められていないため、その間は「（仮）○○ワイズメンズクラブ」等と称することが通例となっている。

戦略 2032 = Strategy 2032　
　　創立 100 周年を機に、2022 年に制定されたワイズズメンズクラブ国際協会（YMI）の中長期計画。YMI が 2032 年には
　　どのような組織になっているかの目標およびそのための戦略をまとめたもの。YMIは、公平で持続可能な世界を築くために、
　　互いに刺激し合い、協力し合って、親睦と地域社会への影響力において卓越した組織となること、健康、環境、教育に重
　　点を置いて奉仕活動を行っていくこと等が謳われている。
　　2016 年に制定された「2022 年とその先に向けて」（Towards2022 & Beyond」）および 2019 年に制定された「チャレン
　　ジ 22」（Challenge 22）の後継計画である。

代議員＝ Regional Council Members
　　東日本区のクラブ会長、部長および部の会員人数割りによって選出された会員。任期は、7月 1日から 1年。ただし、再
　　任を妨げない。議長は、直前部長の互選で選任される。
　　東日本区の立法機関である代議員会の構成員である。年次代議員会は、通常東日本区大会に合わせて開催される。部人数
　　割代議員は部内会員数 100 名につき 1名（100 名未満の場合は 1名）の割合で選出する。内 1名は、直前部長。

チャーター＝ Charter
　　新設クラブに対して国際協会が加盟を認証すること、または加盟認証状。加盟認証状に記載されている「Charter 　　　
　　Presentation Date」が公式のチャーター年月日である。

チャーターメンバー＝ Charter Member
　　新クラブ発足時の設立会員。国際協会加盟手続きの際、申請書に署名した会員。

チャーターナイト＝ Charter Presentation Ceremony
　　国際協会加盟認証を受ける新クラブが、近隣クラブおよび地域社会に披露する会。
　　本来は晩餐会なので通称 “チャーターナイト” という。この会では国際協会加盟認証状の伝達式、チャーターバッジ着装、
　　メンバー紹介などが行われる。

地域事務所 ＝ Area Office
　　地域の運営を円滑に進めるための事務所。
　　専任スタッフを置き、地域会長指導のもと、各区ヘの事務連絡、事務処理等を行う。アジア太平洋地域は、香港に地域事
　　務所を置いている。

点鐘
　　クラブ例会、区役員会等の公式会合の時に、開会宣言 /閉会宣言を行う主宰者が厳粛にギャベル（木槌）で鐘を打ち鳴ら
　　すこと。

トロイカ ＝ Troika
　　組織の各レベルで、トップをその前任者と後任者が支え、また、組織運営の継続性を確保する体制。ロシア語の 3頭立て
　　の馬橇が語源。
　　区は理事、次期理事、直前理事、部は部長、次期部長、直前部長、クラブは会長、次期会長、直前会長からなる。

ドライバー ＝ Driver
　　ワイズ運動、特に例会の推進役。クラブによってはマーシャル、クラブサービスと呼んでいる。直訳は“強く動機づける人”、
　　“運動推進役”。献金を促したり例会を盛り上げたりする役割を担う。

西日本区 ＝ Japan West Region
　　富山県、岐阜県、愛知県以西（沖縄県を除く）を領域とする区。1997 年に旧日本区の分割によって、東日本区と同時に誕
　　生した。

日本YMCA同盟 ＝ The National Council of YMCAs of Japan
　　日本のYMCA運動の推進、都市YMCAと学生YMCAへの支援、調整、助言活動を行う組織。事務所を東京都新宿区四
　　　　谷本塩町 2-11 に置く。1903 年に設立され、世界YMCA同盟とアジア・太平洋YMCA同盟に加盟し、世界YMCA

　　同盟を始め海外YMCAとの連絡を担う。全国のスタッフの国内研修、主事養成と認証、ワイズメンズクラブとの連携、調
　　整、御殿場にある研修施設、国際青少年センターYMCA東山荘の運営も行っている。

バナー ＝ Banner
　　クラブ、部、区の旗。クラブ例会、部大会、区大会など公式会合時に掲げる。

バランタイン賞 ＝ Harry M. Ballantyne Award of Merit 
　　国際協会の発展に貢献したメンバーに対して、毎年、国際協会が授賞する賞。1922 年の国際協会設立時から担当主事とし
　　て活躍した、Harry M. Ballantyne カナダ YMCA主事を記念して 1957 年に創設された。正式名称は、ハリー・M・バラ
　　ンタイン賞。
　　これまでの日本人受賞者は、次の各氏。（　　）内は受賞年：奈良傳（1966）、鈴木謙介（1982）、竹内敏朗（1987）、田
　　中真（1995）、三井万壽雄（2002）、今村一之（2006）、奈良信（2010）、藤井寛敏（2018）

半年報 ＝ Semiannual Report
　　クラブが会員の入 /退会による変化を東日本区へ提出（クラブ→部長→会員増強事業主任）する報告書。
　　7月 1日付と 1月 1日付の年 2回一定の書式で報告する。7月 1日付人数が国際会費、アジア太平洋地域会費、区費算定
　　の基礎となる。

東日本区 ＝ Japan East Region
　　世界に 44ある区（2022 年 7月現在）（行政単位）のひとつ。
　　新潟県、長野県、静岡県以東と沖縄県を領域とする。1997 年 7月に旧日本区を東西に分けた形で、東日本区、西日本区と
　　して誕生した。その活動は、東日本区定款に基づき、区理事がこれを統括する。区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置
　　かれている。

東日本区ウェブサイト
　　ワイズメンズクラブ、東日本区の紹介、区内のニュース、クラブ案内、区報、各種マニュアル、書式等が掲載されている
　　東日本区の公式ウェブサイト。URL は、https://www.ys-east.or.jp/
　　＜参考＞　国際協会ウェブサイト：https://www.ysmen.org/
　　　　　　　アジア太平洋地域ウェブサイト：http://www.ysmenap.org/
　　　　　　　西日本区ウェブサイト：http://www.ys-west.or.jp/

東日本区定款 ＝ Regional Constitution of Japan East Region
　　ワイズメンズクラブ国際協会の憲法に基づき、東日本区のモットー、綱領、目的、組織、運営の基本などを定めたもの。

東日本区奈良傳賞＝ Japan East Region Tsutae Nara Memorial Award
　　ワイズダム発展に尽力し、その功績が認められた会員に与えられる賞。
　　日本のワイズ運動の創始者である奈良傳氏の偉業を記念して制定された賞で、長年ワイズダム発展に尽力し、その功績が
　　認められ、奈良傳賞受賞者選考委員会の議を経て選ばれた会員が、東日本区大会で表彰される。

東日本区メーリングリスト
　　年度毎に、「全クラブ会長」、「全部長」、「各部別の部役員」、「各事業別の事業主査」等、東日本区内の各役職者別に作成さ
　　れる公式のメーリングリスト。例えば、全クラブ会長のメーリングリストは、kaicho@ys-east.or.jp。
　　当該メーリングに登録されているメンバーのみが、そのメーリングリストを用いて受発信できる。

ビジター ＝ Visitor
　　他クラブからの例会等への来訪者。ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバーも含む。

ヒストリアン（国際） ＝ Historian
　　全世界のワイズ関係の公式文書を入手保管し、歴史的資料として整備する役職者。
　　国際文献保存委員ともいう。区報、クラブチャーター資料、区大会開催資料など、使用言語の如何を問わず、ヒストリア
　　ンへ送付する。

ヒストリアン（東日本区）＝ Historian
　　東日本区のワイズ活動の歴史をまとめる役職者。
　　東日本区の歴史的事項を正確に記録するために、区報、区役員会資料、区大会資料、加盟認証状の写し、クラブ記念誌等
　　の文献を収集、整理、保存する。部ヒストリアンを設置している部もある。

ヒールザワールド ＝ Heal the World
　　国際協会が 2020-21 年度に開始した統一国際プロジェクト（「UGP」の項を参照）で、新型コロナウイルス後の世界を癒
　　すために、より強い国際的な関与と組織的な連携、連帯を構築して我々のボランティアの力をより発揮することを目的と
　　している。主な活動内容は、災害時等の救援物資の提供 /ボランティア支援、医療 /健康プログラム、専門家のネットワー
　　ク構築など。プロジェクトの資金を賄うために、TOF献金の増額が望まれている。

フィラテリスト ＝ Philatelist
　　直訳すると「切手収集家」。ワイズにおいては、BF献金の使用済切手の拠出を推進することおよび使用済切手を換金する
　　業者との窓口の役割を担う。各エリアではこの業務を担当する事業主任が任命されている。

Motto ＝ 標語（国際）
　　ワイズメンズクラブの基本的な行動目標を表す言葉。
　　国際標語は “To acknowledge the duty that accompanies every right”（強い義務感をもとう　義務はすべての権利に伴
　　う）である。

部 ＝ District
　　ワイズ運動を協力して進めるために区内の 2つ以上のクラブで構成された組織体。
　　東日本区には 7つの部（2022 年 7月 1日現在）がある。部は、区役員会、代議員会の承認を得て設置が認められる。

部事業主査 ＝ District Service Director（DSD）
　　部長のスタッフとして事業ごとに置かれる部役員。
　　部の事業活動の活発化に努め、クラブとの連絡を図ると共に、区事業主任との連絡を密にする。部長および区事業主任へ
　　部事業活動報告書を送る。

部大会 ＝ District Convention
　　部内各クラブ相互の情報交換および親睦のため、部長の主宰により年 1回以上開催される部の大会。2018-19 年度の東日
　　本区定款改訂により、これまでの「部会」から「部大会」に名称が変更された。正式な表記は、「XX部部大会」（「XX部大会」
　　ではなく）。

部長 ＝ District Governor
　　部の最高責任者。
　　あらゆる機会をとらえ部内クラブを指導するとともに、区にあっては代議員、区役員、「区役員候補者指名委員会」の委員
　　であり、部にあっては通常年 1回の部大会を主宰し、部の方針および運営等を協議し決定する数回の評議会を開催し、また、
　　属するクラブ会員全員の研修と交流を図る。任期内に部内クラブを 1回以上「公式訪問」し、部内諸活動の推進に努める。

部評議会 ＝ District Council
　　部の運営を協議、決議する機関。構成員は、それぞれの部則の定めによる。

物品 ＝ Supplies
　　ワイズ活動に用いる備品（万国旗など）、小道具（シールなど）、バッジ等の総称。
　　これらを製作 /供給する活動、事業者もいう。

ブリテン ＝ Bulletin
　　クラブとしての機関紙。クラブメンバーおよび他クラブ、区 /部役員等への連絡 /案内、入会候補者への PR、クラブの記
　　録としての役目を持つ。
　　毎月発行し、その月の例会プログラム、在籍者数、前月の例会出席者、出席率、BF成績、活動報告、活動計画、会員消息
　　などを掲載する。

文献 ＝ Documentation
　　ワイズメンズクラブ活動の指針となる規約集、手引き書その他参考文献。
　　文献作成 /精査等の実働組織として、東日本区では文献・組織検討委員会が設けられており、その委員は、区理事が任命する。

ブースター賞 ＝ Booster Award
　　会員増強の功績に対して国際協会から授与される賞。前年 2月 1日から当年 1月 31 日までの 1年間に、3名以上の新入
　　会員を紹介した個人および 6名以上の会員純増を果たしたクラブが表彰される。

　　＊Policies and Practices (26th edition, 2019)　

 -Alexander Scholarship Fund 
 -International Fund Policy Guidelines 
 -Brotherhood Fund Manual 
 -Brotherhood Fund Policy 
 -Club President's Manual 
 -District Governor's Manual 
 -Endowment Fund Trust Deed
 -Inaugural Charge 
 -Induction Charter with Description of Y's Men Emblem
 -International Brother Clubs Manual 
 - International Constitution & Guidelines 
 -International Convention Manual 
 -International Officers Operations Manual 
 -Principles of Partnership 
 -Regional Director's Manual 
 -Service Directors' Manual 
 - Short Term Exchange Programme (STEP) Manual 
 - Time of Fast Guidelines 
 -Unified Global Project Implementing Rules and Guidelines* 
 -YES Guidelines YES
 -Youth Educational Exchange Programme (YEEP) Manual (April 1993) YEEP 2021

2．研修資料
 Home Training
　　Training | Y's Men International (ysmen.org)

　　Introduction to club members
 -YMI Introduction Brochure
 -Introduction to YMI

　　Introduction to Leadership

 -Area President: 
  Essential Reading (International Constitution, Conflict Resolution Procedure, Operating Manual for    
  International Officers, List of Abbreviations)

 -International Council Member: 
  Essential Reading (International Constitution, Operating Manual for International Officers, Munites-2020 MYM,  
  Minutes-2020 ICM, Parliamentary Procedure, Policies & Practices)
 
　　GOLD 2.0 (Manual, PPT and 15 Modules)
 -GOLD 2.0 Reference Manual

　　New addition
 -Ideas for Celebrating our Centennial at the Club Level



STEP ＝ Short Term Youth Exchange Program
　　ユース海外短期交流プログラム。
　　3～ 11 週間の短期海外訪問制度。18～ 25 歳のワイズの子弟（または、3年以上、ワイズメンズクラブ、ワイズユースク
　　ラブ、YMCAの何れかの会員経験を有する者）が応募対象者。海外のワイズ家庭に滞在し、現地のユースとの交流や異文
　　化を体験する。
　　応募は、希望派遣期間の半年以上前に、クラブを通じて、ユース事業主任へ申請書類を提出する。

TOF ＝ Time of Fast
　　タイム・オブ・ファスト（Time of Fast：断食の時）の略称で、「ティー・オー・エフ」と発音する。クラブ例会での食事
　　を抜き、その金額相当分を国際協会に献金する。
　　献金は、世界中のYMCA、ワイズメンズクラブから募集して国際協会が選定する、SDGs に関連する発展途上国を主たる
　　対象とする地域支援プロジェクトに用いられる。
　　国際協会、東日本区では 2月を強調月間とし、クラブ例会だけではなく、2月に開催される、区、部の会合でも食事を抜
　　いたり、簡素なものにしたりしてその分を献金するよう努めている。

TC ＝ Travel Coordinator
　　来訪する BF代表の旅行日程を立案し、旅行中の世話や受け入れ /調整を行う専任委員。

UGP ＝ Unified Global Project（統一国際プロジェクト）
　　ワイズメンズクラブの認識度のアップを願って、始められた国際レベルの統一事業で、2005 年度からはHIV/ AIDS 関連
　　事業を展開した。国際協会での取り組みが終わった 2010 年度以降も東日本区では継続して取り組んでいる。2020/21 年
　　度からは、Heal the World（世界を癒そう）が統一事業に選定されている。

Week4Waste = Week for Waste (「ゴミのための週」)
　　国際協会によって 2020-21 年度に開始された、ワイズメンズクラブと地域社会を結びつけ、よりクリーンな地球を目指し
　　て統一的に行動するCS事業のキャンペーン。活動の多くは、毎年 4月 22 日のアースデイ（地球の日）のある 4月と、世
　　界最大の市民運動のひとつであるワールドクリーンアップデイ（毎年 9月中旬）に合わせて行われる。

YEEP ＝ Youth Educational Exchange Program
　　ワイズメンズクラブ会員の子弟の高校留学生交換事業。
　　2020-21 年度に廃止された。

YES ＝ Y's Extension Support
　　新クラブ設立の活動を支援するためのアジア太平洋地域の基金。各区から地域に拠出された献金は、地域内の各クラブの
　　設立支援資金および地域レベルのエクステンション活動に用いられる。

YIA ＝ Youth Involvement and Activities
　　若者のワイズメンズクラブ活動への参画、活動。
　　ワイズメンズクラブが行う様々な行事に、多くの若者達を巻き込む活動の奨励、ワイズユースクラブの育成、ユースコン
　　ボケーションの実施等を行う。

Y３ ＝ ワイスリー
　　ワイズメンズクラブの活動に共感する高校生以上の若者によるユースクラブ。YMCA、Y's Men、Youth の 3つの Yを表
　　している東・西日本区だけの組織である。2021-2022 年度現在、「Y３宇都宮」が活動を行っている。

YMCA ＝ Young Men's Christian Association
　　ワイズメンズクラブが支援、奉仕の対象としている社会教育団体。世界 120か国・地域に 6,500 万人（2021-2022 年度現在）
　　の会員を持つ世界最古、最大のNGOと言われている。
　　1844 年ロンドンでジョージ・ウィリアムズら青年によって創設され、全世界に広がり、世界YMCA同盟を結成している。
　　青少年の育成を運動の中心とするが、社会の必要に応えて、平和活動、地域社会支援、社会的弱者救済等にも取り組んでいる。

YMCAサービス ＝ YMCA Service
　　YMCAに対する奉仕を立案、実行するワイズメンズクラブの事業。
　　東日本区事業の中のひとつであり、YMCA指導者育成のための財的支援を目的とするASF（アレキサンダー奨学基金）も
　　YMCAサービス事業のひとつである。クラブは、区のサービス事業とともに、各クラブの関係YMCAへの奉仕と協力を
　　推進する。

　　Eは、クラブ拡張（新クラブ設立）、MCは、会員の維持（啓発、退会防止）と増強（新会員獲得）の意。

EF ＝ Endowment Fund（エンダウメントファンド）
　　国際協会の財政的な安定およびワイズダム発展のための基金。
　　個人 /クラブが特定の人を記念して献辞とともに 120 スイスフラン以上の寄付を行うか、個人 /クラブとして寄付のみを
　　行うかの 2種類がある。前者は、国際本部に永久保管されている「ゴールデンブック」に献辞が記載される。後者は、一
　　定金額以上の寄付を行った場合、献金額に応じて以下の称号が与えられ、「ゴールデンブック」に氏名が記載される。
　　50スイスフラン以上の献金（個人）：エンダウメントフレンド
　　120 スイスフラン以上の献金（個人）：ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　2回目の 120 スイスフラン以上の献金（個人）：ダブル・ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　1,000 スイスフラン以上の献金（個人）：オナーロール
　　1,000 スイスフラン以上の献金（クラブ）：オナーロールクラブ

IT アドバイザー＝ Information Technology Advisor
　　情報技術アドバイザー。
　　東日本区では「情報技術」に関して専門的なアドバイスを担当し、区のウェブサイトや区内のメーリングシステムの構築、
　　維持など IT に関するサポートを行っている。

IBC ＝ International Brother Clubs
　　国際兄弟クラブ。
　　クラブが外国のクラブと兄弟クラブ締結を行い、永続的な交流を続けること。また、その相手クラブのことも指す。新た
　　に IBC関係を結ぼうとするクラブ同士は、十分な事前準備を行った上で、締結書を交わす。
　　締結は、IBC国際事業主任が締結書にサインすることにより正式に認められる。

IBC トライアングル＝ International Brother Clubs Triangle
　　3クラブが相互に IBCを締結すること。

IBC クワドラングル＝ International Brother Clubs Quadrangle
　　4クラブが相互に IBCを締結すること。

ID ＝ International Director（ワイズメネット国際主任）
　　国際協会におけるワイズメネットの代表者。

iGo = Internships for Global Outreach（アイゴー：「世界に手を伸ばすためのインターン制度」）
　　青年の成長を目的として、YMCAやワイズメンズクラブ会員で事業を行っている者が、ユースに国際的なインターン（職
　　業体験）の場を提供するプログラム。申請時に 18歳から 29歳の者が対象。2020-21 年度に廃止されたYEEP の後継プロ
　　グラム。

JEF ＝ Japan East Y's Men's Fund
　　東日本区ワイズ基金。
　　東日本区ワイズ運動の安定的かつ継続的発展を支えるため、個人、クラブが記念すべき出来事、行事、慶弔事の折等に、　
　　基金に寄付を行う。寄付者氏名とその理由は、「奉仕帳」に記帳、永久保管される。

LT ＝ Leadership Training
　　会員のリーダーシップの開発、向上を目的に行う研修またはこれを推進する事業の名称。
　　東日本区では、LT委員会が設置され、区主催の部役員、クラブ役員の研修の企画 /実施、研修教材の整備 /提供、部主催
　　の研修会等の支援を行っている。
　　国際協会での正式名称は、LTOD (Leadership Training and Organisation Development)。

NDERF ＝ Natural Disaster Emergency Relief Fund（NDERF（自然災害緊急支援基金））
　　アジア太平洋地域において、地震、台風等の大きな自然災害が発生した際の緊急支援を行うことを目的とした基金。毎年、
　　アジア太平洋地域内の各区は、メンバーひとり当たり 2米ドルを前期の地域会費と併せて、アジア太平洋地域会計に送付
　　する。各理事からの要請に基づき、アジア太平洋地域常任役員会の決定によって支援金が支給される。

SDS ＝ Special Development Support（特別発展支援金）
　　国際協会の EF（エンダウメントファンド）の運用益の一部を原資として、各区におけるエクステンション活動等に対して、
　　その費用の一部が各区から国際本部への申請によって支給される制度。

YMCAの歌 ＝ YMCA Song
　　日本のYMCAの公式歌。ワイズの会合等でも歌われる。
　　1953 年、日本YMCA同盟が 50周年を記念して公募し、同盟主事の淵田多穂理の応募作品が入選し、津川主一が作曲した。

アジア太平洋地域 ＝ Asia Pacific Area
　　ワイズ運動の国際行政区分 8地域のひとつ。
　　2022 年 7月現在、東日本区、西日本区、台湾区、フィリピン区、南東アジア区（香港、マカオ、シンガポール、マレーシ
　　ア、タイ、ミャンマー、バングラデシュ、カンボジア、ネパール、インドネシア）、スリランカ区（スリランカ、パキスタ
　　ン）、オーストラリア区の 7区（Region）から成る。

いざ立て ＝ ONCE MORE WE STAND
　　ワイズメンズクラブ国際協会の公式歌。
　　クラブ、部、区、地域、国際など、ワイズの会合の冒頭で歌われる。英語では “Y’ s Men’ s Hymn” と呼ばれる。フィ
　　ンランドの作曲家、シベリウス（1869 ～ 1957）の交響詩「フィンランディア」の曲に、ワイズメンズクラブの創始者　
　　P・W・アレキサンダーが作詞した。原題は、ONCE MORE WE STAND である。日本では1962年に淵田多穂理が訳詞した。

「祈りの輪」の日
　　世界中のワイズメンズクラブ会員が「共に祈る時」を持つ日。
　　12月 8日は、ワイズメンズクラブの創始者 P・W・アレキサンダーの誕生日。この日を記念して世界中のワイズメンズク
　　ラブ会員が、それぞれの国の午後 8時に「共に祈る時」を持って地球上を輪でつなぐことを願うことから「祈りの輪」と言う。

ウエルネス ＝ Wellness
　　創造的健康生活を送ろうという運動。
　　人間が個人的にも社会的にも健全な生活を送るため、現代人を取り巻くストレス、運動不足、環境破壊などを意識して立
　　ち向かい、こころ、からだ、人間関係のすべてにわたって、あるべき姿を追求する。複数の都市YMCA にはウエルネスセ
　　ンターが設置され、地域に対して継続してウエルネスの普及に取り組んでいる。

エクステンション・ビヨンド・ボーダーズ ＝ Extension Beyond Borders（EBB）
　　区、国の枠組みを超えて、新クラブを設立すること。国際協会は、この取り組みを推奨している。東日本区での例として、
　　東京武蔵野多摩クラブがモンゴル・ウランバートルクラブをスポンサーとして設立したことが挙げられる。EBBを行った
　　クラブに対しては国際協会から賞（Extension Beyond Borders Award：EBBA）が授与される。

エリア ＝ Area
　　国際ワイズ運動を進める行政区分。
　　世界を地理的に 8つの地域に分割している。アフリカ、アジア太平洋、韓国、カナダ /カリブ海諸国、ヨーロッパ、インド、
　　ラテンアメリカ、米国の 8地域である。各地域は、国際議員選出の母体となり、地域行政は、その地域から選出された国
　　際議員の中から選ばれた地域会長（AP）が運営に当たる。

エルマー・クロウ賞 ＝ Elmer Crowe Award
　　任期年度中に特に傑出した働きをした部長に与えられる国際賞。
　　任期半ばで倒れた、カナダの元理事エルマー・クロウを記念して創設された。区理事が評価基準に基づいて、候補者を地
　　域会長に推薦し、国際会長が最終決定する。

会員異動報告書
　　クラブの会員の入会（新入会、転入会、再入会）や退会（退会、転出会）、変更などの異動があった場合に会長の責任にお
　　いて、所属部の部長および部会員増強事業主査（写し：東日本区事務所）に提出する書類。

監事（区） ＝ Auditor
　　区運営に関して、区役員に適切な助言、督励を行う者。
　　区の指名委員会によって指名され、代議員会で承認されて 2年間の任に就く。行政監事 1名、財政監事 1名が選任され、
　　それぞれの分野での監査を行い、他方の分野も副担当として実施する。

キリスト教精神 ＝ Christian Spirit
　　イエス・キリストが全生涯をもって示した博愛、奉仕、自己犠牲の精神。
　　国際憲法のガイドライン 201 には、「イエス・キリストの教えは、ワイズメン全体の意志決定のための、クラブならびに
　　国際協会の運営のための、さらにワイズメン個人の日々の生活のための、ガイドライン（指針）となるものである。」と定
　　められている。

　　国際協会、各地域ではキリスト教精神を広めるため、キリスト教強調 (Christian Emphasis: CE) 事業主任が選任され、キ
　　リスト教精神の維持、拡大を担っている。

ギャベル ＝ Gavel
　　点鐘を行うとき、鐘をたたく木槌。

休会
　　病気や一定期間の仕事の都合等の正当な理由で、長期にわたり、クラブの例会や諸活動に出席できない者は、クラブ会長
　　が申請し、理事の承認を得て、最長 3年間、休会とすることができる。ただし、病気の快復等で再び例会等に出席できる
　　ようになった場合に復帰する意思がある者に限る。休会は、退会と同じ扱いであるが、ロースターに氏名が掲載され、また、
　　復帰の際の入会金が免除される。東日本区独自の制度。

協力関係の原則 ＝ Principles of Partnership
　　世界YMCA同盟とワイズメンズクラブ国際協会がより良きパートナーとなるべく、両者の協力関係の原則が 1981 年に締
　　結された。各地域、各区等のレベルでも同様の締結が進んでいる。

区＝ Region
　　地域（エリア）を構成する区分。東日本区は、アジア太平洋地域の構成員。
　　区の目的は、「区内の各クラブが国際憲法の精神に基づき、敬愛の念を持って交わり、国際協会の綱領と目的を達成し、さ
　　らにこの運動を広く区内に拡張するために相互に協力すること」（東日本区定款第 2条第 3項）を進めることである。

区事務所 ＝ Regional Office
　　区の運営に関する事務を処理する事務所。
　　区事務所は、区書記、会計等の理事スタッフと協力し、区運営のサポートを行う。事務所運営のために事務所所長等の職
　　員を置く。東日本区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置かれている。

区事業主任 ＝ Regional Service Director（RSD）
　　区理事のスタッフとして、事業ごとに置かれる区役員。
　　国際、地域の事業主任の指導のもと、理事の意向を受けて、当該事業活動の計画立案、実施の責任を持ち、各部の事業主
　　査をリードし、その事業活動を支援する。また、活動状況、成果を区内および地域、国際へ報告する。

区大会 ＝ Regional Convention
　　毎年各区で開催される大会。
　　東日本区は、原則として 6月の第 1土日に区理事が主宰し、開催する。大会は、クラブおよび会員が情報を交換し、互い
　　に啓発し、共に運動を担う者としての連帯、協力関係、親睦を深めることを目的とする。区大会は、立候補によって選ば
　　れたホストクラブが実行委員会（ホストコミッティー）を組織し、理事の指導のもと準備、運営、実施に当たる。

区担当主事（東日本区） ＝ YMCA Liaison Secretary to Japan East Region
　　YMCAとワイズメンズクラブの区レベルでの連携を行う日本YMCA同盟主事。
　　日本YMCA同盟総主事が同盟主事の中から任命する。東日本区役員会を始め、種々の会合、区大会等に出席し、YMCA　
　　とワイズメンズクラブとの関係が円滑に推進されるように努める。

区報、部報 ＝ Regional Bulletin、District Bulletin
　　区、部の公式の会報で、メンバーに対する情報提供、活動の記録等を目的として発行、配布される。東日本区においては
　　東日本区定款施行細則で年 2回以上の発行が定められおり、各部においては部則等の規定に則って発行される。

区役員 ＝ Regional Officers
　　区役員会を構成する役員。
　　理事、次期理事、直前理事、区書記、区会計、部長、区事業主任が区役員である。
　　区役員会には、監事、委員会委員長、専任委員、事務所職員等も列席する。

クラブ ＝ Club
　　ワイズメンズクラブ運動を構成する最小単位でかつ運動の基盤となる組織。クラブは、最低 3名の会員から成り、新たに
　　クラブを設立する際は、5名以上の会員が必要である。

クラブ担当主事 ＝ Related Secretary
　　YMCAとクラブとの連携を行うYMCAの主事。

　　投票権があるのは、グッドスタンディングクラブ（「グッドスタンディング」の項を参照）でかつ直近 3半期の会員数が　
　　15名以上のクラブである。ただし、会員数の基準を満たしていない場合、直近 3半期の会員数が 5名以上で、12月 31　
　　日現在でチャーター後 25年を経過しているクラブは、区理事からの国際本部への申請によって投票権を得ることができる。
　　投票は、各クラブを代表する者（クラブ会長または事前に登録したその他のクラブメンバー）が国際協会のウェブサイト
　　を通じて実施する。

国際本部 ＝ International Headquarters（IHQ）
　　国際協会事務局、国際書記局ともいう。国際書記長以下有給スタッフが、全世界の役員、委員、区理事、クラブ会長など
　　への事務連絡や実務を行っている。事務所は、スイス・ジュネーブに置かれている。サテライトオフィスがチェンマイ（タ
　　イ）に置かれている。

国際聖句
　　ワイズメンズクラブ会員の精神的基盤をなすもので、新約聖書 “ヨハネによる福音書第 17章 21 節”。

国際大会 ＝ International Convention（IC）
　　2年ごとに開催される国際協会レベルの大会。
　　全世界のワイズメンズクラブ会員が一堂に会し、式典、研修、親睦等のプログラムが展開される。開催地（ホスト区）は、
　　立候補制で国際大会委員会（ICC）の下に、ホスト区内に大会実行委員会（HCC=ホストコンベンションコミッティ）が
　　組織され、大会全般の準備と実行に当たる。

国際連合・経済社会理事会・特殊諮問資格＝
　　Special Consultative Status with the Economic and Social Council of the United Nations
　　2006 年にワイズメンズクラブ国際協会が取得した、国際連合・経済社会理事会が認めるNGO（非政府組織）の資格のひ
　　とつ。特定の分野において、国際連合が採択した行動計画、プログラムおよび宣言を実施、推進する。国際連合およびそ
　　の補助機関の特定の会合への出席、検討事項に関する意見を述べることができる。

コメット＝ Y'slings
　　日本でのワイズメンズクラブ会員の子弟の呼称。国際での呼称は、ワイズリングズ。

ゴールデンブック ＝ Golden Book
　　エンダウメントファンドへの献辞、寄付者名が記録される台帳。
　　革表紙の製本で永久保存される。東日本区の「東日本区ワイズ基金」（JEF）の「奉仕帳」に当たる。

出席率 ＝ The Percentage of Member's Attendance
　　クラブ会員の例会出席率。（東日本区定款施行細則第 11 条参照）

常任役員（会） ＝ Regional Executive Officers
　　区の理事、次期理事、直前理事、書記、会計。
　　この 5者で常任役員会を構成する。常任役員会は、日常必要な決済事項を合議によって処理する。

主題 ＝ Theme
　　国際会長、アジア太平洋地域会長、区理事、部長、クラブ会長が掲げる中心テーマで、それぞれの任期年度に使用する。

スローガン = Slogan
　　主題を展開、補足する副題。サブテーマ（Sub-Theme）とも言う。

スポンサークラブ＝ Sponsor Club
　　新クラブ設立のイニシアティブをとるクラブ。設立、チャーター後も、新クラブを支援する。

スマイル＝ Smile
　　クラブ活動資金、基金作りのための自由献金。
　　例会で、会員が最近身近に起きた嬉しいことなどを記念して献金する。クラブによっては「ニコニコ」、「ドライブ」、「ロバ」
　　などとも呼んでいる。

世界YMCA同盟＝ World Alliance of YMCAs
　　世界各国のYMCAの協力と運動推進を図るための連合体。本部はスイス・ジュネーブにある。略称は、WAY。
　　World YMCAと称することもある。

　　クラブが支援する都市YMCAの総主事が任命する。クラブ会員としてクラブに加わり、連絡役のみならずクラブ活動にも
　　参加する。

グッドスタンディング ＝ Good standing
　　直近 3半期の会費（国際会費、地域会費、区会費）を支払ったクラブを国際協会ではグッドスタンディング（良好な状態
　　のクラブ）クラブと呼ぶ。会員数には無関係である。

ゲスト ＝ Guest
　　例会などでワイズ関係 ( ワイズメン、ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバー ) 以外の知人、友人、ゲス
　　トスピーカー、入会候補者としての参加者などをゲストと呼ぶ。

広義会員 ＝ Members-at-large
　　クラブ会員の内、常に例会その他の会合に出席することが不可能な者は、クラブ会長が理事に届け出て、理事の承認を受
　　けると広義会員となることができる東日本区の制度。広義会員は、例会出席義務を免かれる。
　　国際協会の広義会員は、ワイズの無い地域に住む者が、特定のクラブではなく区に所属する制度であり、東日本区の制度
　　とは別の制度である。

広報 ＝ Public Relations（PR）
　　「組織以外の多くの人に広く情報を伝える」（Public Information）と「人のつながりを強める」（Public Relations）こと。
　　ワイズ内外にタイムリーに情報発信し、ワイズ活動の活性化、社会的認知度の向上に資する。

功労会員 ＝ Senior Service Member
　　クラブのために長年尽くして来た会員が、クラブの決議により理事に届け出て功労会員となる。例会出席義務を免除される。

国際会長 ＝ International President（IP）
　　ワイズメンズクラブ国際組織の最高責任者。国際議会の議長を務める。
　　推薦制で任期は 1年。就任の 2年前に投票権を持つ全世界のクラブ会長の投票で選ばれ、次の 1年、次期国際会長となる。
　　国際会長の取り組みとして最も強調したいことを「国際会長主題」として掲げる。

国際議会 ＝ International Council（IC）
　　ワイズメンズクラブ国際協会の立法機関。
　　国際憲法の改訂を始め、国際協会の予算の決定、諸事業、規定の新設 /改廃、国際大会開催地の決定など、国際ワイズ活
　　動のすべての重要案件を審議する。各地域から会員人数割りで選出される 15名の（国際）議員によって構成される。毎年
　　7月または 8月に国際議会が開かれ、1月または 2月に年央会議（ミッドイヤーミーティング）が開かれる。

国際議員 ＝ International Council Members（ICM）
　　国際議会構成員。世界の全 8地域から会員数に応じてドント方式で選出される 13名の国際議員と輪番で 2地域から選出
　　される 2名の青年議員（26歳から 39歳）議員の合計 15名からなる。何れも当該地域の各クラブからの投票で選出される。
　　任期は 2年で再選は認められていない。

（ワイズメンズクラブ）国際協会 ＝ The International Association of Y’ s Men’ s Clubs / Y’ s Men International
　　世界のワイズメンズクラブを構成員として設立されている国際組織。
　　国際協会の立法機関は、国際議会、行政機関は、執行役員会と各地域会長である。

国際憲法 ＝ International Constitution
　　ワイズメンズクラブの活動基盤を定めたもの。
　　東日本区定款の綱領や目的も国際憲法に基づいて定められている。国際協会の標語（Motto）「強い義務感を持とう　義務
　　はすべての権利に伴う」も、この中に明記されている。

国際執行役員（会） ＝ International Executive Officers（IEO）
　　国際会長、次期国際会長、直前国際会長、国際会計を国際執行役員と呼び、4者で国際執行役員会を構成する。国際執行
　　役員会には、有給スタッフである国際書記長も陪席し、日常必要な決済事項を合議によって処理する。東日本区の常任役
　　員（会）に当たる。

国際投票 = International Voting
　　毎年通常、12月から 1月にかけて、次々期国際会長、次期国際会計（3年に 1度）、地域選出国際議会議員の選出および
　　国際憲法の改訂（改訂事項がある場合）についての国際投票が行われる。

設立総会
　　新クラブの発足に際し、新クラブメンバーによりクラブ名称、会則、事業方針、予算などを決議し、また、申請書類への
　　署名を行う会合。日本のワイズメンズクラブ独特のもの。
　　設立総会を終えると、クラブとしての活動が始まるが、チャーターナイトまでは、「ワイズメンズクラブ」として公式には
　　認められていないため、その間は「（仮）○○ワイズメンズクラブ」等と称することが通例となっている。

戦略 2032 = Strategy 2032　
　　創立 100 周年を機に、2022 年に制定されたワイズズメンズクラブ国際協会（YMI）の中長期計画。YMI が 2032 年には
　　どのような組織になっているかの目標およびそのための戦略をまとめたもの。YMIは、公平で持続可能な世界を築くために、
　　互いに刺激し合い、協力し合って、親睦と地域社会への影響力において卓越した組織となること、健康、環境、教育に重
　　点を置いて奉仕活動を行っていくこと等が謳われている。
　　2016 年に制定された「2022 年とその先に向けて」（Towards2022 & Beyond」）および 2019 年に制定された「チャレン
　　ジ 22」（Challenge 22）の後継計画である。

代議員＝ Regional Council Members
　　東日本区のクラブ会長、部長および部の会員人数割りによって選出された会員。任期は、7月 1日から 1年。ただし、再
　　任を妨げない。議長は、直前部長の互選で選任される。
　　東日本区の立法機関である代議員会の構成員である。年次代議員会は、通常東日本区大会に合わせて開催される。部人数
　　割代議員は部内会員数 100 名につき 1名（100 名未満の場合は 1名）の割合で選出する。内 1名は、直前部長。

チャーター＝ Charter
　　新設クラブに対して国際協会が加盟を認証すること、または加盟認証状。加盟認証状に記載されている「Charter 　　　
　　Presentation Date」が公式のチャーター年月日である。

チャーターメンバー＝ Charter Member
　　新クラブ発足時の設立会員。国際協会加盟手続きの際、申請書に署名した会員。

チャーターナイト＝ Charter Presentation Ceremony
　　国際協会加盟認証を受ける新クラブが、近隣クラブおよび地域社会に披露する会。
　　本来は晩餐会なので通称 “チャーターナイト” という。この会では国際協会加盟認証状の伝達式、チャーターバッジ着装、
　　メンバー紹介などが行われる。

地域事務所 ＝ Area Office
　　地域の運営を円滑に進めるための事務所。
　　専任スタッフを置き、地域会長指導のもと、各区ヘの事務連絡、事務処理等を行う。アジア太平洋地域は、香港に地域事
　　務所を置いている。

点鐘
　　クラブ例会、区役員会等の公式会合の時に、開会宣言 /閉会宣言を行う主宰者が厳粛にギャベル（木槌）で鐘を打ち鳴ら
　　すこと。

トロイカ ＝ Troika
　　組織の各レベルで、トップをその前任者と後任者が支え、また、組織運営の継続性を確保する体制。ロシア語の 3頭立て
　　の馬橇が語源。
　　区は理事、次期理事、直前理事、部は部長、次期部長、直前部長、クラブは会長、次期会長、直前会長からなる。

ドライバー ＝ Driver
　　ワイズ運動、特に例会の推進役。クラブによってはマーシャル、クラブサービスと呼んでいる。直訳は“強く動機づける人”、
　　“運動推進役”。献金を促したり例会を盛り上げたりする役割を担う。

西日本区 ＝ Japan West Region
　　富山県、岐阜県、愛知県以西（沖縄県を除く）を領域とする区。1997 年に旧日本区の分割によって、東日本区と同時に誕
　　生した。

日本YMCA同盟 ＝ The National Council of YMCAs of Japan
　　日本のYMCA運動の推進、都市YMCAと学生YMCAへの支援、調整、助言活動を行う組織。事務所を東京都新宿区四
　　　　谷本塩町 2-11 に置く。1903 年に設立され、世界YMCA同盟とアジア・太平洋YMCA同盟に加盟し、世界YMCA

　　同盟を始め海外YMCAとの連絡を担う。全国のスタッフの国内研修、主事養成と認証、ワイズメンズクラブとの連携、調
　　整、御殿場にある研修施設、国際青少年センターYMCA東山荘の運営も行っている。

バナー ＝ Banner
　　クラブ、部、区の旗。クラブ例会、部大会、区大会など公式会合時に掲げる。

バランタイン賞 ＝ Harry M. Ballantyne Award of Merit 
　　国際協会の発展に貢献したメンバーに対して、毎年、国際協会が授賞する賞。1922 年の国際協会設立時から担当主事とし
　　て活躍した、Harry M. Ballantyne カナダ YMCA主事を記念して 1957 年に創設された。正式名称は、ハリー・M・バラ
　　ンタイン賞。
　　これまでの日本人受賞者は、次の各氏。（　　）内は受賞年：奈良傳（1966）、鈴木謙介（1982）、竹内敏朗（1987）、田
　　中真（1995）、三井万壽雄（2002）、今村一之（2006）、奈良信（2010）、藤井寛敏（2018）

半年報 ＝ Semiannual Report
　　クラブが会員の入 /退会による変化を東日本区へ提出（クラブ→部長→会員増強事業主任）する報告書。
　　7月 1日付と 1月 1日付の年 2回一定の書式で報告する。7月 1日付人数が国際会費、アジア太平洋地域会費、区費算定
　　の基礎となる。

東日本区 ＝ Japan East Region
　　世界に 44ある区（2022 年 7月現在）（行政単位）のひとつ。
　　新潟県、長野県、静岡県以東と沖縄県を領域とする。1997 年 7月に旧日本区を東西に分けた形で、東日本区、西日本区と
　　して誕生した。その活動は、東日本区定款に基づき、区理事がこれを統括する。区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置
　　かれている。

東日本区ウェブサイト
　　ワイズメンズクラブ、東日本区の紹介、区内のニュース、クラブ案内、区報、各種マニュアル、書式等が掲載されている
　　東日本区の公式ウェブサイト。URL は、https://www.ys-east.or.jp/
　　＜参考＞　国際協会ウェブサイト：https://www.ysmen.org/
　　　　　　　アジア太平洋地域ウェブサイト：http://www.ysmenap.org/
　　　　　　　西日本区ウェブサイト：http://www.ys-west.or.jp/

東日本区定款 ＝ Regional Constitution of Japan East Region
　　ワイズメンズクラブ国際協会の憲法に基づき、東日本区のモットー、綱領、目的、組織、運営の基本などを定めたもの。

東日本区奈良傳賞＝ Japan East Region Tsutae Nara Memorial Award
　　ワイズダム発展に尽力し、その功績が認められた会員に与えられる賞。
　　日本のワイズ運動の創始者である奈良傳氏の偉業を記念して制定された賞で、長年ワイズダム発展に尽力し、その功績が
　　認められ、奈良傳賞受賞者選考委員会の議を経て選ばれた会員が、東日本区大会で表彰される。

東日本区メーリングリスト
　　年度毎に、「全クラブ会長」、「全部長」、「各部別の部役員」、「各事業別の事業主査」等、東日本区内の各役職者別に作成さ
　　れる公式のメーリングリスト。例えば、全クラブ会長のメーリングリストは、kaicho@ys-east.or.jp。
　　当該メーリングに登録されているメンバーのみが、そのメーリングリストを用いて受発信できる。

ビジター ＝ Visitor
　　他クラブからの例会等への来訪者。ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバーも含む。

ヒストリアン（国際） ＝ Historian
　　全世界のワイズ関係の公式文書を入手保管し、歴史的資料として整備する役職者。
　　国際文献保存委員ともいう。区報、クラブチャーター資料、区大会開催資料など、使用言語の如何を問わず、ヒストリア
　　ンへ送付する。

ヒストリアン（東日本区）＝ Historian
　　東日本区のワイズ活動の歴史をまとめる役職者。
　　東日本区の歴史的事項を正確に記録するために、区報、区役員会資料、区大会資料、加盟認証状の写し、クラブ記念誌等
　　の文献を収集、整理、保存する。部ヒストリアンを設置している部もある。

ヒールザワールド ＝ Heal the World
　　国際協会が 2020-21 年度に開始した統一国際プロジェクト（「UGP」の項を参照）で、新型コロナウイルス後の世界を癒
　　すために、より強い国際的な関与と組織的な連携、連帯を構築して我々のボランティアの力をより発揮することを目的と
　　している。主な活動内容は、災害時等の救援物資の提供 /ボランティア支援、医療 /健康プログラム、専門家のネットワー
　　ク構築など。プロジェクトの資金を賄うために、TOF献金の増額が望まれている。

フィラテリスト ＝ Philatelist
　　直訳すると「切手収集家」。ワイズにおいては、BF献金の使用済切手の拠出を推進することおよび使用済切手を換金する
　　業者との窓口の役割を担う。各エリアではこの業務を担当する事業主任が任命されている。

Motto ＝ 標語（国際）
　　ワイズメンズクラブの基本的な行動目標を表す言葉。
　　国際標語は “To acknowledge the duty that accompanies every right”（強い義務感をもとう　義務はすべての権利に伴
　　う）である。

部 ＝ District
　　ワイズ運動を協力して進めるために区内の 2つ以上のクラブで構成された組織体。
　　東日本区には 7つの部（2022 年 7月 1日現在）がある。部は、区役員会、代議員会の承認を得て設置が認められる。

部事業主査 ＝ District Service Director（DSD）
　　部長のスタッフとして事業ごとに置かれる部役員。
　　部の事業活動の活発化に努め、クラブとの連絡を図ると共に、区事業主任との連絡を密にする。部長および区事業主任へ
　　部事業活動報告書を送る。

部大会 ＝ District Convention
　　部内各クラブ相互の情報交換および親睦のため、部長の主宰により年 1回以上開催される部の大会。2018-19 年度の東日
　　本区定款改訂により、これまでの「部会」から「部大会」に名称が変更された。正式な表記は、「XX部部大会」（「XX部大会」
　　ではなく）。

部長 ＝ District Governor
　　部の最高責任者。
　　あらゆる機会をとらえ部内クラブを指導するとともに、区にあっては代議員、区役員、「区役員候補者指名委員会」の委員
　　であり、部にあっては通常年 1回の部大会を主宰し、部の方針および運営等を協議し決定する数回の評議会を開催し、また、
　　属するクラブ会員全員の研修と交流を図る。任期内に部内クラブを 1回以上「公式訪問」し、部内諸活動の推進に努める。

部評議会 ＝ District Council
　　部の運営を協議、決議する機関。構成員は、それぞれの部則の定めによる。

物品 ＝ Supplies
　　ワイズ活動に用いる備品（万国旗など）、小道具（シールなど）、バッジ等の総称。
　　これらを製作 /供給する活動、事業者もいう。

ブリテン ＝ Bulletin
　　クラブとしての機関紙。クラブメンバーおよび他クラブ、区 /部役員等への連絡 /案内、入会候補者への PR、クラブの記
　　録としての役目を持つ。
　　毎月発行し、その月の例会プログラム、在籍者数、前月の例会出席者、出席率、BF成績、活動報告、活動計画、会員消息
　　などを掲載する。

文献 ＝ Documentation
　　ワイズメンズクラブ活動の指針となる規約集、手引き書その他参考文献。
　　文献作成 /精査等の実働組織として、東日本区では文献・組織検討委員会が設けられており、その委員は、区理事が任命する。

ブースター賞 ＝ Booster Award
　　会員増強の功績に対して国際協会から授与される賞。前年 2月 1日から当年 1月 31 日までの 1年間に、3名以上の新入
　　会員を紹介した個人および 6名以上の会員純増を果たしたクラブが表彰される。

ワイズメンズクラブ国際協会
役員就任式・式文（短縮版）

「I」

第１は「Idealism」すなわち「理想主義者であること」です。

第２は「Interest」すなわち「関心を持つこと」です。

第３は「Initiative」すなわち「率先すること」です。

第４は「Industry」すなわち｢労をいとわないこと｣です。

　【はい】



STEP ＝ Short Term Youth Exchange Program
　　ユース海外短期交流プログラム。
　　3～ 11 週間の短期海外訪問制度。18～ 25 歳のワイズの子弟（または、3年以上、ワイズメンズクラブ、ワイズユースク
　　ラブ、YMCAの何れかの会員経験を有する者）が応募対象者。海外のワイズ家庭に滞在し、現地のユースとの交流や異文
　　化を体験する。
　　応募は、希望派遣期間の半年以上前に、クラブを通じて、ユース事業主任へ申請書類を提出する。

TOF ＝ Time of Fast
　　タイム・オブ・ファスト（Time of Fast：断食の時）の略称で、「ティー・オー・エフ」と発音する。クラブ例会での食事
　　を抜き、その金額相当分を国際協会に献金する。
　　献金は、世界中のYMCA、ワイズメンズクラブから募集して国際協会が選定する、SDGs に関連する発展途上国を主たる
　　対象とする地域支援プロジェクトに用いられる。
　　国際協会、東日本区では 2月を強調月間とし、クラブ例会だけではなく、2月に開催される、区、部の会合でも食事を抜
　　いたり、簡素なものにしたりしてその分を献金するよう努めている。

TC ＝ Travel Coordinator
　　来訪する BF代表の旅行日程を立案し、旅行中の世話や受け入れ /調整を行う専任委員。

UGP ＝ Unified Global Project（統一国際プロジェクト）
　　ワイズメンズクラブの認識度のアップを願って、始められた国際レベルの統一事業で、2005 年度からはHIV/ AIDS 関連
　　事業を展開した。国際協会での取り組みが終わった 2010 年度以降も東日本区では継続して取り組んでいる。2020/21 年
　　度からは、Heal the World（世界を癒そう）が統一事業に選定されている。

Week4Waste = Week for Waste (「ゴミのための週」)
　　国際協会によって 2020-21 年度に開始された、ワイズメンズクラブと地域社会を結びつけ、よりクリーンな地球を目指し
　　て統一的に行動するCS事業のキャンペーン。活動の多くは、毎年 4月 22 日のアースデイ（地球の日）のある 4月と、世
　　界最大の市民運動のひとつであるワールドクリーンアップデイ（毎年 9月中旬）に合わせて行われる。

YEEP ＝ Youth Educational Exchange Program
　　ワイズメンズクラブ会員の子弟の高校留学生交換事業。
　　2020-21 年度に廃止された。

YES ＝ Y's Extension Support
　　新クラブ設立の活動を支援するためのアジア太平洋地域の基金。各区から地域に拠出された献金は、地域内の各クラブの
　　設立支援資金および地域レベルのエクステンション活動に用いられる。

YIA ＝ Youth Involvement and Activities
　　若者のワイズメンズクラブ活動への参画、活動。
　　ワイズメンズクラブが行う様々な行事に、多くの若者達を巻き込む活動の奨励、ワイズユースクラブの育成、ユースコン
　　ボケーションの実施等を行う。

Y３ ＝ ワイスリー
　　ワイズメンズクラブの活動に共感する高校生以上の若者によるユースクラブ。YMCA、Y's Men、Youth の 3つの Yを表
　　している東・西日本区だけの組織である。2021-2022 年度現在、「Y３宇都宮」が活動を行っている。

YMCA ＝ Young Men's Christian Association
　　ワイズメンズクラブが支援、奉仕の対象としている社会教育団体。世界 120か国・地域に 6,500 万人（2021-2022 年度現在）
　　の会員を持つ世界最古、最大のNGOと言われている。
　　1844 年ロンドンでジョージ・ウィリアムズら青年によって創設され、全世界に広がり、世界YMCA同盟を結成している。
　　青少年の育成を運動の中心とするが、社会の必要に応えて、平和活動、地域社会支援、社会的弱者救済等にも取り組んでいる。

YMCAサービス ＝ YMCA Service
　　YMCAに対する奉仕を立案、実行するワイズメンズクラブの事業。
　　東日本区事業の中のひとつであり、YMCA指導者育成のための財的支援を目的とするASF（アレキサンダー奨学基金）も
　　YMCAサービス事業のひとつである。クラブは、区のサービス事業とともに、各クラブの関係YMCAへの奉仕と協力を
　　推進する。

　　Eは、クラブ拡張（新クラブ設立）、MCは、会員の維持（啓発、退会防止）と増強（新会員獲得）の意。

EF ＝ Endowment Fund（エンダウメントファンド）
　　国際協会の財政的な安定およびワイズダム発展のための基金。
　　個人 /クラブが特定の人を記念して献辞とともに 120 スイスフラン以上の寄付を行うか、個人 /クラブとして寄付のみを
　　行うかの 2種類がある。前者は、国際本部に永久保管されている「ゴールデンブック」に献辞が記載される。後者は、一
　　定金額以上の寄付を行った場合、献金額に応じて以下の称号が与えられ、「ゴールデンブック」に氏名が記載される。
　　50スイスフラン以上の献金（個人）：エンダウメントフレンド
　　120 スイスフラン以上の献金（個人）：ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　2回目の 120 スイスフラン以上の献金（個人）：ダブル・ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　1,000 スイスフラン以上の献金（個人）：オナーロール
　　1,000 スイスフラン以上の献金（クラブ）：オナーロールクラブ

IT アドバイザー＝ Information Technology Advisor
　　情報技術アドバイザー。
　　東日本区では「情報技術」に関して専門的なアドバイスを担当し、区のウェブサイトや区内のメーリングシステムの構築、
　　維持など IT に関するサポートを行っている。

IBC ＝ International Brother Clubs
　　国際兄弟クラブ。
　　クラブが外国のクラブと兄弟クラブ締結を行い、永続的な交流を続けること。また、その相手クラブのことも指す。新た
　　に IBC関係を結ぼうとするクラブ同士は、十分な事前準備を行った上で、締結書を交わす。
　　締結は、IBC国際事業主任が締結書にサインすることにより正式に認められる。

IBC トライアングル＝ International Brother Clubs Triangle
　　3クラブが相互に IBCを締結すること。

IBC クワドラングル＝ International Brother Clubs Quadrangle
　　4クラブが相互に IBCを締結すること。

ID ＝ International Director（ワイズメネット国際主任）
　　国際協会におけるワイズメネットの代表者。

iGo = Internships for Global Outreach（アイゴー：「世界に手を伸ばすためのインターン制度」）
　　青年の成長を目的として、YMCAやワイズメンズクラブ会員で事業を行っている者が、ユースに国際的なインターン（職
　　業体験）の場を提供するプログラム。申請時に 18歳から 29歳の者が対象。2020-21 年度に廃止されたYEEP の後継プロ
　　グラム。

JEF ＝ Japan East Y's Men's Fund
　　東日本区ワイズ基金。
　　東日本区ワイズ運動の安定的かつ継続的発展を支えるため、個人、クラブが記念すべき出来事、行事、慶弔事の折等に、　
　　基金に寄付を行う。寄付者氏名とその理由は、「奉仕帳」に記帳、永久保管される。

LT ＝ Leadership Training
　　会員のリーダーシップの開発、向上を目的に行う研修またはこれを推進する事業の名称。
　　東日本区では、LT委員会が設置され、区主催の部役員、クラブ役員の研修の企画 /実施、研修教材の整備 /提供、部主催
　　の研修会等の支援を行っている。
　　国際協会での正式名称は、LTOD (Leadership Training and Organisation Development)。

NDERF ＝ Natural Disaster Emergency Relief Fund（NDERF（自然災害緊急支援基金））
　　アジア太平洋地域において、地震、台風等の大きな自然災害が発生した際の緊急支援を行うことを目的とした基金。毎年、
　　アジア太平洋地域内の各区は、メンバーひとり当たり 2米ドルを前期の地域会費と併せて、アジア太平洋地域会計に送付
　　する。各理事からの要請に基づき、アジア太平洋地域常任役員会の決定によって支援金が支給される。

SDS ＝ Special Development Support（特別発展支援金）
　　国際協会の EF（エンダウメントファンド）の運用益の一部を原資として、各区におけるエクステンション活動等に対して、
　　その費用の一部が各区から国際本部への申請によって支給される制度。

YMCAの歌 ＝ YMCA Song
　　日本のYMCAの公式歌。ワイズの会合等でも歌われる。
　　1953 年、日本YMCA同盟が 50周年を記念して公募し、同盟主事の淵田多穂理の応募作品が入選し、津川主一が作曲した。

アジア太平洋地域 ＝ Asia Pacific Area
　　ワイズ運動の国際行政区分 8地域のひとつ。
　　2022 年 7月現在、東日本区、西日本区、台湾区、フィリピン区、南東アジア区（香港、マカオ、シンガポール、マレーシ
　　ア、タイ、ミャンマー、バングラデシュ、カンボジア、ネパール、インドネシア）、スリランカ区（スリランカ、パキスタ
　　ン）、オーストラリア区の 7区（Region）から成る。

いざ立て ＝ ONCE MORE WE STAND
　　ワイズメンズクラブ国際協会の公式歌。
　　クラブ、部、区、地域、国際など、ワイズの会合の冒頭で歌われる。英語では “Y’ s Men’ s Hymn” と呼ばれる。フィ
　　ンランドの作曲家、シベリウス（1869 ～ 1957）の交響詩「フィンランディア」の曲に、ワイズメンズクラブの創始者　
　　P・W・アレキサンダーが作詞した。原題は、ONCE MORE WE STAND である。日本では1962年に淵田多穂理が訳詞した。

「祈りの輪」の日
　　世界中のワイズメンズクラブ会員が「共に祈る時」を持つ日。
　　12月 8日は、ワイズメンズクラブの創始者 P・W・アレキサンダーの誕生日。この日を記念して世界中のワイズメンズク
　　ラブ会員が、それぞれの国の午後 8時に「共に祈る時」を持って地球上を輪でつなぐことを願うことから「祈りの輪」と言う。

ウエルネス ＝ Wellness
　　創造的健康生活を送ろうという運動。
　　人間が個人的にも社会的にも健全な生活を送るため、現代人を取り巻くストレス、運動不足、環境破壊などを意識して立
　　ち向かい、こころ、からだ、人間関係のすべてにわたって、あるべき姿を追求する。複数の都市YMCA にはウエルネスセ
　　ンターが設置され、地域に対して継続してウエルネスの普及に取り組んでいる。

エクステンション・ビヨンド・ボーダーズ ＝ Extension Beyond Borders（EBB）
　　区、国の枠組みを超えて、新クラブを設立すること。国際協会は、この取り組みを推奨している。東日本区での例として、
　　東京武蔵野多摩クラブがモンゴル・ウランバートルクラブをスポンサーとして設立したことが挙げられる。EBBを行った
　　クラブに対しては国際協会から賞（Extension Beyond Borders Award：EBBA）が授与される。

エリア ＝ Area
　　国際ワイズ運動を進める行政区分。
　　世界を地理的に 8つの地域に分割している。アフリカ、アジア太平洋、韓国、カナダ /カリブ海諸国、ヨーロッパ、インド、
　　ラテンアメリカ、米国の 8地域である。各地域は、国際議員選出の母体となり、地域行政は、その地域から選出された国
　　際議員の中から選ばれた地域会長（AP）が運営に当たる。

エルマー・クロウ賞 ＝ Elmer Crowe Award
　　任期年度中に特に傑出した働きをした部長に与えられる国際賞。
　　任期半ばで倒れた、カナダの元理事エルマー・クロウを記念して創設された。区理事が評価基準に基づいて、候補者を地
　　域会長に推薦し、国際会長が最終決定する。

会員異動報告書
　　クラブの会員の入会（新入会、転入会、再入会）や退会（退会、転出会）、変更などの異動があった場合に会長の責任にお
　　いて、所属部の部長および部会員増強事業主査（写し：東日本区事務所）に提出する書類。

監事（区） ＝ Auditor
　　区運営に関して、区役員に適切な助言、督励を行う者。
　　区の指名委員会によって指名され、代議員会で承認されて 2年間の任に就く。行政監事 1名、財政監事 1名が選任され、
　　それぞれの分野での監査を行い、他方の分野も副担当として実施する。

キリスト教精神 ＝ Christian Spirit
　　イエス・キリストが全生涯をもって示した博愛、奉仕、自己犠牲の精神。
　　国際憲法のガイドライン 201 には、「イエス・キリストの教えは、ワイズメン全体の意志決定のための、クラブならびに
　　国際協会の運営のための、さらにワイズメン個人の日々の生活のための、ガイドライン（指針）となるものである。」と定
　　められている。

　　国際協会、各地域ではキリスト教精神を広めるため、キリスト教強調 (Christian Emphasis: CE) 事業主任が選任され、キ
　　リスト教精神の維持、拡大を担っている。

ギャベル ＝ Gavel
　　点鐘を行うとき、鐘をたたく木槌。

休会
　　病気や一定期間の仕事の都合等の正当な理由で、長期にわたり、クラブの例会や諸活動に出席できない者は、クラブ会長
　　が申請し、理事の承認を得て、最長 3年間、休会とすることができる。ただし、病気の快復等で再び例会等に出席できる
　　ようになった場合に復帰する意思がある者に限る。休会は、退会と同じ扱いであるが、ロースターに氏名が掲載され、また、
　　復帰の際の入会金が免除される。東日本区独自の制度。

協力関係の原則 ＝ Principles of Partnership
　　世界YMCA同盟とワイズメンズクラブ国際協会がより良きパートナーとなるべく、両者の協力関係の原則が 1981 年に締
　　結された。各地域、各区等のレベルでも同様の締結が進んでいる。

区＝ Region
　　地域（エリア）を構成する区分。東日本区は、アジア太平洋地域の構成員。
　　区の目的は、「区内の各クラブが国際憲法の精神に基づき、敬愛の念を持って交わり、国際協会の綱領と目的を達成し、さ
　　らにこの運動を広く区内に拡張するために相互に協力すること」（東日本区定款第 2条第 3項）を進めることである。

区事務所 ＝ Regional Office
　　区の運営に関する事務を処理する事務所。
　　区事務所は、区書記、会計等の理事スタッフと協力し、区運営のサポートを行う。事務所運営のために事務所所長等の職
　　員を置く。東日本区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置かれている。

区事業主任 ＝ Regional Service Director（RSD）
　　区理事のスタッフとして、事業ごとに置かれる区役員。
　　国際、地域の事業主任の指導のもと、理事の意向を受けて、当該事業活動の計画立案、実施の責任を持ち、各部の事業主
　　査をリードし、その事業活動を支援する。また、活動状況、成果を区内および地域、国際へ報告する。

区大会 ＝ Regional Convention
　　毎年各区で開催される大会。
　　東日本区は、原則として 6月の第 1土日に区理事が主宰し、開催する。大会は、クラブおよび会員が情報を交換し、互い
　　に啓発し、共に運動を担う者としての連帯、協力関係、親睦を深めることを目的とする。区大会は、立候補によって選ば
　　れたホストクラブが実行委員会（ホストコミッティー）を組織し、理事の指導のもと準備、運営、実施に当たる。

区担当主事（東日本区） ＝ YMCA Liaison Secretary to Japan East Region
　　YMCAとワイズメンズクラブの区レベルでの連携を行う日本YMCA同盟主事。
　　日本YMCA同盟総主事が同盟主事の中から任命する。東日本区役員会を始め、種々の会合、区大会等に出席し、YMCA　
　　とワイズメンズクラブとの関係が円滑に推進されるように努める。

区報、部報 ＝ Regional Bulletin、District Bulletin
　　区、部の公式の会報で、メンバーに対する情報提供、活動の記録等を目的として発行、配布される。東日本区においては
　　東日本区定款施行細則で年 2回以上の発行が定められおり、各部においては部則等の規定に則って発行される。

区役員 ＝ Regional Officers
　　区役員会を構成する役員。
　　理事、次期理事、直前理事、区書記、区会計、部長、区事業主任が区役員である。
　　区役員会には、監事、委員会委員長、専任委員、事務所職員等も列席する。

クラブ ＝ Club
　　ワイズメンズクラブ運動を構成する最小単位でかつ運動の基盤となる組織。クラブは、最低 3名の会員から成り、新たに
　　クラブを設立する際は、5名以上の会員が必要である。

クラブ担当主事 ＝ Related Secretary
　　YMCAとクラブとの連携を行うYMCAの主事。

　　投票権があるのは、グッドスタンディングクラブ（「グッドスタンディング」の項を参照）でかつ直近 3半期の会員数が　
　　15名以上のクラブである。ただし、会員数の基準を満たしていない場合、直近 3半期の会員数が 5名以上で、12月 31　
　　日現在でチャーター後 25年を経過しているクラブは、区理事からの国際本部への申請によって投票権を得ることができる。
　　投票は、各クラブを代表する者（クラブ会長または事前に登録したその他のクラブメンバー）が国際協会のウェブサイト
　　を通じて実施する。

国際本部 ＝ International Headquarters（IHQ）
　　国際協会事務局、国際書記局ともいう。国際書記長以下有給スタッフが、全世界の役員、委員、区理事、クラブ会長など
　　への事務連絡や実務を行っている。事務所は、スイス・ジュネーブに置かれている。サテライトオフィスがチェンマイ（タ
　　イ）に置かれている。

国際聖句
　　ワイズメンズクラブ会員の精神的基盤をなすもので、新約聖書 “ヨハネによる福音書第 17章 21 節”。

国際大会 ＝ International Convention（IC）
　　2年ごとに開催される国際協会レベルの大会。
　　全世界のワイズメンズクラブ会員が一堂に会し、式典、研修、親睦等のプログラムが展開される。開催地（ホスト区）は、
　　立候補制で国際大会委員会（ICC）の下に、ホスト区内に大会実行委員会（HCC=ホストコンベンションコミッティ）が
　　組織され、大会全般の準備と実行に当たる。

国際連合・経済社会理事会・特殊諮問資格＝
　　Special Consultative Status with the Economic and Social Council of the United Nations
　　2006 年にワイズメンズクラブ国際協会が取得した、国際連合・経済社会理事会が認めるNGO（非政府組織）の資格のひ
　　とつ。特定の分野において、国際連合が採択した行動計画、プログラムおよび宣言を実施、推進する。国際連合およびそ
　　の補助機関の特定の会合への出席、検討事項に関する意見を述べることができる。

コメット＝ Y'slings
　　日本でのワイズメンズクラブ会員の子弟の呼称。国際での呼称は、ワイズリングズ。

ゴールデンブック ＝ Golden Book
　　エンダウメントファンドへの献辞、寄付者名が記録される台帳。
　　革表紙の製本で永久保存される。東日本区の「東日本区ワイズ基金」（JEF）の「奉仕帳」に当たる。

出席率 ＝ The Percentage of Member's Attendance
　　クラブ会員の例会出席率。（東日本区定款施行細則第 11 条参照）

常任役員（会） ＝ Regional Executive Officers
　　区の理事、次期理事、直前理事、書記、会計。
　　この 5者で常任役員会を構成する。常任役員会は、日常必要な決済事項を合議によって処理する。

主題 ＝ Theme
　　国際会長、アジア太平洋地域会長、区理事、部長、クラブ会長が掲げる中心テーマで、それぞれの任期年度に使用する。

スローガン = Slogan
　　主題を展開、補足する副題。サブテーマ（Sub-Theme）とも言う。

スポンサークラブ＝ Sponsor Club
　　新クラブ設立のイニシアティブをとるクラブ。設立、チャーター後も、新クラブを支援する。

スマイル＝ Smile
　　クラブ活動資金、基金作りのための自由献金。
　　例会で、会員が最近身近に起きた嬉しいことなどを記念して献金する。クラブによっては「ニコニコ」、「ドライブ」、「ロバ」
　　などとも呼んでいる。

世界YMCA同盟＝ World Alliance of YMCAs
　　世界各国のYMCAの協力と運動推進を図るための連合体。本部はスイス・ジュネーブにある。略称は、WAY。
　　World YMCAと称することもある。

　　クラブが支援する都市YMCAの総主事が任命する。クラブ会員としてクラブに加わり、連絡役のみならずクラブ活動にも
　　参加する。

グッドスタンディング ＝ Good standing
　　直近 3半期の会費（国際会費、地域会費、区会費）を支払ったクラブを国際協会ではグッドスタンディング（良好な状態
　　のクラブ）クラブと呼ぶ。会員数には無関係である。

ゲスト ＝ Guest
　　例会などでワイズ関係 ( ワイズメン、ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバー ) 以外の知人、友人、ゲス
　　トスピーカー、入会候補者としての参加者などをゲストと呼ぶ。

広義会員 ＝ Members-at-large
　　クラブ会員の内、常に例会その他の会合に出席することが不可能な者は、クラブ会長が理事に届け出て、理事の承認を受
　　けると広義会員となることができる東日本区の制度。広義会員は、例会出席義務を免かれる。
　　国際協会の広義会員は、ワイズの無い地域に住む者が、特定のクラブではなく区に所属する制度であり、東日本区の制度
　　とは別の制度である。

広報 ＝ Public Relations（PR）
　　「組織以外の多くの人に広く情報を伝える」（Public Information）と「人のつながりを強める」（Public Relations）こと。
　　ワイズ内外にタイムリーに情報発信し、ワイズ活動の活性化、社会的認知度の向上に資する。

功労会員 ＝ Senior Service Member
　　クラブのために長年尽くして来た会員が、クラブの決議により理事に届け出て功労会員となる。例会出席義務を免除される。

国際会長 ＝ International President（IP）
　　ワイズメンズクラブ国際組織の最高責任者。国際議会の議長を務める。
　　推薦制で任期は 1年。就任の 2年前に投票権を持つ全世界のクラブ会長の投票で選ばれ、次の 1年、次期国際会長となる。
　　国際会長の取り組みとして最も強調したいことを「国際会長主題」として掲げる。

国際議会 ＝ International Council（IC）
　　ワイズメンズクラブ国際協会の立法機関。
　　国際憲法の改訂を始め、国際協会の予算の決定、諸事業、規定の新設 /改廃、国際大会開催地の決定など、国際ワイズ活
　　動のすべての重要案件を審議する。各地域から会員人数割りで選出される 15名の（国際）議員によって構成される。毎年
　　7月または 8月に国際議会が開かれ、1月または 2月に年央会議（ミッドイヤーミーティング）が開かれる。

国際議員 ＝ International Council Members（ICM）
　　国際議会構成員。世界の全 8地域から会員数に応じてドント方式で選出される 13名の国際議員と輪番で 2地域から選出
　　される 2名の青年議員（26歳から 39歳）議員の合計 15名からなる。何れも当該地域の各クラブからの投票で選出される。
　　任期は 2年で再選は認められていない。

（ワイズメンズクラブ）国際協会 ＝ The International Association of Y’ s Men’ s Clubs / Y’ s Men International
　　世界のワイズメンズクラブを構成員として設立されている国際組織。
　　国際協会の立法機関は、国際議会、行政機関は、執行役員会と各地域会長である。

国際憲法 ＝ International Constitution
　　ワイズメンズクラブの活動基盤を定めたもの。
　　東日本区定款の綱領や目的も国際憲法に基づいて定められている。国際協会の標語（Motto）「強い義務感を持とう　義務
　　はすべての権利に伴う」も、この中に明記されている。

国際執行役員（会） ＝ International Executive Officers（IEO）
　　国際会長、次期国際会長、直前国際会長、国際会計を国際執行役員と呼び、4者で国際執行役員会を構成する。国際執行
　　役員会には、有給スタッフである国際書記長も陪席し、日常必要な決済事項を合議によって処理する。東日本区の常任役
　　員（会）に当たる。

国際投票 = International Voting
　　毎年通常、12月から 1月にかけて、次々期国際会長、次期国際会計（3年に 1度）、地域選出国際議会議員の選出および
　　国際憲法の改訂（改訂事項がある場合）についての国際投票が行われる。

設立総会
　　新クラブの発足に際し、新クラブメンバーによりクラブ名称、会則、事業方針、予算などを決議し、また、申請書類への
　　署名を行う会合。日本のワイズメンズクラブ独特のもの。
　　設立総会を終えると、クラブとしての活動が始まるが、チャーターナイトまでは、「ワイズメンズクラブ」として公式には
　　認められていないため、その間は「（仮）○○ワイズメンズクラブ」等と称することが通例となっている。

戦略 2032 = Strategy 2032　
　　創立 100 周年を機に、2022 年に制定されたワイズズメンズクラブ国際協会（YMI）の中長期計画。YMI が 2032 年には
　　どのような組織になっているかの目標およびそのための戦略をまとめたもの。YMIは、公平で持続可能な世界を築くために、
　　互いに刺激し合い、協力し合って、親睦と地域社会への影響力において卓越した組織となること、健康、環境、教育に重
　　点を置いて奉仕活動を行っていくこと等が謳われている。
　　2016 年に制定された「2022 年とその先に向けて」（Towards2022 & Beyond」）および 2019 年に制定された「チャレン
　　ジ 22」（Challenge 22）の後継計画である。

代議員＝ Regional Council Members
　　東日本区のクラブ会長、部長および部の会員人数割りによって選出された会員。任期は、7月 1日から 1年。ただし、再
　　任を妨げない。議長は、直前部長の互選で選任される。
　　東日本区の立法機関である代議員会の構成員である。年次代議員会は、通常東日本区大会に合わせて開催される。部人数
　　割代議員は部内会員数 100 名につき 1名（100 名未満の場合は 1名）の割合で選出する。内 1名は、直前部長。

チャーター＝ Charter
　　新設クラブに対して国際協会が加盟を認証すること、または加盟認証状。加盟認証状に記載されている「Charter 　　　
　　Presentation Date」が公式のチャーター年月日である。

チャーターメンバー＝ Charter Member
　　新クラブ発足時の設立会員。国際協会加盟手続きの際、申請書に署名した会員。

チャーターナイト＝ Charter Presentation Ceremony
　　国際協会加盟認証を受ける新クラブが、近隣クラブおよび地域社会に披露する会。
　　本来は晩餐会なので通称 “チャーターナイト” という。この会では国際協会加盟認証状の伝達式、チャーターバッジ着装、
　　メンバー紹介などが行われる。

地域事務所 ＝ Area Office
　　地域の運営を円滑に進めるための事務所。
　　専任スタッフを置き、地域会長指導のもと、各区ヘの事務連絡、事務処理等を行う。アジア太平洋地域は、香港に地域事
　　務所を置いている。

点鐘
　　クラブ例会、区役員会等の公式会合の時に、開会宣言 /閉会宣言を行う主宰者が厳粛にギャベル（木槌）で鐘を打ち鳴ら
　　すこと。

トロイカ ＝ Troika
　　組織の各レベルで、トップをその前任者と後任者が支え、また、組織運営の継続性を確保する体制。ロシア語の 3頭立て
　　の馬橇が語源。
　　区は理事、次期理事、直前理事、部は部長、次期部長、直前部長、クラブは会長、次期会長、直前会長からなる。

ドライバー ＝ Driver
　　ワイズ運動、特に例会の推進役。クラブによってはマーシャル、クラブサービスと呼んでいる。直訳は“強く動機づける人”、
　　“運動推進役”。献金を促したり例会を盛り上げたりする役割を担う。

西日本区 ＝ Japan West Region
　　富山県、岐阜県、愛知県以西（沖縄県を除く）を領域とする区。1997 年に旧日本区の分割によって、東日本区と同時に誕
　　生した。

日本YMCA同盟 ＝ The National Council of YMCAs of Japan
　　日本のYMCA運動の推進、都市YMCAと学生YMCAへの支援、調整、助言活動を行う組織。事務所を東京都新宿区四
　　　　谷本塩町 2-11 に置く。1903 年に設立され、世界YMCA同盟とアジア・太平洋YMCA同盟に加盟し、世界YMCA

　　同盟を始め海外YMCAとの連絡を担う。全国のスタッフの国内研修、主事養成と認証、ワイズメンズクラブとの連携、調
　　整、御殿場にある研修施設、国際青少年センターYMCA東山荘の運営も行っている。

バナー ＝ Banner
　　クラブ、部、区の旗。クラブ例会、部大会、区大会など公式会合時に掲げる。

バランタイン賞 ＝ Harry M. Ballantyne Award of Merit 
　　国際協会の発展に貢献したメンバーに対して、毎年、国際協会が授賞する賞。1922 年の国際協会設立時から担当主事とし
　　て活躍した、Harry M. Ballantyne カナダ YMCA主事を記念して 1957 年に創設された。正式名称は、ハリー・M・バラ
　　ンタイン賞。
　　これまでの日本人受賞者は、次の各氏。（　　）内は受賞年：奈良傳（1966）、鈴木謙介（1982）、竹内敏朗（1987）、田
　　中真（1995）、三井万壽雄（2002）、今村一之（2006）、奈良信（2010）、藤井寛敏（2018）

半年報 ＝ Semiannual Report
　　クラブが会員の入 /退会による変化を東日本区へ提出（クラブ→部長→会員増強事業主任）する報告書。
　　7月 1日付と 1月 1日付の年 2回一定の書式で報告する。7月 1日付人数が国際会費、アジア太平洋地域会費、区費算定
　　の基礎となる。

東日本区 ＝ Japan East Region
　　世界に 44ある区（2022 年 7月現在）（行政単位）のひとつ。
　　新潟県、長野県、静岡県以東と沖縄県を領域とする。1997 年 7月に旧日本区を東西に分けた形で、東日本区、西日本区と
　　して誕生した。その活動は、東日本区定款に基づき、区理事がこれを統括する。区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置
　　かれている。

東日本区ウェブサイト
　　ワイズメンズクラブ、東日本区の紹介、区内のニュース、クラブ案内、区報、各種マニュアル、書式等が掲載されている
　　東日本区の公式ウェブサイト。URL は、https://www.ys-east.or.jp/
　　＜参考＞　国際協会ウェブサイト：https://www.ysmen.org/
　　　　　　　アジア太平洋地域ウェブサイト：http://www.ysmenap.org/
　　　　　　　西日本区ウェブサイト：http://www.ys-west.or.jp/

東日本区定款 ＝ Regional Constitution of Japan East Region
　　ワイズメンズクラブ国際協会の憲法に基づき、東日本区のモットー、綱領、目的、組織、運営の基本などを定めたもの。

東日本区奈良傳賞＝ Japan East Region Tsutae Nara Memorial Award
　　ワイズダム発展に尽力し、その功績が認められた会員に与えられる賞。
　　日本のワイズ運動の創始者である奈良傳氏の偉業を記念して制定された賞で、長年ワイズダム発展に尽力し、その功績が
　　認められ、奈良傳賞受賞者選考委員会の議を経て選ばれた会員が、東日本区大会で表彰される。

東日本区メーリングリスト
　　年度毎に、「全クラブ会長」、「全部長」、「各部別の部役員」、「各事業別の事業主査」等、東日本区内の各役職者別に作成さ
　　れる公式のメーリングリスト。例えば、全クラブ会長のメーリングリストは、kaicho@ys-east.or.jp。
　　当該メーリングに登録されているメンバーのみが、そのメーリングリストを用いて受発信できる。

ビジター ＝ Visitor
　　他クラブからの例会等への来訪者。ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバーも含む。

ヒストリアン（国際） ＝ Historian
　　全世界のワイズ関係の公式文書を入手保管し、歴史的資料として整備する役職者。
　　国際文献保存委員ともいう。区報、クラブチャーター資料、区大会開催資料など、使用言語の如何を問わず、ヒストリア
　　ンへ送付する。

ヒストリアン（東日本区）＝ Historian
　　東日本区のワイズ活動の歴史をまとめる役職者。
　　東日本区の歴史的事項を正確に記録するために、区報、区役員会資料、区大会資料、加盟認証状の写し、クラブ記念誌等
　　の文献を収集、整理、保存する。部ヒストリアンを設置している部もある。

ヒールザワールド ＝ Heal the World
　　国際協会が 2020-21 年度に開始した統一国際プロジェクト（「UGP」の項を参照）で、新型コロナウイルス後の世界を癒
　　すために、より強い国際的な関与と組織的な連携、連帯を構築して我々のボランティアの力をより発揮することを目的と
　　している。主な活動内容は、災害時等の救援物資の提供 /ボランティア支援、医療 /健康プログラム、専門家のネットワー
　　ク構築など。プロジェクトの資金を賄うために、TOF献金の増額が望まれている。

フィラテリスト ＝ Philatelist
　　直訳すると「切手収集家」。ワイズにおいては、BF献金の使用済切手の拠出を推進することおよび使用済切手を換金する
　　業者との窓口の役割を担う。各エリアではこの業務を担当する事業主任が任命されている。

Motto ＝ 標語（国際）
　　ワイズメンズクラブの基本的な行動目標を表す言葉。
　　国際標語は “To acknowledge the duty that accompanies every right”（強い義務感をもとう　義務はすべての権利に伴
　　う）である。

部 ＝ District
　　ワイズ運動を協力して進めるために区内の 2つ以上のクラブで構成された組織体。
　　東日本区には 7つの部（2022 年 7月 1日現在）がある。部は、区役員会、代議員会の承認を得て設置が認められる。

部事業主査 ＝ District Service Director（DSD）
　　部長のスタッフとして事業ごとに置かれる部役員。
　　部の事業活動の活発化に努め、クラブとの連絡を図ると共に、区事業主任との連絡を密にする。部長および区事業主任へ
　　部事業活動報告書を送る。

部大会 ＝ District Convention
　　部内各クラブ相互の情報交換および親睦のため、部長の主宰により年 1回以上開催される部の大会。2018-19 年度の東日
　　本区定款改訂により、これまでの「部会」から「部大会」に名称が変更された。正式な表記は、「XX部部大会」（「XX部大会」
　　ではなく）。

部長 ＝ District Governor
　　部の最高責任者。
　　あらゆる機会をとらえ部内クラブを指導するとともに、区にあっては代議員、区役員、「区役員候補者指名委員会」の委員
　　であり、部にあっては通常年 1回の部大会を主宰し、部の方針および運営等を協議し決定する数回の評議会を開催し、また、
　　属するクラブ会員全員の研修と交流を図る。任期内に部内クラブを 1回以上「公式訪問」し、部内諸活動の推進に努める。

部評議会 ＝ District Council
　　部の運営を協議、決議する機関。構成員は、それぞれの部則の定めによる。

物品 ＝ Supplies
　　ワイズ活動に用いる備品（万国旗など）、小道具（シールなど）、バッジ等の総称。
　　これらを製作 /供給する活動、事業者もいう。

ブリテン ＝ Bulletin
　　クラブとしての機関紙。クラブメンバーおよび他クラブ、区 /部役員等への連絡 /案内、入会候補者への PR、クラブの記
　　録としての役目を持つ。
　　毎月発行し、その月の例会プログラム、在籍者数、前月の例会出席者、出席率、BF成績、活動報告、活動計画、会員消息
　　などを掲載する。

文献 ＝ Documentation
　　ワイズメンズクラブ活動の指針となる規約集、手引き書その他参考文献。
　　文献作成 /精査等の実働組織として、東日本区では文献・組織検討委員会が設けられており、その委員は、区理事が任命する。

ブースター賞 ＝ Booster Award
　　会員増強の功績に対して国際協会から授与される賞。前年 2月 1日から当年 1月 31 日までの 1年間に、3名以上の新入
　　会員を紹介した個人および 6名以上の会員純増を果たしたクラブが表彰される。

ワイズメンズクラブ国際協会
入会式・式文（全文）（加盟認証状伝達式時）



STEP ＝ Short Term Youth Exchange Program
　　ユース海外短期交流プログラム。
　　3～ 11 週間の短期海外訪問制度。18～ 25 歳のワイズの子弟（または、3年以上、ワイズメンズクラブ、ワイズユースク
　　ラブ、YMCAの何れかの会員経験を有する者）が応募対象者。海外のワイズ家庭に滞在し、現地のユースとの交流や異文
　　化を体験する。
　　応募は、希望派遣期間の半年以上前に、クラブを通じて、ユース事業主任へ申請書類を提出する。

TOF ＝ Time of Fast
　　タイム・オブ・ファスト（Time of Fast：断食の時）の略称で、「ティー・オー・エフ」と発音する。クラブ例会での食事
　　を抜き、その金額相当分を国際協会に献金する。
　　献金は、世界中のYMCA、ワイズメンズクラブから募集して国際協会が選定する、SDGs に関連する発展途上国を主たる
　　対象とする地域支援プロジェクトに用いられる。
　　国際協会、東日本区では 2月を強調月間とし、クラブ例会だけではなく、2月に開催される、区、部の会合でも食事を抜
　　いたり、簡素なものにしたりしてその分を献金するよう努めている。

TC ＝ Travel Coordinator
　　来訪する BF代表の旅行日程を立案し、旅行中の世話や受け入れ /調整を行う専任委員。

UGP ＝ Unified Global Project（統一国際プロジェクト）
　　ワイズメンズクラブの認識度のアップを願って、始められた国際レベルの統一事業で、2005 年度からはHIV/ AIDS 関連
　　事業を展開した。国際協会での取り組みが終わった 2010 年度以降も東日本区では継続して取り組んでいる。2020/21 年
　　度からは、Heal the World（世界を癒そう）が統一事業に選定されている。

Week4Waste = Week for Waste (「ゴミのための週」)
　　国際協会によって 2020-21 年度に開始された、ワイズメンズクラブと地域社会を結びつけ、よりクリーンな地球を目指し
　　て統一的に行動するCS事業のキャンペーン。活動の多くは、毎年 4月 22 日のアースデイ（地球の日）のある 4月と、世
　　界最大の市民運動のひとつであるワールドクリーンアップデイ（毎年 9月中旬）に合わせて行われる。

YEEP ＝ Youth Educational Exchange Program
　　ワイズメンズクラブ会員の子弟の高校留学生交換事業。
　　2020-21 年度に廃止された。

YES ＝ Y's Extension Support
　　新クラブ設立の活動を支援するためのアジア太平洋地域の基金。各区から地域に拠出された献金は、地域内の各クラブの
　　設立支援資金および地域レベルのエクステンション活動に用いられる。

YIA ＝ Youth Involvement and Activities
　　若者のワイズメンズクラブ活動への参画、活動。
　　ワイズメンズクラブが行う様々な行事に、多くの若者達を巻き込む活動の奨励、ワイズユースクラブの育成、ユースコン
　　ボケーションの実施等を行う。

Y３ ＝ ワイスリー
　　ワイズメンズクラブの活動に共感する高校生以上の若者によるユースクラブ。YMCA、Y's Men、Youth の 3つの Yを表
　　している東・西日本区だけの組織である。2021-2022 年度現在、「Y３宇都宮」が活動を行っている。

YMCA ＝ Young Men's Christian Association
　　ワイズメンズクラブが支援、奉仕の対象としている社会教育団体。世界 120か国・地域に 6,500 万人（2021-2022 年度現在）
　　の会員を持つ世界最古、最大のNGOと言われている。
　　1844 年ロンドンでジョージ・ウィリアムズら青年によって創設され、全世界に広がり、世界YMCA同盟を結成している。
　　青少年の育成を運動の中心とするが、社会の必要に応えて、平和活動、地域社会支援、社会的弱者救済等にも取り組んでいる。

YMCAサービス ＝ YMCA Service
　　YMCAに対する奉仕を立案、実行するワイズメンズクラブの事業。
　　東日本区事業の中のひとつであり、YMCA指導者育成のための財的支援を目的とするASF（アレキサンダー奨学基金）も
　　YMCAサービス事業のひとつである。クラブは、区のサービス事業とともに、各クラブの関係YMCAへの奉仕と協力を
　　推進する。

　　Eは、クラブ拡張（新クラブ設立）、MCは、会員の維持（啓発、退会防止）と増強（新会員獲得）の意。

EF ＝ Endowment Fund（エンダウメントファンド）
　　国際協会の財政的な安定およびワイズダム発展のための基金。
　　個人 /クラブが特定の人を記念して献辞とともに 120 スイスフラン以上の寄付を行うか、個人 /クラブとして寄付のみを
　　行うかの 2種類がある。前者は、国際本部に永久保管されている「ゴールデンブック」に献辞が記載される。後者は、一
　　定金額以上の寄付を行った場合、献金額に応じて以下の称号が与えられ、「ゴールデンブック」に氏名が記載される。
　　50スイスフラン以上の献金（個人）：エンダウメントフレンド
　　120 スイスフラン以上の献金（個人）：ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　2回目の 120 スイスフラン以上の献金（個人）：ダブル・ポール・ウイリアム・アレキサンダー・フェロー
　　1,000 スイスフラン以上の献金（個人）：オナーロール
　　1,000 スイスフラン以上の献金（クラブ）：オナーロールクラブ

IT アドバイザー＝ Information Technology Advisor
　　情報技術アドバイザー。
　　東日本区では「情報技術」に関して専門的なアドバイスを担当し、区のウェブサイトや区内のメーリングシステムの構築、
　　維持など ITに関するサポートを行っている。

IBC ＝ International Brother Clubs
　　国際兄弟クラブ。
　　クラブが外国のクラブと兄弟クラブ締結を行い、永続的な交流を続けること。また、その相手クラブのことも指す。新た
　　に IBC関係を結ぼうとするクラブ同士は、十分な事前準備を行った上で、締結書を交わす。
　　締結は、IBC国際事業主任が締結書にサインすることにより正式に認められる。

IBC トライアングル＝ International Brother Clubs Triangle
　　3クラブが相互に IBCを締結すること。

IBC クワドラングル＝ International Brother Clubs Quadrangle
　　4クラブが相互に IBCを締結すること。

ID ＝ International Director（ワイズメネット国際主任）
　　国際協会におけるワイズメネットの代表者。

iGo = Internships for Global Outreach（アイゴー：「世界に手を伸ばすためのインターン制度」）
　　青年の成長を目的として、YMCAやワイズメンズクラブ会員で事業を行っている者が、ユースに国際的なインターン（職
　　業体験）の場を提供するプログラム。申請時に 18歳から 29歳の者が対象。2020-21 年度に廃止されたYEEP の後継プロ
　　グラム。

JEF ＝ Japan East Y's Men's Fund
　　東日本区ワイズ基金。
　　東日本区ワイズ運動の安定的かつ継続的発展を支えるため、個人、クラブが記念すべき出来事、行事、慶弔事の折等に、　
　　基金に寄付を行う。寄付者氏名とその理由は、「奉仕帳」に記帳、永久保管される。

LT ＝ Leadership Training
　　会員のリーダーシップの開発、向上を目的に行う研修またはこれを推進する事業の名称。
　　東日本区では、LT委員会が設置され、区主催の部役員、クラブ役員の研修の企画 /実施、研修教材の整備 /提供、部主催
　　の研修会等の支援を行っている。
　　国際協会での正式名称は、LTOD (Leadership Training and Organisation Development)。

NDERF ＝ Natural Disaster Emergency Relief Fund（NDERF（自然災害緊急支援基金））
　　アジア太平洋地域において、地震、台風等の大きな自然災害が発生した際の緊急支援を行うことを目的とした基金。毎年、
　　アジア太平洋地域内の各区は、メンバーひとり当たり 2米ドルを前期の地域会費と併せて、アジア太平洋地域会計に送付
　　する。各理事からの要請に基づき、アジア太平洋地域常任役員会の決定によって支援金が支給される。

SDS ＝ Special Development Support（特別発展支援金）
　　国際協会の EF（エンダウメントファンド）の運用益の一部を原資として、各区におけるエクステンション活動等に対して、
　　その費用の一部が各区から国際本部への申請によって支給される制度。

YMCAの歌 ＝ YMCA Song
　　日本のYMCAの公式歌。ワイズの会合等でも歌われる。
　　1953 年、日本YMCA同盟が 50周年を記念して公募し、同盟主事の淵田多穂理の応募作品が入選し、津川主一が作曲した。

アジア太平洋地域 ＝ Asia Pacific Area
　　ワイズ運動の国際行政区分 8地域のひとつ。
　　2022 年 7月現在、東日本区、西日本区、台湾区、フィリピン区、南東アジア区（香港、マカオ、シンガポール、マレーシ
　　ア、タイ、ミャンマー、バングラデシュ、カンボジア、ネパール、インドネシア）、スリランカ区（スリランカ、パキスタ
　　ン）、オーストラリア区の 7区（Region）から成る。

いざ立て ＝ ONCE MORE WE STAND
　　ワイズメンズクラブ国際協会の公式歌。
　　クラブ、部、区、地域、国際など、ワイズの会合の冒頭で歌われる。英語では “Y’ s Men’ s Hymn” と呼ばれる。フィ
　　ンランドの作曲家、シベリウス（1869 ～ 1957）の交響詩「フィンランディア」の曲に、ワイズメンズクラブの創始者　
　　P・W・アレキサンダーが作詞した。原題は、ONCE MORE WE STAND である。日本では1962年に淵田多穂理が訳詞した。

「祈りの輪」の日
　　世界中のワイズメンズクラブ会員が「共に祈る時」を持つ日。
　　12月 8日は、ワイズメンズクラブの創始者 P・W・アレキサンダーの誕生日。この日を記念して世界中のワイズメンズク
　　ラブ会員が、それぞれの国の午後 8時に「共に祈る時」を持って地球上を輪でつなぐことを願うことから「祈りの輪」と言う。

ウエルネス ＝ Wellness
　　創造的健康生活を送ろうという運動。
　　人間が個人的にも社会的にも健全な生活を送るため、現代人を取り巻くストレス、運動不足、環境破壊などを意識して立
　　ち向かい、こころ、からだ、人間関係のすべてにわたって、あるべき姿を追求する。複数の都市YMCA にはウエルネスセ
　　ンターが設置され、地域に対して継続してウエルネスの普及に取り組んでいる。

エクステンション・ビヨンド・ボーダーズ ＝ Extension Beyond Borders（EBB）
　　区、国の枠組みを超えて、新クラブを設立すること。国際協会は、この取り組みを推奨している。東日本区での例として、
　　東京武蔵野多摩クラブがモンゴル・ウランバートルクラブをスポンサーとして設立したことが挙げられる。EBBを行った
　　クラブに対しては国際協会から賞（Extension Beyond Borders Award：EBBA）が授与される。

エリア ＝ Area
　　国際ワイズ運動を進める行政区分。
　　世界を地理的に 8つの地域に分割している。アフリカ、アジア太平洋、韓国、カナダ /カリブ海諸国、ヨーロッパ、インド、
　　ラテンアメリカ、米国の 8地域である。各地域は、国際議員選出の母体となり、地域行政は、その地域から選出された国
　　際議員の中から選ばれた地域会長（AP）が運営に当たる。

エルマー・クロウ賞 ＝ Elmer Crowe Award
　　任期年度中に特に傑出した働きをした部長に与えられる国際賞。
　　任期半ばで倒れた、カナダの元理事エルマー・クロウを記念して創設された。区理事が評価基準に基づいて、候補者を地
　　域会長に推薦し、国際会長が最終決定する。

会員異動報告書
　　クラブの会員の入会（新入会、転入会、再入会）や退会（退会、転出会）、変更などの異動があった場合に会長の責任にお
　　いて、所属部の部長および部会員増強事業主査（写し：東日本区事務所）に提出する書類。

監事（区） ＝ Auditor
　　区運営に関して、区役員に適切な助言、督励を行う者。
　　区の指名委員会によって指名され、代議員会で承認されて 2年間の任に就く。行政監事 1名、財政監事 1名が選任され、
　　それぞれの分野での監査を行い、他方の分野も副担当として実施する。

キリスト教精神 ＝ Christian Spirit
　　イエス・キリストが全生涯をもって示した博愛、奉仕、自己犠牲の精神。
　　国際憲法のガイドライン 201 には、「イエス・キリストの教えは、ワイズメン全体の意志決定のための、クラブならびに
　　国際協会の運営のための、さらにワイズメン個人の日々の生活のための、ガイドライン（指針）となるものである。」と定
　　められている。

　　国際協会、各地域ではキリスト教精神を広めるため、キリスト教強調 (Christian Emphasis: CE) 事業主任が選任され、キ
　　リスト教精神の維持、拡大を担っている。

ギャベル ＝ Gavel
　　点鐘を行うとき、鐘をたたく木槌。

休会
　　病気や一定期間の仕事の都合等の正当な理由で、長期にわたり、クラブの例会や諸活動に出席できない者は、クラブ会長
　　が申請し、理事の承認を得て、最長 3年間、休会とすることができる。ただし、病気の快復等で再び例会等に出席できる
　　ようになった場合に復帰する意思がある者に限る。休会は、退会と同じ扱いであるが、ロースターに氏名が掲載され、また、
　　復帰の際の入会金が免除される。東日本区独自の制度。

協力関係の原則 ＝ Principles of Partnership
　　世界YMCA同盟とワイズメンズクラブ国際協会がより良きパートナーとなるべく、両者の協力関係の原則が 1981 年に締
　　結された。各地域、各区等のレベルでも同様の締結が進んでいる。

区＝ Region
　　地域（エリア）を構成する区分。東日本区は、アジア太平洋地域の構成員。
　　区の目的は、「区内の各クラブが国際憲法の精神に基づき、敬愛の念を持って交わり、国際協会の綱領と目的を達成し、さ
　　らにこの運動を広く区内に拡張するために相互に協力すること」（東日本区定款第 2条第 3項）を進めることである。

区事務所 ＝ Regional Office
　　区の運営に関する事務を処理する事務所。
　　区事務所は、区書記、会計等の理事スタッフと協力し、区運営のサポートを行う。事務所運営のために事務所所長等の職
　　員を置く。東日本区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置かれている。

区事業主任 ＝ Regional Service Director（RSD）
　　区理事のスタッフとして、事業ごとに置かれる区役員。
　　国際、地域の事業主任の指導のもと、理事の意向を受けて、当該事業活動の計画立案、実施の責任を持ち、各部の事業主
　　査をリードし、その事業活動を支援する。また、活動状況、成果を区内および地域、国際へ報告する。

区大会 ＝ Regional Convention
　　毎年各区で開催される大会。
　　東日本区は、原則として 6月の第 1土日に区理事が主宰し、開催する。大会は、クラブおよび会員が情報を交換し、互い
　　に啓発し、共に運動を担う者としての連帯、協力関係、親睦を深めることを目的とする。区大会は、立候補によって選ば
　　れたホストクラブが実行委員会（ホストコミッティー）を組織し、理事の指導のもと準備、運営、実施に当たる。

区担当主事（東日本区） ＝ YMCA Liaison Secretary to Japan East Region
　　YMCAとワイズメンズクラブの区レベルでの連携を行う日本YMCA同盟主事。
　　日本YMCA同盟総主事が同盟主事の中から任命する。東日本区役員会を始め、種々の会合、区大会等に出席し、YMCA　
　　とワイズメンズクラブとの関係が円滑に推進されるように努める。

区報、部報 ＝ Regional Bulletin、District Bulletin
　　区、部の公式の会報で、メンバーに対する情報提供、活動の記録等を目的として発行、配布される。東日本区においては
　　東日本区定款施行細則で年 2回以上の発行が定められおり、各部においては部則等の規定に則って発行される。

区役員 ＝ Regional Officers
　　区役員会を構成する役員。
　　理事、次期理事、直前理事、区書記、区会計、部長、区事業主任が区役員である。
　　区役員会には、監事、委員会委員長、専任委員、事務所職員等も列席する。

クラブ ＝ Club
　　ワイズメンズクラブ運動を構成する最小単位でかつ運動の基盤となる組織。クラブは、最低 3名の会員から成り、新たに
　　クラブを設立する際は、5名以上の会員が必要である。

クラブ担当主事 ＝ Related Secretary
　　YMCAとクラブとの連携を行うYMCAの主事。

　　投票権があるのは、グッドスタンディングクラブ（「グッドスタンディング」の項を参照）でかつ直近 3半期の会員数が　
　　15名以上のクラブである。ただし、会員数の基準を満たしていない場合、直近 3半期の会員数が 5名以上で、12月 31　
　　日現在でチャーター後 25年を経過しているクラブは、区理事からの国際本部への申請によって投票権を得ることができる。
　　投票は、各クラブを代表する者（クラブ会長または事前に登録したその他のクラブメンバー）が国際協会のウェブサイト
　　を通じて実施する。

国際本部 ＝ International Headquarters（IHQ）
　　国際協会事務局、国際書記局ともいう。国際書記長以下有給スタッフが、全世界の役員、委員、区理事、クラブ会長など
　　への事務連絡や実務を行っている。事務所は、スイス・ジュネーブに置かれている。サテライトオフィスがチェンマイ（タ
　　イ）に置かれている。

国際聖句
　　ワイズメンズクラブ会員の精神的基盤をなすもので、新約聖書 “ヨハネによる福音書第 17章 21 節”。

国際大会 ＝ International Convention（IC）
　　2年ごとに開催される国際協会レベルの大会。
　　全世界のワイズメンズクラブ会員が一堂に会し、式典、研修、親睦等のプログラムが展開される。開催地（ホスト区）は、
　　立候補制で国際大会委員会（ICC）の下に、ホスト区内に大会実行委員会（HCC=ホストコンベンションコミッティ）が
　　組織され、大会全般の準備と実行に当たる。

国際連合・経済社会理事会・特殊諮問資格＝
　　Special Consultative Status with the Economic and Social Council of the United Nations
　　2006 年にワイズメンズクラブ国際協会が取得した、国際連合・経済社会理事会が認めるNGO（非政府組織）の資格のひ
　　とつ。特定の分野において、国際連合が採択した行動計画、プログラムおよび宣言を実施、推進する。国際連合およびそ
　　の補助機関の特定の会合への出席、検討事項に関する意見を述べることができる。

コメット＝ Y'slings
　　日本でのワイズメンズクラブ会員の子弟の呼称。国際での呼称は、ワイズリングズ。

ゴールデンブック ＝ Golden Book
　　エンダウメントファンドへの献辞、寄付者名が記録される台帳。
　　革表紙の製本で永久保存される。東日本区の「東日本区ワイズ基金」（JEF）の「奉仕帳」に当たる。

出席率 ＝ The Percentage of Member's Attendance
　　クラブ会員の例会出席率。（東日本区定款施行細則第 11 条参照）

常任役員（会） ＝ Regional Executive Officers
　　区の理事、次期理事、直前理事、書記、会計。
　　この 5者で常任役員会を構成する。常任役員会は、日常必要な決済事項を合議によって処理する。

主題 ＝ Theme
　　国際会長、アジア太平洋地域会長、区理事、部長、クラブ会長が掲げる中心テーマで、それぞれの任期年度に使用する。

スローガン = Slogan
　　主題を展開、補足する副題。サブテーマ（Sub-Theme）とも言う。

スポンサークラブ＝ Sponsor Club
　　新クラブ設立のイニシアティブをとるクラブ。設立、チャーター後も、新クラブを支援する。

スマイル＝ Smile
　　クラブ活動資金、基金作りのための自由献金。
　　例会で、会員が最近身近に起きた嬉しいことなどを記念して献金する。クラブによっては「ニコニコ」、「ドライブ」、「ロバ」
　　などとも呼んでいる。

世界YMCA同盟＝ World Alliance of YMCAs
　　世界各国のYMCAの協力と運動推進を図るための連合体。本部はスイス・ジュネーブにある。略称は、WAY。
　　World YMCAと称することもある。

　　クラブが支援する都市YMCAの総主事が任命する。クラブ会員としてクラブに加わり、連絡役のみならずクラブ活動にも
　　参加する。

グッドスタンディング ＝ Good standing
　　直近 3半期の会費（国際会費、地域会費、区会費）を支払ったクラブを国際協会ではグッドスタンディング（良好な状態
　　のクラブ）クラブと呼ぶ。会員数には無関係である。

ゲスト ＝ Guest
　　例会などでワイズ関係 ( ワイズメン、ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバー ) 以外の知人、友人、ゲス
　　トスピーカー、入会候補者としての参加者などをゲストと呼ぶ。

広義会員 ＝ Members-at-large
　　クラブ会員の内、常に例会その他の会合に出席することが不可能な者は、クラブ会長が理事に届け出て、理事の承認を受
　　けると広義会員となることができる東日本区の制度。広義会員は、例会出席義務を免かれる。
　　国際協会の広義会員は、ワイズの無い地域に住む者が、特定のクラブではなく区に所属する制度であり、東日本区の制度
　　とは別の制度である。

広報 ＝ Public Relations（PR）
　　「組織以外の多くの人に広く情報を伝える」（Public Information）と「人のつながりを強める」（Public Relations）こと。
　　ワイズ内外にタイムリーに情報発信し、ワイズ活動の活性化、社会的認知度の向上に資する。

功労会員 ＝ Senior Service Member
　　クラブのために長年尽くして来た会員が、クラブの決議により理事に届け出て功労会員となる。例会出席義務を免除される。

国際会長 ＝ International President（IP）
　　ワイズメンズクラブ国際組織の最高責任者。国際議会の議長を務める。
　　推薦制で任期は 1年。就任の 2年前に投票権を持つ全世界のクラブ会長の投票で選ばれ、次の 1年、次期国際会長となる。
　　国際会長の取り組みとして最も強調したいことを「国際会長主題」として掲げる。

国際議会 ＝ International Council（IC）
　　ワイズメンズクラブ国際協会の立法機関。
　　国際憲法の改訂を始め、国際協会の予算の決定、諸事業、規定の新設 /改廃、国際大会開催地の決定など、国際ワイズ活
　　動のすべての重要案件を審議する。各地域から会員人数割りで選出される 15名の（国際）議員によって構成される。毎年
　　7月または 8月に国際議会が開かれ、1月または 2月に年央会議（ミッドイヤーミーティング）が開かれる。

国際議員 ＝ International Council Members（ICM）
　　国際議会構成員。世界の全 8地域から会員数に応じてドント方式で選出される 13名の国際議員と輪番で 2地域から選出
　　される 2名の青年議員（26歳から 39歳）議員の合計 15名からなる。何れも当該地域の各クラブからの投票で選出される。
　　任期は 2年で再選は認められていない。

（ワイズメンズクラブ）国際協会 ＝ The International Association of Y’ s Men’ s Clubs / Y’ s Men International
　　世界のワイズメンズクラブを構成員として設立されている国際組織。
　　国際協会の立法機関は、国際議会、行政機関は、執行役員会と各地域会長である。

国際憲法 ＝ International Constitution
　　ワイズメンズクラブの活動基盤を定めたもの。
　　東日本区定款の綱領や目的も国際憲法に基づいて定められている。国際協会の標語（Motto）「強い義務感を持とう　義務
　　はすべての権利に伴う」も、この中に明記されている。

国際執行役員（会） ＝ International Executive Officers（IEO）
　　国際会長、次期国際会長、直前国際会長、国際会計を国際執行役員と呼び、4者で国際執行役員会を構成する。国際執行
　　役員会には、有給スタッフである国際書記長も陪席し、日常必要な決済事項を合議によって処理する。東日本区の常任役
　　員（会）に当たる。

国際投票 = International Voting
　　毎年通常、12月から 1月にかけて、次々期国際会長、次期国際会計（3年に 1度）、地域選出国際議会議員の選出および
　　国際憲法の改訂（改訂事項がある場合）についての国際投票が行われる。

設立総会
　　新クラブの発足に際し、新クラブメンバーによりクラブ名称、会則、事業方針、予算などを決議し、また、申請書類への
　　署名を行う会合。日本のワイズメンズクラブ独特のもの。
　　設立総会を終えると、クラブとしての活動が始まるが、チャーターナイトまでは、「ワイズメンズクラブ」として公式には
　　認められていないため、その間は「（仮）○○ワイズメンズクラブ」等と称することが通例となっている。

戦略 2032 = Strategy 2032　
　　創立 100 周年を機に、2022 年に制定されたワイズズメンズクラブ国際協会（YMI）の中長期計画。YMI が 2032 年には
　　どのような組織になっているかの目標およびそのための戦略をまとめたもの。YMIは、公平で持続可能な世界を築くために、
　　互いに刺激し合い、協力し合って、親睦と地域社会への影響力において卓越した組織となること、健康、環境、教育に重
　　点を置いて奉仕活動を行っていくこと等が謳われている。
　　2016 年に制定された「2022 年とその先に向けて」（Towards2022 & Beyond」）および 2019 年に制定された「チャレン
　　ジ 22」（Challenge 22）の後継計画である。

代議員＝ Regional Council Members
　　東日本区のクラブ会長、部長および部の会員人数割りによって選出された会員。任期は、7月 1日から 1年。ただし、再
　　任を妨げない。議長は、直前部長の互選で選任される。
　　東日本区の立法機関である代議員会の構成員である。年次代議員会は、通常東日本区大会に合わせて開催される。部人数
　　割代議員は部内会員数 100 名につき 1名（100 名未満の場合は 1名）の割合で選出する。内 1名は、直前部長。

チャーター＝ Charter
　　新設クラブに対して国際協会が加盟を認証すること、または加盟認証状。加盟認証状に記載されている「Charter 　　　
　　Presentation Date」が公式のチャーター年月日である。

チャーターメンバー＝ Charter Member
　　新クラブ発足時の設立会員。国際協会加盟手続きの際、申請書に署名した会員。

チャーターナイト＝ Charter Presentation Ceremony
　　国際協会加盟認証を受ける新クラブが、近隣クラブおよび地域社会に披露する会。
　　本来は晩餐会なので通称 “チャーターナイト” という。この会では国際協会加盟認証状の伝達式、チャーターバッジ着装、
　　メンバー紹介などが行われる。

地域事務所 ＝ Area Office
　　地域の運営を円滑に進めるための事務所。
　　専任スタッフを置き、地域会長指導のもと、各区ヘの事務連絡、事務処理等を行う。アジア太平洋地域は、香港に地域事
　　務所を置いている。

点鐘
　　クラブ例会、区役員会等の公式会合の時に、開会宣言 /閉会宣言を行う主宰者が厳粛にギャベル（木槌）で鐘を打ち鳴ら
　　すこと。

トロイカ ＝ Troika
　　組織の各レベルで、トップをその前任者と後任者が支え、また、組織運営の継続性を確保する体制。ロシア語の 3頭立て
　　の馬橇が語源。
　　区は理事、次期理事、直前理事、部は部長、次期部長、直前部長、クラブは会長、次期会長、直前会長からなる。

ドライバー ＝ Driver
　　ワイズ運動、特に例会の推進役。クラブによってはマーシャル、クラブサービスと呼んでいる。直訳は“強く動機づける人”、
　　“運動推進役”。献金を促したり例会を盛り上げたりする役割を担う。

西日本区 ＝ Japan West Region
　　富山県、岐阜県、愛知県以西（沖縄県を除く）を領域とする区。1997 年に旧日本区の分割によって、東日本区と同時に誕
　　生した。

日本YMCA同盟 ＝ The National Council of YMCAs of Japan
　　日本のYMCA運動の推進、都市YMCAと学生YMCAへの支援、調整、助言活動を行う組織。事務所を東京都新宿区四
　　　　谷本塩町 2-11 に置く。1903 年に設立され、世界YMCA同盟とアジア・太平洋YMCA同盟に加盟し、世界YMCA

　　同盟を始め海外YMCAとの連絡を担う。全国のスタッフの国内研修、主事養成と認証、ワイズメンズクラブとの連携、調
　　整、御殿場にある研修施設、国際青少年センターYMCA東山荘の運営も行っている。

バナー ＝ Banner
　　クラブ、部、区の旗。クラブ例会、部大会、区大会など公式会合時に掲げる。

バランタイン賞 ＝ Harry M. Ballantyne Award of Merit 
　　国際協会の発展に貢献したメンバーに対して、毎年、国際協会が授賞する賞。1922 年の国際協会設立時から担当主事とし
　　て活躍した、Harry M. Ballantyne カナダ YMCA主事を記念して 1957 年に創設された。正式名称は、ハリー・M・バラ
　　ンタイン賞。
　　これまでの日本人受賞者は、次の各氏。（　　）内は受賞年：奈良傳（1966）、鈴木謙介（1982）、竹内敏朗（1987）、田
　　中真（1995）、三井万壽雄（2002）、今村一之（2006）、奈良信（2010）、藤井寛敏（2018）

半年報 ＝ Semiannual Report
　　クラブが会員の入 /退会による変化を東日本区へ提出（クラブ→部長→会員増強事業主任）する報告書。
　　7月 1日付と 1月 1日付の年 2回一定の書式で報告する。7月 1日付人数が国際会費、アジア太平洋地域会費、区費算定
　　の基礎となる。

東日本区 ＝ Japan East Region
　　世界に 44ある区（2022 年 7月現在）（行政単位）のひとつ。
　　新潟県、長野県、静岡県以東と沖縄県を領域とする。1997 年 7月に旧日本区を東西に分けた形で、東日本区、西日本区と
　　して誕生した。その活動は、東日本区定款に基づき、区理事がこれを統括する。区事務所は、日本YMCA同盟会館内に置
　　かれている。

東日本区ウェブサイト
　　ワイズメンズクラブ、東日本区の紹介、区内のニュース、クラブ案内、区報、各種マニュアル、書式等が掲載されている
　　東日本区の公式ウェブサイト。URL は、https://www.ys-east.or.jp/
　　＜参考＞　国際協会ウェブサイト：https://www.ysmen.org/
　　　　　　　アジア太平洋地域ウェブサイト：http://www.ysmenap.org/
　　　　　　　西日本区ウェブサイト：http://www.ys-west.or.jp/

東日本区定款 ＝ Regional Constitution of Japan East Region
　　ワイズメンズクラブ国際協会の憲法に基づき、東日本区のモットー、綱領、目的、組織、運営の基本などを定めたもの。

東日本区奈良傳賞＝ Japan East Region Tsutae Nara Memorial Award
　　ワイズダム発展に尽力し、その功績が認められた会員に与えられる賞。
　　日本のワイズ運動の創始者である奈良傳氏の偉業を記念して制定された賞で、長年ワイズダム発展に尽力し、その功績が
　　認められ、奈良傳賞受賞者選考委員会の議を経て選ばれた会員が、東日本区大会で表彰される。

東日本区メーリングリスト
　　年度毎に、「全クラブ会長」、「全部長」、「各部別の部役員」、「各事業別の事業主査」等、東日本区内の各役職者別に作成さ
　　れる公式のメーリングリスト。例えば、全クラブ会長のメーリングリストは、kaicho@ys-east.or.jp。
　　当該メーリングに登録されているメンバーのみが、そのメーリングリストを用いて受発信できる。

ビジター ＝ Visitor
　　他クラブからの例会等への来訪者。ワイズメネット、コメット、ワイズユースクラブメンバーも含む。

ヒストリアン（国際） ＝ Historian
　　全世界のワイズ関係の公式文書を入手保管し、歴史的資料として整備する役職者。
　　国際文献保存委員ともいう。区報、クラブチャーター資料、区大会開催資料など、使用言語の如何を問わず、ヒストリア
　　ンへ送付する。

ヒストリアン（東日本区）＝ Historian
　　東日本区のワイズ活動の歴史をまとめる役職者。
　　東日本区の歴史的事項を正確に記録するために、区報、区役員会資料、区大会資料、加盟認証状の写し、クラブ記念誌等
　　の文献を収集、整理、保存する。部ヒストリアンを設置している部もある。

ヒールザワールド ＝ Heal the World
　　国際協会が 2020-21 年度に開始した統一国際プロジェクト（「UGP」の項を参照）で、新型コロナウイルス後の世界を癒
　　すために、より強い国際的な関与と組織的な連携、連帯を構築して我々のボランティアの力をより発揮することを目的と
　　している。主な活動内容は、災害時等の救援物資の提供 /ボランティア支援、医療 /健康プログラム、専門家のネットワー
　　ク構築など。プロジェクトの資金を賄うために、TOF献金の増額が望まれている。

フィラテリスト ＝ Philatelist
　　直訳すると「切手収集家」。ワイズにおいては、BF献金の使用済切手の拠出を推進することおよび使用済切手を換金する
　　業者との窓口の役割を担う。各エリアではこの業務を担当する事業主任が任命されている。

Motto ＝ 標語（国際）
　　ワイズメンズクラブの基本的な行動目標を表す言葉。
　　国際標語は “To acknowledge the duty that accompanies every right”（強い義務感をもとう　義務はすべての権利に伴
　　う）である。

部 ＝ District
　　ワイズ運動を協力して進めるために区内の 2つ以上のクラブで構成された組織体。
　　東日本区には 7つの部（2022 年 7月 1日現在）がある。部は、区役員会、代議員会の承認を得て設置が認められる。

部事業主査 ＝ District Service Director（DSD）
　　部長のスタッフとして事業ごとに置かれる部役員。
　　部の事業活動の活発化に努め、クラブとの連絡を図ると共に、区事業主任との連絡を密にする。部長および区事業主任へ
　　部事業活動報告書を送る。

部大会 ＝ District Convention
　　部内各クラブ相互の情報交換および親睦のため、部長の主宰により年 1回以上開催される部の大会。2018-19 年度の東日
　　本区定款改訂により、これまでの「部会」から「部大会」に名称が変更された。正式な表記は、「XX部部大会」（「XX部大会」
　　ではなく）。

部長 ＝ District Governor
　　部の最高責任者。
　　あらゆる機会をとらえ部内クラブを指導するとともに、区にあっては代議員、区役員、「区役員候補者指名委員会」の委員
　　であり、部にあっては通常年 1回の部大会を主宰し、部の方針および運営等を協議し決定する数回の評議会を開催し、また、
　　属するクラブ会員全員の研修と交流を図る。任期内に部内クラブを 1回以上「公式訪問」し、部内諸活動の推進に努める。

部評議会 ＝ District Council
　　部の運営を協議、決議する機関。構成員は、それぞれの部則の定めによる。

物品 ＝ Supplies
　　ワイズ活動に用いる備品（万国旗など）、小道具（シールなど）、バッジ等の総称。
　　これらを製作 /供給する活動、事業者もいう。

ブリテン ＝ Bulletin
　　クラブとしての機関紙。クラブメンバーおよび他クラブ、区 /部役員等への連絡 /案内、入会候補者への PR、クラブの記
　　録としての役目を持つ。
　　毎月発行し、その月の例会プログラム、在籍者数、前月の例会出席者、出席率、BF成績、活動報告、活動計画、会員消息
　　などを掲載する。

文献 ＝ Documentation
　　ワイズメンズクラブ活動の指針となる規約集、手引き書その他参考文献。
　　文献作成 /精査等の実働組織として、東日本区では文献・組織検討委員会が設けられており、その委員は、区理事が任命する。

ブースター賞 ＝ Booster Award
　　会員増強の功績に対して国際協会から授与される賞。前年 2月 1日から当年 1月 31 日までの 1年間に、3名以上の新入
　　会員を紹介した個人および 6名以上の会員純増を果たしたクラブが表彰される。
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